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懸
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文
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集
│
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論
文
集
「
地
域
社
会
の
安
全
を
い
か
に
守
る
か
」
の
発
刊
に
あ
たって

財
団
法
人　

公
共
政
策
調
査
会

理
事
長　

野
　
田
　 

　
健

当
財
団
は
、
社
会
的
安
定
と
安
全
の
視
点
か
ら
広
く
内
外
の
公
共
問
題
を
研
究
し
、
関
係
諸
情
報
の
収
集
、
整
理
、
分
析

を
行
う
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
成
果
の
普
及
、
政
策
提
言
等
の
事
業
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
昭
和
六
一
年
一
二
月
五

日
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

設
立
以
来
、
国
際
情
勢
、
国
内
の
政
治
、
経
済
、
社
会
情
勢
が
大
き
く
変
化
す
る
中
に
あ
っ
て
、
会
員
各
企
業
を
は
じ
め

関
係
の
方
々
か
ら
の
終
始
変
わ
ら
ぬ
暖
か
い
ご
理
解
、
ご
協
力
の
下
に
、
当
財
団
は
着
実
に
そ
の
事
業
活
動
を
展
開
し
、
平

成
九
年
度
に
は
設
立
一
〇
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
『
二
一
世
紀
の
社
会
の
安
全
を
考
え
る
』
を
テ
ー
マ
に
、
懸
賞
論

文
を
募
集
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
各
方
面
か
ら
好
評
を
も
っ
て
迎
え
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
後
も
毎
年
継
続
し
て
実
施
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。

第
一
五
回
目
に
あ
た
る
平
成
二
三
年
度
も
、
警
察
庁
、
読
売
新
聞
社
、
財
団
法
人
社
会
安
全
研
究
財
団
の
ご
後
援
の
下
に
、

警
察
大
学
校
警
察
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー
と
共
催
で
『
地
域
社
会
の
安
全
を
い
か
に
守
る
か
』
を
テ
ー
マ
に
、
懸
賞
論
文
を
募

集
し
ま
し
た
。



3　論文集「地域社会の安全をいかに守るか」の発刊にあたって

警
察
庁
の
統
計
に
よ
る
と
、
刑
法
犯
の
認
知
件
数
は
平
成
一
四
年
の
約
二
八
五
万
件
を
ピ
ー
ク
に
年
々
減
少
を
続
け
、
平

成
二
二
年
に
は
、
一
六
〇
万
件
を
切
る
ま
で
に
至
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、警
察
に
よ
る
防
犯
対
策
の
強
化
だ
け
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、各
自
治
体
に
よ
る「
安
全
安
心
ま
ち
づ
く
り
条
例
」

の
制
定
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
安
全
対
策
、そ
し
て
何
よ
り
も
地
域
住
民
の
自
主
防
犯
活
動
の
成
果
で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
依
然
と
し
て
、
地
域
住
民
の
事
件
、
事
故
に
対
す
る
不
安
は
大
き
い
も
の
が
あ
り
、「
体
感
治
安
」
は
必
ず
し

も
よ
く
な
っ
て
い
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
地
域
社
会
の
安
全
を
守
る
た
め
に
、
様
々
な
視
点
、

切
り
口
か
ら
提
言
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
七
一
編
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
中
か
ら
最
優
秀
賞
一
編
、
優
秀
賞
二
編
、
佳
作
二
編
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
千
葉
県
千
葉
市
の
慶
應
義
塾
大
学
三
年
生
の
鈴
木
あ
い
さ
ん
の
作
品
は
、
学
校
に
お
い
て
子
ど
も

達
の
安
全
を
い
か
に
確
保
す
る
か
に
つ
い
て
の
具
体
的
提
言
で
、
各
選
考
委
員
の
高
い
評
価
を
得
ま
し
た
。

論
文
集
は
、
紙
幅
等
の
都
合
に
よ
り
受
賞
論
文
を
含
む
一
九
編
に
限
定
し
て
お
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
の
応
募
作
品
も
、
真

摯
に
問
題
点
を
捉
え
た
内
容
の
高
い
作
品
で
あ
っ
た
こ
と
を
記
し
て
お
き
ま
す
。

こ
の
論
文
集
が
広
く
各
方
面
で
活
用
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
論
文
集
発
刊
を
契
機
に
、「
地
域

社
会
の
安
全
」
に
向
け
た
取
組
が
幅
広
い
分
野
で
盛
り
上
が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

最
後
に
、
こ
の
事
業
の
実
施
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
関
係
各
位
と
応
募
者
の
方
々
に
改
め
て
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
、
発

刊
に
あ
た
っ
て
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
　

平
成
二
四
年
三
月
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1　学校安全と危機管理の現状と対策

【
最
優
秀
賞
】

学
校
安
全
と
危
機
管
理
の
現
状
と
対
策慶

應
義
塾
大
学
環
境
情
報
学
部
三
年

鈴
木　

あ
い
（
21
）

は
じ
め
に

近
年
、
学
校
に
お
け
る
犯
罪
の
中
で
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
学
校
へ
の
不
審
者
侵
入
で
あ
る
。
京
都
小
学
生

殺
害
事
件
（
平
成
一
一
年
一
一
月
二
一
日
）、
大
阪
教
育
大
学
附
属
池
田
小
事
件
（
平
成
一
三
年
六
月
八
日
）、
寝
屋
川
市
立

中
央
小
学
校
教
員
殺
傷
事
件
（
平
成
一
七
年
二
月
一
四
日
）
な
ど
の
学
内
侵
入
殺
傷
事
件
発
生
に
よ
り
、
学
校
へ
の
不
審
者
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侵
入
事
件
と
、
そ
の
よ
う
な
事
件
を
防
ぐ
た
め
の
対
策
が
注
目
を
集
め
て
い
る
。
警
察
庁
に
よ
る
と
、
都
道
府
県
警
か
ら
警

察
庁
に
報
告
の
あ
っ
た
、
平
成
一
六
年
に
発
生
し
た
学
校
へ
の
不
審
者
侵
入
事
案
は
一
九
件
で
あ
っ
た
。
こ
の
件
数
を
少
な

い
と
感
じ
る
人
も
多
い
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
児
童
や
教
職
員
へ
の
傷
害
事
件
は
数
少
な
い
も
の
の
、
実
際
に
不
審
者
が

学
校
へ
侵
入
し
た
、
あ
る
い
は
そ
の
危
険
性
の
高
い
状
況
は
報
告
以
上
に
多
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
事
実
に
も
関
わ
ら
ず
、「
自
分
の
学
校
は
大
丈
夫
」「
自
分
た
ち
に
は
関
係
な
い
」「
侵
入
殺
傷
事

件
は
テ
レ
ビ
の
世
界
で
起
き
て
い
る
も
の
」と
考
え
て
し
ま
っ
て
い
る
人
も
少
な
く
な
い
。ま
た
、そ
の
一
方
で
、「
過
防
備
化
」

「
要
塞
化
」
す
る
こ
と
に
莫
大
な
費
用
を
費
や
す
学
校
も
存
在
し
、
学
校
と
い
う
「
教
育
の
場
」
が
、
あ
る
意
味
警
備
ビ
ジ

ネ
ス
の
「
有
望
な
『
市
場
』」
と
化
し
て
し
ま
っ
て
い
る
現
実
も
あ
る
。

そ
こ
で
、
本
研
究
で
は
、
学
内
侵
入
殺
傷
事
件
を
防
ぐ
た
め
の
小
・
中
・
高
等
学
校
管
理
や
生
徒
の
指
導
面
に
お
い
て
の

問
題
点
を
指
摘
し
、解
決
策
を
各
都
道
府
県
教
育
委
員
会
に
提
言
す
る
。
提
言
の
内
容
と
し
て
は
、「
校
門
の
施
錠
、モ
ニ
タ
ー

付
き
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
の
設
置
」、「
催
涙
ス
プ
レ
ー
、
さ
す
ま
た
の
配
備
」「
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
」、「『
安
全
科
』
の
授
業
の

実
施
、
文
部
科
学
省
作
成
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
活
用
」、「
不
審
者
対
応
訓
練
の
実
施
」
の
四
点
で
あ
る
。「
要
塞
化
」
と
呼
ば
れ

る
よ
う
な
高
額
な
防
犯
設
備
は
、
全
て
の
学
校
が
簡
単
に
行
え
る
も
の
で
は
な
い
し
、
学
校
警
備
予
算
が
削
減
さ
れ
て
い
く

自
治
体
も
あ
る
中
で
、
こ
う
し
た
高
額
な
防
犯
設
備
を
永
続
さ
せ
て
い
け
る
と
い
う
保
証
も
な
い
。
そ
こ
で
、
ど
の
学
校
も

す
ぐ
に
始
め
る
こ
と
が
で
き
、
比
較
的
安
価
な
防
犯
対
策
を
提
言
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。
防
犯
に
は
、
教
師
、
生
徒
と

も
に
防
犯
意
識
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
い
く
ら
防
犯
設
備
が
充
実
し
て
い
よ
う
と
も
、
学
校
の
安
全
に
対
す
る
意
識

が
な
け
れ
ば
そ
れ
ら
の
設
備
は
機
能
し
な
い
。
そ
こ
で
、
費
用
が
莫
大
な
ハ
ー
ド
面
で
は
な
く
、
教
師
と
生
徒
の
意
識
改
革
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と
い
っ
た
ソ
フ
ト
面
を
重
視
し
た
対
策
を
講
ず
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
の
対
策
を
単
純
に
実
施
す
れ
ば
良
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
を
実
施
し
て
い
く
う
え
で
の

ハ
ー
ド
ル
も
、
い
く
つ
か
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
学
内
侵
入
殺
傷
事
件
は
決
し
て
他
人
事
で
は
な
い
。
事
件
が
発

生
し
て
か
ら
で
は
手
遅
れ
な
の
で
あ
る
。
過
去
に
起
き
た
事
件
を
ど
れ
だ
け
真
剣
に
受
け
止
め
、
ど
れ
だ
け
事
前
に
対
策
を

と
れ
る
か
に
よ
っ
て
、
そ
の
学
校
の
安
全
度
は
決
定
さ
れ
る
。
以
下
に
述
べ
て
い
く
理
由
か
ら
、
本
施
策
は
効
果
的
な
ア
プ

ロ
ー
チ
と
考
え
ら
れ
、
各
都
道
府
県
教
育
委
員
会
に
本
施
策
の
導
入
を
強
く
求
め
る
。

第
一
章　
問
題
発
見
、
現
状

一
│
一　

学
校
に
お
け
る
犯
罪
認
知
件
数
の
増
加

ま
ず
、
表
１
に
つ
い
て
で
あ
る
。
全
国
の
学
校
施
設
内
に
お
け
る
犯
罪
認
知
件
数
は
、
警
察
庁
の
報
告
に
よ
る
と
、
平
成

八
年
で
約
二
九
、〇
〇
〇
件
で
あ
っ
た
も
の
が
年
々
増
加
し
、
平
成
一
四
年
で
は
約
四
五
、〇
〇
〇
件
と
、
こ
の
六
年
間
で

五
五
％
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
殺
人
等
の
凶
悪
犯
罪
に
つ
い
て
も
倍
増
す
る
な
ど
、
学
校
施
設
内
も
決
し
て
安
全

な
場
所
と
い
え
な
い
状
況
で
あ
る
と
言
え
る
。

次
に
、
表
２
に
つ
い
て
で
あ
る
。
近
年
発
生
し
た
主
な
学
校
侵
入
事
件
は
、
こ
の
よ
う
で
あ
る
（
要
約
で
述
べ
た
、
京
都

小
学
生
殺
害
事
件
、
大
阪
教
育
大
学
附
属
池
田
小
事
件
、
寝
屋
川
市
立
中
央
小
学
校
教
員
殺
傷
事
件
は
除
く
）。
先
ほ
ど
も

述
べ
た
よ
う
に
、
都
道
府
県
警
か
ら
警
察
庁
に
報
告
の
あ
っ
た
平
成
一
六
年
に
発
生
し
た
学
校
へ
の
不
審
者
侵
入
事
案
は
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【表 1　学校で発生した刑法犯認知件数出典：警察庁統計】　　（件）

罪種別 手口別 平成 8年 平成 9年 平成 10 年 平成 11 年

凶悪犯 殺　人 3 4 8 5

強　盗 4 7 11 11

放　火 32 46 37 46

強　姦 9 91 25 30

その他 粗暴犯 1,124 1,393 1,374 1,530

窃盗犯 24,754 24,641 24,114 25,786

知能犯 104 182 191 75

風俗犯 62 132 170 81

その他 2,836 3,184 3,499 4,121

合　計 28,928 29,609 30,101 31,685

罪種別 手口別 平成 12 年 平成 13 年 平成 14 年

凶悪犯 殺　人 9 3 1

強　盗 8 16 10

放　火 31 36 51

強　姦 27 30 34

その他 粗暴犯 1,952 1,930 1,702

窃盗罪 28,191 30,297 31,182

知能犯 264 70 93

風俗犯 141 142 132

その他 5,965 9,172 11,681

合　計 36,588 41,606 44,886
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一
九
件
で
あ
り
、
他
の
事
件
と
比
較
し
た
場
合
、
決
し
て
多

い
と
は
言
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
以
下
の
よ
う

に
、
学
校
で
発
生
し
た
事
件
は
増
加
し
て
お
り
、
学
校
は
決

し
て
安
全
な
場
所
と
は
言
え
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。ま
た
、

表
２
で
あ
げ
た
よ
う
な
事
件
も
、
死
亡
者
は
発
生
し
て
い
な

い
も
の
の
、
非
常
に
危
険
な
状
況
が
発
生
し
て
い
た
こ
と
が

見
て
取
れ
る
で
あ
ろ
う
。

一
│
二　

学
校
が「
要
塞
化
」、警
備
ビ
ジ
ネ
ス
の「
市
場
化
」

ま
ず
、
学
校
の
「
過
防
備
化
」「
要
塞
化
」、
そ
れ
に
伴
う

警
備
ビ
ジ
ネ
ス
の
「
市
場
化
」
と
い
う
点
で
あ
る
。
か
つ
て

は
、
学
校
は
地
域
社
会
に
開
か
れ
た
存
在
で
あ
り
、
地
域
住

民
が
学
校
に
出
入
り
す
る
こ
と
も
決
し
て
珍
し
い
こ
と
で
は

な
か
っ
た
。
し
か
し
、
近
年
発
生
し
て
い
る
学
内
不
審
者
侵

入
殺
傷
事
件
に
よ
り
、
学
校
が
以
前
よ
り
閉
鎖
的
な
も
の
と

な
っ
て
き
て
い
る
。
確
か
に
、児
童
の
安
全
を
考
慮
す
る
と
、

あ
る
程
度
は
仕
方
の
な
い
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か

【表 2　学校施設に不審者が侵入した主な事件】

年　月 発生府県 事件概要

H6.4 愛　知 市立小学校に包丁を持った男が侵入、男子児童が逃
げる際に軽傷

H12.1 和歌山 町立中学校の教室で男子生徒が男に包丁で切りつけ
られ軽傷

H12.2 栃　木 市立小学校に包丁とハンマーを持った男が侵入、け
が人なし

H13.1 福　岡 私立高校で女子生徒が男に金属棒ようのもので引っ
かかれて軽傷

H13.11 大　阪 市立小学校の校舎 2階に薬物中毒者が侵入、教員の
通報により逮捕

H14.12 東　京 区立小学校の校舎 2階に男が侵入、会議室で暴れた
が、教員の通報により逮捕、けが人なし

H15.2 兵　庫 市立中学校の正門から包丁を持った男が侵入、教員
の通報により逮捕、けが人なし
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し
、「
過
防
備
化
」「
要
塞
化
」
を
推
進
す
る
学
校
が
数
多
く
存
在
す
る
の
に
加
え
、
こ
の
よ
う
な
動
き
に
合
わ
せ
て
警
備
会

社
の
教
育
現
場
へ
の
参
入
が
始
ま
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
二
つ
例
を
挙
げ
た
い
と
思
う
。

一
つ
目
は
、
大
阪
府
大
東
市
の
私
立
小
学
校
で
あ
る
。
こ
の
小
学
校
は
、
学
校
へ
の
出
入
り
を
正
門
に
限
定
、
さ
ら
に
は

警
備
員
が
常
駐
、
防
犯
カ
メ
ラ
や
夜
間
巡
回
警
備
の
サ
ー
ビ
ス
も
受
け
て
い
る
。
児
童
に
は
、
全
地
球
測
位
シ
ス
テ
ム
（
Ｇ

Ｐ
Ｓ
）
機
能
付
き
携
帯
端
末
を
持
た
せ
、
来
春
に
は
Ｉ
Ｃ
タ
グ
（
電
子
識
別
票
）
を
ラ
ン
ド
セ
ル
に
仕
込
ん
だ
登
下
校
確
認

シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
検
討
し
て
い
る
。
二
つ
目
は
、
平
成
一
三
年
に
学
内
侵
入
殺
傷
事
件
が
発
生
し
た
大
阪
教
育
大
学
付
属

池
田
小
学
校
で
あ
る
。
事
件
後
、
池
田
小
は
二
度
と
こ
の
よ
う
な
事
件
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
大
改
造
に
取
り
組
ん
だ
。
事

件
当
時
、
通
報
が
遅
れ
た
こ
と
を
反
省
に
、
校
内
四
三
七
ヵ
所
に
警
報
ブ
ザ
ー
と
非
常
用
ボ
タ
ン
を
、
一
二
ヵ
所
に
防
犯
カ

メ
ラ
を
設
置
し
た
。
ま
た
、
不
審
者
が
侵
入
し
た
場
合
す
ぐ
に
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
体
育
館
を
ガ
ラ
ス
張
り

に
し
、
下
足
箱
の
高
さ
も
一
年
生
の
背
丈
よ
り
も
低
く
し
た
。
池
田
小
の
こ
の
一
連
の
改
造
に
は
、
総
額
四
二
億
円
が
費
や

さ
れ
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
、
学
内
侵
入
殺
傷
事
件
を
契
機
に
学
校
の
「
要
塞
化
」
は
加
速
し
て
い
る
こ
と
を
背
景
に
、

警
備
ビ
ジ
ネ
ス
は
拡
大
し
、
大
手
警
備
会
社
は
Ｉ
Ｔ
技
術
を
駆
使
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
高
度
化
を
図
り
、
異
業
種
か
ら
の
新
規

参
入
組
も
着
目
し
て
い
る
。

確
か
に
、
子
供
の
身
を
守
る
た
め
に
は
あ
る
程
度
学
校
の
警
備
シ
ス
テ
ム
を
強
化
す
る
こ
と
も
必
要
か
も
し
れ
な
い
。
し

か
し
、
子
供
た
ち
が
学
ぶ
「
教
育
の
場
」
が
警
備
ビ
ジ
ネ
ス
の
新
た
な
「
市
場
」
と
変
化
し
て
い
る
事
実
を
簡
単
に
容
認
し

て
良
い
の
だ
ろ
う
か
、
ま
た
、
こ
の
よ
う
に
防
備
さ
れ
た
学
校
で
学
ぶ
こ
と
が
子
供
た
ち
に
と
っ
て
良
い
影
響
を
及
ぼ
す

の
か
ど
う
か
。
子
供
た
ち
の
不
安
を
煽
り
、「
安
全
の
た
め
な
ら
何
で
も
あ
り
」
と
な
っ
て
し
ま
い
か
ね
な
い
現
実
は
、
見
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直
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
慶
應
義
塾
大
学
湘
南
藤
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
（
総
合
政
策
学
部
、
環

境
情
報
学
部
）
に
お
い
て
開
講
さ
れ
て
い
る
授
業
「
社
会
安
全
政
策
（
治
安
）」
の
履
修
者
（
男
六
〇
人
（
六
三
％
）、
女

三
五
人
（
三
七
％
）、
計
九
五
人
（
一
〇
〇
％
）。
学
部
一
〜
四
年
。）
を
対
象
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
学
内
侵
入
殺

傷
事
件
が
き
っ
か
け
で
、
自
分
の
通
っ
て
い
た
学
校
で
そ
の
後
対
策
は
講
じ
ら
れ
た
か
」
と
い
う
質
問
に
対
し
、
男
三
八
人

（
六
三
％
）、
女
二
七
人
（
七
七
％
）、
全
体
で
六
五
人
（
六
九
％
）
が
「
非
常
に
そ
う
思
う
」「
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
そ
う
思

う
」
と
回
答
し
た
。「
要
塞
化
」
は
し
て
い
な
く
と
も
、
事
件
を
契
機
に
あ
る
程
度
対
策
が
講
じ
ら
れ
た
学
校
が
ほ
と
ん
ど

で
あ
る
と
見
受
け
ら
れ
た
。

一
│
三　

学
校
の
警
備
予
算
の
削
減

以
上
で
述
べ
た
よ
う
な
「
要
塞
化
」
が
行
わ
れ
て
い
る
学
校
が
あ
る
一
方
で
、
学
校
警
備
関
連
予
算
が
削
減
さ
れ
て
い
る

自
治
体
も
多
く
あ
り
、
学
校
の
安
全
は
岐
路
に
立
た
さ
れ
て
い
る
。
大
阪
府
内
の
多
く
の
公
立
小
学
校
に
お
い
て
、
警
備
員

配
置
に
使
わ
れ
て
い
た
府
の
学
校
安
全
対
策
交
付
金
（
一
校
八
〇
万
円
）
が
今
年
度
で
終
了
と
な
る
。
こ
の
交
付
金
廃
止
を

受
け
て
、
警
備
員
を
廃
止
し
監
視
カ
メ
ラ
や
保
護
者
・
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
巡
回
な
ど
に
切
り
替
え
る
自
治
体
も
現
れ
る

一
方
で
、
独
自
予
算
で
警
備
員
配
置
事
業
を
継
続
す
る
自
治
体
も
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
読
売
新
聞
が
交
付
金
を
受
け
る

四
一
市
町
村
に
取
材
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
池
田
市
な
ど
七
市
町
が
警
備
員
廃
止
を
決
め
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
、
学
校
警

備
予
算
が
削
減
さ
れ
て
い
く
中
、前
述
し
た
よ
う
な
高
額
な
防
犯
設
備
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
か
は
分
か
ら
な
い
。

高
額
な
防
犯
設
備
に
頼
る
こ
と
の
な
い
、
学
校
防
犯
対
策
が
必
要
で
あ
る
。
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一
│
四　

市
区
町
村
や
学
校
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
安
全
対
策
、
活
用
さ
れ
な
い
マ
ニ
ュ
ア
ル

次
に
問
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
学
内
不
審
者
侵
入
対
策
が
市
町
村
や
学
校
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
文
部

科
学
省
は
「
学
校
へ
の
不
審
者
侵
入
時
の
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
作
成
し
、
各
学
校
に
配
布
し
て
い
る
。
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
内
容
と
し
て
は
、
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
に
よ
る
不
審
者
の
侵
入
防
止
策
や
侵
入
し
た
際
の
子
供
の
被
害
防
止
の
た
め
の
手
順

と
確
認
事
項
が
示
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
チ
ャ
ー
ト
中
の
チ
ェ
ッ
ク
及
び
対
応
の
詳
細
な
内
容
、
安
全
点
検
リ
ス
ト
や
心
の
ケ

ア
に
関
す
る
情
報
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
読
ん
で
い
る
教
員
は
わ
ず
か
で
あ
り
、
十
分
に
活

用
さ
れ
て
い
る
と
は
決
し
て
言
え
な
い
。
こ
れ
で
は
、
教
員
の
学
校
の
安
全
に
関
す
る
危
機
管
理
意
識
は
育
た
な
い
ば
か
り

か
、
児
童
に
学
校
安
全
問
題
や
危
機
意
識
に
関
す
る
指
導
を
す
る
こ
と
も
出
来
な
い
だ
ろ
う
。

一
│
五　

危
機
意
識
の
浅
薄
さ

最
後
に
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
危
機
意
識
の
浅
薄
さ
で
あ
る
。
先
ほ
ど
説
明
し
た
、
授
業
履
修
者
を
対
象
に
行
っ
た
ア
ン

ケ
ー
ト
に
お
い
て
は
、「
過
去
に
発
生
し
た
よ
う
な
学
内
侵
入
殺
傷
事
件
が
自
分
の
通
う
学
校
で
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
こ
と
が
あ
る
か
」
と
い
う
質
問
に
対
し
、
男
二
七
人
（
四
五
％
）、
女
一
三
人
（
三
八
％
）、
全
体

で
四
〇
人
（
四
二
％
）
が
「
あ
ま
り
そ
う
は
思
わ
な
い
」「
ま
っ
た
く
そ
う
思
わ
な
い
」
と
回
答
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
多

く
の
人
に
と
っ
て
学
内
侵
入
事
件
は
あ
く
ま
で
も
「
自
分
と
は
関
係
の
な
い
」
も
の
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
可
能
性
が
高

い
と
言
え
る
。
確
か
に
、近
年
発
生
し
て
い
る
学
内
侵
入
殺
傷
事
件
は
残
忍
な
も
の
が
多
く
、か
え
っ
て
そ
れ
が
理
由
で
「
テ
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レ
ビ
の
中
の
世
界
」
の
出
来
事
と
化
し
て
し
ま
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
学
内
侵
入
殺
傷
事
件
は

決
し
て
偶
発
的
な
も
の
で
は
な
く
、
い
つ
ど
こ
で
発
生
し
て
も
お
か
し
く
な
い
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
教
員
の
危
機
意
識

は
十
分
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
が
、
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
か
ら
、
学
生
の
危
機
意
識
も
決
し
て
高
い
と
は
言
え
な
い
こ

と
が
分
か
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
教
師
、
児
童
（
学
生
）
と
も
に
、
学
内
侵
入
殺
傷
事
件
は
自
分
た
ち
の
通
う
学
校
で
発
生

し
て
も
お
か
し
く
な
い
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
事
件
が
発
生
す
る
可
能
性
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
を
、
頭
に
入
れ
て

お
く
必
要
が
あ
る
。

第
二
章　
問
題
解
決

二
│
一　

校
門
の
施
錠
、
モ
ニ
タ
ー
付
き
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
の
設
置

学
内
侵
入
殺
傷
事
件
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
ま
ず
犯
人
が
近
づ
き
に
く
い
環
境
を
作
り
上
げ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
こ

で
、「
犯
罪
機
会
論
」
に
つ
い
て
述
べ
た
い
と
思
う
。「
犯
罪
機
会
論
」
と
は
、
物
的
環
境
の
設
計
や
人
的
環
境
の
改
善
を
通

し
て
、
犯
行
に
都
合
の
悪
い
状
況
を
作
り
出
そ
う
と
す
る
考
え
方
で
あ
る
。
で
は
、
ど
の
よ
う
な
要
素
が
あ
れ
ば
、
犯
行
に

都
合
の
悪
い
状
況
を
生
み
、
犯
罪
者
に
犯
行
を
諦
め
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、「
領
域
性
」
と
「
監

視
性
」
で
あ
る
。「
領
域
性
」
と
は
、
犯
罪
者
の
力
が
及
ば
な
い
範
囲
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
あ
り
、
ハ
ー
ド
面
の
区
画
性

（
区
切
ら
れ
て
い
る
こ
と
）
と
ソ
フ
ト
面
の
縄
張
り
意
識
（
侵
入
を
許
さ
な
い
と
思
う
こ
と
）
か
ら
な
る
。「
監
視
性
」
と
は
、

犯
罪
者
の
行
動
を
把
握
で
き
る
こ
と
で
あ
り
、
ハ
ー
ド
面
の
無
死
角
性
（
見
通
し
の
き
か
な
い
場
所
が
な
い
こ
と
）
と
ソ
フ
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ト
面
の
当
事
者
意
識
（
自
分
自
身
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
）
か
ら
な
る
。
こ
れ
ら
が
犯
罪
に
強
い
要
素
で
あ
り
、
犯

罪
機
会
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
こ
こ
で
は
領
域
性
を
高
め
る
た
め
に
、
校
門
の
施
錠
を
求
め
た
い
。

池
田
小
事
件
の
例
を
挙
げ
る
と
、
池
田
小
は
事
件
当
時
校
門
が
開
放
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
加
害
者
は
容
易
に
被
害
者

に
接
近
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
実
際
に
、
こ
の
加
害
者
は
公
判
に
お
い
て
、
も
し
当
時
門
が
閉
ま
っ
て
い
た
な
ら

ば
校
内
に
入
ら
な
か
っ
た
と
供
述
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
登
下
校
時
以
外
に
は
校
門
を
施
錠
し
て
お
く
こ
と
で
、
高
い
領
域

性
を
確
保
す
る
こ
と
に
繋
が
る
。
さ
ら
に
、
モ
ニ
タ
ー
付
き
の
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
来
訪
者
に
も
応
対
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
校
門
を
閉
め
て
お
く
こ
と
に
対
し
て
、「
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
」
に
反
す
る
と
考
え
る
者
も
多
い
だ

ろ
う
。
し
か
し
、「
開
か
れ
た
学
校
」
と
は
校
門
を
開
け
っ
放
し
に
し
て
お
く
こ
と
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
校
門
を
施
錠

し
た
と
し
て
も
、地
域
住
民
と
の
交
流
等
を
通
し
て「
開
か
れ
た
学
校
」を
作
る
こ
と
は
十
分
に
可
能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

二
│
二　

催
涙
ス
プ
レ
ー
、
さ
す
ま
た
の
配
備
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

次
に
、
万
が
一
犯
人
に
侵
入
を
許
し
て
し
ま
っ
た
場
合
の
対
応
に
つ
い
て
で
あ
る
。
催
涙
ス
プ
レ
ー
、
さ
す
ま
た
は
比
較

的
安
価
で
、
使
用
方
法
を
十
分
理
解
す
れ
ば
、
有
効
性
も
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
児
童
に
も
圧
迫
感
を
与
え
な
い
防

犯
設
備
と
言
え
る
。
ま
た
、
先
ほ
ど
述
べ
た
監
視
性
を
高
め
る
上
で
、
防
犯
カ
メ
ラ
は
非
常
に
有
用
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、

監
視
カ
メ
ラ
に
ば
か
り
頼
っ
て
し
ま
っ
て
は
、
当
事
者
意
識
が
低
下
し
、
高
い
監
視
性
を
維
持
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ

こ
で
、
防
犯
カ
メ
ラ
に
加
え
て
、
以
下
で
述
べ
て
い
く
よ
う
な
対
策
も
あ
わ
せ
て
講
じ
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。
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二
│
三　
「
安
全
科
」
の
授
業
の
実
施
、
文
部
科
学
省
作
成
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
活
用

以
上
の
よ
う
な
ハ
ー
ド
面
の
対
策
を
行
っ
た
だ
け
で
は
、
安
全
な
学
校
を
作
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
教
師
、
児
童
に
防
犯

意
識
が
な
け
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
設
備
を
行
っ
て
も
事
件
を
防
ぐ
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
池
田
小
事
件
の
よ
う
な
学

内
侵
入
殺
傷
事
件
を
き
っ
か
け
に
、
多
く
の
地
方
自
治
体
が
教
員
対
象
の
防
犯
講
習
会
や
児
童
対
象
の
防
犯
教
室
を
実
施
し

て
い
る
。
し
か
し
、
実
際
に
そ
れ
ら
が
防
犯
意
識
の
高
揚
に
繋
が
っ
て
い
る
の
か
は
疑
問
が
残
る
。
先
ほ
ど
生
徒
の
危
機
意

識
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
説
明
し
た
が
、
教
師
に
つ
い
て
も
危
機
意
識
は
決
し
て
十
分
で
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
文
部
科
学
省
作
成
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
読
ん
で
い
る
教
師
は
ほ
ん
の
一
握
り
で
あ
る
。「
う
ち
の
学
校
は

大
丈
夫
」「
こ
の
地
域
で
そ
ん
な
事
件
は
起
き
な
い
だ
ろ
う
」
と
い
う
よ
う
な
、
根
拠
の
な
い
安
心
感
を
教
師
、
生
徒
と
も

に
持
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。過
去
に
発
生
し
た
学
内
侵
入
殺
傷
事
件
を
き
っ
か
け
に
、防
犯
教
室
や
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
た
学
校
は
数
多
い
。
し
か
し
、
先
ほ
ど
述
べ
た
よ
う
に
、
十
分
な
防
犯
意
識
を
持
っ
て
い
る
教
師
や
児
童
は
わ
ず

か
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
安
心
感
を
払
拭
し
、
警
戒
心
の
楔
を
打
ち
込
む
た
め
に
は
、
継
続
的
な
意
識
改
革
指
導
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
る
。
そ
こ
で
提
言
し
た
い
の
が
、「
安
全
科
」
の
授
業
の
実
施
で
あ
る
。
こ
こ
で
、「
安
全
科
」
の
授
業
を
週
一

回
行
っ
て
い
る
池
田
小
の
例
を
挙
げ
た
い
。
池
田
小
は
、
一
〇
年
前
の
悲
劇
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
、
平
成
二
一
年
度
か

ら
全
学
年
で
「
安
全
科
」
の
授
業
を
行
っ
て
い
る
。
授
業
で
は
、
緊
急
避
難
所
「
子
ど
も
一
一
〇
番
の
家
」
や
、
町
中
に
あ

る
緊
急
通
報
装
置
の
使
い
方
を
学
ん
で
い
る
。
そ
れ
ま
で
は
、
道
徳
、
総
合
学
習
、
特
別
活
動
の
時
間
に
行
っ
て
い
た
安
全

学
習
を
、
防
災
や
け
が
防
止
も
含
め
、
学
年
に
応
じ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
身
を
守
る
必
要
と
す
る
す
べ
を
学
ぶ
よ
う
に
し
た
。
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ま
た
、
池
田
小
は
平
成
二
二
年
に
「W

H
O
 ISS 

認
証
」
を
取
得
し
た
。
こ
れ
は
、「
学
校
の
安
全
推
進
の
た
め
に
、
子
ど
も

た
ち
、教
職
員
、保
護
者
さ
ら
に
地
域
の
人
々
が
一
体
と
な
っ
て
、継
続
的
・
組
織
的
な
取
り
組
み
が
展
開
さ
れ
て
い
る
学
校
」

を
国
際
的
に
認
証
す
る
制
度
で
あ
り
、
国
内
で
は
大
阪
教
育
大
学
付
属
池
田
小
学
校
が
日
本
で
初
め
て
認
証
を
取
得
し
た
の

に
続
き
、
神
奈
川
県
の
厚
木
市
立
清
水
小
学
校
が
取
得
し
て
い
る
。
池
田
小
は
、「
安
全
科
」
の
授
業
を
通
し
て
各
学
年
の

系
統
性
・
順
序
性
を
検
証
し
、
安
全
科
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
完
成
を
目
指
し
て
き
た
ほ
か
、
安
全
に
対
す
る
概
念
の
整
理
、
危

機
に
対
応
で
き
る
組
織
づ
く
り
、
長
期
的
・
継
続
的
で
、
持
続
可
能
な
方
針
の
作
成
、
認
証
校
の
視
察
、
校
内
で
の
怪
我
を

統
計
的
に
把
握
し
、
生
活
安
全
の
向
上
を
図
る
な
ど
、「
防
犯
」
を
含
め
た
「
生
活
安
全
」「
交
通
安
全
」「
災
害
安
全
」
な

ど
を
柱
と
し
た
教
育
を
推
進
し
て
き
て
い
る
。
私
は
、
全
国
の
学
校
が
「
安
全
科
」
の
授
業
を
中
心
に
、「W

H
O
 ISS

認
証
」

を
目
指
し
切
磋
琢
磨
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
教
師
、
生
徒
と
も
に
安
全
・
安
心
の
意
識
向
上
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。
ま
た
、

先
ほ
ど
文
科
省
作
成
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
活
用
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
問
題
を
挙
げ
た
。

こ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
に
よ
る
不
審
者
の
侵
入
防
止
策
や
侵
入
し
た
際
の
子
供
の

被
害
防
止
の
た
め
の
手
順
と
確
認
事
項
が
示
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
チ
ャ
ー
ト
中
の
チ
ェ
ッ
ク
及
び
対
応
の
詳
細
な
内
容
、
安

全
点
検
リ
ス
ト
や
心
の
ケ
ア
に
関
す
る
情
報
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
「
安
全
科
」
の
授
業
の
中
で
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、
こ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
心
の
ケ
ア
に
つ
い
て
も
記
載
さ
れ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
池
田
小
事
件
で
は
、
事
件
を
経
験
し
た
児
童
の
心
の
ケ
ア
が
非
常
に
問
題
に
な
っ
て
お
り
、
ま
だ
事
件

の
心
の
傷
が
癒
え
て
い
な
い
児
童
も
た
く
さ
ん
い
る
と
い
う
。
そ
こ
で
、
こ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
通
し
て
、
教
師
、
児
童
共
に
、

心
の
ケ
ア
に
つ
い
て
も
学
ん
で
い
く
べ
き
で
あ
る
。



13　学校安全と危機管理の現状と対策

二
│
四　

不
審
者
対
応
訓
練
の
実
施

こ
の
よ
う
な
「
安
全
科
」
の
授
業
に
加
え
て
、
不
審
者
対
応
訓
練
を
実
施
す
る
こ
と
も
非
常
に
有
効
で
あ
る
と
考
え
る
。

全
国
で
も
、
不
審
者
対
応
訓
練
を
行
っ
て
い
る
学
校
は
数
少
な
い
。
し
か
し
、
実
践
的
な
不
審
者
対
応
を
教
師
、
児
童
と
も

に
リ
ア
ル
に
体
感
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
警
戒
心
を
持
た
せ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
な
く
、「
安
全
科
」
で
学
ん
だ
こ
と

を
ど
の
よ
う
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
場
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。
訓
練
に
は
、
教
職

員
だ
け
で
な
く
、
警
察
に
も
協
力
を
要
請
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
大
規
模
な
訓
練
の
実
施
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
保
護
者

に
も
見
学
し
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
保
護
者
に
も
、
防
犯
や
「
安
全
科
」
の
意
義
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
を
与
え

る
こ
と
も
重
要
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
、「
校
門
の
施
錠
、
モ
ニ
タ
ー
付
き
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
の
設
置
」、「
催
涙
ス
プ
レ
ー
、
さ
す
ま
た
の
配
備
」、「
防
犯
カ

メ
ラ
の
設
置
」、「『
安
全
科
』
の
授
業
の
実
施
、
文
部
科
学
省
作
成
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
活
用
」、「
不
審
者
対
応
訓
練
の
実
施
」

の
四
点
が
、
提
言
内
容
で
あ
る
。「
要
塞
化
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
高
額
な
防
犯
設
備
は
、
全
て
の
学
校
が
簡
単
に
行
え
る

も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
学
校
の
警
備
予
算
が
削
減
さ
れ
て
い
く
自
治
体
も
あ
る
中
で
、
こ
う
し
た
高
額
設
備
を
永
続
さ
せ

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
保
証
も
な
い
。

そ
こ
で
、
ど
の
学
校
に
お
い
て
も
す
ぐ
に
始
め
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、「
領
域
性
」
の
高
い
、
犯
人
が
近
づ
く
こ
と
の

で
き
な
い
環
境
を
つ
く
り
だ
す
こ
と
が
で
き
る
校
門
の
施
錠
は
、
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
催
涙
ス
プ
レ
ー
や
さ
す
ま
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た
は
安
価
で
あ
り
、
万
が
一
侵
入
者
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
対
応
す
る
の
に
有
効
な
手
段
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

の
よ
う
な
対
策
に
加
え
て
、
教
職
員
、
生
徒
と
も
に
防
犯
意
識
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
い
く
ら
防
犯
設
備
が
充
実
し

て
い
よ
う
と
も
、
学
校
の
安
全
に
対
す
る
意
識
が
な
け
れ
ば
、
そ
れ
ら
の
設
備
は
機
能
し
な
い
。
そ
こ
で
、「
安
全
科
」
の

授
業
や
不
審
者
対
応
訓
練
を
通
し
て
、
安
全
・
安
心
の
意
識
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
、
学
校
の
安
全
を
守
っ
て
い
く
う
え
で
、

非
常
に
有
用
で
あ
る
と
思
う
。
こ
の
よ
う
に
、
費
用
が
莫
大
な
ハ
ー
ド
面
で
は
な
く
、
教
師
と
生
徒
の
意
識
改
革
と
い
っ
た

ソ
フ
ト
面
を
重
視
し
た
対
策
を
講
ず
る
べ
き
で
あ
る
。

第
三
章　
問
題
解
決
へ
の
ハ
ー
ド
ル
と
そ
れ
へ
の
対
応

三
│
一　

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
こ
と
を
学
校
で
指
導
す
る
こ
と
の
是
非

三
│
二　

不
審
者
対
応
訓
練
の
是
非

「
安
全
科
」
の
授
業
や
不
審
者
対
応
訓
練
は
、学
校
で
起
こ
り
得
る
危
険
に
対
し
て
、ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
べ
き
か
、

と
い
う
こ
と
を
指
導
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
先
ほ
ど
も
述
べ
た
よ
う
に
、
生
徒
が
防
犯
に
対
す
る
危

機
意
識
を
持
つ
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
こ
で
「
学
校
は
危
な
い
」
と
い
う
指
導
は
、
生
徒
の
不
安
を
必
要
以
上

に
煽
る
だ
け
で
あ
り
、
学
校
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
懸
念
の
声
が
あ
る
だ
ろ

う
。
ま
た
、
池
田
小
で
は
事
件
当
時
在
籍
し
て
い
た
教
師
が
中
心
と
な
っ
て
不
審
者
対
応
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
が
、
報
道
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を
通
し
て
し
か
事
件
を
知
ら
な
い
他
の
学
校
の
教
師
が
、
リ
ア
ル
な
訓
練
を
実
施
で
き
る
の
か
と
い
う
疑
問
も
生
ま
れ
る
か

も
し
れ
な
い
。
こ
れ
は
、
不
審
者
対
応
訓
練
に
限
ら
ず
、
学
校
に
お
け
る
全
て
の
訓
練
に
関
し
て
も
言
え
る
こ
と
で
あ
る
が
、

訓
練
を
繰
り
返
し
て
い
く
う
ち
に
「
マ
ン
ネ
リ
化
」
し
、
訓
練
を
行
っ
て
も
生
徒
が
だ
ん
だ
ん
と
危
機
感
を
持
た
な
く
な
っ

て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
文
部
科
学
省
や
警
察
、
池
田
小
や
厚
木
市
立
清
水
小
と
い
っ
た
「W

H
O
 ISS

認
証
」

取
得
校
が
中
心
と
な
り
、
生
徒
が
過
度
な
不
安
を
抱
か
な
い
よ
う
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
制
定
し
、
各
学
校
も
「
安
全
科
」
の

授
業
や
訓
練
に
関
し
て
有
識
者
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
よ
り
効

果
的
な
授
業
、
訓
練
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

第
四
章　
ま
と
め

大
阪
教
育
大
学
付
属
池
田
小
事
件
が
発
生
し
て
か
ら
、
今
年
の
六
月
で
一
〇
年
を
迎
え
た
。
し
か
し
、
事
件
に
よ
る
心
の

傷
を
か
か
え
る
児
童
は
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
お
り
、
現
場
の
教
師
の
奮
闘
努
力
が
尽
き
る
こ
と
は
な
い
。
そ
の
一
方
で
、
事

件
は
あ
ま
り
に
も
残
忍
で
、
そ
れ
を
身
近
な
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
も
多
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
事
件
が
発

生
し
、
大
参
事
に
な
っ
て
か
ら
で
は
取
り
返
し
が
つ
か
な
い
の
で
あ
る
。
過
去
に
起
き
た
事
件
を
ど
れ
だ
け
真
剣
に
受
け
止

め
、
ど
れ
だ
け
対
策
を
講
じ
る
こ
と
が
で
き
る
か
に
よ
っ
て
、
そ
の
学
校
の
安
全
度
は
決
定
さ
れ
る
の
だ
。
こ
の
春
に
、
池

田
小
の
校
長
に
就
任
し
た
佐
々
木
靖
さ
ん
も
話
し
て
い
る
よ
う
に
、
ハ
ー
ド
面
の
対
策
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
だ
け
で
は
不
十
分
で

あ
り
、
教
師
の
判
断
力
や
、
教
職
員
、
生
徒
そ
れ
ぞ
れ
の
防
犯
意
識
が
カ
ギ
と
な
る
の
で
あ
る
。
学
校
の
設
備
改
造
に
は
、
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莫
大
な
費
用
が
か
か
る
だ
け
で
な
く
、
生
徒
に
与
え
る
負
の
影
響
も
懸
念
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
校
門
の
施
錠
と
い
っ
た
費
用

の
か
か
ら
な
い
対
策
や
、
催
涙
ス
プ
レ
ー
と
い
っ
た
安
価
で
生
徒
に
圧
迫
感
を
与
え
な
い
も
の
の
配
備
、
さ
ら
に
「
安
全
科
」

の
授
業
や
不
審
者
対
応
訓
練
を
通
じ
て
、
安
全
な
学
校
は
作
ら
れ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
の
理
由
か
ら
、
本
施
策
は

効
果
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
と
考
え
ら
れ
、
都
道
府
県
教
育
委
員
会
に
本
施
策
の
導
入
を
強
く
求
め
た
い
と
思
う
。

〔
参
考
文
献
・
新
聞
記
事
〕

・
小
宮
信
夫
『
犯
罪
は
「
こ
の
場
所
」
で
起
こ
る
』、
光
文
社
新
書
、
平
成
一
七
年

・
渡
邉
正
樹
『
学
校
安
全
と
危
機
管
理
』、
大
修
館
書
店
、
平
成
一
八
年

・「
学
校
や
む
な
く
要
塞
化
」『
朝
日
新
聞
』
平
成
一
七
年
一
二
月
二
八
日
／
水
／
朝
刊　

一
ペ
ー
ジ

・「
悲
劇
の
記
憶
児
童
を
守
る
」『
読
売
新
聞
』
平
成
二
三
年
六
月
三
日
／
金
／
朝
刊　

二
三
ペ
ー
ジ

・「
教
師
命
を
預
か
る
仕
事
」『
朝
日
新
聞
』
平
成
二
三
年
六
月
七
日
／
火
／
朝
刊　

三
五
ペ
ー
ジ

・「
不
審
者
防
犯
訓
練
が
定
着
」『
朝
日
新
聞
』
平
成
二
三
年
六
月
八
日
／
水
／
朝
刊　

一
七
ペ
ー
ジ

・「
不
審
者
想
定
し
公
開
訓
練
」『
読
売
新
聞
』
平
成
二
三
年
六
月
一
〇
日
／
木
／
朝
刊　

一
六
ペ
ー
ジ

・「
学
校
の
安
全
岐
路
に
」『
読
売
新
聞
』
平
成
二
三
年
六
月
一
一
日
／
金
／
夕
刊　

一
九
ペ
ー
ジ

・
大
阪
教
育
大
学
付
属
池
田
小
学
校

　

http://w
w
w
.ikeda-e.oku.ed.jp/

・
国
立
大
学
附
属
学
校
に
お
け
る
安
全
管
理
の
在
り
方
に
関
す
る
調
査
研
究

　

第
Ⅱ
章
学
校
を
と
り
ま
く
社
会
状
況
の
変
化
及
び
安
全
管
理
の
調
査
分
析

http://w
w
w
.bur.osaka-kyoiku.ac.jp/fuzoku/%

E5
%
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「
防
犯
」
だ
け
で
な
く
、「
生
活
安
全
」「
交
通
安
全
」「
災
害
安
全
」
と
い
っ
た
安
全
な
学
校
づ
く
り
に
向

け
て
継
続
的
・
組
織
的
に
努
力
し
て
い
る
学
校
に
与
え
ら
れ
る
国
際
認
証
。
国
内
で
は
、
大
阪
教
育
大
学
付
属
池
田
小
学
校
と
、
厚
木
市
立
清

水
小
学
校
が
認
証
取
得
。
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【
優
秀
賞
】多

様
化
す
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
持
続
策
に
つ
い
て

大
学
職
員
（
日
本
大
学
本
部　

広
報
部
特
任
課
長
）

黒
﨑　

昇
次
（
42
）

は
じ
め
に

一
九
八
〇
年
頃
か
ら
大
都
市
圏
を
中
心
に
人
口
が
集
中
し
、
一
方
で
地
方
の
農
山
村
地
域
で
は
過
疎
化
や
高
齢
化
が
加
速

し
て
い
る
。
大
阪
、
名
古
屋
、
福
岡
な
ど
ご
く
一
部
の
都
市
圏
を
除
く
地
方
都
市
で
は
空
洞
化
が
進
み
、
駅
前
商
店
街
は

「
シ
ャ
ッ
タ
ー
通
り
」
と
化
し
、
衰
退
に
拍
車
を
か
け
て
い
る
。「
以
前
は
、
町
内
の
不
審
者
に
対
し
皆
で
目
を
向
け
て
い
た
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た
め
、
犯
罪
も
起
き
に
く
く
暮
ら
し
や
す
か
っ
た
。
そ
れ
が
今
で
は･･･

」
と
一
言
で
片
づ
け
ら
れ
な
い
よ
う
な
家
族
形
態
、

生
活
様
式
の
多
様
化
、
出
口
の
見
え
な
い
長
引
く
経
済
不
況
な
ど
、
世
の
中
の
状
況
は
大
き
く
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。

で
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
き
、
新
た
に
ど
ん
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
う
ま
れ
て
き
た
の
か
。

今
後
も
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
持
続
さ
せ
て
い
く
に
は
何
が
必
要
か
な
ど
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
め
ぐ
る
課
題
な
ど
に
つ

い
て
考
え
て
み
た
い
。

一　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
崩
壊

近
所
同
士
の
付
き
合
い
や
相
互
扶
助
（
助
け
合
い
）
の
精
神
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
原
点
で
あ
り
、
そ
の
交
流
範
囲
が
拡
大

し
、
地
域
ご
と
の
集
合
体
と
し
て
町
内
会
や
自
治
会
な
ど
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
と
発
展
し
て
い
っ
た
。
主
な
活
動
と
し

て
は
、
防
犯
・
防
災
、
美
化
・
環
境
保
全
、
祭
や
運
動
会
な
ど
催
事
の
企
画
・
運
営
、
行
政
か
ら
の
情
報
周
知
な
ど
多
岐
に

渡
る
。
ほ
と
ん
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
法
的
根
拠
に
基
づ
き
設
置
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
任
意
の
団
体
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
地
域
に
居
住
す
る
住
民
全
員
を
活
動
に
強
制
的
に
参
加
さ
せ
た
り
、
半
ば
強
制
的
な
と
こ
ろ
も
あ
る
が

会
費
の
支
払
い
を
強
要
し
た
り
す
る
性
格
の
組
織
で
は
な
い
。
各
人
が
仕
事
や
家
事
、
子
育
て
な
ど
に
追
わ
れ
る
な
か
、
自

分
た
ち
が
住
む
地
域
を
互
い
に
助
け
合
い
な
が
ら
、
よ
り
安
全
で
住
み
や
す
い
町
に
し
た
い
と
の
願
い
か
ら
、
様
々
な
活
動

に
協
力
し
た
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
役
員
を
引
き
受
け
た
り
す
る
の
が
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
だ
。

人
口
が
特
に
集
中
す
る
東
京
を
中
心
と
し
た
大
都
市
圏
に
お
い
て
は
、
ア
パ
ー
ト
や
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
集
合
住
宅
に
住
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む
、
核
家
族
世
帯
や
高
齢
者
単
身
世
帯
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
重
視
や
近
所
付
き
合
い
を
煩
わ

し
い
と
敬
遠
し
、
壁
一
枚
を
隔
て
た
隣
家
で
何
が
起
こ
ろ
う
と
「
わ
れ
関
せ
ず
」
で
、
近
隣
へ
の
無
関
心
や
連
帯
感
の
希
薄

化
も
進
む
。
さ
ら
に
、
最
近
は
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
だ
け
で
な
く
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
に
お
い
て
も
賃
貸
借
契
約
で
居
住
す
る
世

帯
が
増
え
て
き
て
お
り
、
転
出
入
が
頻
繁
で
定
住
し
な
い
こ
と
も
多
く
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
関
わ
る
機
会
を
一
層
減
ら

し
て
い
る
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
代
表
と
い
え
ば
町
内
会
や
自
治
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
な
ど
あ
る
が
、
仕
事
な
ど
を
理
由
に
活
動
に
参

加
し
な
く
な
り
、
役
員
の
順
番
が
回
っ
て
く
る
と
面
倒
そ
う
だ
か
ら
と
適
当
な
理
由
を
付
け
て
断
り
、
会
費
を
払
う
だ
け
で

活
動
に
は
参
加
し
な
い
会
員
が
増
え
、
脱
会
や
未
加
入
世
帯
の
増
加
が
進
ん
で
し
ま
う
。
こ
う
し
た
無
関
心
層
の
拡
大
や
、

自
己
の
権
利
意
識
を
振
り
か
ざ
す
個
人
主
義
重
視
の
考
え
に
よ
っ
て
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
不
参
加
や
加
入
者
の
減
少

に
よ
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
崩
壊
に
陥
っ
て
い
る
地
域
は
少
な
く
な
い
。

ま
た
、
居
住
す
る
地
域
で
犯
罪
が
多
発
し
た
と
し
て
も
、
自
ら
も
し
く
は
家
族
が
被
害
に
遭
わ
な
け
れ
ば
「
地
域
の
防
犯

な
ん
て
ど
う
で
も
い
い
」「
家
族
さ
え
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
な
け
れ
ば
」
と
い
っ
た
自
己
中
心
的
な
考
え
を
持
つ
人
が
多
く

な
っ
て
い
る
の
も
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
が
衰
退
し
て
い
く
要
因
の
一
つ
と
も
い
え
よ
う
。
こ
れ
に
は
、
学
校
教
育
だ
け
で

な
く
家
庭
教
育
、
社
会
教
育
に
お
い
て
、
道
徳
、
奉
仕
の
精
神
、
他
人
へ
の
思
い
や
り
な
ど
の
理
解
を
深
め
て
い
く
た
め
の

地
道
な
努
力
も
必
要
で
は
な
い
か
と
思
う
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
厳
し
い
状
況
に
あ
っ
て
も
、
地
域
に
お
い
て
は
多
種
多
様
な
課
題
が
発
生
す
る
。
子
ど
も
の
虐
待

や
高
齢
者
世
帯
の
介
護
疲
れ
に
よ
る
自
殺
、
独
居
高
齢
者
の
孤
独
死
な
ど
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
で
頻
繁
に
取
り
上
げ
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ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
不
審
者
等
に
対
し
て
市
民
や
地
域
の
目
が
向
け
ら
れ
ず
、
監
視
や
情
報
の
伝
達
と
い
っ
た
本
来
の
地

域
社
会
に
よ
る
犯
罪
防
止
機
能
が
薄
れ
る
と
犯
罪
が
起
こ
り
や
す
い
状
況
に
な
る
。
空
き
巣
や
自
転
車
盗
な
ど
の
窃
盗
、
女

性
や
子
ど
も
に
対
す
る
性
犯
罪
、
高
齢
者
を
狙
っ
た
悪
質
訪
問
販
売
や
オ
レ
オ
レ
詐
欺
な
ど
、
枚
挙
に
暇
が
な
い
。
虐
待
で

あ
れ
ば
児
童
相
談
所
、
介
護
や
高
齢
者
の
生
活
に
つ
い
て
は
高
齢
介
護
課
や
福
祉
事
務
所
な
ど
、
犯
罪
で
あ
れ
ば
警
察
な
ど

の
行
政
が
、
課
題
解
決
に
向
け
全
力
で
対
応
し
て
く
れ
て
い
る
が
、
行
政
な
ど
「
公
」
の
力
に
は
限
界
が
あ
る
し
、
職
員
数

や
財
政
も
厳
し
い
状
況
に
お
か
れ
て
い
る
行
政
側
と
し
て
も
「
民
」
の
力
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
き
た
。

二　
変
わ
り
つ
つ
あ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

前
述
し
た
理
由
か
ら
加
入
者
が
減
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
自
体
の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
る
中
で
、「
民
」
へ
の
協
力
が
必
要
に

迫
ら
れ
て
き
た
地
方
自
治
体
な
ど
の
行
政
が
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
有
効
性
を
再
認
識
し
、
存
続
・
発
展
に
向
け
各
種
支

援
に
乗
り
出
し
て
い
る
。
補
助
金
の
交
付
等
、
経
済
的
支
援
だ
け
で
な
く
法
的
、
物
的
、
人
的
支
援
も
行
う
よ
う
に
な
っ
て

き
た
。
自
治
基
本
条
例
や
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
の
制
定
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
設
置
、
組
織
運
営
に
お
け
る

相
談
や
組
織
間
連
携
な
ど
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
担
当
セ
ク
シ
ョ
ン
を
設
け
る
な
ど
、
活
動
支
援
に
本
腰

を
入
れ
て
い
る
自
治
体
も
増
え
、
地
域
特
性
に
合
っ
た
様
々
な
ア
イ
デ
ィ
ア
の
支
援
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
町
内
会
な
ど
ほ
と
ん
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
任
意
団
体
で
あ
る
が
、
全
世
帯
加
入
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
立
ち
上
げ
た
岐
阜

県
山
岡
町
の
例
も
あ
る
。「
約
一
、五
〇
〇
世
帯
、
全
戸
加
入
に
意
味
が
あ
る
」
と
い
う
町
長
ら
の
働
き
か
け
に
よ
り
、
住
民
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中
心
の
自
治
組
織
と
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ま
ち
づ
く
り
山
岡
」
を
設
立
し
、住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
だ
け
で
な
く
、

ゴ
ミ
問
題
や
子
育
て
な
ど
の
地
域
に
密
着
し
た
「
ま
ち
づ
く
り
講
座
」
の
実
施
や
居
宅
介
護
事
業
の
受
託
な
ど
、
住
民
自
ら

作
っ
た
組
織
で
、
皆
で
よ
く
話
し
合
い
互
い
に
知
恵
を
出
し
合
っ
て
運
営
し
て
い
る
と
い
う
点
が
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再

生
の
成
功
例
と
し
て
評
価
さ
れ
よ
う
。

た
だ
し
、
住
民
相
互
の
交
流
や
親
睦
、
住
み
よ
い
町
づ
く
り
な
ど
が
主
な
目
的
で
あ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
行
政
の

企
画
を
遂
行
す
る
だ
け
、
も
し
く
は
一
方
的
に
押
し
付
け
ら
れ
て
事
業
を
運
営
す
る
と
い
う
性
格
の
も
の
で
は
な
い
。
こ
う

し
た
過
度
な
行
政
か
ら
の
指
導
や
指
示
は
、
か
え
っ
て
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
力
を
衰
退
さ
せ
る
お
そ
れ
も
あ
り
注
意
す
る

必
要
が
あ
る
。「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
の
手
で
」
と
い
う
自
治
の
基
本
が
な
い
が
し
ろ
に
さ
れ
て
は
な
ら
ず
、
必

要
な
の
は
あ
く
ま
で
も
行
政
に
よ
る
支
援
（
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
）
や
行
政
と
の
協
働
で
あ
る
。

加
え
て
、
い
く
ら
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
崩
壊
か
ら
再
生
に
向
け
て
変
革
し
よ
う
と
し
て
も
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
対

し
て
関
心
が
低
い
も
し
く
は
非
協
力
的
な
住
民
が
い
る
こ
と
は
否
め
な
い
し
、
す
ぐ
に
彼
ら
の
意
識
を
変
え
よ
う
と
す
る
こ

と
は
困
難
だ
。
こ
う
し
た
住
民
を
相
手
に
し
な
い
の
で
は
な
く
、
い
か
に
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
引
き
込
み
、
地
域
に

暮
ら
す
住
民
と
し
て
の
自
覚
を
持
た
せ
る
か
。
地
域
に
対
す
る
愛
着
を
高
め
る
に
は
ど
の
よ
う
な
工
夫
が
必
要
か
、
な
ど
を

検
討
し
て
い
く
こ
と
も
課
題
と
い
え
る
。

埼
玉
県
の
青
少
年
課
で
、
ネ
ッ
ト
犯
罪
か
ら
青
少
年
を
守
ろ
う
と
「
ネ
ッ
ト
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
と
い
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

養
成
講
座
を
企
画
し
た
と
こ
ろ
、募
集
か
ら
一
か
月
余
り
で
七
〇
〇
人
を
超
え
る
応
募
が
あ
っ
た
。
こ
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
、

県
内
の
小
学
校
等
に
派
遣
さ
れ
、
小
学
生
や
保
護
者
に
対
し
て
携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
の
危
険
性
に
つ
い
て
、
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講
演
等
に
よ
り
レ
ク
チ
ャ
ー
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
交
通
費
等
の
薄
謝
支
給
）
だ
が
、
子
ど
も
を
持
つ
親
だ
け
で
な
く
、
一

般
市
民
か
ら
の
応
募
も
多
く
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
を
事
件
事
故
に
巻
き
込
ま
せ
た
く
な
い
と
い
う
正
義
感
や
奉
仕
の
精
神

を
持
つ
人
が
、
短
期
間
で
大
勢
集
ま
っ
た
こ
と
に
対
し
県
の
職
員
も
驚
い
て
い
た
。

今
後
、
住
民
が
地
域
へ
の
関
心
を
高
め
る
た
め
に
、
こ
う
し
た
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
の
実
施
な
ど
、

地
道
な
教
育
・
普
及
活
動
に
よ
っ
て
将
来
、
地
域
を
担
う
リ
ー
ダ
ー
が
増
え
て
い
く
こ
と
を
願
う
。

三　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
の
防
犯
活
動

国
土
交
通
省
が
二
〇
〇
五
年
に
行
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
生
・
創
出
に
関
す
る
調
査
に
よ
れ
ば
、
住
ん
で
い
る
地
域
が
抱

え
て
い
る
課
題
お
よ
び
自
治
会
・
町
内
会
の
重
点
活
動
テ
ー
マ
の
ト
ッ
プ
は
「
地
域
の
治
安
の
向
上
（
防
犯
）」
で
あ
っ
た
。

防
犯
課
題
に
対
す
る
実
践
活
動
例
と
し
て
、
神
奈
川
県
鎌
倉
市
の
南
鎌
倉
自
治
会
で
は
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
を
実
施
し
、

活
動
以
降
、
地
区
内
で
の
刑
法
犯
認
知
件
数
が
減
少
し
「
活
動
を
通
じ
住
民
の
防
犯
意
識
が
向
上
し
、
住
民
同
士
の
世
代
を

超
え
た
交
流
が
み
ら
れ
る
な
ど
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
に
も
寄
与
し
た
」
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
神
奈
川
県
相
模
原
市
の
相
栄
地
区
で
は
、
二
〇
〇
二
年
頃
か
ら
ひ
っ
た
く
り
や
空
き
巣
、
不
審
者
出
没
な
ど
の
犯
罪

が
多
発
し
た
た
め
、
自
治
会
長
ら
が
中
心
と
な
り
自
主
防
犯
組
織
「
ジ
ョ
イ
ン
ト
・
サ
ー
テ
ィ
」
を
結
成
。
自
転
車
や
青
パ

ト
カ
ー
に
よ
る
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
や
登
下
校
通
学
路
の
巡
回
、防
犯
啓
蒙
活
動
な
ど
を
実
施
し
防
犯
対
策
を
強
化
し
て
い
る
。

特
に
犯
罪
件
数
が
増
加
傾
向
に
あ
る
地
域
で
は
、
少
し
で
も
犯
罪
を
減
ら
す
べ
く
治
安
維
持
（
防
犯
）
活
動
を
地
域
コ
ミ
ュ
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ニ
テ
ィ
の
重
要
課
題
に
掲
げ
る
の
は
当
然
と
い
え
る
。

ア
メ
リ
カ
の
犯
罪
学
者
ジ
ョ
ー
ジ
・
ケ
リ
ン
グ
ら
が
提
唱
し
た
「
破
れ
（
割
れ
）
窓
理
論
」（
窓
の
破
損
が
放
置
さ
れ
て

い
る
環
境
で
は
、
そ
の
よ
う
な
行
為
に
対
し
て
住
民
が
非
難
し
な
い
こ
と
、
つ
ま
り
、
住
民
相
互
の
尊
重
心
や
義
務
感
の

希
薄
を
意
味
し
、
さ
ら
に
こ
の
種
の
出
来
事
を
誘
発
す
る
）
を
裏
付
け
る
応
用
例
と
し
て
、
一
九
八
〇
年
代
か
ら
犯
罪
多

発
都
市
で
あ
っ
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
で
、
一
九
九
四
年
に
警
察
官
五
、〇
〇
〇
人
を
配
置
し
、
パ
ト
カ
ー
で
は
な
く
徒
歩
に

よ
る
徹
底
し
た
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し
た
と
こ
ろ
、
五
年
間
で
殺
人
が
六
七
・
五
％
、
強
盗
が
五
四
・
二
％
、
婦
女
暴
行
が

二
七
・
四
％
減
少
し
た
。
ル
ド
ル
フ
・
ジ
ュ
リ
ア
ー
ニ
市
長
に
よ
る
強
硬
策
と
の
批
判
も
あ
る
が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
治
安

が
回
復
し
街
に
活
気
が
戻
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
犯
罪
防
止
を
す
べ
て
警
察
官
に
頼
る
に
は
限
界
が
あ
る
の
で
、
警
察

と
連
携
・
協
力
し
た
上
で
、
地
域
住
民
に
よ
る
こ
う
し
た
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
を
行
う
こ
と
は
、
高
い
効
果
が
見
込
ま
れ
る
。

ま
た
、
自
主
防
犯
活
動
は
パ
ト
ロ
ー
ル
に
限
ら
な
い
。
警
視
庁
が
実
施
し
た
空
き
巣
狙
い
の
被
疑
者
に
対
す
る
調
査
結
果

を
も
と
に
高
瀬
恵
悟
氏
は
「
自
治
会
の
広
報
看
板
を
設
置
し
月
に
一
回
程
度
更
新
す
る
こ
と
や
、
地
域
内
の
道
路
や
公
園
を

清
掃
等
で
整
備
す
る
と
い
っ
た
『
隙
を
見
せ
な
い
』
対
策
、
さ
ら
に
『
声
掛
け
運
動
』
も
効
果
的
な
取
り
組
み
で
あ
る
」
と

考
察
し
て
い
る
。
こ
れ
も
「
破
れ
窓
理
論
」
の
応
用
例
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
他
、
静
岡
県
袋
井
市
の
「
三
川
地
区
安
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
で
は
、
年
間
一
三
〇
回
以
上
の
防
災
・
防
犯
活
動
を
通

じ
、
地
域
住
民
の
防
災
・
防
犯
に
関
す
る
意
識
を
高
め
て
い
る
。
ま
た
、
愛
知
県
春
日
井
市
の
「
春
日
井
市
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
」
市
民
大
学
で
は
、
地
域
安
全
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
「
ボ
ニ
タ
ー
」
を
育
成
。
防
災
訓
練
や
簡
易
防
犯
診
断
を
実

施
す
る
な
ど
、
様
々
な
防
犯
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。
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四　
新
た
な
メ
デ
ィ
ア
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

従
来
か
ら
あ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
も
、
時
代
や
環
境
の
変
化
に
応
じ
て
変
革
を
遂
げ
て
き
て
い
る
が
、
さ
ら
に
こ
れ
ま

で
に
は
な
か
っ
た
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
も
出
現
し
て
き
た
。た
と
え
ば
、Ｉ
Ｔ
の
目
覚
ま
し
い
進
歩
に
よ
り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
イ
ン
フ
ラ
が
劇
的
に
整
備
さ
れ
、
パ
ソ
コ
ン
だ
け
で
な
く
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
に
よ
り
自
宅
や
勤
務
先
、

学
校
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
外
出
先
で
も
携
帯
電
話
等
に
よ
り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
の
た
め
ブ
ロ
グ
や
ミ
ク
シ
ー
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ

ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
）
を
利
用
し
て
、
個
人
が
比
較
的
手
軽
に
情
報
を
発
信
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
者
は
急
激
に
増
え
て
い
る
。

一
方
で
、
出
会
い
系
サ
イ
ト
に
よ
る
援
助
交
際
の
助
長
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
詐
欺
な
ど
の
犯
罪
に
青
少
年
が
巻
き
込
ま
れ

る
、も
し
く
は
学
校
裏
サ
イ
ト
が
い
じ
め
の
温
床
に
な
る
な
ど
、ネ
ッ
ト
社
会
の
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
も
確
か
だ
。し
か
し
、

文
字
情
報
だ
け
で
な
く
写
真
や
動
画
な
ど
の
情
報
も
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
（
掲
載
）
で
き
、
全
世
界
に
そ
の
情
報
を
瞬
時
に
流
す

こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
、
例
え
ば
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
事
件
・
事
故
な
ど
の
緊
急
情
報
を
つ
ぶ
や
け
ば
（
掲
載
す
れ
ば
）、

新
聞
や
テ
レ
ビ
よ
り
も
早
く
情
報
を
発
信
し
、必
要
と
す
る
人
が
ネ
ッ
ト
検
索
に
よ
り
情
報
を
い
ち
早
く
入
手
で
き
る
た
め
、

企
業
や
行
政
、
学
校
等
で
も
導
入
す
る
と
こ
ろ
が
増
え
て
き
て
い
る
。
情
報
の
正
確
性
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ
シ
ー
や

個
人
情
報
が
流
出
す
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
っ
た
デ
メ
リ
ッ
ト
を
正
し
く
理
解
し
た
う
え
で
、
こ
れ
ら
を
う
ま
く
活
用
す
れ

ば
地
域
活
性
化
や
町
お
こ
し
、
防
犯
・
防
災
活
動
、
子
育
て
支
援
な
ど
様
々
な
活
動
の
支
援
ツ
ー
ル
に
な
り
得
る
。
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例
え
ば
、
警
視
庁
を
は
じ
め
多
く
の
県
警
本
部
で
実
施
し
て
い
る
不
審
者
情
報
の
携
帯
メ
ー
ル
送
信
サ
ー
ビ
ス
は
、
事
件

発
生
場
所
、
日
時
、
発
生
状
況
な
ど
が
詳
し
く
記
載
さ
れ
て
い
る
た
め
、
子
ど
も
を
持
つ
親
に
と
っ
て
は
有
効
な
情
報
で
あ

る
。
我
が
子
を
守
る
た
め
に
、
地
域
で
発
生
し
た
最
新
の
情
報
を
日
頃
か
ら
入
手
し
て
お
く
こ
と
も
、
事
件
・
事
故
を
防
ぐ

と
い
う
点
で
は
か
な
り
効
果
的
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
法
と
い
え
る
。

ま
た
、
地
域
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
も
メ
デ
ィ
ア
を
利
用
し
た
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
態
の
一
つ
と

い
え
よ
う
。
特
に
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
は
、
一
般
の
商
業
ラ
ジ
オ
と
違
っ
て
放
送
出
力
（
電
波
の
届
く
範
囲
）
が
最
大

二
〇
ワ
ッ
ト
以
下
と
限
ら
れ
て
い
る
。
聴
取
可
能
エ
リ
ア
は
か
な
り
限
定
さ
れ
る
が
、
逆
に
そ
れ
を
う
ま
く
利
用
し
、
そ
の

地
域
に
限
定
し
た
情
報
を
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
点
で
は
、
地
域
で
の
活
用
法
は
無
限
大
に
あ
る
と
い
え
る
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
は
阪
神
淡
路
大
震
災
を
機
に
整
備
が
進
み
、
今
回
の
東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
も
、
停
電
に
よ

り
電
気
が
使
え
な
く
て
も
ラ
ジ
オ
は
電
池
で
利
用
で
き
る
た
め
、
そ
の
存
在
が
見
直
さ
れ
た
。
電
気
が
通
っ
て
か
ら
も
、
テ

レ
ビ
は
避
難
所
に
一
台
あ
る
か
無
い
所
も
多
く
、
ラ
ジ
オ
は
各
種
情
報
を
入
手
す
る
手
軽
な
ツ
ー
ル
と
な
っ
た
。
安
否
確
認

や
避
難
所
で
の
配
給
情
報
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧
情
報
な
ど
、
地
域
に
密
着
し
た
災
害
関
連
情
報
を
放
送
し
た
た
め
、
大

い
に
活
用
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
災
害
時
に
限
ら
ず
、
通
勤
電
車
の
遅
延
情
報
や
地
域
限
定
の
ニ
ュ
ー
ス
、
地
元
イ
ベ
ン
ト
の
告
知
、
緊
急
に
必

要
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
情
報
な
ど
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
が
、
地
域
の
た
め
に
果
た
す
潜
在
的
役
割
は
か
な
り
大
き

い
と
い
え
よ
う
。
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五　
大
学
の
地
域
連
携
・
地
域
貢
献
活
動

一
九
九
八
年
に
大
学
等
技
術
移
転
促
進
法
が
施
行
さ
れ
、
大
学
が
有
す
る
知
的
財
産
を
産
業
界
に
活
か
そ
う
と
、
東
京
大

学
を
は
じ
め
私
立
大
学
で
も
学
内
に
連
携
セ
ク
シ
ョ
ン
や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
す
る
な
ど
し
て
、
産
官
学
連
携
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。大
学
と
は
別
の
会
社
を
立
ち
上
げ
て
利
益
を
上
げ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、こ
れ
ま
で
縁
遠
か
っ

た
大
学
と
企
業
や
行
政
の
連
携
が
活
発
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
密
接
な
関
係
を
持
つ
大
学
も
増
え
て
い
る
。
早
稲
田
大
学
と
新
宿
区
早
稲
田
・
高
田
馬
場
地
区
の

地
元
商
店
街
と
の
連
携
に
よ
り
、
地
域
通
貨
「
ア
ト
ム
」
を
導
入
し
二
〇
〇
四
年
か
ら
運
用
を
開
始
し
て
い
る
。
ア
ト
ム
通

貨
を
ツ
ー
ル
に
、
商
店
街
・
学
生
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
公
共
機
関
な
ど
が
手
を
取
り
合
い
、
枠
を
超
え
た
人
と
人
と
の
交
流
に
よ
り

街
を
活
性
化
さ
せ
よ
う
と
企
画
さ
れ
た
も
の
で
、
町
内
会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
が
主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
や
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
へ
の
参
加
に
よ
り
ア
ト
ム
通
貨
を
も
ら
え
る
。
ア
ト
ム
通
貨
は
、
加
盟
店
で
一
馬
力
一
円
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で

き
、
ア
ト
ム
通
貨
に
加
盟
し
て
い
る
店
舗
で
あ
れ
ば
全
国
ど
こ
の
加
盟
店
で
も
使
え
る
。
二
〇
〇
九
年
に
は
、
地
域
通
貨
と

し
て
は
例
を
見
な
い
全
国
展
開
を
図
り
札
幌
、
仙
台
、
徳
島
、
八
重
山
な
ど
全
国
に
拡
が
り
を
み
せ
て
い
る
。

一
方
、
新
た
な
発
想
で
地
域
と
連
携
し
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
事
例
と
し
て
、
昭
和
女
子
大
学
が
設
立
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ

昭
和
が
あ
る
。東
京
都
世
田
谷
区
か
ら
の
委
託
事
業
と
し
て「
子
育
て
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
世
田
谷
」や「
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

ら
ぷ
ら
す
」
を
運
営
し
て
い
る
。
大
学
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
対
し
て
、
人
件
費
の
補
充
や
土
地
や
施
設
提
供
な
ど
の
持
ち
出
し
部

分
は
あ
っ
て
も
、
保
育
や
発
達
相
談
な
ど
地
域
住
民
の
子
育
て
を
支
援
す
る
場
を
持
て
る
意
義
は
大
き
い
。
研
究
成
果
の
還
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元
、
研
究
者
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
場
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
学
生
の
実
践
的
な
教
育
の
場
の
確
保
に
も
つ
な
が
り
、

ま
た
新
た
な
教
育
・
研
究
領
域
も
広
が
る
と
い
っ
た
可
能
性
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
。
大
学
が
発
注
す
る
委
託
業
務
を
大
学

が
出
資
し
た
子
会
社
に
請
け
負
わ
せ
る
ケ
ー
ス
や
、
産
官
学
連
携
に
よ
っ
て
大
学
と
は
別
の
会
社
を
作
り
利
益
を
上
げ
る
よ

う
な
例
は
こ
れ
ま
で
も
多
く
見
ら
れ
る
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
昭
和
の
よ
う
に
、
子
育
て
支
援
を
中
心
と
し
た
委
託
事
業
を
地
域
と
の

相
互
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
て
実
践
し
て
い
る
例
は
珍
し
い
。
他
大
学
で
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
よ
う
な
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
立

ち
上
が
っ
て
い
る
が
、
従
来
の
大
学
の
発
想
で
は
考
え
ら
れ
な
い
行
政
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
異
色
と
い
え
よ
う
。

今
後
、
大
学
が
持
つ
人
的
、
物
的
資
源
を
有
効
に
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
還
元
し
、
地
域
と
一
体
と
な
っ
て
大
学
も
地
域

も
共
に
発
展
す
る
活
動
が
増
え
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

六　
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
構
築
と
連
携

崩
壊
し
か
け
て
い
る
、
ま
た
は
変
革
し
つ
つ
あ
る
町
内
会
や
自
治
会
は
、
行
政
か
ら
の
支
援
だ
け
で
な
く
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
社

会
福
祉
協
議
会
、
消
防
団
、
地
域
で
活
動
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
各
種
団
体
と
連
携
を
深
め
て
い
く
こ
と
で
、
活
動
す
る
ス
タ
ッ

フ
不
足
や
資
金
面
な
ど
で
も
行
政
か
ら
支
援
を
受
け
や
す
く
な
る
こ
と
も
あ
り
、
相
互
協
力
や
活
性
化
の
た
め
に
も
有
効
な

策
だ
と
い
え
る
。
大
学
の
ほ
か
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
関
係
を
持
ち
得
な
か
っ
た
大
規
模
商
業
施
設
や
一
般
企
業
、
オ
フ
ィ
ス

ビ
ル
本
体
な
ど
を
巻
き
込
ん
で
み
る
の
も
、
新
た
な
関
係
が
築
け
る
か
も
し
れ
な
い
。
東
京
都
千
代
田
区
で
は
、
区
内
の
企

業
二
三
社
と
一
団
体
で
構
成
し
た
「
ち
よ
だ
企
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会
」
を
立
ち
上
げ
、
行
政
と
も
協
働
し
な
が
ら
地
域
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貢
献
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。そ
の
パ
イ
プ
役
を
自
治
体
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
担
当
部
署
に
依
頼
し
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

従
来
の
枠
組
み
を
超
え
た
関
係
諸
団
体
と
の
連
携
を
持
つ
こ
と
で
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
に
結
び
つ
い
て
い
る
例
は

少
な
く
な
い
。
連
携
力
を
高
め
る
こ
と
が
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
生
・
創
生
へ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
か
も
し
れ
な
い
。

一
方
、
二
〇
〇
九
年
二
月
三
日
の
読
売
新
聞
に
、
東
京
都
立
川
市
の
富
士
見
町
地
域
自
治
会
や
商
店
街
、
地
域
住
民
が

シ
ャ
ッ
タ
ー
通
り
の
空
き
店
舗
を
利
用
し
、
地
域
の
子
ど
も
と
大
人
が
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
新
た
な
居
場
所
と
し
て
駄
菓
子

屋
「
語
り
茶
屋
」
を
誕
生
さ
せ
た
、
と
い
う
記
事
が
載
っ
て
い
た
。
自
治
会
長
や
商
店
主
ら
が
企
画
し
市
に
提
案
し
た
と
こ

ろ
、
同
市
の
「
商
店
街
空
き
店
舗
対
策
モ
デ
ル
事
業
」
と
し
て
採
用
さ
れ
、
ま
た
東
京
都
が
実
施
す
る
「
新
・
元
気
を
出
せ
！

商
店
街
事
業
」
も
利
用
し
必
要
経
費
の
三
分
の
二
を
負
担
し
て
も
ら
い
自
治
会
や
商
店
街
の
有
志
で
運
営
し
て
い
る
。
行
政

と
の
連
携
で
実
現
し
、
地
域
の
学
校
の
協
力
も
あ
り
午
前
中
は
大
人
た
ち
の
憩
い
の
場
と
し
て
、
午
後
は
子
ど
も
た
ち
の
遊

び
場
や
休
息
の
場
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
自
治
会
加
入
世
帯
は
全
世
帯
の
約
六
割
。
新
た
に
引
っ
越
し
て
き
た
若
い
家
族

の
多
く
が
加
入
せ
ず
、
高
齢
化
が
自
治
体
活
動
を
鈍
化
さ
せ
て
い
る
と
い
う
。

町
内
会
、
自
治
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
違
い
、
福
祉
団
体
や
子
育
て
支
援
組
織
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
活
動
目
的

や
組
織
形
態
（
連
合
体
組
織
が
あ
る
か
ど
う
か
な
ど
）
も
異
な
っ
て
い
る
。
今
後
、
各
組
織
が
バ
ラ
バ
ラ
に
活
動
す
る
の
で

は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
が
持
つ
特
性
を
活
か
し
、
行
政
や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ
る
意
見
調
整
、
合
意
形
成
等
を
行

い
な
が
ら
協
働
・
連
携
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
生
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
の
で
は
な
い

か
。
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七　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
持
続
さ
せ
て
い
く
た
め
に

町
内
会
の
起
源
は
安
土
桃
山
時
代
の
五
人
組
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
江
戸
時
代
に
も
長
屋
を
中
心
と
し
た
町
内
会
組
織
が

あ
り
、
戦
時
中
は
隣
組
と
い
う
相
互
扶
助
組
織
が
あ
っ
た
。
戦
後
、
ま
た
現
在
の
よ
う
な
町
内
会
・
自
治
会
と
い
う
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
結
成
さ
れ
て
い
っ
た
。
規
模
や
活
動
内
容
に
多
少
の
差
は
あ
れ
、
や
は
り
地
域
の
課
題
を
地
域
に
住
む
住
民
同
士

で
解
決
し
、
住
み
よ
い
地
域
に
し
て
い
き
た
い
と
の
願
い
は
、
い
つ
の
時
代
で
も
変
わ
ら
な
い
。
こ
う
し
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
今
後
も
持
続
・
存
続
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、
先
に
も
述
べ
た
協
働
や
連
携
の
推
進
の
ほ
か
、
輪
番
制
や
既
存
の
選

出
方
法
に
捉
わ
れ
な
い
役
員
や
リ
ー
ダ
ー
を
選
ぶ
こ
と
も
時
に
は
必
要
だ
。
す
ぐ
に
は
難
し
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
地
域
の

将
来
を
背
負
っ
て
立
つ
若
い
世
代
を
後
継
者
と
し
て
養
成
し
て
い
く
こ
と
が
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
存
続
の
た
め
に
は

必
要
不
可
欠
だ
。

そ
れ
に
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
の
若
い
世
代
が
比
較
的
自
由
に
活
動
で
き
る
よ
う
に
、
会
合
や
活
動
は
休
日
に
す
る
な

ど
の
工
夫
は
必
要
で
あ
る
。
社
会
全
体
が
厳
し
い
経
済
状
況
の
な
か
、
ど
う
し
て
も
地
域
活
動
は
後
回
し
に
さ
れ
、
社
会
の

風
潮
と
し
て
仕
事
優
先
が
浸
透
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
現
状
を
企
業
側
か
ら
も
改
め
て
い
く
体
制
が
必

要
で
あ
る
。
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
の
一
環
と
し
て
社
員
が
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
は
、
広
い
意
味
で
企
業
の
評

価
へ
と
つ
な
が
る
。
大
企
業
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
に
は
、
募
金
や
地
域
の
清
掃
・
美
化
活
動
、
植
林
活
動
な
ど
様
々
あ
る
が
、
社

員
が
居
住
す
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
の
身
近
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
、
社
員
が
積
極
的
に
参
加
で
き
る
よ
う
な
環
境
を

整
え
て
い
っ
て
ほ
し
い
。
沖
縄
県
豊
見
城
市
に
あ
る
琉
球
産
経
株
式
会
社
（
農
業
関
連
企
業
）
の
新
垣
勲
社
長
は
、
ご
自
身
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が
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
一
八
年
間
も
経
験
さ
れ
て
い
て
地
域
貢
献
活
動
の
大
切
さ
を
十
分
に
理
解
し
て
い
る
た
め
、
社
員
が
地
域

の
自
治
会
活
動
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
な
ど
に
参
加
す
る
場
合
の
休
暇
を
奨
励
し
て
い
る
と
い
う
。
会
社
の
大
小
に
関
わ
ら
ず
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
の
一
環
と
位
置
付
け
、
参
加
す
る
社
員
を
評
価
し
て

く
れ
る
企
業
風
土
が
醸
成
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
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【
優
秀
賞
】声

掛
け
で
守
る
地
域
社
会

〜
地
域
社
会
構
築
で
の
言
語
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

役
割
を
考
え
る
〜

勤
務
医

長
嶺　

敬
彦
（
55
）

■ 

地
域
社
会
の
崩
壊
と
安
全
機
能
の
低
下

地
域
社
会
は
日
常
生
活
の
場
で
あ
る
と
同
時
に
、
私
た
ち
の
生
活
を
守
る
機
能
を
有
し
ま
す
。
大
規
模
災
害
は
、
政
府
と

い
う
国
の
単
位
よ
り
、
身
近
な
地
域
で
の
相
互
扶
助
活
動
こ
そ
が
私
た
ち
に
と
っ
て
は
当
座
の
生
命
維
持
装
置
と
し
て
機
能

す
る
こ
と
を
示
し
ま
し
た
。
地
域
は
、
防
犯
・
防
災
上
の
重
要
な
機
能
的
単
位
で
す
。
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地
域
社
会
は
コ
イ
ン
の
表
と
裏
で
す
。
親
密
と
い
う
コ
イ
ン（
地
域
）を
選
べ
ば
、そ
の
裏
に
は
束
縛
と
書
い
て
あ
り
ま
す
。

束
縛
は
嫌
だ
と
自
由
と
い
う
コ
イ
ン
（
地
域
）
に
取
り
換
え
る
と
、
そ
の
裏
に
は
孤
独
と
書
い
て
あ
り
ま
す
。
地
域
社
会
は

二
面
性
を
持
ち
な
が
ら
形
成
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
通
信
網
の
拡
大
に
と
も
な
い
地
域
社
会
の
概
念
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
注
釈

１
参
照
）
と
し
て
巨
大
化
し
、そ
れ
と
反
比
例
す
る
か
の
よ
う
に
そ
の
空
間
内
で
の
人
々
の
繋
が
り
は
希
薄
化
し
て
い
ま
す
。

近
代
化
と
と
も
に
相
互
扶
助
的
な
地
域
社
会
の
崩
壊
が
進
み
、
地
域
の
安
全
性
が
低
下
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
現
代
で
は
多
く
の
人
が
自
由
と
い
う
コ
イ
ン
（
地
域
）
を
選
択
し
て
き
ま
し
た
。
地
域
社
会
の
崩
壊
は
危
機

的
状
況
時
に
お
け
る
基
本
的
生
命
維
持
装
置
の
劣
化
を
も
た
ら
し
ま
す
。
地
域
社
会
の
再
構
築
の
た
め
に
私
た
ち
は
今
何
を

す
べ
き
な
の
で
し
ょ
う
か
。

■ 

地
域
社
会
の
崩
壊
は
近
代
化
が
原
因
か
？

地
域
社
会
の
変
遷
は
産
業
構
造
と
密
接
に
関
連
し
ま
す
。
農
林
漁
業
を
も
と
に
形
成
さ
れ
た
村
組
織
（
協
働
型
社
会
）

は
、
産
業
構
造
の
工
業
化
に
と
も
な
い
企
業
共
同
体
へ
と
変
貌
し
ま
す
。
こ
れ
はFerdinand T

önnies

（
一
八
五
五
│

一
九
三
六
）
が
、人
間
社
会
が
近
代
化
す
れ
ば
、血
縁
や
友
情
で
深
く
結
び
つ
い
た
伝
統
的
社
会
形
態
で
あ
る
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ

フ
ト
（Gem

einschaft

）
か
ら
利
害
関
係
に
基
づ
い
て
人
為
的
に
作
ら
れ
た
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
（Gesellschaft

）
へ
移
行

す
る
と
説
い
た
現
象
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
近
代
化
が
地
域
社
会
の
崩
壊
や
地
域
で
の
安
全
機
能
の
低
下
を
も
た
ら
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。
村
組
織
と
都
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市
、
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
と
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
と
い
う
対
極
で
地
域
社
会
の
崩
壊
が
説
明
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
近
代
化

が
問
題
で
は
な
く
、
近
代
化
の
プ
ロ
セ
ス
で
何
か
が
起
こ
る
か
ら
地
域
社
会
が
崩
壊
す
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
こ

に
は
意
外
な
理
由
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
言
語
の
問
題
で
す
。

■
「
危
険
で
す
」
が
伝
わ
ら
な
い
理わ

け由

学
校
で
あ
れ
、
職
場
で
あ
れ
、
そ
し
て
地
域
社
会
で
あ
れ
、
防
災
訓
練
が
定
期
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
自
治
体
で
は
防

災
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
仮
想
の
事
態
に
対
し
て
「
危
険
で
す
」
と
い
え
ば
、
そ
れ
が
伝
わ
る
仕
組
み
が
整

備
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
警
報
器
が
何
ら
か
の
ト
ラ
ブ
ル
で
誤
作
動
し
た
と
き
、大
多
数
の
人
は
行
動
を
起
こ
し
ま
せ
ん
。
警
報
器
の「
危

険
で
す
」
は
私
た
ち
の
耳
に
音
声
と
し
て
認
識
さ
れ
ま
す
が
、
本
来
の
意
味
は
伝
わ
り
ま
せ
ん
。
ど
う
し
て
で
し
ょ
う
か
。

誤
作
動
で
な
け
れ
ば
大
惨
事
に
な
る
の
に
、
警
報
器
の
「
危
険
で
す
」
は
確
率
的
に
あ
り
得
な
い
と
私
た
ち
の
脳
は
勝
手
に

判
断
し
ま
す
。
私
た
ち
は
、
そ
の
行
動
面
か
ら
言
語
を
信
用
し
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
す
。
警
報
器
の
「
危
険
で
す
」

で
は
な
く
、「
ぶ
ち
あ
ぶ
な
」（
山
口
弁
で
「
と
て
も
危
険
で
あ
る
」
の
意
味
）
と
聞
け
ば
、
山
口
県
人
で
あ
る
私
は
何
は
さ

て
お
き
逃
げ
る
で
し
ょ
う
。「
危
険
で
す
」
と
「
ぶ
ち
あ
ぶ
な
」
は
ど
う
違
う
の
で
し
ょ
う
か
。
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■ 

言
語
は
真
実
を
伝
え
て
い
る
の
か 

│
何
も
言
え
な
い
│

地
域
社
会
の
構
成
員
の
間
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
使
わ
れ
る
道
具
は
何
で
し
ょ
う
か
。「
言
語
」で
す
。
で
は「
言
語
」

の
本
来
の
役
割
は
な
ん
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
「
伝
え
る
」
こ
と
で
す
。
さ
き
の
警
報
器
の
例
で
、
言
語
は
「
伝
え
る
」
機

能
を
果
た
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

初
期
の
言
語
は
事
態
を
正
確
に
伝
え
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
の
祖
先
の
言
語
は
、
鳥
の
鳴
き
声
や
獣
が
吠
え
る
声

に
似
て
い
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
音
声
で
意
思
の
疎
通
を
図
っ
て
い
た
の
で
す
。
こ
れ
を
「
音
声
言
語
」
と
い
い
ま
す
。
も
し

こ
の
こ
ろ
の
言
語
が
言
葉
の
裏
に
隠
さ
れ
た
意
味
を
持
っ
て
い
た
と
し
た
ら
、
つ
ま
り
必
ず
し
も
本
当
の
こ
と
を
言
っ
て
い

な
い
と
し
た
ら
、
私
た
ち
の
祖
先
は
と
っ
く
に
マ
ン
モ
ス
に
食
べ
ら
れ
絶
滅
し
、
今
私
た
ち
は
こ
の
地
球
上
に
存
在
し
て
い

な
い
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

や
が
て
私
た
ち
の
祖
先
は
、
徐
々
に
で
す
が
居
住
地
域
を
拡
大
し
て
い
き
、
そ
れ
に
と
も
な
い
言
語
は
「
音
声
言
語
」
か

ら
「
文
字
言
語
」
へ
と
変
化
し
ま
す
。
現
代
の
言
語
で
あ
る
「
文
字
言
語
」
の
一
番
の
特
徴
は
、そ
の
約
八
割
が
比
喩
で
あ
り
、

必
ず
し
も
真
実
そ
の
も
の
を
表
現
し
て
い
な
い
こ
と
で
す
一
）。
ビ
ジ
ネ
ス
社
会
が
そ
う
で
す
が
、
言
葉
の
裏
に
隠
さ
れ
た
意

図
を
読
み
取
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
握
手
し
て
笑
顔
で
談
笑
し
て
い
た
と
し
て
も
、
腹
の
底
で
何
を
考
え
て
い
る
の
か

分
か
り
ま
せ
ん
。
そ
う
い
え
ば
最
近
の
話
で
す
が
、「
時
期
が
来
た
ら
辞
め
る
」
と
言
っ
た
首
相
が
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
聞

い
た
大
多
数
の
国
民
は
す
ぐ
辞
任
す
る
と
理
解
し
ま
し
た
。
し
か
し
国
民
だ
け
で
な
く
ま
わ
り
の
政
治
家
た
ち
さ
え
、
発
言

し
た
本
人
に
辞
め
る
意
志
が
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
こ
と
を
あ
と
に
な
っ
て
知
る
の
で
す
二
）。
政
治
の
問
題
を
指
摘
し
て
い
る
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の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
少
な
く
と
も
こ
の
時
の
発
言
内
容
は
、
意
図
的
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
、
多
く
の
人
に
真
実
が
伝
わ

ら
な
か
っ
た
こ
と
は
明
白
で
す
。
言
葉
が
真
実
を
伝
え
て
い
な
い
の
で
す
。
む
し
ろ
感
情
を
隠
し
、
人
を
欺
く
機
能
を
言
語

が
発
揮
し
た
の
で
す
。

私
た
ち
は
「
文
字
言
語
」
を
用
い
て
社
会
を
拡
大
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
反
面
、
言
葉
で
人
を
騙
す
こ
と
も
覚
え

た
の
で
す
。
現
代
の
言
語
は
「
伝
え
る
」
か
ら
「
操
作
す
る
」
に
そ
の
目
的
を
変
え
て
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。
あ
る
い
は
「
真

実
を
表
現
す
る
」
か
ら
「
真
実
を
包
み
隠
す
」
に
そ
の
目
的
を
変
え
て
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。
言
語
能
力
が
高
い
こ
と
は
現

代
社
会
で
は
一
見
有
利
に
み
え
ま
す
が
、
い
ざ
事
が
起
こ
る
と
一
つ
の
言
葉
か
ら
複
数
の
意
味
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

場
合
に
よ
っ
て
は
言
葉
に
騙
さ
れ
、
そ
の
間
に
一
つ
し
か
な
い
生
命
を
失
う
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

地
域
社
会
の
形
成
で
は
、
無
機
質
的
な
感
情
を
込
め
な
い
言
語
ほ
ど
危
険
な
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
本
心
を
包
み
隠
し
、

相
手
よ
り
優
位
に
な
る
た
め
の
道
具
に
言
語
が
な
っ
て
い
る
と
し
た
ら
、す
で
に
言
語
は
戦
い
の
武
器
で
し
か
な
い
の
で
す
。

戦
い
の
武
器
と
し
て
の
言
語
よ
り
、
鳥
の
鳴
き
声
が
美
し
い
に
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
警
報
器
の
「
危
険
で
す
」
が
伝
わ
り
に

く
く
、「
ぶ
ち
あ
ぶ
な
」
が
伝
わ
る
の
は
、
社
会
の
中
で
フ
ォ
ー
マ
ル
な
言
語
が
「
伝
え
る
」
と
い
う
機
能
を
正
確
に
果
た

し
て
い
な
い
こ
と
を
証
明
し
て
い
ま
す
。

感
動
し
た
と
き
、
口
か
ら
こ
ぼ
れ
で
る
言
葉
は
何
で
し
ょ
う
か
。「
ワ
ォ
ー
」
と
か
「
ア
ー
」
で
す
。
感
動
し
た
と
き
心

の
底
か
ら
湧
き
出
る
言
葉
は
「
音
声
言
語
」
で
あ
り
、
け
っ
し
て
「
文
字
言
語
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
感
動
の
極
致
に
言
葉

を
求
め
ら
れ
た
ら
何
と
言
う
の
で
し
ょ
う
か
。
私
な
ら
大
好
き
な
北
島
選
手
と
同
じ
で
、「
何
も
言
え
な
い
」
と
言
う
で
し
ょ

う
。「
何
も
言
え
な
い
」
と
は
「
文
字
言
語
」
で
は
表
現
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
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地
域
社
会
を
再
生
す
る
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
が
一
つ
見
え
て
き
ま
し
た
。
フ
ォ
ー
マ
ル
な
言
語
、
す
な
わ
ち
文
字
言
語
の
弱
点

を
補
う
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。
結
論
を
急
ぐ
前
に
、
地
域
社
会
機
能
に
関
し
て
調

査
し
た
デ
ー
タ
を
紹
介
し
、
議
論
を
深
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

■ 

地
域
社
会
の
簡
便
な
機
能
評
価 

│
地
域A
PGA

R

ス
コ
ア
│

地
域
社
会
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
が
あ
り
ま
す
。
機
能
の
全
体
像
を
そ
れ
も
簡
便
な
方
法
で
評
価
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

で
し
ょ
う
か
。
そ
の
よ
う
な
指
標
が
あ
れ
ば
、
地
域
の
防
犯
・
防
災
機
能
を
議
論
す
る
と
き
に
役
立
つ
は
ず
で
す
。

全
体
像
を
簡
便
に
評
価
す
る
方
法
で
、
有
名
で
あ
り
、
な
お
か
つ
長
年
に
わ
た
り
使
用
さ
れ
て
い
る
ス
コ
ア
が
あ
り
ま

す
。
本
人
の
自
覚
は
な
い
で
し
ょ
う
が
、
だ
れ
し
も
一
生
に
一
度
は
こ
の
ス
コ
ア
の
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
生
ま
れ
た

時
だ
か
ら
記
憶
に
な
い
だ
け
で
す
。
母
子
手
帳
に
も
必
ず
記
載
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
で
す
、APGA

R

ス
コ
ア
（
ア
プ
ガ
ー
・

ス
コ
ア
と
読
み
ま
す
）
で
す
。
新
生
児
の
娩
出
直
後
の
全
身
状
態
を
簡
便
な
五
項
目
で
評
価
す
る
ス
コ
ア
で
す
。A

PGA
R

は
五
つ
の
生
体
機
能
を
示
す
頭
文
字
で
す
。A

ppearance
（
皮
膚
色
）、Pulse

（
心
拍
数
）、Grim

ace

（
刺
激
に
反
応
）、

A
ctivity

（
筋
緊
張
）、Respiration

（
呼
吸
）
で
す
。A

PGA
R

ス
コ
ア
が
長
く
使
わ
れ
て
き
た
の
は
、
そ
の
簡
便
性
と
包

括
性
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
で
す
。
瞬
時
に
全
体
像
を
評
価
で
き
る
こ
と
が
最
大
の
利
点
で
す
。

そ
こ
で
地
域
社
会
の
機
能
評
価
ス
ケ
ー
ル
と
し
てA

PGA
R

ス
コ
ア
の
よ
う
な
も
の
が
あ
れ
ば
い
い
と
考
え
ま
し
た
。
地

域A
PGA

R

ス
コ
ア
を
作
成
す
る
こ
と
で
す
。
今
回
、
家
族A

PGA
R

ス
コ
ア
を
基
に
地
域A

PGA
R

ス
コ
ア
を
作
成
し
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ま
し
た
。
家
族
を
社
会
の
基
本
的
最
小
単
位
と
し
て
シ
ス
テ
ム
論
的
に
分
析
す
る
立
場
か
ら
、
家
族
機
能
を
瞬
時
に
評
価
す

る
質
問
票
と
し
てSm

ilkstein

の
家
族A

PGA
R

ス
コ
ア
が
あ
り
ま
す
三
）。
家
族
機
能
を
五
つ
の
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
、
す
な

わ
ちA

daptation

（
適
応
）、Partnership

（
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
）、Grow

th

（
成
長
）、A

ffection

（
感
情
の
理
解
）、 

Resolve
（
問
題
解
決
、
専
心
）
で
評
価
す
る
も
の
で
す
。
以
前
私
は
こ
の
ス
コ
ア
を
用
い
て
、
へ
き
地
医
療
で
の
服
薬
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
や
治
療
の
成
功
率
に
家
族
機
能
が
与
え
る
影
響
を
研
究
し
ま
し
た
。
同
じ
治
療
を
行
っ
て
も
社
会
的
単
位

で
あ
る
家
族
機
能
に
よ
り
診
療
の
ア
ウ
ト
カ
ム
が
異
な
る
こ
と
が
わ
か
り
、
家
族
や
地
域
社
会
が
医
療
の
成
否
に
大
き
な
影

響
を
与
え
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
四
）。
当
初
こ
ん
な
簡
単
な
質
問
で
家
族
機
能
が
分
か
る
の
か
疑
問
で
し
た
が
、
実
際
使

用
し
て
み
る
と
簡
便
な
質
問
な
の
に
家
族
機
能
が
評
価
で
き
た
の
で
驚
き
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
が
理
論
的
に
整
備
さ

れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

五
つ
の
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
は
、そ
れ
ぞ
れ
明
確
に
定
義
さ
れ
て
お
り
、家
族A

PGA
R

の
定
義
や
質
問
票
の「
家
族
」を「
地

域
」
に
置
き
換
え
る
だ
け
で
、
地
域
社
会
機
能
を
簡
便
に
測
定
で
き
る
ス
ケ
ー
ル
が
で
き
る
と
考
え
ま
し
た
。Sm

ilkstein

の
五
つ
の
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
の
定
義
で
、fam

ily
をcom

m
unity

に
置
き
換
え
た
も
の
を
表
１
に
示
し
ま
す
三
）。
訳
語
の

不
正
確
性
に
よ
る
混
乱
を
避
け
る
た
め
あ
え
て
英
文
で
表
記
し
ま
し
た
。

こ
の
五
つ
の
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
を
簡
単
に
説
明
す
る
と
、「
適
応
」
は
、
何
か
問
題
が
起
こ
っ
た
と
き
問
題
解
決
に
向
け

て
地
域
内
外
の
資
源
を
活
用
す
る
こ
と
で
す
。「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
は
、
地
域
社
会
の
中
で
の
意
思
決
定
と
責
任
の

明
確
化
を
表
し
た
も
の
で
す
。
医
療
で
患
者
自
身
が
治
療
方
針
の
決
定
に
積
極
的
に
参
加
す
るSD

M

（shared decision 

m
aking

）
の
も
と
に
も
な
っ
た
概
念
で
す
。「
成
長
」
は
、
相
互
扶
助
に
よ
り
自
己
尊
厳
を
高
め
る
た
め
の
肉
体
的
・
感
情
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的
な
成
熟
を
意
味
し
ま
す
。「
感
情
」
は
、地
域
社
会
が
構
成
員
の
感
情
を
受
け
入
れ
る
機
能
で
す
。「
問
題
解
決
、専
心
」
は
、

他
の
構
成
員
の
た
め
に
時
間
を
割
く
こ
と
で
す
。
事
態
に
よ
っ
て
は
、
富
や
空
間
を
一
時
的
に
せ
よ
共
有
化
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
五
つ
の
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
は
ま
さ
に
地
域
社
会
の
基
本
的
な
機
能
を
簡
便
に
示
し
て

い
ま
す
。
こ
の
定
義
に
沿
っ
た
簡
便
な
五
項
目
の
質
問
票
が
「
地
域A

PGA
R

質
問
票
」
で
す
（
表
２
）。
採
点
方
法
は
新

生
児
のA

PGA
R

ス
コ
ア
と
全
く
同
じ
で
、
項
目
ご
と
に
、
い
つ
も
が
二
点
、
と
き
ど
き
が
一
点
、
そ
う
で
な
い
が
〇
点
で

採
点
し
、
合
計
点
（
〇
〜
一
〇
点
）
が
地
域A
PGA

R

ス
コ
ア
で
す
。
得
点
が
高
い
ほ
ど
地
域
社
会
機
能
が
良
好
で
あ
る
こ

と
を
示
し
て
い
ま
す
。

■ 

調
査 

│
方
言
の
使
用
頻
度
と
地
域A

PGA
R

ス
コ
ア
│

「
危
険
で
す
」
と
「
ぶ
ち
あ
ぶ
な
」
で
の
行
動
の
違
い
は
、
文
字
言
語
と
方
言
で
「
事
態
を
正
確
に
伝
え
る
」
機
能
が
異

な
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
方
言
は
文
字
言
語
よ
り
感
情
や
事
実
を
正
確
に
伝
え
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
方
言
の

使
用
頻
度
と
地
域A

PGA
R

ス
コ
ア
の
関
係
を
調
査
し
ま
し
た
。

【
対
象
と
方
法
】

筆
者
は
今
ま
で
「
精
神
疾
患
の
薬
物
療
法
に
関
す
る
講
演
」
を
医
療
従
事
者
が
対
象
で
す
が
、
全
国
二
〇
〇
か
所
以
上
で

行
っ
て
き
ま
し
た
（
注
釈
２
参
照
）。
開
催
場
所
は
小
さ
な
町
村
規
模
か
ら
大
都
市
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
で
す
。
そ
れ
ぞ
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れ
の
地
域
で
下
記
の
方
法
で
一
か
所
一
〜
三
名
に
聞
き
取
り
調
査
を
施
行
し
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
住
ん
で
い
る
地
域
の
人

口
、
地
域A

PGA
R

ス
コ
ア
質
問
票
、
方
言
の
使
用
頻
度
に
つ
い
て
回
答
し
て
も
ら
っ
た
だ
け
で
す
。
二
〇
〇
六
年
か
ら

二
〇
一
〇
年
ま
で
の
四
年
間
で
集
ま
っ
た
デ
ー
タ
が
人
口
規
模
の
異
な
る
地
域
ご
と
に
一
五
サ
ン
プ
ル
を
超
え
、
全
体
で
約

五
〇
サ
ン
プ
ル
に
な
り
ま
し
た
。

【
地
域
規
模
の
定
義
】

地
域
の
人
口
規
模
は
以
下
の
三
グ
ル
ー
プ
に
分
類
し
ま
し
た
。
人
口
が
数
千
ま
で
の
町
村
規
模
を
「
地
域
一
」、
数
万
か

ら
二
〇
万
未
満
ま
で
の
地
方
都
市
規
模
を
「
地
域
二
」、
三
〇
万
以
上
の
中
核
都
市
や
大
都
市
を
「
地
域
三
」
と
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
地
域
規
模
は
人
口
の
ベ
キ
数
で
一
、二
、三
と
区
分
け
し
ま
し
た
。
そ
の
理
由
は
、意
味
が
あ
る
集
落
形
成
で
は
、

そ
の
規
模
（
人
口
）
は
平
均
的
な
正
規
分
布
を
示
す
の
で
は
な
く
、
桁
が
異
な
る
ベ
キ
分
布
に
な
る
か
ら
で
す
五
）。

【
地
域APG

AR

ス
コ
ア
】

地
域A

PGA
R

ス
コ
ア
は
前
述
し
た
表
２
に
示
す
五
項
目
で
一
項
目
が
二
点
満
点
で
、
ス
コ
ア
の
値
は
〇
〜
一
〇
点
に
分

布
し
ま
す
。

【
方
言
の
使
用
頻
度
】

方
言
の
使
用
頻
度
は
一
か
ら
七
の
七
段
階
で
、数
字
を
記
入
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
一
が「
方
言
を
全
く
使
用
し
な
い
」で
、
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四
が
「
家
族
の
間
で
は
方
言
で
話
す
」
で
、七
は
「
意

識
せ
ず
一
日
中
方
言
で
話
す
」
で
す
。

【
結
果
】

解
析
に
利
用
し
た
サ
ン
プ
ル
数
は
四
五
で
、
男
女

比
は
男
性
三
八
名
、
女
性
七
名
で
、
年
齢
は
二
八
歳

か
ら
六
八
歳
で
、
平
均
±
標
準
偏
差
は
四
七
・
二
±

一
三
・
八
歳
で
す
。
ス
モ
ー
ル
サ
ン
プ
ル
で
、
男
女

比
が
偏
り
、
な
お
か
つ
医
療
従
事
者
だ
け
と
い
う
か

な
り
偏
り
が
あ
る
デ
ー
タ
で
す
の
で
一
般
化
は
困
難

で
す
が
、
予
備
調
査
と
し
て
の
意
義
が
あ
る
と
考
え

分
析
し
ま
し
た
。
結
果
を
図
１
、２
、３
に
示
し
ま
す
。

た
だ
し
図
に
示
し
た
一
つ
の
ド
ッ
ト
（
●
）
は
同
一

の
値
を
示
し
た
複
数
の
サ
ン
プ
ル
が
含
ま
れ
る
の
で

サ
ン
プ
ル
数
よ
り
ド
ッ
ト
の
数
が
見
か
け
上
少
な
く

表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
統
計
処
理
は
直
線
回
帰
を
用

い
ま
し
た
（
注
釈
３
参
照
）。
図
に
示
し
た
通
り
す
べ

!

図 1．地域規模と地域APGARスコア
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て
統
計
学
上
は
有
意
な
相
関
が
み
ら
れ
た
の
で
、
回

帰
式
を
図
に
書
き
入
れ
ま
し
た
。
個
々
の
結
果
を
簡

単
に
説
明
し
ま
す
。

地
域
の
規
模
が
大
き
く
な
る
に
従
い
（
地
域
１⇒

地
域
３
）、
地
域A

PGA
R

ス
コ
ア
は
低
下
す
る
傾
向

が
み
ら
れ
ま
し
た
（
図
１
）。
地
域
規
模
が
大
き
く
な

る
と
（
地
域
１⇒

地
域
３
）、
方
言
の
使
用
頻
度
は
若

干
で
す
が
低
下
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
ま
し
た（
図
２
）。

規
模
が
小
さ
い
地
域
（
地
域
１
）
は
方
言
の
使
用
頻

度
が
高
く
、地
域A

PGA
R

ス
コ
ア
も
高
い
傾
向
（
機

能
良
好
）
で
し
た
。
一
番
面
白
い
デ
ー
タ
は
、
地
域

規
模
に
か
か
わ
り
な
く
、
方
言
の
使
用
頻
度
と
地
域

A
PGA

R

ス
コ
ア
が
き
れ
い
な
相
関
関
係
（
直
線
関

係
）
を
示
し
た
こ
と
で
す
（
図
３
）。
日
ご
ろ
か
ら
方

言
が
使
わ
れ
る
地
域
は
、
地
域A

PGA
R

ス
コ
ア
が

高
く
、
地
域
社
会
機
能
が
良
好
で
し
た
。

!

図 2．地域規模と方言の使用頻度
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■ 

ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
と
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
で

の
言
語
の
違
い

少
数
ず
つ
の
全
国
規
模
で
の
プ
レ
リ
ミ
ナ
リ
ー
研

究
で
、
方
言
が
使
わ
れ
る
地
域
社
会
で
は
、
そ
の
機

能
が
優
れ
る
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
ま
し
た
。
方
言
が

地
域
社
会
機
能
を
高
め
た
の
は
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
大
切
な
要
素
で
あ
る「
真
実
を
正
確
に
伝
え
る
」、

「
感
情
を
伝
え
る
」
機
能
に
優
れ
る
か
ら
だ
と
思
い
ま

す
。
地
域
社
会
の
形
成
と
言
語
に
関
し
て
少
し
だ
け

歴
史
的
に
み
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ

ト
と
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
で
の
言
語
の
違
い
で
す
。

ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
は
、
地
縁
、
血
縁
、
友
情
な

ど
に
よ
り
自
然
発
生
し
た
有
機
的
な
社
会
集
団
で
す
。

た
と
え
ば
「
結
」
と
い
う
組
織
は
日
本
古
来
の
ゲ
マ

イ
ン
シ
ャ
フ
ト
の
一
類
型
で
す
。「
結
」と
は
農
作
業
、

屋
根
葺
き
な
ど
一
時
に
多
大
な
労
力
を
要
す
る
際
に

図 3．方言の使用頻度と地域APGARスコア



44

行
う
共
同
労
働
の
形
態
で
す
。
た
と
え
ば
、
か
つ
て
の
琉
球
（
沖
縄
）
で
は
「
ゆ
い
ま
ー
る
」
と
呼
ば
れ
る
「
結
」
の
習
慣

が
あ
り
ま
し
た
。「
結
」
は
共
同
あ
る
い
は
協
働
を
意
味
し
、「
ま
ー
る
」
は
順
番
を
表
し
ま
す
。「
ゆ
い
ま
ー
る
」
で
は
相

互
扶
助
を
順
番
に
平
等
で
行
っ
て
い
く
の
で
す
。
ウ
ー
ジ
（
サ
ト
ウ
キ
ビ
）
畑
の
収
穫
を
例
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
二
〇

人
で
「
ゆ
い
ま
ー
る
」
が
組
織
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
二
〇
人
が
一
致
団
結
し
て
一
件
ず
つ
順
番
に
す
べ
て
の
サ
ト
ウ
キ
ビ
刈

り
を
行
い
ま
す
。
そ
の
際
作
業
を
せ
ず
指
示
だ
け
出
す
立
場
の
リ
ー
ダ
ー
は
存
在
し
ま
せ
ん
。
み
ん
な
平
等
に
作
業
し
ま
す
。

「
ゆ
い
ま
ー
る
」
で
は
、
そ
の
構
成
員
は
仕
事
量
に
応
じ
た
見
返
り
を
期
待
し
ま
せ
ん
。
あ
く
ま
で
も
助
け
合
い
で
す
。「
ゆ

い
ま
ー
る
」
を
組
む
人
々
は
親
戚
、
近
隣
住
民
、
友
人
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、「
ゆ
い
ま
ー
る
」
を
通
し
て
家
族
同
様
の

付
き
合
い
で
す
。
そ
こ
で
の
会
話
は
、
そ
の
地
域
の
方
言
が
主
体
で
あ
り
、
言
葉
の
裏
に
隠
さ
れ
た
意
味
は
な
く
、
真
実
を

そ
し
て
感
情
を
正
確
に
伝
え
、
感
情
を
分
か
ち
合
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

そ
れ
に
対
し
て
、
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
は
、
ド
イ
ツ
語
で
「
社
会
」
を
意
味
す
る
言
葉
で
あ
り
、
近
代
国
家
や
大
規
模
な
会

社
、
大
都
市
の
よ
う
に
利
害
関
係
に
基
づ
い
て
人
為
的
に
作
ら
れ
た
社
会
で
す
。
そ
こ
で
使
わ
れ
る
言
語
は
誰
も
が
理
解
で

き
る
共
通
の
「
文
字
言
語
」
で
す
。
そ
こ
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
極
力
個
人
の
感
情
を
排
除
し
表
面
的
で
す
。
場
合

に
よ
っ
て
は
言
語
で
表
現
さ
れ
る
内
容
と
真
反
対
の
感
情
が
言
語
の
裏
に
隠
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

方
言
は
文
字
言
語
の
よ
う
に
誰
で
も
が
理
解
で
き
る
普
遍
的
側
面
に
は
欠
け
ま
す
。
し
か
し
地
域
住
民
で
は
共
通
の
理
解

が
得
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
何
よ
り
適
度
に
感
情
が
含
ま
れ
、
そ
の
地
域
で
の
正
確
な
情
報
を
伝
え
る
機
能
が
方
言
に
は
あ
り

ま
す
。
方
言
は
文
字
言
語
と
音
声
言
語
の
中
間
に
位
置
し
、
地
域
再
生
の
有
用
な
ツ
ー
ル
に
な
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
ま
し

た
。



45　声掛けで守る地域社会

■
「
幸
せ
ま
す
」
運
動

方
言
を
用
い
た
地
域
再
生
運
動
は
な
い
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
て
み
た
ら
「
幸
せ
ま
す
」
を
積
極
的
に
使
う
運
動

を
見
つ
け
ま
し
た
六
）。
地
域
の
高
校
生
が
発
案
し
、
地
元
の
商
工
会
議
所
が
「
あ
る
方
言
」
を
特
許
庁
に
商
標
登
録
出
願
し

登
録
さ
れ
た
の
で
す
。
そ
の
方
言
と
は
「
幸
せ
ま
す
」
で
す
。「
幸
い
で
す
」、「
う
れ
し
く
思
い
ま
す
」
な
ど
の
意
味
を
持

つ
山
口
県
の
方
言
で
、
こ
の
「
幸
せ
ま
す
」
を
地
元
産
業
の
活
性
化
を
図
る
目
的
で
商
工
会
議
所
は
市
内
事
業
所
に
「
幸
せ

ま
す
」
ブ
ラ
ン
ド
の
商
品
開
発
を
呼
び
か
け
、
早
速
、
銀
行
や
タ
イ
ヤ
製
造
業
な
ど
十
数
社
が
「
ロ
ゴ
マ
ー
ク
が
入
っ
た
商

品
を
開
発
し
た
い
」
と
名
乗
り
を
挙
げ
ま
し
た
。
言
葉
の
「
幸
せ
が
増
す
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
市
内
各
企
業
の
注
目
を
集

め
て
い
ま
す
。

実
は
私
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
る
ま
で
、「
幸
せ
ま
す
」
が
方
言
で
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
く
ら

い
わ
れ
わ
れ
の
地
域
で
は
日
常
的
に
使
わ
れ
て
い
る
言
語
で
す
。
そ
も
そ
も
「
幸
せ
ま
す
」
は
私
が
子
供
の
こ
ろ
か
ら
周
囲

の
大
人
た
ち
が
使
用
し
て
い
ま
し
た
。「
こ
う
し
て
も
ら
え
る
と
、
ず
い
ぶ
ん
助
か
り
ま
す
が
。」
と
い
う
よ
う
な
場
面
で
使

わ
れ
ま
す
。
相
手
の
気
持
ち
に
配
慮
し
、
こ
ち
ら
の
希
望
を
そ
れ
も
少
し
言
い
に
く
い
け
れ
ど
率
直
に
言
う
と
き
に
よ
く
使

い
ま
す
。
ま
た
そ
う
し
て
も
ら
っ
た
と
き
に
は
、
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
「
こ
の
前
は
あ
り
が
と
う
。
本
当
に
幸
せ
ま
し

た
。」
と
い
い
ま
す
。「
幸
せ
ま
す
」
に
は
率
直
な
お
願
い
や
感
謝
の
気
持
ち
が
含
ま
れ
る
の
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
ス

ム
ー
ズ
に
い
く
の
で
し
ょ
う
。「
幸
せ
ま
す
」
の
極
意
は
、
相
手
の
気
持
ち
を
尊
重
し
な
が
ら
も
こ
ち
ら
の
お
願
い
を
素
直

に
言
う
こ
と
で
、
心
理
学
で
い
う
ア
サ
ー
シ
ョ
ン
（
注
釈
４
参
照
）
に
似
て
い
ま
す
。
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■
言
葉
に
よ
る
地
域
社
会
の
再
生

地
域
の
安
全
を
守
る
に
は
、
正
し
い
情
報
、
構
成
員
の
感
情
の
把
握
、
そ
し
て
そ
れ
ら
の
積
み
重
ね
で
の
構
成
員
の
成
長

が
大
切
で
す
。
言
葉
に
裏
が
あ
り
す
ぎ
る
よ
う
で
は
正
確
な
情
報
が
伝
わ
ら
な
い
だ
け
で
な
く
、
感
情
の
行
違
い
を
助
長
し

ス
ト
レ
ス
を
生
む
で
し
ょ
う
。
過
当
競
争
を
強
い
ら
れ
る
ビ
ジ
ネ
ス
社
会
な
ら
い
ざ
知
ら
ず
、
地
域
社
会
が
健
全
に
機
能
す

る
た
め
に
は
、
適
度
に
感
情
を
込
め
た
暖
か
な
言
語
が
必
要
で
す
。
方
言
が
優
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ツ
ー
ル
で
あ

る
の
は
、
正
し
い
情
報
、
感
情
を
共
有
で
き
る
か
ら
で
す
。
情
報
と
感
情
の
共
有
は
地
域
社
会
の
安
全
に
欠
か
せ
な
い
要
素

で
す
。

た
だ
し
方
言
で
そ
の
地
域
社
会
だ
け
の
閉
鎖
的
な
社
会
を
作
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
近
代
化
さ
れ
た
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
で

も
、
言
語
が
「
伝
え
る
」、「
相
手
を
思
い
や
る
」、「
感
情
を
分
か
り
合
う
」
機
能
を
有
す
る
こ
と
で
健
全
な
成
長
が
可
能
で

す
。
言
語
の
使
い
方
に
関
し
て
、
今
一
度
考
え
て
み
た
い
も
の
で
す
。
政
治
で
用
い
ら
れ
る
言
語
は
嘘
半
分
で
よ
い
と
納
得

し
て
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。
も
し
そ
う
な
ら
言
語
の
伝
え
る
機
能
は
半
分
に
な
り
ま
す
。
文
字
言
語
に
嘘
を
言
わ
せ
る
機
能

を
持
た
せ
た
の
が
私
た
ち
な
ら
、
私
た
ち
が
行
っ
て
い
る
こ
と
は
近
代
化
で
は
な
く
地
域
を
崩
壊
さ
せ
る
こ
と
で
す
。

地
域
社
会
の
安
全
・
安
心
を
担
保
す
る
に
は
日
々
の
声
掛
け
が
重
要
で
す
。あ
い
さ
つ
運
動
は
そ
の
一
例
で
す
。声
掛
け
は
、

真
実
を
そ
し
て
感
情
を
伝
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
た
し
か
に
現
代
の
文
字
言
語
は
そ
れ
を
得
意
と
し
て
い
ま
せ
ん
。
方

言
の
ほ
う
が
明
ら
か
に
優
れ
ま
す
。
し
か
し
方
言
に
固
執
す
る
必
要
は
全
く
な
く
、
感
情
表
現
を
と
も
な
う
言
語
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
れ
ば
い
い
の
で
す
。
言
葉
に
裏
の
意
味
を
持
た
せ
そ
れ
を
暗
喩
の
ご
と
く
強
要
す
る
こ
と
、
感
情
を
意
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図
的
に
隠
し
た
言
葉
で
地
域
社
会
の
見
せ
か
け
の
秩
序
を
作
る
こ
と
、
こ
れ
こ
そ
が
地
域
を
崩
壊
さ
せ
ま
す
。
文
字
言
語
で

正
し
く
感
情
を
伝
え
る
に
は
、
表
情
や
態
度
な
ど
の
ノ
ン
・
バ
ー
バ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
付
け
加
え
る
方
法
が
あ

り
ま
す
。
自
然
な
態
度
、
自
然
発
生
的
な
相
互
扶
助
、
そ
し
て
自
然
な
言
葉
が
地
域
を
再
生
す
る
の
で
す
。
実
践
が
な
い
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域
の
優
し
い
お
ま
わ
り
さ
ん
、
学
校
の
先
生
、
通
学
路
に
立
つ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
老
人
た
ち
、
み

ん
な
す
ば
ら
し
い
声
掛
け
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
地
道
な
実
践
は
本
当
に
心
強
い
で
す
。

声
掛
け
で
守
る
地
域
社
会
。
そ
れ
は
方
言
で
も
文
字
言
語
で
も
正
し
く
感
情
を
込
め
る
こ
と
で
可
能
で
す
。
地
域
で
の
声

掛
け
の
言
葉
が
、
鳥
の
鳴
き
声
の
よ
う
に
美
し
く
聞
こ
え
ま
す
。
言
葉
が
感
情
を
伝
え
た
か
ら
で
す
。

【
謝
辞
と
宣
言
】　

本
論
文
を
作
成
す
る
に
当
た
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
御
協
力
い
た
だ
い
た
方
々
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
す

で
に
今
か
ら
約
三
〇
年
前
に
な
り
ま
す
が
、
筆
者
が
へ
き
地
医
療
に
従
事
し
て
い
た
と
き
、
医
療
の
社
会
的
側
面
、
と
り
わ

け
家
族
機
能
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
示
唆
に
富
む
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
た
だ
い
た
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
のSm

ilkstein

教
授

に
深
謝
い
た
し
ま
す
。
氏
の
大
柄
な
体
型
か
ら
は
想
像
で
き
な
い
優
し
い
言
葉
は
今
も
耳
に
残
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
私
が
論
文
を
作
成
す
る
と
き
、
デ
ー
タ
整
理
や
図
表
作
成
に
協
力
し
、
な
お
か
つ
最
初
の
読
者
で
も
あ
る
妻
に
感

謝
い
た
し
ま
す
。
彼
女
の
指
摘
が
な
け
れ
ば
、
私
の
論
文
は
い
つ
も
専
門
的
か
つ
独
善
的
で
味
気
な
い
も
の
に
な
り
、
事
の

本
質
を
訴
え
る
力
を
失
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

な
お
、
本
論
文
は
地
域A

PGA
R

質
問
票
、
地
域A

PGA
R

ス
コ
ア
の
デ
ー
タ
を
含
め
、
す
べ
て
未
発
表
の
内
容
で
あ
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る
こ
と
を
付
け
加
え
ま
す
。
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．
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◆注釈
【注釈 1】「地域社会」と「コミュニティ」の違い
　用語の整理をしておきたい。「地域社会」と「コミュニティ」はよく混同して使用されるが、
似て非なる概念を指し示している。ある地域に居住して利害を共にし、その住民の相互性
を強調する場合は「地域社会」という用語が一般的である。それに対して、「コミュニティ」
という総称には、市町村などの地理的地域の枠を越えて連携した非営利組織集団、あるい
はインターネット上で連絡を取り合う集団が含まれる。本稿で議論するのは地理的近接性
を基本とした「地域社会」である。すなわち地域住民が生活している場所で、消費、生産、
労働、教育、衛生・医療、遊び、スポーツ、芸能、祭りに関わり合いながら、住民相互の
交流が行われている社会、あるいはそのような住民の集団のことである。

【注釈 2】精神疾患の薬物療法に関する講演
　筆者は向精神薬の副作用を臨床現場で研究している。精神薬理学の知識と内科の知識
をもとに精神科での薬物療法を安全に行う方法を考えることを目的とした学問で、PIM
（Psychiatric Internal Medicine）という領域である。この分野は現代医学の中で確立されて
いない。そこで講演依頼があり、全国での講演は200ヶ所を超え、下記の本を出版している。
■長嶺敬彦：抗精神病薬の「身体副作用」がわかるThe Third Disease.　医学書院 2006 年
■ 長嶺敬彦：予測して防ぐ抗精神病薬の「身体副作用」Beyond Dopamine Antagonism.
医学書院 2009 年
■ 長嶺敬彦：コンボ先生教育談義．ココ、カラ主義で減らす統合失調症治療薬の副作用．
地域精神保健福祉機構 2010 年
■長嶺敬彦：抗精神病薬をシンプルに使いこなすためのEXERCISE．新興医学出版 2011 年
■長嶺敬彦：統合失調症を生きる～精神薬理学から人間学へ～．新興医学出版
Schizophrenic Way of Life: From psychopharmacology to humanity．2012 年刊行予定 .

【注釈 3】統計処理
　スコアは厳密に言えば、量的尺度ではなく質的尺度である。また人口規模の分類も質
的尺度である。地域APGARスコア、方言スコア、人口規模は、いずれも質的尺度であ
るので相関係数を求めるべきではない。つまり階層化されたデータであるので、有意差
の検定はχ 2 検定を基本とすべきである。しかしここでは、連続変数を包含した順位を
有する質的尺度であるので、それぞれの因子の関係を分かりやすく表現するために量的
尺度とみなして直線回帰を用いた。

【注釈 4】アサーション (assertion)
　アサーションはコミュニケーション・スキルの 1つであり、最近では企業や学校など
さまざまな場面でアサーション・トレーニングが行われている。アサーションは 1950
年代に行動療法の一技法としてアメリカで始まった。当初は自己主張が苦手な人を対象
としたカウンセリング技法であったが、その理論は 1960 ～ 70 年代には「人権拡張」「差
別撤廃」運動において、それまで言動を圧迫され続けていた人達に大きな勇気を与えた
経緯がある。アサーションは、主張・断言と和訳されることがあるが、アサーションの
本来の意味とは異なるので、アサーションと和訳せずに使用されている。あえて言えば、
「さわやかな自己表現」といえよう。
　「幸せます」はこちらの希望をさわやかに伝えるので、アサーション機能がある言葉（方
言）であると筆者は考える。
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表
１
．
地
域A

P
G
A
R

の
各
項
目
の
定
義

●A
daptation: A

daptation is the utilization of intra and extra-com
m
unity resources for problem

 solving 
w
hen com

m
unity equilibrium

 is stressed during a crisis.

●P
artnership: P

artnership is the sharing of decision m
aking and nurturing responsibilities by com

m
unity 

m
em
bers.

●G
row
th: G

row
th is the physical and em

otional m
aturation and self-fulfillm

ent that is achieved by 
com

m
unity m

em
bers through m

utual support and guidance.

●A
ffection: A

ffection is the caring or loving relationship that exists am
ong com

m
unity m

em
bers.

●R
esolve: R

esolve is the com
m
itm
ent to devote tim

e to other m
em
bers of the com

m
unity for physical 

and em
otional nurturing. It also usually involves a decision to share w

ealth and space.

【
注
意
点
】
文
献3

）
を
改
変
。
変
更
点
はfam
ily

をcom
m
unity

に
置
き
換
え
た
。

表
２
．
地
域A

P
G
A
R

質
問
票

一
．
何
か
困
っ
た
と
き
、
地
域
社
会
あ
る
い
は
地
域
住
民
は
あ
な
た
の
助
け
に
な
り
ま
す
か
。

二
．
地
域
社
会
や
地
域
住
民
と
苦
労
を
分
か
ち
合
う
こ
と
に
、
あ
な
た
は
満
足
し
て
い
ま
す
か
。

三
．
あ
な
た
が
何
か
新
し
い
こ
と
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
地
域
や
地
域
住
民
は
助
け
に
な
り
ま
す
か
。

四
．
あ
な
た
の
感
情
（
怒
り
、
喜
び
、
悲
し
み
な
ど
）
に
地
域
や
地
域
住
民
は
応
え
て
く
れ
ま
す
か
。

五
．
地
域
で
大
勢
の
人
た
ち
が
集
ま
る
時
間
は
あ
り
ま
す
か
。

（
各
項
目
を
、
い
つ
も
二
点
、
と
き
ど
き
一
点
、
な
し
〇
点
で
採
点
し
、
合
計
点
が
地
域A

P
G
A
R

ス
コ
ア
で
あ
る
）
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【
佳　

作
】地

域
社
会
の
安
全
を
い
か
に
守
る
か

茨
城
県
職
員

（
保
健
福
祉
部
福
祉
指
導
課
勤
務
）

清
宮　

正
人
（
55
）

は
じ
め
に

平
成
二
三
年
三
月
一
一
日
、
午
後
二
時
四
六
分
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
九
・
〇
と
い
う
巨
大
な
地
震
が
東
日
本
を
襲
っ
た
。

建
物
の
倒
壊
や
液
状
化
に
よ
る
地
震
の
被
害
に
加
え
、
沿
岸
の
地
域
は
大
き
な
津
波
に
襲
わ
れ
た
。
こ
の
震
災
は
「
東
日
本

大
震
災
」
と
名
付
け
ら
れ
、
死
者
・
行
方
不
明
者
二
万
人
以
上
、
全
壊
家
屋
一
一
万
戸
以
上
と
、
一
九
九
五
（
平
成
七
）
年
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の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
大
き
く
上
回
る
被
害
を
も
た
ら
し
た
。

さ
ら
に
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
は
、
多
く
の
福
島
県
民
に
避
難
を
余
儀
な
く
し
、
放
射
性
物
質
に

よ
る
汚
染
や
農
産
物
を
初
め
と
す
る
風
評
被
害
は
福
島
県
の
み
な
ら
ず
広
く
東
北
や
関
東
に
多
大
な
打
撃
を
与
え
て
い
な
が

ら
い
ま
だ
収
束
す
る
気
配
は
な
い
。
犠
牲
に
な
ら
れ
た
人
々
の
ご
冥
福
を
祈
る
と
と
も
に
、
災
害
に
苦
し
む
多
く
の
方
々
に

心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
る
。

こ
の
災
害
は
揺
る
ぎ
つ
つ
あ
る
日
本
の
安
全
神
話
を
完
全
に
崩
壊
さ
せ
る
と
と
も
に
、
日
本
人
の
意
識
や
社
会
構
造
に
大

き
な
変
化
を
与
え
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
災
害
で
受
け
た
ダ
メ
ー
ジ
か
ら
少
し
で
も
早
く
立
ち
直
る
こ
と

が
必
要
で
あ
り
、
こ
の
未
曾
有
と
も
言
わ
れ
る
国
難
か
ら
学
ん
だ
こ
と
を
今
後
の
糧
に
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

東
日
本
大
震
災
を
通
じ
て
、
日
本
人
の
安
心
・
安
全
に
対
す
る
意
識
も
大
き
く
変
わ
っ
た
。
家
族
の
絆
が
再
認
識
さ
れ
、

多
少
な
り
と
も
結
婚
率
が
上
向
き
に
な
っ
て
き
た
な
ど
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
特
に
こ
の
震
災
を
通
じ
て
そ
の
大

切
さ
が
改
め
て
認
識
さ
れ
た
の
が
「
地
域
の
連
携
」
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
稿
で
は
、
社
会
の
安
全
や
安
心
の
確
保
を
地

域
の
連
携
の
あ
り
方
や
問
題
点
の
観
点
か
ら
考
察
し
て
い
き
た
い
。

一　
自
助
と
共
助

わ
れ
わ
れ
が
生
活
を
営
ん
で
い
く
た
め
に
は
、
自
分
自
身
が
責
任
を
持
っ
て
行
動
し
て
い
く
い
わ
ゆ
る
「
自
助
」、
自
分

を
取
り
巻
く
家
族
や
地
域
社
会
な
ど
と
の
連
携
に
よ
る
「
共
助
」、
そ
し
て
行
政
や
警
察
・
消
防
・
自
衛
隊
な
ど
公
的
な
機
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関
に
よ
る
「
公
助
」
が
大
切
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

事
件
や
事
故
な
ど
周
囲
に
あ
る
危
険
に
対
し
て
は
、
ま
ず
、
自
分
自
身
が
危
険
を
回
避
す
る
工
夫
が
必
要
で
あ
る
。
例
え

ば
、深
夜
の
夜
道
を
一
人
で
歩
か
な
い
、他
人
が
分
か
る
よ
う
な
形
で
大
金
を
持
ち
歩
か
な
い
、降
雨
時
の
河
川
敷
で
の
キ
ャ

ン
プ
は
避
け
る
な
ど
自
ら
が
注
意
を
払
う
こ
と
に
よ
っ
て
危
険
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
。
数
年
前
「
自
己
責
任
」
と
い
う

言
葉
が
話
題
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
が
、「
自
己
責
任
に
よ
っ
て
危
険
を
避
け
る
」、
こ
の
自
助
努
力
が
危
機
管
理
の
基
本
で

あ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
自
助
の
範
囲
を
超
え
た
事
件
・
事
故
や
災
害
に
対
し
て
は
、
よ
り
大
き
な
力
が
必
要
に
な
る
。
特
に
、

公
的
機
関
が
手
を
差
し
伸
べ
る
に
は
時
間
が
か
か
る
場
合
も
多
い
こ
と
か
ら
、
危
機
に
即
応
で
き
る
体
制
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
自
助
が
十
分
に
発
揮
で
き
な
い
可
能
性
が
あ
る
方
々
に
対
し
て
も
、
周
囲
の
力
、
い
わ
ゆ
る

「
共
助
」
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

周
囲
の
力
で
ま
ず
基
本
的
な
も
の
は
家
族
だ
。「
核
家
族
化
」
が
言
わ
れ
て
久
し
く
、
夫
婦
と
二
人
の
子
供
が
食
卓
を

囲
ん
で
団
ら
ん
す
る
と
い
う
形
が
日
本
人
の
家
族
の
典
型
と
思
わ
れ
て
い
た
が
、
今
や
こ
う
し
た
家
族
形
態
す
ら
崩
壊
し

（
一
九
八
五
年
を
ピ
ー
ク
に
四
人
世
帯
は
首
位
か
ら
陥
落
）、
少
子
高
齢
化
、
未
婚
化
・
非
婚
化
、
離
婚
率
の
増
加
な
ど
に
よ

り
高
齢
者
の
み
の
世
帯
や
老
若
、
男
女
を
問
わ
ず
独
り
暮
ら
し
が
家
族
の
形
の
主
流
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
ま
さ
に
「
家
族

か
ら
個
族
へ
」
と
い
う
移
り
変
わ
り
だ
。
こ
う
し
た
な
か
で
は
、
い
ざ
と
い
う
時
の
支
援
者
と
し
て
家
族
に
多
く
を
求
め
る

こ
と
は
難
し
い
。

家
族
が
頼
り
に
な
ら
な
い
と
こ
ろ
で
期
待
さ
れ
る
の
が
地
域
の
力
だ
。
常
時
そ
の
町
に
住
ん
で
い
て
、
町
の
人
と
密
接
に



54

関
わ
っ
て
い
る
商
店
街
の
人
々
や
農
業
者
な
ど
が
地
域
を
支
え
る
中
心
と
な
る
こ
と
が
多
い
。
こ
う
し
た
人
々
は
仕
事
や
日

常
生
活
を
通
じ
て
町
や
住
民
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
ほ
か
、
P
T
A
の
役
員
や
自
治
会
・
町
内
会
の
役
員
、
消
防
団
の

団
員
な
ど
に
選
任
さ
れ
る
こ
と
も
多
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
自
治
や
地
区
の
治
安
の
確
保
な
ど
に
貢
献
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
今
日
、
商
店
の
多
く
は
郊
外
の
大
型
店
の
出
店
な
ど
に
よ
り
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
て
お
り
、

将
来
に
見
切
り
を
つ
け
「
自
分
の
代
で
店
を
閉
め
よ
う
」
と
家
業
を
継
が
せ
ず
子
供
を
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
と
望
む
人
も
多
い
。

こ
う
し
た
人
た
ち
は
や
が
て
廃
業
し
郊
外
の
住
宅
地
に
引
っ
越
し
て
し
ま
い
、中
心
市
街
地
の
多
く
の
商
店
街
で
は「
シ
ャ
ッ

タ
ー
通
り
化
」
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
農
業
に
し
て
も
総
じ
て
営
農
者
は
高
齢
化
し
、
稼
働
能
力
の
高
い
層
は
違
っ
た
職

業
に
つ
い
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
地
域
の
各
種
団
体
の
役
員
は
な
り
手
が
な
く
固
定
化
し
、
そ
の
人
た
ち
も
、
住
民
の
不

在
が
多
か
っ
た
り
、「
干
渉
し
な
い
で
欲
し
い
」「
近
所
付
き
合
い
は
面
倒
」
な
ど
一
部
住
民
の
反
発
か
ら
、
思
う
よ
う
に
地

域
で
の
協
力
が
得
ら
れ
ず
負
担
の
重
さ
に
悲
鳴
を
上
げ
る
。
多
く
の
町
で
は
こ
ん
な
状
況
で
は
な
い
か
。
さ
ら
に
は
、「
限

界
集
落
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
集
落
自
体
が
崩
壊
寸
前
の
地
域
も
山
間
部
を
中
心
に
増
え
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ

の
よ
う
な
な
か
で
も
一
生
懸
命
活
動
を
行
い
地
域
の
た
め
に
尽
く
し
て
い
る
人
た
ち
も
多
い
。

二　
民
生
委
員
と
要
援
護
者
対
策

地
域
に
お
け
る
見
守
り
活
動
の
代
表
と
言
え
ば
多
く
の
人
が
「
民
生
委
員
」
を
挙
げ
る
だ
ろ
う
。
昨
年
話
題
に
な
っ
た
所

在
不
明
の
高
齢
者
、
い
わ
ゆ
る
「
消
え
た
高
齢
者
」
の
問
題
に
お
い
て
も
、
高
齢
者
の
安
否
確
認
の
う
え
で
、
各
地
区
の
民
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生
委
員
の
地
域
見
守
り
活
動
の
重
要
性
が
あ
ら
た
め
て
認
識
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

民
生
委
員
制
度
は
、一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
に
当
時
の
岡
山
県
知
事
の
笠
井
信
一
氏
が
創
設
し
た
「
済
世
顧
問
制
度
」
や
、

翌
年
大
阪
府
知
事
の
林
市
蔵
氏
が
始
め
た
「
方
面
委
員
制
度
」
が
そ
の
母
体
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
一
九
三
六
（
昭

和
一
一
）
年
に
は
「
方
面
委
員
令
」
に
よ
り
全
国
統
一
の
制
度
と
な
り
、
戦
後
の
一
九
四
八
（
昭
和
二
三
年
）
に
民
生
委
員

法
が
作
ら
れ
民
生
委
員
と
し
て
の
法
的
な
位
置
づ
け
が
明
確
に
な
っ
た
。

民
生
委
員
は
法
に
基
づ
き
、
市
町
村
の
区
域
に
置
か
れ
、
そ
の
定
数
は
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
基
準
に
従
い
、
都
道
府

県
知
事
が
市
町
村
長
の
意
見
を
聴
い
て
定
め
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
全
国
で
約
二
三
万
人
が
活
動
し
て
い
る
。
選
任
に
当

た
っ
て
は
、
市
町
村
の
民
生
委
員
推
薦
会
が
推
薦
し
た
人
に
つ
い
て
、
都
道
府
県
知
事
が
社
会
福
祉
審
議
会
の
意
見
を
聴
い

て
推
薦
し
、
厚
生
労
働
大
臣
が
委
嘱
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
民
生
委
員
の
任
期
は
三
年
間
で
あ
り
、
昨
年
（
平
成
二
二

年
）
に
は
全
国
で
一
斉
改
選
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
児
童
福
祉
法
第
一
六
条
第
二
項
に
よ
り
民
生
委
員
は
児
童
委
員
を
兼
ね

て
い
る
。

民
生
委
員
の
職
務
に
つ
い
て
は
五
項
目
が
法
第
一
四
条
で
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
最
初
に
「
住
民
の
生
活
状
態
を
必

要
に
応
じ
適
切
に
把
握
し
て
お
く
こ
と
」
と
い
う
事
項
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
民
生
委
員
は
常
に
担
当
区
域
の
住
民
の
動
向

に
心
を
配
り
、
高
齢
者
や
障
害
者
、
低
所
得
者
な
ど
援
助
が
必
要
な
方
が
い
る
場
合
に
は
市
町
村
や
社
会
福
祉
協
議
会
と
連

携
し
て
必
要
な
援
助
を
行
い
、
児
童
虐
待
の
恐
れ
が
あ
る
場
合
に
は
必
要
に
応
じ
、
児
童
委
員
と
し
て
児
童
相
談
所
や
警
察

へ
の
通
告
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、地
域
の
実
情
や
担
当
区
域
の
情
報
を
最
も
把
握
で
き
る
立
場
に
あ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
民
生
委
員
に
は
非
常
勤
嘱
託
の
公
務
員
と
し
て
民
生
委
員
法
第
一
五
条
に
よ
り
守
秘
義
務
が
課
さ
れ
、
個
人
情
報
の
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漏
洩
は
禁
じ
ら
れ
て
い
る
。

具
体
的
な
活
動
の
な
か
で
は
、
民
生
委
員
が
前
任
者
か
ら
の
引
継
や
近
所
か
ら
の
提
供
、
自
ら
の
見
回
り
な
ど
に
よ
り
情

報
を
収
集
し
た
場
合
に
「
福
祉
票
」
な
ど
の
記
録
簿
を
作
成
し
、
場
合
に
よ
っ
て
市
役
所
や
町
村
役
場
の
福
祉
担
当
課
な
ど

に
提
供
す
る
こ
と
に
な
る
。
住
民
の
年
齢
や
家
族
構
成
、
職
業
な
ど
は
本
来
で
あ
れ
ば
、
市
町
村
役
場
や
警
察
、
消
防
な
ど

と
民
生
委
員
が
で
き
る
だ
け
共
有
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
特
に
、
い
わ
ゆ
る
災
害
弱
者
と
言
わ
れ
る
高
齢
者
世
帯
、
高
齢

者
独
り
暮
ら
し
者
、
障
害
者
、
外
国
人
な
ど
の
要
援
護
者
に
関
す
る
情
報
は
、
災
害
時
に
備
え
て
市
町
村
が
策
定
を
期
待
さ

れ
て
い
る
「
災
害
時
要
援
護
者
名
簿
」
や
「
災
害
時
要
援
護
者
避
難
支
援
プ
ラ
ン
個
別
計
画
」
な
ど
を
作
成
す
る
う
え
で
非

常
に
重
要
な
資
料
に
な
る
。

「
災
害
時
要
援
護
者
避
難
支
援
プ
ラ
ン
個
別
計
画
」
は
名
簿
に
登
載
さ
れ
て
い
る
要
援
護
者
一
人
ひ
と
り
に
対
し
て
、
避

難
先
や
避
難
経
路
、
避
難
手
段
や
避
難
支
援
者
な
ど
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
本
人
氏
名
、
住
所
な
ど
の
ほ
か
か
か
り

つ
け
医
や
常
用
の
薬
品
な
ど
の
細
か
な
状
況
は
も
ち
ろ
ん
、
家
族
の
状
況
、
災
害
時
の
避
難
支
援
者
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
お

り
、
災
害
時
の
安
否
確
認
や
避
難
を
進
め
る
た
め
に
は
有
効
な
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
名
簿
へ
の
登
載
は
「
手
挙

げ
方
式
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
住
民
自
ら
の
意
思
に
よ
り
、
ま
た
は
「
同
意
方
式
」
と
し
て
本
人
の
了
解
を
得
る
こ
と
を
原

則
と
し
て
い
る
た
め
、
本
人
が
名
簿
へ
の
登
載
を
求
め
な
い
こ
と
も
多
く
、
市
町
村
に
お
い
て
作
成
が
進
ん
で
い
な
い
実
情

も
あ
る
。

ま
た
、
こ
う
し
た
災
害
時
要
援
護
者
な
ど
の
個
人
情
報
は
不
心
得
者
の
手
に
渡
れ
ば
犯
罪
の
対
象
者
の
リ
ス
ト
と
も
な
っ

て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
情
報
の
保
管
に
は
細
心
の
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
例
え
ば
茨
城
県
で
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は
、
市
町
村
に
対
し
て
、
名
簿
や
個
別
計
画
は
オ
ン
ラ
イ
ン
を
使
用
せ
ず
、
紙
ベ
ー
ス
で
金
庫
に
保
管
す
る
こ
と
や
、
情
報

の
提
供
や
共
有
は
慎
重
に
行
う
こ
と
な
ど
を
求
め
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
金
庫
に
保
管
し
て
あ
っ
て
は
、
一
刻
一
秒
を

争
う
災
害
発
生
時
に
は
全
く
役
に
立
た
な
い
恐
れ
も
あ
る
。
隣
の
家
に
ど
ん
な
人
が
何
人
住
ん
で
い
る
の
か
も
分
か
ら
な
い

状
況
で
は
、
災
害
発
生
時
の
救
出
活
動
に
も
支
障
が
出
る
。
安
全
・
安
心
対
策
と
言
っ
て
も
、
犯
罪
対
策
と
災
害
対
策
は
一

致
し
な
い
場
合
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
、
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
は
、
主
に
災
害
時
の
「
地
域
力
発
揮
の
た
め

の
情
報
共
有
」
と
、
主
に
犯
罪
の
防
止
に
必
要
な
「
個
人
情
報
の
保
護
」
の
一
見
相
反
す
る
二
面
性
が
あ
る
。

「
個
人
情
報
保
護
法
の
壁
」
と
は
、
地
域
活
動
に
取
り
組
む
人
た
ち
か
ら
は
よ
く
聞
か
れ
る
言
葉
だ
。
こ
の
法
律
は
、
高

齢
者
を
狙
っ
た
詐
欺
事
件
な
ど
が
横
行
し
た
こ
と
な
ど
を
背
景
に
二
〇
〇
三
（
平
成
一
五
）
年
に
制
定
さ
れ
、二
〇
〇
九
（
平

成
二
一
）
年
に
改
正
さ
れ
た
が
、
そ
の
結
果
、
例
え
ば
入
院
患
者
の
お
見
舞
い
に
病
院
に
行
っ
て
も
病
室
を
教
え
て
も
ら
え

な
か
っ
た
例
や
、
同
窓
生
の
消
息
を
調
べ
て
も
学
校
や
市
町
村
の
協
力
が
得
ら
れ
ず
同
窓
会
名
簿
す
ら
も
作
成
で
き
な
い
な

ど
、
取
り
扱
い
に
慎
重
な
あ
ま
り
さ
ま
ざ
ま
の
ト
ラ
ブ
ル
も
出
て
い
る
。

民
生
委
員
と
行
政
の
間
に
お
い
て
も
、「
必
要
な
情
報
が
行
政
か
ら
提
供
し
て
も
ら
え
な
い
」
な
ど
の
民
生
委
員
側
の
悩

み
も
聞
こ
え
て
い
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
民
生
委
員
の
全
国
組
織
で
あ
る
「
全
国
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会
」
か

ら
も
「
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
考
え
方
と
留
意
点
」
と
し
て
、「
ル
ー
ル
を
作
っ
た
上
で
で
き
る
だ

け
情
報
の
共
有
を
進
め
る
べ
き
」
と
の
提
言
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
現
実
に
は
市
町
村
に
よ
っ
て
か
な
り
取
り
扱
い
に
差
が

あ
る
と
聞
く
。
民
生
委
員
の
持
つ
情
報
の
提
供
の
あ
り
方
も
含
め
、
必
要
な
情
報
は
共
有
で
き
る
よ
う
民
生
委
員
と
市
町
村

の
両
者
で
話
し
合
い
協
力
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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三　
そ
の
他
の
地
域
組
織

法
律
に
裏
打
ち
さ
れ
た
民
生
委
員
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
安
全
の
確
保
に
力
を
尽
く
し
て
い
る
い
ろ
い
ろ
な
団
体
な
ど
が

あ
る
。

そ
の
一
つ
が
自
主
防
災
組
織
で
あ
る
消
防
団
だ
。
消
防
団
は
、
火
災
や
洪
水
な
ど
の
災
害
時
に
消
防
署
な
ど
と
連
携
し
て

活
動
し
て
い
る
ほ
か
、
登
下
校
時
の
消
防
車
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
や
、
市
民
運
動
会
や
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
へ
の
地
域

行
事
へ
の
参
加
、
特
に
農
村
地
域
に
お
い
て
地
区
を
挙
げ
て
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
を
開

催
・
参
加
す
る
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
面
で
地
域
と
密
接
な
関
わ
り
を
持
っ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
消
防
団
に
つ
い
て
も
訓
練
や
研
修
に
係
る
負
担
感
、
住
民
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
化
に
よ
る
団
員
確
保
の
難

し
さ
や
い
ざ
と
い
う
と
き
の
不
在
、
新
入
団
員
不
足
に
よ
り
新
陳
代
謝
が
行
わ
れ
ず
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
な
ど
の
課
題
が

叫
ば
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
補
う
た
め
に
女
性
に
積
極
的
に
入
会
を
勧
め
、
特
に
広
報
な
ど
の
分
野
で
活
躍
さ
せ
て
い
る
消
防

団
の
例
も
増
え
て
き
た
。
ま
た
、
以
前
は
入
団
の
対
象
外
と
な
っ
て
い
た
市
町
村
職
員
に
積
極
的
に
入
団
を
促
す
と
こ
ろ
も

出
て
き
て
い
る
。
消
防
自
動
車
や
制
服
団
員
に
よ
る
巡
回
な
ど
は
、
住
民
に
大
き
な
安
心
感
を
与
え
、
犯
罪
の
抑
止
力
に
も

な
り
得
る
だ
け
に
自
主
防
災
組
織
の
一
層
の
強
化
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
多
く
の
地
域
で
は
「
自
治
会
」「
町
内
会
」「
行
政
区
」「
班
」
な
ど
と
い
う
組
織
が
も
た
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

多
く
は
市
町
村
の
広
報
誌
・
紙
や
お
知
ら
せ
ち
ら
し
の
配
付
、
各
種
寄
附
金
の
集
金
、
国
や
都
道
府
県
・
市
町
村
が
行
う
各

種
調
査
へ
の
協
力
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
組
織
が
有
効
に
活
用
で
き
れ
ば
地
域
の
安
全
・
安
心
に
と
っ
て
も
非
常
に
大
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き
な
力
と
な
る
が
、
現
実
は
な
か
な
か
そ
の
よ
う
な
形
に
は
な
っ
て
い
な
い
例
が
多
い
。

例
え
ば
、
以
前
か
ら
住
ん
で
い
る
住
民
と
新
た
な
住
民
が
混
在
す
る
地
域
で
は
、
以
前
か
ら
住
ん
で
い
る
住
民
か
ら
す
れ

ば
「
新
し
く
来
た
人
た
ち
は
あ
い
さ
つ
も
な
く
ど
ん
な
人
な
の
か
分
か
ら
な
い
。
特
に
ア
パ
ー
ト
の
人
は
ゴ
ミ
の
出
し
方
も

守
ら
な
い
」
と
不
満
を
募
ら
せ
、一
方
新
た
な
住
民
か
ら
は
「
町
内
会
は
前
か
ら
住
ん
で
い
る
人
た
ち
だ
け
で
や
っ
て
お
り
、

新
た
な
住
民
に
は
目
を
向
け
て
い
な
い
。
会
費
も
も
っ
た
い
な
い
し
、
役
員
が
回
っ
て
く
る
と
嫌
だ
か
ら
な
る
べ
く
近
所
と

は
付
き
合
わ
な
い
よ
う
に
し
た
い
」
と
の
声
も
聞
こ
え
て
く
る
。
同
じ
地
域
に
い
る
と
い
う
だ
け
で
接
点
が
な
け
れ
ば
「
地

域
力
」
が
有
効
に
機
能
す
る
は
ず
が
な
い
。
ど
ち
ら
に
も
言
い
分
は
あ
ろ
う
が
、
以
前
か
ら
の
住
民
は
排
除
す
る
こ
と
な
く

新
た
な
住
民
を
受
入
れ
、
新
た
な
住
民
も
地
域
の
お
祭
り
に
参
加
す
る
な
ど
で
き
る
だ
け
地
域
に
溶
け
込
む
努
力
を
す
る
べ

き
だ
。
お
互
い
の
信
頼
関
係
の
構
築
が
基
本
で
あ
る
。
特
に
、
今
後
ま
す
ま
す
地
域
の
「
共
助
」
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
の

は
必
至
と
見
ら
れ
る
だ
け
に
、
体
の
動
け
る
う
ち
か
ら
地
域
に
対
し
て
何
ら
か
の
貢
献
を
し
、
将
来
に
向
か
っ
て
の
つ
な
が

り
と
支
え
合
い
の
道
筋
を
作
っ
て
お
く
こ
と
は
必
要
で
あ
ろ
う
。

こ
の
点
、
ほ
と
ん
ど
が
新
た
な
住
民
で
構
成
さ
れ
て
い
る
集
合
住
宅
の
な
か
に
は
、
自
治
会
を
新
設
し
集
合
住
宅
を
一
つ

の
地
域
と
し
て
育
て
て
い
こ
う
と
試
み
て
い
る
と
こ
ろ
も
多
い
。
す
べ
て
が
新
た
な
住
民
と
い
う
共
通
点
は
あ
る
に
せ
よ
、

こ
れ
ま
で
の
人
生
や
社
会
的
背
景
が
千
差
万
別
だ
っ
た
人
た
ち
が
一
つ
に
ま
と
ま
る
た
め
に
は
役
員
の
多
大
な
努
力
や
、
他

人
を
配
慮
し
た
う
え
で
の
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
必
要
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
を
乗
り
越
え
て
、
新
た
な
地
域
づ
く

り
を
目
指
す
取
り
組
み
は
評
価
し
た
い
。

行
政
が
自
治
会
な
ど
を
活
用
し
に
く
い
理
由
は
幾
つ
か
あ
る
。
会
自
体
が
未
成
熟
な
場
合
も
あ
る
し
、
個
人
情
報
保
護
法
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や
守
秘
義
務
の
対
象
外
で
あ
る
組
織
に
行
政
か
ら
ど
れ
だ
け
の
個
人
情
報
を
提
供
で
き
る
の
か
、
ま
た
、
会
長
が
持
ち
回
り

で
一
〜
二
年
で
替
わ
っ
て
し
ま
い
、
場
合
に
よ
っ
て
使
命
感
や
責
任
感
が
希
薄
な
役
員
構
成
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と

な
ど
か
ら
、
行
政
と
自
治
会
が
十
分
な
信
頼
関
係
を
持
て
な
い
こ
と
も
多
い
と
聞
く
。

強
力
な
リ
ー
ダ
ー
の
も
と
活
発
な
活
動
を
し
て
い
た
団
体
が
、
リ
ー
ダ
ー
の
交
代
に
よ
っ
て
と
た
ん
に
活
動
が
縮
小
さ
れ

て
し
ま
う
例
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
組
織
の
運
営
が
リ
ー
ダ
ー
の
資
質
に
負
っ
て
い
る
こ
と
も
多
い
。
こ
の
よ
う
に
自
治
組

織
に
関
す
る
問
題
点
も
多
い
が
、
最
も
大
き
い
問
題
は
、
こ
う
し
た
組
織
や
地
域
活
動
に
意
図
的
に
参
加
し
よ
う
と
し
な
い

人
た
ち
に
対
す
る
対
応
で
あ
る
。
特
に
引
っ
越
し
て
き
て
も
住
民
票
も
移
動
し
て
い
な
い
場
合
に
実
態
を
誰
が
ど
う
把
握
す

る
の
か
、
必
要
な
行
政
情
報
な
ど
を
ど
う
伝
え
る
の
か
、
さ
ら
に
は
地
域
と
の
関
わ
り
を
持
っ
て
も
ら
う
に
は
ど
う
す
れ
ば

い
い
か
多
く
の
自
治
体
で
悩
ん
で
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
地
域
に
は
自
警
団
、
子
供
会
育
成
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
女
性
会
、
老
人
会
、
地
区
の
社
会
福
祉
協
議
会
、
青
少
年

育
成
会
議
、
青
少
年
相
談
員
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
な
ど
多
く
の
団
体
が
活
動
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
多
く
が

会
員
の
高
齢
化
や
加
入
者
の
減
少
、
役
員
の
固
定
化
、
活
動
の
不
活
発
化
、
予
算
の
不
足
、
地
域
の
協
力
関
係
の
希
薄
化
な

ど
の
問
題
に
直
面
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
同
じ
地
域
で
活
動
し
て
い
な
が
ら
、
民
生
委
員
や
消
防
団
を
含
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の

連
携
も
十
分
取
れ
て
い
な
い
こ
と
が
多
い
よ
う
に
も
思
え
る
。
地
域
の
安
全
・
安
心
を
守
る
た
め
に
こ
う
し
た
地
域
団
体
が

年
に
何
度
か
顔
を
合
わ
せ
て
情
報
交
換
を
し
、
危
険
箇
所
の
実
地
踏
査
や
図
上
で
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
、
地
域

の
安
全
を
守
る
方
策
を
議
論
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
明
確
に
し
て
活
動
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま

た
、
新
た
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
が
芽
生
え
て
き
て
い
る
地
域
で
あ
れ
ば
、
そ
う
し
た
組
織
と
の
連
携
も
模
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索
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
れ
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
団
体
と
行
政
が
情
報
交
換
を
行
い
、
地
域
社
会
へ
の
参
加
に
関
心
が
な

い
、
あ
る
い
は
意
識
的
に
避
け
て
い
る
住
民
に
対
し
て
ど
う
対
応
し
て
い
く
か
を
協
議
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

四　
安
全
・
安
心
の
地
域
づ
く
り
の
た
め
に

地
域
の
安
全
・
安
心
と
い
っ
て
も
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
災
害
と
犯
罪
へ
の
対
処
で
は
そ
の
方
法
に
違
い
が
あ
る
が
、
基

本
と
な
る
の
は
ど
ち
ら
も
お
互
い
が
信
頼
し
て
い
る
地
域
社
会
だ
。
そ
の
た
め
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
一
人
ひ
と
り
が
地
域
の

な
か
で
良
い
関
係
を
築
い
て
お
く
努
力
を
す
る
必
要
が
あ
る
。
い
ざ
と
い
う
と
き
に
助
け
合
う
地
域
で
あ
る
た
め
に
は
、
日

ご
ろ
か
ら
で
き
る
範
囲
で
地
域
の
行
事
に
参
加
し
た
り
、
負
担
に
な
ろ
う
と
時
に
は
役
員
を
引
き
受
け
た
り
す
る
こ
と
も
必

要
で
あ
る
。
こ
う
し
た
地
域
に
参
加
す
る
個
人
の
「
自
助
」
努
力
が
あ
っ
て
こ
そ
初
め
て
地
域
の
「
共
助
」
が
発
揮
で
き
る

の
だ
。
そ
し
て
、
共
助
の
整
っ
た
地
域
が
い
ざ
と
い
う
と
き
に
、
地
域
住
民
の
協
力
を
得
て
、
行
政
や
警
察
、
消
防
な
ど
い

わ
ゆ
る
「
公
助
」
が
有
効
に
機
能
で
き
る
の
だ
と
思
う
。
こ
う
し
た
意
味
で
、
自
助
と
共
助
、
公
助
を
つ
な
ぐ
活
動
を
続
け

て
い
る
諸
団
体
、
と
り
わ
け
法
的
な
裏
付
け
と
守
秘
義
務
の
あ
る
民
生
委
員
の
存
在
は
重
要
で
あ
る
。
民
生
委
員
を
核
と
し

な
が
ら
、
地
域
を
チ
ー
ム
で
支
え
る
よ
う
な
仕
組
み
を
作
っ
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
犯
罪
の
少
な
い
地
域
を
目
指
す
た
め
に
は
、
地
域
住
民
が
お
互
い
に
そ
れ
ぞ
れ
の
こ
と
を
知
り
、
共
感
で
き
る
こ

と
も
重
要
で
あ
る
。
地
域
で
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
こ
と
や
行
政
が
交
流
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
も
、
住
民
お
互
い
が
会
話
を
交

わ
し
一
体
感
を
持
つ
た
め
に
は
効
果
的
だ
ろ
う
。
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そ
し
て
、
例
え
ば
商
店
主
が
店
の
前
を
通
る
子
ど
も
へ
「
お
は
よ
う
」
と
声
を
か
け
た
り
、
高
齢
者
が
町
内
パ
ト
ロ
ー
ル

を
兼
ね
た
散
歩
を
す
る
な
ど
、
い
い
意
味
で
の
「
眼
」
を
地
域
に
数
多
く
張
り
巡
ら
し
て
お
く
こ
と
が
効
果
的
だ
。
お
互
い

を
知
り
、
変
化
を
見
逃
さ
な
い
地
域
が
犯
罪
へ
の
抑
止
力
に
な
る
。
監
視
カ
メ
ラ
よ
り
も
地
域
の
眼
が
確
保
で
き
る
方
が
望

ま
し
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
江
戸
時
代
の
五
人
組
や
戦
時
中
の
隣
組
な
ど
の
よ
う
な
行
き
過
ぎ
た
干
渉
に
な
っ
て
も
、
お
互

い
の
ス
ト
レ
ス
の
助
長
に
つ
な
が
り
、
逆
に
人
間
関
係
に
起
因
す
る
犯
罪
を
誘
発
す
る
可
能
性
も
あ
る
。
個
人
情
報
を
保
護

し
、
節
度
を
持
っ
た
情
報
の
共
有
に
は
十
分
配
慮
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
住
民
自
身
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
に
は
危
険

も
伴
う
の
で
、
警
察
な
ど
の
退
職
者
な
ど
が
参
加
し
、
指
導
す
る
こ
と
が
有
効
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
地
域
で
活
用
さ
れ
て

い
な
い
人
材
を
発
掘
し
協
力
を
得
る
こ
と
が
「
地
域
力
」
の
発
揮
に
つ
な
が
る
。

だ
が
、
そ
れ
に
も
増
し
て
需
要
な
の
は
、「
地
域
」
そ
の
も
の
を
崩
壊
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
廃
屋

寸
前
の
家
に
高
齢
者
が
ぽ
つ
ん
と
取
り
残
さ
れ
た
過
疎
地
や
、
他
と
の
交
わ
り
を
絶
ち
た
い
と
望
む
人
た
ち
の
集
ま
り
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
都
会
の
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
で
は
、
地
域
の
力
の
出
し
よ
う
が
な
い
。
地
域
力
崩
壊
の
一
つ
の
大
き
な
原
因

で
あ
る
少
子
高
齢
化
の
今
後
の
急
速
な
進
展
を
踏
ま
え
て
、
行
政
や
住
民
自
身
が
し
っ
か
り
と
地
域
の
あ
る
べ
き
姿
の
グ
ラ

ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
作
り
、
必
要
な
処
方
箋
を
提
示
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
と
も
に
、
わ
れ
わ
れ
一
人
ひ
と
り
が
も

う
一
度
、
共
助
の
働
く
地
域
の
意
味
を
考
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
づ
く
り
に
積
極
的
に
参
画
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
う
。

と
は
言
え
、
わ
れ
わ
れ
個
人
で
は
、
初
め
か
ら
「
地
域
の
つ
な
が
り
を
作
る
」
と
い
う
大
上
段
に
振
り
か
ぶ
っ
た
取
り
組

み
は
難
し
い
。
健
康
を
兼
ね
て
家
の
周
辺
の
散
歩
を
す
る
こ
と
か
ら
始
め
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
散
歩
を
し
な
が
ら
近
所
の
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人
に
あ
い
さ
つ
を
し
、
時
に
会
話
を
交
わ
す
。
災
害
が
生
じ
た
場
合
の
避
難
場
所
や
避
難
路
を
確
認
し
て
お
く
。
犯
罪
に
つ

な
が
り
や
す
い
生
い
茂
っ
た
樹
木
、
切
れ
た
街
灯
な
ど
を
見
つ
け
た
ら
、
町
内
会
長
や
市
役
所
に
連
絡
を
す
る
。
そ
ん
な
小

さ
な
こ
と
の
積
み
重
ね
が
地
域
の
安
全
・
安
心
の
構
築
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

五　
ま
と
め

地
域
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、「
自
助
」「
共
助
」「
公
助
」
の
三
つ
の
面
か
ら
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
こ

の
な
か
で
、
最
も
根
本
的
な
も
の
は
自
ら
の
自
己
責
任
に
基
づ
く
「
自
助
」
努
力
で
あ
る
が
、
自
助
で
対
応
で
き
な
い
場
合

に
は
、周
辺
の
力
に
よ
る
「
共
助
」
が
重
要
で
あ
る
。
共
助
の
基
本
は
家
族
で
あ
る
が
、家
族
関
係
が
希
薄
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
現
代
で
は
地
域
に
そ
の
役
割
を
求
め
ざ
る
を
得
な
い
。

地
域
に
は
民
生
委
員
の
ほ
か
、
消
防
団
、
自
治
組
織
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち
が
活
動
を
行
っ
て
い
る
が
、
生
活
基
盤
の

危
機
、
高
齢
化
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
化
な
ど
に
よ
り
、
有
効
に
機
能
で
き
な
い
と
こ
ろ
が
増
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
強
化
と
互

い
の
連
携
を
協
議
す
る
場
が
必
要
で
あ
る
。

情
報
の
共
有
が
必
要
で
あ
る
が
、
情
報
の
共
有
に
は
災
害
時
な
ど
に
向
け
て
の
「
共
有
の
推
進
」
と
、
犯
罪
対
策
な
ど
に

向
け
た
「
共
有
の
抑
制
」
と
の
二
面
性
が
あ
り
、
行
政
と
地
域
組
織
の
話
し
合
い
に
よ
る
ル
ー
ル
作
り
が
必
要
で
あ
る
。

地
域
の
安
全
・
安
心
を
守
る
た
め
に
は
、
節
度
を
保
っ
た
う
え
で
、
地
域
の
「
眼
」
を
張
り
巡
ら
せ
る
こ
と
が
有
効
だ
。

最
も
難
し
い
の
は
、
地
域
へ
の
関
わ
り
を
拒
否
し
て
い
る
人
た
ち
へ
の
対
応
で
あ
る
。
行
政
や
周
辺
住
民
が
そ
の
人
た
ち
の
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基
本
的
な
状
況
す
ら
把
握
し
て
い
な
い
場
合
も
多
い
。

行
政
と
地
域
が
連
携
し
、
こ
う
し
た
人
た
ち
に
地
域
に
目
を
向
け
、
地
域
と
の
関
わ
り
を
深
め
る
場
を
提
供
す
る
と
と
も

に
、
地
域
に
お
け
る
「
共
助
」
の
重
要
性
を
認
識
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
が
、
な
か
な
か
困
難
で
あ
る
。
今
回
の
震
災
は

そ
の
き
っ
か
け
の
一
つ
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

今
回
の
震
災
か
ら
住
民
の
意
識
の
変
化
が
進
み
、
共
助
に
向
け
た
地
域
の
取
り
組
み
が
少
し
で
も
進
め
ば
、
震
災
か
ら
の

貴
重
な
教
訓
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

地
域
に
お
け
る
共
助
は
、
地
域
社
会
が
存
在
し
、
地
域
に
活
力
が
あ
る
こ
と
が
前
提
で
あ
る
。
地
域
の
将
来
像
と
あ
る
べ

き
姿
に
つ
い
て
、
行
政
や
住
民
自
身
が
し
っ
か
り
と
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
描
き
、
処
方
箋
を
示
す
べ
き
。
そ
れ
と
と
も
に
、

一
人
ひ
と
り
が
地
域
社
会
の
形
成
と
維
持
に
積
極
的
に
参
加
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

最
近
「
無
縁
社
会
」「
孤
独
死
」「
お
一
人
様
の
老
後
」
な
ど
の
言
葉
が
マ
ス
コ
ミ
を
賑
わ
せ
、
住
民
の
孤
独
と
い
う
こ
と

が
問
題
に
な
っ
て
き
て
い
る
が
、
お
互
い
の
つ
な
が
り
や
支
え
合
い
無
く
し
て
、
安
全
に
裏
打
ち
さ
れ
た
安
心
で
き
る
社
会

や
生
活
は
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
非
常
に
不
幸
な
今
回
の
震
災
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
面
に
も
う
一
度
人
々
の
目
を

向
け
さ
せ
る
契
機
と
な
れ
ば
幾
分
か
心
も
救
わ
れ
る
。
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【
佳　

作
】地

域
で
育
て
る
犯
罪
と
闘
う
力

会
社
員
（
京
都
新
聞
社
文
化
報
道
部

専
門
記
者
）

森
田　

信
明
（
61
）

Ⅰ安
全
だ
、
秩
序
正
し
い
と
、
私
た
ち
が
誇
っ
て
き
た
日
本
社
会
や
日
本
人
の
イ
メ
ー
ジ
を
根
本
か
ら
覆
す
よ
う
な
事
件
が

起
き
た
。
身
の
毛
が
よ
だ
つ
、
何
よ
り
も
恥
ず
か
し
く
な
る
事
件
だ
っ
た
。

な
ぜ
、
起
き
た
の
か
。
な
ぜ
防
げ
な
か
っ
た
の
か
。
対
策
を
し
っ
か
り
講
じ
な
い
と
、
公
共
空
間
の
安
全
、
国
民
の
正
義
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感
・
秩
序
意
識
と
い
っ
た
日
本
社
会
が
本
来
、
備
え
て
い
た
基
礎
力
を
失
っ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
。
深
刻
に
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
事
件
だ
と
感
じ
ら
れ
た
。

こ
ん
な
事
件
だ
っ
た
。

当
時
の
新
聞
報
道
に
よ
る
と
、
二
〇
〇
六
年
八
月
三
日
午
後
九
時
二
〇
分
頃
、
Ｊ
Ｒ
北
陸
線
の
福
井
駅
を
出
発
し
た
富
山

発
大
阪
行
き
特
急
「
サ
ン
ダ
ー
バ
ー
ド
」
の
車
内
で
、
滋
賀
県
湖
南
市
の
解
体
工
の
男
（
逮
捕
時
三
五
歳
）
が
、
車
両
の
前

方
二
、三
列
目
に
座
っ
て
い
た
大
阪
市
内
の
女
性
会
社
員（
当
時
二
一
歳
）の
隣
に
座
り
、「
俺
は
ヤ
ク
ザ
だ
」「
逃
げ
る
と
殺
す
」

「
声
を
出
す
な
、
殺
す
ぞ
」
な
ど
と
脅
し
て
下
半
身
を
触
る
な
ど
し
た
。

さ
ら
に
京
都
駅
を
出
発
し
た
午
後
一
〇
時
半
頃
か
ら
約
三
〇
分
間
に
わ
た
り
、
女
性
会
社
員
を
車
内
の
ト
イ
レ
に
連
れ
込

み
強
姦
し
た
。
新
大
阪
駅
で
下
車
し
た
女
性
会
社
員
が
被
害
を
届
け
出
た
。

男
は
、
一
二
月
二
一
日
の
午
後
一
〇
時
半
頃
に
も
、
湖
西
線
の
堅
田
発
京
都
行
き
普
通
電
車
内
で
乗
客
の
い
な
い
先
頭
車

両
で
女
性
パ
ー
ト
店
員
（
当
時
二
七
歳
）
を
脅
し
て
、
強
姦
。
そ
の
直
後
に
京
都
駅
で
湖
西
線
の
反
対
方
向
の
電
車
に
乗
り

換
え
、午
後
一
一
時
二
〇
分
頃
、雄
琴
駅
で
下
車
し
、女
子
大
生
（
当
時
二
〇
歳
）
を
男
子
ト
イ
レ
に
連
れ
込
ん
で
強
姦
し
た
。

男
は
翌
年
一
月
に
、
一
二
月
の
事
件
で
逮
捕
さ
れ
、
そ
の
後
、
八
月
の
事
件
の
容
疑
で
も
逮
捕
。
サ
ン
ダ
ー
バ
ー
ド
の
事

件
に
つ
い
て
、男
は
大
阪
府
警
の
調
べ
に
対
し「
他
の
乗
客
か
ら
離
れ
て
座
っ
て
い
る
女
性
を
狙
っ
た
」と
供
述
し
た
と
い
う
。

裁
判
で
懲
役
一
八
年
の
判
決
を
受
け
た
。

絶
句
す
る
。
と
て
も
、
電
車
内
、
駅
と
い
う
管
理
さ
れ
た
公
共
空
間
で
起
き
た
こ
と
だ
と
は
思
え
な
い
。

と
り
わ
け
や
り
き
れ
な
い
の
は
、
サ
ン
ダ
ー
バ
ー
ド
内
の
事
件
だ
。
事
件
が
あ
っ
た
車
両
内
に
は
約
四
〇
人
の
乗
客
が
い
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た
が
、
誰
も
犯
行
を
制
止
せ
ず
、
車
掌
な
ど
に
通
報
も
し
な
か
っ
た
。
サ
ン
ダ
ー
バ
ー
ド
の
一
両
の
座
席
数
は
六
〇
〜
七
〇

あ
る
。
車
内
は
あ
る
程
度
込
ん
で
い
る
状
態
だ
っ
た
。

ト
イ
レ
に
連
れ
て
い
か
れ
る
途
中
、
女
性
は
叫
ぶ
こ
と
が
で
き
ず
、
泣
い
て
い
た
。

付
近
の
乗
客
に
対
し
、
男
は
「
何
を
ジ
ロ
ジ
ロ
見
て
い
る
ん
だ
」
と
恫
喝
し
た
と
い
う
。
座
席
で
の
暴
行
も
長
時
間
に
及

ん
で
い
た
。
女
性
が
声
を
上
げ
ら
れ
な
い
状
態
だ
っ
た
と
は
い
え
、
異
変
に
気
づ
い
た
乗
客
は
少
な
く
な
か
っ
た
と
推
測
さ

れ
る
。

警
察
の
発
表
直
後
は
、新
聞
が
社
説
で「
な
ぜ
、防
げ
な
か
っ
た
の
か
」と
問
題
提
起
し
、乗
客
へ
の
批
判
の
声
が
上
が
っ
た
。

し
か
し
、
乗
客
よ
り
も
先
に
責
任
を
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
列
車
の
運
行
・
管
理
者
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
西
日
本
だ

ろ
う
。

料
金
を
取
っ
て
運
行
し
て
い
る
こ
と
は
、
乗
客
の
安
全
を
確
保
す
る
責
任
も
伴
う
。
犯
行
は
長
時
間
に
わ
た
っ
た
。
車
掌

の
適
切
な
車
内
見
回
り
が
行
わ
れ
て
い
れ
ば
、犯
行
に
気
付
く
だ
ろ
う
し
、最
低
限
、他
の
乗
客
の
通
報
が
受
け
や
す
く
な
っ

た
だ
ろ
う
。

車
掌
は
被
害
者
の
隣
に
座
っ
て
い
る
犯
人
を
確
認
し
て
い
る
が
、
犯
行
に
気
付
か
な
か
っ
た
と
い
う
。
だ
が
、
見
回
り
の

頻
度
は
適
切
だ
っ
た
の
か
、
形
式
的
な
巡
回
に
終
わ
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
批
判
は
避
け
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。

被
害
者
が
恐
怖
か
ら
声
を
上
げ
ら
れ
な
い
状
態
で
あ
っ
て
も
、
車
掌
に
こ
う
し
た
事
件
を
想
定
し
た
積
極
的
な
安
全
管
理

の
意
識
が
あ
れ
ば
、
異
変
に
気
づ
く
こ
と
は
可
能
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
車
掌
が
た
ま
た
ま
犯
行
の
行
わ
れ
て
い
る
時
に

見
回
っ
て
い
な
か
っ
た
と
し
た
ら
、
見
回
り
の
回
数
が
少
な
か
っ
た
恐
れ
が
あ
る
。
犯
行
時
に
見
回
り
な
が
ら
事
件
に
気
付
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か
な
か
っ
た
の
な
ら
、
安
全
確
認
の
甘
さ
と
い
う
重
要
な
問
題
を
は
ら
ん
で
い
る
。

車
内
の
安
全
管
理
と
は
、
高
齢
者
の
乗
客
が
発
熱
し
苦
し
ん
で
い
る
よ
う
な
事
態
に
も
気
づ
き
、
対
応
す
る
能
動
的
な
も

の
で
な
い
と
い
け
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
痴
漢
に
遭
い
や
す
い
電
車
」
と
い
う
呼
称
が
付
い
て
い
る
路
線
さ
え
あ
る
。
電
車
内
で
違
法
行
為
が
行
わ
れ
、
多
く
の

乗
客
が
被
害
に
遭
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
の
に
、有
効
な
対
策
が
取
ら
れ
ず
に
き
た
。そ
う
い
う
素
地
も
サ
ン
ダ
ー
バ
ー

ド
の
事
件
を
生
ん
だ
と
も
い
え
る
。
少
な
く
と
も
犯
人
は
列
車
内
や
駅
が
犯
行
可
能
な
空
間
だ
と
判
断
し
、
実
行
し
た
わ
け

だ
。そ

の
後
、
女
性
専
用
車
両
の
導
入
や
、
警
察
に
よ
る
痴
漢
摘
発
の
強
化
な
ど
の
改
善
策
が
と
ら
れ
て
い
る
が
、
公
共
空
間

の
安
全
は
人
、
環
境
な
ど
支
え
る
要
素
の
一
つ
で
も
崩
れ
る
と
、
簡
単
に
破
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
を
、
サ
ン
ダ
ー
バ
ー
ド
の

事
件
は
如
実
に
示
し
て
い
る
。

Ⅱサ
ン
ダ
ー
バ
ー
ド
の
乗
客
は
な
ぜ
犯
行
を
制
止
し
た
り
、
通
報
し
た
り
す
る
行
動
を
と
ら
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

社
会
心
理
学
に
「
傍
観
者
効
果
」
と
い
う
用
語
が
あ
る
。

犯
罪
を
多
く
の
人
が
目
撃
し
た
と
き
、
他
の
人
間
が
通
報
す
る
だ
ろ
う
と
考
え
て
、
自
ら
通
報
す
る
こ
と
を
怠
り
、
傍
観

者
に
な
る
現
象
だ
が
、
今
回
の
事
件
に
も
当
て
は
ま
る
だ
ろ
う
。
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だ
が
、
目
撃
者
が
全
員
同
じ
車
両
内
に
い
て
、
誰
も
通
報
せ
ず
犯
行
が
継
続
し
て
い
る
こ
と
を
自
覚
で
き
た
わ
け
で
、
一

般
に
言
わ
れ
る
傍
観
者
現
象
と
は
少
し
事
情
が
異
な
っ
て
い
る
。
犯
人
の
脅
迫
に
よ
る
怯
え
が
引
き
金
に
な
り
、「
み
ん
な

で
渡
れ
ば
怖
く
な
い
」
と
い
う
乗
客
間
の
共
犯
的
な
心
理
で
、
通
報
し
な
い
ま
ま
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
被
害
者
の
怒

り
を
思
う
と
、
や
り
き
れ
な
い
気
持
ち
に
な
る
。

各
地
で
繰
り
返
さ
れ
る
親
に
よ
る
子
供
の
虐
待
死
事
件
で
も
、
近
所
の
住
民
が
子
供
の
悲
鳴
を
聞
い
て
い
な
が
ら
、
通
報

せ
ず
に
い
た
ケ
ー
ス
が
多
い
。
こ
れ
も
傍
観
者
効
果
の
一
つ
だ
ろ
う
。

虐
待
の
通
報
が
あ
っ
た
際
、
行
政
が
介
入
し
て
も
、
虐
待
を
行
っ
て
い
た
親
は
よ
く
「
子
ど
も
の
し
つ
け
だ
」
な
ど
と
反

論
す
る
。
こ
う
し
た
反
論
を
破
る
の
は
、
家
庭
内
の
犯
行
と
あ
っ
て
な
か
な
か
難
し
い
。
こ
う
い
う
困
難
さ
が
介
入
を
遅
ら

せ
る
要
因
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
。

犯
罪
を
行
う
人
間
も
同
じ
で
、
巧
妙
に
言
い
逃
れ
を
用
意
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
通
報
を
た
め
ら
う
こ
と
、
傍
観
者

に
終
わ
る
こ
と
は
、
そ
う
し
た
犯
罪
者
の
策
略
に
は
ま
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。

社
会
の
安
全
を
保
つ
、
つ
ま
り
犯
罪
を
防
ぐ
こ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
間
が
「
傍
観
」
か
ら
一
歩
、
踏
み
出
す
こ
と
、
あ

る
い
は
踏
み
出
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
の
だ
と
思
う
。

だ
が
、
目
撃
者
が
犯
罪
を
制
止
し
な
い
例
は
か
な
り
多
い
。
な
ぜ
な
の
か
。

悲
し
い
こ
と
だ
が
、
関
わ
り
た
く
な
い
と
い
う
意
識
が
大
き
い
だ
ろ
う
。
犯
罪
に
関
わ
る
こ
と
の
恐
怖
心
も
大
き
く
作
用

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
自
ら
が
そ
の
立
場
に
立
っ
た
時
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
問
題
は
そ
う
簡
単
で
は
な
い
。

実
際
に
ど
う
制
止
す
る
の
か
、
犯
人
が
凶
器
を
持
っ
て
い
た
際
は
ど
う
す
る
の
か
。
は
っ
き
り
し
て
い
る
の
は
、
私
た
ち
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の
多
く
は
、
そ
う
し
た
場
で
の
対
応
の
仕
方
を
学
ぶ
訓
練
を
一
切
、
行
っ
て
い
な
い
こ
と
だ
。
そ
れ
は
考
え
た
ら
、
驚
く
べ

き
こ
と
な
の
で
は
な
い
か
。

地
震
や
火
災
に
備
え
た
地
域
や
学
校
で
の
避
難
訓
練
や
、
金
融
機
関
な
ど
で
は
強
盗
事
件
に
備
え
た
実
地
訓
練
を
行
っ
て

い
る
。
自
分
が
犯
罪
に
遭
遇
し
た
際
に
、
ど
う
対
処
す
る
の
か
。
通
報
す
る
、
逃
げ
る
、
犯
人
を
取
り
押
さ
え
る
、
犯
行
を

制
止
す
る
な
ど
と
い
う
行
動
の
訓
練
が
、
本
来
は
い
ろ
ん
な
場
で
行
わ
れ
る
べ
き
だ
ろ
う
。
命
に
か
か
わ
る
こ
と
な
の
だ
。

人
間
は
緊
急
時
に
そ
う
簡
単
に
動
け
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
ず
、被
害
を
受
け
た
際
に
は
、ど
う
し
て
も
心
理
的
に
パ
ニ
ッ

ク
に
な
る
。
普
段
か
ら
想
定
し
て
い
る
こ
と
で
は
な
い
し
、
平
静
に
受
け
止
め
ら
れ
る
わ
け
が
な
い
。
だ
か
ら
訓
練
が
必
要

な
の
だ
が
、
な
ぜ
か
、
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

実
は
、
犯
罪
や
違
法
行
為
に
は
人
生
で
か
な
り
の
確
率
で
遭
遇
す
る
。
だ
が
、
事
前
の
訓
練
、
知
識
が
な
い
か
ら
、
ど
う

し
た
ら
い
い
か
分
か
ら
ず
に
戸
惑
う
。
そ
の
結
果
と
し
て
、「
傍
観
」
す
る
。
そ
れ
が
サ
ン
ダ
ー
バ
ー
ド
の
車
内
で
も
起
き

た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

そ
れ
は
、
被
害
者
の
女
性
に
も
言
え
る
。
声
を
上
げ
て
叫
ぶ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
多
く
の
犯
罪
被
害
者
が
そ
う
で
あ

る
よ
う
に
、
心
理
的
な
パ
ニ
ッ
ク
に
近
い
状
況
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
心
理
学
的
な
分
析
は
い
ろ
い
ろ
可
能
だ

ろ
う
。
だ
が
、
実
際
に
被
害
に
遭
っ
た
際
に
ど
う
す
る
の
か
、
と
い
う
犯
罪
へ
の
対
処
法
に
つ
い
て
多
く
の
人
は
何
の
訓
練

も
受
け
た
こ
と
が
な
い
。
こ
れ
は
実
に
不
思
議
な
こ
と
だ
。
こ
れ
だ
け
多
く
の
犯
罪
や
事
故
が
起
き
て
い
る
の
に
、
そ
れ
に

遭
遇
し
た
際
の
対
処
法
を
身
に
着
け
る
機
会
が
な
い
の
は
、
信
じ
ら
れ
な
い
こ
と
だ
。

痴
漢
被
害
の
経
験
を
持
つ
人
が
多
い
が
、被
害
に
遭
っ
た
際
に
声
を
出
せ
ず
、そ
の
結
果
、継
続
し
て
被
害
を
受
け
る
ケ
ー
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ス
も
少
な
く
な
い
と
い
う
。

性
犯
罪
の
多
く
は
、
一
人
の
犯
罪
者
が
多
く
の
犯
行
を
重
ね
て
い
る
。
い
い
例
が
サ
ン
ダ
ー
バ
ー
ド
の
犯
人
だ
。
も
し
サ

ン
ダ
ー
バ
ー
ド
の
車
内
で
犯
人
を
検
挙
し
て
い
れ
ば
、
そ
の
後
の
二
件
の
被
害
は
な
か
っ
た
わ
け
だ
。

そ
こ
で
犯
行
を
止
め
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
、
新
た
な
被
害
者
も
生
ん
だ
。「
傍
観
」
し
た
こ
と
の
結
果
の
重
さ
を
、
も
っ

と
知
っ
て
ほ
し
い
。

Ⅲ犯
人
を
制
止
し
て
い
れ
ば
、
被
害
の
拡
大
を
防
ぐ
可
能
性
が
あ
っ
た
例
は
、
調
べ
て
み
る
と
多
い
。

二
〇
〇
一
年
六
月
八
日
に
大
阪
府
池
田
市
の
大
阪
教
育
大
付
属
池
田
小
学
校
で
児
童
八
人
（
一
年
生
男
子
一
人
、
二
年
生

女
子
七
人
）
が
殺
害
さ
れ
、
児
童
と
教
員
計
一
五
人
が
負
傷
し
た
事
件
も
、
点
検
す
る
と
、
早
い
段
階
で
犯
人
を
制
止
す
る

行
為
が
取
れ
て
い
れ
ば
、
被
害
の
拡
大
を
防
げ
た
可
能
性
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
れ
だ
け
に
遺
族
や
学
校
関
係
者
の
苦
悩
は
大

き
い
と
思
う
。

だ
が
、「
防
ぎ
得
た
」
可
能
性
を
「
防
ぐ
」
と
い
う
結
果
に
結
び
つ
け
る
に
は
、普
段
か
ら
多
く
の
努
力
が
い
る
。
事
件
後
、

大
阪
教
育
大
が
ま
と
め
た
報
告
書
は
、
事
件
経
過
を
点
検
し
、
拡
大
を
防
ぎ
得
た
可
能
性
を
冷
静
に
分
析
し
、
今
後
へ
の
対

策
を
提
言
し
て
い
る
。

報
告
書
に
よ
る
と
、
事
件
は
以
下
の
よ
う
な
展
開
で
起
き
た
。
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児
童
を
殺
害
す
る
意
図
を
持
っ
て
同
校
に
来
た
犯
人
の
元
伊
丹
市
職
員
・
宅
間
守
（
当
時
三
七
歳
、
す
で
に
死
刑
執
行
）

は
正
門
が
閉
ま
っ
て
い
た
た
め
、
開
い
て
い
た
自
動
車
専
用
門
前
に
自
動
車
を
止
め
、
出
刃
包
丁
や
文
化
包
丁
を
入
れ
た
ビ

ニ
ー
ル
袋
を
持
っ
て
、
敷
地
内
に
入
っ
た
。

教
員
の
一
人
が
専
用
門
と
校
舎
の
間
に
あ
る
体
育
館
の
横
で
犯
人
と
す
れ
違
い
、
そ
の
際
に
会
釈
を
し
た
が
、
犯
人
は
会

釈
を
返
さ
な
か
っ
た
。
不
審
に
感
じ
て
お
か
し
く
な
い
の
だ
が
、
そ
の
教
員
は
言
葉
を
掛
け
ず
、
行
き
先
な
ど
を
問
い
た
だ

し
た
り
し
な
か
っ
た
。

そ
し
て
、
犯
人
は
教
員
が
不
在
だ
っ
た
二
年
生
の
教
室
に
入
り
、
持
っ
て
き
た
出
刃
包
丁
で
五
人
の
児
童
を
突
き
刺
し
殺

害
し
た
。
さ
ら
に
隣
接
す
る
ク
ラ
ス
に
侵
入
。
そ
の
教
室
に
教
員
は
い
た
が
、
犯
人
の
姿
に
気
付
か
ず
、
犯
人
が
三
人
の
児

童
を
次
々
に
刺
し
た
と
こ
ろ
で
初
め
て
気
づ
い
た
。
教
員
は
悲
鳴
を
あ
げ
、
校
内
放
送
で
連
絡
し
よ
う
と
し
た
が
、
そ
れ
を

や
め
、
警
察
に
通
報
す
る
た
め
に
ド
ア
か
ら
出
て
事
務
室
に
向
か
っ
て
走
っ
た
。
児
童
が
刺
さ
れ
る
の
を
見
て
い
た
が
、
犯

行
を
制
止
し
た
り
、
児
童
を
逃
が
し
た
り
す
る
行
動
は
い
っ
さ
い
と
ら
な
か
っ
た
。

教
員
は
事
務
室
に
向
か
う
途
中
、
刺
さ
れ
て
廊
下
で
苦
し
ん
で
い
る
児
童
を
見
た
が
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
、
事
務
室
に
飛

び
込
み
一
一
〇
番
通
報
し
た
。

こ
の
際
、
警
察
側
が
事
件
に
つ
い
て
詳
細
に
質
問
し
た
た
め
、
電
話
に
約
八
分
間
を
要
し
、
そ
の
結
果
、
警
察
か
ら
救
急

車
を
要
請
す
る
の
が
、
そ
の
五
分
後
と
遅
れ
た
。

教
員
が
不
在
に
な
っ
た
教
室
で
犯
人
は
さ
ら
に
児
童
を
刺
し
、
続
い
て
隣
の
教
室
に
行
き
、
児
童
を
刺
し
、
切
り
つ
け
た
。

そ
の
教
室
の
教
員
が
椅
子
を
持
っ
て
犯
人
を
追
い
か
け
た
た
め
（
こ
れ
が
初
め
て
と
ら
れ
た
制
止
行
為
だ
っ
た
）
犯
人
は
逃
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げ
た
が
、
そ
の
途
中
に
も
、
児
童
を
刺
し
た
。

犯
人
が
教
室
か
ら
テ
ラ
ス
に
出
た
と
こ
ろ
で
、
通
り
か
か
っ
た
別
の
教
員
が
タ
ッ
ク
ル
し
、
取
り
押
さ
え
よ
う
と
し
た
が
、

犯
人
は
こ
の
教
員
を
刺
し
た
。

犯
人
は
さ
ら
に
教
員
が
不
在
だ
っ
た
一
年
生
の
教
室
内
に
入
り
、
児
童
を
次
々
に
刺
し
た
。
駆
け
つ
け
た
教
員
に
背
後
か

ら
包
丁
を
持
つ
右
腕
を
つ
か
ま
れ
た
が
、
そ
の
教
員
を
切
り
付
け
、
さ
ら
に
児
童
を
刺
し
た
。
そ
の
後
、
こ
の
教
員
と
駆
け

つ
け
た
副
校
長
に
よ
っ
て
取
り
押
さ
え
ら
れ
、
警
察
に
引
き
渡
さ
れ
た
。

そ
の
間
、
教
員
が
児
童
を
教
室
か
ら
逃
が
す
の
が
遅
れ
て
被
害
を
拡
大
さ
せ
た
り
、
児
童
の
搬
送
に
手
間
取
り
救
命
が
遅

れ
た
り
す
る
事
態
も
あ
っ
た
と
い
う
。

Ⅳな
ぜ
早
い
段
階
で
犯
人
と
遭
遇
し
た
教
員
た
ち
が
、
犯
行
を
制
止
す
る
行
動
を
取
ら
な
か
っ
た
の
か
。
そ
れ
を
検
証
し
て

み
よ
う
。

最
初
に
犯
人
と
す
れ
違
っ
た
教
員
は
、
学
校
に
そ
う
し
た
犯
罪
を
意
図
し
た
人
間
が
侵
入
す
る
恐
れ
が
あ
る
、
と
い
う
認

識
が
欠
如
し
て
い
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

二
年
前
の
一
九
九
九
年
に
京
都
市
の
日
野
小
学
校
で
校
庭
に
い
た
児
童
が
、侵
入
し
て
き
た
男
に
殺
害
さ
れ
る
事
件
あ
り
、

文
部
省
（
当
時
）
は
学
校
の
安
全
管
理
を
求
め
る
通
知
を
出
し
て
い
る
。
校
内
に
子
ど
も
を
狙
っ
た
犯
罪
者
が
侵
入
す
る
こ
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と
は
、
予
想
で
き
な
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
が
、
こ
の
小
学
校
で
は
、
教
員
全
員
に
そ
の
意
識
が
徹
底
さ
れ
て
お
ら
ず
、
対

策
も
十
分
と
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

見
慣
れ
な
い
外
部
の
人
間
に
対
し
て
、「
誰
か
」「
目
的
は
」
な
ど
と
、
聞
く
べ
き
こ
と
を
問
い
た
だ
し
て
い
た
ら
、
事
件

は
未
然
に
防
げ
た
可
能
性
が
あ
っ
た
。

こ
の
事
件
後
、
全
国
の
学
校
で
部
外
者
の
立
ち
入
り
を
厳
し
く
チ
ェ
ッ
ク
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
あ
る
意
味
、
当
然
の
措

置
が
と
ら
れ
た
。
性
犯
罪
を
は
じ
め
と
し
て
、子
供
は
事
件
の
被
害
者
に
な
り
や
す
い
。
子
供
を
預
か
る
小
学
校
と
し
て
は
、

そ
の
こ
と
を
十
分
、
認
識
し
て
お
く
必
要
が
そ
も
そ
も
あ
っ
た
。

続
い
て
、
教
室
か
ら
出
て
一
一
〇
番
通
報
す
る
た
め
に
事
務
室
に
走
っ
た
教
員
だ
が
、
危
険
な
事
態
が
起
き
た
と
き
、
警

察
へ
の
通
報
を
急
ぐ
こ
と
は
誤
っ
た
対
応
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
だ
が
、
こ
の
事
件
の
場
合
、
そ
の
間
に
犯
人
が
子
ど
も
を
襲

う
こ
と
を
許
し
、
被
害
を
拡
大
す
る
結
果
に
な
っ
た
。

身
近
に
あ
る
物
を
武
器
に
し
て
で
も
犯
人
を
制
止
、
攻
撃
し
、
あ
る
い
は
そ
の
間
に
児
童
を
逃
が
す
。
そ
う
い
う
判
断
も

あ
っ
て
良
か
っ
た
の
だ
ろ
う
が
、
そ
う
い
う
行
動
を
取
る
訓
練
を
、
教
員
た
ち
も
そ
う
だ
が
、
私
た
ち
も
あ
ま
り
受
け
て
い

な
い
。
だ
か
ら
、
犯
人
を
制
止
す
る
選
択
は
し
づ
ら
く
な
る
の
だ
と
思
う
。

こ
の
教
員
以
外
に
も
、
犯
人
を
制
止
す
る
な
り
、
犯
行
を
邪
魔
す
る
こ
と
が
で
き
た
教
員
が
い
た
が
、
そ
う
し
た
行
動
は

と
ら
な
か
っ
た
。

多
く
の
子
供
を
預
か
っ
て
い
な
が
ら
、
犯
罪
者
に
襲
わ
れ
る
な
ど
危
機
の
際
に
と
る
行
動
の
訓
練
を
十
分
、
受
け
な
い
ま

ま
教
壇
に
立
っ
て
い
る
の
が
、
現
在
の
教
員
の
実
情
な
の
だ
。
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被
害
を
拡
大
さ
せ
た
原
因
の
一
つ
に
、
教
室
が
そ
れ
ぞ
れ
区
切
ら
れ
た
個
別
の
空
間
に
な
っ
て
お
り
、
異
変
が
起
き
て
も

他
の
教
室
か
ら
は
見
え
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
考
え
て
み
れ
ば
、
伝
統
的
な
構
造
の
教
室
は
そ
う
し
た
欠
陥

を
持
っ
て
お
り
、
今
も
多
く
の
学
校
は
そ
う
い
う
校
舎
を
用
い
て
い
る
。

子
ど
も
た
ち
は
身
体
的
に
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
精
神
的
に
も
人
を
信
じ
や
す
い
弱
者
の
要
素
を
持
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
、

あ
る
種
の
犯
罪
者
が
狙
う
の
だ
が
、
そ
う
い
う
子
ど
も
が
通
う
学
校
の
防
犯
性
は
よ
り
高
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
う
い
う
発
想
が
必
要
だ
っ
た
の
に
、
社
会
は
忘
れ
が
ち
だ
っ
た
。
弱
者
を
守
る
と
い
う
視
点
が
抜
け
落
ち
て
い
た
。

Ⅴで
は
、
具
体
的
に
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
。

結
論
か
ら
言
え
ば
、
犯
罪
に
遭
遇
し
た
際
に
ど
う
行
動
す
る
か
、
い
ろ
ん
な
状
況
に
応
じ
た
行
動
の
と
り
方
を
学
ぶ
実
地

訓
練
を
、
地
域
や
学
校
な
ど
で
年
一
回
程
度
、
行
う
こ
と
だ
ろ
う
。
目
的
は
早
く
言
え
ば
、
国
民
が
犯
罪
に
対
し
て
強
く
な

り
、
犯
罪
が
あ
っ
た
際
も
最
小
限
の
被
害
に
抑
え
得
る
社
会
を
つ
く
る
こ
と
だ
。

応
急
手
当
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
操
作
、
一
一
九
番
・
一
一
〇
番
通
報
の
仕
方
な
ど
と
合
わ
せ
て
、
安
全
教
育
と
し
て
取
り
組
む
と

い
い
の
で
は
な
い
か
。
震
災
な
ど
自
然
災
害
に
備
え
た
避
難
訓
練
と
一
緒
に
、「
総
合
安
全
訓
練
」
と
し
て
実
施
す
る
の
も

有
効
だ
ろ
う
。

こ
れ
を
地
域
社
会
や
身
近
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
か
ら
取
り
組
む
こ
と
だ
。
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東
日
本
大
震
災
の
際
、
普
段
か
ら
高
台
へ
の
避
難
訓
練
を
欠
か
さ
な
か
っ
た
旅
館
が
、
周
囲
が
大
き
な
被
害
を
受
け
た
中

で
、
客
も
従
業
員
も
素
早
く
避
難
し
全
員
無
事
だ
っ
た
。
こ
う
し
た
積
み
重
ね
が
非
常
に
重
要
な
の
だ
。

緊
急
時
は
平
常
の
判
断
が
で
き
な
く
な
る
。
訓
練
で
実
際
に
体
を
動
か
し
て
体
験
し
て
い
る
か
ら
、緊
急
時
に
も
動
け
る
。

加
害
者
と
違
い
被
害
者
は
受
け
身
で
、
多
く
は
心
の
準
備
も
な
く
突
然
、
襲
わ
れ
る
。
そ
の
時
に
十
分
な
行
動
が
と
れ
る
た

め
に
は
、
事
前
の
訓
練
、
つ
ま
り
練
習
が
必
要
な
の
だ
。

ま
た
、
犯
罪
に
対
処
す
る
場
合
、
現
在
は
「
逃
げ
る
」「
避
け
る
」
と
い
う
意
識
が
過
剰
に
強
調
さ
れ
す
ぎ
で
は
な
い
か
。

「
犯
罪
を
制
止
す
る
」「
自
分
を
守
る
た
め
に
立
ち
向
か
う
」「
被
害
者
を
救
う
」。
そ
う
い
う
風
に
積
極
的
に
犯
人
、
加
害

者
と
立
ち
向
か
う
意
識
を
も
っ
と
強
調
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

も
ち
ろ
ん
凶
器
を
持
っ
た
、
あ
る
い
は
暴
れ
て
い
る
相
手
に
無
謀
に
立
ち
向
か
う
と
い
う
意
味
で
は
な
い
が
、
立
ち
向
か

う
際
の
危
険
が
強
調
さ
れ
す
ぎ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
サ
ン
ダ
ー
バ
ー
ド
の
事
件
に
見
ら
れ
る
通
り
、
現
実
は
言
葉
で
脅

さ
れ
た
り
し
て
、
立
ち
向
か
わ
な
か
っ
た
結
果
、
被
害
を
拡
大
さ
せ
た
ケ
ー
ス
が
多
い
の
だ
。

最
も
望
ま
し
い
の
は
、
加
害
者
が
犯
行
に
至
る
前
の
段
階
、
大
阪
教
育
大
池
田
小
事
件
の
場
合
な
ら
、
敷
地
内
に
入
っ
た

段
階
で
犯
人
を
制
止
す
る
こ
と
だ
。
そ
の
た
め
に
は
常
に
素
早
く
犯
罪
に
立
ち
向
か
う
、
抑
止
す
る
と
い
う
意
識
を
持
っ
て

い
る
必
要
が
あ
る
。

誰
で
も
で
き
る
最
大
の
制
止
行
為
が
、
大
き
な
声
を
上
げ
る
こ
と
だ
。
加
害
者
は
よ
く
「
騒
ぐ
な
」
と
脅
す
。
つ
ま
り
犯

罪
が
発
覚
す
る
こ
と
が
最
も
怖
い
わ
け
だ
。

だ
が
、
シ
ョ
ッ
ク
か
ら
声
を
出
せ
な
い
被
害
者
が
多
い
。
突
然
、
被
害
を
受
け
た
際
に
大
き
な
声
を
出
す
こ
と
は
意
外
に
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難
し
い
。
だ
が
、
声
を
出
す
こ
と
は
そ
も
そ
も
、
自
然
な
動
作
な
の
だ
か
ら
、
訓
練
し
て
お
け
ば
難
し
く
は
な
い
。
悲
鳴
を

上
げ
た
り
、
助
け
を
呼
ん
だ
り
、
あ
る
い
は
広
い
意
味
で
、
自
分
の
気
持
ち
を
大
き
な
声
で
表
現
す
る
練
習
で
も
い
い
。
安

全
訓
練
の
際
に
反
復
し
て
練
習
す
れ
ば
、
確
実
に
効
果
が
あ
る
は
ず
だ
。

「
勇
気
」
と
い
う
言
葉
も
大
切
に
し
た
い
。

犯
罪
に
勇
気
を
持
っ
て
立
ち
向
か
う
こ
と
。
加
害
者
に
対
し
て
は
、
よ
く
言
わ
れ
る
が
、
攻
撃
が
最
大
の
防
御
な
の
だ
。

ま
ず
逃
げ
、
安
全
な
と
こ
ろ
に
逃
げ
ら
れ
た
ら
、
警
察
な
ど
に
通
報
す
る
、
と
い
う
マ
ニ
ュ
ア
ル
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
あ

る
意
味
で
は
同
じ
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。

い
き
な
り
手
を
握
る
、
車
内
に
連
れ
込
ま
れ
る
、
自
分
の
い
る
室
内
に
入
り
込
ま
れ
る
、
部
屋
の
扉
を
閉
め
ら
れ
る
、
な

ど
い
う
犯
行
の
形
が
よ
く
あ
る
。
そ
う
し
た
際
、
拒
絶
し
、
逃
げ
る
こ
と
は
、
相
手
を
攻
撃
し
排
除
し
な
い
と
不
可
能
だ
。

叫
ぶ
の
も
、
助
け
を
求
め
る
の
も
、
反
撃
が
伴
わ
な
い
と
で
き
な
い
。

そ
れ
以
前
に
、
も
っ
と
攻
撃
的
な
意
識
を
持
と
う
。「
暴
力
は
い
け
な
い
」「
攻
撃
す
る
こ
と
は
信
頼
を
壊
す
」。
こ
う
い

う
攻
撃
を
最
初
か
ら
排
除
す
る
教
え
方
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
多
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
。
相
手
が
攻
撃
し
て
き
た
と
き
、
何
も

反
撃
し
な
け
れ
ば
、
加
害
者
は
自
由
に
目
的
を
達
す
る
だ
け
だ
。
自
分
を
守
る
た
め
に
は
、
相
手
を
は
ね
の
け
る
防
御
、
つ

ま
り
攻
撃
が
必
要
だ
。

攻
撃
す
る
こ
と
は
、
あ
る
意
味
、
怒
り
と
か
、
自
分
の
気
持
ち
を
素
直
に
出
す
こ
と
と
直
結
し
て
い
る
。
怒
り
や
自
分
の

気
持
ち
を
素
直
に
出
す
こ
と
。
こ
れ
が
、
こ
の
問
題
の
ポ
イ
ン
ト
で
も
あ
る
。

自
分
の
気
持
ち
を
率
直
に
表
現
で
き
、
行
動
で
き
る
人
間
を
育
て
る
こ
と
。
自
分
か
ら
積
極
的
に
意
思
表
示
で
き
る
よ
う
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に
な
る
こ
と
。
そ
れ
が
実
は
犯
罪
か
ら
自
分
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
だ
。

犯
罪
者
か
ら
の
防
御
方
法
な
ど
を
、
ど
う
い
う
風
に
何
を
訓
練
す
る
か
は
、
実
地
指
導
も
含
め
て
専
門
家
で
あ
る
警
察
と

協
議
し
た
ら
い
い
だ
ろ
う
。

あ
る
い
は
自
治
体
な
ど
に
安
全
教
育
担
当
と
し
て
警
察
な
ど
の
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
い
て
、
教
員
や
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
と
連
携
し
な
が
ら
安
全
指
導
に
当
た
る
と
い
う
形
が
望
ま
し
い
か
も
し
れ
な
い
。

安
全
と
は
社
会
の
基
本
に
な
る
、
重
い
テ
ー
マ
で
あ
る
こ
と
を
、
私
た
ち
は
認
識
し
直
す
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

Ⅵ今
、
地
域
で
子
供
を
守
る
さ
ま
ざ
ま
な
防
犯
活
動
が
広
が
っ
て
い
る
。

「
見
守
り
隊
」
と
か
「
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
」
と
い
う
名
称
で
、
地
域
の
高
齢
者
ら
が
参
加
し
て
子
供
ら
の
登
下
校
を
見
守
る

活
動
は
す
っ
か
り
根
付
い
た
。

子
供
が
最
も
事
件
、
事
故
に
遭
い
や
す
い
の
は
登
下
校
の
時
間
だ
。
そ
こ
を
安
全
な
時
間
に
変
え
ら
れ
た
。
ま
た
、
犯
罪

者
に
と
っ
て「
見
守
り
隊
」な
ど
が
活
動
す
る
空
間
と
時
間
は
手
が
出
せ
な
い
。犯
罪
の
抑
止
効
果
は
非
常
に
大
き
い
だ
ろ
う
。

積
極
的
に
犯
罪
を
封
じ
、
安
全
を
確
保
す
る
と
い
う
意
味
で
も
、
大
き
な
効
果
が
生
ま
れ
て
い
る
。
何
よ
り
も
良
い
の
は
、

地
域
で
声
掛
け
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
だ
。

子
供
の
集
団
登
校
で
は
そ
れ
ま
で
、
黙
々
と
歩
い
て
い
く
子
供
た
ち
が
多
か
っ
た
が
、「
見
守
り
隊
」
な
ど
の
高
齢
者
た
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ち
の
「
お
は
よ
う
」
の
声
に
子
供
た
ち
が
応
じ
る
。

子
供
た
ち
に
す
れ
ば
、
地
域
社
会
で
知
り
合
い
の
大
人
が
一
気
に
増
え
た
。
知
り
合
い
が
増
え
る
こ
と
は
、
大
き
な
防
犯

対
策
だ
。
い
ざ
何
か
あ
っ
た
と
き
、
あ
る
い
は
家
の
中
で
何
か
が
起
き
た
時
、
救
い
を
求
め
ら
れ
る
人
が
増
え
た
こ
と
を
意

味
す
る
。

そ
れ
と
、
今
の
地
域
社
会
で
子
供
た
ち
は
大
き
な
声
を
出
す
機
会
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。「
お
は
よ
う
」
に
し
ろ
、
街
角
や

道
路
で
大
き
な
声
を
出
す
経
験
は
、
い
ざ
、
何
か
の
時
に
声
を
上
げ
や
す
く
し
て
い
る
。

住
民
や
子
供
が
一
緒
に
な
っ
て
、
地
域
の
危
険
な
場
所
を
住
民
ら
か
ら
聞
き
取
り
調
査
す
る
「
防
犯
地
図
」
作
り
に
取
り

組
む
地
域
も
増
え
た
。

地
域
で
安
全
を
確
保
し
よ
う
と
い
う
意
識
が
育
つ
こ
と
が
、
す
べ
て
の
基
本
な
の
だ
。
安
全
を
守
る
の
は
住
民
自
身
な
の

だ
か
ら
。
自
分
た
ち
の
住
む
地
域
を
安
全
と
い
う
側
面
か
ら
見
直
す
こ
と
も
、地
域
生
活
を
い
ろ
ん
な
形
で
変
え
る
は
ず
だ
。

例
え
ば
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
宅
は
火
災
が
あ
っ
た
際
に
逃
げ
づ
ら
い
。
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
そ
こ
で
地
域
の
住

民
た
ち
の
会
話
が
生
ま
れ
、
そ
こ
か
ら
、「
い
ざ
」
の
際
の
助
け
方
な
ど
の
話
が
進
む
か
も
し
れ
な
い
。

そ
こ
ま
で
理
想
的
に
進
ま
な
い
に
し
て
も
、
学
校
や
地
域
で
「
い
ざ
」
の
際
の
犯
罪
へ
の
対
処
な
ど
を
習
う
こ
と
は
、
犯

罪
や
事
故
の
発
生
時
に
地
域
住
民
を
互
い
に
守
り
合
う
大
き
な
武
器
に
な
る
は
ず
だ
。

火
災
の
際
、
付
近
の
住
民
が
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
で
消
火
し
な
が
ら
、
高
齢
者
を
救
出
し
た
と
い
う
事
例
が
よ
く
あ
る
。
消
防

隊
が
来
る
ま
で
の
間
に
、
煙
に
巻
か
れ
な
が
ら
救
出
に
当
た
る
。
日
本
は
、
そ
う
い
う
勇
気
を
持
っ
た
国
民
で
支
え
ら
れ
て

い
る
。
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犯
罪
に
対
し
て
も
強
い
社
会
に
し
た
い
。
犯
罪
と
闘
い
正
義
を
求
め
る
心
は
、
人
間
が
手
を
結
び
合
っ
た
地
域
社
会
で
の

さ
ま
ざ
ま
な
積
み
重
ね
の
中
で
育
つ
の
だ
と
思
う
。
そ
し
て
、
育
て
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　（

了
）
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地
域
社
会
の
安
全
を
い
か
に
守
る
か

〜
地
域
社
会
の
崩
壊
と

　
　
　
　
　

治
安
に
対
す
る
不
安
へ
の
対
応
〜

会
社
員

石
川　

友
之
（
50
）

一　
は
じ
め
に

み
な
さ
ん
は
、
駅
な
ど
の
自
転
車
駐
輪
場
で
、
こ
ん
な
経
験
を
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

乱
雑
に
並
ん
だ
自
転
車
の
列
に
前
輪
だ
け
突
っ
込
ん
だ
自
転
車
が
通
路
に
は
み
出
し
、
通
行
を
邪
魔
し
て
い
ま
す
。
そ
の

隣
に
自
転
車
を
停
め
た
私
は
、
自
分
の
自
転
車
を
引
き
出
す
た
め
、
そ
の
自
転
車
を
ど
か
し
ま
す
。
そ
の
途
端
、
そ
の
自
転
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車
の
ス
タ
ン
ド
が
外
れ
、
前
に
動
き
出
し
ま
す
。
私
は
、
自
分
の
自
転
車
も
さ
さ
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
勝
手
に
動

き
出
す
自
転
車
を
空
い
た
も
う
片
方
の
手
で
止
め
よ
う
と
す
る
の
で
す
が
、不
安
定
な
自
転
車
は
安
定
を
失
っ
て
倒
れ
込
み
、

ガ
タ
ガ
タ
と
隣
の
自
転
車
も
巻
き
込
ん
で
倒
れ
て
行
き
ま
す
。
怒
っ
た
私
は
、
倒
れ
た
自
転
車
を
横
目
で
見
な
が
ら
、
知
ら

ぬ
振
り
を
し
て
立
ち
去
り
ま
す
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
で
き
る
こ
と
な
ら
、
倒
れ
て
き
た
自
転
車
に
蹴
り
の
一
つ
も
入
れ
て
や

り
た
い
と
思
い
な
が
ら
・
・
・

こ
れ
を
文
書
に
す
る
と
、
私
は
凄
く
悪
い
人
の
よ
う
に
思
え
ま
す
が
、
こ
こ
で
、
考
え
て
み
て
下
さ
い
。
自
転
車
を
止
め

た
時
に
ス
タ
ン
ド
の
横
に
あ
る
バ
ネ
を｢

コ
ツ
ン｣

と
蹴
っ
て
お
く
だ
け
で
、
ス
ト
ッ
パ
ー
が
か
か
り
、
そ
の
自
転
車
は
勝

手
に
動
き
出
す
よ
う
な
こ
と
を
防
げ
る
の
で
す
。
ま
し
て
や
、
隣
近
所
の
自
転
車
を
巻
き
込
む
こ
と
も
な
い
の
で
す
。
こ
れ

は
、
ま
さ
に
、
人
様
の
た
め
の
動
作
で
す
。
な
ぜ
、
た
っ
た
そ
れ
だ
け
の
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
し
ょ
う
。
そ
の
理
由
は
、

往
々
に
し
て
、
コ
ツ
ン
と
バ
ネ
を
蹴
る
動
作
が｢

面
倒
く
さ
い｣

と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。
き
っ
と
、
こ
う
い
う
人
に
限
っ

て
、
隣
に
同
様
な
自
転
車
が
あ
っ
て
、
勝
手
に
動
き
出
し
て
、
隣
近
所
の
自
転
車
を
倒
し
て
い
っ
た
ら
、
そ
れ
こ
そ
、
蹴
り

を
入
れ
る
の
で
し
ょ
う
。
話
が
そ
れ
ま
し
た
が
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
、
治
安
に
対
す
る
不
安
要
因
の
原
点
が
み
え
る
と
私
は
、

思
い
ま
す
。

身
勝
手
な
考
え
が
、
あ
と
の
人
に
ど
れ
ほ
ど
迷
惑
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
の
か
、
ほ
ん
の
少
し
、
想
像
力
を
働
か
せ
れ
ば

分
か
る
筈
で
す
。
も
し
、
あ
と
か
ら
そ
こ
に
や
っ
て
来
る
の
が
、
自
分
の
彼
女
や
、
自
分
の
子
ど
も
や
、
親
だ
っ
た
ら
と
考

え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
き
っ
と
、
危
険
を
伴
わ
な
い
様
に
す
る
こ
と
に
、
何
の
た
め
ら
い
も
な
く
、
動
作
を
し
た
で
し
ょ

う
。
あ
る
い
は
、
そ
の
勝
手
に
動
き
出
し
た
自
転
車
が
自
分
の
子
ど
も
の
自
転
車
だ
っ
た
ら
、
隣
近
所
の
巻
き
沿
い
に
し
た
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自
転
車
に
対
し
て
、｢

す
み
ま
せ
ん
、
す
み
ま
せ
ん
。｣

と
独
り
言
す
ら
口
を
つ
い
て
出
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
も
し

か
し
た
ら
、
自
転
車
を
倒
さ
れ
た
私
は
、
こ
わ
れ
も
の
を
持
っ
て
い
て
、
損
害
を
受
け
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
な
れ
ば
、

明
ら
か
に
私
は
、
被
害
者
で
す
。
で
も
、
表
面
上
は
、
私
が
無
頼
者
で
あ
り
、
ス
タ
ン
ド
を
か
け
る
手
間
を
面
倒
く
さ
い
と

い
う
言
葉
で
省
い
た
、
誰
か
さ
ん
は
、
被
害
者
と
扱
わ
れ
る
の
で
し
ょ
う
。
こ
の
、
目
に
見
え
る
無
頼
者
と
目
に
見
え
な
い

横
着
者
の
陰
に
は
、
消
極
的
な
加
害
者
、
あ
る
い
は
、
誘
発
的
な
加
害
者
の
存
在
が
あ
り
ま
す
。

私
は
、
こ
の
よ
う
な
小
さ
な
身
近
な
環
境
に
こ
そ
、
地
域
社
会
の
安
全
を
守
る
こ
と
、
地
域
社
会
の
崩
壊
と
治
安
を
脅
か

す
も
の
を
考
え
る
際
の
原
点
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
次
に
、
地
域
社
会
と
は
ど
ん
な
も
の
で
、
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
治
安
と

の
か
か
わ
り
な
ど
に
つ
い
て
、
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

二　
地
域
社
会
と
は

｢

地
域
社
会｣

と
は
何
か
。
基
本
的
に
は
、
あ
る
範
囲
に
限
定
し
て
共
通
し
た
社
会
性
を
持
つ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
で
も

解
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
こ
こ
で
い
う
あ
る
範
囲
と
は
、
都
市
部
、
地
方
部
、
あ
る
い
は
、
市
町
村
単
位
、

学
区
、
町
内
、
向
こ
う
三
軒
両
隣
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
規
模
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
の
例
を
挙
げ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
私
に

と
っ
て
、
身
近
で
、
分
か
り
や
す
く
、
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
か
っ
た
の
は
、｢

マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
組
合｣

で
し
た
。
こ
れ
は
、

規
模
的
に
は
町
内
程
度
に
相
当
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、そ
の
内
容
、性
格
を
見
る
時
、こ
れ
は
、

現
代
日
本
社
会
の
縮
図
で
は
な
い
か
と
思
う
ほ
ど
多
種
多
様
で
す
。
家
族
構
成
、
年
齢
層
、
職
種
、
社
会
的
地
位
、
経
済
状
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態
、
価
値
観
、
ど
れ
を
と
っ
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
人
々
が
凝
集
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
特
に
、
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン

に
住
ま
う
人
は
区
分
所
有
法
（
建
物
の
区
分
所
有
に
関
す
る
法
律
）
に
よ
り
、
管
理
組
合
を
構
成
し
、
自
分
た
ち
の
所
有
物

（
区
分
所
有
物
）
に
対
し
て
管
理
責
任
を
負
う
必
要
が
発
生
し
ま
す
。
こ
れ
は
法
律
で
あ
り
、
当
然
守
ら
な
け
れ
ば
、
違
法

状
態
と
な
る
も
の
で
す
。
あ
る
い
は
、
そ
こ
ま
で
言
う
ま
で
も
な
く
て
も
、
自
ら
の
財
産
と
し
て
共
有
す
る
建
物
に
対
し
て

共
同
で
管
理
し
て
い
こ
う
と
い
う
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
当
然
の
こ
と
と
し
て
、
協
力
し
て
管
理
を
担
う
べ
き
も
の
な
の
で
す

が
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
作
用
し
て
、
な
か
な
か
、
一
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
形
成
さ
れ
な
い
の
で
す
。｢

地
域
社
会｣

が

こ
こ
に
あ
り
、
そ
の
崩
壊
も
こ
こ
に
集
約
さ
れ
ま
す
。

私
の
経
験
で
述
べ
さ
せ
て
頂
き
ま
す
と
わ
た
し
の
場
合
、
新
築
の
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
を
竣
工
と
同
時
に
購
入
し
、
第
一
期

か
ら
入
居
し
ま
し
た
。
か
れ
こ
れ
、
今
か
ら
一
〇
数
年
前
の
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
マ
ン
シ
ョ
ン
は
、
全
体
で
一
〇
〇
戸

ほ
ど
の
規
模
の
中
層
マ
ン
シ
ョ
ン
で
、
私
は
、
幼
稚
園
入
園
前
の
第
一
子
と
誕
生
間
も
な
い
第
二
子
、
そ
し
て
妻
と
私
の
四

人
家
族
で
入
居
し
ま
し
た
。
他
の
入
居
者
を
見
る
と
、
私
た
ち
と
同
様
の
若
い
世
帯
や
新
婚
間
も
な
い
夫
婦
二
人
世
帯
、
そ

れ
に
、
お
子
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
ら
ず
夫
婦
共
々
第
一
線
で
活
躍
さ
れ
る
Ｄ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
Ｓ
の
方
、
あ
る
い
は
、
定
年
退
職
間
際

で
子
供
も
独
立
し
、
退
職
金
も
見
込
め
る
壮
年
と
呼
べ
る
様
な
夫
婦
な
ど
で
す
。
な
か
で
も
、
多
い
の
は
や
は
り
、
私
た
ち

と
同
様
な
小
さ
な
子
供
を
持
つ
世
帯
が
多
く
、
新
し
い
マ
ン
シ
ョ
ン
は
、
学
区
の
中
で
も
通
学
児
童
を
多
く
も
つ
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
一
つ
と
な
り
ま
す
。

こ
こ
ま
で
ご
紹
介
す
る
と
、
既
に
、
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
の
よ
う
な
フ
ァ
ミ
リ
ー
向
け
マ
ン
シ
ョ

ン
で
は
、
共
通
の
価
値
観
、
共
通
の
方
向
性
を
向
く
こ
と
は
至
難
の
業
と
な
り
ま
す
。
子
供
と
い
う
最
大
の
共
通
項
を
持
つ
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世
帯
間
で
す
ら
、
経
済
状
況
、
家
族
環
境
、
価
値
観
に
よ
り
、
共
同
へ
の
参
画
意
識
は
大
き
く
ず
れ
て
く
る
の
で
す
。
ま
し

て
や
、
そ
の
共
通
項
を
持
た
な
い
世
帯
間
で
は
、
到
底
、
理
解
し
合
え
る
も
の
と
は
な
り
得
な
い
の
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

ほ
ん
の
一
歩
踏
み
込
む
だ
け
で
、
状
況
は
変
わ
り
ま
し
た
。
私
は
、
そ
の
管
理
組
合
で
理
事
長
を
二
年
務
め
た
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。
管
理
組
合
理
事
会
は
、
わ
ず
か
一
年
の
任
期
で
、
六
名
で
持
ち
回
り
で
担
当
す
る
の
で
す
が
、
そ
れ
す
ら
、
出
ら

れ
な
い
、
あ
る
い
は
、
出
な
い
と
い
う
の
で
す
。
私
は
、
も
と
も
と
興
味
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
加
え
、
築
一
〇
年
を
迎
え
マ

ン
シ
ョ
ン
特
有
の
大
規
模
修
繕
工
事
と
い
う
一
大
事
業
を
迎
え
た
た
め
、
も
う
一
年
継
続
し
て
事
に
当
た
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
都
合
二
年
、
計
一
一
人
の
方
と
接
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
の
年
も
は
じ
め
は
、
消
極
的

な
の
で
す
が
、
共
有
財
産
の
資
産
価
値
を
上
げ
る
と
い
う
目
的
、
あ
る
い
は
、
世
代
差
に
よ
る
思
わ
ぬ
家
族
の
悩
み
な
ど
を

共
有
す
る
こ
と
に
よ
り
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
確
実
に
形
成
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
私
は
、
こ
こ
に
、
地
域
社
会
構
築
の
ヒ
ン
ト
を

見
出
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

三　
地
域
社
会
に
求
め
る
べ
き
安
全

地
域
社
会
を
考
え
る
時
、
先
の
東
日
本
東
北
大
震
災
の
窮
状
を
み
て
、
大
き
く
何
か
が
変
わ
っ
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と

感
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
い
ま
ま
で
、
振
り
向
き
も
し
な
か
っ
た
東
北
の
実
家
に
戻
り
、
故
郷
の
窮
状
を
救
う
力
に
な

り
た
い
と
考
え
る
若
者
が
報
道
で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
東
北
地
方
に
親
類
縁
者
が
居
る
訳
で
な
く
て
も｢

徒
党
を
組

ん
で
暴
走
行
為
を
続
け
て
い
る
場
合
じ
ゃ
な
い｣

と
言
う
気
持
ち
か
ら
、
集
団
を
解
散
し
、
東
北
の
力
に
な
り
た
い
と
考
え
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た
若
者
の
報
道
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
世
界
的
に
も
有
名
に
な
っ
た
話
で
す
が
、
東
北
地
方
の
方
々
の
冷
静
さ
、
節
度
あ

る
行
動
が
報
じ
ら
れ
ま
し
た
。
未
曾
有
の
大
惨
事
に
直
面
し
な
が
ら
も
、現
在
の
被
害
状
況
に
踏
み
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
は
、

こ
れ
ら
の
人
々
の
た
ま
も
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
被
害
を
拡
大
増
幅
し
な
い
、
あ
る
い
は
、
二
次
災
害
、
犯
罪
誘
発

を
起
こ
さ
な
い
地
域
社
会
と
い
う
も
の
が
、
本
来
、
地
域
社
会
に
求
め
ら
れ
る
安
全
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

一
方
で
、
お
気
の
毒
な
こ
と
に
、
避
難
所
生
活
と
な
っ
た
方
々
が
精
神
的
に
追
い
込
ま
れ
、
物
理
的
な
ご
苦
労
に
加
え
て
、

精
神
的
な
苦
労
に
さ
い
な
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。最
大
限
に
報
道
を
注
視
し
て
も
、

本
当
の
窮
状
は
、
今
の
日
本
で
は
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
な
の
で
、
実
際
に
現
地
に
行
け
な
い

人
に
と
っ
て
は
、
想
像
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
朝
、
い
つ
も
の
よ
う
に
家
を
出
た
家
族
が
、
午
後
二
時
四
五
分
を
境
に
ば

ら
ば
ら
に
な
り
、
そ
の
内
、
何
人
か
は
帰
ら
ぬ
人
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
あ
る
い
は
、
自
分
を
除
き
、
全
員
が
、
一

度
に
命
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
津
波
に
の
ま
れ
た
被
災
者
の
遺
族
の
方
の
中
に
は
、
こ
の
手
さ
え
離
さ
な
け
れ
ば
、

ま
だ
生
き
て
い
た
は
ず
、
と
い
う
方
も
見
え
ま
し
た
。
老
齢
に
な
り
病
気
で
長
ら
く
病
床
に
つ
き
、
あ
る
程
度
心
の
準
備
も

で
き
て
い
た
筈
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
死
で
す
ら
、
遺
族
と
し
て
は
、
心
の
痛
手
を
感
じ
、
感
傷
に
ふ
け
り
、

そ
の
気
持
ち
が
癒
え
る
ま
で
に
は
相
当
の
時
間
を
要
す
る
も
の
で
す
。
こ
こ
に
述
べ
た
被
災
者
の
遺
族
の
方
に
は
、
一
生
消

え
る
こ
と
の
な
い
心
の
傷
が
残
っ
て
い
る
と
想
像
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
ま
だ
、
遺
体
す
ら
見
つ
か
ら
な
い
遺
族
の
方
々
も

い
る
と
い
う
現
実
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
、
被
災
者
の
方
々
の
心
の
痛
み
を
本
当
に
想
像
で
き
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

｢

他
人
の
心
の
痛
み
が
分
か
る
こ
と｣

が
い
ま
、
地
域
社
会
に
必
要
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
先
ほ
ど
の
都
会
の
若
者
が
、

暴
走
行
為
を
や
め
て
東
北
に
入
り
、
被
災
者
の
方
々
の
力
に
な
ろ
う
、
と
言
う
気
持
ち
に
な
っ
た
背
景
に
は
、
ま
さ
に
、
そ
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の
地
方
の
方
々
の
心
の
痛
み
を
見
て
、
感
じ
て
、
想
像
で
き
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
の
結
果
が
、
実
際
に
行
動
す
る
背
中
を
押

す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
ま
さ
に
、
他
人
の
心
の
痛
み
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
方
々
は
現
地
に
入
り
、
ま
さ
に
心
で
ふ
れ
あ
う
こ
と
に
よ
り
、
見
ず
知
ら
ず
の
他
人
が
、
知
り
合
い

と
な
り
、
親
類
縁
者
や
家
族
の
よ
う
な
心
の
交
流
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
し
ょ
う
。
そ
う
し
た
時
に
、
互
い
に
心
配
し
、

迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
な
節
度
あ
る
行
動
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
被
災
地
の
避
難
住
宅
は
、
こ
の
心
の

交
流
を
保
て
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
都
会
の
無
機
質
な
集
合
住
宅
の
よ
う
な
仮
設
住
宅
の
中
で
、人
間
関
係
が
希
薄
に
な
り
、

精
神
的
に
痛
手
を
受
け
る
だ
け
で
な
く
、
関
係
を
持
て
な
い
こ
と
に
よ
り
、
互
い
に
心
配
し
あ
う
気
持
ち
や
助
け
合
う
気
持

ち
も
薄
れ
て
し
ま
う
、
何
か
の
縁
で
隣
同
士
、
あ
る
い
は
、
ご
近
所
と
な
っ
た
た
だ
の
他
人
の
集
合
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

地
域
社
会
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
構
築
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
こ
そ
、
地
域
の
安
全
を
守
る
こ
と
、
地
域
社
会

を
構
築
す
る
こ
と
の
む
ず
か
し
さ
が
こ
こ
で
試
さ
れ
て
い
る
か
の
よ
う
に
私
に
は
見
え
ま
す
。

四　
地
域
社
会
の
安
全
を
確
保
す
る
の
に
障
害
と
な
る
も
の

地
域
社
会
の
安
全
を
確
保
す
る
と
き
に
障
害
と
な
る
も
の
と
は
、
地
域
の
方
々
が
社
会
と
し
て
繋
が
る
た
め
、
人
間
関
係

を
構
築
す
る
と
き
に
障
害
と
な
る
も
の
と
い
う
こ
と
に
等
し
く
、
そ
の
最
た
る
も
の
は
「
希
薄
な
人
間
関
係
」「
隣
人
へ
の

無
関
心
」
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
十
分
な
人
間
関
係
が
構
築
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
た
と
え
ば
、
道
端
で
困
り
顔
で
立
ち
尽

く
す
老
人
や
子
供
が
居
た
と
し
て
も
平
然
と
通
り
過
ぎ
る
こ
と
が
で
き
て
し
ま
う
の
で
し
ょ
う
。
そ
の
時
、
そ
の
人
の
心
の



88

痛
み
を
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
し
ょ
う
。
も
し
も
、
そ
こ
で
困
っ
て
い
る
人
が
自
分
の
知
り
合
い
で
あ
っ
た
と
し

た
ら
、
決
し
て
、
通
り
過
ぎ
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
た
め
ら
う
こ
と
な
く
、
声
を
か
け
る
で
し
ょ
う
。

そ
ん
な
地
域
社
会
の
人
間
関
係
は
、
逆
に
言
え
ば
、
悪
い
こ
と
が
何
か
行
わ
れ
た
と
し
て
も
、
非
難
を
受
け
る
こ
と
の
な
い

社
会
を
意
味
し
、
無
頼
の
行
為
も
容
易
に
起
き
て
し
ま
い
ま
す
。
最
近
よ
く
話
題
に
な
る
問
題
の
一
つ
に
外
国
人
に
よ
る
ト

ラ
ブ
ル
の
発
生
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
も
そ
の
根
本
に
は
、
言
葉
が
通
じ
な
か
っ
た
り
、
そ
れ
ま
で
属
し
て
き
た
社
会
の
ル
ー

ル
と
根
本
的
に
違
う
た
め
に
分
か
り
あ
え
な
い
こ
と
に
よ
り
、
周
囲
の
人
た
ち
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
図
れ
ず
、
自
分

の
気
持
ち
が
周
囲
に
通
じ
な
い
、
周
囲
の
気
持
ち
が
当
人
に
伝
わ
ら
な
い
状
況
に
陥
り
、
こ
れ
が
発
端
と
な
っ
て
、
社
会
の

中
で
置
き
去
り
に
さ
れ
、
あ
る
い
は
、
同
じ
境
遇
の
人
た
ち
で
集
団
を
つ
く
り
、
異
質
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
構
築
し
て
し
ま

い
、
そ
こ
に
問
題
が
発
生
し
て
し
ま
う
と
想
像
さ
れ
ま
す
。

地
域
社
会
の
安
全
を
確
保
す
る
の
に
障
害
と
な
る
要
因
と
し
て
も
う
ひ
と
つ
挙
げ
ら
れ
る
も
の
に
「
他
人
の
気
持
ち
を
考

え
る
余
裕
を
与
え
な
い
社
会
」
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
特
に
、
社
会
経
済
は
、
右
肩
上
が
り
で
成
長
す
る
も
の
と
信
じ
て
き

た
中
で
、
い
つ
し
か
、
成
長
神
話
は
終
わ
り
を
告
げ
、
横
ば
い
か
ら
、
つ
い
に
右
肩
下
が
り
と
な
っ
て
久
し
い
で
す
。
そ
ん

な
中
で
、
個
人
の
所
得
、
即
ち
、
給
料
も
、
つ
い
に
は
カ
ッ
ト
と
い
う
時
代
を
迎
え
、
所
得
が
増
え
る
見
込
み
も
な
く
、
蓄

え
を
消
費
す
る
こ
と
も
た
め
ら
わ
れ
る
空
気
が
蔓
延
し
、そ
の
中
で
、失
業
率
も
上
が
り
、「
自
分
こ
そ
が
最
も
不
幸
で
あ
る
」

と
い
う
心
が
世
の
中
を
占
め
る
よ
う
に
な
り
、
他
人
の
こ
と
を
思
い
や
る
ど
こ
ろ
か
、
人
の
痛
み
を
想
像
す
る
想
像
力
す
ら

失
っ
て
し
ま
う
。
そ
う
な
っ
た
時
に
、
も
は
や
、
社
会
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
確
保
し
よ
う

と
す
る
心
の
余
裕
を
も
失
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
そ
の
よ
う
な
精
神
的
な
面
の
み
な
ら
ず
、
他
人
を
思
い
や
る
余
裕



89　地域社会の安全をいかに守るか

が
な
い
か
ら
こ
そ
「
自
分
さ
え
よ
け
れ
ば
」
と
言
う
心
が
頭
を
も
た
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
社
会
資

本
に
不
足
が
あ
れ
ば
、
わ
が
も
の
顔
の
無
頼
が
発
生
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

最
後
に
、
も
う
ひ
と
つ
考
え
ら
れ
る
こ
と
と
し
て
「
人
の
心
の
慢
心
」
が
あ
り
ま
す
。
人
類
の
歴
史
は
、
成
功
と
失
敗
の

繰
り
返
し
で
す
。
進
化
し
成
長
す
る
こ
と
が
や
が
て
増
長
に
つ
な
が
り
、破
滅
を
も
た
ら
し
ま
す
。
同
時
に
人
の
心
は
弱
く
、

う
つ
ろ
い
や
す
い
も
の
と
思
い
ま
す
。
地
域
で
目
指
す
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
成
立
し
、
健
全
な
地
域
社
会
が
構
築
で
き

た
と
し
て
も
、
い
つ
し
か
、
そ
れ
が
当
た
り
前
と
な
り
、
や
が
て
煩
わ
し
い
も
の
と
な
り
ま
す
。
都
市
に
住
む
人
の
中
に
は
、

他
人
と
の
か
か
わ
り
が
な
い
こ
と
に
価
値
を
見
出
す
人
も
い
ま
す
。
恵
ま
れ
た
環
境
に
あ
る
強
い
人
に
と
っ
て
は
、
他
人
と

の
関
わ
り
は
邪
魔
物
以
外
に
何
物
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
は
じ
め
は
、
隣
人
と
の
か
か
わ
り
が
、
良
好
な
人
間
関
係
と

感
じ
た
人
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
に
よ
り
繋
が
り
方
も
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
や
が
て
は
煩
わ
し
い
も
の
と
な
っ
た
り
、
あ
る

い
は
、
人
の
優
し
さ
に
甘
え
過
ぎ
、
や
が
て
つ
け
込
む
状
況
と
な
っ
た
り
し
て
、
人
間
関
係
が
崩
壊
す
る
こ
と
も
あ
り
得
ま

す
。
こ
れ
が
、
人
間
関
係
を
構
築
し
た
後
の
持
続
す
る
難
し
さ
で
し
ょ
う
。

五　
地
域
社
会
の
安
全
を
守
る
方
策

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
構
築
で
き
な
い
事
に
よ
り
起
こ
る
人
間
関
係
の
欠
如
が
、
地
域
社
会
の
安
全
を
阻
害
す
る
要
因

で
あ
る
と
す
る
と
、
地
域
社
会
の
安
全
を
守
る
方
法
は
、
規
則
で
も
法
律
で
も
な
く
、
人
間
関
係
の
構
築
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
確
保
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
私
は
考
え
ま
す
。
本
当
の
意
味
で
の
良
好
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
構
築
す
る
に
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は
、
他
人
の
心
の
痛
み
を
思
い
や
る
た
め
の
想
像
力
を
持
つ
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
こ
れ
を
実
現
す
る
に
は
、
一
つ
に
は
、

モ
ラ
ル
教
育
、
も
う
一
つ
に
は
、
そ
の
心
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
社
会
的
余
裕
を
提
供
す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

首
尾
よ
く
、
良
好
な
人
間
関
係
を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
し
て
、
そ
の
次
に
は
、
こ
れ
ら
を
持
続
す
る
難
し
さ
が
あ
り

ま
す
。
人
の
心
は
も
ろ
く
、
移
ろ
い
や
す
く
、
わ
が
ま
ま
で
す
。
で
す
か
ら
こ
れ
を
持
続
す
る
に
は
、
最
初
の
良
好
な
人
間

関
係
を
構
築
で
き
な
か
っ
た
時
の
社
会
を
振
り
返
り
、
再
び
、
初
心
を
思
い
出
す
努
力
を
常
に
社
会
が
確
認
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
ま
す
。

ま
ず
、
モ
ラ
ル
教
育
に
つ
い
て
は
、
初
等
教
育
で
の
教
育
が
有
効
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
幼
少
期
の
純
粋
な
心
を
失
っ
て

い
な
い
時
期
に
お
け
る
モ
ラ
ル
教
育
は
、
大
人
が
考
え
る
以
上
に
効
果
を
も
つ
も
の
と
実
感
し
ま
す
。
わ
が
子
の
場
合
、
い

ま
か
ら
一
〇
年
ほ
ど
前
が
そ
の
時
期
と
な
り
ま
す
が
、
当
時
は
、
環
境
教
育
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
社
会
科
、
家

庭
科
、
総
合
学
習
、
学
習
発
表
会
な
ど
機
会
あ
る
毎
に
環
境
教
育
が
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
子
ど
も
た

ち
は
、
三
Ｒ
の
精
神
、
分
別
回
収
の
徹
底
な
ど
何
の
疑
い
も
な
く
吸
収
し
て
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
の
時
代
こ
そ
、
地

域
社
会
と
の
ふ
れ
あ
い
、
他
人
へ
の
思
い
や
り
の
心
の
育
成
な
ど
を
実
践
す
る
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。
こ
の
教
育
活
動
は
、

社
会
資
本
整
備
で
箱
物
を
作
る
事
業
の
よ
う
に
巨
額
の
事
業
費
は
必
要
と
し
な
い
筈
で
す
。
費
用
対
効
果
で
い
え
ば
、
非
常

に
効
率
の
い
い
方
策
で
す
。こ
れ
が
、一
〇
年
後
、地
域
社
会
を
担
う
若
者
の
心
と
な
っ
て
社
会
全
体
に
返
っ
て
く
る
の
で
す
。

次
に
、
社
会
的
余
裕
の
構
築
に
つ
い
て
は
、
社
会
資
本
の
改
め
て
の
整
備
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
れ

は
、
建
物
を
作
ろ
う
、
橋
を
作
ろ
う
、
空
港
を
作
ろ
う
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
既
に
あ
る
社
会

資
本
ス
ト
ッ
ク
に
心
を
吹
き
込
も
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
例
え
ば
「
お
年
寄
り
の
た
め
に
手
す
り
を
つ
け
ま
し
ょ
う
」「
段
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差
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
こ
と
で
、駅
の
階
段
に
は
、こ
と
ご
と
く
手
す
り
が
付
け
ら
れ
、エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
ス
ロ
ー

プ
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
を
作
っ
た
人
た
ち
は
、
果
た
し
て
、
そ
の
手
す
り
を
使
っ
た
こ
と
が
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
。
階
段
を
利
用
す
る
の
に
手
す
り
な
ど
必
要
の
な
い
人
た
ち
ば
か
り
が
工
事
に
携
わ
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
手

す
り
は
汚
れ
て
お
り
、
ス
ロ
ー
プ
に
は
ま
だ
小
さ
な
段
差
が
あ
り
ま
す
。
私
は
、
以
前
、
駅
の
階
段
で
老
夫
婦
が
階
段
を
登

る
姿
を
見
て
心
を
打
た
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
先
を
歩
く
お
ば
あ
さ
ん
が
、
タ
オ
ル
で
手
す
り
を
拭
き
な
が
ら
歩
い
て
い

き
ま
す
。
そ
の
後
か
ら
、
足
の
弱
っ
た
お
じ
い
さ
ん
が
手
す
り
を
使
っ
て
階
段
を
利
用
し
て
い
る
の
で
す
。
手
を
引
く
に
は

ご
自
分
も
足
元
が
お
ぼ
つ
か
な
い
、
か
と
い
っ
て
階
段
の
手
す
り
は
汚
れ
て
い
る
。
お
ば
あ
さ
ん
は
、
最
大
限
の
思
い
や
り

を
持
っ
て
手
す
り
を
拭
き
な
が
ら
先
を
歩
い
た
の
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
私
自
身
、
ぎ
っ
く
り
腰
で
腰
を
病
ん
だ
こ
と
が
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
時
に
は
、
通
常
、
気
が
つ
か
な
い
よ
う
な
わ
ず
か
な
段
差
に
つ
ま
ず
き
腰
の
痛
み
に
冷
や
汗
を
か
い
た
経
験

が
あ
り
ま
す
。
あ
る
い
は
、
駅
の
切
符
の
販
売
機
近
く
に
は
、
親
切
心
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
案
内
の
張
り
紙
が
貼
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
視
力
の
弱
い
お
年
寄
り
に
と
っ
て
は
、
不
親
切
な
小
さ
な
字
で
あ
っ
た
り
し
ま
す
。
数
え
上
げ
れ
ば
き
り
が
あ
り
ま

せ
ん
が
、
こ
の
よ
う
に
、
施
設
は
充
実
し
た
の
で
す
が
、
心
が
通
わ
な
い
。
そ
ん
な
所
に
心
を
そ
そ
ぐ
整
備
こ
そ
、
今
、
必

要
な
方
策
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

六　
お
わ
り
に

以
上
、｢

地
域
社
会
の
安
全
を
守
る
方
策｣

｢

地
域
社
会
の
崩
壊
を
避
け
る
方
策｣

に
つ
い
て
私
の
思
う
と
こ
ろ
を
述
べ
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て
き
ま
し
た
。｢

地
域
社
会
の
安
全｣

を
支
配
す
る
も
の
は
、｢

地
域
社
会
に
お
け
る
治
安｣

で
あ
り
、｢

地
域
社
会
の
治
安

｣
を
決
定
付
け
る
も
の
は
、｢

地
域
社
会
の
円
滑
な
人
間
関
係
の
構
築｣

に
つ
き
る
と
考
え
ま
す
。
で
は
、
そ
の｢

地
域
社

会
の
円
滑
な
人
間
関
係
の
構
築｣

に
と
っ
て
重
要
な
も
の
は
と
は
、
そ
れ
は
、
最
終
的
に
は
社
会
を
構
成
す
る
一
人
ひ
と
り

の｢

他
人
を
思
い
や
る
心｣

に
帰
結
す
る
と
私
は
考
え
ま
す
。
そ
の｢

他
人
を
思
い
や
る
心｣

を
育
て
る
た
め
に
は
、
初
等

教
育
の
充
実
に
よ
る
モ
ラ
ル
の
向
上
が
有
効
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
大
き
な
費
用
は
必
要
な
い
こ
と
を
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、

モ
ラ
ル
が
向
上
し
て
も
、
や
は
り
、
社
会
経
済
情
勢
が
困
窮
す
る
中
で
は
な
か
な
か
、
定
着
す
る
こ
と
は
か
な
わ
ず
、
や
は

り
、
社
会
経
済
が
充
実
す
る
と
い
う
こ
と
も
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
そ
こ
で
、
必
要
な
こ
と
は
何
か
。
も
ち
ろ

ん
、｢

経
済
状
況
の
好
転｣
が
か
な
え
ば
、そ
れ
は
そ
れ
で
好
ま
し
い
こ
と
で
す
が
、そ
の
ほ
か
に
、既
存
の
社
会
資
本
ス
ト
ッ

ク
の
質
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る
と
私
は
考
え
ま
す
。
そ
の
充
実
す
べ
き
内
容
と
し
て
は
、
至
れ
り
尽
く
せ
り
の

箱
物
を
質
量
と
も
に
増
強
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
既
存
の
概
成
し
て
い
る
社
会
資
本
ス
ト
ッ
ク
に
人
の
心
の
優
し

さ
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
、
手
を
加
え
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
心
の
通
わ
な
い
冷
た
い
箱
物
か
ら
思
い
や
り
あ
る
社

会
は
、
生
ま
れ
な
い
こ
と
も
述
べ
ま
し
た
。
物
理
的
な
充
実
だ
け
で
な
く
内
容
の
充
実
を
図
る
も
の
で
す
。
こ
れ
も
、
箱
物

を
大
量
生
産
す
る
と
い
う
こ
と
と
は
異
な
り
、
大
き
な
費
用
は
必
要
な
い
も
の
で
す
。
と
は
い
っ
て
も
、
今
の
社
会
資
本
ス

ト
ッ
ク
に
は
、
必
ず
、
な
に
が
し
ら
の
改
善
は
必
要
で
す
。
こ
れ
が
、
私
の
提
言
の
根
本
で
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
も
う
一
つ
考
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
て
、
一
旦
、
地
域
社
会
の
安
全
の
構
築
に

成
功
し
た
と
し
て
も
、
こ
れ
が
人
の
心
に
よ
り
左
右
さ
れ
る
頼
り
な
い
も
の
で
あ
る
以
上
、
恒
久
的
に
持
続
す
る
こ
と
は
不

可
能
と
い
え
ま
す
。
つ
ま
り
、
一
度
、
構
築
で
き
れ
ば
、
そ
れ
が
い
つ
ま
で
も
持
続
す
る
と
期
待
で
き
る
も
の
で
は
な
い
と
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い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
を
持
続
す
る
に
は
、
常
に
、
持
続
さ
せ
よ
う
と
す
る
努
力
が
必
要
で
あ
り
、
常
に
、
過
去
を
振
り
返

り
改
善
し
て
い
く
姿
勢
が
必
要
に
な
る
と
考
え
ま
す
。
時
代
と
と
も
に
、
価
値
観
は
変
わ
り
ま
す
。
人
間
関
係
を
構
築
す
る

上
で
、
最
も
基
本
と
な
る
人
の
心
自
体
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
、
病
む
人
が
大
勢
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
で
は
、

社
会
資
本
を
整
備
す
る
立
場
だ
け
で
な
く
、こ
れ
を
運
用
す
る
立
場
で
も
知
恵
と
労
力
を
費
や
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

施
設
整
備
だ
け
で
な
く
、
側
面
的
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
学
校
教
育
や
、
直
接
的
に
ケ
ア
す
る
こ
と
に
な
る
医
療
現

場
と
の
連
携
、
そ
し
て
、
最
後
の
最
後
に
治
安
を
司
る
こ
と
に
な
る
警
察
関
係
と
い
っ
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
と
の
有
機
的

な
つ
な
が
り
を
確
立
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
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文
化
が
育
む
自
己
肯
定
感
と
犯
罪
抑
止主

婦
・
学
生　

埼
玉
大
学　

教
養
学
部
四
年

河
野　

幸
枝
（
56
）

一　
序
論

「
地
域
社
会
の
安
全
を
い
か
に
守
る
か
」
と
い
う
こ
と
は
、
私
達
が
社
会
に
お
い
て
様
々
な
営
み
を
し
て
行
く
上
で
重
要

な
課
題
で
あ
る
。
ニ
ュ
ー
ス
や
新
聞
な
ど
で
事
件
を
報
道
さ
れ
た
時
、
大
変
な
事
が
起
こ
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
一
時
的
な

認
識
に
と
ど
ま
り
、
自
分
た
ち
の
行
動
レ
ベ
ル
で
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
い
い
の
か
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
深
く
考
え
る
こ
と
は
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な
い
。
ま
た
自
分
や
身
近
な
人
が
被
害
に
遭
わ
な
い
限
り
、
な
か
な
か
地
域
の
安
全
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
が
な
い

の
が
現
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
日
本
は
諸
外
国
に
比
べ
る
と
犯
罪
発
生
率
が
低
い
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ
る
。（O

ECD
 fact 

Book 
二
〇
〇
九
）
こ
の
よ
う
な
事
実
か
ら
判
断
す
る
と
、
日
本
の
警
察
と
地
域
社
会
の
取
り
組
み
が
今
ま
で
は
一
定
の
成

果
を
上
げ
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。
と
は
い
え
体
感
治
安
は
依
然
と
し
て
悪
く
、
知
人
も
ひ
っ
た
く
り
な
ど
の
被
害
に
あ
っ

た
り
、
私
自
身
も
自
転
車
の
盗
難
に
遭
っ
て
い
る
。
個
人
と
し
て
こ
れ
ま
で
目
に
は
見
え
な
い
け
れ
ど
も
、
日
々
の
生
活
に

欠
か
せ
な
い
「
安
全
」
と
い
う
こ
と
か
ら
恩
恵
を
受
け
て
き
た
。
ま
た
安
全
は
水
や
空
気
の
よ
う
に
当
た
り
前
で
あ
っ
た
が
、

安
全
を
「
警
備
」
と
い
う
形
で
お
金
で
買
う
時
代
に
な
っ
て
き
た
時
代
に
、
昨
今
の
犯
罪
の
状
況
を
ふ
ま
え
、「
地
域
の
安

全
を
い
か
に
守
る
か
」
に
つ
い
て
、子
育
て
を
経
た
一
母
親
と
し
て
の
視
点
か
ら
、ま
た
社
会
の
一
員
と
し
て
取
り
組
み
、「
文

化
が
育
む
自
己
肯
定
感
と
犯
罪
抑
止
」
を
含
む
三
つ
の
案
を
提
示
し
た
い
。

二　
統
計
に
よ
る
犯
罪
傾
向

ま
ず
法
務
省
の
「
犯
罪
白
書
」
に
よ
る
と
昭
和
末
期
か
ら
平
成
に
か
け
て
刑
法
犯
認
知
件
数
は
増
え
て
お
り
、
平
成
一
四

年
に
二
八
五
万
件
と
ピ
ー
ク
に
達
し
、
検
挙
率
は
平
成
一
三
年
に
底
を
つ
き
、
し
だ
い
に
回
復
し
て
平
成
二
二
年
に
は

一
六
〇
万
件
と
な
っ
て
い
る
が
昭
和
期
と
比
べ
る
と
良
い
と
は
い
え
な
い
。
全
犯
罪
に
占
め
る
窃
盗
の
割
合
は
約
八
割
と

な
っ
て
い
る
。
警
察
庁
の
犯
罪
統
計
で
は
窃
盗
は
侵
入
盗（
住
宅
ま
た
は
住
宅
以
外
の
建
物
に
侵
入
し
、金
品
を
窃
取
す
る
）、

乗
り
物
盗
（
自
動
車
、
オ
ー
ト
バ
イ
ま
た
は
自
転
車
を
窃
取
）、
非
侵
入
盗
（
侵
入
盗
及
び
乗
り
物
盗
み
以
外
の
窃
盗
）
の
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三
種
類
に
区
分
さ
れ
る
。
平
成
一
〇
年
頃
か
ら
非
侵
入
盗
（
車
上
狙
い
、
万
引
き
、
引
っ
た
く
り
）
が
急
増
し
て
い
る
。　

ま
た
社
会
に
お
け
る
完
全
失
業
状
況
を
見
て
調
べ
て
み
る
と
、
一
般
刑
法
犯
認
知
件
数
と
グ
ラ
フ
の
形
が
似
て
い
る
。
こ
の

こ
と
は
収
入
を
断
た
れ
た
人
が
何
ら
か
の
き
っ
か
け
で
非
侵
入
盗
の
容
疑
者
に
な
っ
て
い
る
こ
と
と
深
く
関
連
が
あ
る
ケ
ー
ス

も
あ
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
マ
ク
ロ
の
視
点
か
ら
と
ら
え
長
期
的
に
見
て
政
府
の
完
全
失
業
者
を
出
さ
な
い
よ

う
な
政
策
も
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
も
し
雇
用
対
策
が
な
さ
れ
た
な
ら
窃
盗
件
数
の
数
値
は
低
く
な
っ
て
い
く
と
考
え
る
。

三　
現
代
の
「
大
型
ス
ー
パ
ー
」
と
い
う
シ
ス
テ
ム
の
問
題
点

地
域
社
会
に
お
い
て
生
活
し
て
い
る
私
達
は
「
大
型
ス
ー
パ
ー
」
や
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
」
の
登
場
に
よ
り
、
個
人
的
に

は
便
利
な
生
活
を
享
受
し
て
い
る
。
し
か
し
一
度
に
短
時
間
で
必
要
な
商
品
を
棚
か
ら
選
び
、
車
で
大
型
ス
ー
パ
ー
か
ら
家

ま
で
運
び
、
あ
る
い
は
届
け
て
も
ら
う
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
で
は
店
員
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
は
少
な
い
。
か

つ
て
の
個
人
商
店
で
は
顧
客
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
店
主
が
そ
れ
と
な
く
目
配
り
し
万
引
き
防
止
に
努
め
て

い
て
、
そ
れ
が
犯
罪
抑
止
力
に
も
な
っ
て
い
た
。
小
規
模
の
ス
ー
パ
ー
で
は
店
員
が
品
ぞ
ろ
え
を
す
る
た
め
に
、
頻
繁
に
お

店
に
出
て
お
り
お
客
と
の
距
離
は
近
い
。
が
し
か
し
「
大
型
ス
ー
パ
ー
」
は
売
り
場
面
積
を
大
き
く
し
、
品
ぞ
ろ
え
を
豊
富

に
し
て
、
店
員
を
少
な
く
す
る
こ
と
で
利
益
を
上
げ
て
い
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
て
い
て
も
ゲ
ー
ム

感
覚
で
万
引
き
を
す
る
未
成
年
は
多
い
。
窃
盗
は
人
が
社
会
の
中
で
労
働
す
る
こ
と
な
く
、
他
人
の
所
有
物
を
自
分
の
所
有

物
と
す
る
犯
罪
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
欠
如
し
て
い
る
と
考
え
る
。
品
物
を
売
っ
て
利
益
を
出
し
、
生
計
を
営
ん
で
い
る
人
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の
こ
と
ま
で
は
、
考
え
て
は
い
な
い
。
万
引
き
は
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
「
心
の
ブ
レ
ー
キ
」
は
家
庭
教
育
、
学
校
教
育

そ
し
て
地
域
で
の
活
動
や
ふ
れ
あ
い
を
通
し
て
育
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
。
現
代
は
こ
の
ど
れ
も
そ
の
機
能
が
弱
く
な
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

四　
他
人
の
庭
の
柿
を
盗
る
の
は
犯
罪
か
？

か
つ
て
の
少
年
非
行
を
考
察
し
て
み
る
と
、『
日
本
の
犯
罪
学
』
に
よ
れ
ば
昭
和
五
三
年
頃
か
ら
少
年
非
行
は
増
加
し
、

窃
盗
犯
は
一
貫
し
て
増
加
し
続
け
て
い
る
。
当
時
の
低
年
齢
の
少
年
に
よ
る
軽
微
な
非
行
の
増
加
は
、
そ
の
動
機
が
主
と
し

て
「
遊
び
」
で
あ
り
、「
遊
び
型
」
非
行
の
増
加
と
関
連
す
る
。
こ
れ
は
非
行
が
貧
困
家
庭
な
ど
ば
か
り
で
な
く
、両
親
の
揃
っ

た
中
、
上
流
家
庭
か
ら
も
多
く
出
る
よ
う
に
な
っ
た
変
化
と
密
接
に
関
連
す
る
と
い
う
見
方
も
あ
る
。
か
つ
て
子
供
た
ち
は

他
家
の
庭
の
柿
を
盗
ん
で
遊
ん
だ
。
彼
ら
は
見
つ
か
れ
ば
怒
鳴
ら
れ
、
追
い
か
け
ら
れ
、
捕
ま
え
ら
れ
た
者
は
説
教
や
拳
骨

を
く
ら
っ
た
が
、
彼
ら
の
「
わ
る
さ
」
は
警
察
に
は
届
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
従
っ
て
彼
ら
は
「
非
行
少
年
」
で
は
な
く
、
犯

罪
や
非
行
の
統
計
に
も
こ
の
種
の
「
わ
る
さ
」
を
含
ん
で
い
な
か
っ
た
。

五　
わ
る
さ
を
正
す
の
は
誰
か
？

現
代
で
は
柿
の
木
の
あ
る
家
は
少
な
く
な
り
、
そ
の
代
わ
り
に
新
た
な
遊
び
の
対
象
を
お
店
で
探
す
。
そ
し
て
今
度
は
捕
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ま
れ
ば「
遊
び
」に「
非
行
」の
ラ
ベ
ル
が
貼
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
だ
が「
非
行
」が
起
こ
っ
た
の
は
何
故
か
。
そ
れ
は
子

供
た
ち
を
取
り
巻
く
大
人
た
ち
が
、
自
分
た
ち
の
手
で
叱
る
こ
と
が
少
な
く
な
っ
た
か
ら
だ
と
言
え
る
。
少
年
た
ち
は
地
域

社
会
の
中
で
大
人
た
ち
に
見
守
ら
れ
、
叱
ら
れ
な
が
ら
遊
ん
で
い
た
が
、
現
代
は
大
人
た
ち
が
何
か
が
あ
れ
ば
す
ぐ
警
察
に

通
報
す
る
。「
わ
る
さ
」は「
非
行
」に
な
り
、躾
は
国
の
権
威
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い
る
。
実
際
の
と
こ
ろ「
遊
び
型
」非
行
は
、

警
察
官
や
調
査
官
の
ち
ょ
っ
と
し
た
助
言
や
留
置
場
や
鑑
別
所
で
シ
ョ
ッ
ク
を
味
わ
う
事
に
よ
り
悔
い
改
め
る
こ
と
が
多
い

と
言
わ
れ
る
。
こ
の
時
期
の
非
行
の
増
加
は
不
満
の
増
大
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。
不
満
の
処
理
の
仕
方
に
つ
い
て
一
貫
し

た
態
度
で
の
「
し
つ
け
」
が
行
わ
れ
に
く
く
な
り
、
そ
の
不
足
を
警
察
や
家
庭
裁
判
所
が
補
う
よ
う
に
な
っ
た
。

思
え
ば
我
が
家
の
息
子
も
小
学
生
の
頃
、
ご
近
所
の
家
の
外
に
山
積
に
さ
れ
て
い
た
ジ
ュ
ー
ス
を
友
達
と
失
敬
し
て
叱
ら

れ
た
こ
と
が
あ
る
。
親
の
し
つ
け
が
悪
い
と
親
も
叱
ら
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
ゴ
ル
フ
ボ
ー
ル
を
野
球
バ
ッ
ト
で
打
ち
隣
家

の
ガ
ラ
ス
窓
を
粉
々
に
し
て
し
ま
い
謝
り
に
行
っ
た
時
に
は
「
今
度
か
ら
気
を
つ
け
て
ね
」
と
言
わ
れ
た
り
、
近
所
の
お
ば

さ
ん
か
ら
は
「
こ
の
窓
は
一
〇
万
円
す
る
か
ら
ね
！
」
と
く
ぎ
を
刺
さ
れ
た
り
し
た
。
悪
い
こ
と
を
し
た
ら
謝
る
と
い
う
こ

と
、
そ
し
て
「
子
供
の
不
祥
事
」
に
対
し
て
の
大
人
の
態
度
も
人
に
よ
り
違
う
と
い
う
の
を
、
肌
身
で
学
ん
だ
貴
重
な
社
会

体
験
な
の
だ
と
あ
ら
た
め
て
感
じ
た
。
悪
さ
を
し
た
ら
本
人
に
謝
ら
せ
る
と
い
う
の
も
教
育
の
一
つ
で
あ
る
。
自
分
の
不
始

末
を
自
分
で
謝
る
の
は
必
要
不
可
欠
の
経
験
で
あ
る
。
か
く
し
て
私
は
、
ク
レ
ヨ
ン
し
ん
ち
ゃ
ん
の
母
の
様
に
子
供
の
不
始

末
に
対
し
て
、
子
供
の
背
後
か
ら
「
す
み
ま
せ
ん
、
す
み
ま
せ
ん
、
す
み
ま
せ
ん
」
を
三
回
連
発
し
て
い
た
時
期
を
卒
業
し
、

息
子
は
幸
い
そ
の
後
「
非
行
の
」
ラ
ベ
ル
を
貼
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
青
年
期
を
経
て
無
事
に
社
会
人
と
な
っ
て
い
る
。
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六　
「
わ
る
さ
」
と
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン

現
代
社
会
で
は
何
か
を
判
断
す
る
と
き
は
○
×
や
ゼ
ロ
・
イ
チ
の
デ
ジ
タ
ル
式
で
判
断
す
る
こ
と
が
多
い
。
そ
ん
な
中「
わ

る
さ
」
も
白
か
黒
か
の
判
断
で
仕
分
け
ら
れ
「
非
行
」
と
な
っ
て
い
る
。「
わ
る
さ
」
と
い
う
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
が
な
く
な
り

つ
つ
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
「
割
れ
窓
理
論
」
で
判
断
す
れ
ば
「
わ
る
さ
」
は
犯
罪
で
あ
る
。
ち
な
み
に
以
前
住
ん
で
い
た
ス

ペ
イ
ン
の
バ
ル
セ
ロ
ナ
で
は
軽
犯
の
範
疇
で
あ
る
窃
盗
は
三
回
目
で
御
用
で
あ
る
。
盗
ま
れ
る
方
に
も
責
任
が
あ
る
と
い
う

考
え
で
あ
っ
た
。「
ぼ
や
っ
と
す
る
な
」「
危
険
な
場
所
に
は
近
づ
く
な
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
と
受
け
止
め
た
。
中
南
米

の
ニ
カ
ラ
グ
ア
に
住
ん
で
い
た
時
に
は
バ
ス
に
乗
る
と
窃
盗
に
あ
う
危
険
が
多
い
の
で
、
現
地
の
人
も
金
品
は
身
に
つ
け
な

い
で
乗
る
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
国
に
よ
り
犯
罪
に
対
し
て
の
対
処
方

法
が
異
な
る
の
を
知
る
こ
と
も
面
白
い
。

常
に
様
々
な
危
険
と
隣
り
合
わ
せ
の
外
国
か
ら
帰
国
し
て
か
ら
は
、
何
も
心
配
な
く
歩
け
る
「
幸
せ
」
っ
て
素
晴
ら
し
い

と
感
じ
、
た
だ
「
歩
く
」
と
い
う
行
為
だ
け
な
の
に
、
警
戒
心
も
な
く
歩
け
る
幸
せ
を
か
み
し
め
な
が
ら
歩
い
て
い
た
。
日

本
の
警
察
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
日
本
に
い
た
の
で
は
わ
か
ら
な
い
「
危
険
」
を
体
感
で
き
た
の
は
、
今
思
え
ば
良
い
経

験
だ
っ
た
。
だ
が
年
月
と
と
も
に
普
通
に
歩
け
る
の
は
当
た
り
前
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
が
付
き
、
目
に
見
え
な
い
「
安

全
」に
対
す
る
感
謝
の
気
持
ち
が
薄
れ
て
い
る
の
も
事
実
で
あ
る
。
日
頃
か
ら
安
全
に
た
ず
さ
わ
っ
て
い
る
方
々
に
感
謝
し
、

地
域
の
安
全
や
国
の
安
全
に
つ
い
て
一
人
ひ
と
り
が
何
が
で
き
る
が
考
え
る
日
が
あ
っ
て
も
良
い
と
思
う
。



100

七　
非
行
の
抑
止
力
と
は
何
か
？

私
達
は
犯
罪
を
犯
す
こ
と
の
な
い
正
し
い
人
間
で
、
犯
罪
者
は
も
と
も
と
そ
の
よ
う
な
因
子
を
も
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か

と
い
う
疑
問
が
湧
い
て
く
る
。『
犯
罪
心
理
学
』
の
中
で
は
犯
罪
者
を
学
問
の
方
向
か
ら
研
究
す
る
と
、
生
物
学
や
精
神
医

学
そ
し
て
心
理
学
の
研
究
に
よ
れ
ば
犯
罪
者
や
非
行
少
年
を
正
常
と
み
な
し
、
環
境
面
か
ら
理
解
し
て
い
く
立
場
が
あ
る
と

い
う
。
前
者
が
仮
に
脳
に
欠
陥
が
あ
る
に
し
て
も
、
や
み
く
も
に
犯
罪
行
動
を
起
こ
す
の
で
は
な
く
、
社
会
と
の
関
連
で
犯

罪
が
行
わ
れ
る
と
考
え
る
。
個
人
の
内
面
に
異
常
な
部
分
が
あ
る
に
し
て
も
、
ま
た
環
境
が
劣
悪
で
あ
れ
ば
犯
罪
者
や
非
行

少
年
に
結
び
付
く
確
率
は
高
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
個
人
の
意
思
を
通
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
著
者
に
よ
る
と
一
般
青
少

年
の
非
行
抑
止
力
と
な
る
も
の
は
「
非
公
的
制
裁
」
す
な
わ
ち
「
家
族
と
の
関
係
が
非
常
に
ま
ず
く
な
る
」「
ク
ラ
ス
の
友

達
と
の
関
係
が
非
常
に
ま
ず
く
な
る
」「
将
来
の
進
学
が
む
ず
か
し
く
な
る
」
で
あ
り
、「
警
察
の
取
り
調
べ
や
注
意
を
う
け

る
」「
裁
判
を
う
け
る
」
と
い
っ
た
公
的
制
裁
は
あ
ま
り
重
き
を
も
た
な
か
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
か
ら
言
え
る

こ
と
は
、
家
族
と
そ
れ
を
取
り
巻
く
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
力
が
重
要
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
で
は
何
故
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
力

は
弱
く
な
っ
た
の
か
。

八　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
弱
体
化
と
個
人
主
義

私
の
住
ん
で
い
る
首
都
圏
の
あ
る
地
域
で
は
盆
踊
り
も
な
く
な
り
、
地
域
に
ど
ん
な
人
が
住
ん
で
い
る
の
を
知
り
合
う
機
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会
も
あ
ま
り
な
い
。
そ
れ
に
加
え
、
今
年
の
お
祭
り
で
は
子
供
の
山
車
が
ま
わ
る
休
憩
所
の
お
手
伝
い
を
し
な
い
人
や
、
寄

付
を
し
な
い
人
ま
で
い
た
。
つ
ま
り
地
域
で
の
行
事
は
個
人
に
何
も
利
益
を
も
た
ら
さ
な
い
し
、
面
倒
く
さ
い
人
間
関
係
に

か
か
わ
り
た
く
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
自
分
達
が
子
育
て
し
て
い
る
と
き
に
は
お
世
話
に
な
っ
た
の
に
、
今
は
関
係
な

い
か
ら
と
か
様
々
な
理
由
で
、
次
世
代
の
た
め
に
子
供
た
ち
と
触
れ
合
お
う
と
い
う
気
持
ち
が
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
傾
向

は
他
の
地
区
の
子
供
会
な
ど
で
も
増
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
耳
に
す
る
。
こ
れ
は
個
人
の
利
益
を
追
求
す
る
と
い
う
「
考

え
」「
思
想
」に
基
づ
く
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
戦
争
中
の「
公
」の
権
力
に
対
す
る
反
動
と
も
関
連
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

現
代
は
個
人
主
義
的
考
え
が
浸
透
し
て
い
る
こ
と
や
、
ま
た
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
、
母
親
の
社
会
進
出
な
ど
に

よ
り
、
家
族
そ
ろ
っ
て
食
事
を
し
て
様
々
な
出
来
事
に
つ
い
て
話
を
し
、
気
持
ち
を
共
有
す
る
こ
と
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
。

食
事
時
間
は
Ｔ
Ｖ
等
が
主
役
を
務
め
、
家
族
の
間
で
は
断
片
的
な
会
話
に
な
り
、
お
互
い
に
対
し
て
の
愛
着
が
育
ま
れ
に
く
い

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
な
っ
て
い
る
。
個
人
主
義
的
考
え
が
拡
大
し
、
地
域
の
大
人
で
さ
え
、
年
に
一
度
の
行
事
に
参
加
意
義
が

な
い
と
す
る
人
達
も
少
な
か
ら
ず
い
る
の
は
実
に
寂
し
く
感
じ
る
。
個
人
の
時
間
を
地
域
の
た
め
に
僅
か
で
も
提
供
す
る
こ
と

に
対
し
て
消
極
的
に
な
っ
た
結
果
、
地
域
内
で
顔
見
知
り
に
な
る
機
会
す
ら
な
く
な
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
力
が
弱
く
な
っ
て

き
た
と
言
え
る
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
は
役
員
決
め
が
い
つ
も
難
航
し
て
い
る
。
働
い
て
い
る
と
い
う
理
由
で
当
然
の
如
く
役
員
を
や
ら

な
い
人
、
暇
な
専
業
主
婦
が
や
る
べ
き
だ
と
い
う
人
な
ど
な
ど
様
々
で
あ
る
。
仕
事
を
休
ん
で
ま
で
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
役
員
を
や
る
意

義
は
何
か
と
い
う
問
題
に
つ
き
あ
た
る
。
い
ず
れ
も
「
私
」
と
「
公
」
の
関
係
性
に
問
題
が
あ
る
と
考
え
る
。
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九　
一
人
ひ
と
り
に
で
き
る
こ
と　
（
提
案
一
）

歴
史
的
に
み
る
と
「
公
」
は
権
力
の
象
徴
の
よ
う
で
あ
り
、「
支
配
的
」
で
あ
り
、「
私
」
に
は
「
自
己
犠
牲
的
」
な
イ
メ
ー

ジ
が
つ
き
ま
と
う
。
器
に
た
と
え
る
と
国
が
あ
っ
て
地
方
自
治
体
が
あ
り
、
そ
の
器
の
中
に
「
私
」
が
存
在
し
て
い
る
。
そ

の
器
を
居
心
地
の
良
い
も
の
に
す
る
に
は
、
税
金
を
納
め
る
だ
け
で
は
な
く
、「
私
」
が
で
き
る
こ
と
で
「
公
」
に
何
か
具

体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
を
自
ら
進
ん
で
提
供
す
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
つ
ま
り
皆
で
「
地
域
」
を
支
え

て
い
く
と
い
う
土
壌
が
青
少
年
の
健
全
な
育
成
に
は
欠
か
せ
な
い
と
考
え
る
。
何
か
の
き
っ
か
け
で
地
域
に
関
わ
っ
て
い
く

こ
と
で
大
人
が
次
の
世
代
の
青
少
年
の
「
心
」
を
育
む
こ
と
に
繋
が
っ
て
い
く
と
考
え
る
。

防
犯
カ
メ
ラ
も
警
備
員
も
様
々
な
活
動
を
補
完
す
る
の
は
良
い
と
思
う
が
、
身
近
な
「
安
全
」
を
お
金
と
引
き
換
え
に
す

る
の
は
あ
ま
り
に
も
悲
し
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
国
の
視
点
で
み
る
と
警
備
会
社
に
委
託
す
る
の
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
上
が
る

と
指
摘
し
て
い
る
の
を
新
聞
で
読
ん
だ
こ
と
が
あ
る
が
、
地
域
の
大
人
が
パ
ト
ロ
ー
ル
し
、
挨
拶
し
た
り
、
声
掛
け
す
る
こ

と
が
最
も
大
切
な
こ
と
だ
と
考
え
る
。
事
実
自
分
の
親
に
は
あ
ま
り
話
さ
な
い
が
、
顔
見
知
り
の
お
ば
さ
ん
に
声
を
か
け
ら

れ
た
ら
様
々
な
こ
と
を
話
し
た
と
い
う
青
年
も
い
る
。
一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
こ
と
は
す
で
に
実
践
さ
れ
て
い
る
地
域
も
あ

る
と
思
う
が
、
可
能
な
限
り
児
童
・
生
徒
の
登
下
校
時
に
ゴ
ミ
捨
て
、
道
路
掃
除
、
花
の
水
や
り
、
散
歩
な
ど
を
し
て
自
然

に
児
童
・
生
徒
と
顔
見
知
り
に
な
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
登
下
校
時
は
子
供
同
士
が
け
ん
か
を
し
た
り
、
道
草
を
し
た
り

し
て
い
る
こ
と
も
あ
る
が
、
親
で
な
い
大
人
と
話
を
す
る
良
い
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
。
平
均
的
な
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
家
庭
で
は
税

金
を
約
一
割
国
に
納
め
て
い
る
。
よ
り
よ
い
地
域
を
つ
く
る
た
め
に
、
自
分
の
一
カ
月
の
自
由
な
時
間
の
せ
め
て
数
時
間
で
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も
こ
の
よ
う
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
当
て
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

集
団
社
会
心
理
学
の
研
究
に
お
い
て
で
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
や
っ
て
い
る
地
区
ほ
ど
犯
罪
が
少
な
く
、
失
業
率
も
低
い
と

す
る
研
究
報
告
も
あ
る
。
近
年
社
会
関
係
資
本
が
社
会
シ
ス
テ
ム
の
運
営
に
重
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
る
。

地
域
の
人
々
の
活
動
の
参
加
や
不
参
加
に
は
、
世
代
の
変
化
や
テ
レ
ビ
の
視
聴
も
大
き
く
関
連
し
て
い
る
が
、
共
通
の
利
益

つ
ま
り
幅
広
い
意
味
で
の
「
人
間
教
育
」
す
な
わ
ち
顔
見
知
り
を
増
や
し
、
挨
拶
か
ら
始
ま
り
時
に
は
小
話
ま
で
で
き
る
関

係
に
な
っ
て
い
け
た
ら
と
考
え
る
。

一
〇　
シ
ニ
ア
世
代
へ
の
お
願
い　
（
提
案
二
）

私
達
は
農
耕
社
会
、
工
業
社
会
を
経
て
い
ま
高
度
情
報
化
社
会
の
中
で
生
き
て
い
る
。
昭
和
三
〇
年
代
に
過
ご
し
た
子
供

時
代
を
振
り
返
る
と
、
地
域
の
中
で
人
々
は
働
い
て
お
お
む
ね
半
径
一
ｋ
ｍ
以
内
で
用
事
が
足
り
て
い
た
。
人
び
と
は
行
き

か
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満
ち
て
い
た
と
子
供
な
が
ら
に
感
じ
て
い
た
。
子
供
は
お
使
い
を
す
れ
ば
お
店
の
人
に
褒
め
ら
れ
時
に

は
お
ま
け
を
も
ら
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
年
老
い
た
お
婆
さ
ん
が
駄
菓
子
屋
を
し
て
い
て
子
供
達
を
暖
か
く
み
ま
も

り
、
時
に
は
意
地
悪
ば
あ
さ
ん
に
も
な
っ
た
。

現
在
都
市
部
に
住
ん
で
い
る
が
愛
情
に
満
ち
た
「
意
地
悪
ば
あ
さ
ん
」
や
「
頑
固
お
や
じ
」
に
出
会
う
こ
と
は
な
い
。
多

く
の
シ
ニ
ア
達
は
小
綺
麗
に
し
て
、
趣
味
や
旅
行
に
い
そ
し
み
子
育
て
後
の
人
生
を
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か

し
中
に
は
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で
過
ご
す
シ
ニ
ア
世
代
も
い
る
。
現
在
の
シ
ニ
ア
世
代
は
企
業
戦
士
と
し
て
経
済
成
長
に
貢
献
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し
て
き
た
世
代
で
あ
る
。
家
事
や
子
供
の
教
育
は
女
性
が
担
っ
て
き
た
。
滅
私
奉
公
で
そ
れ
ぞ
れ
の
役
目
を
終
え
て
、
さ
て

こ
れ
か
ら
自
分
の
人
生
を
楽
し
も
う
と
い
う
人
達
が
圧
倒
的
に
多
い
。
こ
の
よ
う
な
世
代
の
人
び
と
に
地
域
で
の
パ
ト
ロ
ー

ル
や
活
動
を
通
し
て
地
域
で
の
潤
滑
油
に
な
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
願
う
次
第
で
あ
る
。
問
題
は
自
分
か
ら
進
ん
で
や
る
人

が
少
な
い
こ
と
で
あ
る
。

一
一　
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
式
か
ら
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
す
る
の
に
腰
が
重
い
と
感
じ
る
人
が
多
い
が
、
し
か
し
自
発
的
に
は
や
れ
な
く
て
も
日
本
人
は
頼
ま
れ

れ
ば
や
れ
る
人
が
多
い
傾
向
が
あ
る
と
考
え
る
。
長
野
県
で
の
あ
る
事
例
で
は
、保
健
補
導
員
組
織
の
「
遠
慮
が
ち
な
活
動
」

が
地
域
で
医
療
費
の
低
下
に
結
び
つ
い
た
と
い
う
報
告
が
あ
る
。
最
初
は
「
仕
方
な
く
」
始
め
た
活
動
が
地
域
住
民
に
配
り

物
を
直
接
手
渡
し
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
で
の
顔
見
知
り
を
増
や
し
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
活
発
に
な
っ
た
と
い
う
。
日

本
の
組
織
は
従
来
は
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
式
の
組
織
が
多
く
、
強
い
リ
ー
ダ
ー
が
指
示
を
し
て
そ
の
構
成
員
が
従
う
方
式
で
あ
っ

た
。
し
か
し
一
人
ひ
と
り
の
自
発
的
な
活
動
を
促
す
に
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
が
有
効
で
あ
る
こ
と
が
、
保
健
補
導
員
の
組
織

か
ら
伺
え
る
。
保
健
補
導
員
は
二
年
の
任
期
を
終
え
た
後
は
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
と
な
り
そ
の
後
独
自
の
活
動
を
し
て
お
り
、
人
と

人
と
の
関
わ
り
の
良
い
循
環
が
生
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
事
例
か
ら
言
え
る
こ
と
は
犯
罪
被
害
や
犯
罪
防
止
の
配
り
物
を
住
人

に
直
接
手
渡
し
す
る
こ
と
で
、お
話
し
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
利
点
が
あ
る
。
実
に
非
効
率
的
で
は
あ
る
が
効
果
的
で
あ
る
。

私
達
は
効
率
的
が
良
い
、
無
駄
は
駄
目
と
思
っ
て
い
る
が
、
そ
う
で
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
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先
日
の
こ
と
だ
が
、
知
人
の
夫
が
頼
ま
れ
て
「
仕
方
な
く
」
消
防
団
に
入
っ
た
。
最
初
は
連
日
深
夜
帰
宅
す
る
の
に
い
つ

そ
ん
な
活
動
を
す
る
時
間
が
あ
る
の
か
と
思
っ
た
と
い
う
が
、
地
域
の
中
で
の
活
動
を
通
し
て
「
消
火
活
動
」
と
い
う
共
通

の
目
的
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、参
加
し
て
い
る
人
と
知
り
合
い
に
な
っ
て
良
か
っ
た
と
い
う
話
を
聞
い
た
。「
防
犯
活
動
」

も
き
っ
か
け
は
頼
ま
れ
て
し
た
こ
と
で
も
関
わ
る
人
に
潤
い
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
言
え
る
。
こ
の
よ
う
な
活
動
は
お
金
に

換
算
で
き
な
い
し
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
押
し
上
げ
な
い
が
、
活
動
す
る
人
達
の
心
の
満
足
度
を
上
げ
る
も
の
と
考
え
る
。

昨
年
大
学
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
す
る
こ
と
に
な
り
、
数
十
件
の
お
宅
を
予
告
な
く
ピ
ン
ポ
ン
と
押
し
て
訪
問
し
た
こ
と

が
あ
っ
た
。
留
守
を
装
う
お
宅
、
訪
問
販
売
に
間
違
わ
れ
た
り
、
話
を
聞
く
ど
こ
ろ
か
さ
っ
さ
と
帰
っ
て
と
い
わ
ん
ば
か
り

の
対
応
を
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
私
が
逆
の
立
場
だ
っ
た
ら
き
っ
と
断
る
か
も
し
れ
な
い
な
と
考
え
な
が
ら
、
訪

問
を
続
け
て
い
る
と
中
に
は
趣
旨
を
話
す
と
親
身
に
な
り
丁
寧
に
応
対
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
に
応
え
て
下
さ
っ
た
方
も
い
た
。

答
え
ら
れ
な
い
事
情
を
説
明
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
な
ど
、
そ
の
方
の
ご
家
庭
の
状
態
を
垣
間
見
る
よ
う
な
お
話
を
し
て
く
だ

さ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。こ
の
よ
う
な
経
験
か
ら
住
民
の
中
に
は
協
力
的
な
方
も
い
る
と
い
う
こ
と
を
知
っ
た
。コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
の
あ
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
い
て
地
域
と
行
政
の
パ
イ
プ
役
に
な
れ
ば
「
防
犯
活
動
」
に
も
さ
ら
に
協
力
者
も

増
え
て
い
く
こ
と
と
考
え
る
。

一
二　
情
報
化
社
会
に
お
け
る
見
え
な
い
犯
罪
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
落
と
し
穴

こ
れ
ま
で
は
目
に
見
え
る
犯
罪
防
止
に
つ
い
て
触
れ
て
き
た
が
、
今
後
は
高
度
情
報
化
社
会
に
お
い
て
家
庭
や
地
域
社
会
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の
中
で
犯
罪
が
さ
ら
に
把
握
し
に
く
く
な
っ
て
い
く
と
予
測
さ
れ
る
。
幼
児
虐
待
や
振
り
込
め
詐
欺
、援
助
交
際
、パ
ス
ワ
ー

ド
詐
欺
な
ど
は
ネ
ッ
ト
社
会
で
は
地
域
社
会
と
か
か
わ
り
の
薄
い
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
事
件
で
あ
る
。
九
月
七
日
に
Ｎ
Ｈ

Ｋ
で
放
映
さ
れ
た
「
ネ
ッ
ト
援
交
」
に
は
衝
撃
を
受
け
た
。
親
と
け
ん
か
を
し
た
娘
が
家
出
し
、
泊
ま
る
と
こ
ろ
が
な
く
な

り
、
携
帯
を
通
し
て
泊
ま
る
場
所
と
食
事
を
提
供
し
て
く
れ
る
相
手
を
見
つ
け
、
そ
の
見
返
り
に
自
分
を
提
供
す
る
と
い
う
。

そ
の
行
為
そ
の
も
の
も
シ
ョ
ッ
ク
だ
が
少
女
と
母
親
の
心
の
苦
し
さ
を
知
り
、
家
族
の
孤
立
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
を
知
っ

た
。
親
も
子
も
他
人
に
対
し
て
弱
み
を
見
せ
ら
れ
な
い
し
、
公
的
な
相
談
場
所
は
敷
居
が
高
い
し
、
そ
ん
な
中
で
苦
し
ん
で

い
る
様
子
が
痛
い
ほ
ど
感
じ
た
。
本
当
の
自
分
を
出
す
に
は
時
間
が
か
か
る
現
代
を
象
徴
し
て
い
る
事
実
で
あ
る
。

一
三　
カ
ッ
コ
悪
さ
が
出
せ
な
い
現
代
と
第
百
印
象

あ
る
英
文
雑
誌
の
外
国
人
記
者
が
都
会
の
日
本
の
女
性
に
つ
い
て
書
い
て
い
る
記
事
を
読
ん
で
な
る
ほ
ど
と
思
っ
た
こ
と

が
あ
る
。
そ
れ
は
日
本
の
都
会
の
女
性
の
服
装
や
化
粧
は
完
ぺ
き
に
近
い
。
ど
れ
ほ
ど
家
を
出
て
く
る
ま
で
に
時
間
を
か
け

て
念
入
り
に
化
粧
を
し
、
洋
服
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
を
し
て
く
る
の
だ
ろ
う
か
と
。
冬
に
な
る
と
そ
れ
に
コ
ー
ト
や
マ
フ

ラ
ー
、
ブ
ー
ツ
選
び
に
さ
ら
に
時
間
が
か
か
る
。
ま
る
で
都
会
で
戦
っ
て
い
く
た
め
の
鎧
を
き
て
い
る
よ
う
だ
と
評
し
て
い

た
。
こ
れ
を
読
ん
で
日
本
社
会
で
は
「
見
た
目
が
九
割
」
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
の
作
り
出
す
表
現
に
踊
ら
さ
れ
て
い
る
よ
う
に

も
感
じ
た
。
さ
ら
に
は
日
本
の
包
装
紙
は
美
し
い
し
、
包
み
方
も
綺
麗
で
あ
る
。
だ
が
中
身
が
も
っ
と
大
切
で
あ
る
。
外
国

で
買
い
物
を
す
る
と
綺
麗
で
も
な
い
包
装
紙
に
無
造
作
に
品
物
を
包
ん
で
渡
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
な
に
か
物
足
り
な
い
思
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い
も
す
る
が
、
包
み
を
開
け
て
、
品
物
を
飾
っ
て
み
れ
ば
何
も
問
題
な
い
。

日
本
人
の
美
意
識
は
素
晴
ら
し
い
と
思
う
が
、
過
度
に
「
素
敵
に
」
し
よ
う
と
す
る
と
生
き
方
ま
で
窮
屈
に
な
り
、
自
分

の
「
カ
ッ
コ
悪
さ
」
を
表
現
で
き
な
く
な
り
、
苦
し
む
羽
目
に
な
る
。
私
は
恩
師
か
ら
人
は
「
第
一
印
象
」
で
な
く
「
第
百

印
象
」
だ
と
教
わ
っ
た
。
ど
ん
な
人
物
か
は
様
々
な
場
面
で
じ
わ
じ
わ
と
分
か
っ
て
く
る
も
の
だ
と
い
い
た
か
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
う
。
第
一
印
象
は
手
っ
取
り
早
く
人
を
ラ
ベ
リ
ン
グ
す
る
と
い
う
思
想
の
反
映
で
あ
り
、
物
事
の
本
質
ま
で
目

を
向
け
る
こ
と
は
な
い
。
第
百
印
象
は
時
間
が
か
か
る
。
し
か
し
人
を
様
々
な
角
度
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
様
々
な
物

や
人
の
扱
い
が
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
る
と
効
率
は
よ
い
面
も
あ
る
。
だ
が
そ
れ
に
よ
り
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
少
な

く
な
り
、
人
の
良
さ
や
悪
事
を
知
る
機
会
も
少
な
く
な
る
。
情
報
化
が
も
た
ら
し
て
い
る
大
き
な
落
と
し
穴
は
、
家
族
や
地

域
で
接
し
て
い
る
人
達
と
の
つ
な
が
り
よ
り
も
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
な
ど
で
「
時
空
」
を
超
え
て
繋
が
る
傾
向
が
強
く
、
そ

れ
は
目
に
は
見
え
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
知
ら
ず
知
ら
ず
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
た
文
字
を
鵜
呑
み
に
す
る
と
第
一
印
象
だ

け
で
判
断
し
て
し
ま
う
と
い
う
落
と
し
穴
に
落
ち
て
し
ま
う
。
見
て
い
る
印
象
に
だ
け
に
引
き
ず
ら
れ
て
い
る
と
事
実
が
わ

か
り
に
く
い
。
昔
の
不
良
や
番
長
は
分
か
り
や
す
か
っ
た
、
と
こ
ろ
が
今
は
見
た
目
普
通
の
子
が
犯
罪
を
犯
し
、
ス
ー
ツ
を

き
た
真
面
目
風
な
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
犯
罪
に
手
を
染
め
て
い
る
。
ネ
ッ
ト
社
会
に
生
き
て
い
る
こ
と
を
一
人
ひ
と
り
が
自
覚

し
、
手
っ
取
り
早
く
で
は
な
く
、
じ
っ
く
り
と
物
事
を
把
握
し
て
い
く
と
い
う
事
も
「
生
き
方
」
の
中
に
取
り
入
れ
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
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一
四　
文
化
が
育
む
自
己
肯
定
感
に
よ
る
犯
罪
抑
止　
（
提
案
三
）

人
が
社
会
生
活
を
営
む
上
で
ベ
ー
ス
に
な
る
大
切
な
こ
と
は
、
①
健
康
な
体
で
い
る
こ
と
、
②
精
神
的
に
健
や
か
で
過
ご

す
こ
と
そ
し
て
、
③
文
化
に
ふ
れ
る
こ
と
と
私
は
考
え
る
。
①
の
健
康
な
体
は
学
校
で
も
ス
ポ
ー
ツ
教
室
な
ど
で
も
盛
ん
に

行
わ
れ
て
い
る
。
②
は
主
に
家
庭
で
の
親
子
の
会
話
や
地
域
の
人
々
と
の
会
話
で
育
ま
れ
る
も
の
と
考
え
る
。
③
は
で
き
れ

ば
地
域
の
達
人
か
ら
日
本
文
化
で
「
道
」
と
つ
く
よ
う
な
華
道
、
茶
道
、
剣
道
、
合
気
道
、
柔
道
等
を
通
し
て
日
本
古
来
の

「
美
」
や
「
善
」
を
体
得
で
き
た
ら
、
子
供
た
ち
が
様
々
な
困
難
を
乗
り
越
え
る
時
に
力
に
な
る
こ
と
と
考
え
る
。「
△
△
を

し
て
は
い
け
な
い
」
や
「
こ
う
あ
ら
ね
ば
」
式
の
躾
か
ら
、「
○
○
を
す
る
と
素
敵
」
の
教
育
が
で
き
、
ひ
い
て
は
犯
罪
防

止
に
役
立
つ
と
考
え
る
。
そ
の
国
特
有
の
文
化
を
学
ぶ
こ
と
で
親
で
も
、
学
校
の
先
生
で
も
、
学
校
の
友
達
で
も
な
い
、
地

域
の
大
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
で
き
る
良
い
機
会
と
考
え
る
。
そ
れ
は
②
の
精
神
的
な
面
で
落
ち
着
き
の
あ
る
状
態
も
つ

く
り
だ
す
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。
さ
ら
に
は
文
化
の
継
承
を
担
っ
て
く
だ
さ
る
達
人
に
は
地
域
限
定
の
ポ
イ
ン
ト
カ
ー

ド
を
発
行
し
、
地
域
で
使
う
こ
と
に
よ
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
、
商
店
が
活
性
化
す
る
と
い
う
利
点
も
あ
る
。

子
育
て
中
の
親
は
そ
の
責
任
の
大
き
さ
に
ス
ト
レ
ス
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、
ど
ん
な
親
で
も
子
供
が
悪
事
を
働
く

と
そ
れ
が
自
分
の
育
て
方
が
悪
か
っ
た
か
ら
と
大
な
り
小
な
り
自
責
の
念
に
か
ら
れ
る
。
そ
ん
な
時
親
子
の
気
持
ち
を
受
け

止
め
て
く
れ
る
文
化
の
達
人
や
地
域
の
方
々
が
い
て
く
れ
た
ら
親
も
健
や
か
に
過
ご
せ
る
と
感
じ
る
。
子
育
て
が
終
わ
っ
た

ら
子
育
て
を
応
援
す
る
側
に
協
力
し
て
い
く
こ
と
で
、
人
を
育
て
る
た
め
の
良
い
循
環
が
生
ま
れ
る
と
確
信
す
る
。
今
後
は

私
自
身
も
支
え
る
側
に
な
れ
る
よ
う
に
心
掛
け
て
い
き
た
い
。
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我
が
子
は
「
非
行
」
の
ラ
ベ
ル
を
貼
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
危
な
っ
か
し
い
青
少
年
期
を
「
合
気
道
」
を
通
し
て
親
で

は
な
い
大
人
の
方
た
ち
に
導
か
れ
て
大
人
に
な
っ
た
。
自
分
の
親
、
親
戚
、
学
校
の
先
生
、
地
域
の
方
々
に
感
謝
の
気
持
ち

で
い
っ
ぱ
い
で
あ
る
。
反
省
す
る
こ
と
も
多
々
あ
り
、
世
間
を
意
識
し
「
人
様
か
ら
後
ろ
指
さ
さ
れ
な
い
よ
う
に
」
の
子
育

て
だ
っ
た
。
今
も
し
子
育
て
を
す
る
と
す
れ
ば
「
子
供
の
良
さ
を
伸
ば
す
」
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
く
と
考
え
る
。
こ
れ
は

自
己
肯
定
感
に
繋
が
っ
て
い
く
。

虐
待
な
ど
の
犯
罪
者
は
自
己
肯
定
感
が
低
い
と
『
子
ど
も
虐
待
』
の
著
者
は
述
べ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
親
は
子
供
を
虐

待
し
支
配
す
る
こ
と
に
よ
り
、
か
つ
て
の
悪
い
自
分
の
矯
正
を
試
み
、
同
時
に
自
己
の
有
能
感
を
回
復
し
よ
う
と
し
て
い
る

と
述
べ
て
い
る
。
あ
る
小
学
生
が
Ｔ
Ｖ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
「
私
は
か
わ
い
く
も
な
い
し
、
勉
強
も
で
き
な
い
し
、
自
分
が

憎
く
な
る
」
と
言
っ
て
い
た
。
そ
の
小
学
生
の
周
り
に
は
そ
の
子
の
精
神
的
な
支
え
に
な
る
人
が
い
な
い
の
だ
と
感
じ
た
。

子
供
の
「
良
い
行
い
」
を
認
め
て
言
葉
に
し
て
伝
え
て
い
く
こ
と
は
子
供
の
精
神
的
な
成
長
を
促
し
て
い
く
。

一
五　
終
わ
り
に

こ
れ
ま
で
一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
こ
と
と
し
て
、
児
童
生
徒
の
登
下
校
に
併
せ
て
の
掃
除
な
ど
や
、
シ
ニ
ア
世
代
に
お
願

い
し
た
い
こ
と
で
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
そ
し
て
、
文
化
の
達
人
に
よ
る
自
己
肯
定
感
の
育
成
の
三
つ
の
案
に
つ
い
て
述
べ
て
き

た
。
そ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
す
ぐ
に
で
き
る
こ
と
、
徐
々
に
で
き
る
こ
と
、
そ
し
て
長
期
的
に
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。

今
年
は
未
曽
有
の
災
害
に
見
舞
わ
れ
多
く
の
大
切
な
命
が
失
わ
れ
た
。
自
然
災
害
は
避
け
よ
う
が
な
い
が
、
自
然
と
共
に



110

共
存
し
て
き
た
日
本
人
は
、
短
期
的
で
は
な
く
長
期
的
す
な
わ
ち
数
世
代
の
後
の
こ
と
ま
で
考
え
て
の
施
策
が
必
要
で
は
な

い
か
と
考
え
る
。
ア
メ
リ
カ
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
教
え
で
は
大
事
な
こ
と
は
七
世
代
後
の
子
供
た
ち
の
こ
と
を
考
え
て
判
断
す

る
と
い
う
教
え
が
あ
る
と
い
う
。
目
に
見
え
な
い
犯
罪
が
増
加
し
て
い
る
現
在
、
長
期
的
み
て
何
が
大
切
か
を
判
断
す
る
に

は
や
は
り
「
文
化
の
力
」
が
大
切
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
学
力
や
専
門
知
識
は
も
ち
ろ
ん
大
切
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
同
じ
く

ら
い
文
化
に
よ
る
自
己
肯
定
感
の
育
成
は
大
切
で
あ
る
。
あ
ま
り
聞
き
な
れ
な
い
「
自
己
肯
定
感
」
と
は
「
自
分
を
大
切
」

だ
と
思
う
気
持
ち
や
「
自
分
を
尊
敬
」
す
る
気
持
ち
で
あ
る
。
一
つ
の
文
化
を
十
年
学
べ
ば
自
ず
と
自
分
の
成
長
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。
文
化
を
教
え
て
く
れ
る
達
人
と
「
い
に
し
え
」
の
人
び
と
と
の
繋
が
り
も
感
じ
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
し
て
自
分
を
大
切
に
思
っ
て
い
る
人
は
他
人
も
大
切
に
思
う
と
考
え
る
。
こ
の
気
持
ち
が
犯
罪
抑
止
力
と
な
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
直
接
的
な
「
防
犯
活
動
」
と
は
異
な
る
が
、何
年
、何
十
年
後
の
事
を
見
す
え
て
の
「
防
犯
」
に
繋
が
っ

て
い
く
と
考
え
る
。

参
考
文
献

・
平
成
二
〇
年
度
版
「
犯
罪
白
書
」
法
務
省
法
務
総
合
研
究
所
編

・『
日
本
の
犯
罪
学
』
所
一
彦　

星
野
周
弘　

田
村
雅
幸　

山
上
皓
編　

一
九
九
八
年　

東
京
大
学
出
版
会　
　
　

・『
犯
罪
心
理
学
』　

高
橋
良
彰　
　

平
成
一
七
年　

日
本
文
芸
社

・『
日
本
に
お
け
る
公
と
私
』
編
者　

佐
々
木
毅　

金
泰
昌　

二
〇
〇
二
年　

東
京
大
学
出
版
会

・『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
力
』
著
者
今
村
晴
彦
・
園
田
紫
乃
・
金
子
郁
容　

二
〇
一
〇
年　

慶
応
義
塾
大
学
出
版
会

・『
子
ど
も
虐
待
』
西
澤
哲
二
〇
一
〇
年　

講
談
社　
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地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
再
生
に
向
け
て

　
　
　
　
　

〜
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
教
訓
〜

岩
手
県
警
察
官

斎
藤　

重
政
（
56
）

一　
は
じ
め
に

「
ド
ォ
ー
ン
―
、
バ
リ
バ
リ
―
」
建
物
の
鉄
骨
を
揺
ら
し
、
立
っ
て
お
ら
れ
ず
何
が
起
き
て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い
状
態

が
数
分
間
続
い
た
。
地
震
が
収
ま
り
少
し
落
ち
着
い
た
こ
ろ
「
生
き
て
い
る
だ
け
で
も
う
け
も
の
だ
。」
と
喜
び
と
喪
失
感

が
交
錯
し
た
。三
月
一
一
日
午
後
二
時
四
六
分
、宮
城
県
牡
鹿
半
島
沖
を
震
源
と
し
て
国
内
観
測
史
上
最
大
の
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
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ド
九
・
〇
の
大
地
震
が
あ
っ
た
。
こ
の
地
震
で
最
大
震
度
七
を
記
録
し
、
東
日
本
を
中
心
と
し
た
地
域
に
多
数
の
死
者
や
行

方
不
明
者
・
怪
我
人
も
出
て
、
各
地
で
津
波
に
よ
り
建
物
が
倒
壊
し
流
さ
れ
た
。

未
曾
有
の
東
日
本
大
震
災
は
、
沿
岸
海
域
の
黒
い
波
が
す
さ
ま
じ
い
勢
い
で
防
潮
堤
を
乗
り
越
え
、
家
屋
や
駐
車
し
て
い

た
車
を
横
倒
し
に
し
な
が
ら
牙
を
む
い
て
市
街
地
に
襲
い
か
か
り
甚
大
な
被
害
と
な
っ
た
。
平
穏
な
生
活
の
拠
点
を
跡
形
も

な
く
奪
わ
れ
、
が
れ
き
の
か
た
ま
り
と
化
し
た
市
街
地
に
呆
然
と
立
ち
尽
く
す
多
く
の
市
民
が
い
る
。
す
さ
ま
じ
い
と
し
か

言
い
よ
う
の
な
い
自
然
の
猛
威
を
伝
え
る
被
災
地
の
現
状
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
言
葉
を
失
っ
た
。

大
津
波
と
原
発
事
故
の
被
害
に
あ
っ
た
東
日
本
沿
岸
部
は
、
市
町
村
の
多
く
が
壊
滅
状
態
に
陥
っ
た
。
犠
牲
者
と
行
方
不

明
者
の
数
は
二
万
人
を
超
え
る
。
日
照
り
の
暑
さ
が
続
き
、
悲
し
み
と
不
安
の
中
で
今
で
も
八
万
二
千
人
余
り
の
人
々
が
仮

設
住
宅
な
ど
へ
の
不
便
な
避
難
所
暮
ら
し
を
強
い
ら
れ
て
お
り
（
１
）、
今
こ
そ
国
民
す
べ
て
が
支
え
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
し
て
今
回
の
震
災
は
、
巨
大
地
震
・
大
津
波
・
原
発
事
故
と
広
域
複
合
的
災
害
に
対
す
る
大
自
然
の
脅
威
と
現
代
社

会
の
弱
点
が
露
呈
し
、
日
本
社
会
の
復
興
そ
の
も
の
が
問
わ
れ
て
い
る
。

二　
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
」
崩
壊
の
危
機

東
日
本
大
震
災
で
被
害
に
あ
っ
た
三
陸
地
方
は
、
主
と
し
て
農
林
水
産
業
を
基
盤
と
し
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
確
立

し
て
お
り
、
家
族
の
絆
や
共
同
作
業
・
支
え
合
う
力
が
息
づ
い
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
地
域
で
は
避
難
所
か
ら
仮
設

住
宅
へ
の
入
居
が
始
ま
り
住
民
が
離
散
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た
地
域
の
行
政
区
は
、
解
散
に
追
い
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込
ま
れ
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
」
崩
壊
の
危
機
が
叫
ば
れ
て
い
る
。
政
府
や
自
治
体
で
進
め
て
い
る
「
高
台
移
転
」「
職

住
分
離
」
の
政
策
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
崩
壊
に
導
く
の
で
は
な
い
か
と
の
危
惧
が
あ
る
。
行
政
側
に
と
っ
て
も
集

落
再
生
は
大
き
な
課
題
で
あ
り
、
孤
立
化
を
防
ぐ
上
で
も
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
ど
う
保
つ
か
対
応
が
急
が
れ
る
。

一
方
で
、
避
難
所
生
活
を
懸
命
に
支
え
て
い
る
住
民
は
、
自
治
会
等
が
中
心
と
な
り
住
民
が
避
難
所
の
食
事
を
確
保
し
た

り
し
た
。
そ
し
て
、
被
災
し
な
か
っ
た
住
民
や
全
国
か
ら
の
支
援
者
が
、
避
難
し
た
人
が
安
心
で
き
る
よ
う
に
協
力
し
て
い

た
。
今
回
の
震
災
で
、
困
難
の
中
で
も
社
会
の
秩
序
が
保
た
れ
て
、
日
本
人
の
マ
ナ
ー
の
良
さ
が
世
界
に
知
ら
さ
れ
て
い
る
。

自
衛
隊
等
の
素
早
い
活
動
で
被
災
地
で
は
、
互
い
に
助
け
合
い
、
苦
難
を
乗
り
越
え
よ
う
と
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
ひ
し

ひ
し
と
伝
わ
っ
て
く
る
。
こ
れ
こ
そ
が
真
の
日
本
文
化
の
も
つ
伝
統
と
価
値
で
あ
り
、
今
後
復
興
を
進
め
て
い
く
上
で
の
最

大
の
力
に
な
る
。

東
日
本
大
震
災
で
は
、
多
く
の
学
校
が
避
難
所
と
な
っ
た
（
２
）。
そ
の
体
験
的
教
訓
を
被
災
地
だ
け
で
な
く
全
国
の
学
校

施
設
整
備
に
生
か
し
て
欲
し
い
。
学
校
防
災
は
ま
ち
づ
く
り
の
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
り
、
授
業
の
中
で
防
災
教
育
の
フ

レ
ー
ム
づ
く
り
を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
防
災
の
専
門
家
も
現
地
に
出
向
き
学
校
や
地
域
と
連
携
し
て
行
政
と
地
域

住
民
を
つ
な
い
で
い
く
役
割
を
し
て
も
ら
い
た
い
。
地
域
の
防
災
拠
点
で
あ
る
学
校
の
再
建
は
、
子
供
・
地
域
住
民
を
育
て

る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
出
発
点
で
あ
る
。
東
日
本
大
震
災
は
、
そ
の
重
要
さ
を
改
め
て
教
え
て
く
れ
た
。
壊
滅
的
な
被

害
を
受
け
た
地
域
で
は
、
学
校
を
ど
こ
に
置
く
の
か
、
い
か
に
地
域
と
連
携
し
て
い
く
の
か
、
高
台
に
置
け
な
い
学
校
に
は

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
高
層
建
築
で
屋
上
に
避
難
タ
ワ
ー
を
設
け
る
な
ど
、
よ
り
安
全
な
機
能
が
求
め
ら
れ
る
。
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三　
自
衛
隊
の
未
曾
有
の
災
害
派
遣
活
動
を
称
賛

自
衛
隊
は
、今
回
の
震
災
で
史
上
最
大
一
〇
万
人
規
模
の
隊
員
を
被
災
地
に
派
遣
し
、
救
援
支
援
活
動
に
従
事
し
て
い

る（
３
）。
実
員
約
二
三
万
人
の
自
衛
官
の
四
割
以
上
を
災
害
現
場
に
派
遣
し
、
新
防
衛
大
綱
の
「
動
的
防
衛
力
」
の
基
盤
が
、

主
た
る
任
務
で
あ
る
有
事
の
国
防
に
対
応
で
き
る
か
不
安
を
感
じ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

自
衛
隊
の
活
動
事
例
と
し
て
、
第
九
師
団
高
射
特
科
大
隊
（
岩
手
駐
屯
地
）
は
、
震
災
当
日
災
害
救
助
訓
練
を
実
施
し
て

資
材
の
撤
収
作
業
中
大
地
震
を
認
知
し
、
岩
手
県
知
事
か
ら
災
害
派
遣
要
請
を
受
け
た
。
直
ち
に
岩
手
県
釜
石
市
に
緊
急
出

動
し
、
太
平
洋
に
突
き
出
す
岩
手
県
釜
石
市
箱
崎
半
島
の
孤
立
し
た
集
落
ま
で
、
が
れ
き
を
か
き
分
け
一
〇
キ
ロ
近
く
踏
破

し
て
全
住
民
を
救
出
し
た
。
そ
し
て
、
地
震
か
ら
数
日
後
に
は
被
災
地
の
緊
急
輸
送
道
路
の
確
保
を
実
施
し
て
い
る
。

隊
員
は
炊
き
出
し
の
暖
か
い
食
事
は
全
て
被
災
者
に
提
供
し
、
乾
パ
ン
と
缶
メ
シ
の
保
存
食
で
凌
い
で
い
る
。
そ
し
て
、

天
幕
で
数
時
間
の
仮
眠
を
取
っ
て
は
、
数
え
切
れ
な
い
遺
体
を
収
容
す
る
日
々
が
続
い
た
。
現
場
の
隊
員
は
、
ゴ
ム
手
袋
や

ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
を
自
費
で
購
入
し
て
い
る
が
、
黙
し
て
語
ら
な
い
。
被
災
者
の
悲
し
み
や
苦
し
み
を
知
り
「
最
後
の
砦
（
と

り
で
）」
で
あ
る
隊
員
の
思
い
が
伝
わ
る
。
自
衛
隊
員
は
、
日
常
的
に
遺
体
を
取
り
扱
う
警
察
官
と
は
違
い
慣
れ
て
い
な
い
。

海
に
流
さ
れ
た
遺
体
は
、
経
験
則
上
膨
張
し
臭
気
が
漂
い
、
傷
み
の
ひ
ど
い
遺
体
を
抱
き
抱
え
て
収
容
す
る
の
は
辛
い
作
業

で
あ
る
。
凄
惨
な
現
場
は
隊
員
の
心
身
を
消
耗
さ
せ
て
お
り
、
た
と
え
が
れ
き
除
去
に
時
間
が
か
か
っ
て
も
、
丁
重
に
遺
体

を
収
容
し
て
い
る
隊
員
の
姿
が
目
に
浮
か
ぶ
。

自
衛
隊
の
「
人
の
た
め
に
尽
く
す
」
様
々
な
献
身
的
活
動（
４
）
が
被
災
者
の
精
神
的
支
え
と
な
り
、
自
衛
隊
の
存
在
が
復
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興
を
担
う
人
々
の
大
き
な
力
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
で
、
厳
し
い
救
援
活
動
な
ど
で
倒
れ
、
命
を
落
と
し
た
隊
員
が
い
た
こ

と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
自
衛
隊
の
活
躍
は
、
末
永
く
語
り
継
が
れ
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。

ま
た
、
福
島
第
一
原
発
事
故
の
最
悪
の
惨
事
を
防
ぐ
た
め
に
冷
却
作
業
に
着
手
し
た
自
衛
隊
・
警
察
・
消
防
の
精
鋭
部
隊

の
活
動
に
は
、
た
だ
た
だ
頭
が
下
が
る
。

冷
却
作
業
後
、
現
場
で
活
動
し
た
警
察
・
消
防
の
部
隊
は
記
者
会
見
を
し
て
い
る
。
自
衛
隊
の
部
隊
は
、「
被
ば
く
で
死

ぬ
決
心
」
の
任
務
を
遂
行
し
て
も
記
者
会
見
を
し
な
か
っ
た
。
シ
ビ
リ
ア
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
（
文
民
統
制
）
と
い
う
言
葉
が

あ
る
が
、
自
衛
官
は
国
家
の
存
亡
と
自
ら
の
命
が
表
裏
一
体
の
な
か
で
命
を
か
け
て
活
動
し
て
い
る
。
防
衛
政
策
の
基
本
的

問
題
は
、
立
法
府
を
中
心
と
し
た
オ
ー
プ
ン
な
国
民
的
議
論
に
よ
り
判
断
・
決
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
命
を
か
け

て
い
る
自
衛
隊
に
政
治
に
意
見
具
申
す
る
場
が
あ
っ
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
。

今
回
の
震
災
で
は
初
期
段
階
の
対
応
と
し
て
専
門
的
知
識
を
有
す
る
自
衛
官
を
会
議
に
入
れ
て
、
政
策
・
施
策
を
練
っ
て

い
く
こ
と
も
考
え
ら
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
自
衛
隊
が
高
度
の
実
践
的
教
育
・
実
働
部
隊
を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

専
門
的
助
言
と
情
報
提
供
を
通
じ
て
政
治
の
要
求
に
応
え
る
こ
と
に
よ
り
、
真
の
シ
ビ
リ
ア
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
国
民
的
合

意
が
形
成
さ
れ
る
も
の
と
思
う
。

今
、
国
難
と
い
え
る
事
態
に
遭
遇
し
国
家
と
国
民
の
拠
り
所
と
し
て
自
衛
隊
が
活
動
を
し
て
い
る
。
自
衛
隊
は
、
救
援
支

援
活
動
を
通
じ
て
黙
々
と
国
民
の
危
機
に
立
ち
向
か
っ
て
お
り
、
大
い
に
称
賛
す
べ
き
で
あ
る
。
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四　
政
治
の
迷
走

福
島
第
一
原
発
事
故
で
は
、メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
（
全
炉
心
溶
融
）
で
安
全
神
話
が
崩
壊
し
世
界
を
震
撼
さ
せ
て
い
る
。
広
島
・

長
崎
へ
の
原
爆
投
下
で
本
格
的
な
幕
を
開
け
た
原
子
力
時
代
は
、
福
島
第
一
原
発
事
故
を
受
け
大
き
な
転
換
点
を
迎
え
た
。

核
保
有
と
は
決
別
す
る
一
方
、
原
子
力
の
平
和
利
用
に
邁
進
し
て
き
た
被
爆
国
日
本
が
、
事
故
の
危
機
解
消
に
向
け
て
世
界

か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る
。

東
日
本
大
震
災
で
の
原
子
炉
建
屋
の
爆
発
と
計
画
停
電
を
め
ぐ
っ
て
、東
京
電
力
と
国
の
情
報
開
示
は
十
分
と
は
い
え
ず
、

危
機
管
理
の
レ
ベ
ル
が
低
く
住
民
は
右
往
左
往
し
た
。
原
発
の
危
険
性
を
地
方
に
押
し
付
け
て
き
た
構
図
は
、
原
発
が
本
当

に
必
要
な
の
か
、
も
う
一
度
白
紙
に
し
て
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
。
避
難
所
を
い
く
つ
も
移
動
さ
せ
ら
れ
て
い
る
住
民
の

気
持
ち
を
思
う
と
や
り
き
れ
な
い
。

原
発
か
ら
五
キ
ロ
以
内
の
福
島
県
双
葉
町
で
警
察
が
重
機
を
入
れ
て
捜
索
を
開
始
し
た
四
月
二
五
日
に
、
安
藤
隆
春
警
察

庁
長
官
は
い
ち
早
く
捜
索
現
場
を
視
察
し
た
。
防
護
服
を
身
に
つ
け
て
官
僚
と
し
て
一
番
先
に
現
地
で
陣
頭
指
揮
に
当
た
っ

た
姿
を
見
て
、
上
司
の
あ
り
方
の
手
本
を
見
た
よ
う
な
思
い
が
し
た
。

自
衛
隊
・
警
察
・
消
防
の
一
元
的
な
組
織
は
、
今
回
の
危
機
で
も
指
揮
命
令
系
統
が
一
元
化
し
て
お
り
指
揮
が
現
場
に
届

き
、
ま
た
現
場
の
声
が
き
ち
ん
と
ト
ッ
プ
に
報
告
さ
れ
て
機
能
し
て
い
る
。
ス
ー
ツ
姿
で
国
会
の
中
で
議
論
し
て
い
る
姿
を

見
て
い
る
と
ポ
リ
シ
ー
が
伝
わ
っ
て
こ
な
い
。
政
府
は
似
通
っ
た
組
織
を
創
設
し
、
会
議
は
踊
る
が
復
旧
・
復
興
が
進
ま
な

い
の
が
現
状
で
、
職
責
を
持
っ
た
人
の
肝
心
な
判
断
が
求
め
ら
れ
る
。
指
揮
命
令
系
統
の
多
元
化
に
よ
り
福
島
第
一
原
発
事
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故
の
現
場
が
混
乱
し
た
教
訓
を
生
か
し
、
安
全
・
安
心
感
を
与
え
る
素
早
い
対
応
が
再
考
さ
れ
る
。

五　
「
人
間
復
興
」
の
社
会
を
目
指
し
て

㈠　
「
無
縁
社
会
」
に
さ
せ
な
い
た
め
に

日
本
人
の
一
人
暮
ら
し
の
世
帯
は
一
、五
八
八
万
五
千
世
帯
と
な
り
、
総
世
帯
に
占
め
る
割
合
は
三
一
・
二
％
と
初
め
て

三
割
を
超
え
た
。
六
五
歳
以
上
の
高
齢
者
は
二
、九
二
九
万
三
千
人
で
、
高
齢
化
率
は
二
三
・
一
％
と
世
界
一
に
な
っ
た
（
５
）。

ま
た
、
一
二
年
連
続
で
三
万
人
を
超
え
た
自
殺
者
、
最
近
深
刻
化
す
る
児
童
虐
待
、
そ
し
て
若
い
世
代
に
広
が
る
孤
独
死
の

増
加
等
、
無
縁
社
会
が
世
代
を
超
え
て
広
が
っ
て
い
る
現
象
が
見
え
て
き
た
。
日
本
全
体
に
広
が
る
無
縁
社
会
の
現
実
、
家

族
・
ふ
る
さ
と
・
そ
し
て
会
社
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
急
速
に
切
れ
て
い
る
社
会
で
あ
る
。
こ
う
し
た
社
会
を
「
無
縁
社

会
」
と
呼
ん
で
い
る
。

人
が
孤
独
に
死
な
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
孤
独
に
死
ね
な
い
こ
と
の
裏
返
し
で
も
あ
る
。
こ
れ
が
有
縁
社
会
で
あ
り
、
有

縁
社
会
は
無
縁
社
会
の
対
極
に
あ
る
。
有
縁
社
会
の
人
間
関
係
は
緊
密
で
、
そ
の
中
に
生
き
る
人
々
は
孤
立
し
な
い
生
活
を

送
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
孤
立
し
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
孤
立
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
自
由
が
制
限
さ
れ
る
こ
と

で
も
あ
る
。

自
由
を
選
ぶ
の
か
、
そ
れ
と
も
つ
な
が
り
を
選
ぶ
の
か
と
い
う
二
者
択
一
の
面
が
あ
る
。
他
者
と
の
強
い
つ
な
が
り
で
自

由
に
生
き
る
こ
と
が
理
想
な
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
は
容
易
に
は
実
現
で
き
な
い
。
無
縁
社
会
の
到
来
に
衝
撃
を
受
け
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た
人
で
も
、有
縁
社
会
に
戻
り
た
い
か
と
い
え
ば
そ
う
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
有
縁
社
会
で
は
、ひ
と
り
の
個
人
の
周
り
に
様
々

な
縁
が
で
き
、
そ
れ
に
よ
っ
て
個
人
の
生
活
が
支
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
様
々
な
縁
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
そ
れ
に
縛

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
、
そ
れ
は
個
人
か
ら
自
由
を
奪
う
こ
と
に
も
な
っ
て
い
く
。

東
日
本
大
震
災
で
被
害
に
あ
っ
た
三
陸
地
方
は
、
血
縁
よ
り
も
地
縁
を
よ
り
重
視
す
る
地
方
で
あ
る
。
地
縁
と
は
同
じ
地

域
に
住
む
近
隣
の
家
が
ま
と
ま
る
、
最
小
単
位
の
社
会
組
織
を
表
現
す
る
言
葉
で
あ
る
。
そ
し
て
、
地
縁
か
ら
町
内
会
と
い

う
組
織
が
生
ま
れ
て
、
市
町
村
の
下
部
構
造
と
し
て
行
政
補
助
機
構
の
役
割
を
果
た
し
た
。
そ
の
後
、
市
町
村
の
下
部
組
織

の
姿
で
は
な
く
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
し
て
の
自
治
組
織
の
姿
に
成
長
し
て
行
っ
た
。具
体
的
に
祭
礼
や
盆
踊
り
と
い
っ

た
行
事
、
運
動
会
・
旅
行
・
バ
ザ
ー
・
宴
会
な
ど
の
企
画
運
営
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
防
犯
・
防
災
・
清
掃
と
い
っ
た
諸

活
動
も
含
ま
れ
て
い
た
。

こ
れ
ら
の
活
動
は
地
域
住
民
の
生
活
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
よ
う
に
、
か
つ
楽
し
く
、
豊
か
に
す
る
目
的
で
企
画
さ
れ
た
し
、

親
睦
を
兼
ね
た
行
事
で
も
あ
っ
た
。
地
域
住
民
の
生
活
を
安
全
に
か
つ
快
適
に
す
る
目
的
が
あ
る
。
そ
し
て
、
町
内
会
を
中

心
と
し
た
地
域
内
で
の
活
動
は
、
決
し
て
各
家
庭
の
中
ま
で
入
り
込
む
内
容
の
も
の
で
は
な
い
。
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者

を
「
無
縁
社
会
」
に
さ
せ
な
い
た
め
に
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
再
生
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

㈡　
「
人
間
復
興
」
の
社
会
を
目
指
し
て

東
日
本
大
震
災
は
数
多
く
の
人
々
の
幸
せ
を
奪
っ
て
し
ま
っ
た
。
悲
し
み
は
い
つ
ま
で
も
消
え
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
人

間
は
、つ
ぶ
さ
れ
て
も
い
つ
か
ど
こ
か
で
復
活
す
る
力
を
持
っ
て
い
る
。
か
つ
て
日
本
人
は
戦
争
で
極
限
の
不
幸
を
体
験
し
、
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そ
の
後
、
復
興
を
成
し
遂
げ
た
よ
う
に
見
え
る
。
民
主
主
義
国
家
の
国
民
と
し
て
本
当
に
自
立
で
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
繁
栄

は
表
面
的
な
も
の
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
そ
の
歪
み
が
あ
ち
こ
ち
に
露
呈
し
て
い
る
。

大
震
災
は
日
本
人
の
生
き
方
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
。
目
先
の
物
質
的
豊
か
さ
が
音
を
立
て
て
崩
れ
る
様
を
見
て
、
節

電
で
如
何
に
無
駄
な
電
力
を
消
費
し
て
き
た
か
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
。
今
こ
そ
、
精
神
的
な
豊
か
さ
を
求
め
る
機
会
に
で
き

る
の
で
は
な
い
か
。
安
全
・
安
心
で
質
の
高
い
社
会
の
構
築
の
た
め
に
日
本
人
の
心
を
一
つ
に
し
て
反
転
し
た
い
。
日
本
の

復
興
が
ど
の
よ
う
な
形
を
と
る
か
に
よ
っ
て
、
世
界
の
中
で
の
日
本
の
立
場
は
大
き
く
変
わ
っ
て
い
く
と
思
う
。

古
来
、
共
同
体
は
人
々
が
心
を
一
つ
に
し
て
、
無
縁
社
会
か
ら
立
ち
直
れ
る
こ
と
で
守
ら
れ
て
き
た
。
民
主
主
義
は
一
人

ひ
と
り
が
自
ら
の
意
思
で
社
会
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
自
立
し
た
人
間
に
な
る
た
め
に
、
人
間
の
尊
厳
を
大
切
に
す

る
謙
虚
な
意
識
を
育
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
真
の
「
人
間
復
興
」
の
社
会
を
目
指
し
て
、
つ
な
ぎ
あ
い
・
支
え
合

あ
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
創
出
し
て
、
こ
の
試
練
を
乗
り
越
え
て
行
き
た
い
。

六　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
再
生

㈠　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
再
生
の
課
題

急
速
な
人
口
減
少
と
超
高
齢
化
の
進
行
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
災
害
等
日
本
各
地
が
負
の
遺
産
を
抱
え
て
い
る
。
そ
の

行
き
着
く
先
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
喪
失
を
物
語
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
伴
っ
て
、
地
域
の
伝
統
文
化
や
行
事
も
途
絶
え
て

い
く
。
東
日
本
大
震
災
で
共
同
体
の
機
能
さ
え
維
持
で
き
な
い
地
域
が
さ
ら
に
増
え
て
い
く
だ
ろ
う
。
少
子
高
齢
化
や
地
方
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分
権
、
市
町
村
合
併
の
進
展
に
伴
い
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
再
生
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
は

自
治
の
力
の
根
幹
を
成
す
部
分
で
行
政
と
の
協
働
を
進
め
る
鍵
で
も
あ
る
。
そ
の
再
生
は
市
街
地
や
周
辺
部
、
中
山
間
地
、

そ
し
て
被
災
地
共
通
の
課
題
で
あ
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
は
市
民
の
親
睦
の
基
盤
で
あ
り
、
地
域
づ
く
り
を
定
め
る
固
有
の
単
位
で
あ
る
が
、
こ
の
機
能
が
薄
れ

て
き
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
被
災
地
の
仮
設
住
宅
の
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
な
ど
へ
の
声
掛
け
運
動
が
主
に
な
っ
て
い
る
よ
う

に
、
福
祉
的
機
能
重
視
へ
シ
フ
ト
し
て
い
る
よ
う
に
も
感
じ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
役
割
は
安
全
・
安

心
な
地
域
づ
く
り
に
加
え
、
親
睦
や
合
意
形
成
に
も
あ
る
。
被
災
地
の
自
治
会
・
町
内
会
の
加
入
率
低
下
に
表
れ
て
い
る
よ

う
に
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
し
て
市
民
を
ま
と
め
る
力
に
陰
り
が
見
え
て
き
て
い
る
。
行
政
任
せ
の
地
域
づ
く
り
で
は
な
く
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
組
織
な
ど
元
気
な
民
間
セ
ク
タ
ー
と
行
政
と
の
協
働
に
よ
る
地
域
運
営
を
目
指
す
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
被
災
地
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
再
生
を
図
る
上
で
、
行
政
に
求
め
ら
れ
る
役
割
は
「
支
え
合
う
輪
」
の
充
実
で
あ

り
、
今
回
の
震
災
は
そ
れ
に
当
た
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
を
充
実
さ
せ
る
に
は
行
政
が
地
域
へ
出
向
き
、
ひ
ざ
を
交
え
話
し
合

う
こ
と
が
大
切
だ
と
思
う
。
被
災
地
の
課
題
を
見
つ
け
、潜
在
的
な
能
力
や
資
源
を
引
き
出
す
た
め
に
、市
民
が
主
体
と
な
っ

て
実
施
す
る
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
に
対
し
て
財
政
支
援
を
行
う
。
日
本
の
政
策
の
展
開
は
、
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
は
ほ
と
ん
ど
見

ら
れ
ず
、
ス
キ
ー
ム
（
枠
組
み
）
は
行
政
が
決
め
る
。
こ
の
た
め
、
市
民
に
は
「
お
任
せ
意
識
」
が
強
く
、
参
加
意
欲
は
な

か
な
か
高
ま
ら
な
い
。
市
民
も
知
恵
と
行
動
力
が
求
め
ら
れ
る
。

言
い
換
え
れ
ば
、
行
政
が
市
民
を
「
地
域
づ
く
り
の
主
体
」
で
は
な
く
、
単
な
る
「
顧
客
」
と
見
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
が
立
ち
直
る
た
め
に
は
「
集
落
や
町
内
会
等
へ
の
権
限
委
譲
が
新
し
い
時
代
の
潮
流
に
な
る
」
の
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で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
公
共
の
役
割
、
市
民
の
役
割
を
し
っ
か
り
詰
め
て

い
く
こ
と
が
、
市
民
が
主
役
と
な
る
た
め
の
鍵
を
握
る
。
地
方
分
権
の
推

進
は
当
然
の
も
の
と
し
て
、
さ
ら
に
そ
の
先
に
「
地
域
分
権
」
を
見
据
え

る
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
。
厳
し
い
財
政
の
や
り
く
り
の
中
で
市
民
が
直
接

参
加
す
れ
ば
、
真
剣
に
行
政
に
向
き
合
う
こ
と
に
な
り
、
結
果
に
対
す
る

責
任
も
引
き
受
け
ざ
る
を
得
な
い
。
市
民
と
行
政
と
の
距
離
を
縮
め
る
こ

と
で
、
市
民
が
要
望
す
る
こ
と
だ
け
の
一
方
通
行
だ
っ
た
関
係
を
共
に
担

う
新
た
な
「
自
治
」
に
変
え
る
き
っ
か
け
と
な
る
。

自
治
体
に
と
っ
て
も
要
因
や
状
況
も
様
々
に
深
刻
化
す
る
被
災
地
の
危

機
に
対
す
る
答
え
を
一
つ
に
ま
と
め
る
こ
と
は
難
し
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
解

決
策
は
そ
れ
ぞ
れ
の
被
災
地
に
あ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
再
生
は
反
転

へ
の
第
一
歩
で
あ
る
。
自
治
体
が
被
災
地
の
活
動
を
支
え
る
仕
組
み
を
つ

く
れ
る
か
、
問
わ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
地
域
防
災
力
を
高
め
る
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
視
点
が
必

要
か
。
内
閣
府
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
図
表
１
に
示
す
と
お
り
六
）、「
既
存

の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
強
化
」、「
地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
」、

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
外
部
の
力
の
活
用
」
が
高
い
割
合
と
な
っ
て
い
る
。

図表１　地域防災力を高めるために必要な視点（複数回答）
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こ
の
調
査
で
は
、
地
域
内
部
の
努
力
と
外
部
活
力
の
活
用
が
重
要
と
考
え
ら
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、「
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
再
生
と
創
出
」
で
あ
る
。

㈡　

自
治
防
災
組
織
の
再
構
築
に
向
け
て

防
災
活
動
に
お
い
て
は
、
自
治
体
の
み
な
ら
ず
、
国
民
一
人
ひ
と
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
企
業
・
学
校
等
様
々

な
主
体
が
支
え
合
い
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
密
に
し
て
役
に
立
つ
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
被
災
者
支
援
と
と
も
に
新
た
な
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
の
復
旧
・
復
興
を
視
野
に
入
れ
た
事
業
も
出
て
き
て
お
り
、
そ
の
支
援
と
し
て
の
民
間
セ
ク
タ
ー
の
活
動

が
期
待
さ
れ
る
。

「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
よ
る
防
災
ま
ち
づ
く
り
の
進
め
方
」を
示
せ
ば
、図
表
２
の
よ
う
に
な
る
が
、最
終
的
に
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
の
た
め
に
一
人
で
も
多
く
の
市
民
が
行
動
し
、
そ
し
て
市
民
一
人
ひ
と
り
に
安
心
を
与
え
、
安
全
が
実
感
で
き
る

よ
う
な
社
会
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
に
あ
る
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
よ
る
防
災
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
上
で
、
市
民
・
自
治
体
・
民
間
セ
ク
タ
ー
の
役
割
を
考
え
て

み
る
と
、
ま
ち
の
安
全
を
守
る
の
は
市
民
・
自
治
体
・
民
間
セ
ク
タ
ー
な
ど
様
々
な
主
体
が
あ
る
。
市
民
は
防
災
に
関
す
る

知
識
や
技
術
の
習
得
を
行
い
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
の
対
策
を
立
て
る
。
自
治
体
は
専
門
的
な
立
場
か
ら
防
災
の
計
画
・
施

策
の
展
開
を
行
う
。
そ
し
て
、
民
間
セ
ク
タ
ー
は
自
治
体
と
市
民
の
間
に
入
り
防
災
ま
ち
づ
く
り
の
支
援
を
す
る
役
割
を
担

う
。
し
か
し
、
こ
れ
は
主
な
役
割
分
担
で
あ
っ
て
、
市
民
・
自
治
体
・
民
間
セ
ク
タ
ー
が
協
働
で
活
動
す
る
こ
と
が
大
切
で

あ
る
。
そ
し
て
、「
ま
ち
の
安
全
」
を
守
る
に
は
市
民
と
自
治
体
の
協
働
が
不
可
欠
で
あ
る
が
、
自
治
体
は
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
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!!

!

市　　民

防災まちづくり協　働

民間セクター自　治　体

☆ 市民の役割
○ 防災に関する知識や技術の習得
○ 身の回りの安全点検、安全管理
○ 近隣や地域における相互協力
○ 自主防災組織等のまちづくりに対する積極的な参加

☆ 自治体の役割
○ 防災の視点を加えた計画・施策の展開   
○ 防災に留意した施設の設計（防災センター等の充実･強化）
○ 市民に対する情報提供と活動支援
○ 民間セクターに対するまちづくりの情報提供

☆ 民間セクターの役割
○ ＮＰＯ・ボランティア・企業等の防災活動
○ 地域防災活動への参画
○ 市民・自治体の防災まちづくりの支援
○ 防災活動アドバイザーの育成

　　　★ コミュニティーの形成過程
学ぶ市民 ⇒ 考える市民 ⇒ 自分のために行動する市民 ⇒ 
近隣の行動する市民 ⇒ コミュニティー（自分たちのまち）
のために行動する市民

図表２　地域コミュニティーによる防災まちづくりの進め方
出典：斎藤重政『安全・安心まちづくり政策の理論と実践』、ツーワンライフ、
　　　2001年、15頁 を修正して引用

★市民と自治体と民間セクターの連携 （協働）
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ち
あ
く
ま
で
市
民
が
主
体
と
な
る
こ
と
を
基
本
と
し
つ
つ
、
き
っ
か
け
作
り
、
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
、
ノ
ウ
ハ
ウ
の
提
供
な
ど

の
役
割
を
担
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
家
屋
の
流
失
や
雇
用
の
場
が
失
わ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
仮
設
住
宅
の
入
居
や
転
居
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
既
存
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
崩
壊
が
危
惧
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
通
勤
・
通
学
・
買
い
物
等
の
生
活
圏
が
拡
大
し
て
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
生
活
圏
の
乖
離
が
生
じ
て
、
従
来
か
ら
の
地
縁
に
基
づ
い
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
変
化
し
て
き
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
現
状
に
対
し
て
自
治
体
は
、
自
ら
の
行
政
区
域
の
住
民
を
対
象
と
し
た
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
が
責
務

で
あ
る
が
、
行
政
区
域
等
に
縛
ら
れ
る
こ
と
な
く
柔
軟
に
対
応
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
そ
の
た
め
に
も
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
・
企
業
等
の
民
間
セ
ク
タ
ー
へ
の
防
災
・
減
災
活
動
の
期
待
が
大
き
く
な
っ
て
く
る
と
考
え
ら
れ
る
。

七　
「
危
険
の
中
か
ら
安
全
を
求
め
て
い
く
」
発
想
の
転
換
を

日
本
人
は
「
社
会
の
安
全
と
水
は
タ
ダ
で
あ
る
」
と
い
う
考
え
方
が
強
い
が
、
安
全
は
人
が
与
え
て
く
れ
る
も
の
で
は
な

い
。
現
代
社
会
の
「
安
全
・
安
心
」
を
社
会
や
行
政
が
す
べ
て
与
え
て
く
れ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
間
違
っ
た
考
え
方
を
し

て
い
る
人
が
い
る
。
自
分
の
責
任
を
果
た
さ
ず
、
何
も
せ
ず
不
安
を
募
ら
せ
て
現
実
を
忘
れ
た
り
、
依
存
心
だ
け
が
強
い
人

が
多
く
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
現
実
の
不
安
や
危
険
か
ら
の
回
避
を
行
政
や
他
人
に
依
存
す
る
風
潮
が
あ
る
。

一
般
的
に
人
々
は
、「
安
全
の
中
に
危
険
が
あ
る
」
と
思
っ
て
い
る
が
、
実
は
「
危
険
の
中
か
ら
安
全
を
求
め
て
い
く
」

と
認
識
し
て
欲
し
い
。
人
間
の
歴
史
は
、
被
災
の
歴
史
で
も
あ
る
。
こ
れ
ま
で
に
何
度
も
、
地
震
・
津
波
・
台
風
な
ど
の
自
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然
災
害
に
見
舞
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
被
災
し
た
直
後
は
注
意
深
く
な
る
が
、
平
穏
な
日
々
が
続
く
と
危
険
を
見
な
く
な

り
危
険
の
分
水
嶺
を
越
え
た
行
動
を
平
気
で
す
る
よ
う
に
な
っ
て
、
再
び
自
然
災
害
が
起
き
た
と
き
に
被
害
に
遭
う
と
い
う

繰
り
返
し
を
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、「
津
波
が
来
た
ら
高
台
に
逃
げ
ろ
！
」
と
い
う
格
言
が
あ
る
。
最
後
は
自
分
の
目
で

見
て
、
自
分
の
頭
で
考
え･

判
断
し
、
行
動
で
き
る
人
間
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
市
民
も
知
恵
と
行
動
力
が
求
め
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
危
険
は
身
の
回
り
に
常
に
あ
る
と
自
覚
し
、
社
会
の
中
で
自
分
の
責
任
を
果
た
す
心
構
え
と
相
互
に
協
力
す
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
構
築
し
、
危
険
や
不
安
の
中
で
生
活
し
て
い
る
社
会
に
お
い
て
、
よ
り
「
安
全
・
安
心
で
質
の
高
い
社

会
」
を
目
指
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。「
危
険
の
中
か
ら
安
全
を
求
め
て
い
く
」
と
い
う
発
想
の
転
換
を
、
多
く
の

人
が
実
践
す
る
こ
と
に
よ
り
地
域
が
住
み
よ
く
な
る
と
思
う
。
社
会
規
範
や
倫
理
観･

道
徳
な
ど
を
拠
り
所
と
し
て
人
間
関

係
の
構
築
を
図
り
、｢

安
全
・
安
心｣
な
地
域
社
会
を
形
成
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

地
域
社
会
の
形
成
の
原
点
は
、
本
当
の
意
味
で
心
を
行
き
さ
せ
て
問
題
を
ど
う
し
た
ら
解
決
で
き
る
か
を
自
ら
の
手
で
考

え
る
こ
と
、
そ
し
て
「
自
分
の
足
で
立
つ
」
と
い
う
こ
と
が
一
番
大
切
で
あ
る
と
思
う
。
日
本
社
会
の
不
安
の
大
き
な
要
因

の
一
つ
に
経
済
や
政
治
に
お
い
て
ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。

人
間
相
互
の
信
頼
と
正
義
を
守
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
そ
不
安
が
解
消
さ
れ
、
そ
こ
に
「
安
心
社
会
」
が
見
え
て
く
る
。
経

済
的
に
豊
か
で
あ
る
と
い
う
こ
と
よ
り
も
、
人
々
の
相
互
尊
敬
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
大
切
に
し
、
お
互
い
に
暖
か
く
接
し

な
が
ら
絆
を
深
め
る
こ
と
に
よ
り
、
相
互
依
存
心
と
扶
助
が
生
ま
れ
る
。
地
域
社
会
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
確
立
す
る
と
い

う
こ
と
は
、
地
域
住
民
の
不
安
が
解
消
さ
れ
て
安
全
で
安
心
し
て
生
活
し
て
い
く
う
え
に
お
い
て
、
そ
の
第
一
歩
と
な
る
大

切
な
こ
と
で
あ
る
。
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八　
お
わ
り
に

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
で
は
、犯
罪
が
震
災
後
昨
年
よ
り
か
な
り
減
少
し
て
い
る
。し
か
し
、窃
盗
犯
の
う
ち「
侵
入
盗
」、

つ
ま
り
空
き
巣
や
事
務
所
荒
ら
し
な
ど
、
建
物
に
侵
入
し
て
金
品
を
盗
む
犯
罪
が
岩
手
・
宮
城
・
福
島
の
三
県
で
大
幅
に
増

加
し
て
い
る
。
こ
れ
は
建
物
が
残
っ
て
い
て
も
「
無
人
地
帯
」
が
広
い
範
囲
に
出
来
て
い
る
と
い
う
大
震
災
の
特
徴
が
犯
罪

情
勢
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
、
大
震
災
の
影
響
で
日
本
人
の
心
の
拠
り
所
で
あ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
崩

壊
し
、
地
域
社
会
の
安
全
・
安
心
の
確
保
が
危
機
的
状
態
に
な
っ
て
い
る
と
推
察
さ
れ
る
。

大
震
災
で
国
や
自
治
体
の
復
興
計
画
が
策
定
さ
れ
始
め
て
い
る
が
、「
一
〇
〇
〇
年
に
一
度
の
大
震
災
」
と
言
わ
れ
お
り
、

既
存
の
ル
ー
ル
を
超
え
て
、
非
日
常
的
な
視
点
か
ら
被
災
地
が
希
望
を
持
て
る
事
業
を
一
日
も
早
く
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て

実
行
し
て
も
ら
い
た
い
。
一
言
で
「
津
波
が
来
て
も
家
が
流
さ
れ
な
い
。」
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
っ
た
事
業
を
進
め
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。
被
災
地
は
足
元
の
が
れ
き
処
理
さ
え
困
っ
て
い
る
状
況
で
、
未
だ
悲
惨
な
状
況
に
置
か
れ
て
お
り
、
被

災
地
の
現
状
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

福
島
県
南
相
馬
市
内
に
住
む
九
三
歳
の
女
性
が
、
六
月
下
旬
に
自
殺
し
た
。
遺
書
に
は
、「
足
手
ま
と
い
に
な
る
の
で
、

お
墓
に
避
難
し
ま
す
。」
と
記
さ
れ
て
い
た
。

原
発
事
故
が
起
き
な
け
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
に
は
な
ら
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
被
災
者
は
今
日
ま
で
、
自
助
と
共
助
で

必
死
に
耐
え
て
生
き
て
い
る
。
復
興
に
向
け
て
、
こ
れ
か
ら
は
国
の
指
針
い
わ
ゆ
る
「
公
助
」
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
被

災
地
の
声
を
聞
い
て
早
急
な
政
策
決
定
を
下
し
、
施
策
の
実
行
が
求
め
ら
れ
る
。
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被
災
地
の
惨
状
を
見
て
「
復
興
な
ん
て
も
う
無
理
だ
」
と
い
う
絶
望
の
声
も
聞
こ
え
る
が
、
絶
望
を
希
望
に
変
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
人
の
心
の
復
興
が
で
き
な
け
れ
ば
、
ま
ち
の
復
興
が
で
き
な
い
。
日
本
人
は
基
本
的
に
互
い
を
信
頼
で
き
る

環
境
に
恵
ま
れ
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
地
域
社
会
の
絆
を
生
み
出
し
て
い
る
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
密
に
し
て
小
さ
な
希

望
を
一
つ
ず
つ
つ
く
り
、
被
災
地
が
孤
立
し
て
い
か
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
悲
し
み
も
、
必
ず
終
わ
り
が

来
る
。」
を
思
い
に
、
社
会
全
体
で
支
え
合
い
「
安
全
・
安
心
で
質
の
高
い
社
会
」
を
目
指
す
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

【
注
】

（
１
）
平
成
二
三
年
八
月
二
五
日
現
在
の
統
計
数
値
（
平
成
二
三
年
八
月
三
一
日
、
東
日
本
大
震
災
復
興
対
策
本
部
発
表
）。

（
２
）
全
国
の
公
立
学
校
の
八
九
・
三
％
が
自
治
体
か
ら
災
害
時
の
避
難
所
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
（
国
立
教
育
研
究
所
・
編
「
学
校
施
設

の
防
災
機
能
に
関
す
る
実
態
調
査
結
果
に
つ
い
て
」、
平
成
二
三
年
八
月
五
日
）。

（
３
）
自
衛
隊
は
、
延
べ
約
一
、〇
五
九
万
七
千
人
に
上
る
空
前
の
規
模
で
、
陸
海
空
の
隊
員
が
行
方
不
明
者
の
捜
索
や
被
災
者
の
生
活
支
援

な
ど
に
従
事
し
た
。
警
察
官
は
延
べ
約
五
六
万
六
、九
〇
〇
人
の
人
員
を
被
災
地
に
派
遣
し
て
い
る
（
平
成
二
三
年
八
月
一
〇
日
付
、

共
同
通
信
）。

（
４
）
自
衛
隊
の
災
害
派
遣
活
動
基
準
は
、
①
公
共
性
②
緊
急
性
③
非
代
替
性
の
三
原
則
が
満
た
さ
れ
る
こ
と
が
基
本
と
な
っ
て
い
る
。
未
曾

有
の
大
震
災
の
現
場
で
は
、
こ
の
明
確
な
線
引
き
が
難
し
い
。

（
５
）
総
務
省
統
計
局
・
編
「
平
成
二
二
年
国
勢
調
査
抽
出
速
報
集
計
結
果
（
平
成
二
三
年
六
月
二
九
日
）」。

　
　

 

内
閣
府
・
編
『
平
成
二
二
年
版
防
災
白
書
』、
二
〇
一
一
年
、
一
八
頁
。 
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橘
木
俊
詔
『
無
縁
社
会
の
正
体
』、
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
、
二
〇
一
一
年
。

島
田
裕
己
『
人
は
ひ
と
り
で
死
ぬ
』、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
新
書
、
二
〇
一
一
年
。

松
原
隆
一
郎
『
日
本
経
済
論
』、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
新
書
、
二
〇
一
一
年
。
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安
定
し
た
治
安
を
維
持
す
る
た
め
の
視
点

北
海
道
警
察
本
部
生
活
安
全
部

生
活
安
全
企
画
課

（
北
海
道
環
境
生
活
部
く
ら
し
安
全
局

　

く
ら
し
安
全
推
進
課
派
遣
）

主
監柴

田　

浩
一
（
48
）

一　
は
じ
め
に

平
成
二
三
年
三
月
一
一
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
は
、
死
者
・
行
方
不
明
者
を
合
わ
せ
約
二
万
人
と
な
る
未
曾
有
の

被
害
を
も
た
ら
し
、
被
災
時
に
避
難
誘
導
に
当
た
っ
た
同
胞
も
二
五
人
が
殉
職
し
、
五
人
が
い
ま
だ
に
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。

人
を
守
る
べ
き
立
場
の
人
間
も
例
外
な
く
震
災
の
被
害
に
巻
き
込
ま
れ
る
の
か
と
、
こ
の
と
き
ば
か
り
は
神
を
憎
み
、
自
然
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の
脅
威
に
言
葉
を
失
っ
た
。

月
日
の
経
過
と
と
も
に
、
被
災
地
は
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
る
が
、
瓦
礫
が
残
る
荒
野
で
、
人
々
は
悲
し
み
を
分

か
ち
合
い
、
明
日
に
生
き
る
た
め
の
努
力
を
懸
命
に
続
け
て
い
る
。
被
災
者
は
、
避
難
所
や
地
域
の
中
で
小
集
団
を
作
り
、

不
自
由
な
共
同
生
活
を
強
い
ら
れ
な
が
ら
、
自
身
の
境
遇
に
じ
っ
と
堪
え
、
互
い
に
支
え
合
い
、
一
定
の
ル
ー
ル
を
守
り
生

活
を
維
持
し
て
い
る
。
そ
の
姿
は
、
元
来
、
日
本
人
が
持
っ
て
い
た
自
助
・
共
助
の
精
神
が
宿
る
地
域
力
そ
の
も
の
で
あ
り
、

今
回
の
テ
ー
マ
の
原
点
は
、
そ
こ
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
た
。

本
稿
で
は
、
社
会
情
勢
が
犯
罪
に
与
え
る
影
響
や
課
題
な
ど
を
明
ら
か
に
し
、
安
定
し
た
治
安
を
い
か
に
維
持
す
る
の
か
、

概
観
す
る
こ
と
と
す
る
。

二　
社
会
の
変
化
が
も
た
ら
す
犯
罪
情
勢
へ
の
影
響

平
成
二
二
年
に
お
け
る
我
が
国
の
一
般
刑
法
犯
認
知
件
数
は
一
五
八
万
五
、八
五
六
件
で
、
戦
後
最
悪
を
記
録
し
た
平
成

一
四
年
と
比
べ
四
四
・
四
％
減
、
最
低
を
記
録
し
た
昭
和
四
八
年
の
三
三
・
二
％
増
と
な
っ
て
い
る
。
数
字
の
上
で
は
戦
後
の

混
乱
期
の
レ
ベ
ル
に
あ
る
が
、
近
年
は
着
実
に
減
少
を
続
け
て
い
る
。

な
ぜ
、
犯
罪
は
増
減
を
繰
り
返
し
推
移
す
る
の
か
、
時
の
社
会
情
勢
が
も
た
ら
す
影
響
等
を
検
証
し
、
そ
の
要
因
を
整
理

す
る
。
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㈠　

経
済
状
況
と
犯
罪
と
の
関
係

経
済
状
況
と
犯
罪
と
の
関
係
は
、
従
来
か
ら
指
摘
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

経
済
が
成
長
す
れ
ば
犯
罪
が
減
少
し
、
経
済
が
悪
化
す
れ
ば
犯
罪
が
増
加
す
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
推
論
の
こ
と
で
あ
る
。

昭
和
五
五
年
か
ら
平
成
二
二
年
ま
で
の
三
〇
年
間
に
つ
い
て
、
経
済
成
長
率
に

値
す
る
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
出
典
：IM

F- W
orld Econom

ic O
utlook

（
二
〇
一
一

年
四
月
版
））
が
、
一
般
刑
法
犯
認
知
件
数
、
窃
盗
、
殺
人
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を

与
え
て
い
る
の
か
、
相
関
係
数
を
算
出
し
て
関
係
性
を
検
証
す
る
。

ア　

経
済
状
況
と
一
般
刑
法
犯
認
知
件
数
と
の
関
係
（
図
１
）

一
般
刑
法
犯
認
知
件
数
と
の
関
係
で
あ
る
が
、
相
関
係
数
は
〇
・
六
一
六
二
で
、

関
係
性
が
強
い
と
い
わ
れ
る
〇
・
七
を
目
安
と
す
れ
ば
、若
干
数
値
的
に
は
劣
る
が
、

あ
る
程
度
の
関
係
性
は
認
め
ら
れ
る
と
い
え
る
。
つ
ま
り
、
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
上
昇

す
れ
ば
犯
罪
が
増
加
し
、
下
降
す
れ
ば
犯
罪
が
減
少
し
て
い
く
比
例
に
近
い
関
係

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
一
般
的
な
犯
罪
増
減
要
因
に
対
す
る
考
え
方
に

相
反
す
る
結
果
と
言
え
る
が
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
が
引
き
金
と
な
っ
た
世
界
的

経
済
不
況
を
反
映
し
た
近
年
の
経
済
情
勢
の
中
で
、
犯
罪
が
減
少
し
続
け
て
い
る

図１　実質ＧＤＰと一般刑法犯認知件数の推移
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訳
を
裏
付
け
る
も
の
と
い
え
る
。

経
済
不
況
の
時
期
は
、
日
本
人
が
元
来
有
す
る
勤
勉
さ
と
辛
抱
強
さ
、
さ
ら
に

努
力
し
て
築
き
上
げ
た
生
活
基
盤
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
心
理
が
奏
効
し
、
犯
罪

行
動
が
消
極
的
に
な
る
と
推
測
さ
れ
る
。

イ　

経
済
状
況
と
窃
盗
と
の
関
係
（
図
２
）

困
窮
等
の
経
済
的
事
情
で
犯
行
に
及
ば
ざ
る
を
得
な
い
者
も
い
る
と
推
測
さ
れ

る
窃
盗
に
つ
い
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
相
関
係
数
は
〇
・
四
九
八
一
で
、
経
済
情

勢
と
窃
盗
と
の
関
係
性
は
、
あ
る
と
ま
で
は
言
え
な
い
意
外
な
結
果
と
な
っ
た
。

ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
犯
罪
と
称
さ
れ
認
知
件
数
の
多
い
万
引
き
は
、
そ
の
増
減
が
窃

盗
全
体
の
増
減
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
と
な
る
。
平
成
二
三
年
二
月
に
北
海
道
警

察
犯
罪
脆
弱
者
対
策
研
究
委
員
会
が
公
表
し
た「
犯
罪
脆
弱
者
調
査
最
終
報
告
書
」

に
よ
る
と
、
高
齢
者
の
犯
行
動
機
は
、
多
く
の
場
合
、「
孤
独
」、「
失
う
も
の
が

な
い
」、「
生
き
が
い
が
な
い
」
な
ど
の
心
理
的
要
因
が
背
景
に
あ
る
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
平
成
二
一
年
八
月
に
警
視
庁
が
公
表
し
た
「
万
引
き
に
関
す
る
調
査
研
究

報
告
書
」
に
よ
る
と
、
少
年
の
場
合
は
「
ゲ
ー
ム
感
覚
」、「
単
に
欲
し
か
っ
た
」

と
い
う
動
機
が
半
数
以
上
を
占
め
る
。
万
引
き
の
行
動
要
因
は
、
自
身
を
取
り
巻

く
生
活
環
境
や
道
徳
心
の
低
さ
か
ら
く
る
心
理
面
に
導
か
れ
る
可
能
性
が
高
く
、

図２　実質ＧＤＰと窃盗認知件数の推移
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金
銭
的
な
生
活
困
窮
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
だ
。
経
済
状
況
の
変
化
は
、
総
じ
て

窃
盗
全
体
の
増
減
に
与
え
る
影
響
は
少
な
い
も
の
と
考
え
る
。

ウ　

経
済
状
況
と
殺
人
と
の
関
係
（
図
３
）

窃
盗
と
は
保
護
法
益
が
異
な
り
、
内
心
面
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
な
ど
違
っ
た
視
点

が
必
要
と
な
る
殺
人
に
つ
い
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

殺
人
と
の
相
関
係
数
は
マ
イ
ナ
ス
〇
・
八
三
九
五
で
、
強
い
負
の
相
関
関
係
が
認

め
ら
れ
た
。
つ
ま
り
、
経
済
状
況
が
良
く
な
れ
ば
殺
人
は
減
少
し
、
反
対
に
経
済

状
況
が
悪
く
な
れ
ば
殺
人
は
増
加
す
る
と
い
う
反
比
例
の
関
係
に
あ
る
興
味
深
い

結
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

過
去
三
〇
年
間
で
殺
人
の
認
知
件
数
が
最
も
多
か
っ
た
時
期
は
、
戦
後
の
復
興

期
を
除
く
と
一
、七
〇
〇
件
台
を
推
移
し
た
昭
和
五
六
年
か
ら
昭
和
六
〇
年
ま
で

の
五
年
間
で
あ
る
。
直
前
の
世
相
を
み
る
と
、
昭
和
三
〇
年
代
か
ら
続
い
て
い
た

高
度
経
済
成
長
は
、
昭
和
四
九
・
五
四
年
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
で
終
焉
を
迎
え
、

経
済
の
混
乱
、
高
い
失
業
率
、
そ
し
て
臨
調
・
行
革
路
線
を
皮
切
り
に
、
老
人
医

療
無
料
化
制
度
の
廃
止
、
三
公
社
民
営
化
、
消
費
税
導
入
が
行
わ
れ
、
福
祉
国
家

路
線
か
ら
新
自
由
主
義
路
線
へ
と
舵
が
切
ら
れ
、
庶
民
の
生
活
に
貧
富
の
差
が
広

が
っ
た
。

図３　実質ＧＤＰと殺人認知件数の推移
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そ
の
結
果
、
高
学
歴
が
将
来
を
保
証
す
る
も
の
と
し
て
親
は
子
へ
過
度
な
期
待
を
寄
せ
、
逃
げ
場
を
失
っ
た
少
年
は
、
親

や
兄
弟
に
恨
み
を
抱
き
殺
人
と
い
う
狂
気
に
走
ら
せ
、
高
学
歴
社
会
か
ら
取
り
残
さ
れ
た
者
は
、
そ
の
鬱
積
を
社
会
と
の
対

峙
と
い
う
形
で
自
分
の
存
在
を
認
め
さ
せ
よ
う
と
暴
走
族
等
の
不
良
集
団
で
徒
党
を
組
み
違
法
行
為
を
繰
り
返
し
、
自
身
の

置
か
れ
て
い
る
境
遇
に
不
満
を
抱
く
者
は
、
社
会
へ
の
敵
対
心
か
ら
通
り
魔
殺
人
に
手
を
染
め
る
な
ど
、
昭
和
五
八
年
は
少

年
犯
罪
の
第
三
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
。
こ
の
ほ
か
、
暴
力
団
に
お
い
て
は
、
戦
後
最
大
の
抗
争
と
な
る
山
一
抗
争
が
始
ま
り
、

多
く
の
死
者
を
出
し
た
。

そ
し
て
、
昭
和
六
〇
年
の
プ
ラ
ザ
合
意
を
発
端
と
し
て
バ
ブ
ル
経
済
が
始
ま
り
、
翌
年
か
ら
殺
人
事
件
は
減
少
し
始
め
た
。

㈡　

社
会
の
変
化
か
ら
見
た
犯
罪
減
少
要
因

近
年
の
犯
罪
の
減
少
は
、
平
成
一
四
年
以
降
、
犯
罪
対
策
閣
僚
会
議
を
設
置
し
、「
犯
罪
に
強
い
社
会
の
実
現
の
た
め
の

行
動
計
画
」
を
策
定
す
る
な
ど
、
国
を
挙
げ
て
犯
罪
抑
止
対
策
を
強
化
し
た
こ
と
と
、
長
期
に
亘
る
地
道
な
防
犯
活
動
の
取

組
み
が
企
業
や
団
体
、
地
域
の
方
々
に
浸
透
し
活
性
化
し
た
こ
と
が
要
因
と
認
め
ら
れ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
だ
け
だ
ろ
う
か
。
そ
の
背
景
に
何
が
あ
る
の
か
一
歩
踏
み
込
み
、
将
来
の
た
め
に
も
理
由
を
明
ら
か
に
し

て
お
く
こ
と
が
大
切
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ア　

外
か
ら
内
へ
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化

現
代
人
の
興
味
は
、
外
と
内
の
世
界
に
分
け
る
と
、
専
ら
内
の
世
界
に
没
頭
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
以

前
は
、
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
に
出
か
け
な
け
れ
ば
遊
べ
な
か
っ
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ゲ
ー
ム
は
、
昭
和
六
〇
年
の
フ
ァ
ミ
コ
ン
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ブ
ー
ム
か
ら
急
速
に
家
庭
に
普
及
し
始
め
、
今
で
は
テ
レ
ビ
や
携
帯
ゲ
ー
ム
機
を
は
じ
め
様
々
な
電
子
機
器
で
い
つ
で
も
利

用
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
子
ど
も
だ
け
の
世
界
と
い
う
概
念
は
払
し
ょ
く
さ
れ
、
大
人
も
熱
中
す
る
ア
イ
テ
ム
と
な
っ
た
。

世
界
中
か
ら
瞬
時
に
情
報
を
得
ら
れ
る
パ
ソ
コ
ン
は
、
今
や
ビ
ジ
ネ
ス
に
限
ら
ず
日
常
生
活
に
も
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な

い
。
世
界
中
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
張
り
巡
ら
さ
れ
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
無
限
の
相
手
と
あ
ら
ゆ
る
情
報
を
入
手
・

伝
達
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
豊
富
な
ソ
フ
ト
を
利
用
す
れ
ば
様
々
な
仮
想
空
間
が
広
が
る
。

通
話
手
段
に
お
い
て
も
携
帯
電
話
が
普
及
し
、
公
衆
電
話
が
役
目
を
終
え
た
。
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
幅
広
い
世
代

で
利
用
さ
れ
、
今
で
は
メ
ー
ル
や
カ
メ
ラ
、
テ
レ
ビ
、
多
様
な
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
便
利
な
付
加
機
能
を
有
し
、
携

帯
電
話
依
存
症
と
い
う
造
語
ま
で
あ
る
。

昭
和
三
〇
年
代
、
豊
か
さ
や
あ
こ
が
れ
の
象
徴
と
し
て
「
白
黒
テ
レ
ビ
・
洗
濯
機
・
冷
蔵
庫
」
が
、「
三
種
の
神
器
」
と

呼
ば
れ
て
い
た
が
、
家
事
労
働
の
軽
減
か
ら
利
便
性
へ
と
、
あ
こ
が
れ
の
質
の
変
化
が
製
品
を
通
し
て
う
か
が
う
こ
と
が
で

き
る
。

内
の
世
界
の
楽
し
み
が
得
ら
れ
な
い
時
代
は
、
人
々
は
外
に
楽
し
み
を
求
め
た
。
特
に
少
年
の
場
合
、
自
動
車
、
オ
ー
ト

バ
イ
と
い
っ
た
乗
り
物
に
強
い
あ
こ
が
れ
を
抱
き
、
こ
れ
ら
窃
盗
に
付
随
し
て
他
の
犯
罪
に
も
手
を
染
め
た
。
こ
の
傾
向
が

顕
著
に
見
ら
れ
る
の
は
オ
ー
ト
バ
イ
盗
で
、
平
成
元
年
の
二
七
万
一
、〇
八
三
件
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
続
け
、
平
成
二
二
年

に
は
七
万
三
、四
九
一
件
と
七
割
以
上
減
少
し
た
。

外
か
ら
内
へ
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
は
、ア
ナ
ロ
グ
時
代
か
ら
デ
ジ
タ
ル
時
代
へ
の
移
り
変
わ
り
と
時
を
同
じ
く
し
、

平
素
の
暮
ら
し
の
楽
し
み
は
、
外
に
出
な
く
て
も
内
で
十
分
堪
能
で
き
る
社
会
に
移
行
し
た
。
デ
ジ
タ
ル
時
代
の
到
来
は
、
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間
違
い
な
く
犯
罪
の
減
少
に
影
響
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

イ　

犯
罪
者
率
と
人
口
の
変
化

各
年
の
犯
罪
情
勢
は
、
当
然
な
が
ら
犯
罪
を
企
図
す
る
者
の
多
寡
に
よ
っ
て
左

右
さ
れ
る
。
そ
の
指
標
と
し
て
用
い
ら
れ
る
の
が
犯
罪
者
率
で
、
人
口
一
〇
万
人

当
た
り
で
犯
罪
者
と
し
て
検
挙
さ
れ
た
人
数
の
こ
と
を
い
う
。

平
成
一
三
年
か
ら
平
成
二
二
年
ま
で
の
一
〇
年
間
の
犯
罪
者
率
（
検
挙
人
員
は

触
法
少
年
を
含
む
。
人
口
は
総
務
省
統
計
局
の
推
計
人
口
、
各
年
一
〇
月
一
日
現

在
）
に
つ
い
て
推
移
を
み
る
と
、
平
成
二
二
年
は
二
六
五
・
八
で
、
平
成
一
三
年

比
で
五
・
五
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
国
内
に
お
い
て
犯
罪
者
と
な

る
可
能
性
の
あ
る
人
数
は
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
減
少
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

に
な
る
。（
図
４
）

さ
ら
に
犯
罪
者
率
を
年
齢
層
別
に
み
る
と
、〇
〜
二
〇
歳
未
満（
少
年
）の
場
合
、

平
成
二
二
年
は
四
五
二
・
〇
で
平
成
一
三
年
比
一
六
九
・
九
ポ
イ
ン
ト
減
、
二
〇
〜

六
五
歳
未
満
（
中
間
年
齢
層
）
の
場
合
、
同
年
二
四
九
・
三
で
同
期
比
三
八
・
八

ポ
イ
ン
ト
増
、
六
五
歳
以
上
（
高
齢
者
）
の
場
合
、
同
年
一
六
二
・
八
で
同
期
比

七
四
・
八
ポ
イ
ン
ト
増
と
な
っ
て
お
り
、
犯
罪
者
率
の
減
少
が
見
ら
れ
る
の
は
少

年
だ
け
と
な
る
。
し
か
し
、
少
年
の
犯
罪
者
率
は
高
齢
者
と
比
べ
る
と
約
二
・
八

図４　犯罪者率の推移
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倍
と
高
く
、
少
年
一
人
で
高
齢
者
の
約
三
人
分
の
罪
を
犯
し
て
い
る
こ
と
に
相
当
す
る
。

犯
罪
情
勢
は
、
高
い
犯
罪
者
率
を
有
す
る
少
年
の
動
向
が
影
響
を
与
え
る
も
の
と
推
測
さ
れ
、
少
年
人
口
の
推
移
が
気
に

か
か
る
。
そ
れ
は
、
少
年
人
口
が
少
年
の
犯
罪
者
数
の
増
減
に
直
結
す
る
か
ら
で
あ
る
。
平
成
二
二
年
の
少
年
人
口

は
二
、三
〇
三
万
四
千
人
で
平
成
一
三
年
比
で
二
五
九
万
九
千
人
減
少
し
て
お
り
、
犯
罪
者
率
か
ら
算
出
さ
れ
る
犯
罪
者
と

な
り
う
る
少
年
の
人
数
は
、
当
然
な
が
ら
減
少
す
る
。

近
年
の
一
般
刑
法
犯
認
知
件
数
の
減
少
は
、
少
年
の
犯
罪
者
率
と
人
口
の
減
少
と
い
う
要
素
が
互
い
に
作
用
し
合
っ
た
結

果
と
考
え
る
が
、
今
も
っ
て
高
い
水
準
で
推
移
し
て
い
る
犯
罪
者
率
を
考
え
れ
ば
、
少
年
の
非
行
防
止
へ
の
取
組
み
は
、
犯

罪
抑
止
対
策
を
進
め
る
上
で
、
重
要
、
か
つ
効
果
的
な
戦
略
と
な
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
今
後
も
少
年
を
非
行
に
走
ら

せ
な
い
た
め
の
様
々
な
施
策
を
着
実
に
講
じ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

三　
犯
罪
抑
止
対
策
の
必
要
性

㈠　

治
安
対
策
に
要
す
る
国
民
負
担

長
引
く
経
済
不
況
と
慢
性
的
な
歳
入
不
足
を
背
景
と
し
て
国
と
地
方
の
財
政
事
情
は
大
変
厳
し
い
。
個
人
収
入
も
伸
び
悩

み
雇
用
情
勢
も
好
転
し
な
い
こ
と
か
ら
、
多
く
の
国
民
は
家
計
を
切
り
詰
め
る
な
ど
負
担
が
増
大
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

社
会
情
勢
の
中
、
治
安
対
策
に
要
す
る
国
民
負
担
が
ど
の
程
度
の
水
準
に
な
っ
て
い
る
の
か
気
に
か
か
る
と
こ
ろ
だ
。

事
件
が
発
生
し
て
ま
ず
動
く
の
が
警
察
だ
。
警
察
白
書
に
よ
る
と
、
平
成
二
一
年
度
の
都
道
府
県
警
察
の
予
算
は
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三
兆
三
五
五
七
億
円
、
警
察
庁
の
予
算
は
四
、〇
六
一
億
円
。
こ
れ
を
基
に
計
算
す
る
と
、
治
安
維
持
に
か
か
る
国
民
一
人

当
た
り
の
負
担
額
は
約
二
万
九
、〇
〇
〇
円
と
な
る
。
こ
の
程
度
の
負
担
で
治
安
が
守
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
市

民
感
覚
と
し
て
も
納
得
で
き
る
。

し
か
し
、
治
安
全
般
に
及
ぶ
と
な
る
と
、
こ
れ
だ
け
で
は
済
ま
な
い
。
産
経
新
聞
（
平
成
二
二
年
九
月
一
三
日
付
け
）
に

よ
る
と
、
犯
罪
捜
査
に
要
し
た
費
用
は
、
平
成
二
〇
年
度
以
前
の
資
料
で
年
間
五
〇
億
円
以
上
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
警
察

に
逮
捕
さ
れ
た
容
疑
者
は
、
警
察
署
等
の
留
置
場
に
入
る
。
検
察
庁
が
勾
留
請
求
す
る
ま
で
の
費
用
は
県
費
で
支
出
さ
れ
る

が
、
勾
留
が
認
め
ら
れ
れ
ば
国
費
が
支
出
さ
れ
る
。
国
か
ら
都
道
府
県
警
に
支
出
さ
れ
る
留
置
管
理
費
用
は
、
平
成
二
一
年

度
予
算
で
約
六
億
九
、〇
〇
〇
万
円
に
上
る
。
こ
の
ほ
か
逮
捕
さ
れ
た
被
疑
者
に
国
選
弁
護
人
が
付
さ
れ
た
場
合
、
裁
判
が

結
審
す
る
ま
で
報
酬
が
支
払
わ
れ
る
。
平
成
二
一
年
度
に
国
選
弁
護
人
に
支
払
わ
れ
た
報
酬
は
、
総
額
で
約
一
〇
〇
億
円

と
い
う
。
そ
し
て
、
裁
判
で
有
罪
に
な
り
、
懲
役
刑
に
な
っ
た
被
告
人
は
刑
務
所
等
に
入
る
。
少
年
院
な
ど
を
含
め
た
平
成

二
二
年
度
予
算
は
、
合
計
で
五
〇
八
億
六
、九
二
九
万
円
と
い
う
。

巨
額
の
税
金
が
加
害
者
側
に
支
払
わ
れ
る
一
方
、
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
た
被
害
者
側
に
支
払
わ
れ
る
費
用
は
僅
か
だ
。
平

成
二
一
年
度
に
「
犯
罪
被
害
者
等
給
付
金
」
と
し
て
被
害
者
へ
の
支
出
が
決
ま
っ
た
の
は
一
二
億
七
、七
〇
〇
万
円
。
国
民

一
人
当
た
り
の
負
担
額
に
換
算
す
る
と
約
一
〇
円
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

加
害
者
側
に
対
す
る
費
用
負
担
は
莫
大
で
あ
る
の
に
対
し
、
被
害
者
側
へ
の
費
用
負
担
は
極
め
て
少
な
く
均
衡
を
欠
い
て

い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

被
害
者
側
へ
の
支
援
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
そ
の
前
提
と
し
て
、「
犯
罪
を
起
こ
さ
な
い
、
起
こ
さ
せ
な
い
」
対
策
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を
急
ぎ
、
国
や
地
方
の
財
政
や
国
民
負
担
を
軽
減
す
る
べ
き
で
あ
る
。

㈡　

犯
罪
情
勢
と
体
感
治
安
の
乖
離

平
成
一
五
年
以
降
の
一
般
刑
法
犯
認
知
件
数
の
減
少
は
、
窃
盗
の
減
少
が
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
一
般
刑
法
犯
認
知
件
数

に
占
め
る
窃
盗
の
割
合
は
、
平
成
一
四
年
は
八
三
・
三
％
で
あ
っ
た
が
、
平
成
二
二
年
は
七
六
・
五
％
と
六
・
八
ポ
イ
ン
ト
減

少
し
て
い
る
。
窃
盗
の
減
少
要
因
は
、
手
口
を
個
別
的
に
見
て
も
明
ら
か
に
な
ら
な
い
が
、
各
種
防
犯
機
器
の
普
及
、
被
害

の
対
象
と
な
る
建
物
の
構
造
や
設
置
さ
れ
る
建
物
部
品
の
変
化
、
車
両
や
施
錠
構
造
の
強
化
な
ど
、
製
品
自
体
や
技
術
の
進

歩
に
よ
り
、
ハ
ー
ド
面
が
堅
牢
化
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
考
え
る
。

し
か
し
、
国
民
の
犯
罪
に
対
す
る
不
安
感
は
改
善
さ
れ
て
い
な
い
。
財
団
法
人
社
会
安
全
研
究
財
団
の
「
犯
罪
に
対
す
る

不
安
感
等
に
関
す
る
調
査
研
究
（
平
成
二
三
年
三
月
）」
に
よ
れ
ば
、
犯
罪
被
害
に
不
安
感
を
感
じ
て
い
る
と
す
る
回
答
は

三
七
・
八
％
を
占
め
、
平
成
二
〇
年
の
前
回
調
査
と
比
べ
七
・
一
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、
い
ま
だ
約
四
割
の
国
民

が
不
安
を
感
じ
て
い
る
現
状
に
あ
る
。

そ
の
理
由
は
、
次
の
と
お
り
と
考
え
る
。
犯
罪
全
体
が
減
少
し
て
い
る
中
、
犯
人
と
直
に
対
面
し
て
被
害
を
受
け
る
殺

人
、
強
盗
、
暴
行
・
傷
害
、
強
制
わ
い
せ
つ
な
ど
が
目
立
っ
て
減
少
し
て
い
な
い
。
平
成
二
二
年
の
認
知
件
数
を
平
成
一
四

年
と
比
較
す
る
と
、
一
般
刑
法
犯
は
四
四
・
四
％
減
の
と
こ
ろ
、
窃
盗
は
四
九
・
〇
％
と
そ
れ
以
上
に
減
少
し
て
い
る
の
に
対

し
、
対
面
犯
罪
で
あ
る
殺
人
は
二
三
・
六
％
減
、
強
盗
は
四
二
・
三
％
減
、
暴
行
・
傷
害
は
〇
・
七
％
増
、
強
制
わ
い
せ
つ
は

二
五
・
八
％
減
と
窃
盗
の
減
少
率
に
及
ば
な
い
（
表
１
）。
対
面
犯
罪
は
、
被
害
者
に
と
っ
て
生
涯
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
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鮮
烈
な
恐
怖
を
覚
え
さ
せ
る
こ
と
は
無
論
、
こ
れ
ら
犯
罪

が
発
生
す
る
と
、
マ
ス
コ
ミ
の
報
道
を
通
じ
て
多
く
の
国

民
が
認
知
し
、
犯
罪
へ
の
不
安
感
を
増
す
こ
と
と
な
る
。

一
般
刑
法
犯
認
知
件
数
の
減
少
実
態
と
体
感
治
安
と
の

乖
離
が
続
い
て
い
る
以
上
、
真
の
治
安
回
復
と
は
い
え
な

い
。
犯
罪
抑
止
対
策
は
、
手
つ
か
ず
の
分
野
が
ま
だ
残
さ

れ
て
い
る
。

㈢　

治
安
を
悪
化
さ
せ
な
い
た
め
の
危
機
管
理

東
日
本
大
震
災
で
甚
大
な
津
波
被
害
が
あ
っ
た
岩
手
県

釜
石
市
三
陸
地
方
に
は
、「
津
波
て
ん
で
ん
こ
」
と
い
う

言
い
伝
え
が
あ
る
。
明
治
二
九
年
に
三
陸
を
襲
っ
た
明
治

の
大
津
波
で
約
二
万
二
、〇
〇
〇
人
の
尊
い
命
が
波
に
消

え
た
。
そ
の
悲
劇
的
惨
状
か
ら
三
七
年
後
に
は
昭
和
三
陸

津
波
が
襲
っ
て
き
た
。
い
つ
し
か
三
陸
海
岸
に
暮
ら
す
町

民
や
村
民
の
口
の
端
に
の
ぼ
っ
て
き
た
言
葉
だ
っ
た
。
津

波
が
来
た
ら
、
た
と
え
家
族
で
あ
れ
恋
人
ど
う
し
で
あ
れ
、

表１　平成 14年以降における一般刑法犯認知件数等の推移と増減率

平 14 平 15 平 16 平 17 平 18
一般刑法犯認知件数 2,853,739 2,790,136 2,562,767 2,269,293 2,050,850 
窃 盗 2,377,488 2,235,844 1,981,574 1,725,072 1,534,528 
殺 人 1,396 1,452 1,419 1,392 1,309 
強 盗 6,984 7,664 7,295 5,988 5,108 
暴 行・ 傷 害 55,766 58,505 59,628 60,299 64,989 
強 制 わ い せ つ 9,476 10,029 9,184 8,751 8,326 

平 19 平 20 平 21 平 22
平 14 比

一般刑法犯認知件数 1,908,836 1,818,023 1,703,044 1,585,856 － 44.4%
窃 盗 1,429,956 1,372,840 1,299,294 1,213,442 － 49.0%
殺 人 1,199 1,297 1,094 1,067 － 23.6%
強 盗 4,567 4,278 4,512 4,029 － 42.3%
暴 行・ 傷 害 62,952 59,932 56,102 56,140 0.7%
強 制 わ い せ つ 7,664 7,111 6,688 7,027 － 25.8%
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て
ん
で
に
高
い
方
を
め
が
け
て
逃
げ
る
し
か
な
い
と
い
う
哀
し
い
教
訓
だ
。
三
陸
地
方
の
人
々
は
、
そ
れ
を
経
験
的
に
知
っ

て
お
り
、
危
険
周
期
を
後
世
に
伝
え
よ
う
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
津
波
て
ん
で
ん
こ
」
は
、
自
然
が
生
み
出
し
た
「
危

機
管
理
術
」
と
も
い
え
る
。
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
言
い
伝
え
も
被
災
か
ら
時
間
が
経
過
す
る
と
、
言
葉
の
凄
み
も
失
い
が
ち

に
な
り
、
長
い
年
月
と
共
に
風
化
し
て
い
く
。
予
期
し
な
か
っ
た
今
回
の
大
津
波
で
多
く
の
方
々
が
尊
い
命
を
落
と
し
た
こ

と
も
、
長
い
年
月
と
と
も
に
風
化
し
た
悲
劇
の
よ
う
な
感
が
す
る
。

津
波
と
犯
罪
を
一
緒
に
論
じ
る
の
は
不
謹
慎
か
も
し
れ
な
い
が
、治
安
対
策
も
落
と
し
穴
が
い
く
つ
も
待
ち
構
え
て
い
る
。

過
去
に
危
機
が
迫
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
ず
、
気
が
つ
け
ば
手
の
つ
け
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
治
安
の
悪
化
に
直
面
し
、
改
善

す
る
た
め
に
膨
大
な
労
力
と
時
間
、
予
算
を
費
や
し
た
。
そ
の
社
会
的
影
響
は
計
り
知
れ
な
い
。

治
安
対
策
に
お
い
て
も
、
過
去
の
教
訓
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
後
世
に
語
り
継
ぎ
、
深
み
に
引
き
ず
り
込
ま
れ
る
前
に

適
切
な
措
置
を
講
ず
る
危
機
管
理
術
を
備
え
て
お
く
べ
き
だ
。

四　
犯
罪
を
抑
止
す
る
た
め
の
二
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

犯
罪
被
害
は
、
被
害
の
軽
重
に
か
か
わ
ら
ず
、
身
体
的
、
精
神
的
、
経
済
的
な
困
難
が
伴
う
予
後
の
大
変
悪
い
も
の
で
あ

る
。
犯
罪
被
害
に
で
き
る
だ
け
遭
わ
な
い
よ
う
に
対
策
を
講
じ
、
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
重
要
と
な
る
。
こ
の
問
題
を
解
決
す

る
に
は
、
被
害
予
防
と
犯
罪
予
防
の
二
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
考
え
ら
れ
る
。

実
効
性
の
あ
る
諸
施
策
が
、
縦
糸
又
は
横
糸
と
な
っ
て
丈
夫
な
布
を
織
り
な
し
、
社
会
全
体
を
包
む
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
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必
ず
や
治
安
は
改
善
し
安
定
す
る
。

㈠　

被
害
予
防

ア　

地
域
に
お
け
る
問
題
解
決
能
力
の
向
上

被
害
予
防
は
、
従
来
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
防
犯
を
示
す
が
、
近
年
は
、
社
会
が
成
熟
す
る
に
従
っ
て
、
個
人
の
生
活
と
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
の
重
視
、
都
市
的
匿
名
性
の
享
受
に
よ
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
脆
弱
化
し
、
地
域
へ
の
愛
着
心
が
薄
ら
い

で
き
た
こ
と
か
ら
、
地
域
力
を
強
化
し
て
犯
罪
被
害
を
予
防
し
よ
う
と
い
う
動
き
が
、
全
国
的
に
広
ま
っ
て
き
て
い
る
。

本
来
、
人
間
は
互
い
に
支
え
合
い
な
が
ら
社
会
の
中
で
生
き
る
存
在
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
人
と
人
、
地
域
と
地
域
、
世
代

と
世
代
を
つ
な
ぐ
強
い
「
絆
」
と
「
縁え
に
し」
で
結
ば
れ
た
社
会
環
境
が
醸
成
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
人
ひ
と
り
が

主
役
と
な
っ
た
地
域
づ
く
り
を
進
め
、
地
域
の
中
で
こ
そ
輝
き
を
増
す
、
近
隣
住
民
と
の
助
け
合
い
や
生
活
マ
ナ
ー
、
連
帯

意
識
な
ど
、
様
々
な
「
価
値
」
を
高
め
る
こ
と
が
大
切
だ
。

価
値
を
高
め
る
上
で
問
題
な
の
は
、
町
内
会
や
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
の
地
域
活
動
に
参
加
し
な
い
、
或
い
は
参
加
で
き
な
い

事
情
を
抱
え
る
住
民
を
い
か
に
巻
き
込
む
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
住
民
は
、
平
素
、
近
隣
住

民
と
の
交
流
が
な
い
こ
と
か
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
輪
の
中
に
い
な
い
。
ま
た
、
孤
立
は
、
新
鮮
な
犯
罪
情
報
や
的
確
な
予

防
策
を
知
る
機
会
を
失
わ
せ
、
近
く
に
相
談
者
も
い
な
い
こ
と
か
ら
、
犯
罪
へ
の
抵
抗
力
が
極
め
て
弱
い
。
特
に
、
少
子
高

齢
化
時
代
の
到
来
を
考
え
る
と
、
高
齢
者
を
い
か
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
に
参
加
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
が
、
大
き
な
命

題
と
な
る
。
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地
域
社
会
に
お
け
る
様
々
な
問
題
の
多
く
は
、
身
近
な
生
活
の
中
か
ら
発
生
し
て
お
り
、
一
人
ひ
と
り
の
行
動
を
通
し
て

解
決
で
き
る
も
の
が
実
に
多
い
。
行
政
に
意
思
を
提
言
す
る
住
民
は
増
え
て
い
る
が
、
さ
ら
に
一
歩
進
め
て
、
自
ら
問
題
解

決
の
た
め
に
行
動
す
る
住
民
が
増
え
て
い
け
ば
、
そ
の
ま
ち
は
、
も
っ
と
住
み
よ
い
ま
ち
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

人
間
の
犯
す
犯
罪
か
ら
人
間
を
守
る
の
も
人
間
。
安
全
で
安
心
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
原
点
は
、
地
域
の
抱
え
る
問

題
を
住
民
が
自
ら
解
決
で
き
る
こ
と
で
あ
り
、
住
民
一
人
ひ
と
り
が
感
心
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

イ　

地
域
の
安
全
を
支
え
る
防
犯
資
本
の
拡
充

（
ア
）
重
層
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

新
鮮
な
関
連
分
野
の
情
報
を
入
手
す
る
こ
と
は
、
事
前
の
策
を
講
じ
る
上
で
犯
罪
の
被
害
予
防
に
有
効
で
あ
る
。
社

会
各
分
野
の
各
層
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
き
め
細
か
く
整
備
さ
れ
て
い
れ
ば
、
日
常
生
活
や
社
会
活
動
に
お
い
て
、
犯
罪

被
害
に
遭
う
不
安
を
感
じ
て
い
る
人
々
や
事
業
者
に
対
し
て
、
警
察
か
ら
安
全･

安
心
に
役
立
つ
情
報
が
タ
イ
ム
リ
ー

に
提
供
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
事
件･
事
故
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
警
察
に
対
す
る
通
報
や
連
絡
が
い
ち
早
く
な
さ

れ
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

警
察
、
自
治
体
、
地
域
住
民
、
事
業
者
等
に
よ
る
防
犯
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
、
対
策
を
講
じ
る
必
要
性
の
高
い
罪
種
・

被
害
者
類
型
ご
と
に
漏
れ
な
く
整
備
さ
れ
、効
果
的
に
機
能
す
る
重
層
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
イ
）
多
様
な
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成

平
成
に
入
り
急
速
に
進
ん
で
き
た
、
子
ど
も
の
安
全
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
の
安
全
を
確
保
す
る
自
主
的
な
活
動
と

し
て
の
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
は
、
被
害
予
防
だ
け
で
な
く
、
従
来
有
し
て
い
た
地
域
の
絆
を
再
構
築
す
る
た
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め
の
核
と
な
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。
ま
た
、
行
政
が
手
を
付
け
な
い
、
気
づ
か
な
い
、
細
か
な
隙
間
に
く
ま
な
く
対

応
し
埋
め
る
機
能
を
果
た
す
。

気
が
か
り
な
の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
多
く
が
固
定
化
さ
れ
、
後
継
者
の
育
成
が
進
ん
で
い
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。

近
年
、
全
国
的
に
大
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
に
着
目
し
た
若
手
の
育
成
・
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
我
が
国
は

長
寿
国
家
で
あ
り
、
時
間
に
ゆ
と
り
の
あ
る
元
気
な
高
齢
者
が
多
い
。
特
に
社
会
参
加
と
犯
罪
と
の
関
係
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、社
会
と
の
関
わ
り
が
希
薄
と
な
っ
た
高
齢
者
の
積
極
的
な
参
加
の
場
と
し
て
、活
用
を
図
っ

て
い
く
こ
と
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

（
ウ
）
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

多
く
の
犯
罪
は
、
人
の
目
の
行
き
届
か
な
い
と
こ
ろ
で
発
生
す
る
。
そ
の
よ
う
な
場
所
で
警
戒
に
威
力
を
発
揮
す
る

の
が
防
犯
カ
メ
ラ
で
あ
る
。
公
共
空
間
の
安
全
を
守
る
防
犯
カ
メ
ラ
は
、
第
一
義
的
に
は
、
犯
罪
を
犯
そ
う
と
す
る
者

に
と
っ
て
最
も
脅
威
と
な
る
人
の
目
の
代
わ
り
と
し
て
死
角
の
見
通
し
を
補
い
、
犯
罪
の
発
生
に
抑
止
効
果
を
発
揮
す

る
と
と
も
に
、
第
二
義
的
に
は
、
事
件
が
発
生
し
た
際
に
容
疑
者
の
特
定
や
被
害
回
復
の
た
め
の
捜
査
に
正
確
な
情
報

を
も
た
ら
す
も
の
で
、
治
安
維
持
に
果
た
す
役
割
は
大
き
い
。

加
え
て
、
行
政
、
地
域
住
民
、
事
業
者
等
の
地
域
社
会
が
主
体
と
な
っ
た
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
は
、
地
域
の
安
全
は

自
分
た
ち
で
守
る
と
の
意
識
を
高
め
、
犯
罪
を
許
さ
な
い
機
運
を
醸
成
さ
せ
る
点
で
、
社
会
の
規
範
意
識
の
向
上
や
絆

の
強
化
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
。

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
関
し
て
賛
否
両
論
あ
る
が
、
単
に
監
視
の
役
割
に
止
ま
ら
ず
、
地
域
住
民
が
主
体
と
な
っ
た
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犯
罪
抑
止
力
の
向
上
に
貢
献
す
る
利
点
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
へ
の
配
慮
と
利
用
目
的
に

沿
っ
た
適
切
な
運
用
を
前
提
と
し
て
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
を
推
進
す
べ
き
と
考
え
る
。

㈡　

犯
罪
予
防

ア　

改
善
更
生
へ
の
支
援

近
年
の
犯
罪
予
防
は
、「
犯
罪
者
を
生
ま
な
い
社
会
」
が
基
本
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
と
な
る
。
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
に
、
再

び
犯
罪
に
走
ら
せ
な
い
た
め
の
有
効
か
つ
適
切
な
手
立
て
を
講
じ
、
そ
の
よ
う
な
人
た
ち
を
社
会
の
一
員
と
し
て
迎
え
入
れ

る
社
会
の
こ
と
を
い
う
。

刑
務
所
出
所
者
の
再
犯
防
止
は
、
ま
さ
に
改
善
更
生
の
た
め
の
取
組
み
そ
の
も
の
と
い
え
る
。
犯
罪
者
を
隔
離
・
統
制
し
、

再
び
罪
を
犯
す
予
備
軍
と
み
な
す
扱
い
で
は
、
改
善
更
生
は
図
れ
な
い
。
い
っ
た
ん
拘
禁
し
た
後
に
は
、
施
設
内
で
の
処
遇

を
充
実
化
し
、
社
会
生
活
へ
移
行
さ
せ
る
た
め
の
努
力
が
不
断
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

受
刑
者
等
の
社
会
復
帰
の
円
滑
化
に
つ
い
て
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
の
連
携
に
よ
る
就
労
や
定
住
に
向
け
た
相
談
・
支
援

体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
が
、
解
決
す
べ
き
課
題
も
残
さ
れ
て
い
る
。
就
労
に
関
し
て
は
、
非
正
規
・
不
安
定
雇
用
が
拡
大

し
社
会
問
題
化
す
る
中
で
、
出
所
者
が
こ
う
し
た
雇
用
の
供
給
源
と
な
り
、
か
え
っ
て
自
立
が
不
安
定
に
な
る
こ
と
を
避
け

る
必
要
が
あ
る
。
定
住
に
関
し
て
は
、
高
齢
や
障
が
い
等
に
よ
り
自
立
が
困
難
な
出
所
者
等
を
受
入
れ
る
施
設
が
十
分
で
な

く
、
民
間
の
更
生
保
護
施
設
に
負
担
を
強
い
て
い
る
現
実
が
あ
る
。
ま
た
、
性
犯
、
放
火
等
の
凶
悪
な
罪
を
犯
し
た
出
所
者

等
の
受
け
皿
の
問
題
も
あ
る
。
こ
れ
ら
前
歴
を
有
す
る
者
は
一
般
的
に
再
犯
す
る
率
が
高
い
と
い
わ
れ
、
地
域
住
民
は
再
び
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同
種
犯
罪
を
犯
す
の
で
は
な
い
か
と
不
安
を
抱
く
。
そ
の
結
果
、
自
立
更
生
促
進
セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
拒
否
反
応
を
示
し
た

り
、
更
生
保
護
施
設
の
関
係
者
が
地
域
の
理
解
が
得
ら
れ
な
い
と
受
入
れ
に
消
極
的
に
な
る
な
ど
悪
循
環
に
陥
り
、
受
刑
者

等
は
行
き
場
を
失
う
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
い
。

多
く
の
国
民
は
、
受
刑
者
等
が
更
生
し
よ
う
と
努
力
し
て
き
た
こ
と
を
理
解
し
て
い
る
が
、
現
実
問
題
と
し
て
は
先
に
述

べ
た
と
お
り
課
題
は
多
く
、
き
れ
い
ご
と
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
。

こ
れ
ら
課
題
を
ク
リ
ア
ー
で
き
な
け
れ
ば
、
人
生
を
や
り
直
そ
う
と
必
死
に
刑
に
服
し
て
き
た
受
刑
者
等
の
決
心
は
、
水

泡
に
帰
す
。

イ　

犯
罪
意
思
を
減
退
さ
せ
る
環
境
づ
く
り

環
境
犯
罪
学
と
い
わ
れ
る
分
野
で
は
、
住
宅
の
高
層
化
が
犯
罪
を
誘
発
す
る
と
し
た
防
犯
空
間
理
論
、
刑
罰
論
を
強
く
批

判
し
環
境
工
学
に
基
づ
く
犯
罪
予
防
を
主
張
し
た
防
犯
環
境
設
計
論
、
犯
行
機
会
を
与
え
な
く
す
る
こ
と
を
犯
罪
予
防
の
要

点
と
考
え
た
状
況
的
犯
罪
予
防
論
、犯
行
機
会
を
減
少
さ
せ
る
た
め
に
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
変
え
る
と
し
た
日
常
活
動
理
論
、

一
枚
の
破
れ
窓
の
放
置
が
街
全
体
を
荒
廃
さ
せ
る
と
し
た
破
れ
窓
の
理
論
な
ど
が
あ
る
。

国
内
で
は
、
立
正
大
学
の
小
宮
教
授
が
、
犯
罪
を
防
ぐ
に
は
人
で
は
な
く
、
犯
罪
が
起
こ
る
「
場
所
」
に
注
目
す
べ
き
と

施
策
提
言
し
て
い
る
。
過
去
に
起
き
た
重
大
犯
罪
を
例
に
し
て
、犯
罪
の
ほ
と
ん
ど
が
、「
入
り
や
す
く
、見
え
に
く
い
場
所
」

で
発
生
し
て
い
る
。
だ
か
ら
、
犯
罪
を
防
ぐ
に
は
、
犯
罪
者
か
ら
見
て
「
入
り
に
く
く
、
見
え
や
す
い
」
よ
う
な
空
間
デ
ザ

イ
ン
に
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
説
い
て
い
る
。「
入
り
に
く
く
す
る
」
と
い
う
の
は
、「
犯
罪
を
よ
り
困
難
に
す
る
」
と
同
じ

で
、「
見
え
や
す
く
す
る
」
と
い
う
の
は
、「
犯
行
リ
ス
ク
を
増
加
さ
せ
る
」
の
に
等
し
い
。
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何
れ
の
理
論
も
、
合
理
的
に
行
動
す
る
犯
罪
者
を
想
定
し
て
い
る
の
で
、
合
理
的
選
択
理
論
の
一
つ
と
も
言
え
、
犯
行
の

意
思
を
減
退
さ
せ
犯
罪
を
予
防
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

ウ　

社
会
的
絆
の
構
築

ト
ラ
ビ
ス
・
ハ
ー
シ
ー
（
米
国
：
犯
罪
心
理
学
者
）
は
、「
社
会
的
絆
の
理
論
」
で
「
絆
」
と
は
、
個
人
と
社
会
が
つ
な

が
る
様
々
な
「
つ
な
が
り
」
を
糸
で
表
し
、
そ
の
「
糸
の
束
」
の
こ
と
と
論
じ
て
い
る
。
犯
罪
と
動
機
と
の
関
係
で
は
、「
絆

の
束
」
が
太
く
な
る
ほ
ど
に
手
を
染
め
る
率
は
低
く
、
細
く
な
る
ほ
ど
高
く
な
る
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
人
が
犯
罪
を

犯
さ
な
い
の
は
単
に
刑
罰
に
処
せ
ら
れ
る
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、
家
族
や
仲
間
、
学
校
、
職
場
、
地
域
と
の
間
に
太
く
絆
が

存
在
し
て
い
る
か
ら
だ
と
し
て
い
る
。

先
に
二
（
一
）
イ
の
経
済
状
況
と
窃
盗
と
の
関
係
で
述
べ
た
と
お
り
、
万
引
き
を
す
る
高
齢
者
は
社
会
と
の
関
わ
り
が
希

薄
で
心
の
支
え
を
失
い
、
そ
の
結
果
、
社
会
へ
の
帰
属
意
識
が
低
下
し
て
い
る
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で

社
会
に
多
大
に
貢
献
し
、
子
ど
も
達
に
善
悪
を
諭
し
て
き
た
高
齢
者
が
、
人
生
の
終
焉
間
際
で
万
引
き
に
手
を
染
め
る
こ
と

は
非
常
に
悲
し
い
こ
と
で
あ
る
。

高
齢
化
社
会
の
到
来
は
、
間
違
い
な
く
ハ
ー
シ
ー
の
理
論
が
生
き
て
く
る
。
高
齢
者
世
帯
が
益
々
増
加
し
て
い
く
こ
と
を

考
え
れ
ば
、
高
齢
者
の
孤
独
感
を
拭
う
た
め
の
行
政
的
措
置
を
早
急
に
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
人
の
心
に
立
ち
入
り
、

外
の
世
界
へ
の
参
加
を
説
得
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
が
、
将
来
的
展
望
に
立
て
ば
、
社
会
と
の
関
わ
り
が
、
や
が
て
生

き
が
い
に
つ
な
が
り
、
社
会
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
を
促
し
、
幸
せ
な
人
生
を
全
う
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

避
け
て
は
通
れ
ぬ
重
要
課
題
と
い
え
る
。
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エ　

状
況
要
因
の
改
善

犯
人
に
犯
罪
の
意
思
を
惹
起
さ
せ
な
い
た
め
の
検
討
の
柱
に
、
規
範
意
識
の
醸
成
に
よ
る
防
衛
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
規

範
意
識
の
醸
成
と
い
う
防
衛
策
は
、
い
か
に
し
て
規
範
意
識
を
高
め
る
か
と
い
う
観
点
か
ら
対
策
を
考
え
る
こ
と
で
あ
る
。

規
範
意
識
と
は
一
般
に
規
範
を
遵
守
し
よ
う
と
す
る
態
度
の
こ
と
と
さ
れ
、
そ
の
背
景
に
は
、「
規
範
意
識
が
高
け
れ
ば
悪

い
こ
と
を
し
な
い
」
と
い
う
主
張
が
含
ま
れ
る
。
し
か
し
、
規
範
意
識
そ
れ
自
体
は
、
道
徳
的
意
識
の
個
人
差
が
あ
り
測
定

は
極
め
て
難
し
い
た
め
、
規
範
意
識
の
み
に
指
向
し
た
対
策
を
講
じ
る
こ
と
は
生
産
的
と
は
思
え
な
い
。

人
は
経
験
則
を
獲
得
し
、
変
化
さ
せ
つ
つ
日
常
的
に
判
断
し
行
動
し
て
い
る
。
経
験
則
が
変
化
す
る
要
因
は
主
と
し
て
置

か
れ
た
状
況
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
原
因
を
個
人
的
特
性
に
求
め
る
よ
り
は
、
個
人
を
取
り
巻
く
状
況
特
性
が
個
人
的
特

性
と
か
ら
み
あ
っ
て
、
判
断
や
行
動
が
変
化
す
る
と
考
え
る
ほ
う
が
妥
当
な
推
論
と
思
え
る
。
そ
し
て
、
こ
と
が
状
況
要
因

で
あ
れ
ば
、
被
害
対
象
と
な
る
者
（
物
）
の
防
衛
策
に
始
ま
っ
て
、
家
庭
や
学
校
環
境
、
さ
ら
に
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
在
り

方
に
至
る
ま
で
、
状
況
を
改
善
す
る
持
続
的
な
努
力
が
必
要
と
な
る
。

五　
お
わ
り
に

戦
後
の
焦
土
の
中
で
、
日
本
の
経
済
復
興
に
多
大
に
貢
献
し
た
松
下
幸
之
助
氏
は
、「
か
つ
て
な
い
困
難
に
は
、
か
つ
て

な
い
改
革
が
生
ま
れ
る
。
か
つ
て
な
い
改
革
に
は
、
か
つ
て
な
い
飛
躍
が
生
ま
れ
る
」
と
語
っ
た
。

一
概
に
経
済
と
同
一
視
出
来
な
い
が
、
治
安
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。
一
般
刑
法
犯
認
知
件
数
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が
戦
後
最
悪
を
記
録
し
、「
安
全
神
話
の
崩
壊
」
な
ど
と
言
わ
れ
た
平
成
一
四
年
ま
で
を
「
困
難
」
の
時
期
に
例
え
る
と
、

そ
の
後
、
国
力
を
傾
注
し
治
安
対
策
に
奔
走
し
た
長
い
道
程
が
「
改
革
」
の
時
期
と
な
る
。

そ
し
て
、「
改
革
」
の
時
期
に
講
じ
た
諸
施
策
が
徐
々
に
効
果
を
発
揮
し
、
平
成
二
二
年
の
認
知
件
数
は
ピ
ー
ク
時
と
比

べ
半
分
近
く
ま
で
減
少
し
、
一
時
落
ち
込
ん
だ
検
挙
率
も
三
〇
％
台
ま
で
回
復
す
る
な
ど
、「
飛
躍
」
の
時
期
の
入
口
ま
で

辿
り
着
い
た
。

往
々
に
し
て
「
困
難
」
と
「
改
革
」
の
時
期
は
長
い
が
、「
飛
躍
」
の
時
期
は
油
断
す
る
と
瞬
く
間
に
過
ぎ
去
っ
て
し
ま

う
も
の
で
あ
る
。
問
題
意
識
を
持
ち
続
け
な
け
れ
ば
、
人
は
輝
き
ば
か
り
に
目
を
奪
わ
れ
、
僅
か
な
綻
び
に
決
し
て
気
づ
か

な
い
。「
飛
躍
」
の
時
期
に
こ
そ
、
社
会
情
勢
を
冷
静
に
見
つ
め
変
化
の
兆
し
を
感
じ
取
り
、
機
を
失
す
る
こ
と
な
く
必
要

な
対
策
を
講
じ
、
誰
も
が
安
全
・
安
心
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
る
安
定
し
た
治
安
を
維
持
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
は
、
今
も
っ
て
多
く
の
傷
跡
が
残
さ
れ
、
復
興
へ
の
道
の
り
は
果
て
し
な
い
が
、
少
し
ず
つ
少

し
ず
つ
大
地
が
整
備
さ
れ
、
人
々
に
笑
顔
が
戻
り
つ
つ
あ
る
。
防
災
放
送
に
命
を
か
け
て
一
人
で
も
多
く
の
人
を
救
お
う
と

し
た
防
災
セ
ン
タ
ー
の
女
性
、
半
鐘
を
鳴
ら
し
自
ら
は
濁
流
に
呑
み
込
ま
れ
た
町
の
消
防
団
員
、
一
人
で
も
多
く
の
住
民
を

避
難
さ
せ
る
た
め
に
最
後
列
で
波
を
背
に
し
て
誘
導
し
た
警
察
官
な
ど
、
命
を
顧
み
ず
使
命
感
で
動
い
た
多
く
の
「
地
上
の

星
」
の
た
め
に
も
、
一
日
で
も
早
く
復
興
を
実
現
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

東
北
の
地
に
も
、
か
つ
て
な
い
「
飛
躍
」
の
時
代
が
到
来
す
る
こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。
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〈
引
用
・
参
考
文
献
〉

・
小
林
奉
文
「
地
域
社
会
の
安
全
│
犯
罪
抑
止
対
策
の
現
状
と
そ
の
課
題
」
レ
フ
ァ
ラ
ン
ス　

平
成
一
六
年
二
月
号

・
北
海
道
警
察
犯
罪
脆
弱
者
対
策
研
究
委
員
会
「
犯
罪
脆
弱
者
調
査
最
終
報
告
書
」　

平
成
二
三
年
二
月

・「
万
引
き
を
し
な
い
・
さ
せ
な
い
」社
会
環
境
づ
く
り
と
規
範
意
識
の
醸
成
に
関
す
る
調
査
研
究
委
員
会「
万
引
き
に
関
す
る
調
査
研
究
報
告
書
」

　

平
成
二
一
年
八
月

・
警
察
庁　
「
警
察
白
書
」　

平
成
二
二
年
版

・
産
経
新
聞　
「
犯
罪
の
社
会
的
負
担
い
く
ら
？
」　

平
成
二
二
年
九
月
一
三
日

・
財
団
法
人 

社
会
安
全
研
究
財
団
「
犯
罪
に
対
す
る
不
安
感
等
に
関
す
る
調
査
研
究
」　

平
成
二
〇
年
三
月

・
斎
藤
重
政　
「
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
政
策
の
理
論
と
実
践
〜
岩
手
県
矢
巾
町
の
政
策
評
価
編
〜
」　

平
成
一
三
年
六
月

・
日
本
弁
護
士
連
合
会
『「
犯
罪
に
強
い
社
会
の
実
現
の
た
め
の
行
動
計
画
（
仮
称
）」（
案
）
に
対
す
る
意
見
書
』　

平
成
二
〇
年
一
一
月

・
特
定
非
営
利
活
動
法
人 

全
国
万
引
犯
罪
防
止
機
構　
「
第
六
回
万
引
に
関
す
る
全
国
青
少
年
意
識
調
査
・
分
析
報
告
書
」　

平
成
二
三
年
六
月
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地
域
社
会
の
安
全
を
い
か
に
守
る
か

〜
ち
ょ
っ
と
立
ち
話
が
で
き
る

　
　
　
　
　
　
　
　

地
域
社
会
づ
く
り
を
〜

元
教
員

竹
本　

光
伸
（
60
）

は
じ
め
に

高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
地
域
の
安
全
に
つ
い
て
考
え
る
時
、
子
ど
も
達
が
元
気
に
地
域
の
中
で
遊
べ
る
社
会
づ
く
り
と
同

様
に
、
高
齢
者
に
と
っ
て
も
生
活
す
る
の
に
安
全
な
地
域
づ
く
り
の
大
切
さ
を
退
職
し
た
今
痛
感
す
る
。

し
か
し
、
今
の
時
代
は
、
地
域
社
会
の
安
全
性
に
関
し
て
も
、
人
々
の
物
の
考
え
方
に
し
て
も
昔
と
大
き
く
変
わ
っ
て
し
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ま
っ
た
と
思
う
。
人
々
の
暮
し
は
豊
か
に
な
っ
た
が
、
人
の
心
も
自
然
環
境
も
暮
し
の
豊
か
さ
に
伴
っ
て
す
た
れ
て
い
き
、

そ
れ
を
追
い
か
け
る
よ
う
に
地
域
社
会
の
安
全
も
失
わ
れ
て
い
っ
た
。
地
域
の
安
全
を
守
る
た
め
に
は
、
犯
罪
に
強
い
町
づ

く
り
や
環
境
づ
く
り
の
ハ
ー
ド
面
が
望
ま
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
と
同
様
に
人
と
人
と
の
結
び
付
き
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り
の
ソ
フ
ト
面
が
現
在
強
く
望
ま
れ
て
い
る
気
が
す
る
。
こ
の
地
域
の
安
全
と
い
う
問
題
を
解
決
す
る
の
に
ど
の
よ
う

な
方
法
が
あ
る
の
か
、
こ
れ
か
ら
私
の
意
見
を
述
べ
て
み
た
い
。

私
の
子
ど
も
の
頃
の
地
域
社
会
（
共
同
体
）

先
ず
私
の
小
さ
い
時
の
地
域
社
会
の
こ
と
か
ら
書
き
始
め
て
み
た
い
と
思
う
。
私
は
一
九
五
一
年
（
昭
和
二
六
年
）
生
ま

れ
で
現
在
六
〇
歳
に
な
る
。
私
の
故
郷
は
熊
本
県
の
水
俣
市
で
、
水
俣
で
の
思
い
出
は
一
五
夜
の
時
、
大
人
も
子
ど
も
も
み

ん
な
で
一
緒
に
な
っ
て
綱
引
き
し
た
こ
と
や
子
ど
も
同
士
で
相
撲
を
取
っ
た
こ
と
、
夏
の
間
だ
け
行
わ
れ
る
土
曜
市
、
外
国

船
が
入
る
時
行
わ
れ
る
港
祭
り
、
お
盆
に
打
ち
上
げ
ら
れ
る
花
火
大
会
等
、
私
も
子
ど
も
の
頃
で
好
奇
心
も
旺
盛
と
い
う
こ

と
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、
何
か
心
が
浮
き
浮
き
し
て
心
待
ち
に
し
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
す
。

私
の
実
家
は
建
築
板
金
（
昔
は
ブ
リ
キ
屋
と
呼
ん
で
い
た
）
の
仕
事
を
し
て
お
り
、
私
が
子
ど
も
の
頃
は
常
に
弟
子
の
人

達
が
三
、四
人
い
て
、
同
じ
家
に
住
み
、
一
緒
に
食
事
を
し
て
い
た
。
弟
子
の
人
達
は
一
人
前
に
な
る
と
独
立
し
て
、
自
分

の
店
を
持
ち
、
見
習
い
期
間
の
辛
い
修
業
は
あ
っ
た
が
、
そ
れ
が
職
人
と
し
て
生
き
る
上
で
必
要
な
こ
と
だ
っ
た
。

水
俣
の
方
で
は
、
地
域
の
中
に
は
「
講
」
や
「
結
」
と
い
う
習
慣
も
ま
だ
残
っ
て
お
り
、
父
は
板
金
組
合
の
組
合
長
を
永
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年
し
て
い
た
が
、
組
合
の
話
し
合
い
の
時
に
積
立
金
の
く
じ
を
引
き
、
く
じ
に
当
っ
た
人
が
そ
の
お
金
の
一
年
分
を
先
に
取

る
こ
と
が
で
き
、
次
の
組
合
の
集
ま
り
で
は
、
す
で
に
当
っ
た
人
を
除
く
人
達
で
く
じ
引
き
が
行
わ
れ
て
い
た
。
母
達
の
女

性
グ
ル
ー
プ
も
、
近
所
の
女
性
だ
け
で
集
ま
り
同
じ
よ
う
に
講
を
し
て
い
た
。

仕
事
関
係
で
も
近
所
の
付
き
合
い
で
も
、
水
俣
病
か
ら
く
る
様
々
な
人
間
関
係
を
か
か
え
苦
労
は
し
て
い
た
が
、
時
代
的

に
は
み
ん
な
わ
き
あ
い
あ
い
と
過
ご
し
て
い
た
気
が
す
る
。

又
、「
結
」
で
は
、
田
植
え
な
ど
と
は
違
う
が
、
職
人
さ
ん
の
貸
し
借
り
を
す
る
こ
と
で
、
自
分
の
店
が
忙
し
く
な
っ
た

時
に
い
つ
で
も
職
人
さ
ん
を
借
り
ら
れ
る
よ
う
に
、
私
の
家
で
も
多
少
仕
事
が
忙
し
い
時
で
も
職
人
さ
ん
を
貸
し
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
同
業
者
が
お
互
い
に
助
け
合
う
と
い
う
仕
組
み
も
あ
っ
た
。

水
俣
は
田
舎
な
の
で
、
何
か
事
件
が
起
こ
る
と
、
そ
の
話
題
が
噂
で
広
が
り
、
み
ん
な
が
同
じ
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
、
そ
れ
が
抑
止
力
と
な
り
、
私
達
子
ど
も
は
あ
ま
り
他
人
を
怖
が
ら
ず
に
過
ご
せ
た
時
代
だ
っ
た
。

地
域
社
会
（
共
同
体
）
の
原
点

私
の
故
郷
で
の
地
域
社
会
（
共
同
体
）
の
体
験
は
す
で
に
書
い
た
が
、
日
本
の
中
で
昔
な
が
ら
の
共
同
体
の
残
っ
て
い
る

所
は
ど
ん
な
形
で
残
っ
て
い
る
の
か
を
紹
介
し
て
み
た
い
。

「
共
同
体
の
基
礎
理
論
」
の
本
か
ら
伝
統
的
共
同
体
の
姿
を
引
用
し
て
み
る
と
、

「
こ
の
村
に
は
シ
ノ
ブ
と
イ
ワ
タ
ケ
に
つ
い
て
の
独
特
の
ル
ー
ル
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
生
活
に
困
っ
た
り
、
当
然
の
理
由
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で
ま
と
ま
っ
た
お
金
が
必
要
に
な
っ
た
時
以
外
は
、
手
を
伸
ば
す
か
た
ち
で
し
か
シ
ノ
ブ
と
イ
ワ
タ
ケ
は
採
っ
て
は
い
け
な

い
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
お
金
が
必
要
に
な
っ
た
人
だ
け
が
、ロ
ー
プ
を
使
っ
た
り
し
て
大
量
採
取
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
シ
ノ
ブ
と
イ
ワ
タ
ケ
は
集
落
の
共
有
財
産
な
の
で
あ
る
。
誰
の
山
の
も
の
で
も
そ
れ
は
変
わ
ら
な
い
。
普
段
は
手

の
届
く
範
囲
の
も
の
だ
け
採
っ
て
『
資
源
の
保
全
』
を
は
か
り
、
誰
も
が
納
得
す
る
よ
う
な
理
由
で
お
金
を
必
要
に
な
っ
た

人
だ
け
が
、
保
全
さ
れ
た
資
源
を
採
取
す
る
。
私
は
こ
の
ル
ー
ル
を
知
っ
た
と
き
に
も
共
同
体
の
精
神
を
感
じ
た
。」

こ
れ
は
、
群
馬
県
の
山
村
、
上
野
村
に
つ
い
て
の
記
述
で
あ
る
。
日
本
に
こ
の
よ
う
な
共
同
体
を
有
す
る
地
域
は
そ
う
た

く
さ
ん
は
残
っ
て
い
な
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
所
な
ら
ば
地
域
の
安
全
性
か
ら
み
て
も
問
題
は
な
い
だ
ろ
う
。

も
う
一
つ
は
、
す
で
に
く
ず
れ
て
し
ま
っ
た
日
本
の
共
同
体
を
新
し
い
時
代
に
合
っ
た
形
で
創
出
し
た
地
域
で
あ
る
。
同

じ
本
か
ら
の
引
用
で
「
鳴
子
の
米
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

「
一
時
二
万
四
〇
〇
〇
円
（
一
俵
）
く
ら
い
あ
っ
た
値
段
が
米
の
値
段
に
市
場
原
理
が
導
入
さ
れ
て
以
来
、
一
万
円
と
か

一
万
円
を
割
り
込
む
と
こ
ろ
ま
で
き
ま
し
た
。
鳴
子
の
米
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
米
の
値
段
を
市
場
原
理
に
ゆ
だ
ね
る
の
で
は

な
く
、
農
家
に
は
五
年
間
一
万
八
〇
〇
〇
円
を
保
証
し
、
食
べ
手
、
消
費
者
は
二
万
四
〇
〇
〇
円
を
支
払
う
と
い
う
。」

（
内
山
節　

共
同
体
の
基
礎
理
論　

農
文
協　

二
〇
一
〇
年
）

こ
れ
は
宮
城
県
大
崎
鳴
子
地
区
で
一
俵
二
万
四
〇
〇
〇
円
で
購
入
し
て
よ
い
と
い
う
消
費
者
に
販
売
し
、
地
域
の
共
同
体

を
支
え
て
い
く
計
画
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
例
は
、
私
達
が
あ
ま
り
見
聞
き
し
て
い
な
い
昔
な
が
ら
の
共
同
体
と
新
し
い
形

の
共
同
体
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
共
同
体
に
目
を
向
け
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
づ
く
り
に
、
こ
れ
ら
の
共
同
体
か
ら
何
か
を

学
び
取
り
、
地
域
安
全
の
た
め
に
生
か
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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で
は
次
に
、
現
在
の
地
域
の
様
子
や
地
域
の
安
全
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。

今
の
地
域
社
会
と
地
域
の
安
全

私
は
小
学
校
の
教
師
で
あ
っ
た
た
め
、
私
の
教
師
生
活
を
通
し
て
、
現
在
の
地
域
社
会
の
現
状
と
地
域
の
安
全
に
つ
い
て

述
べ
て
み
た
い
と
思
う
。
小
学
校
の
教
育
は
、
学
力
面
や
体
力
面
、
心
の
教
育
に
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ

る
が
、
安
全
教
育
に
つ
い
て
も
、
ど
こ
の
小
学
校
で
も
非
常
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
れ
は
児
童
の
命
の
問
題

に
か
か
わ
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
だ
。

安
全
教
育
の
中
で
、
小
学
生
は
児
童
の
年
齢
が
低
い
こ
と
も
あ
り
、
純
粋
に
災
害
等
の
非
難
に
関
す
る
安
全
に
つ
い
て
学

ん
で
い
る
も
の
と
そ
れ
に
プ
ラ
ス
し
て
不
審
者
対
策
や
性
犯
罪
防
止
を
取
り
上
げ
る
も
の
が
あ
る
。

災
害
の
み
の
例
と
し
て
、

（
避
難
訓
練
〜
火
災
・
地
震
）

火
災
の
場
合
は
消
防
署
か
ら
来
て
も
ら
っ
て
、
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
注
意
す
る
こ
と
に
つ
い
て
話
を
し
て
も
ら
う
。
そ
れ

以
外
に
も
消
防
車
に
よ
る
放
水
の
実
演
や
消
化
器
の
取
り
扱
い
指
導
、児
童
や
教
師
が
参
加
し
て
の
消
火
の
実
演
等
が
あ
る
。

地
震
の
場
合
は
一
旦
机
の
下
に
か
く
れ
て
避
難
し
た
後
で
、
運
動
場
等
の
広
場
に
集
合
し
、
地
震
の
怖
さ
に
つ
い
て
話
を
し

た
り
、
運
動
場
に
出
る
ま
で
の
避
難
態
度
の
反
省
を
し
た
り
す
る
。
海
の
近
く
の
学
校
は
、
津
波
に
備
え
て
各
学
校
の
最
上
階

に
避
難
す
る
学
校
も
あ
る
。（
東
日
本
大
震
災
後
は
ど
こ
の
学
校
も
避
難
ル
ー
ト
や
避
難
場
所
の
見
直
し
が
行
わ
れ
て
い
る
）
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（
風
水
害
の
避
難
訓
練
）

大
雨
、大
水
は
年
に
何
回
か
ど
こ
の
学
校
で
も
経
験
す
る
こ
と
で
あ
り
、保
護
者
に
も
協
力
し
て
も
ら
っ
て
、児
童
を
迎
え
に

来
て
も
ら
っ
た
り
、集
団
下
校
時
に
教
師
と
保
護
が
一
緒
に
な
り
児
童
を
家
の
近
く
ま
で
送
る
と
い
う
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
純
粋
な
安
全
教
育
を
述
べ
て
き
た
が
、こ
れ
に
プ
ラ
ス
し
て
不
審
者
対
策
や
性
犯
罪
防
止
を
指
導
す
る
例
と
し
て
、

（
交
通
安
全
教
室
）

こ
れ
は
新
一
年
生
の
入
学
後
の
年
度
当
初
、
四
月
か
五
月
頃
行
わ
れ
、
交
通
安
全
の
た
め
の
指
導
で
あ
り
、
歩
行
指
導
や

自
転
車
の
乗
り
方
に
つ
い
て
の
指
導
が
あ
る
。
来
ら
れ
る
方
が
警
察
官
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
最
近
、
不
審
者
対
策
や
性
犯

罪
防
止
に
つ
い
て
の
話
が
必
ず
入
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

（「
Ｃ
Ａ
Ｐ
」
人
権
教
育
〜Child A

ssault Prevention

）

こ
れ
は
「
子
ど
も
の
権
利
条
約
」
に
基
づ
き
、
児
童
の
権
利
を
守
る
指
導
で
、
教
師
に
よ
る
い
じ
め
や
両
親
の
虐
待
も
含
め

て
、
全
国
組
織
の
「CA

P

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
指
導
し
て
い
る
。
こ
の
中
で
も
体
に
触
ら
れ
た
こ
と
の
例
や
キ
ス
を
さ
れ
た

時
と
い
う
具
体
的
な
例
を
示
し
、
両
親
や
教
師
に
伝
え
る
こ
と
の
重
要
性
や
拒
否
す
る
こ
と
の
大
切
さ
が
指
導
さ
れ
て
い
る
。

私
達
は
学
校
で
以
上
の
よ
う
な
教
育
を
行
っ
て
い
る
が
、
登
下
校
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
仕
事
と
し
て
さ
れ
て
い
る
方
も
週
に

二
、三
回
登
下
校
の
見
回
り
を
し
て
下
さ
っ
て
い
る
。
又
、
児
童
ク
ラ
ブ
と
い
っ
て
有
料
で
は
あ
る
が
、
放
課
後
に
児
童
を

預
か
っ
て
も
ら
う
場
所
も
学
校
内
に
設
け
ら
れ
、
低
学
年
の
間
は
、
保
護
者
の
仕
事
の
終
わ
る
午
後
五
時
ぐ
ら
い
ま
で
、
児
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童
ク
ラ
ブ
で
過
ご
す
子
ど
も
達
も
多
い
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
時
、
登
下
校
時
に
パ
ト
ロ
ー
ル
指
導
員
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
登
下
校
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
程
不

審
者
等
の
事
案
が
多
い
と
い
う
の
が
、
学
校
の
現
状
で
あ
る
。

毎
日
新
聞
に
よ
る
と
、

「
警
察
庁
の
ま
と
め
た
犯
罪
情
勢
に
よ
る
と
、
一
〇
年
の
強
制
わ
い
せ
つ
認
知
数
は
七
〇
二
七
件
、
一
二
歳
以
下
で
は

一
〇
年
一
〇
六
三
件
で
〇
九
年
（
九
三
六
件
）
に
比
べ
一
三
・
六
％
の
増
加
だ
と
い
う
。
犯
罪
の
特
徴
は
、
成
功
体
験
を
重

ね
て
エ
ス
カ
レ
ー
ト
す
る
こ
と
。突
然
わ
い
せ
つ
行
為
に
及
ぶ
の
で
は
な
く
、声
か
け
↓
つ
き
ま
と
い
↓
連
れ
込
み
と
変
わ
っ

て
い
く
、
早
い
段
階
で
犯
罪
の
芽
を
つ
む
こ
と
が
大
切
で
、
声
か
け
事
案
も
情
報
提
供
が
必
要
だ
と
い
う
。

子
ど
も
の
安
全
教
育
な
ど
を
行
う
『
ス
テ
ッ
プ
総
合
研
究
所
』（
東
京
都
）
特
別
顧
問
の
清
水
賢
二
さ
ん
は
『
情
報
の
蓄
積
』

が
抑
止
力
に
な
る
。
被
害
に
あ
っ
た
ら
す
ぐ
届
け
て
ほ
し
い
と
話
す
。」

（
毎
日
新
聞　

情
報
の
蓄
積
が
抑
止
力
に
「
声
か
け
」
甘
く
見
ず　

二
〇
一
一
年
六
月
二
九
日
付
）

こ
の
記
事
が
示
す
よ
う
に
性
犯
罪
は
年
々
増
加
し
て
い
る
。
毎
日
ニ
ュ
ー
ス
で
提
供
さ
れ
る
殺
人
事
件
、
犯
罪
、
そ
し
て
、

不
審
者
や
性
犯
罪
に
関
す
る
事
件
を
前
に
し
て
、「
地
域
の
中
は
安
全
で
す
よ
」「
人
を
信
用
し
な
さ
い
」
と
教
師
が
児
童
に

簡
単
に
教
え
ら
れ
る
時
代
で
は
な
い
。
私
達
は
常
に
「
地
域
の
中
で
も
知
ら
な
い
人
に
は
気
を
付
け
な
さ
い
」
と
繰
り
返
し

教
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
現
実
が
あ
る
。
こ
れ
は
家
庭
の
中
で
の
両
親
に
と
っ
て
も
同
じ
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。
な
ぜ
地

域
社
会
が
こ
れ
程
ま
で
危
険
な
場
所
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
を
次
に
考
え
て
み
た
い
。
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高
度
経
済
成
長
期
と
地
域
社
会
の
安
全
喪
失

私
は
、
日
本
の
高
度
経
済
成
長
期
が
い
つ
か
ら
始
ま
っ
た
の
か
に
つ
い
て
確
か
な
記
憶
が
な
い
。
し
か
し
、
私
が
小
学
校

低
学
年
か
ら
高
学
年
（
一
九
五
八
年
か
ら
一
九
六
三
年
）
に
か
け
て
次
々
と
入
っ
て
き
た
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
、
洗
濯
機
等
の

電
化
製
品
、
あ
の
時
は
子
ど
も
心
に
も
実
感
で
き
た
成
長
期
で
あ
っ
た
。
そ
の
一
〇
年
後
の
私
が
大
学
生
の
時
に
、
私
は
新

聞
配
達
と
牛
乳
配
達
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
学
費
と
生
活
費
を
稼
い
で
い
た
が
、
そ
の
時
の
新
聞
と
牛
乳
代
の
値
上
げ
で
、

私
の
バ
イ
ト
料
も
大
き
く
金
額
が
上
が
っ
た
覚
え
が
あ
り
、
私
に
と
っ
て
は
生
活
に
余
裕
が
で
き
た
実
感
が
あ
っ
た
。
そ
の

後
も
私
が
海
外
へ
の
旅
に
出
か
け
ら
れ
た
の
だ
か
ら
、
高
度
経
済
成
長
期
は
長
く
続
い
て
い
た
の
だ
と
思
う
。
し
か
し
、
こ

の
長
く
続
い
た
経
済
成
長
後
の
豊
か
さ
が
、
私
達
の
精
神
面
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
く
。

私
自
身
も
日
本
の
グ
ル
ー
プ
社
会
の
息
苦
し
さ
か
ら
逃
れ
、
言
い
換
え
る
と
共
同
体
か
ら
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
か
ら
逃
れ
る

た
め
に
海
外
に
出
た
一
人
で
あ
る
。
個
人
主
義
に
な
る
こ
と
が
一
人
一
人
が
個
性
豊
か
で
、
グ
ル
ー
プ
社
会
よ
り
一
つ
進
ん

だ
社
会
だ
と
当
時
の
私
は
そ
う
信
じ
て
い
た
。

私
は
一
九
七
九
年
（
二
八
歳
）
か
ら
「
豊
か
さ
」
を
知
る
た
め
に
旅
に
出
た
。
ア
ジ
ア
の
国
々
は
ど
こ
も
貧
し
か
っ
た
。

国
の
中
に
は
小
学
校
の
年
齢
に
当
た
る
子
ど
も
達
が
学
校
に
も
行
か
ず
、
親
の
仕
事
の
手
伝
い
や
物
売
り
を
し
て
働
い
て
い

た
が
、
彼
等
の
瞳
だ
け
は
輝
い
て
い
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
々
は
本
当
に
豊
か
で
あ
っ
た
。
ま
だ
私
達
日
本
人
は
や
っ
と
豊

か
に
な
り
、
先
進
国
に
追
い
付
い
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
が
、
彼
等
は
先
頭
を
走
っ
て
い
る
先
頭
集
団
の
人
達
だ
っ
た
。
し
か

し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
見
た
も
の
は
、
私
達
グ
ル
ー
プ
社
会
の
中
で
生
き
て
き
た
日
本
人
に
と
っ
て
は
あ
ま
り
に
も
シ
ョ
ッ
ク
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な
光
景
だ
っ
た
。
行
き
過
ぎ
た
個
人
主
義
か
ら
く
る
弊
害
だ
ろ
う
か
、
老
い
る
に
従
い
一
人
ぼ
っ
ち
に
な
り
、
一
日
中
橋
の

上
か
ら
水
の
流
れ
を
ぼ
ん
や
り
眺
め
て
い
る
高
齢
者
や
一
日
中
公
園
の
ベ
ン
チ
で
新
聞
を
読
ん
で
時
間
を
つ
ぶ
す
高
齢
者
も

い
た
。「
豊
か
さ
」
や
「
お
金
」
で
人
は
幸
せ
を
つ
か
め
る
の
だ
ろ
う
か
、
旅
は
私
に
新
た
な
疑
問
を
与
え
た
。

海
外
を
旅
し
た
と
い
っ
て
も
、
夏
休
み
を
利
用
し
て
一
六
ヵ
国
を
回
っ
た
に
す
ぎ
な
い
。
英
語
の
必
要
性
を
感
じ
帰
国
後

英
会
話
の
学
習
を
始
め
た
の
で
、
英
語
だ
け
は
身
に
付
い
た
が
、
や
は
り
最
後
は
自
分
の
生
ま
れ
育
っ
た
国
、
日
本
へ
と
興

味
は
向
か
っ
て
い
っ
た
と
し
か
言
い
様
が
な
い
。
私
達
は
豊
か
さ
（
お
金
）
と
個
人
主
義
を
手
に
入
れ
た
が
、
大
切
な
日
本

人
の
心
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
。

私
の
故
郷
（
水
俣
）
を
基
盤
に
し
て
作
家
活
動
を
続
け
ら
れ
て
い
る
石
牟
礼
道
子
さ
ん
は
、
東
京
で
な
く
地
域
（
水
俣
）

か
ら
地
域
の
言
葉
（
水
俣
弁
）
で
声
を
発
し
て
お
ら
れ
る
作
家
で
あ
る
。
そ
の
石
牟
礼
さ
ん
の
対
談
集
の
中
に
、

「（
辺
見
庸
）

と
に
か
く
日
本
語
が
通
じ
な
い
。

（
石
牟
礼
）

も
う
日
本
語
が
通
じ
ま
せ
ん
ね
。
ほ
ん
と
う
に
。

（
辺
見
）

言
葉
に
共
振
す
る
魂
が
な
く
な
っ
た
の
が
、
そ
れ
を
石
牟
礼
さ
ん
は
ど
う
お
感
じ
な
り
、
ど
う
さ
れ
て
い
る
の
か
。
そ
の

辺
を
お
聞
き
し
た
い
と
思
っ
て
き
ま
し
た
。

（
石
牟
礼
）
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言
葉
も
で
す
け
ど
、
魂
は
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
あ
ら
ゆ
る
五
感
と
い
う
か
、
色
彩
に
対
し
て
も
生

活
用
具
に
し
て
も
、
音
に
対
し
て
も
、
目
に
見
え
、
耳
に
聞
こ
え
る
も
の
、
ひ
と
昔
前
は
気
配
と
い
う
も
の
を
聞
い
て
い
た

ん
で
す
け
ど
、
手
に
触
れ
る
も
の
、
そ
れ
か
ら
足
の
裏
に
感
じ
る
も
の
、
そ
れ
を
感
じ
取
る
力
と
い
う
も
の
が
変
質
し
お
と

ろ
え
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
ね
。」

（
石
牟
礼
道
子　

対
談
集
〜
魂
の
言
葉
を
紡
ぐ
〜　

河
出
書
房
新
社　

二
〇
〇
〇
年
）

こ
の
本
に
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
す
で
に
日
本
語
が
通
じ
な
い
、
日
本
人
の
心
（
魂
）
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
日
本
人
は
、

そ
の
一
人
一
人
が
構
成
し
て
い
る
日
本
の
地
域
社
会
を
く
ず
し
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
化
す
る
こ
と
が
近
代
化
、
豊
か
さ
と
思
い

込
ん
で
生
き
て
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

地
域
社
会
の
安
全
と
私
の
活
動

私
の
現
在
住
ん
で
い
る
所
は
、
今
か
ら
二
三
年
前
に
造
成
さ
れ
た
新
し
い
住
宅
地
で
あ
る
。「
学
園
都
市
」
と
し
て
造
成

さ
れ
、
こ
の
一
帯
に
宮
崎
大
学
、
宮
崎
大
学
付
属
病
院
、
二
つ
の
養
護
学
校
（
現
在
は
特
別
支
援
学
校
と
呼
ぶ
）
等
が
あ
る

住
宅
地
で
、
全
国
に
売
地
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
た
め
、
東
京
、
大
阪
、
福
岡
等
の
県
外
者
も
多
い
。

地
域
の
安
全
を
守
る
に
は
、
地
域
の
整
備
計
画
（
ハ
ー
ド
面
）
と
人
の
生
き
方
や
考
え
方
（
ソ
フ
ト
面
）
の
双
方
が
大
切

な
要
素
と
な
っ
て
く
る
。
こ
の
地
域
は
学
園
都
市
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
る
の
で
、児
童
公
園
は
遊
歩
道
の
横
に
つ
く
ら
れ
、

常
に
人
の
監
視
が
で
き
る
場
所
に
あ
る
。
防
犯
灯
も
多
く
住
宅
地
内
は
暗
が
り
を
つ
く
ら
な
い
よ
う
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。
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商
業
地
の
よ
う
な
や
っ
と
通
れ
る
細
い
通
路
も
な
く
、そ
れ
に
家
を
建
て
る
時
に
垣
根
は
生
垣
と
い
う
指
導
も
あ
り
、ブ
ロ
ッ

ク
塀
は
見
ら
れ
な
い
。
そ
の
た
め
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
よ
う
な
密
閉
性
は
な
い
。
し
か
し
、
残
念
な
が
ら
犯
罪
が
起
こ
っ
て
い
る

こ
と
も
、
こ
の
地
区
の
校
区
に
不
審
者
が
出
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
ハ
ー
ド
面
は
大
切
で
あ
る
が
、
私
達
は
そ
れ
だ
け
で

は
地
域
の
安
全
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

こ
れ
か
ら
私
が
実
際
に
や
っ
て
き
た
こ
と
を
紹
介
し
た
い
が
、
何
か
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
や
企
画
を
し
た
訳
で
は
な
い
。
私

は
宮
崎
市
に
家
を
建
て
、
一
六
年
間
は
宮
崎
市
か
ら
約
五
〇
キ
ロ
離
れ
た
日
南
管
内
に
通
っ
て
い
た
。
朝
は
午
前
六
時
半
に

は
家
を
出
て
、
帰
り
も
早
く
て
も
午
後
六
時
す
ぎ
に
帰
る
生
活
を
続
け
て
い
た
か
ら
、
無
理
が
あ
っ
た
ら
長
く
続
け
ら
れ
な

い
。
私
は
自
分
が
で
き
る
範
囲
内
で
少
し
ず
つ
活
動
し
、
二
三
年
間
活
動
を
続
け
て
き
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
私
に
と
っ
て

も
大
き
な
喜
び
で
あ
っ
た
。

私
の
住
む
地
域
は
ほ
と
ん
ど
の
人
達
が
自
分
の
子
ど
も
が
小
学
一
年
生
に
な
る
前
後
に
家
を
建
て
た
私
と
同
世
代
の
人
達

の
集
ま
り
で
あ
る
。
私
の
育
っ
た
世
代
か
ら
い
え
ば
、
掃
除
に
つ
い
て
は
自
分
の
家
の
敷
地
内
は
も
ち
ろ
ん
、
自
分
の
家
の

前
や
周
り
の
道
路
を
掃
除
す
る
の
は
当
り
前
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
私
の
住
む
地
区
は
あ
ま
り
掃
除
を
す
る
人
を
見
か
け
な

い
。
最
初
私
は
、
都
会
か
ら
の
住
人
も
多
い
の
で
小
さ
い
時
か
ら
そ
う
い
う
習
慣
が
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
て

い
た
が
、
宮
崎
県
内
出
身
の
住
人
も
同
じ
な
の
で
、
こ
れ
は
や
は
り
時
代
の
流
れ
的
な
も
の
で
あ
る
と
思
い
直
し
た
。
私
は

自
分
の
家
の
前
や
周
り
の
掃
除
は
も
ち
ろ
ん
、
も
う
一
つ
向
こ
う
に
あ
る
遊
歩
道
五
〇
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
掃
除
し
て
き
た
。

こ
の
遊
歩
道
は
小
学
生
の
通
学
路
に
な
っ
て
い
る
。
私
の
家
の
所
は
ち
ょ
う
ど
入
口
・
出
口
に
な
っ
て
い
て
、
こ
こ
か
ら

五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
先
に
あ
る
学
校
の
所
ま
で
続
い
て
い
る
。
朝
早
く
登
校
す
る
子
ど
も
達
が
「
気
持
ち
よ
く
登
校
し



162

て
ほ
し
い
」、
た
だ
そ
れ
だ
け
の
思
い
か
ら
掃
除
を
続
け
て
き
た
。
小
学
校
の
教
師
で
あ
っ
た
私
は
、
ど
こ
の
学
校
の
児
童
・

生
徒
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
子
ど
も
達
が
次
の
日
本
を
背
負
っ
て
く
れ
る
と
信
じ
て
き
た
。

遊
歩
道
の
両
側
に
続
く
桜
並
木
の
遊
歩
道
は
三
月
か
ら
四
月
の
初
め
に
か
け
て
、
き
れ
い
な
花
を
咲
か
せ
て
く
れ
る
。
ま

さ
に
桜
の
ト
ン
ネ
ル
が
で
き
あ
が
る
。
し
か
し
、
六
月
、
七
月
に
な
る
と
サ
ク
ラ
ン
ボ
の
実
が
で
き
こ
れ
が
落
ち
始
め
る
。

秋
に
は
毎
日
毎
日
少
し
ず
つ
枯
れ
葉
を
散
ら
し
て
い
く
。
雨
で
も
降
れ
ば
濡
れ
た
落
ち
葉
が
ゴ
ミ
の
よ
う
に
そ
こ
こ
こ
に

溜
っ
て
し
ま
う
。
児
童
に
と
っ
て
は
ち
ょ
う
ど
こ
こ
が
登
校
の
入
口
に
な
り
、
入
口
で
汚
な
い
光
景
は
見
せ
た
く
な
い
、
そ

う
い
う
思
い
か
ら
掃
除
を
始
め
た
。

と
こ
ろ
が
結
果
は
別
の
方
向
へ
進
ん
で
い
っ
た
。
児
童
は
集
団
登
校
な
の
で
邪
魔
に
な
ら
な
い
よ
う
に
児
童
の
通
学
前
に

掃
除
す
る
が
、中
、高
校
生
は
自
転
車
通
学
も
あ
り
朝
早
い
、「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」の
元
気
の
よ
い
あ
い
さ
つ
を
受
け
る
。

同
じ
時
間
帯
に
犬
の
散
歩
を
す
る
人
達
が
通
ら
れ
る
。「
大
変
で
す
ね
」「
ご
苦
労
様
で
す
」
の
声
を
か
け
ら
れ
、時
々
は
「
お

宅
の
た
め
に
毎
日
掃
除
し
て
る
ん
で
す
よ
」
と
私
も
ジ
ョ
ー
ク
を
飛
ば
す
。「
あ
は
は
…
は
」、
何
で
も
な
い
こ
と
だ
が
お
互

い
の
気
持
ち
も
な
ご
む
。
私
自
身
は
毎
日
ジ
ョ
ギ
ン
グ
も
し
て
い
る
の
で
、
散
歩
し
て
い
る
人
と
も
お
互
い
に
あ
い
さ
つ
を

か
わ
さ
す
。
何
度
も
顔
を
合
わ
せ
る
内
に
、
声
を
か
け
た
り
、
ち
ょ
っ
と
立
ち
話
を
し
た
り
と
地
域
の
中
に
も
和
が
広
が
り
、

そ
れ
は
私
の
心
の
中
に
も
輪
が
で
き
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
そ
れ
に
、そ
れ
ぞ
れ
の
出
身
の
方
言
も
聞
か
れ
、私
自
身
も
す
っ

か
り
宮
崎
弁
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
地
域
の
中
で
は
や
は
り
方
言
が
よ
く
似
合
う
。

も
ち
ろ
ん
私
自
身
は
特
定
の
場
所
し
か
掃
除
し
て
い
な
い
の
で
知
ら
な
い
人
も
多
い
。
こ
の
地
域
も
広
い
の
で
、
掃
除
、

ジ
ョ
ギ
ン
グ
、
散
歩
ば
か
り
で
な
く
、
こ
の
地
区
で
行
わ
れ
て
い
る
敬
老
会
、
祭
り
、
公
民
館
で
の
運
動
指
導
等
で
も
、
同
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じ
よ
う
に
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
地
域
社
会
の
安
全
に
役
立
つ
と
思
わ
れ
る
。

「
地
域
社
会
（
共
同
体
）
の
原
点
」
で
紹
介
し
た
昔
な
が
ら
の
共
同
体
に
戻
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
地
域
の
安
全
は
保
た

れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
今
の
よ
う
に
み
ん
な
が
忙
し
い
状
況
で
は
新
し
い
形
で
の
共
同
体
を
生
み
出
す
以
外
に
道
は
な

い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
昔
な
が
ら
の
共
同
体
に
比
べ
た
ら
十
分
の
一
に
も
な
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
自
分
の
で
き
る

範
囲
で
、
地
域
の
人
と
人
と
の
結
び
付
き
や
絆
に
目
を
向
け
、
そ
れ
を
深
め
て
い
け
ば
ち
ょ
っ
と
立
ち
話
を
し
、
結
び
付
き

の
強
さ
を
示
す
だ
け
で
も
、
不
審
者
は
地
域
内
に
立
ち
入
り
に
く
く
な
る
し
、
性
犯
罪
の
防
止
に
も
な
る
は
ず
だ
。
そ
れ
は

子
ど
も
達
を
犯
罪
か
ら
守
る
だ
け
で
な
く
、「
こ
そ
泥
」
や
高
齢
者
へ
の
「
押
売
り
」
の
防
止
に
も
な
る
と
思
わ
れ
る
。

今
年
の
三
月
一
一
日
の
東
日
本
大
震
災
で
、
私
達
は
も
う
一
度
自
分
達
の
生
き
方
を
見
直
し
、
人
の
幸
せ
と
は
？
、
豊
か

さ
と
は
？
、
又
、
地
域
社
会
づ
く
り
や
地
域
の
安
全
か
ら
得
ら
れ
る
自
分
達
の
利
点
に
つ
い
て
再
考
し
て
み
る
必
要
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ま
で
固
定
観
念
で
踏
み
出
せ
な
か
っ
た
新
し
い
世
界
へ
の
第
一
歩
を
、
今
こ
そ
踏
み
出
す
時
が
き
て
い
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

私
は
宮
崎
大
学
の
す
ぐ
近
く
に
住
ん
で
い
る
。
多
く
の
外
国
人
留
学
生
が
宮
崎
と
日
本
の
環
境
や
人
の
よ
さ
に
つ
い
て
ほ

め
る
。
確
か
に
外
国
に
比
べ
た
ら
、
日
本
は
世
界
の
中
で
も
治
安
の
よ
い
国
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
日
本
も
昔
に
比
べ

た
ら
治
安
は
急
激
に
悪
化
し
て
い
る
。「
日
本
も
古
き
良
き
時
代
が
あ
っ
た
の
だ
」
と
昔
を
懐
か
し
む
の
で
は
な
く
、
新
し
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い
日
本
を
つ
く
り
出
す
勇
気
が
今
必
要
と
さ
れ
て
い
る
気
が
し
て
な
ら
な
い
。

最
後
に
、
朝
日
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
石
牟
礼
道
子
さ
ん
の
記
事
を
紹
介
し
て
終
わ
り
に
し
た
い
と
思
う
。

「
希
望
が
も
て
な
い
日
本
だ
な
あ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
東
北
の
人
々
の
こ
と
ば
を
聞
い
て
い
た
ら
、
こ
う
い
う
人

た
ち
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
あ
れ
ば
、
日
本
に
も
希
望
が
も
て
る
の
か
も
し
れ
な
い
と
」（
水
俣
病
問
題
に
か
か
わ
っ
て
約

半
世
紀
、
こ
の
間
石
牟
礼
は
ず
っ
と
危
機
感
を
募
ら
せ
て
き
た
。
互
い
を
思
い
や
る
き
ず
な
が
失
わ
れ
、
無
機
質
の
巨
大
な

ビ
ル
が
建
ち
並
ぶ
都
会
の
姿
は
、
近
代
文
明
の
な
れ
の
果
て
に
見
え
た
。）

「
息
が
で
き
な
く
な
っ
た
大
地
が
深
呼
吸
を
し
て
、
は
あ
っ
と
吐
き
出
し
た
の
で
は
。
死
な
せ
て
は
な
ら
な
い
無
辜
の
民

を
殺
し
て
、
文
明
の
大
転
換
期
に
入
っ
た
と
い
う
気
が
し
ま
す
。」

「
亡
く
な
っ
た
人
た
ち
の
魂
が
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
遺
言
に
向
き
合
わ
な
け
れ
ば
日
本
は
滅
び
る
と
思
い
ま
す
。
で
も
、

受
け
と
め
て
立
ち
上
が
っ
た
時
、
今
ま
で
と
は
異
な
る
文
明
が
出
来
上
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。」

（
朝
日
新
聞　

水
俣
を
問
う　

二
〇
一
一
年
六
月
一
八
日
付
）

※
こ
の
論
文
は
未
発
表
の
論
文
で
す

﹇
参
考
文
献
﹈

・
内
山
節　

共
同
体
の
基
礎
理
論　

農
文
協　

二
〇
一
〇
年

・
石
牟
礼
道
子　

対
談
集
〜
魂
の
言
葉
を
紡
ぐ
〜
河
出
書
房
新
社　

二
〇
〇
〇
年

・
毎
日
新
聞　

情
報
の
蓄
積
が
抑
止
力
に
「
声
か
け
」
を
甘
く
見
ず　

二
〇
一
一
年
六
月
二
九
日
付

・
朝
日
新
聞　

水
俣
を
問
う　

二
〇
一
一
年
六
月
一
八
日
付
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地
域
社
会
の
安
全
を
い
か
に
守
る
か

警
察
官
（
群
馬
県
警
察
本
部

地
域
部
機
動
警
ら
隊
）

塚
本　

一
貴
（
28
）

一　
は
じ
め
に
〜
広
が
る
社
会
不
安

近
年
の
治
安
情
勢
は
、
刑
法
犯
の
認
知
件
数
や
交
通
事
故
の
発
生
件
数
等
の
統
計
上
の
数
値
を
見
る
と
毎
年
減
少
し
て
い

る
も
の
の
、
体
感
治
安
は
決
し
て
回
復
し
て
い
な
い
。

情
報
化
社
会
の
進
展
に
よ
り
、
凶
悪
な
犯
罪
は
メ
デ
ィ
ア
に
こ
ぞ
っ
て
取
り
上
げ
ら
れ
、
瞬
く
間
に
世
間
に
知
れ
渡
る
中
、
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毎
日
の
よ
う
に
凶
悪
な
犯
罪
や
悲
惨
な
事
故
が
報
道
さ
れ
て
い
る
。

個
人
情
報
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
持
に
関
心
が
高
ま
り
、
他
人
か
ら
の
干
渉
を
嫌
う
人
が
増
加
し
て
い
る
。
人
と
人
の
繋

が
り
が
希
薄
に
な
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
崩
壊
し
つ
つ
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
孤
独
や
不
安
が
広
が
る
現
状
で
は
、
人

の
感
覚
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
体
感
治
安
の
向
上
は
難
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

更
に
平
成
二
三
年
三
月
一
一
日
に
発
生
し
多
数
の
死
傷
者
・
行
方
不
明
者
を
出
し
た
東
日
本
大
震
災
に
伴
う
津
波
被
害
、

原
子
力
発
電
所
の
事
故
、
震
災
に
便
乗
し
た
各
種
犯
罪
行
為
等
、
社
会
不
安
は
拡
大
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。

現
在
、
地
域
社
会
の
安
全
を
守
る
上
で
課
題
と
な
っ
て
い
る
、
子
ど
も
や
女
性
が
被
害
者
と
な
る
犯
罪
の
増
加
や
未
だ
高

止
ま
り
が
続
く
少
年
犯
罪
の
現
状
に
つ
い
て
触
れ
、
今
後
、
警
察
と
地
域
住
民
が
連
携
し
て
地
域
社
会
の
安
全
を
い
か
に
守

る
か
考
え
て
い
き
た
い
。

二　
地
域
社
会
を
取
り
巻
く
事
件
・
事
故
の
状
況
と
体
感
治
安

㈠　

刑
法
犯
の
認
知
・
検
挙
状
況

○
刑
法
犯
の
認
知
件
数

平
成
二
二
年
中
の
刑
法
犯
認
知
件
数
は
、
一
五
八
万
五
、八
五
六
件
と
前
年
の
一
七
〇
万
三
、〇
四
四
件
か
ら

一
一
万
七
、一
八
八
件
（
六
・
九
％
）
減
少
し
、
平
成
一
四
年
の
二
八
五
万
件
を
ピ
ー
ク
に
こ
れ
ま
で
年
々
減
少
す
る
も

の
の
、
一
二
〇
万
件
前
後
で
推
移
し
て
い
た
昭
和
四
〇
年
代
と
比
較
す
る
と
ま
だ
ま
だ
高
い
水
準
に
あ
り
、
依
然
と
し
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て
厳
し
い
情
勢
で
あ
る
。

○
刑
法
犯
の
検
挙
状
況

平
成
二
二
年
中
の
刑
法
犯
の
検
挙
件
数
は
、
四
九
万
七
、三
五
六
件
と

前
年
の
五
四
万
四
、六
九
九
件
か
ら
四
万
七
、三
四
三
件
（
八
・
七
％
）
減

少
し
て
い
る
。

刑
法
犯
の
検
挙
人
員
は
、
三
二
万
二
、六
二
〇
人
と
前
年
の

三
三
万
二
、八
八
八
人
か
ら
一
万
二
六
八
人
（
三
・
一
％
）
減
少
し
て
い
る
。

刑
法
犯
の
検
挙
率
は
、
昭
和
期
に
は
お
お
む
ね
六
〇
％
前
後
の
水
準
で

あ
っ
た
が
、
平
成
に
入
り
急
激
に
低
下
し
、
平
成
一
三
年
に
は
戦
後
最
低

の
一
九
・
八
％
を
記
録
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
平
成
一
四
年
か
ら
上
昇
傾

向
と
な
っ
て
い
た
が
、
平
成
二
二
年
中
は
三
一
・
四
％
と
前
年
よ
り
〇
・
六

ポ
イ
ン
ト
低
下
し
、
前
年
の
〇
・
五
ポ
イ
ン
ト
上
昇
か
ら
一
転
減
少
傾
向

に
転
じ
て
い
る
。

㈡　

交
通
事
故
の
発
生
状
況

平
成
二
二
年
中
の
交
通
事
故
に
よ
る
死
者
数
は
、
四
、八
六
三
人
と
昭
和
二
七

年
以
来
五
七
年
ぶ
り
に
四
千
人
台
と
な
っ
た
前
年
を
更
に
下
回
っ
て
い
る
。
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ま
た
発
生
件
数
及
び
負
傷
者
数
も
六
年
連
続
で
減
少
し
、負
傷
者
数
は
一
六
年
ぶ
り
に
九
〇
万
人
以
下
と
な
っ
た
も
の
の
、

七
〇
万
件
以
上
の
交
通
事
故
が
発
生
す
る
な
ど
、
依
然
と
し
て
憂
慮
す
べ
き
情
勢
で
あ
る
。

㈢　

体
感
治
安
の
悪
化

刑
法
犯
認
知
件
数
は
、
前
述
の
と
お
り
平
成
一
四
年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
を
続
け
て
い
る
も
の
の
、
依
然
と
し
て
ひ
っ
た
く

り
等
の
街
頭
犯
罪
や
空
き
巣
等
の
侵
入
窃
盗
、
高
齢
者
の
交
通
事
故
等
が
多
発
し
て
い
る
な
ど
、
地
域
住
民
の
事
件
、
事
故

に
対
す
る
不
安
は
大
き
い
。

ま
た
、
母
親
が
娘
と
そ
の
友
人
の
男
子
児
童
を
殺
害
し
た
秋
田
児
童
連
続
殺
人
事
件
（
平
成
一
八
年
四
月
、
五
月
）
や
東

京
都
千
代
田
区
外
神
田
（
秋
葉
原
）
で
発
生
し
七
名
が
死
亡
、
一
〇
名
が
負
傷
し
た
秋
葉
原
通
り
魔
事
件
（
平
成
二
〇
年
六

月
八
日
）
等
の
社
会
的
反
響
の
大
き
い
事
件
が
近
年
毎
年
の
よ
う
に
発
生
し
て
い
る
。

更
に
、
多
く
の
犠
牲
者
を
出
し
、
い
ま
だ
に
行
方
不
明
者
が
多
数
存
在
す
る
平
成
二
三
年
三
月
一
一
日
発
生
の
東
日
本
大

震
災
に
よ
る
津
波
等
の
震
災
被
害
、
そ
れ
に
伴
う
原
子
力
発
電
所
の
事
故
、
震
災
に
便
乗
し
た
様
々
な
犯
罪
の
発
生
等
に
よ

り
、
更
に
体
感
治
安
の
悪
化
を
招
い
て
い
る
情
勢
で
あ
る
。

三　
治
安
を
守
る
最
前
線
に
居
て

私
は
平
成
一
八
年
四
月
に
警
察
官
と
な
り
、現
在
六
年
目
を
迎
え
て
い
る
。
警
察
学
校
で
の
半
年
間
の
教
養
を
終
え
た
後
、
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そ
の
多
く
を
地
域
住
民
と
密
接
に
か
か
わ
る
地
域
警
察
部
門
で
過
ご
し
て
き
た
。

地
域
警
察
部
門
の
業
務
は
、
１
１
０
番
通
報
に
い
ち
早
く
対
応
し
た
り
、
管
内
を
パ
ト
カ
ー
や
自
転
車
等
で
パ
ト
ロ
ー
ル

し
不
審
者
に
対
す
る
職
務
質
問
、
交
通
指
導
取
締
り
に
よ
る
交
通
事
故
の
抑
止
、
巡
回
連
絡
に
よ
る
犯
罪
・
事
故
の
予
防
等

の
指
導
・
連
絡
や
地
域
住
民
か
ら
の
相
談
・
意
見
等
の
聴
取
を
行
っ
て
い
る
。

現
在
私
は
警
察
本
部
地
域
部
機
動
警
ら
隊
に
所
属
し
、
治
安
を
守
る
最
前
線
と
し
て
日
夜
パ
ト
カ
ー
で
パ
ト
ロ
ー
ル
し
、

不
審
者
に
対
す
る
職
務
質
問
や
各
種
１
１
０
番
通
報
に
対
応
す
る
勤
務
に
従
事
し
て
い
る
。

勤
務
中
、
無
線
機
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
の
は
、「
泥
棒
の
被
害
に
あ
っ
た
」、「
交
通
事
故
を
起
こ
し
た
」、「
暴
力
を
振
る

わ
れ
て
い
る
」
等
の
地
域
住
民
か
ら
の
悲
痛
の
叫
び
で
あ
る
。

前
述
の
と
お
り
全
国
の
刑
法
犯
認
知
件
数
や
交
通
事
故
数
は
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
事
件
・
事
故
の
当
事
者
に
と
っ
て

は
統
計
上
の
数
字
な
ど
何
の
意
味
も
な
く
、
み
な
不
安
と
悲
し
み
に
く
れ
、
や
り
場
の
な
い
怒
り
に
時
に
涙
を
流
す
人
も
い
る
。

そ
ん
な
地
域
住
民
を
一
人
で
も
少
な
く
す
る
こ
と
が
我
々
警
察
官
の
責
務
で
あ
る
と
し
て
活
動
し
て
い
る
中
で
、
地
域
住

民
の
方
々
の
協
力
が
本
当
に
支
え
に
な
っ
て
い
る
。

朝
、
夕
の
児
童
の
登
校
時
間
に
合
わ
せ
交
差
点
で
旗
を
振
っ
て
く
れ
る
交
通
指
導
員
や
保
護
者
の
方
、
繁
華
街
に
お
い
て

パ
ト
ロ
ー
ル
を
し
て
く
れ
て
い
る
防
犯
協
力
団
体
の
方
々
な
ど
多
く
の
地
域
住
民
の
方
々
が
我
々
警
察
と
一
緒
に
な
り
事

件
・
事
故
の
発
生
を
少
し
で
も
減
ら
し
、
安
全
安
心
な
街
づ
く
り
を
目
指
し
て
く
れ
て
い
る
こ
と
が
本
当
に
我
々
警
察
官
の

励
み
と
な
っ
て
い
る
。

一
向
に
回
復
し
な
い
体
感
治
安
や
日
々
発
生
す
る
事
件
・
事
故
は
、
警
察
組
織
だ
け
の
活
動
で
は
限
界
が
あ
り
、
地
域
住
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民
と
の
連
携
は
今
後
ま
す
ま
す
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
痛
感
し
て
い
る
。

四　
子
ど
も
・
女
性
を
犯
罪
か
ら
守
る
た
め
に

近
年
、
児
童
虐
待
、
わ
い
せ
つ
事
案
や
ス
ト
ー
カ
ー
被
害
と
い
っ
た
子
ど
も
や
女
性
が
被
害
者
と
な
る
犯
罪
が
増
加
傾
向

に
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
子
ど
も
や
女
性
と
い
っ
た
弱
者
が
犯
罪
の
標
的
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
体
感
治
安
を
更
に
悪
化
さ
せ

る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
、
地
域
社
会
の
安
全
を
守
る
上
で
、
子
ど
も
や
女
性
が
被
害
者
と
な
る
犯
罪
を
防
止
す
る
こ
と
は
最
優

先
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
増
加
の
一
途
を
た
ど
る
子
ど
も
や
女
性
が
被
害
者
と
な
る
犯
罪
に
対
し
、
現
状
を
把
握
し
対
策
を
考
え
て
い
く
。

㈠　

子
ど
も
が
被
害
者
と
な
っ
て
い
る
犯
罪
の
現
状

刑
法
犯
に
係
る
一
三
歳
未
満
の
子
ど
も
の
被
害
件
数
は
、
平
成
二
二
年
中
三
万
一
、八
三
二
件
（
前
年
比
マ
イ
ナ
ス
一
・

六
％
）
と
高
く
、
略
取
誘
拐
九
一
件
（
前
年
比
プ
ラ
ス
一
八
・
二
％
）、
強
制
わ
い
せ
つ
一
、〇
六
三
件
（
前
年
比
プ
ラ
ス

一
三
・
六
％
）、
強
姦
五
五
件
（
前
年
比
プ
ラ
ス
三
・
八
％
）、
殺
人
七
七
件
（
前
年
比
マ
イ
ナ
ス
一
・
三
％
）
と
い
っ
た
凶
悪

な
犯
罪
傾
向
に
あ
る
。

ま
た
、
福
祉
犯
（
児
童
に
淫
行
を
さ
せ
る
行
為
の
よ
う
に
、
少
年
の
心
身
に
有
害
な
影
響
を
与
え
少
年
の
福
祉
を
害
す
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る
犯
罪
）
の
被
害
者
数
も
平
成
二
二
年
中
七
、三
四
〇
人
（
前
年
比
プ
ラ
ス

一
九
五
人
）
と
平
成
二
〇
年
か
ら
三
年
間
連
続
で
増
加
し
て
い
る
厳
し
い
状

況
に
あ
る
。

被
害
者
数
に
お
け
る
女
子
の
割
合
も
、
平
成
一
九
年
か
ら
四
年
連
続
低
下

し
て
い
る
も
の
の
依
然
と
し
て
七
〇
％
を
超
え
て
お
り
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
中
学
生
ぐ
ら
い
の
未
成
年
者
が
水
着
の
グ
ラ
ビ
ア
に
掲
載
さ
れ

る
等
、
未
成
年
者
を
性
的
対
象
と
す
る
よ
う
な
風
潮
が
広
が
り
を
見
せ
て
い

る
こ
と
も
そ
の
影
響
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

更
に
、
児
童
虐
待
に
つ
い
て
も
そ
の
検
挙
数
は
平
成
二
二
年
中
三
八
七
件

（
前
年
比
プ
ラ
ス
一
九
件
）
で
、
平
成
一
七
年
か
ら
六
年
間
増
加
の
一
途
を
た

ど
っ
て
い
る
。

㈡　

子
ど
も
の
安
全
を
守
る
た
め
に

○
子
ど
も
に
対
す
る
街
頭
犯
罪
の
予
防

子
ど
も
が
被
害
者
と
な
る
事
件
は
、
登
下
校
時
に
発
生
が
多
く
、
知

ら
な
い
人
に
声
を
掛
け
ら
れ
る
等
の
事
件
化
が
困
難
な
事
案
も
含
め
、

私
が
活
動
し
て
い
る
地
域
で
も
毎
日
の
よ
う
に
子
ど
も
を
対
象
と
す
る
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事
案
が
発
生
し
て
い
る
。

登
校
中
に
刃
物
で
切
り
付
け
ら
れ
た
り
、
大
声
で
怒
鳴
ら
れ
た
り
、
卑

猥
な
言
動
の
被
害
に
あ
っ
た
り
等
そ
の
形
態
は
様
々
で
あ
る
が
、
被
害

を
受
け
た
子
ど
も
は
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
、
事
件
後
そ
の
影
響
に

悩
ま
さ
れ
、
そ
の
成
長
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
で
あ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に

推
測
で
き
る
。

略
取
誘
拐
や
強
制
わ
い
せ
つ
と
い
っ
た
悲
惨
な
事
件
か
ら
子
ど
も
を

守
る
た
め
の
対
策
と
し
て

・ 

登
下
校
時
に
お
い
て
パ
ト
カ
ー
で
学
校
周
辺
や
通
学
路
を
パ
ト
ロ
ー
ル

し
、
不
審
者
（
不
審
車
両
）
に
対
す
る
職
務
質
問
を
更
に
強
化
す
る

・ 

防
犯
団
体
と
協
力
し
た
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
や
防
犯
教
室
と
い
っ
た
学

校
・
関
係
団
体
と
の
連
携
を
更
に
強
化
す
る
。

・ 「
こ
ど
も
１
１
０
番
の
家
」
等
、
地
域
全
体
で
子
ど
も
を
犯
罪
か
ら
守

る
取
り
組
み
の
更
な
る
強
化

・ 

ス
ク
ー
ル
バ
ス
、
保
護
者
等
に
よ
る
送
迎
や
集
団
登
下
校
等
の
子
ど
も

を
一
人
に
し
な
い
対
策
の
強
化

・
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
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・
防
犯
ブ
ザ
ー
の
携
帯
の
徹
底

等
が
挙
げ
ら
れ
、
警
察
、
学
校
、
関
係
団
体
、
保
護
者
と
い
っ
た
子
ど
も

を
取
り
巻
く
全
て
の
大
人
が
連
携
を
強
化
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
現
在
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
子
ど
も
を
性
的
対
象
と
す
る
よ
う

な
風
潮
を
社
会
全
体
で
反
省
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

○
児
童
虐
待
の
早
期
発
見
及
び
対
策

児
童
虐
待
は
、
家
庭
内
と
い
う
閉
鎖
さ
れ
た
空
間
で
起
き
る
場
合
が
ほ

と
ん
ど
で
あ
る
こ
と
か
ら
潜
在
化
し
や
す
く
、
被
害
児
童
か
ら
の
自
主
的

な
被
害
申
告
が
期
待
で
き
な
い
た
め
、
早
期
の
発
見
が
困
難
で
あ
る
。
発

見
が
遅
れ
る
こ
と
で
、
虐
待
が
反
復
、
継
続
す
る
こ
と
と
な
り
、
児
童
の

死
亡
と
い
っ
た
重
大
な
結
果
を
招
く
お
そ
れ
が
あ
る
。

そ
の
た
め
、
児
童
虐
待
は
早
期
の
発
見
が
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
れ
に
は

警
察
だ
け
の
活
動
で
は
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
関
係
団
体
と
の
連
携
が

不
可
欠
で
あ
る
。

児
童
虐
待
を
早
期
に
発
見
す
る
た
め
の
対
策
と
し
て

・ 

児
童
虐
待
の
情
報
を
入
手
し
た
早
期
の
段
階
か
ら
、
関
係
者
間
で
情
報
を

共
有
す
る
等
、
警
察
、
児
童
相
談
所
、
学
校
、
医
療
機
関
等
の
各
種
団
体
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の
連
携
を
更
に
強
化
す
る

・ 

匿
名
通
報
ダ
イ
ヤ
ル（
０
１
２
０
―
９
２
４
―
８
３
９
）の
浸
透
を
図
り
、

情
報
を
早
期
に
入
手
し
対
策
を
講
じ
る

※
匿
名
通
報
ダ
イ
ヤ
ル

子
ど
も
や
女
性
を
守
る
た
め
に
匿
名
通
報
事
業
の
通
称
で
、
子
ど
も

や
女
性
の
早
期
保
護
等
を
図
る
た
め
に
、
警
察
庁
の
委
託
を
受
け
た
民

間
団
体
が
、
市
民
か
ら
匿
名
に
よ
る
事
件
情
報
の
通
報
を
受
け
、
こ
れ

を
警
察
に
提
供
し
て
、
捜
査
等
に
役
立
て
よ
う
と
す
る
も
の
。

等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

潜
在
性
の
高
い
児
童
虐
待
の
情
報
を
入
手
す
る
た
め
に
は
、
隣
近
所
の
住
民

か
ら
の
通
報
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
安
全
な
地
域
社
会
を
構
築
す
る
た

め
、
住
民
一
人
一
人
が
地
域
の
こ
と
に
関
心
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

㈢　

女
性
が
被
害
者
と
な
っ
て
い
る
犯
罪
の
現
状

女
性
が
被
害
者
と
な
っ
て
い
る
犯
罪
で
近
年
特
に
増
加
傾
向
に
あ
る
の
は
、

ス
ト
ー
カ
ー
事
案
、
配
偶
者
暴
力
事
案
（
Ｄ
Ｖ
事
案
）
で
あ
る
。

平
成
一
一
年
に
は
、
元
交
際
相
手
の
男
性
ら
に
女
子
大
生
が
殺
害
さ
れ
た
桶
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川
ス
ト
ー
カ
ー
殺
人
事
件
が
社
会
に
衝
撃
を
与
え
、
社
会
全
体
に
ス
ト
ー
カ
ー

事
案
が
認
知
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ス
ト
ー
カ
ー
事
案
の
認
知
件
数
は
、
平
成
二
一
年
中
一
万
四
、八
二
三
件
と
前

年
の
一
万
四
、五
六
七
件
か
ら
二
五
六
件
増
加
し
て
い
る
。（
こ
こ
で
の
ス
ト
ー

カ
ー
事
案
の
認
知
件
数
は
、
ス
ト
ー
カ
ー
規
制
法
に
違
反
す
る
事
案
の
ほ
か
、

刑
罰
法
令
に
抵
触
し
な
い
執
拗
な
つ
き
ま
と
い
や
無
言
電
話
等
に
よ
る
嫌
が
ら

せ
を
含
む
。）

ま
た
、
配
偶
者
暴
力
事
案
の
認
知
件
数
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
一
年
中

二
万
八
、一
五
八
件
と
前
年
の
二
万
五
、二
一
〇
件
か
ら
二
、九
四
八
件
増
加
し
て

い
る
。（
こ
こ
で
の
配
偶
者
暴
力
事
案
の
認
知
件
数
は
、
被
害
届
・
告
訴
状
の
受

理
の
ほ
か
、
相
談
、
援
助
要
求
、
保
護
要
求
、
検
挙
等
に
よ
り
認
知
し
た
件
数

を
い
う
。）

ス
ト
ー
カ
ー
事
案
、
配
偶
者
暴
力
事
案
共
に
、
平
成
一
七
年
か
ら
見
て
も
増

加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
お
り
厳
し
い
情
勢
で
あ
る
。

㈣　

女
性
の
安
全
を
守
る
た
め
に

○
ス
ト
ー
カ
ー
事
案
の
対
策
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ス
ト
ー
カ
ー
事
案
は
、
被
害
者
か
ら
の
相
談
・
申
告
が
な
け
れ
ば
顕
在
化
し
な
い
潜
在
性
の
高
い
犯
罪
で
あ
る
。

ま
た
、
元
交
際
相
手
や
知
人
、
友
人
と
い
っ
た
者
が
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
を
行
う
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
、
被
害
の
届
け

出
を
躊
躇
す
る
な
ど
潜
在
性
を
高
め
て
い
る
。

そ
の
結
果
、
相
談
・
申
告
が
遅
れ
、
そ
れ
に
伴
い
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
が
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
、
殺
人
や
傷
害
と
い
っ
た

重
大
な
結
果
を
招
く
お
そ
れ
が
あ
り
、
早
期
の
認
知
が
不
可
欠
で
あ
る
。

ス
ト
ー
カ
ー
事
案
の
対
策
に
は
、

・ 

些
細
な
相
談
で
あ
っ
て
も
、
ス
ト
ー
カ
ー
事
案
に
発
展
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
被
害
者
の
意
志
を
踏

ま
え
、
検
挙
そ
の
他
の
適
切
な
処
理
を
す
る

・ 

防
犯
指
導
や
関
係
機
関
の
教
示
等
、
関
係
機
関
と
の
更
な
る
連
携
を
強
化

等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

前
述
の
と
お
り
、
被
害
者
か
ら
の
相
談
・
申
告
が
な
け
れ
ば
認
知
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
の
で
、
相
談
し
や
す
い

環
境
作
り
を
更
に
推
し
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
警
察
に
寄
せ
ら
れ
る
各
種
相
談
の
中
か
ら
、
ス
ト
ー
カ
ー
事
案
の
前
兆
と
な
る
も
の
を
見
逃
さ
ず
、
被
害
者

の
意
志
を
踏
ま
え
、
事
件
化
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

○
配
偶
者
暴
力
事
案
の
対
策

配
偶
者
暴
力
事
案
は
、
児
童
虐
待
と
同
様
に
家
庭
内
と
い
う
閉
鎖
的
な
環
境
で
起
き
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
こ

と
か
ら
潜
在
化
し
や
す
く
、
被
害
者
か
ら
の
自
主
的
な
被
害
申
告
が
な
け
れ
ば
早
期
の
発
見
が
困
難
で
あ
る
。



177　地域社会の安全をいかに守るか

被
害
申
告
を
す
る
こ
と
で
、
相
手
か
ら
の
報
復
を
受
け
る
こ
と
を
お
そ
れ
、
届
け
出
を
躊
躇
す
る
現
状
が
、
更
に
早

期
の
発
見
を
困
難
に
し
て
い
る
。

発
見
が
遅
れ
る
こ
と
で
、
被
害
が
反
復
、
継
続
す
る
こ
と
と
な
り
、
殺
人
、
傷
害
と
い
っ
た
重
大
な
結
果
を
招
く
お

そ
れ
が
あ
る
。

配
偶
者
暴
力
事
案
の
対
策
に
は
、

・
警
察
、
医
療
機
関
、
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
等
各
種
団
体
の
連
携
の
更
な
る
強
化

・ 

被
害
者
の
意
志
を
踏
ま
え
、
積
極
的
に
検
挙
そ
の
他
の
適
切
な
処
理
を
す
る
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

ス
ト
ー
カ
ー
事
案
同
様
に
、
相
談
し
や
す
い
環
境
作
り
や
各
種
団
体
と
の
更
な
る
連
携
強
化
が
必
要
で
あ
る
。

五　
少
年
の
非
行
を
防
止
し
健
全
な
育
成
を
図
る
た
め
に

警
察
官
と
し
て
勤
務
す
る
中
、
深
夜
に
も
か
か
わ
ら
ず
遊
び
回
っ
て
い
た
り
、
禁
煙
を
目
的
と
し
て
煙
草
を
所
持
す
る
少

年
を
補
導
す
る
機
会
が
増
加
し
て
い
る
。

ま
た
、
万
引
き
や
自
転
車
盗
と
い
っ
た
犯
罪
に
手
を
染
め
る
少
年
が
本
当
に
多
い
こ
と
を
警
察
官
に
な
り
肌
で
感
じ
る
こ

と
と
な
っ
た
。

更
に
、
少
年
に
よ
る
殺
人
、
強
盗
等
の
凶
悪
事
件
が
報
道
さ
れ
社
会
に
衝
撃
を
与
え
て
い
る
。

少
年
は
判
断
力
も
未
熟
で
あ
る
こ
と
か
ら
警
察
、
地
域
社
会
全
体
で
非
行
を
防
止
し
、
健
全
育
成
を
図
っ
て
い
か
な
け
れ
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ば
、
地
域
社
会
の
安
全
を
守
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
多
発
す
る
少
年
犯
罪
の
現
状
を
把
握
し
対
策
を
考
え
て
い
く
。

㈠　

少
年
非
行
の
現
状

刑
法
犯
少
年
の
検
挙
人
員
は
七
年
連
続
で
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、
平
成

二
二
年
中
八
万
五
、八
四
六
人
と
依
然
厳
し
い
情
勢
で
あ
る
。
中
で
も
窃
盗
犯

の
検
挙
人
員
が
平
成
二
二
年
中
五
万
二
、四
三
五
人
と
全
体
の
半
数
以
上
を
占

め
て
い
る
。

ま
た
、
喫
煙
や
深
夜
は
い
か
い
と
い
っ
た
不
良
行
為
少
年
の
補
導
人

員
に
つ
い
て
も
四
年
連
続
で
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、
平
成
二
二
年
中

一
〇
一
万
一
、九
六
四
人
と
依
然
多
く
の
少
年
が
不
良
行
為
を
行
っ
て
い
る
。
中

で
も
深
夜
は
い
か
い
と
禁
煙
行
為
が
九
〇
万
人
以
上
と
全
体
の
ほ
と
ん
ど
を
占

め
て
い
る
。

㈡　

再
犯
者

刑
法
犯
少
年
の
再
犯
者
数
は
、
平
成
二
二
年
中
二
万
七
、〇
五
〇
人
で
再
犯

者
率
は
三
一
・
五
％
と
非
常
に
高
く
、再
犯
者
の
人
口
比
（
同
年
齢
層
の
人
口
一
、
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〇
〇
〇
人
当
た
り
ｎ
再
犯
者
数
）
も
三
・
七
と
な
っ
て
い
る
。
平
成
二
一
年

中
に
お
け
る
少
年
の
再
犯
者
の
人
口
比
（
三
・
九
）
は
、
成
人
の
再
犯
者
の

人
口
比
（
一
・
一
）
の
三
・
五
倍
と
な
っ
て
お
り
、
平
成
二
二
年
中
に
つ
い
て

も
依
然
と
し
て
高
い
状
態
で
、
一
度
警
察
に
捕
ま
っ
て
も
再
び
犯
罪
を
繰
り

返
し
て
し
ま
う
少
年
が
多
い
こ
と
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

㈢　

少
年
の
非
行
を
防
止
す
る
た
め
に

刑
法
犯
少
年
の
検
挙
人
員
で
半
数
以
上
を
占
め
て
い
る
窃
盗
事
件
の
内
、

更
に
半
数
以
上
を
占
め
て
い
る
の
が
万
引
き
と
自
転
車
盗
で
あ
る
。

警
察
官
と
し
て
活
動
す
る
中
で
私
が
感
じ
る
こ
と
は
、
万
引
き
や
自
転
車

盗
は
捕
ま
る
ま
で
何
度
も
繰
り
返
し
て
し
ま
う
傾
向
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

初
め
て
万
引
き
で
捕
ま
っ
た
少
年
で
あ
っ
て
も
、
話
を
聞
く
と
今
ま
で
に

何
度
か
万
引
き
を
し
た
こ
と
が
あ
り
「
捕
ま
ら
な
か
っ
た
か
ら
大
丈
夫
だ
と

思
っ
た
」
等
軽
い
気
持
で
犯
罪
を
行
っ
て
い
る
現
実
を
痛
感
し
た
。

ま
た
自
転
車
盗
で
捕
ま
っ
た
少
年
の
中
に
は
、
自
分
の
自
転
車
が
盗
ま
れ

た
こ
と
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
他
人
の
自
転
車
を
盗
ん
で
し
ま
う
少
年
も
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お
り
、
精
神
的
に
未
熟
で
あ
り
、
自
己
中
心
的
で
身
勝
手
な
犯
行
が
多
い
傾

向
に
あ
る
。

こ
う
い
っ
た
万
引
き
や
自
転
車
盗
は
「
た
か
が
万
引
き
」、「
た
か
が
自
転

車
泥
棒
」
と
安
易
に
考
え
、
更
に
成
功
し
た
こ
と
に
よ
り
味
を
占
め
犯
罪
を

繰
り
返
す
少
年
が
多
く
、
い
わ
ゆ
る
「
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
犯
罪
」
と
言
わ
れ
て

い
る
。

※
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
犯
罪

軽
微
な
犯
罪
と
安
易
に
考
え
、
軽
い
気
持
で
手
を
染
め
て
し
ま
い
、

行
為
者
の
規
範
意
識
の
低
下
を
著
し
く
助
長
し
、
累
犯
や
よ
り
悪
質
重

大
な
犯
罪
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
「
悪
の
入
口
」
と
言
え
る
犯
罪
の
こ

と
を
い
う
。

犯
罪
を
安
易
に
見
逃
す
こ
と
は
、
少
年
の
規
範
意
識
の
低
下
を
著
し

く
助
長
し
、
累
犯
や
よ
り
悪
質
重
大
な
犯
罪
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
こ

と
か
ら
、
少
年
で
あ
っ
て
も
事
件
を
認
知
し
た
際
は
積
極
的
に
警
察
で

処
理
し
、
再
発
を
防
止
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

一
方
、
深
夜
は
い
か
い
や
喫
煙
に
つ
い
て
も
少
年
が
事
件
に
巻
き
込

ま
れ
る
こ
と
や
不
良
行
為
が
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
犯
罪
行
為
に
傾
倒
す
る
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こ
と
を
防
止
す
る
た
め
に
警
察
、
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
、
学
校
が
協
力
し
不
良
行
為
が
や
り
に
く
い
環
境
作
り
を
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
対
策
と
し
て

・ 

警
察
に
よ
る
商
店
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
に
対
す
る
万
引
き
発

見
時
の
全
件
通
報
依
頼

・ 

警
察
に
よ
る
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
等
に
お
け
る
深
夜
の
立
入
禁
止
措
置
の

更
な
る
徹
底
の
依
頼

・ 

警
察
、
学
校
、
少
年
補
導
員
等
各
種
団
体
が
協
力
し
、
合
同
の
街
頭
歩
道
・

パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化

・ 

商
店
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
に
よ
る
酒
類
、
煙
草
等
販
売
の
際

に
行
う
年
齢
確
認
の
更
な
る
徹
底

・
駐
輪
場
等
に
お
け
る
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

等
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
犯
罪
を
起
こ
す
少
年
・
不
良
行
為
を
行
う
少
年
を
一

人
で
も
減
ら
す
た
め
に
は
、
警
察
、
学
校
、
家
庭
等
の
周
囲
の
大
人
が
少
年
の

健
全
な
育
成
を
真
剣
に
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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六　
広
が
り
を
見
せ
る
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
崩
壊
し
つ
つ
あ
る
昨
今
、
全
国
の
地
域
住
民
の
間
で
、
警
察
に
よ
る
取
締
り
だ
け
に
頼
る
の
で

は
な
く
、
地
域
住
民
自
ら
が
安
全
・
安
心
な
街
づ
く
り
の
た
め
行
動
し
よ
う
と
い
う
気
運
が
高
ま
っ
て
い
る
。

政
府
で
は
、
こ
う
し
た
地
域
社
会
の
自
主
的
な
取
り
組
み
を
支
援
し
、
官
民
が
連
携
し
安
全
・
安
心
な
街
づ
く
り
を
目
指

し
、
平
成
一
七
年
「
安
全
・
安
心
な
街
づ
く
り
全
国
展
開
プ
ラ
ン
」
を
決
定
し
た
。

こ
う
い
っ
た
背
景
の
元
、
自
主
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
増
加
や
警
察
と
各
種
防
犯
団
体
と
の
合
同
パ
ト
ロ
ー
ル
等
の
地
域
社
会

を
守
る
た
め
の
活
動
が
強
化
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
活
動
は
年
々
活
発
に
な
り
、
地
域
住
民
一
人
一
人
が
地
域
社
会
の
安
全
を
守
る
意
識
も
年
々
高
ま
り
、
街
づ
く

り
に
お
い
て
も
防
犯
灯
や
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
と
い
っ
た
犯
罪
の
起
こ
り
に
く
い
街
づ
く
り
を
進
め
る
結
果
と
な
っ
て
い

る
。こ

こ
で
は
、
地
域
社
会
が
取
り
組
ん
で
い
る
防
犯
対
策
の
現
状
を
踏
ま
え
、
広
が
り
を
見
せ
る
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
つ
い
て
考
え
て
い
く
。

㈠　

防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
活
動

平
成
二
二
年
末
現
在
、
警
察
で
把
握
す
る
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
は
、
全
国
で
四
万
四
、五
〇
八
団
体
で
そ
の
構
成
員

数
は
約
二
七
〇
万
人
で
あ
り
、
そ
の
多
く
は
町
内
会
、
自
治
会
等
の
地
域
住
民
に
よ
る
団
体
や
子
ど
も
の
保
護
者
の
団
体
で
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あ
る
。

ま
た
、
警
察
で
は
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
を
行
う
自
動
車
に
青
色
回
転
灯
を

装
備
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
を
行
い
、
八
、〇
一
四
団
体
、
三
万
五
、〇
一
八
台

の
青
色
回
転
灯
装
着
車
が
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
る
。

平
成
一
七
年
か
ら
六
年
間
で
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
団
体
数
は
約
二
倍

に
、
青
色
回
転
灯
を
装
着
し
た
車
両
の
台
数
は
約
八
倍
に
増
加
し
、
そ
の
活
動

は
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。

㈡　

防
犯
ボ
ラ
テ
ィ
ア
活
動
の
好
事
例
（
参
考
資
料
６
か
ら
抜
粋
）

○
積
極
的
な
防
犯
教
室
実
施
に
よ
る
被
害
防
止
（
静
岡
）

警
察
署
と
連
携
し
て
、
紙
芝
居
や
寸
劇
、
ク
イ
ズ
等
を
取
り
入
れ
た
幼

児
、
児
童
対
象
の
防
犯
教
室
を
、
市
内
全
て
の
幼
稚
園
、
小
学
校
で
開
催
。

平
成
二
二
年
一
二
月
に
は
、
下
校
中
の
小
学
生
女
児
が
、
男
に
声
を
か

け
ら
れ
社
内
に
連
れ
込
ま
れ
る
事
案
が
発
生
し
た
が
、
防
犯
教
室
で
教

わ
っ
た
不
審
者
対
策
要
領
を
実
践
し
、
車
両
か
ら
逃
げ
た
。

ま
た
、
同
日
、
別
の
女
児
が
車
両
ナ
ン
バ
ー
を
覚
え
て
警
察
署
に
通
報

し
た
こ
と
に
よ
り
、
被
疑
者
の
未
成
年
者
略
取
誘
拐
未
遂
で
の
検
挙
に
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至
っ
た
。

○
連
続
窃
盗
事
件
検
挙
の
好
事
例
（
愛
知
）

管
内
に
お
い
て
連
続
発
生
し
て
い
た
道
路
の
側
溝
の
金
属
製
の
ふ
た
盗
難
事
案
に
関
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が

青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
側
溝
の
ふ
た
を
積
ん
で
い
た
軽
ト
ラ
ッ
ク
を
発
見
し
、
警
察
に
即

時
通
報
し
、
犯
人
検
挙
に
貢
献
し
た
。

○
民
間
交
番
の
設
置
及
び
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ
る
防
犯
活
動
（
新
潟
）

駐
車
車
両
に
対
す
る
器
物
損
壊
事
件
が
連
続
発
し
た
こ
と
か
ら
、
市
営
ア
パ
ー
ト
の
倉
庫
を
民
間
交
番
と
し
て
拠
点

と
し
て
開
設
し
、
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
た
結
果
、
事
件
発
生
件
数
が
大
幅
に
減
少
し
た
。

七　
お
わ
り
に
〜
地
域
社
会
の
安
全
を
い
か
に
守
る
か

地
域
社
会
の
安
全
を
守
る
に
は
、
警
察
だ
け
で
の
取
り
組
み
で
は
限
界
が
あ
り
、
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
地
域
住
民
と
の

連
携
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

体
感
治
安
が
一
向
に
回
復
し
な
い
現
状
で
、
全
国
の
地
域
住
民
の
間
で
、
警
察
に
よ
る
取
締
り
だ
け
に
頼
る
の
で
は
な
く
、

地
域
住
民
自
ら
が
安
全
・
安
心
な
街
づ
く
り
の
た
め
行
動
し
よ
う
と
い
う
気
運
が
高
ま
っ
て
い
る
の
は
既
に
述
べ
た
と
お
り

で
あ
る
。

地
域
の
安
全
を
守
る
た
め
の
具
体
的
方
策
は
、「
官
民
が
一
体
と
な
り
地
域
社
会
の
安
全
を
守
る
た
め
に
行
動
す
る
こ
と
」



185　地域社会の安全をいかに守るか

で
あ
る
。

警
察
は
、
防
犯
教
室
の
開
催
、
地
域
安
全
情
報
の
発
信
、
自
主
防
犯
活
動
の
支
援
等
、
地
域
社
会
と
の
連
携
を
こ
れ
ま
で

以
上
に
強
化
し
、
犯
罪
に
強
い
社
会
づ
く
り
を
目
指
す
と
と
も
に
、
犯
罪
捜
査
へ
の
協
力
確
保
の
た
め
の
環
境
を
整
備
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

特
に
子
ど
も
や
女
性
が
被
害
者
と
な
る
犯
罪
や
少
年
の
非
行
問
題
は
「
地
域
の
目
」
が
、
そ
の
抑
止
に
も
、
ま
た
検
挙
に

も
重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
築
き
上
げ
た
警
察
、
行
政
、
学
校
、
医
療
機
関
等
と
の
連
携
を
基
軸

と
し
て
、
こ
れ
を
地
域
社
会
全
体
に
広
げ
る
努
力
が
一
層
求
め
ら
れ
る
。

結
果
が
出
る
ま
で
は
時
間
が
掛
か
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
警
察
と
地
域
住
民
一
人
一
人
が
地
域
社
会
の
安
全
を
守
る
た
め

に
小
さ
な
事
か
ら
こ
つ
こ
つ
と
取
り
組
む
こ
と
で
、
地
域
社
会
の
安
全
を
守
る
こ
と
が
出
来
る
と
信
じ
て
い
る
。

そ
し
て
何
よ
り
社
会
と
共
に
あ
ろ
う
と
す
る
我
々
警
察
官
に
と
っ
て
、
地
域
社
会
の
協
力
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
は
、
こ
の

上
な
い
後
押
し
と
な
っ
て
い
る
。

我
々
警
察
官
は
、
こ
の
地
域
社
会
の
安
全
を
守
る
た
め
に
不
可
欠
な
「
協
力
」
の
確
保
に
向
け
て
、
誠
心
誠
意
職
務
に
打

ち
込
む
べ
き
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

参
考
資
料

一　

平
成
二
三
年
警
察
白
書
（
警
察
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

二　

平
成
二
二
年
警
察
白
書
（
警
察
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
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三　

平
成
二
二
年
の
犯
罪
情
勢
（
警
察
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

四　

平
成
二
二
年
中
に
お
け
る
少
年
の
補
導
及
び
保
護
の
概
要
（
警
察
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

五　

平
成
二
二
年
中
に
お
け
る
子
ど
も
や
女
性
を
守
る
た
め
の
匿
名
通
報
事
業
の
運
用
状
況
に
つ
い
て
（
警
察
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

六　

自
主
防
犯
活
動
を
行
う
地
域
住
民
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
活
動
状
況
に
つ
い
て
（
警
視
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
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地
域
社
会
の
安
全
を
い
か
に
守
る
か

〜
新
た
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
の
基
礎
と
し
て
の

　

防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
適
性
と
支
援
の
必
要
性
に
つ
い
て
〜

警
察
官
（
神
奈
川
県
警
察
）

永
野
淳
一
郎
（
48
）

は
じ
め
に

神
奈
川
県
内
の
刑
法
犯
認
知
件
数
は
、
戦
後
最
悪
で
あ
っ
た
平
成
一
四
年
の
一
九
万
件
台
か
ら
、
平
成
二
二
年
に
は
九
万

件
台
に
半
減
し
て
い
る
。
そ
し
て
今
年
、
平
成
二
三
年
七
月
末
の
刑
法
犯
総
件
数
は
、
約
四
万
九
〇
〇
〇
件
で
、
さ
ら
に
減

少
傾
向
で
推
移
し
て
い
る
が
、
年
々
減
少
幅
は
小
さ
く
な
り
底
打
ち
感
も
さ
さ
や
か
れ
、
反
転
増
加
の
不
安
は
拭
い
き
れ
な
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い
。
総
件
数
が
減
少
す
る
中
、
オ
ー
ト
バ
イ
盗
、
ひ
っ
た
く
り
、
路
上
強
盗
、
振
り
込
め
詐
欺
な
ど
県
民
に
と
っ
て
身
近
な

犯
罪
は
、
増
加
傾
向
で
推
移
し
て
お
り
、
県
民
の
体
感
治
安
は
十
分
に
回
復
し
た
と
は
い
え
な
い
。

私
は
神
奈
川
県
警
察
に
お
い
て
防
犯
対
策
に
携
わ
る
者
で
あ
る
が
、
人
々
の
生
活
の
場
で
あ
る
地
域
社
会
を
よ
り
安
全
に

す
る
た
め
の
方
策
と
し
て
、
崩
壊
し
た
と
い
わ
れ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
再
構
築
を
図
る
と
き
〝
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
果
た
す
役
割
〞
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

一　
背
景

我
が
国
は
古
く
か
ら
、
地
縁
、
血
縁
に
基
づ
く
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
強
固
だ
か
ら
犯
罪
が
少
な
い
と
言
わ
れ
て
き
た

が
、
都
市
化
の
進
展
と
と
も
に
そ
の
崩
壊
が
叫
ば
れ
て
か
ら
久
し
い
。

平
成
期
に
な
り
犯
罪
情
勢
が
急
激
に
悪
化
し
た
原
因
に
つ
い
て
は
様
々
な
見
解
が
あ
る
が
、
社
会
環
境
の
変
化
と
し
て
は

「
広
域
化
・
国
際
化
」、「
Ｉ
Ｔ
化
」、「
社
会
的
統
制
力
の
低
下
」
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

「
広
域
化
・
国
際
化
」
は
、
交
通
網
や
情
報
網
の
発
達
に
よ
っ
て
各
種
の
社
会
・
経
済
活
動
の
広
域
化
・
国
際
化
を
も
た

ら
し
た
が
、
副
作
用
と
し
て
、
犯
罪
の
対
象
・
機
会
が
空
間
的
に
も
時
間
的
に
も
拡
大
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
動
向
は
警
察
を

始
め
と
す
る
司
法
機
関
等
に
対
し
て
よ
り
大
き
な
負
担
を
課
し
、
結
果
と
し
て
更
な
る
治
安
の
悪
化
を
も
た
ら
す
要
因
と
も

な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

「
Ｉ
Ｔ
化
」
は
、
携
帯
電
話
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
発
達
を
始
め
と
す
る
各
種
の
Ｉ
Ｔ
環
境
の
進
展
に
よ
り
、
各
種
の
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犯
罪
の
機
会
の
空
間
的
な
拡
大
と
匿
名
化
を
も
た
ら
し
た
。
携
帯
電
話
や
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
利

用
し
た
振
り
込
め
詐
欺
は
、
都
道
府
県
境
は
も
と
よ
り
国
境
を
越
え
、
携
帯
電
話
の
所

有
者
が
不
明
で
あ
っ
た
り
な
ど
、
被
疑
者
の
特
定
や
追
跡
が
困
難
と
な
る
場
合
が
多
い
。

「
社
会
的
統
制
力
の
低
下
」
の
背
景
に
は
、
各
種
の
規
範
意
識
の
低
下
に
加
え
、
高
齢

化
社
会
の
進
展
、
核
家
族
化
、
地
方
の
過
疎
化
の
進
展
に
よ
る
地
域
社
会
・
家
庭
等
に

お
け
る
犯
罪
に
対
す
る
抵
抗
力
の
低
下
等
が
関
係
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
振
り
込
め

詐
欺
の
被
害
者
は
、
高
齢
者
の
割
合
が
高
い
が
、
こ
の
背
景
に
は
核
家
族
化
等
に
よ
り
、

家
族
と
離
れ
て
暮
ら
す
独
居
老
人
世
帯
の
増
加
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
近
年

の
少
年
犯
罪
の
増
加
や
親
に
よ
る
児
童
虐
待
の
増
加
の
背
景
に
は
、
地
域
社
会
ぐ
る
み

で
少
年
を
育
成
し
よ
う
と
の
意
識
の
低
下
が
関
連
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

二　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
強
化
の
必
要
性

前
述
の
背
景
で
述
べ
た
と
お
り
、
社
会
情
勢
の
変
化
に
よ
り
警
察
の
負
担
が
増
し
、
ひ

い
て
は
更
な
る
治
安
の
悪
化
を
も
た
ら
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
が
、
そ
こ
に
期
待
さ
れ
る

の
は
犯
罪
に
対
す
る
地
域
住
民
自
身
の
防
御
力
で
あ
り
、
防
犯
意
識
の
向
上
で
あ
る
。

し
か
し
個
々
の
地
域
住
民
に
そ
れ
ぞ
れ
防
犯
に
留
意
し
て
ほ
し
い
と
呼
び
か
け
る
の
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み
で
は
十
分
で
は
な
く
、
地
域
住
民
が
団
結
し
て
犯
罪
に
対
抗
す
る
こ
と
が
可
能
な
社
会
を
つ
く
り
た
い
。

住
民
の
団
結
を
推
進
す
る
に
は
、
土
台
と
な
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
必
要
で
あ
り
、
地
域
住
民
が
結
束
す
れ
ば
、「
広

域
化
・
国
際
化
」「
Ｉ
Ｔ
化
」
な
ど
に
よ
っ
て
都
道
府
県
境
を
越
え
て
地
域
に
侵
入
し
て
く
る
犯
罪
に
対
し
て
も
十
分
に
対

抗
し
う
る
と
思
わ
れ
る
。

地
域
住
民
が
防
犯
意
識
の
下
に
団
結
す
れ
ば
、
規
範
意
識
等
が
共
有
さ
れ
「
社
会
的
統
制
力
の
低
下
」
に
歯
止
め
を
か
け

る
で
あ
ろ
う
。
地
域
社
会
の
安
全
を
守
る
観
点
か
ら
、
都
市
化
の
進
展
に
よ
っ
て
崩
壊
し
た
と
い
わ
れ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
を
再
構
築
し
、
そ
の
強
化
を
図
る
対
策
が
是
非
と
も
必
要
で
あ
る
。

三　
こ
れ
か
ら
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
基
礎
と
な
る
も
の

㈠　

都
市
化
の
進
展
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
崩
壊
に
よ
っ
て
失
わ
れ
た
も
の

我
が
国
に
は
、
古
来
か
ら
の
伝
統
的
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
名
残
が
あ
り
、
そ
れ
に
基
づ
く
意
識
や
倫
理
観
が
、
住

民
を
し
て
地
域
を
守
る
た
め
の
無
償
の
活
動
に
駆
り
立
て
る
も
の
が
あ
っ
た
。

し
か
し
都
市
化
が
進
行
し
、
自
由
化
、
民
主
化
し
た
現
代
で
は
、
い
わ
ゆ
る
田
舎
に
お
け
る
伝
統
的
な
意
識
と
い
う
も
の

を
頼
り
に
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
形
成
を
期
待
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

近
年
、
全
国
的
な
傾
向
と
し
て
、
伝
統
的
な
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
る
消
防
団
員
の
な
り
手
が
不
足
し
て
い
る
と
い
う
。

消
防
団
は
、
地
域
住
民
に
よ
る
自
主
的
な
危
機
管
理
対
策
の
最
も
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。
そ
の
な
り
手
が
い
な
い
と
い
う
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こ
と
は
、
我
が
国
古
来
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
基
礎
が
揺
ら
い
だ
一
つ
の
証
左
と
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
。

㈡　

新
し
い
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
基
礎
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
も
の

「
隣
人
は
何
す
る
人
ぞ
」
と
は
、
都
市
化
に
よ
る
近
隣
同
士
の
連
帯
感
の
希
薄
化
を
表
す
言
葉
で
あ
る
。

旧
来
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
は
、
前
時
代
の
五
人
組
や
隣
組
な
ど
の
強
制
的
な
連
帯
責
任
制
度
、
相
互
監
視
制
度
が
基

に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
前
時
代
の
権
力
者
が
何
の
た
め
に
強
制
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
枠
組
み
を
設
け
た
の

か
と
い
え
ば
、
地
域
の
秩
序
を
保
ち
、
治
安
を
維
持
す
る
目
的
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
権
力
者
に
と
っ
て
は
、
民

衆
の
支
配
の
た
め
に
都
合
の
よ
い
制
度
で
あ
っ
た
が
、
結
果
と
し
て
形
成
さ
れ
た
強
固
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
は
、
地
域
の
秩

序
、
治
安
の
維
持
、
一
般
防
犯
の
た
め
に
機
能
し
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。

私
は
、
住
民
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
形
成
が
強
制
さ
れ
な
い
現
代
に
お
い
て
、
秩
序
の
維
持
や
一
般
防
犯
の
た
め
に
機

能
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
形
成
す
る
た
め
に
は
、
地
域
住
民
自
身
の
意
思
に
よ
る
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
同
士
の
結
束
を
基

礎
と
す
る
こ
と
が
最
も
望
ま
し
く
、
現
代
社
会
に
お
い
て
、
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
る
。

四　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
基
礎
と
し
て
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
ふ
さ
わ
し
い
理
由

㈠　

目
的
の
普
遍
性

防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
地
域
社
会
す
な
わ
ち
、
自
分
た
ち
に
対
す
る
犯
罪
の
脅
威
に
対
抗
す
る
た
め
、
地
域
住
民
が
自
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ら
の
意
思
で
立
ち
上
が
る
も
の
で
あ
り
、
地
域
の
平
穏
を
侵
す
犯
罪
に
対
抗
す
る
と
い
う
目
的
は
、
誰
に
で
も
受
け
入
れ
ら

れ
る
普
遍
性
を
も
つ
。

人
の
社
会
で
は
、
様
々
な
行
動
が
予
定
通
り
に
運
ば
れ
、
予
定
通
り
に
会
社
や
学
校
に
通
い
、
予
定
通
り
に
商
品
と
代
金

の
や
り
取
り
を
す
る
な
ど
、
日
常
生
活
や
経
済
活
動
が
平
穏
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
当
然
で
、
そ
の
た
め
の
秩
序
が
必
要
で
あ

る
。
し
か
し
、
犯
罪
は
そ
の
平
穏
な
生
活
を
破
り
、
人
々
に
不
測
の
損
害
を
負
わ
せ
る
。
心
身
を
傷
つ
け
、
財
産
を
奪
い
、

時
に
は
生
命
ま
で
も
奪
う
こ
と
も
あ
り
、
地
域
の
秩
序
と
平
穏
が
犯
罪
に
よ
っ
て
侵
害
さ
れ
れ
ば
、
住
民
の
危
機
感
も
高
ま

る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
危
機
感
は
誰
で
も
共
有
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
高
度
情
報
化
し
た
現
代
に
お
い
て
は
、
様
々
な
価
値
観
を
も
つ
人
々

が
い
る
が
、
平
穏
な
生
活
を
守
る
と
い
う
目
的
は
、
誰
で
も
共
有
で
き
る
大
義
名
分
と
な
る
。

防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
も
つ
目
的
の
普
遍
性
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
基
礎
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
。

㈡　

連
帯
感
の
醸
成

自
分
た
ち
の
住
む
地
域
を
自
分
た
ち
で
守
る
と
い
う
公
共
的
な
目
的
の
下
で
は
、
地
域
住
民
同
士
が
結
束
し
や
す
く
、
活

動
す
る
こ
と
が
自
分
の
た
め
に
な
り
、
か
つ
、
他
人
の
た
め
に
も
な
る
こ
と
か
ら
連
帯
感
が
醸
成
さ
れ
や
す
い
の
で
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
基
礎
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
。
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㈢　

倫
理
観
の
醸
成

防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
す
る
人
々
は
、
自
分
た
ち
が
住
む
地
域
の
犯
罪
情
勢
を
認
識
し
、
パ
ト
ロ
ー
ル
等
の
諸
活
動

を
実
践
し
、
防
犯
対
策
の
知
識
を
他
人
に
伝
え
て
注
意
喚
起
を
す
る
こ
と
か
ら
、
自
ら
が
犯
罪
の
被
害
に
遭
う
可
能
性
が
低

く
、
ま
た
自
ら
が
犯
罪
を
行
う
と
い
う
可
能
性
も
ほ
と
ん
ど
な
い
。

さ
ら
に
、
公
共
的
な
目
的
の
た
め
に
活
動
す
る
人
は
誇
り
を
も
ち
、
自
分
の
仲
間
や
他
人
に
対
し
、
恥
ず
か
し
い
振
る
舞

い
を
し
な
い
よ
う
に
、
自
律
す
る
よ
う
に
な
る
。
古
来
か
ら
の
地
縁
や
血
縁
を
基
礎
と
す
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
中
で

育
ま
れ
た
「
周
囲
の
人
に
迷
惑
を
か
け
る
よ
う
な
事
を
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
倫
理
観
に
近
い
も
の
の
醸
成
が
期
待
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
基
礎
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
。

㈣　

活
動
の
実
現
性

防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
は
、

○ 　

街
頭
に
お
け
る
パ
ト
ロ
ー
ル
、
一
般
市
民
の
防
犯
意
識
啓
発
の
た
め
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等
、
実
行
す
る
こ
と
が
比
較

的
容
易
で
あ
り
、
女
性
、
子
ど
も
、
高
齢
者
で
も
参
加
で
き
る
。

○ 　

犯
罪
を
防
止
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
活
動
で
あ
る
が
、
警
察
官
の
よ
う
に
逮
捕
術
等
の
訓
練
を
す
る
必
要
も
な
け

れ
ば
、
専
門
的
な
知
識
も
特
に
必
要
と
し
な
い
。

○ 　

パ
ト
ロ
ー
ル
と
い
っ
て
も
犯
人
を
直
接
捕
ま
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
警
戒
す
る
姿
を
見
せ
る
こ
と
に
よ
っ
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て
、
犯
罪
に
対
し
て
油
断
し
な
い
地
域
で
あ
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
に
留
ま
り
、
活
動
は
通
常
、
複
数
、
集
団
で
行

わ
れ
、
危
険
な
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

な
ど
、
活
動
を
実
現
化
し
や
す
く
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
基
礎
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
。

五　
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
基
礎
と
し
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
形
成
に
期
待
さ
れ
る
効
果

㈠　

原
初
的
な
規
範
意
識
の
醸
成

古
く
か
ら
の
地
縁
、
血
縁
を
基
礎
と
し
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
育
ん
だ
重
要
な
も
の
に
、
道
徳
や
倫
理
観
と
い
っ
た

基
本
的
な
規
範
意
識
が
あ
げ
ら
れ
る
。
家
族
や
近
隣
世
帯
に
連
帯
感
が
あ
り
、
家
族
に
恥
ず
か
し
い
思
い
を
さ
せ
て
は
い
け

な
い
、
仲
間
に
迷
惑
を
か
け
て
は
な
ら
な
い
、
ひ
い
て
は
、
地
域
の
秩
序
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
っ
た
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
に
よ
っ
て
育
ま
れ
る
規
範
意
識
が
犯
罪
抑
止
に
機
能
し
た
は
ず
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
原
初
的
な
規
範
意
識
は
、
万
引
き
を
始
め
と
す
る
い
わ
ゆ
る
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
犯
罪
の
抑
止
に
最
も
効
果
的
に

働
く
と
思
わ
れ
る
。

警
視
庁
が
万
引
き
で
摘
発
・
補
導
さ
れ
た
容
疑
者
ら
を
対
象
に
行
っ
た
実
態
調
査
で
は
、「
生
き
が
い
が
な
い
」
と
回
答

し
た
者
の
割
合
は
年
齢
が
上
が
る
ほ
ど
増
え
て
お
り
、
特
に
六
五
歳
以
上
の
再
犯
者
の
「
生
き
が
い
が
な
い
」
の
回
答
は
、

約
七
〇
％
と
飛
び
抜
け
た
結
果
が
出
て
い
る
。

高
齢
者
の
再
犯
防
止
の
鍵
は
、
高
齢
者
の
社
会
参
加
へ
の
取
組
み
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
社
会
と
の
絆
を
強
化
し
、
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高
齢
者
の
孤
独
感
を
解
消
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
と
言
え
る
。
核
家
族
化
が
一
般
的
と
な
っ
た
現
代
社
会
で
は
、
高
齢
者
の

み
の
世
帯
や
高
齢
者
の
独
居
は
め
ず
ら
し
く
な
い
た
め
、
非
常
に
難
し
い
テ
ー
マ
で
あ
る
。
し
か
し
、
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

へ
の
高
齢
者
参
加
の
促
進
こ
そ
は
、
比
較
的
容
易
に
、
高
齢
者
の
社
会
参
加
へ
の
取
組
み
を
推
進
し
、
孤
独
感
の
解
消
を
実

現
す
る
た
め
の
有
効
な
方
策
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
か
ら
は
、
独
居
を
含
む
核
家
族
世
帯
の
高
齢
者
を
中
心
と
し
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
形
成
を
促
進
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
孤
独
感
を
も
つ
高
齢
者
も
、防
犯
団
体
に
参
加
し
活
動
す
れ
ば
、

自
然
、
境
遇
が
同
じ
仲
間
が
で
き
、
メ
ン
バ
ー
に
若
い
人
が
い
れ
ば
、
家
族
に
代
替
す
る
世
代
間
の
交
流
も
で
き
る
の
で
孤

独
感
は
解
消
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

「
防
犯
」
の
旗
印
の
下
に
あ
る
団
体
に
属
す
る
こ
と
が
、
規
範
意
識
を
育
み
、
そ
れ
に
反
す
る
行
為
を
恥
と
思
う
心
が
で

き
る
。
つ
ま
り
万
引
き
な
ど
し
な
い
人
に
な
る
。

㈡　

犯
罪
に
対
す
る
防
御
力
の
強
化

振
り
込
め
詐
欺
の
被
害
防
止
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
様
々
な
形
で
広
報
啓
発
活
動
を
推
進
し
て
い
る
が
、
い
ま
だ
に
高
齢

者
を
中
心
に
被
害
に
遭
う
方
が
後
を
絶
た
な
い
。
振
り
込
め
詐
欺
の
手
口
は
も
と
よ
り
、
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
す
る
た

め
の
対
策
な
ど
が
、
高
齢
者
を
中
心
と
し
た
被
害
対
象
者
の
心
に
、
深
く
浸
透
し
て
な
い
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
県
警
察

で
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
で
の
会
合
等
、
高
齢
者
と
直
接
向
か
い
合
う
こ
と
の
で
き
る
機
会
を
捉
え
た
広
報
啓
発
活
動
に
も
力
を

入
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
警
察
か
ら
の
注
意
を
聞
く
だ
け
で
は
、
振
り
込
め
詐
欺
に
対
す
る
警
戒
心
は
浸
透
し
な
い
よ
う
で

あ
る
。
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
で
は
、振
り
込
め
詐
欺
の
注
意
喚
起
は
す
で
に
何
度
も
行
わ
れ
て
お
り
、受
け
る
側
で
も
、「
ま
た
、
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振
り
込
め
詐
欺
の
話
か
」
と
飽
き
ら
れ
て
い
る
感
も
あ
る
。

老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
で
注
意
喚
起
の
話
を
聞
い
て
い
る
方
は
ま
だ
よ
い
が
、
会
合
に
参
加
し
な
い
高
齢
者
に
は
情
報
も
行
き

届
か
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
注
意
喚
起
の
情
報
に
真
剣
に
向
か
い
合
っ
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
防
犯
団
体
へ
参
加
し
て

も
ら
う
の
が
よ
い
。
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
犯
罪
情
報
は
入
り
や
す
く
な
り
、
ま
た
自
ら

が
注
意
喚
起
の
情
報
を
受
け
る
だ
け
で
は
な
く
、
他
の
人
に
説
明
し
注
意
を
喚
起
す
る
能
動
的
な
立
場
に
な
り
、
各
種
防
犯

対
策
が
心
に
深
く
浸
透
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

六　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
形
成
に
成
功
し
た
例

都
市
化
し
た
新
し
い
住
宅
地
域
に
、
住
民
の
努
力
で
新
た
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
創
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

㈠　

防
犯
拠
点
を
生
か
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

横
浜
市
港
北
区
の
自
治
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
あ
る
太
尾
地
区
防
犯
連
絡
協
議
会
は
、
防
犯
拠
点
を
中
心
と
す
る
防
犯

活
動
が
犯
罪
抑
止
に
効
果
を
上
げ
た
こ
と
が
政
府
か
ら
評
価
さ
れ
内
閣
総
理
大
臣
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。
通
常
、
防
犯
拠
点

は
、
自
主
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
用
の
夜
光
チ
ョ
ッ
キ
や
携
行
用
ラ
イ
ト
な
ど
の
備
品
置
場
と
し
て
、
あ
る
い
は
パ
ト
ロ
ー
ル
の

際
の
参
加
者
の
集
合
場
所
そ
の
他
、
関
係
者
の
会
合
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

太
尾
地
区
の
防
犯
拠
点
は
、
通
常
に
比
較
し
て
広
い
土
地
に
相
応
な
大
き
さ
の
木
造
の
建
物
が
あ
り
、
内
部
は
一
〇
〇
名
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ほ
ど
を
収
容
で
き
る
広
さ
で
、
向
か
い
合
う
両
壁
に
防
犯
・
防
災
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
の
資
料
が
整
然
と
展
示
さ
れ
て
い
る

の
が
目
を
引
い
た
。
特
筆
す
べ
き
は
、
昼
間
は
人
が
常
駐
し
て
お
り
、
住
民
ら
が
立
ち
寄
っ
て
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
話
が
で

き
る
こ
と
で
あ
る
。
実
際
に
、
地
域
の
子
ど
も
や
主
婦
な
ど
も
立
ち
寄
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
メ
ン
バ
ー
以
外
の
地
域

住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
セ
ン
タ
ー
と
し
て
も
機
能
し
て
い
る
こ
と
が
興
味
深
い
。

㈡　

近
隣
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

神
奈
川
県
女
性
防
犯
連
絡
会
会
長
の
清
水
氏
は
、
地
元
で
あ
る
横
浜
市
瀬
谷
区
の
町
内
で
、
隣
り
合
う
一
〇
世
帯
を
単
位

と
し
て
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
り
、「
見
守
り
合
い
シ
ス
テ
ム
」
を
構
築
し
て
い
る
。
日
常
の
具
体
的
な
行
動
と
し
て
は
、
日
時

を
決
め
て
一
斉
に
自
宅
前
に
出
て
、
周
辺
の
ご
み
拾
い
を
し
な
が
ら
、
不
審
者
が
い
な
い
か
不
審
物
が
な
い
か
確
認
す
る
な

ど
、
無
理
の
な
い
防
犯
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

こ
れ
ら
の
グ
ル
ー
プ
づ
く
り
は
、
防
犯
だ
け
で
な
く
防
災
の
た
め
で
も
あ
り
、
同
じ
グ
ル
ー
プ
の
世
帯
の
住
民
は
共
に
避

難
す
る
場
所
を
決
め
て
お
き
、
災
害
の
際
に
は
助
け
合
い
安
全
・
安
心
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

隣
り
合
う
一
〇
軒
の
世
帯
が
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
る
点
に
お
い
て
、
か
つ
て
の
五
人
組
や
隣
組
を
連
想
さ
せ
る
が
、
も
ち
ろ

ん
強
制
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
住
民
自
ら
が
防
犯
や
防
災
の
た
め
に
結
束
す
る
こ
と
の
意
義
を
見
出
し
て
参
加
し
て
い
る

形
が
、
旧
来
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
よ
く
似
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
。
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七　
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
犯
罪
を
減
ら
せ
る
の
か

地
域
住
民
が
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
取
り
組
む
の
は
、
も
ち
ろ
ん
、
地
域
の
犯
罪
を
減
ら
す
た
め
で
あ
る
。
し
か
し

防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
よ
っ
て
、
実
際
に
犯
罪
は
減
ら
せ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
に
興
味
深
い
デ
ー
タ
が
あ
る
。

（
本
稿
添
付
資
料
の
「
刑
法
犯
認
知
件
数
及
び
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
数
の
推
移
」
等
参
照
）

添
付
資
料
の
グ
ラ
フ
は
、
神
奈
川
県
内
に
お
け
る
、
平
成
一
五
年
か
ら
平
成
二
二
年
ま
で
の
刑
法
犯
認
知
件
数
と
防
犯
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
総
数
の
増
減
の
推
移
を
対
比
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

平
成
一
五
年
の
刑
法
犯
認
知
件
数
は
、
一
八
万
件
を
超
え
て
お
り
、
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
数
は
一
七
四
団
体
に
す
ぎ

な
か
っ
た
。
し
か
し
平
成
二
二
年
に
は
、
刑
法
犯
認
知
件
数
は
九
万
三
〇
〇
〇
件
余
に
半
減
し
、
一
方
、
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
数
は
三
〇
〇
〇
件
余
ま
で
増
加
し
て
い
た
。

つ
ま
り
神
奈
川
県
内
の
犯
罪
が
七
年
間
で
半
減
し
た
背
景
で
、
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
数
が
約
一
七
倍
に
も
増
加
し
て

い
た
の
で
あ
る
。
犯
罪
が
減
少
し
た
理
由
は
様
々
で
一
概
に
は
言
え
な
い
が
、
防
犯
の
た
め
に
活
動
す
る
団
体
が
増
え
た
ら

犯
罪
が
減
っ
た
と
い
う
の
は
、
実
に
分
か
り
や
す
い
話
で
あ
る
。
こ
こ
は
素
直
に
「
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
増
え
る
と
犯
罪
は

減
る
」
と
い
う
相
関
性
が
あ
る
こ
と
を
考
察
し
、
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
増
加
、
活
動
の
活
性
化
を
推
進
す
べ
き
で
あ
る
。

八　
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
育
て
る
た
め
の
自
治
体
と
警
察
の
立
場
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㈠　

自
治
体
と
警
察
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

自
治
体
、
地
域
住
民
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
及
び
警
察
官
が
官
民
一
体
と
な
っ
て
、
犯
罪
抑
止
、
安
全
・
安
心
な
社
会
づ

く
り
の
た
め
に
、
い
か
に
重
要
で
効
果
的
で
あ
る
か
は
、
昨
年
、
神
奈
川
県
で
実
施
さ
れ
た
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
首
脳
会
議
等
を
無
事

に
終
幕
さ
せ
た
警
備
諸
対
策
の
見
事
な
結
果
が
証
明
し
て
く
れ
る
。

Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
警
備
で
は
、
一
般
治
安
対
策
に
間
隙
を
生
じ
さ
せ
な
い
目
的
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
協
力
を
求
め
た
が
、
日

常
の
防
犯
対
策
に
お
い
て
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
働
き
は
重
要
で
あ
る
。
犯
罪
者
か
ら
見
れ
ば
、
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

が
活
発
な
地
域
に
は
、
犯
罪
を
行
う
隙
が
な
い
。
パ
ト
ロ
ー
ル
の
警
察
官
を
や
り
す
ご
し
た
と
し
て
も
、
住
民
の
目
が
い
つ

も
光
っ
て
い
る
と
感
じ
る
か
ら
で
あ
る
。

防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
す
る
人
々
は
、
私
的
な
活
動
と
し
て
行
っ
て
い
る
が
、
そ
の
効
果
は
公
的
で
あ
り
、
も
は
や

そ
の
存
在
な
し
に
は
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
は
考
え
ら
れ
な
い
。
自
治
体
と
警
察
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
、

防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
支
援
す
べ
き
な
の
は
疑
い
な
い
。
し
か
し
「
防
犯｣ 

に
対
す
る
立
場
は
、
自
治
体
と
警
察
と
で
は
少

し
異
な
る
。
警
察
は
治
安
を
直
接
担
当
し
、
犯
罪
を
直
接
取
り
扱
う
専
門
的
な
公
的
機
関
で
あ
る
。

防
犯
に
関
わ
る
活
動
に
警
察
自
身
が
取
り
組
む
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
し
か
し
自
治
体
は
、
広
範
な
市
民
生
活
に
関
す
る

事
象
を
扱
う
立
場
で
あ
り
、
通
常
、
一
般
防
犯
活
動
そ
の
も
の
を
直
接
行
う
も
の
で
は
な
く
、
予
算
事
業
の
一
部
と
し
て
、

活
動
用
の
備
品
の
支
給
や
防
犯
功
労
者
表
彰
行
事
の
開
催
等
に
よ
っ
て
、
市
民
活
動
を
支
援
す
る
と
い
う
形
で
行
わ
れ
る
。

前
述
の
防
犯
拠
点
の
設
置･ 

維
持
に
つ
い
て
も
、
自
治
体
か
ら
の
補
助
金
が
活
動
を
支
え
て
い
る
。
自
治
体
は
、
地
域
住
民
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が
活
動
し
や
す
い
ハ
ー
ド
的
な
環
境
を
予
算
の
執
行
に
よ
っ
て
、
効
果
的
に
整
備
で
き
る
立
場
で
あ
り
、
そ
の
役
割
は
重
要

で
あ
る
。

治
安
を
担
う
警
察
に
と
っ
て
、
日
々
の
犯
罪
情
勢
は
最
大
の
関
心
事
で
あ
り
、
あ
る
犯
罪
が
頻
発
す
れ
ば
、
迅
速
に
そ
の

対
応
に
取
り
掛
か
ろ
う
と
す
る
。
マ
ン
パ
ワ
ー
で
目
の
前
の
課
題
の
処
理
に
取
り
掛
か
る
警
察
の
仕
事
の
進
め
方
が
、
そ
の

迅
速
さ
を
可
能
と
す
る
し
、
元
来
、
警
察
に
は
そ
の
迅
速
さ
が
求
め
ら
れ
る
。
し
か
し
前
年
度
に
決
め
た
予
算
の
中
で
仕
事

を
す
る
自
治
体
は
、
そ
う
は
運
ば
な
い
。
た
と
え
ば
、
自
治
体
が
緊
急
に
防
犯
対
策
を
呼
び
か
け
る
チ
ラ
シ
を
発
行
し
た
い

と
き
は
、
前
年
度
か
ら
そ
の
た
め
の
予
算
を
確
保
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
防
犯
対
策
に
お
い
て
、
自
治
体
と
警
察

は
、
タ
イ
ム
リ
ー
な
対
応
と
い
う
点
で
か
み
合
わ
な
い
こ
と
が
あ
る
が
、
実
効
性
の
あ
る
協
働
の
あ
り
方
を
模
索
し
た
い
も

の
で
あ
る
。

㈡　

自
治
体
と
警
察
が
協
働
で
き
る
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
取
組
み

自
治
体
と
警
察
が
防
犯
対
策
、
ひ
い
て
は
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
支
援
す
る
こ
と
に
お
い
て
、
協
働
し
や
す
い
環
境
と
し

て
期
待
す
る
も
の
に
「
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
が
あ
る
。

セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、「
防
犯
」
を
直
接
目
的
と
し
た
も
の
で
は
な
く
、
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
が
人
の
健
康

保
全
の
た
め
に
「
事
故
や
け
が
は
、
偶
然
の
結
果
で
は
な
く
予
防
で
き
る
」
と
い
う
理
念
の
下
、
不
慮
の
外
傷
や
死
亡
を
防

ぐ
目
的
で
、
警
察
、
行
政
、
地
域
住
民
、
医
療
機
関
等
が
連
携
し
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
地
域
ぐ
る

み
で
目
指
す
運
動
で
あ
り
、
市
区
町
村
な
ど
自
治
体
が
主
体
と
な
る
取
組
み
で
あ
る
。
事
故
や
け
が
を
防
ぐ
取
組
み
は
、
警
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察
目
的
に
も
適
い
、結
果
と
し
て
犯
罪
の
起
き
に
く
い
社
会
の
実
現
に
効
果
的
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

へ
の
取
組
み
で
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
認
証
を
受
け
た
神
奈
川
県
厚
木
市
で
は
、
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
関
す
る
予
算
の
執
行
は
優

先
的
、
か
つ
迅
速
に
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
。

セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
取
組
み
へ
の
Ｗ
Ｈ
Ｏ
に
よ
る
評
価
は
、
自
治
体
つ
ま
り
役
所
が
ひ
と
り
熱
心
な
だ
け
で
は
認
め

ら
れ
な
い
。
警
察
な
ど
関
係
機
関
は
そ
れ
ぞ
れ
の
職
務
と
し
て
協
働
の
態
勢
が
と
れ
る
と
し
て
も
、
本
来
、
自
由
な
意
思
で

行
動
す
る
地
域
住
民
と
の
連
携
を
得
る
に
は
ど
う
す
る
か
を
問
え
ば
、
や
は
り
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
支
援
す
る
こ
と
が
早

道
で
あ
ろ
う
。
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
施
策
を
地
域
住
民
一
般
に
提
案
し
て
も
、
住
民
が
ば
ら
ば
ら
の
状
態
で
は
施
策
に

よ
っ
て
は
進
捗
し
に
く
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
理
念
を
も
っ
た
基
礎
的
な
団
体
が
あ
れ
ば
、
そ
れ

に
属
す
る
地
域
住
民
に
は
、
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
施
策
は
理
解
さ
れ
や
す
く
、
実
行
も
さ
れ
や
す
い
で
あ
ろ
う
。

し
た
が
っ
て
、
自
治
体
は
、
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
取
組
み
の
観
点
か
ら
も
、
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
支
援
に
積
極

的
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ
り
、
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
い
う
環
境
の
下
で
、
自
治
体
と
警
察
の
関
係
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目

的
の
た
め
に
強
化
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

㈢　

神
奈
川
県
警
察
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
専
従
班
の
新
設

平
成
二
二
年
九
月
、
神
奈
川
県
警
察
で
は
、
犯
罪
の
起
き
に
く
い
社
会
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

等
が
行
う
地
域
安
全
活
動
を
支
援
す
る
た
め
に
、「
神
奈
川
県
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
本
部
」
を
設
置
し
て
全
庁
的
な

支
援
体
制
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
に
対
す
る
警
察
の
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て
研
究
・
討
議
す
る
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「
神
奈
川
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
連
絡
会
」
を
設
置
し
た
。
こ
の
連
絡
会
の
会
員
は
、
地
元
に
根
付
い
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
先
導
的
役
割
を
担
っ
て
い
る
地
元
の
有
力
者
で
あ
る
。

ま
た
、
平
成
二
三
年
四
月
一
日
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
に
対
す
る
支
援
に
当
た
る
専
従
班
と
し
て
、
生
活
安
全
総

務
課
の
附
置
機
関
で
あ
る
生
活
安
全
対
策
室
に
「
生
活
安
全
サ
ポ
ー
ト
班
」
を
設
置
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
に
対
す

る
支
援
を
更
に
強
化
し
て
い
る
。

犯
罪
の
起
き
に
く
い
社
会
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
て
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
に
よ
る
活
動
を
更
に
活
性
化
さ
せ
る
と

と
も
に
、
活
動
の
輪
を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た

支
援
を
効
率
的
か
つ
効
果
的
に
推
進
す
る
た
め
の
全
庁
的
な
支
援
体
制
が
必
須
で
あ
る
。

「
生
活
安
全
サ
ポ
ー
ト
班
」
は
、
総
員
三
〇
名
体
制
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
専
従
班
と
し
て
は
、
全
国
で
初
め
て
設
立

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

九　
生
活
安
全
サ
ポ
ー
ト
班
の
活
動

㈠　

既
存
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
対
す
る
支
援
の
強
化

既
存
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
実
施
す
る
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
へ
の
同
行
指
導
、
防
犯
講
習
等
に
よ
っ
て
活
動
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
教

示
等
の
活
動
を
継
続
さ
せ
る
た
め
の
支
援
を
実
施
す
る
。
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㈡　

新
規
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
設
立
に
向
け
た
取
組
み
の
推
進

次
代
を
担
う
大
学
生
等
の
若
い
世
代
、
社
会
人
等
の
現
役
世
代
の
獲
得
の
た
め
、
大
学
や
企
業
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

実
施
に
つ
い
て
働
き
か
け
る
と
と
も
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
な
い
自
治
会
、
町
内
会
に
対
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
設

立
に
向
け
た
取
組
み
を
推
進
す
る
。

㈢　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
支
援
の
強
化

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
顔
の
見
え
る
関
係
を
構
築
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
要
望
・
意
見
を
聴
取
す
る
こ
と
に
よ
り
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
必
要
と
す
る
支
援
を
実
施
す
る
。

一
〇　
現
状
と
課
題

㈠　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
実
態
把
握
と
活
性
化
対
策

神
奈
川
県
下
五
四
警
察
署
と
緊
密
な
連
絡
を
と
り
、
新
規
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
三
年
中
は
、
七
月

末
ま
で
に
八
〇
団
体
の
立
上
げ
が
報
告
さ
れ
た
。
生
活
安
全
サ
ポ
ー
ト
班
は
そ
の
多
く
の
設
立
に
関
与
し
て
い
る
。

現
在
、
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
関
心
は
高
ま
っ
て
い
て
、「
自
分
も
地
域
の
た
め
に
何
か
や
っ
て
み
た
い
が
、
な
か
な

か
実
行
に
移
せ
な
い
」
と
い
う
方
達
が
各
地
域
に
潜
在
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
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そ
の
よ
う
な
人
々
を
見
つ
け
出
す
た
め
に
は
、　

地
域
の
実
態
掌
握
が
急
務
で
あ
る
。
情
報
収
集
力
を
強
化
し
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
志
す
方
達
が
実
際
に
団
体
を
立
上
げ
活
動
で
き
る
よ
う
に
支
援
を
強
化
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
各
警
察
署
が
把
握
し
て
い
る
既
存
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
活
動
実
態
を
聞
き
取
り
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
ほ
と
ん

ど
活
動
し
な
く
な
っ
た
団
体
が
相
当
数
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
背
景
に
は
、
メ
ン
バ
ー
の
高
齢
化
、
活
動
の
マ
ン
ネ
リ
化
等

が
う
か
が
わ
れ
る
。
さ
ら
に
実
態
調
査
を
徹
底
し
、
活
動
が
不
活
発
な
団
体
に
つ
い
て
は
個
別
に
活
性
化
を
支
援
し
た
い
。

ち
な
み
に
、
聞
き
取
り
調
査
を
実
施
し
た
際
に
、
あ
る
団
体
の
代
表
者
の
方
は
、「
も
う
全
然
活
動
し
な
く
な
っ
て
い
た
が
、

こ
の
調
査
で
警
察
か
ら
声
を
か
け
て
も
ら
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
ま
た
頑
張
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な
っ
た
」
と
言
わ

れ
、
そ
の
後
、
実
際
に
生
活
安
全
サ
ポ
ー
ト
班
員
が
同
行
指
導
し
て
、
自
主
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
再
開
し
た
事
例
が
あ
る
。

警
察
か
ら
の
ほ
ん
の
少
し
の
声
か
け
や
励
ま
し
、
情
報
提
供
な
ど
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
取
り
組
む
方
達
に
と
っ
て
大
き
な

支
援
と
な
り
う
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
た
。

高
齢
化
や
マ
ン
ネ
リ
化
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

○ 　

異
な
る
世
代
間
の
交
流
、
た
と
え
ば
高
齢
者
団
体
と
学
生
団
体
が
共
に
活
動
す
る
企
画
を
立
て
る
。

○ 　

自
治
会
町
内
会
、
学
生
団
体
、
女
性
団
体
、
職
域
団
体
等
、
そ
れ
ぞ
れ
の
同
タ
イ
プ
同
士
の
団
体
の
交
流
す
る
機
会

を
設
定
し
、
相
互
の
活
動
を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
刺
激
を
与
え
合
う
。

等
の
方
策
が
有
効
と
考
え
ら
れ
る
。

㈡　

支
援
従
事
者
の
プ
ロ
化
の
必
要
性
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生
活
安
全
サ
ポ
ー
ト
班
は
、
従
来
、
警
察
署
の
防
犯
担
当
者
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
に
つ
い
て
、
や
り
た
い
と
思
っ
て

い
て
も
主
要
な
業
務
で
多
忙
な
た
め
に
実
行
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
、
専
従
的
に
取
り
組
む
こ
と
の
で
き
る
部
署
で
あ
る
。

昔
の
地
域
社
会
の
よ
う
に
、
祖
父
母
や
両
親
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
や
っ
て
い
る
の
を
見
た
こ
と
も
な
い
方
達
に
は
案
内
役

が
必
要
だ
ろ
う
。
案
内
す
る
側
も
、
片
手
間
で
は
な
く
専
従
で
行
う
な
ら
ば
、
プ
ロ
化
が
必
要
で
あ
る
。

生
活
安
全
サ
ポ
ー
ト
班
は
、
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
や
っ
て
み
よ
う
と
い
う
志
あ
る
県
民
の
方
達
が
活
動
し
や
す
い
よ
う

に
、
親
切
を
旨
と
し
て
県
民
の
ニ
ー
ズ
に
機
動
的
に
対
応
で
き
る
の
が
持
ち
味
で
あ
る
。
発
足
後
間
も
な
い
の
で
、
具
体
的

な
仕
事
の
あ
り
方
を
模
索
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
班
員
は
、
日
々
の
業
務
を
通
じ
、
自
治
体
な
ど
関
係
機
関
や
各
地

域
を
管
轄
す
る
警
察
署
と
の
連
携
に
留
意
し
な
が
ら
、
地
域
住
民
に
直
接
会
い
、
そ
の
要
望
を
聞
き
取
る
営
業
マ
ン
的
な
対

人
交
渉
力
を
向
上
さ
せ
る
一
方
で
、
防
犯
講
話
や
自
主
防
犯
活
動
の
要
領
等
に
つ
い
て
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
用
い
た
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
寸
劇
等
、
視
聴
覚
に
訴
え
、
一
般
の
方
に
分
か
り
や
す
く
説
明
を
す
る
た
め
の
能
力
を
鍛
え
て
い
る
。

ま
た
、防
犯
設
備
士
の
資
格
試
験
を
受
験
す
る
な
ど
、防
犯
対
策
の
基
礎
知
識
の
習
得
に
も
励
ん
で
い
る
。
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
盛
り
上
げ
る
機
運
を
活
発
に
す
る
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど
の
企
画
能
力
も
向
上
さ
せ
、
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
取
り
組
む
方
達
に
と
っ
て
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
頼
り
が
い
の
あ
る
プ
ロ
集
団
に
成
長
さ
せ
た
い
。

お
わ
り
に

地
域
社
会
に
お
け
る
様
々
な
し
く
み
の
う
ち
、
防
犯
に
つ
い
て
は
、
古
く
か
ら
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
崩
壊
し
た
現
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代
に
あ
っ
て
、
地
域
住
民
が
「
自
分
達
の
ま
ち
は
自
分
達
で
守
る
」
と
い
う
意
識
を
も
ち
、
団
結
し
て
地
域
を
守
る
心
、
自

分
や
家
族
、
仲
間
を
守
る
心
を
共
有
し
、
従
来
の
地
縁
や
血
縁
に
代
わ
る
、
新
し
い
地
域
社
会
の
「
絆
」
を
つ
く
る
こ
と
が

優
先
的
な
課
題
で
あ
る
。

法
や
制
度
に
よ
ら
ず
、
住
民
が
自
ら
の
意
思
で
主
体
的
に
取
り
組
む
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
こ
そ
は
、
新
し
い
時
代
に

お
け
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
基
礎
と
し
て
、
最
も
ふ
さ
わ
し
い
こ
と
を
確
信
す
る
。

我
が
県
警
察
に
、
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
設
立
・
活
動
の
活
発
化
を
専
従
的
に
支
援
す
る
た
め
の
部
署
が
新
設
さ
れ

た
こ
と
は
、
時
代
の
要
請
で
あ
っ
て
、
必
然
的
で
あ
っ
た
と
思
う
。

私
自
身
も
県
警
察
の
一
員
と
し
て
、
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
支
援
を
継
続
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
社
会
の
安
全

を
め
ぐ
る
環
境
が
改
善
さ
れ
る
と
と
も
に
、
新
し
い
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
基
礎
づ
く
り
に
一
助
を
担
え
れ
ば
幸
い
で
あ

る
。

〈
引
用
文
献
〉

　

小
林
良
樹
「
社
会
安
全
政
策
論
の
考
え
方
」、
警
察
政
策
学
会
編
『
警
察
政
策
』
第
一
三
巻　

二
〇
一
一

※
添
付
資
料
一
枚

　
「
県
内
の
刑
法
犯
認
知
件
数
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
推
移
」
等
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犯
罪
に
厳
し
い
目
と
そ
の
立
ち
直
り
に

　
　
温
か
い
手
を
持
つ
地
域
社
会
の
実
現

　
　
　
　
　

〜
地
域
社
会
の
安
全
を
い
か
に
守
る
か
〜

島
根
県
警
察
本
部
少
年
女
性
対
策
課

少
年
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
長

松
田　

修
平
（
54
）

一　
包
摂
型
社
会
と
排
除
型
社
会

戦
前
か
ら
戦
後
し
ば
ら
く
の
間
、
日
本
の
社
会
シ
ス
テ
ム
の
根
幹
と
な
っ
て
い
た
も
の
に
更
生
保
護
制
度
が
あ
り
，
犯
罪

や
非
行
を
し
た
人
の
改
善
更
生
を
助
け
、
そ
の
再
犯
を
防
止
し
，
社
会
を
保
護
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
制
度

が
具
現
さ
れ
る
社
会
を
包
摂
型
社
会
と
呼
ん
だ
。
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包
摂
型
社
会
は
、犯
罪
者
や
非
行
少
年
（
以
下
「
犯

罪
者
等
」
と
す
る
）
を
外
部
の
敵
と
み
な
し
た
り
排

除
す
る
の
で
な
く
、
そ
れ
ら
犯
罪
者
等
が
「
正
常
な

人
と
し
て
の
行
動
」
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
人
間
に

な
る
ま
で
、
彼
ら
の
社
会
化
・
矯
正
・
保
護
・
治
療

に
励
む
よ
う
な
社
会
の
こ
と
を
い
う
。
犯
罪
者
等
の

立
場
か
ら
見
る
と
包
摂
型
社
会
で
は
、
犯
罪
者
等
は
、

犯
罪
を
悔
い
改
め
、
更
正
し
て
、
社
会
に
復
帰
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
例
え
ば
麻
薬
常
習
者
は
、
治
療

を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
社
会
か
ら
逸
脱
し
、

怠
学
、
怠
業
、
深
夜
徘
徊
等
を
行
っ
て
い
る
若
者
は
、

社
会
に
温
か
く
迎
え
て
も
ら
う
た
め
に
、
社
会
へ
の

適
応
力
を
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い

た
。
反
対
に
国
家
は
、
犯
罪
者
等
に
対
し
て
保
護
監

督
を
行
う
と
共
に
更
正
の
機
会
を
与
え
、
刑
を
終
了

し
た
犯
罪
者
等
に
対
し
て
は
、
他
の
住
民
と
同
様
に

生
活
が
行
え
る
環
境
を
出
来
る
だ
け
整
え
て
や
る
こ

図1
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と
の
義
務
を
負
っ
た
。（
図
１
）

一
方
、
排
除
型
社
会
（
図
２
）
は
、
排
他
的
社
会
、
拒

否
型
社
会
と
称
し
て
も
良
い
。
犯
罪
性
の
あ
る
者
や
危
険

な
者
は
、
地
域
か
ら
追
い
出
す
こ
と
で
治
安
を
保
と
う
と

す
る
社
会
で
あ
る
。
排
除
型
社
会
に
と
っ
て
犯
罪
者
等
は

排
除
す
べ
き
者
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
者
が
地
域
を
右
往

左
往
す
る
こ
と
事
態
、
地
域
に
危
険
を
も
た
ら
す
の
で
、

地
域
住
民
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
で
あ
っ
た
り
、
監
視
カ
メ

ラ
に
よ
る
警
戒
等
、
極
力
地
域
外
に
彼
ら
を
追
い
出
す
、

は
き
出
す
施
策
が
と
ら
れ
て
い
く
。
イ
ギ
リ
ス
の
社
会
学

者
ジ
ョ
ッ
ク
・
ヤ
ン
グ
は
、
包
摂
型
社
会
を
「
人
を
飲
み

込
む
社
会
」、
排
除
型
社
会
を
「
人
を
吐
き
出
す
社
会
」

と
比
喩
し
て
い
る
。（
注
１
）

二　
包
摂
型
社
会
か
ら
排
除
型
社
会
へ
の
方
針
転
換

戦
後
、
欧
米
や
日
本
の
諸
国
家
は
、
こ
の
包
摂
型
社
会

図2
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を
目
指
し
、
犯
罪
者
等
に
対
し
て
は
更
正
保
護
を
第
一
と
し
た
政
策
が
と
ら
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
一
九
六
〇
年
代
頃
か

ら
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
、
犯
罪
認
知
件
数
が
急
激
に
増
加
し
て
い
き
、
一
九
九
〇
年
代
初
頭
に
は
一
四
〇
〇
万
件
（
一
〇
万

人
あ
た
り
約
五
人
の
発
生
率
）
を
突
破
し
（
表
３
）、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
も
五
〇
〇
万
件
（
一
〇
万
人
あ
た
り
約
一
〇
人
）

ま
で
急
上
昇
し
た
。
そ
し
て
、
両
国
と
も
犯
罪
の
増
加
と
と
も
に
刑
務
所
人
口
も
大
幅
に
増
え
て
い
っ
た
の
で
、
犯
罪
者
等

に
対
し
て
の
施
設
が
飽
和
状
態
と
な
り
つ
つ
あ
り
、
政
府
関
係
機
関
の
保
護
施
策
が
手
詰
ま
り
と
な
る
と
と
も
に
地
域
住
民

も
「
い
つ
犯
罪
被
害
者
に
な
る
か
分
か
ら
な
い
」
と
い
っ
た
不
安
定
な
状
態
に
置
か
れ
て
体
感
不
安
が
増
し
、
犯
罪
者
等
に

対
し
「
不
寛
容
と
厳
罰
を
も
っ
て
処
す
べ
き
」
と
い
う
意
識
が
高
ま
っ
た
。

こ
れ
ら
の
状
況
、
世
論
に
対
処
す
る
た
め
に
一
九
九
〇
年
代
に
な
る
と
包
摂
型
社
会
か
ら
脱
却
す
る
社
会
排
除
型
の
理
論

が
登
場
、
そ
れ
に
沿
っ
た
政
策
が
と
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
す
な
わ
ち
同
化
と
結
合
を
基
調
と
す
る
社
会
か
ら
、
分
離
と
排

除
を
基
調
と
す
る
社
会
へ
移
行
し
た
の
で
あ
る
。

三　
排
除
型
社
会
に
お
け
る
安
全
対
策

排
除
型
社
会
の
基
調
に
あ
る
も
の
は
、
厳
罰
主
義
と
保
険
統
計
主
義
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
厳
罰
主
義
は
、
法
定
刑

を
引
き
上
げ
る
こ
と
で
、
犯
罪
を
起
こ
す
こ
と
を
た
め
ら
わ
せ
る
と
と
も
に
、
犯
罪
を
犯
し
た
者
に
対
し
て
は
長
期
的
に
地

域
か
ら
隔
離
す
る
こ
と
で
犯
罪
発
生
を
抑
止
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
ま
た
保
険
統
計
主
義
は
、「
正
義
を
追
求
す
る

こ
と
で
世
界
か
ら
犯
罪
を
無
く
す
こ
と
で
は
な
く
て
、
被
害
を
最
小
限
に
す
る
効
果
的
手
段
の
追
求
で
あ
る
。」（
注
２
）
と
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い
う
も
の
で
、
秩
序
の
破

壊
や
不
満
の
爆
発
が
起
こ

る
可
能
性
を
計
算
し
た
上

で
、
そ
れ
ら
の
要
因
を
効

率
的
に
除
去
す
る
た
め
に
、

不
審
者
の
取
締
り
に
力
点

を
置
き
、
犯
罪
の
み
な
ら

ず
逸
脱
行
動
を
積
極
的
に

取
り
締
ま
る
こ
と
で
、
犯

罪
の
発
生
を
防
ぐ
こ
と
で

あ
り
、
犯
罪
機
会
滅
失
施

策
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

厳
罰
化
は
、
三
振
法
に

代
表
さ
れ
、
三
回
目
の
重

罪
判
決
で
「
ア
ウ
ト
」、
す

な
わ
ち
仮
釈
放
の
な
い
長

期
の
拘
禁
刑
（
多
く
の
場

表3



212

合
終
身
刑
）
と
す
る
罰
則
の
強
化
や
ゼ
ロ
ト
レ
ラ
ン
ス
、
す
な
わ
ち
文
字
通
り
ト
レ
ラ
ン
ス
（
寛
容
）
が
ゼ
ロ
、
ど
ん
な
小
さ

な
犯
罪
も
許
さ
な
い
と
い
っ
た
犯
罪
者
等
に
厳
し
い
態
度
が
と
ら
れ
た
。

犯
罪
機
会
滅
失
施
策
に
つ
い
て
は
、
犯
罪
の
抑
止
、
住
宅
に
錠
か
け
の
励
行
と
二
重
ロ
ッ
ク
、
住
民
の
パ
ト
ロ
ー
ル
や
監

視
カ
メ
ラ
で
の
監
視
を
徹
底
す
る
こ
と
で
犯
罪
者
等
に
よ
る
犯
行
の
機
会
を
減
少
さ
せ
る
施
策
が
積
極
的
に
取
ら
れ
た
。

こ
れ
ら
施
策
の
根
本
と
な
っ
た
考
え
方
に
「
割
れ
窓
理
論
」（
注
３
）
が
あ
る
。
こ
の
理
論
は
建
物
の
窓
が
割
ら
れ
て
そ

れ
を
放
置
す
れ
ば
、
そ
れ
が
他
の
窓
ガ
ラ
ス
を
壊
し
て
も
か
ま
わ
な
い
と
い
う
サ
イ
ン
と
な
り
、
結
果
と
し
て
他
の
す
べ
て

の
窓
ガ
ラ
ス
が
割
れ
て
し
ま
う
と
い
う
も
の
で
、
す
な
わ
ち
地
域
に
お
け
る
小
さ
な
犯
罪
を
見
逃
す
こ
と
は
さ
ら
な
る
秩
序

違
反
を
招
き
、
や
が
て
は
犯
罪
の
多
発
、
地
域
社
会
全
体
の
崩
壊
を
招
く
と
い
う
こ
と
を
強
く
主
張
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、

小
さ
な
秩
序
行
為
を
放
置
し
て
お
く
と
、
次
第
に
無
秩
序
感
が
醸
成
さ
れ
、
そ
れ
が
大
き
な
治
安
悪
化
の
原
因
に
つ
な
が
る

の
で
、
早
め
に
是
正
し
、
秩
序
を
回
復
す
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
割
れ
窓
理
論
を
実
践
し
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市

警
本
部
は
、一
九
九
三
年
か
ら
一
九
九
五
年
の
わ
ず
か
三
年
の
間
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
犯
罪
発
生
率
が
三
六
％
も
下
が
り「
奇

跡
」
と
ま
で
賞
賛
さ
れ
た
。（
注
４
）

具
体
的
な
施
策
と
し
て
は
、
地
元
警
察
の
協
力
の
下
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
住
民
自
身
で
組
織
す
る
「
近
隣
警
戒

（N
eighourhood w

atch

）」
や
犯
罪
の
発
生
場
所
や
態
様
を
地
図
化
す
る
こ
と
で
、
犯
罪
が
多
発
す
る
場
所
、
道
路
を
あ

ら
か
じ
め
避
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
安
全
マ
ッ
プ
、
街
頭
や
商
店
の
情
景
を
常
時
記
録
化
す
る
こ
と
で
、
犯
罪
者
等
の
通

行
や
犯
行
を
思
い
と
ど
ま
ら
せ
た
り
、
犯
罪
者
等
を
特
定
す
る
防
犯
街
頭
カ
メ
ラ
の
設
置
等
が
上
げ
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
施
策
は
、
国
民
が
自
ら
の
安
全
を
維
持
す
る
た
め
に
市
民
が
日
常
暮
ら
し
て
い
る
地
域
社
会
の
安
全
は
自
ら
の
手
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で
守
る
（
注
５
）、
と
い
う
住
民
の
自
覚
の
も
と
に
自

発
的
な
取
組
を
推
進
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

四　
日
本
に
お
け
る
排
除
型
社
会
へ
の
移
行

日
本
に
お
い
て
も
平
成
一
一
年
の
「
地
下
鉄
サ
リ
ン

事
件
」、平
成
一
三
年
の「
大
阪
池
田
小
児
童
殺
傷
事
件
」

等
の
凶
悪
事
件
が
多
発
し
、
更
に
刑
法
犯
認
知
件
数
が

平
成
一
四
年
（
二
〇
〇
二
年
）
に
二
八
五
万
件
と
最
高

を
記
録
し
た
等
を
契
機
に
犯
罪
の
抑
止
、
被
疑
者
に
対

す
る
厳
罰
化
や
被
害
者
対
策
強
化
が
叫
ば
れ
、
そ
の
当

時
既
に
欧
米
に
お
い
て
浸
透
し
て
い
た
排
除
型
社
会
の

社
会
構
造
、
施
策
が
導
入
さ
れ
た
。

警
察
庁
は
平
成
一
四
年
一
一
月
、
全
国
の
都
道
府
県

警
察
に
対
し
「
街
頭
犯
罪
及
び
進
入
犯
罪
の
発
生
を
抑

止
す
る
た
め
の
総
合
対
策
の
推
進
に
つ
い
て
」
を
発
令

し
、「
増
加
し
続
け
て
い
る
犯
罪
の
発
生
を
抑
止
す
る

表4
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た
め
、
路
上
強
盗
、
ひ
っ
た
く
り
等
の
街
頭
犯
罪
及
び
侵
入
窃
盗
、
侵
入
強
盗
等
の
侵
入
犯
罪
の
増
勢
に
歯
止
め
を
掛
け
、
そ

の
発
生
を
抑
止
す
る
」
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
街
頭
犯
罪
等
抑
止
総
合
対
策
室
を
設
置
し
、「
安
全
安
心
ま
ち
づ
く
り
」
と
称

し
て
犯
罪
抑
止
と
監
視
の
た
め
以
下
の
対
策
が
取
ら
れ
始
め
た
。（
表
４
）

㈠　

防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

地
域
で
は
、
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
続
々
と
結
成
さ
れ
、
通
学
路
等
に
対
す
る
パ
ト
ロ
ー
ル
が
積
極
的
に
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
団
体
は
、
平
成
一
五
年
末
に
は
三
〇
〇
〇
余
の
し
か
な
か
っ
た
も
の
が
平
成
二
〇
年
末
現
在
で
は
四
万

団
体
余
と
一
〇
倍
以
上
に
な
り
、
そ
の
構
成
員
も
平
成
一
五
年
末
に
は
約
一
八
万
人
と
い
う
数
字
だ
っ
た
も
の
が
、
約

二
五
〇
万
人
に
な
る
ま
で
に
な
っ
た
。（
注
６
）

㈡　

安
全
マ
ッ
プ

多
く
の
地
域
で
、
地
域
住
民
が
地
区
で
管
内
で
発
生
し
た
犯
罪･

事
故
の
デ
ー
タ
を
元
に
、
発
生
地
点
を
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト

で
地
図
に
載
せ
る
形
で
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
ま
た
児
童
も
自
ら
危
険
地
帯
を
調
査
し
安
全
マ
ッ
プ
を
作
成
す
る
こ
と
で
、
危

険
地
帯
を
認
知
し
、
危
険
場
所
か
ら
お
の
ず
と
回
避
さ
せ
る
安
全
マ
ッ
プ
の
作
成
講
習
会
が
行
わ
れ
て
い
る
他
、
防
犯
カ
メ

ラ
も
積
極
的
に
商
店
等
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。

㈢　

安
全
条
例
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安
全
条
例
は
、
①
地
域
の
生
活
安
全
活
動
の
理
念
を
提
示
す
る
も
の
、
②
学
校
、
道
路
、
公
園
、
集
合
住
宅
等
の
設
計
に

お
い
て
防
犯
の
観
点
に
よ
る
行
政
や
警
察
の
積
極
的
関
与
を
規
定
す
る
と
と
も
に
、
暴
力
犯
罪
や
侵
入
窃
盗
な
ど
の
前
段
階

の
行
為
を
処
罰
す
る
も
の
、
③
生
活
安
全
と
生
活
環
境
の
美
化
を
融
合
さ
せ
た
も
の
、
と
い
っ
た
内
容
の
も
の
が
可
決
さ
れ

た
。（
注
７
）

㈣　

内
閣
の
犯
罪
対
策
閣
僚
会
議

平
成
一
五
年
に
「
犯
罪
対
策
閣
僚
会
議
」
は
、政
府
を
挙
げ
て
の
総
合
的
治
安
対
策
行
動
計
画
（
治
安
対
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
）

と
も
い
う
べ
き
「
犯
罪
に
強
い
社
会
の
実
現
の
た
め
の
行
動
計
画
」（
注
８
）
を
決
定
し
た
。
そ
の
施
策
の
中
で
は
、「
国
民

一
人
一
人
が
地
域
に
お
い
て
安
全
な
生
活
の
確
保
の
た
め
自
発
的
な
取
り
組
み
を
推
進
す
る
」
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

防
犯
意
識
の
向
上
の
た
め
情
報
提
供
や
防
犯
設
備
の
普
及
を
行
う
と
し
て
い
る
。（
注
９
）

五　
排
除
型
社
会
が
も
た
ら
し
た
も
の

ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
、
排
除
型
社
会
の
進
展
に
伴
い
犯
罪
認
知
件
数
が
急
激
に
減
少
し
て
い
き
、
一
九
九
〇
年
代
初
め

に
は
一
五
〇
〇
万
件
ま
で
上
昇
し
た
件
数
が
、
二
〇
〇
〇
年
に
一
一
六
〇
万
件
ま
で
減
少
し
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
も

一
九
九
七
年
に
五
〇
〇
万
件
を
切
っ
た
。（
表
３
）

日
本
に
お
い
て
も
刑
法
犯
認
知
件
数
が
平
成
二
二
年
に
は
一
六
〇
万
件
と
戦
後
最
高
で
あ
っ
た
平
成
一
四
年
と
比
較
し
て
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約
一
三
〇
万
件
の
大
幅
減
少

の
傾
向
で
あ
り
、
社
会
排
除
型

社
会
へ
の
移
行
は
、
刑
法
犯
認

知
件
数
抑
止
に
つ
い
て
だ
け

を
見
る
と
欧
米
、
日
本
と
も
一

定
の
成
果
を
示
し
た
と
言
え

る
。（
表
５
）

し
か
し
、
見
過
ご
す
こ
と
の

出
来
な
い
問
題
も
増
加
し
続

け
て
い
る
。
そ
れ
は
、
再
犯
率

の
増
加
で
あ
る
。

刑
法
犯
少
年
の
再
犯
率
は

平
成
一
〇
年
前
半
は
二
〇
％

台
半
ば
で
あ
っ
た
の
が
、
徐
々

に
増
加
し
、
平
成
一
八
年
に
は

三
〇
％
を
超
え
、
平
成
二
二
年

に
は
三
一
・
五
％
と
増
加
に
歯

表5
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止
め
が
か
か
っ
て
い
な
い
。（
表
６
）

一
般
刑
法
犯
で
検
挙
さ
れ
た
者
の
再
犯
率
は
、
平
成
元
年
当
時
三
〇
％
で
、
平

成
一
九
年
頃
に
四
〇
％
を
超
え
、
平
成
二
一
年
で
四
二
・
二
％
に
ま
で
増
加
し
て

い
る
。（
表
７
）

犯
罪
が
減
少
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
も

再
犯
率
は
、
ア
メ
リ
カ
で
六
七
・
五
％
、
イ
ギ
リ
ス
で
六
八
・
六
％
と
非
常
に
高
い

数
字
を
保
っ
て
お
り
、
刑
法
犯
件
数
の
減
少
を
も
た
ら
し
た
効
果
が
再
犯
率
減
少

に
は
有
効
な
手
立
て
と
な
っ
て
い
な
い
こ
と
が
伺
わ
れ
る
。

六　
再
犯
率
増
加
が
招
く
不
安
要
因

再
犯
率
が
増
加
す
る
こ
と
で
の
社
会
に
与
え
る
影
響
は
次
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

㈠　

刑
法
犯
認
知
件
数
減
少
を
止
め
、
手
口
を
悪
化
さ
せ
る
可
能
性

排
除
型
社
会
の
移
行
に
よ
り
刑
法
犯
認
知
件
数
が
減
少
し
て
い
る
の
に
再
犯
率

が
増
加
し
て
い
る
と
い
う
現
象
を
ど
う
見
た
ら
よ
い
の
だ
ろ
う
。
排
除
型
社
会
に

移
行
し
、
割
れ
窓
理
論
に
基
づ
く
犯
罪
機
会
滅
失
施
策
や
街
頭
犯
罪
等
抑
止
総
合

表6
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対
策
は
、
犯
罪
の
ゲ
ー
ト
ウ
エ
イ
（
入
り
口
）
で
あ
る
器
物
損
壊
、

暴
行
等
の
粗
暴
犯
、
自
転
車
盗
や
万
引
き
な
ど
の
屋
外
刑
法
犯
に
対

し
て
は
効
果
的
で
あ
っ
た
。
屋
外
刑
法
犯
の
犯
罪
は
刑
法
犯
認
知
件

数
に
占
め
る
割
合
が
高
い
た
め
、
屋
外
窃
盗
等
の
減
少
が
刑
法
犯
認

知
件
数
減
少
に
大
き
く
寄
与
し
た
と
言
え
る
。
し
か
し
犯
罪
を
犯
し

て
も
更
正
せ
ず
、
再
び
犯
罪
に
走
る
者
や
犯
罪
初
心
者
の
域
を
超
え

て
、
職
業
的
に
繰
り
返
し
行
う
再
犯
者
、
累
犯
者
に
対
し
て
は
、
効

果
が
限
定
的
で
は
な
い
か
と
の
推
論
が
成
り
立
つ
の
で
あ
る
。

平
成
一
九
年
版
犯
罪
白
書
に
よ
る
と
、
総
犯
歴
数
別
の
「
人
員
構

成
比
」
で
は
、
再
犯
率
は
、
二
八
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
の
に
対
し

て
、
総
犯
歴
数
別
の
犯
歴
の
「
件
数
構
成
比
」
を
見
る
と
、
再
犯
者

に
よ
る
犯
歴
の
件
数
は
五
七
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
、「
約
三
割
の

再
犯
者
に
よ
っ
て
、
約
六
割
の
犯
罪
が
行
わ
れ
て
い
る
」（
注
10
）
と

言
わ
れ
て
い
る
。
犯
罪
機
会
滅
失
方
策
の
網
を
く
ぐ
り
抜
け
、
若
し

く
は
厳
罰
主
義
で
威
嚇
さ
れ
て
も
犯
罪
を
や
め
な
か
っ
た
再
犯
者
の

比
率
が
増
加
し
、
そ
れ
ら
が
全
体
の
犯
罪
の
六
割
以
上
の
犯
罪
を
犯

す
と
い
う
こ
と
は
、
今
後
、
こ
れ
ま
で
に
よ
う
に
刑
法
犯
認
知
件
数

表7
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が
減
少
し
な
く
な
る
、
若
し
く
は
増
加
に
転
じ
る
可
能
性
も
秘
め
て
い
る
他
、
よ
り
悪
質
、
凶
悪
な
犯
罪
を
犯
す
可
能
性
も

高
く
、
そ
れ
ら
の
犯
罪
が
増
加
す
る
こ
と
で
社
会
に
大
き
な
不
安
を
与
え
る
要
因
と
な
っ
て
く
る
と
考
え
る
。

㈡　

被
害
者
、
地
域
住
民
の
体
感
不
安
拡
大

被
害
者
の
心
身
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
、
保
護
者
や
地
域
住
民
に
大
き
な
不
安
を
与
え
る
強
制
わ
い
せ
つ
、
強
姦
、
集
団

強
姦
、
強
盗
強
姦
、
営
利
目
的
略
取
誘
拐
等
子
ど
も
対
象
・
暴
力
的
性
犯
罪
が
、
同
種
犯
罪
の
前
歴
を
有
す
る
者
に
よ
っ
て

引
き
起
こ
さ
れ
る
事
例
が
多
く
、
被
害
者
、
地
域
住
民
の
体
感
不
安
拡
大
を
引
き
起
こ
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

㈢　

暴
力
構
成
員
、
組
織
犯
罪
等
の
職
業
的
犯
罪
集
団
の
増
大

再
犯
を
犯
し
た
人
が
収
容
さ
れ
る
Ｂ
級
刑
務
所
に
圧
倒
的
に
暴
力
団
関
係
者
が
多
い
こ
と
等
か
ら
再
犯
者
が
暴
力
構
成
員

に
流
れ
て
い
る
こ
と
が
伺
わ
れ
る
。
来
日
外
国
人
犯
罪
の
検
挙
状
況
を
み
て
も
広
域
に
わ
た
っ
て
敢
行
さ
れ
た
多
国
籍
外
国

人
に
よ
る
自
動
車
盗
事
件
の
首
謀
者
が
暴
力
団
組
員
で
あ
る
等
、
近
年
日
本
の
治
安
を
揺
る
が
し
て
い
る
組
織
犯
罪
、
来
日

外
国
人
犯
罪
に
お
い
て
も
再
犯
者
が
そ
の
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
が
伺
わ
れ
、
こ
れ
ら
組
織
へ
再
犯
者
が
流
れ

て
い
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

㈣　

地
域
の
中
に
犯
罪
者
等
を
内
包
す
る

排
除
型
社
会
で
は
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
、
監
視
活
動
等
で
刑
法
犯
件
数
等
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
は
出
来
る
が
、
抜
本
的
に
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犯
罪
者
等
を
更
正
さ
せ
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
犯
罪
を
犯
し
た
者
に
対
し
、
矯
正
施
設
、
刑
務
所
等
に
収
容
さ
れ
た
者
も
、

い
つ
か
は
社
会
で
あ
り
地
域
で
あ
る
所
に
戻
る
。
そ
の
時
、
そ
の
本
人
が
地
域
の
一
員
た
る
技
能
や
知
識
等
を
持
ち
、
地
域

も
そ
れ
ら
の
者
を
地
域
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
仲
間
と
し
て
迎
え
入
れ
、共
に
情
報
共
有
し
活
動
を
行
え
る
よ
う
な
環
境
を
作
っ

て
お
か
な
い
と
、
も
ど
っ
た
地
域
で
再
び
犯
罪
を
犯
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
高
ま
る
の
で
あ
る
。

七　
包
摂
型
社
会
へ
の
一
部
回
帰

イ
ギ
リ
ス
は
平
成
九
年
、
ブ
レ
ア
政
権
の
誕
生
と
と
も
に
排
除
型
社
会
を
一
部
軌
道
修
正
し
、
包
摂
型
社
会
へ
の
回
帰
の

方
針
転
換
を
図
っ
て
い
る
。
ブ
レ
ア
元
首
相
は
、「
犯
罪
に
厳
し
く
、
犯
罪
の
原
因
に
厳
し
く
」（
注
11
）
と
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

と
と
も
に
、
犯
人
の
更
正
方
策
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
「
安
全
活
動
は
徹
底
的
に
行
い
、
小
さ
な
犯
罪
で
も
見
逃
す
こ
と
な
く
行
う
こ

と
が
安
全
に
と
っ
て
大
事
。
一
旦
犯
罪
者
等
を
検
挙
す
れ
ば
、
二
度
と
犯
罪
を
起
こ
さ
せ
な
い
よ
う
に
更
正
、
支
援
活
動
を

行
う
こ
と
も
安
全
に
と
っ
て
大
事
」
と
い
う
も
の
で
、
犯
罪
者
等
に
対
し
て
排
除
型
の
方
策
だ
け
で
な
く
更
正
、
保
護
を
中

心
と
し
た
包
摂
型
の
政
策
も
積
極
採
用
す
る
こ
と
を
宣
言
し
、
官
民
の
専
門
家
・
担
当
者
か
ら
な
る
省
庁
横
断
的
な
組
織
と

し
て
「
社
会
的
排
除
対
策
室
」（
注
12
）
を
設
置
し
、再
犯
者
に
対
し
て
、相
談
、情
報
提
供
等
の
継
続
的
な
支
援
、就
労
支
援
、

生
活
支
援
等
を
行
う
よ
う
し
た
。

更
に
平
成
一
六
年（
二
〇
〇
四
）に
内
務
省
は
「
再
犯
の
減
少
の
た
め
の
全
国
行
動
計
画
」を
発
表
し
、釈
放
受
刑
者
の
生
活
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再
建
に
と
っ
て
重
要
な
問
題
と
し
て
①
住
居
、②
教
育・訓
練・雇
用
、③
精
神
と
身
体
の
健
康
、④
薬
物
、ア
ル
コ
ー
ル
の
問
題
、

⑤
収
入
、
社
会
保
障
給
付
、
負
債
、
⑥
子
育
て
と
家
族
、
⑦
態
度
、
思
考
、
行
動
の
七
つ
の
分
類
を
示
し
た
。（
注
13
）

排
除
型
社
会
へ
の
移
行
に
よ
り
、
目
前
の
犯
罪
を
排
除
し
て
も
、
犯
罪
者
等
が
立
ち
直
ら
な
け
れ
ば
、
そ
の
何
割
か
は
、

ど
こ
か
、
別
の
場
所
で
犯
罪
を
犯
し
、
結
局
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
減
退
さ
せ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
包
摂
型
の
犯
罪
者
更
生
は

必
要
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
。

八　
日
本
に
お
け
る
包
摂
型
社
会
回
帰
の
動
き

日
本
で
は
、
包
摂
型
社
会
か
ら
排
除
型
社
会
へ
の
方
針
を
変
更
し
て
、
お
お
よ
そ
一
〇
年
、
再
非
行
、
再
犯
率
の
上
昇
と

い
う
問
題
に
よ
り
、
イ
ギ
リ
ス
と
同
様
に
包
摂
型
社
会
の
重
要
性
が
叫
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

平
成
一
八
年
に
東
京
都
青
少
年
問
題
協
議
会
は
「
少
年
院
等
を
出
た
子
ど
も
た
ち
の
立
ち
直
り
支
援
方
策
に
つ
い
て
」
と

い
う
答
申
を
出
し
て
い
る
。
こ
の
答
申
に
お
い
て
、
少
年
院
を
出
院
し
た
少
年
も
、
社
会
に
出
た
後
に
再
び
犯
罪
を
犯
す
例

が
少
な
く
な
い
こ
と
を
認
め
、
そ
れ
に
対
処
す
る
た
め
、「
少
年
院
を
出
た
ば
か
り
の
少
年
に
対
し
地
域
社
会
が
適
切
に
支

援
を
し
て
い
く
こ
と
は
、
そ
の
少
年
が
再
犯
の
道
に
陥
る
こ
と
を
防
ぎ
、
将
来
の
犯
罪
発
生
を
予
防
す
る
だ
け
で
な
く
、
少

年
を
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
迎
え
入
れ
る
こ
と
の
必
要
」（
注
14
）
を
強
調
し
て
い
る
。

ま
た
平
成
二
三
年
七
月
の
政
府
犯
罪
対
策
閣
僚
会
議
が
出
し
た「
刑
務
所
出
所
者
等
の
再
犯
防
止
に
向
け
た
当
面
の
取
組
」

に
お
い
て
、「
約
三
割
の
再
犯
者
に
よ
っ
て
、
約
六
割
の
犯
罪
が
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
を
示
し
て
お
り
、
再
犯
者
対
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策
は
、
安
全
・
安
心
な
社
会
作
り
の
た
め
の
政
府
全
体
に
お
け
る
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。」（
注
15
）
と
再
犯
者
対
策

は
安
全･

安
心
が
社
会
づ
く
り
の
た
め
の
政
府
全
体
に
お
け
る
課
題
で
あ
る
こ
と
を
認
め
た
。

更
に
警
察
庁
に
お
い
て
、「
刑
法
犯
で
摘
発
さ
れ
る
少
年
の
う
ち
再
非
行
の
割
合
が
増
加
傾
向
に
あ
る
」
こ
と
に
つ
い
て
重

要
課
題
で
あ
る
と
捉
え
、
平
成
二
一
年
一
二
月
に
「
非
行
少
年
を
生
ま
な
い
社
会
づ
く
り
」
と
し
て
警
察
が
本
格
的
に
再
非
行

対
策
、
立
ち
直
り
支
援
積
極
的
に
行
う
方
針
を
打
ち
出
し
た
。
特
に
立
ち
直
り
支
援
で
は
、
警
察
が
相
談
を
待
つ
従
来
の
「
待

ち
受
け
型
」
か
ら
、
問
題
を
抱
え
て
い
る
お
そ
れ
の
あ
る
犯
罪
を
犯
し
た
少
年
に
対
し
て
は
、
担
当
者
が
電
話
等
で
連
絡
を
し

て
相
談
に
の
る
等
、
自
ら
手
を
差
し
伸
べ
て
相
談
を
受
け
る
型
に
転
換
す
る
と
い
う
大
き
な
変
革
を
行
っ
て
お
り
、
日
本
に
お

い
て
も
再
非
行
、
再
犯
防
止
の
た
め
国
が
積
極
的
に
包
摂
型
社
会
の
方
策
を
打
ち
出
し
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。（
注
16
）

九　
子
ど
も
支
援
セ
ン
タ
ー

日
本
政
府
が
再
非
行
、
再
犯
防
止
等
の
対
策
を
政
府
喫
緊
の
課
題
と
認
め
た
平
成
二
三
年
か
ら
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
七
年
前

の
平
成
一
六
年
、
島
根
県
に
お
い
て
再
非
行
、
再
犯
防
止
の
た
め
の
先
進
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま
っ
た
。

そ
れ
は
、
非
行
少
年
等
問
題
を
抱
え
る
少
年
の
立
ち
直
り
支
援
を
目
的
と
し
た
「
子
ど
も
支
援
セ
ン
タ
ー
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
あ
る
。
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
警
察
本
部
、
健
康
福
祉
部
、
教
育
庁
の
三
部
局
連
携
に
よ
る
県
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

し
て
、
平
成
一
六
年
島
根
県
の
松
江
市
、
出
雲
市
、
浜
田
市
、
益
田
市
の
四
市
に
「
子
ど
も
支
援
セ
ン
タ
ー
」
依
託･

開
設

し
た
の
で
あ
る
。
三
部
局
に
よ
り
財
政
支
援
、
市
よ
り
人
材
、
施
設
等
の
支
援
を
受
け
た
支
援
セ
ン
タ
ー
の
業
務
は
、
非
行
、
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ニ
ー
ト
、
引
き
こ
も
り
、
不
登
校
、
障
が
い
な
ど
を
抱
え
る
青
少
年
や
保
護
者
、
学
校
等
の
相
談
を
受
け
付
け
、
就
業
、
就

学
に
つ
い
て
の
助
言
や
指
導
、
専
門
機
関
の
紹
介
を
行
う
と
い
う
先
進
的
な
取
組
で
あ
っ
た
。

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
平
成
一
八
年
度
で
終
了
し
た
が
、
国
や
県
民
か
ら
の
高
い
評
価
、
関
係
自
治
体
か
ら
の
強
い
継
続

要
望
を
受
け
、
平
成
一
九
年
度
以
降
、
引
き
続
き
、
三
部
局
に
よ
る
財
政
支
援
と
当
該
市
の
応
分
負
担
に
よ
り
現
在
ま
で
継

続
し
て
い
る
。
識
者
等
か
ら
「
犯
罪
者
等
も
地
域
か
ら
見
れ
ば
住
民
で
あ
り
、
そ
の
生
活
の
安
定
と
社
会
参
加
を
支
援
す
る

こ
と
は
、
自
治
体
や
地
域
の
責
務
で
あ
る
。
東
京
と
、
松
江
市
な
ど
い
く
つ
か
の
自
治
体
で
そ
の
よ
う
な
先
進
例
が
あ
る
」

と
の
評
価
の
声
が
高
い
。（
注
17
）

島
根
子
ど
も
支
援
セ
ン
タ
ー
の
行
っ
て
い
る
事
業
と
し
て
は
大
き
く
分
け
る
と
①
総
合
相
談
業
務
、
②
生
活
支
援
、
③
就

労
支
援
、
④
学
習
支
援
、
⑤
子
ど
も
の
安
全
活
動
、
⑥
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
協
同
活
動
の
六
つ
の
事
業
で
あ
る
。

一
〇　
子
ど
も
支
援
セ
ン
タ
ー
の
先
進
性

子
ど
も
支
援
セ
ン
タ
ー
と
前
出
の
日
本
・
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
答
申
や
制
度
を
比
較
し
て
み
る
と
、子
ど
も
支
援
セ
ン
タ
ー

の
優
越
性
・
先
見
性
が
見
え
て
く
る
。（
表
８
）
す
な
わ
ち
、
再
犯
防
止
対
策
と
し
て
、
①
就
労
支
援
、
②
学
習
支
援
、
③

生
活
支
援
、
④
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
（
相
談
業
務
）
は
、
四
本
柱
と
し
て
ど
の
仕
組
み
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
反
対
に

独
自
な
柱
と
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
「
再
犯
の
減
少
の
た
め
の
全
国
行
動
計
画
」
で
は
「
薬
物
と
ア
ル
コ
ー
ル
」
対
策
が
、
日

本
の
刑
務
所
出
所
等
の
再
犯
防
止
対
策
に
向
け
た
当
面
の
取
組
に
お
い
て
は
「
性
犯
罪
」
対
策
、
国
、
時
代
に
よ
っ
て
、
新
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表 8　再犯防止支援方策比較

項目 島根子ども支援セン
ター　（松江）H16

少年院等を出た子ど
もたちの立ち直りを、
地域で支援するため
の方策について平成
18 年 10月23日　
東京都青少年問題
協議会

刑務所出所者等の
再犯防止に向けた当
面の取組　平成 23
年７月26日　犯罪
対策閣僚会議報告

イギリス「再犯の減
少のための全国行
動計画」の 7つの
経路　平成162004
（社会研究 34 小長
井）

・イギリス「社会的
排除対策室」　平成
９年、1997より首
相直属機関に設置
※「一人ひとりを包
摂する社会」の構築
に向けた課題

相談 ･ 情
報提供窓
口

総合相談業務 態度・思考・行動

②「コネクションズ」
（Connexions）パー
ソナルアドバイザー
が、地域のネットワー
クを活用し、相談、
情報提供等の包括
的，継続的な支援を
実施。

カウンセリ
ング

カウンセリングボラン
ティア

少年に対する生活面
でのサポート

障害等により特別の
配慮を要する者への
教育 ･ 指導体制の
強化

精神と身体の健康

生活 生活支援 適切な住居の確保
出所者等の特性に
配意した帰住先確保
の支援

住居 官民連携方式で専
門的なアドバイザー

就労 就労支援 就労支援
出所者等の取り巻く
環境に配意したきめ
細かな就労支援

教育・訓練・雇用

就労支援は、18～
24歳の若年者で６か
月以上の失業状態に
あり、求職者手当を
受給しているすべて
の者に対し、アドバ
イザーによる就職支
援が行われる。就労
支援の充実強化（協
力雇用主の発掘，雇
用主に対するインセ
ンティヴの付与等）

学習 学習支援 就学支援
就労に資する基礎学
力の向上・企業が必
要とする人材の確保

薬物・ア
ルコール

薬物事犯者に対する
処遇 ･支援の実施

薬物とアルコール問
題

性犯罪 性犯罪事犯者への
指導の充実

家族 家族へのサポート 子育てと家族

地域住民
との関わ
り

スポーツ文化交流

希望

関係機関
警察本部、健康福
祉部、教育庁、４市
の支援により開設

収入 ･ 社会保障給
付・負債

官民のパートナーシッ
プの構築・1998 年，
政府とボランタリーセ
クターの代表が「コ
ンパクト」と呼ばれる
協定書を結び対等な
パートナーとして位置
づけた

安全活動 子ども安全活動

ボランティ
アの育成 ボランティアの育成
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し
く
独
自
な
取
組
を
設
け
て
い
る
。
ま
た
子
ど
も
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
四
本
柱
以
外
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
も
の

で
特
に
際
立
っ
て
い
る
の
が
「
子
ど
も
安
全
活
動
」
で
あ
る
。
同
活
動
は
、子
ど
も
の
安
全
の
た
め
、「
街
か
ど
声
か
け
た
い
」

等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
と
協
同
で
子
ど
も
の
安
全
を
守
る
活
動
を
行
う
と
と
も
に
子
ど
も
支
援
セ
ン
タ
ー
内
に
「
子
ど
も

安
全
セ
ン
タ
ー
」
を
併
設
し
協
同
し
て
、
学
校
・
通
学
路
の
安
全
点
検
、
登
下
校
時
の
安
全
管
理
、
防
犯
施
設
等
の
点
検
・

整
備
等
の
「
幼
児
・
児
童
・
生
徒
の
安
全
を
確
保
す
る
対
策
」
見
守
り
・
監
視
体
制
の
構
築
、
不
審
者
情
報
、
登
下
校
ル
ー

ト
・
時
間
情
報
の
発
信
等
「
子
ど
も
を
守
る
た
め
地
域
で
連
帯
す
る
対
策
」
を
行
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
「
子
ど
も
安
全
活
動
」
は
、
い
ず
れ
も
社
会
排
除
型
の
安
全
対
策
で
あ
り
、
子
ど
も
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
非
行
少

年
等
の
立
ち
直
り
支
援
等
包
摂
型
の
方
策
を
持
つ
一
方
、
社
会
排
除
型
の
方
策
も
併
せ
持
つ
と
い
う
、
非
常
に
珍
し
い
形
態

の
組
織
で
あ
り
、
こ
の
支
援
セ
ン
タ
ー
が
犯
罪
少
年
等
の
立
ち
直
り
支
援
や
犯
罪
・
非
行
の
未
然
防
止
に
大
き
な
成
果
を
上

げ
て
い
る
の
で
あ
る
。

子
ど
も
支
援
セ
ン
タ
ー
が
、
犯
罪
を
犯
し
た
少
年
等
に
対
し
て
地
域
住
民
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
協
同
し
て
立
ち
直
り
支
援

を
行
い
つ
つ
、
地
域
安
全
活
動
等
に
よ
り
犯
罪
者
等
か
ら
の
危
険
を
排
除
す
る
と
と
も
に
、
犯
罪
者
等
を
減
少
さ
せ
る
こ
と

で
、
犯
罪
発
生
の
防
止
と
犯
罪
発
生
元
（
再
犯
者
）
の
根
絶
を
図
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
一　
社
会
排
除
・
包
摂
型
施
策
の
連
動
化
し
た
施
策

現
在
の
社
会
排
除
型
の
施
策
に
平
行
し
て
積
極
的
に
包
摂
型
社
会
の
施
策
を
行
っ
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
、
必
要
性
に
つ
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い
て
述
べ
て
き
た
が
、最
後
に
こ
の
方
向
性
に
沿
っ

た
具
体
的
政
策
に
つ
い
て
述
べ
る
。

㈠　

安
全
安
心
活
動
と
支
援
活
動
の
一
体
化

社
会
排
除
型
施
策
の
一
つ
で
あ
る
地
域
住
民
に

よ
る
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、
包
摂
型
施
策
の
再
犯

罪
者
等
に
対
す
る
支
援
の
端
緒
と
も
な
り
得
る
。

子
ど
も
支
援
セ
ン
タ
ー
が
非
行
を
犯
し
た
少
年
を

支
援
す
る
と
と
も
に
子
ど
も
の
安
全
を
守
る
た
め

の
パ
ト
ロ
ー
ル
機
能
も
併
せ
持
っ
て
い
る
こ
と
も
、

こ
れ
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。
例
え

ば
、
地
域
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

犯
罪
を
行
お
う
と
す
る
者
を
発
見
し
た
場
合
は
警

察
等
に
通
報
す
る
こ
と
と
な
る
が
、
こ
れ
ら
犯
罪

を
行
う
者
は
、
支
援
の
手
が
届
か
な
い
た
め
再
び

犯
罪
を
犯
そ
う
と
し
て
い
る
者
で
あ
る
蓋
然
性
も

高
い
。
こ
れ
ら
の
者
を
検
挙
し
た
り
、
現
場
で
の

図9
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犯
罪
を
思
い
と
ど
ま
ら
せ
る
だ
け
で
な
く
、
通
報
を

受
け
た
警
察
等
の
司
法
・
行
政
機
関
が
、
再
犯
者
に

対
す
る
支
援
が
必
要
で
あ
る
者
と
し
て
、
同
機
関
が
、

支
援
の
対
策
を
直
接
と
っ
た
り
、
関
係
機
関
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
と
協
同
に
よ
る
支
援
を
す
る
こ
と
で
、

再
び
犯
罪
を
起
こ
さ
せ
な
い
よ
う
な
体
制
を
構
築
す

る
こ
と
が
で
き
る
。（
図
９
・
10
）

㈡ 　

犯
罪
を
犯
し
た
者
に
対
し
て
見
守
る
気
運
の

醸
成

地
域
住
民
、
国
民
と
し
て
犯
罪
者
等
の
犯
し
た
犯

罪
に
対
し
て
は
、
適
正
な
処
罰
、
更
正
手
段
が
と
ら

れ
た
か
を
見
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
そ
し
て
、
社
会

内
に
お
い
て
も
再
び
犯
罪
を
犯
す
こ
と
の
な
い
よ
う

に
、
厳
し
い
目
で
犯
罪
者
等
を
見
て
い
く
こ
と
も
必

要
で
あ
る
。

再
び
犯
罪
を
犯
さ
せ
な
い
た
め
の
厳
し
い
目
と
し

図1 0
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て
は
、
欧
米
等
が
行
っ
て
い
る
性
犯
罪
等
の
犯
罪
者
前
歴
を
有
す
る
者
に
対
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
住
所
等
を
公
開
し

た
り
、
日
本
国
内
で
も
一
部
府
県
が
検
討
し
て
い
る
性
犯
罪
前
歴
者
に
Ｇ
Ｐ
Ｓ
携
帯
を
携
帯
さ
せ
た
り
、
住
居
地
届
出
を
求

め
る
制
度
と
い
っ
た
犯
罪
を
犯
さ
せ
な
い
よ
う
に
監
視
す
る
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
ら
犯
罪
を
行
っ
た
者
を
監
視
す
る
方
法
だ

け
で
な
く
、
犯
罪
を
犯
す
原
因
等
に
対
し
て
も
地
域
全
体
で
見
つ
め
て
、
そ
の
原
因
を
除
去
す
る
た
め
に
地
域
で
支
援
す
る

こ
と
も
大
切
で
あ
る
。

犯
罪
を
犯
し
た
者
も
地
域
の
一
員
で
あ
り
、
同
じ
地
域
の
住
民
と
し
て
、
再
び
犯
罪
を
犯
す
こ
と
の
な
い
よ
う
に
支
援
方

策
を
真
剣
に
考
え
、
実
行
す
る
気
運
を
地
域
で
醸
成
す
る
必
要
が
あ
る
。

㈢　

複
合
、
重
層
型
の
支
援

犯
罪
を
犯
し
た
人
に
対
し
て
は
、
一
定
の
費
用
を
か
け
て
、
立
ち
直
り
支
援
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
が
、
複
数
の
官

庁
や
市
町
村
に
ま
た
が
り
、
責
任
分
担
が
行
き
届
い
て
い
な
い
と
と
も
に
そ
の
予
算
自
体
も
充
分
な
も
の
と
は
言
え
な
い
状

況
で
あ
る
。

子
ど
も
支
援
セ
ン
タ
ー
が
警
察
、
県
健
康
福
祉
部
、
教
育
庁
の
三
部
局
で
連
携
し
た
財
政
支
援
や
方
策
を
と
っ
て
い
る
よ

う
に
国
や
自
治
体
が
財
政
支
出
、
施
策
に
つ
い
て
出
来
る
こ
と
を
各
々
有
機
的
に
組
み
合
わ
せ
て
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る

ま
た
、
支
援
に
携
わ
る
人
的
資
源
も
限
ら
れ
て
お
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
を
活
用
す
る
等
人
的
資
源
を
積
極
的
に
開

拓
し
、
重
層
的
な
支
援
に
つ
い
て
も
行
う
必
要
が
あ
る
。
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㈣　

社
会
的
受
け
皿
の
強
化

犯
罪
、
非
行
を
犯
し
た
人
に
対
し
て
は
、
就
労
、
学
業
、
生
活
支
援
が
大
き
な
柱
で
あ
る
が
、
実
際
に
支
援
を
行
っ
て
い

く
受
け
皿
と
し
て
の
企
業
、
団
体
は
か
な
り
の
資
金
を
必
要
と
す
る
。
就
労
支
援
等
に
に
つ
い
て
は
、
協
力
雇
用
主
の
確
保

等
が
必
要
で
あ
る
が
充
分
と
は
言
え
な
い
現
状
に
あ
る
。
そ
の
た
め
協
力
雇
用
主
の
掘
り
起
こ
し
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

一
二　
終
わ
り
に
〜
誰
も
が
安
全
で
希
望
の
持
て
る
社
会
へ
〜

地
域
の
安
全
を
守
る
た
め
、
刑
法
犯
発
生
件
数
を
抑
え
る
た
め
、
平
成
一
〇
年
半
ば
よ
り
、
日
本
に
お
い
て
も
厳
罰
化
、

ゼ
ロ
ト
レ
ラ
ン
ス
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
や
防
犯
ビ
デ
オ
等
に
よ
り
監
視
活
動
等
の
排
除
型
社
会
の
施

策
が
導
入
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
刑
法
犯
の
減
少
等
安
全
に
つ
い
て
は
一
定
の
成
果
が
得
ら
れ
た
が
、
反
面
、
再
犯
率
は
増

加
を
続
け
、
今
や
「
約
三
割
の
再
犯
者
が
約
六
割
の
犯
罪
を
惹
起
し
て
い
る
」
と
い
う
常
習
犯
罪
者
に
よ
る
複
数
、
悪
質
、

組
織
的
、
国
際
的
な
犯
罪
が
多
発
し
て
お
り
、
犯
罪
の
質
は
悪
化
し
た
と
も
言
え
、
地
域
住
民
の
体
感
治
安
は
必
ず
し
も
良

く
な
っ
て
は
い
な
い
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
つ
い
て
も
、
排
除
型
社
会
が
浸
透
し
、
以
前
に
見
ら
れ
た
同
化
と
結
合
を
基
調
と
す
る
社
会
か
ら
、

分
離
と
排
除
を
基
調
と
す
る
社
会
へ
移
行
し
、
他
の
住
民
に
対
し
て
無
関
心
、
犯
罪
を
犯
し
た
者
や
犯
そ
う
と
す
る
者
等
自
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分
に
対
し
て
危
険
を
与
え
る
恐
れ
の
あ
る
者
に
対
し
て
は
、
行
動
を
監
視
、
制
限
を
行
い
地
域
か
ら
の
排
除
、
分
離
す
る
傾

向
が
見
ら
れ
、
更
に
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
崩
壊
を
加
速
し
て
い
る
と
言
え
る
。

こ
れ
か
ら
再
犯
者
に
よ
る
犯
罪
を
い
か
に
防
止
す
る
か
が
、
今
後
の
日
本
の
安
全
安
心
の
推
進
や
体
感
治
安
の
増
加
の

キ
ー
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。
一
度
犯
罪
を
犯
し
た
者
に
そ
れ
を
繰
り
返
さ
せ
な
い
た
め
に
は
、
犯
罪
者
を
矯
正
す
る
こ
と
と
と

も
に
今
後
地
域
に
迎
え
る
住
民
の
ひ
と
り
と
し
て
、
関
係
機
関
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
住
民
が
、
家
庭
、
職
場
、
学
校
、
地
域

等
の
環
境
を
整
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

犯
罪
を
未
然
に
防
止
す
る
地
域
安
全
活
動
も
も
ち
ろ
ん
大
切
で
あ
る
が
、
一
旦
犯
罪
を
犯
し
た
者
に
対
し
て
、
再
び
犯
罪

を
さ
せ
な
い
立
ち
直
り
支
援
を
、
地
域
安
全
活
動
の
中
に
取
り
入
れ
る
若
し
く
は
併
行
し
て
行
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
な
の

で
あ
る
。
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　参　　照　

注 1

「人を飲み込む社会」から「人を吐き出す社会」（レヴィ　ストロース）
人々を貪欲に飲み込み、同時に人々を常に排泄するような、いわば「過食症
社会」である。

 排除型社会　ジョック ･ヤング　2007.9　洛北出版

注 2

後期近代社会における社会統制の基調にあるもの、それは保険統計主義で
ある。すでにみたように、ここでは正義を追求することよりも被害を最小限
にすることが求められている。そして犯罪や逸脱の原因を探ったところで犯
罪という社会問題は解決しないとみなされている。保険統計主義の中心にあ
るのはリスク計算である。それは精度の高い確率論的解析であり、そこで注
意が向けられるのは問題の原因ではなく、その問題が起こる蓋然性である。
保険統計主義にとって重要なのは正義ではなく、被害の最小化である。それ
が目的とするのは、世界から犯罪を無くすことではなくて、損傷を最小限に
する効果的手段である。

排除型社会　ジョック ･ヤング　2007.9　洛北出版

注 3

「割れ窓理論」をご存じだと思います。この理論は、建物の窓が割られて
それを放置すれば、それが他の窓ガラスを壊してもかまわないというサイン
となり、結果として他のすべての窓ガラスが割れてしまうというもので、地
域における小さな犯罪を見逃すことはさらなる秩序違反を招き、やがては犯
罪の多発、地域社会全体の崩壊を招くということを言っています。つまり、
小さな秩序違反を放置してはいけない、早めに是正し、秩序を回復すべきだ
と言うことです。

　　　　　「生活安全警察は何を目指し、いかに行動すべきか」　
片桐　裕　警察学論集第 62 巻第 6号
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注 4

なかでもニューヨークの場合は劇的で、３年間（1993 ～ 96）に犯罪発生
率が 36 パーセントも下がり、「奇跡」と賞賛されたほどである。

朝日新聞　朝刊　2007-1-14

注 5

地域社会における市民生活の安全と平穏を真に確保するには、市民が日常
暮らしている地域社会＝コミュニティの安全は自らの手で守る、という住民
の自覚と自発的な行動がその鍵になるということである。

地域安全力の想像　第一法規　成田頼明

注 6

自治体レベルでは 44 都道府県（平成 21 年 2 月末現在）でいわゆる生活安
全条例が制定されるなど自治体や関係機関 ･団体が協同して安全 ･安心な社
会を作り出すための態勢が整備されつつあります。このほか、それぞれの地
域では、防犯ボランティア団体が続々と結成され、平成 15 年末には 3000 余
の団体しかなかったのが平成 20 年末現在では４万団体余と 10 倍以上になっ
ています。その構成員も平成 15 年末には約 18 万人しかいなかったのが、昨
年末に約 250 万人です。なおかつ年々活動日数が増加するなど、その活動は
活発化しています。そして、これら防犯ボランティア団体に対して、自治体
が何らかの財政的支援を行うケースが増えてきています。

全警察は何を目指し、いかに行動すべきか」　片桐　裕　警察学論集第62巻第5号

注 7

「生活安全条例」は、内容面から次のように分類できる。すなわち
①地域の生活安全活動の理念を提示するもの、②学校、道路、公園、集合住
宅等の設計において防犯の観点による行政や警察の積極的関与を規定すると
ともに、暴力犯罪や侵入窃盗などの前段階の行為を処罰するもの、③生活安
全と生活環境の美化を融合させたもの、である

犯罪社会学研究　No.31　2006   生活安全条例　安達光治
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注 8

平成 15 年に「犯罪対策閣僚会議」は、政府を挙げての総合的治安対策行
動計画（治安対策パッケージ）ともいうべき「犯罪に強い社会の実現のため
の行動計画」を決定し、

地域安全力の想像　第一法規　成田頼明

注 9

安全安心まちづくり～地域の再生と監視の強化～
警察庁は 2002 年 11 月、全国の都道府県警察などの長などに対し通達「街
頭犯罪及び進入犯罪の発生を抑止するための総合対策の推進について」を発
令した。「増加続けている犯罪の発生を抑止するため、近年急増し、国民が
不安に感じている路上強盗、ひったくり等の街頭犯罪及び進入窃盗、侵入強
盗等の侵入犯罪の増勢に歯止めを掛け、その発生を抑止する」ことを目的と
して、街路犯罪等抑止総合対策室を設置した。
内閣の犯罪対策閣僚会議は、2003 年 12 月「犯罪に強い社会の実現のため
の行動計画」を公表した。その施策の中では、「国民一人一人が地域におい
て安全な生活の確保のため自発的な取り組みを推進する」ことが求められて
おり、防犯意識の向上のため情報提供や防犯設備の普及を行うとしている。
これまで、ここの分野ではあまり見られなかった防犯産業の育成や産学官協
同研究の推進なども挙げられている。
「犯罪の生じにくい社会環境の整備」においては、都市化や核家族化のた
めに地域の連帯が希薄化した。地域の連帯や家族の絆を取り戻し、犯罪抑止
力を再生することが求められている。都市計画や外国人受け入れも、犯罪抑
止の観点から重要であるとしている。「割れた窓を放置していれば、次いで
別の窓が破られ、あるいは他の違法行為を誘発し、ついには建物全体、地域
全体が荒廃する。このように小さな違反行為を放置しておくと、次第に無秩
序感が醸成され、それが大きな治安の悪化につながる」とする「窓われ理論」
が引用され、ニューヨーク市の犯罪情勢が劇的に好転したと賞賛されている。
このような視点から、警察官・検察官等の職員の増員、出入国管理に係る
大切・施設・装備等の充実強化、産学官の技術力を結集した競争的資金等に
よる研究開発の促進、刑務所等矯正施設の過剰収容の解消と矯正処遇の強化、
更生保護の充実強化など「治安回復のための基盤整備」が提案されている。

Ｊ・ヤング著「排除型社会」について～翻訳者の立場から～　村澤真保呂
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注 10

平成 19 年版犯罪白書によると、総犯歴数別の「人員構成比」では、初犯
者が 71.1 パーセントを占めているのに対して、再犯者は、28.9 パーセント
にとどまっている。一方、総犯歴数別の犯歴の「件数構成比」を見ると、初
犯者による犯歴の件数は 42.3 パーセントにとどまるのに対して、再犯者に
よる犯歴の件数は 57.7 パーセントを占めている。このことは、約３割の再
犯者によって、約６割の犯罪が行われているという事実を示しており、再犯
者対策は、安全・安心な社会作りのための政府全体における喫緊の課題となっ
ている。
再犯を防止するためには、刑務所出所者等が円滑に社会復帰することが不
可欠であり、帰住先・就労先確保のための仕組みの構築や薬物事犯等特定の
問題を抱える者への指導・支援の強化等が求められている。このような中、
省庁の垣根を越えた検討を進める観点から、平成 22 年 12 月 14 日、第 16 回
犯罪対策閣僚会議において、「再犯防止施策の今後の展開～現状の課題と施
策実現に向けた取組の方向性～」が了承されるとともに、同会議の下に再犯
防止対策ワーキングチームが設置された。

　　　　刑務所出所者等の再犯防止に向けた当面の取組
　　　　　　　　平成 23 年 7 月 26 日　犯罪対策閣僚会議報告

注 11

政府が犯罪に対して徹底的に包摂戦略と排除戦略との両方を採用したのは
明らかである。この 2つの一見矛盾したプロセス―トニー・ブレアの「犯罪
に厳しく、犯罪の原因に厳しく」というスリルあふれる言葉の出所である―
は、演説の中で犯罪が占める位置を考えれば、なるほど道理にかなっている。
犯罪は排除の産物である、したがってそれは包摂型の政策によって抜本的と
りくみをすることを必要している。そうすれば、やがては犯罪率は下がるだ
ろうと、ということである。しかし、いま目前にある犯罪が、コミュニティ
を崩壊させ包摂の力を減退させているのだから、その発生場所で積極的に戦
わなければならないのだ

後期近代の目眩　ジョック・ヤング　青土社
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注 12

○ 1997 年 12 月：社会的排除対策室（Social Exclusion Unit:SEU）の設置
・ブレア政権において、官民の専門家・担当者からなる省庁横断的な組織と
して首相直属機関に設置（2002 年から副首相直属に改組） ※現在は内閣府
市民社会室（Office for Civil Society）に統合。
・18の政策検討チームを設け、複合的な社会的排除の要因に対する対策を検討
※ 社会的排除を「失業、低熟練、低所得、劣悪な住宅、高い犯罪発生率、健
康状態の悪さ、家族崩壊といった相互に関連する問題が組み合わさった状
態にさらされている個人または地域に生じうる問題に対する簡潔な表現」
と定義

　　　「一人ひとりを包摂する社会」の構築に向けた課題 
　　　平成 23 年 1 月 18 日　　第１回「一人ひとりを包摂する社会」特命チーム

注 13

2004 年内務省は「再犯の減少のための全国行動計画」を発表し、①住居、
②教育、訓練、雇用、③精神と身体の健康、④薬物とアルコール問題、⑤収
入、社会保障給付、負債、⑥子育てと家族、⑦態度、思考、行動の７つを示
し、これを「生活再建のための７つの経路」とした。

　　　　　犯罪社会学研究　No.34　2009　 
　　　　　　　「犯罪者の立ち直り支援と地域のパートナーシップ」  小長井賀興

注 14

即ち、立ち直りの決意を持って少年院を出たばかりの少年に対し地域社会
が適切に支援をしていくことは、その少年が再犯の道に陥ることを防ぎ、将
来の犯罪発生を予防するだけでなく、少年を地域社会の一員として迎え入れ
るために必要なことである。
言い換えれば、少年の立ち直り支援は、少年院出院者を地域社会に受け入
れる地方公共団体にとっても、真剣に検討すべき課題なのである。

少年院等を出た子どもたちの立ち直りを、地域で支援するための方策について
平成 18 年 10 月 23 日 東京都青少年問題協議会
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注 15

平成 19 年版犯罪白書によると、総犯歴数別の「人員構成比」では、初犯者が
71.1 パーセントを占めているのに対して、再犯者は、28.9 パーセントにとど
まっている。一方、総犯歴数別の犯歴の「件数構成比」を見ると、初犯者に
よる犯歴の件数は 42.3 パーセントにとどまるのに対して、再犯者による犯
歴の件数は57.7パーセントを占めている。このことは、約３割の再犯者によっ
て、約６割の犯罪が行われているという事実を示しており、再犯者対策は、
安全・安心な社会作りのための政府全体における喫緊の課題となっている。
再犯を防止するためには、刑務所出所者等が円滑に社会復帰することが不
可欠であり、帰住先・就労先確保のための仕組みの構築や薬物事犯等特定の
問題を抱える者への指導・支援の強化等が求められている。このような中、
省庁の垣根を越えた検討を進める観点から、平成 22 年 12 月 14 日、第 16 回
犯罪対策閣僚会議において、「再犯防止施策の今後の展開～現状の課題と施
策実現に向けた取組の方向性～」が了承されるとともに、同会議の下に再犯
防止対策ワーキングチームが設置された。

　　　　刑務所出所者等の再犯防止に向けた当面の取組
　　　　　　　　平成 23 年 7 月 26 日　犯罪対策閣僚会議報告

注 16

警察庁は１日、各警察本部の少年担当課長らを東京都内に集め、少年非行
対策の会議を開いた。刑法犯で摘発される少年のうち再非行の割合が増加傾
向にあり、同庁は昨年１２月に立ち直り支援積極的に行う方針を打ち出して
いる。会議では、こうした支援の推進とボランティア団体などとの連携を強
化するよう指示した。安藤隆春長官は会議の冒頭、「問題を抱えた少年の支
援など、非行少年を生まない社会づくりに警察が本格的にとり組むことが求
められている」と訓示した。立ち直り支援では、警察が相談を待つ従来の「待
ち受け型」から、自ら手を差し伸べて相談を受ける型に転換。昨年７月から
警視庁など７都道府県で試行し、今年３月からは全国で始める。警察庁のま
とめでは、刑法犯で摘発された非行少年は 2009 年に 9 万 282 人で 6 年連続
減少。一方、再非行少年の占める割合は 31.3％で 8年連続の増加だった。

　　　「警察庁、非行後立ち直り、支援推進を指示」   2011 年 2 月 1 日　
日本経済新聞　夕刊



237　犯罪に厳しい目とその立ち直りに温かい手を持つ地域社会の実現

注 17

地域での対象者の更正支援は更生保護の業務であるが、犯罪者も地域から
見れば住民であり、その生活の安定と社会参加を支援することは、自治体や
地域の責務である。東京と、松江市などいくつかの自治体でそのような先進
例があるが、そういう自治体が増加することを期して、地域の理解と関心を
求める努力が必要である。（小長井賀興）

　　　犯罪社会学研究　No.34　2009　 
　　　　　　　「犯罪者の立ち直り支援と地域のパートナーシップ」　小長井賀興
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地
域
社
会
の
安
全
を
い
か
に
守
る
か

社
会
福
祉
士
・
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー

峰　
　

裕
美
（
46
）

一　
「
ゴ
ミ
が
落
ち
て
い
な
い
」
と
い
う
こ
と
を
考
え
る

日
本
は
海
外
か
ら
見
て
、道
路
や
道
端
に
あ
ま
り
ゴ
ミ
の
落
ち
て
い
な
い
キ
レ
イ
な
国
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
海
外
で
は
、

ゴ
ミ
や
タ
バ
コ
を
捨
て
る
と
罰
金
が
課
さ
れ
る
国
も
あ
る
よ
う
で
、
そ
ん
な
こ
と
に
お
金
を
払
う
の
か
と
少
々
驚
い
て
し
ま

う
。
し
か
し
そ
れ
だ
け
投
げ
捨
て
に
よ
る
ゴ
ミ
問
題
が
深
刻
な
の
だ
ろ
う
と
感
じ
る
。
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そ
こ
で
私
が
感
じ
た
こ
と
は
、
日
本
の
こ
の
ゴ
ミ
の
落
ち
て
い
な
い
美
し
さ
こ
そ
が
『
安
全
』
の
原
点
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
│
│
と
い
う
こ
と
だ
。

逆
に
考
え
て
み
る
。
タ
バ
コ
の
吸
い
殻
が
一
つ
落
ち
て
い
る
。
そ
こ
に
「
ま
あ
い
い
か
」
と
、
さ
ら
に
も
う
一
つ
吸
い
殻

が
ポ
イ
捨
て
さ
れ
る
。
あ
と
は
推
し
て
知
る
べ
し
。
そ
の
上
に
お
菓
子
の
箱
や
包
装
紙
な
ど
が
み
る
み
る
う
ち
に
捨
て
ら
れ

て
い
く
だ
ろ
う
。
よ
く
ニ
ュ
ー
ス
で
取
り
沙
汰
さ
れ
る
不
法
放
置
の
ゴ
ミ
の
山
は
、
そ
の
最
終
段
階
と
い
え
る
か
も
し
れ
な

い
。ゴ

ミ
が
集
ま
る
と
火
災
な
ど
が
自
然
的
、
も
し
く
は
人
為
的
に
発
生
す
る
恐
れ
が
高
く
な
る
。
ま
た
あ
る
ケ
ー
ス
で
は
、

道
端
の
ゴ
ミ
が
溝
や
排
水
設
備
に
詰
ま
っ
て
、
豪
雨
の
と
き
に
道
路
ま
で
水
が
溢
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。
こ
の
よ
う

な
事
件
は
、
た
っ
た
ひ
と
つ
の
ゴ
ミ
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。

さ
て
、
こ
こ
で
地
域
に
目
を
移
し
て
み
る
。
自
分
の
住
む
地
域
の
安
全
性
を
図
る
時
、
ゴ
ミ
が
ど
の
く
ら
い
落
ち
て
い
る

か
否
か
を
尺
度
に
し
て
み
る
の
で
あ
る
。

夜
道
を
一
人
で
歩
く
自
分
を
想
像
す
る
。
道
端
に
や
た
ら
と
ゴ
ミ
が
目
に
つ
け
ば
、
不
快
感
と
と
も
に
、
あ
る
種
の
怖
さ

を
感
じ
は
し
ま
い
か
。
ど
こ
と
な
く
殺
伐
と
し
て
、
住
ん
で
い
る
人
た
ち
の
無
関
心
が
露
呈
さ
れ
た
よ
う
な
感
さ
え
す
る
だ

ろ
う
。

反
対
に
あ
ま
り
ゴ
ミ
の
落
ち
て
い
な
い
美
し
い
地
域
な
ら
、
気
持
ち
よ
さ
と
と
も
に
、
き
ち
ん
と
管
理
さ
れ
て
い
る
よ
う

な
安
心
感
と
、
そ
の
地
域
に
住
ま
う
人
の
意
識
の
高
さ
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
ゴ
ミ
の
な
い
街
づ
く
り
が
、
地
域
に
お
け
る
災
害
の
発
生
を
予
防
し
、
安
全
性
を
高
め
る
こ
と
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に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
私
は
そ
の
よ
う
に
考
え
る
。

ゴ
ミ
の
な
い
き
れ
い
な
地
域
は
あ
る
意
味
安
全
な
地
域
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
住
民
の
地
域
に
対
す
る
愛
着
や
思
い
入
れ
、

「
私
は
こ
の
街
が
大
好
き
な
ん
だ
」と
い
う
気
持
ち
が
見
え
隠
れ
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。こ
の
住
民
の
思
い
こ
そ
が
、

美
し
く
安
全
な
地
域
社
会
づ
く
り
の
パ
ワ
ー
の
源
に
な
る
の
で
あ
る
。

朝
起
き
て
玄
関
の
前
の
道
路
を
掃
く
。
ゴ
ミ
が
投
げ
捨
て
ら
れ
て
い
た
ら
、
も
ち
ろ
ん
掃
除
を
す
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
が
仮

に
、
自
分
の
家
の
玄
関
か
ら
少
し
離
れ
た
と
こ
ろ
に
落
ち
て
い
た
と
し
て
も
、
き
っ
と
そ
の
ゴ
ミ
を
拾
う
だ
ろ
う
。
少
し
の

手
間
で
き
れ
い
に
な
る
な
ら
、
自
分
が
気
持
ち
い
い
し
、
何
よ
り
も
街
が
き
れ
い
に
な
る
こ
と
は
嬉
し
い
と
い
う
、
地
域
へ

の
愛
着
が
そ
こ
に
は
存
在
す
る
。

そ
し
て
ガ
ム
な
ど
の
お
菓
子
を
食
べ
た
包
み
紙
も
、
ゴ
ミ
箱
を
探
し
て
見
当
た
ら
な
け
れ
ば
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
て
家
ま
で

持
ち
帰
る
だ
ろ
う
。
も
と
も
と
道
端
に
ゴ
ミ
な
ど
落
ち
て
い
な
い
の
だ
か
ら
、
自
分
が
ポ
イ
捨
て
し
に
く
い
と
い
う
気
持
ち

に
も
な
ろ
う
し
、
心
の
奥
底
に
は
、
言
わ
ず
も
が
な
地
域
へ
の
愛
着
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
│
│
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
ゴ
ミ
の
な
い
地
域
は
、
住
民
の
地
域
へ
の
愛
着
を
感
じ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
愛
着
が
地
域
の
安
全
性
を
高
め

て
い
る
よ
う
に
思
う
。
つ
ま
り
は
、
き
れ
い
な
地
域
に
す
る
こ
と
が
、
地
域
社
会
の
安
全
性
確
保
の
第
一
歩
な
の
だ
。

そ
こ
に
は
住
民
の
意
識
が
介
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
例
え
ゴ
ミ
の
目
に
つ
く
、
安
全
性
に
多
少
の
不
安
の
あ
る
地

域
で
あ
っ
て
も
、
住
民
の
意
識
を
変
え
る
こ
と
で
、
き
れ
い
で
安
全
性
の
高
い
街
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
な
い
か
と
考

え
る
。
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二　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
に
お
け
る
問
題
点

そ
れ
で
は
ど
う
す
れ
ば
地
域
に
愛
着
を
持
つ
よ
う
に
な
る
の
か
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
住
民
の
地
域
に
対
す
る
意
識
が
高

ま
る
の
か
、
具
体
的
に
考
え
て
み
る
。

こ
れ
に
は
個
人
個
人
を
尊
重
し
な
が
ら
、
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
が
不
可
欠
だ
ろ
う
。
ま
ず
は
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
を
、
行
政
や
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
が
中
心
と
な
っ
て
推
進
す
る
べ
き
で
あ
る
と
思
う
。

某
区
で
は
シ
ニ
ア
の
サ
ー
ク
ル
や
、
子
育
て
を
し
て
い
る
お
母
さ
ん
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
と
し
て
、
社
会
福
祉
協
議

会
が
助
成
を
行
う
サ
ロ
ン
事
業
が
活
発
に
行
な
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
住
民
が
発
起
人
と
な
り
、
サ
ロ
ン
と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
作
る
も
の
で
、
サ
ロ
ン
を
社
会
福
祉
協
議
会
に
登
録
す
る
こ
と
で
、
活
動
拠
点
と
な
る
施
設
を
無
料
で
貸
し
て
く
れ

た
り
、
お
茶
代
程
度
の
助
成
金
が
出
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
参
加
者
は
、
決
ま
っ
た
日
時
に
集
ま
り
、
運
動

を
し
た
り
、
創
作
を
し
た
り
、
お
し
ゃ
べ
り
を
し
な
が
ら
交
流
を
深
め
て
い
く
。

し
か
し
そ
こ
に
は
公
的
な
機
関
が
係
わ
っ
て
る
が
ゆ
え
の
活
動
制
限
が
か
け
ら
れ
て
い
る
。
某
区
で
は
、
サ
ー
ク
ル
内
で

一
〇
〇
〇
円
以
上
の
お
金
を
と
る
講
座
の
開
催
は
ダ
メ
な
の
あ
る
。
な
ぜ
か
一
〇
〇
〇
円
以
上
が
「
営
利
目
的
」
と
み
な
さ

れ
る
。

さ
ら
に
、
シ
ニ
ア
は
シ
ニ
ア
、
子
育
て
マ
マ
は
子
育
て
マ
マ
。
シ
ニ
ア
と
子
育
て
マ
マ
が
一
緒
に
交
流
す
る
こ
と
を
、
否

定
こ
そ
し
て
い
な
い
が
、
あ
ま
り
推
進
も
し
て
い
な
い
。
こ
れ
は
事
業
の
構
造
的
な
も
の
で
、
シ
ニ
ア
と
子
育
て
マ
マ
は
別

の
事
業
に
な
る
か
ら
│
│
だ
そ
う
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
住
民
が
「
ど
ん
な
年
齢
の
方
で
も
参
加
で
き
る
よ
う
な
サ
ロ
ン
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を
や
り
た
い
ん
で
す
」
と
社
会
福
祉
協
議
会
の
相
談
窓
口
に
行
っ
て
も
、「
世
代
を
超
え
た
交
流
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
は

大
い
に
結
構
で
す
が
、
シ
ニ
ア
の
サ
ロ
ン
な
の
か
、
子
育
て
の
お
母
さ
ん
を
対
象
に
し
た
も
の
な
の
か
、
ど
ち
ら
か
に
決
め

て
く
だ
さ
い
。
そ
の
う
え
で
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
と
さ
れ
た
ら
い
か
が
で
す
か
？
」
と
言
わ
れ
て
し
ま
う
。
確
か

に
そ
れ
で
も
い
い
の
だ
ろ
う
が
、
や
は
り
最
初
か
ら
カ
テ
ゴ
ラ
イ
ズ
さ
れ
て
し
ま
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
、
後
付
け
で
「
ど

な
た
で
も
」
と
加
え
た
と
こ
ろ
で
、
あ
ま
り
参
加
は
見
込
め
な
い
の
で
あ
る
。

三　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
が
地
域
の
安
全
へ
と
結
び
つ
く

長
々
と
サ
ロ
ン
に
つ
い
て
書
い
た
の
に
は
二
つ
の
理
由
が
あ
る
。

一
つ
は
、
地
域
の
安
全
性
を
守
る
に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
が
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
こ
と
だ
。
そ
こ
に
行

政
な
ど
の
フ
ォ
ロ
ー
が
厚
け
れ
ば
厚
い
ほ
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
動
き
も
活
発
に
な
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ

え
に
、
営
利
・
非
営
利
と
い
う
基
準
で
活
動
を
制
限
す
る
こ
と
は
本
当
に
ば
か
ば
か
し
い
。
非
営
利
活
動
の
団
体
だ
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
の
強
い
Ｎ
Ｐ
Ｏ
も
、
営
利
事
業
を
や
っ
て
い
け
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
公
的
機
関
も
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
外
部
に

委
託
し
て
お
り
、
そ
こ
に
は
営
利
が
発
生
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
要
は
倫
理
に
反
し
た
り
、
暴
利
を
む
さ
ぼ
る
よ
う
な
営
利

団
体
が
問
題
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
す
る
事
業
者
を
排
除
す
る
眼
を
、
サ
ロ
ン
の
主
宰
者
は
持
た
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
│
│
と
の
考
え
を
示
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
点
を
サ
ロ
ン
主
宰
者
や
参
加
者
に
理
解
し
て
も
ら
っ
た
う
え
で
、
サ

ロ
ン
を
行
え
ば
い
い
の
で
あ
る
。
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さ
ら
に
言
う
な
ら
、
仮
に
営
利
と
い
う
点
で
何
か
問
題
が
起
こ
っ
た
時
、
公
的
機
関
も
一
緒
に
な
っ
て
き
ち
ん
と
対
応
で

き
る
く
ら
い
の
懐
の
深
さ
が
ほ
し
い
も
の
で
あ
る
と
思
う
。

理
想
を
言
う
な
ら
、サ
ロ
ン
と
地
域
の
中
小
企
業
な
ど
が
コ
ラ
ボ
レ
ー
ト
し
た
企
画
を
行
う
な
ど
、小
さ
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

で
あ
っ
て
も
、
地
域
全
体
が
つ
な
が
る
よ
う
な
仕
組
み
に
な
る
と
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
も
広
が
り
、
参
加
者
は
自
分
の
住
ん
で

い
る
街
に
も
っ
と
愛
着
を
持
つ
の
だ
と
思
う
。

子
育
て
マ
マ
が
集
う
サ
ロ
ン
を
例
に
出
し
て
み
よ
う
。
赤
ち
ゃ
ん
連
れ
の
マ
マ
が
た
く
さ
ん
参
加
す
る
サ
ロ
ン
で
、
地
域

の
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
教
室
に
よ
る
講
座
を
行
う
。
お
母
さ
ん
同
士
の
交
流
も
楽
し
い
だ
け
で
な
く
、
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

の
講
師
と
の
つ
な
が
り
も
大
切
で
あ
る
。
そ
こ
で
一
人
の
女
性
が
「
出
産
し
て
か
ら
腰
が
痛
く
て
…
」
と
相
談
す
れ
ば
、
時

に
は
講
師
か
ら
、
地
域
の
整
体
院
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
ろ
う
。
地
元
の
事
業
者
同
士
は
つ
な
が
り
が
深
い
も
の
だ
か
ら
で

あ
る
。
さ
ら
に
そ
の
女
性
は
、「
産
後
の
整
体
な
ら
○
○
整
体
院
が
い
い
」
な
ど
、
自
分
が
気
づ
か
な
か
っ
た
地
元
の
情
報

を
得
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。

そ
の
情
報
は
匿
名
性
の
も
の
で
は
な
い
。
個
人
の
意
見
が
反
映
さ
れ
て
い
る
面
は
否
定
で
き
な
い
が
、
あ
る
程
度
の
信
頼

性
を
確
保
し
た
情
報
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
相
談
者
の
女
性
は
、
地
域
の
信
頼
性
の
比
較
的
高
い
情
報
を
得
ら
れ
た
こ
と
に

な
り
、
結
果
と
し
て
地
域
と
の
結
び
つ
き
が
強
く
な
る
。
そ
の
延
長
線
上
に
は
、
地
域
へ
の
一
層
深
い
愛
着
が
生
ま
れ
る
と

い
う
わ
け
で
あ
る
。

ま
た
、
シ
ニ
ア
の
サ
ロ
ン
で
「
こ
う
い
う
商
品
が
あ
っ
た
ら
生
活
が
便
利
よ
ね
」
と
い
う
も
の
を
、
地
元
企
業
と
共
同
開

発
す
る
こ
と
だ
っ
て
可
能
だ
ろ
う
。
最
近
の
シ
ニ
ア
は
本
当
に
パ
ワ
ー
に
あ
ふ
れ
て
い
る
方
が
多
い
。
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
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活
か
し
た
り
、「
何
か
を
し
た
い
」
と
い
う
意
識
が
と
て
も
高
い
の
が
特
長
と
も
い
え
る
。
そ
の
力
を
地
域
活
性
化
に
活
か

し
て
も
ら
い
な
が
ら
、
イ
キ
イ
キ
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
作
っ
て
も
ら
い
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
地
元
企
業
、
双
方
が
潤
え

ば
、
そ
れ
は
シ
ニ
ア
に
と
っ
て
も
、
企
業
に
と
っ
て
も
、
地
域
が
も
っ
と
好
き
に
な
る
要
因
と
な
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
幅
を
広
げ
、
た
く
さ
ん
の
参
加
者
が
地
域
と
深
く
つ
な
が
る
た
め
に
は
、「
営
利
活

動
だ
、
非
営
利
だ
」
と
い
う
条
件
付
け
は
必
要
な
い
よ
う
に
感
じ
る
の
は
私
だ
け
で
あ
ろ
う
か
。
公
的
機
関
等
は
、
サ
ロ
ン

な
ど
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
力
を
貸
し
、
サ
ロ
ン
活
動
が
波
に
乗
っ
て
く
れ
ば
、
主
宰
者
に
ま
か
せ
て
一
歩
引
い

て
見
守
る
―
―
そ
ん
な
器
の
深
さ
を
兼
ね
備
え
て
い
て
も
い
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
い
わ
ゆ
る
住
民
自
治
の
よ
う
な
も

の
で
、
そ
の
ほ
う
が
自
由
度
も
上
が
り
、
参
加
者
の
た
め
に
真
に
必
要
な
活
動
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

し
つ
こ
い
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
の
賜
物
と
し
て
、
地
域
へ
の
愛
着
が
生
ま
れ
る
の
は
当
然

で
あ
り
、
そ
れ
が
地
域
の
安
全
性
を
高
め
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

四　
隔
て
の
な
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を

さ
て
も
う
ひ
と
つ
、
サ
ロ
ン
の
話
に
付
随
し
て
述
べ
た
い
こ
と
は
、
事
業
の
構
造
上
の
問
題
で
、
シ
ニ
ア
と
子
育
て
サ
ロ

ン
を
別
建
て
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
管
轄
や
事
務
処
理
の
問
題
も
あ
ろ
う
が
、
シ
ニ
ア
だ
ろ
う
が
お
母
さ
ん
だ
ろ
う
が
、
根

本
的
に
は
『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
』
と
い
う
同
じ
柱
の
も
と
で
行
わ
れ
る
ほ
う
が
自
然
で
あ
る
。
世
の
中
が
こ
ん
な
に
も

『
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
』
や
『
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
』
を
掲
げ
て
い
る
と
い
う
の
に
、
シ
ニ
ア
と
子
育
て
世
代
は
違
い
ま
す
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│
│
と
い
う
よ
う
な
区
切
り
に
は
、
何
と
も
言
え
な
い
矛
盾
を
感
じ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
サ
ロ
ン
主
宰
者
の
考
え
も
あ
ろ
う
か
ら
、
シ
ニ
ア
の
た
め
の
体
操
サ
ロ
ン
だ
と
か
、
産
後
の
体
型
を
整
え
る

ヨ
ガ
サ
ロ
ン
だ
と
か
、
そ
の
よ
う
な
区
別
は
あ
っ
て
当
た
り
前
。
し
か
し
、
最
初
か
ら
シ
ニ
ア
か
子
育
て
、
ど
ち
ら
か
の
カ

テ
ゴ
リ
を
一
つ
選
ん
で
サ
ロ
ン
登
録
を
―
―
と
い
う
や
り
方
に
は
疑
問
が
残
る
。
結
果
と
し
て
シ
ニ
ア
し
か
参
加
し
な
い
サ

ロ
ン
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
ふ
と
し
た
時
に
近
所
の
子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
世
代
で
も
気
安
く
立
ち
寄
れ
る
、
そ
ん
な
気
安

さ
と
、
参
加
の
ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ン
の
あ
い
ま
い
さ
を
兼
ね
備
え
て
い
る
こ
と
が
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
理
想
形
で
は
な
い

か
と
思
う
。

そ
し
て
そ
の
ゆ
る
や
か
な
つ
な
が
り
が
、
地
域
で
の
暮
ら
し
や
す
さ
や
、
安
心
感
を
も
た
ら
し
、
住
民
が
地
域
を
一
層
好

き
に
な
る
の
だ
と
感
じ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
地
域
へ
の
愛
こ
そ
が
安
全
性
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

五　
個
人
の
存
在
意
義
を
考
え
る

で
は
こ
こ
で
た
く
さ
ん
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
形
成
さ
れ
、
そ
こ
に
参
加
す
る
人
た
ち
誰
も
が
地
域
に
愛
着
を
持
っ
て

暮
ら
し
て
い
る
と
し
よ
う
。
道
端
に
は
ゴ
ミ
も
な
く
、
地
域
住
民
同
士
の
あ
い
さ
つ
も
頻
繁
に
行
わ
れ
る
。
見
慣
れ
な
い
人

や
不
審
者
は
、
そ
こ
で
は
あ
る
種
浮
い
た
よ
う
な
存
在
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
下
校
途
中
の
子
ど
も
に
危
害
を
加
え
よ
う
と
し

て
も
、
地
域
に
は
た
く
さ
ん
の
目
が
あ
る
。
常
に
誰
か
が
見
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

一
個
人
は
ひ
と
つ
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
の
み
属
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
町
内
会
が
あ
り
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
あ
り
、
サ
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ロ
ン
が
あ
り
、
地
域
サ
ー
ク
ル
等
々
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
私
た
ち
は
た
く
さ
ん
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
属
し
な
が
ら
生
活
を

し
て
い
る
。
そ
う
し
て
、
魚
屋
・
八
百
屋
、
美
容
室
や
パ
ン
屋
な
ど
、
地
元
の
企
業
や
お
店
と
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ひ
と
り
の
私
は
、
い
く
つ
も
の
輪
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）
が
交
わ
っ
た
と
こ
ろ
に
い
て
、
そ
の
私
か
ら
は
地
域
資
源
（
お
店

な
ど
）・
役
所
や
警
察
署
な
ど
の
公
的
機
関
と
を
つ
な
ぐ
、
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
の
線
が
出
て
い
る
│
│
そ
ん
な
イ
メ
ー
ジ

で
あ
る
。
こ
の
イ
メ
ー
ジ
を
明
確
に
描
け
る
こ
と
が
、
地
域
の
安
全
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
自
体
は
地
域
社
会
の
安
全
を
守
る
基
本
に
は
な
り
う
る
も
の
の
、単
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
形
成
の
み
で
は
、
十
分
に
安
全
性
を
高
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

仕
事
で
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
係
わ
る
時
、
上
司
に
指
示
さ
れ
る
こ
と
の
み
を
や
っ
て
い
て
も
達
成
感
が
得
ら
れ
な
い

の
に
、
何
か
役
割
を
持
つ
と
、
そ
こ
に
自
分
の
存
在
意
義
を
見
つ
け
、
仕
事
へ
の
や
り
が
い
も
出
て
く
る
。
同
じ
よ
う
な
こ

と
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
の
個
人
に
も
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
意
識
変
化
を
、
地
域
の
安
全
を
守
る
た
め
に

活
か
す
こ
と
を
考
え
て
み
る
。

以
下
の
よ
う
な
実
例
を
挙
げ
て
み
る
。

毎
日
、
朝
と
夕
方
に
、
店
の
前
の
花
壇
に
水
や
り
を
し
て
い
る
老
夫
婦
が
い
る
。
喫
茶
店
を
経
営
し
て
お
り
、
地
域
商
店

街
と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
も
属
し
て
い
る
。
そ
こ
で
花
の
水
や
り
の
時
間
を
、
近
所
の
小
学
校
の
登
下
校
時
間
に
合
わ
せ

て
も
ら
っ
た
そ
う
だ
。
児
童
の
安
全
の
た
め
の
見
守
り
で
あ
る
。「
お
は
よ
う
」「
こ
ん
に
ち
は
」
と
、
小
学
生
と
声
を
掛
け

合
う
こ
と
が
防
犯
に
つ
な
が
る
。

地
域
の
公
立
小
学
校
に
は
地
区
班
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
そ
こ
で
も
定
期
的
に
保
護
者
が
通
学
路
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
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て
い
る
。
黄
色
く
目
立
つ
「
○
○
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
」
と
書
い
た
腕
章
を
つ
け
、
不
審
者
が
い
な
い
か
は
も
ち
ろ
ん
、
通
学
路

と
し
て
危
な
い
所
は
な
い
か
を
見
回
り
チ
ェ
ッ
ク
す
る
の
だ
。

ま
た
、
あ
る
地
域
で
は
犬
の
散
歩
と
地
域
パ
ト
ロ
ー
ル
を
組
み
合
わ
せ
て
、
愛
犬
に
パ
ト
ロ
ー
ル
の
ベ
ス
ト
を
着
せ
て
、

小
学
生
が
下
校
す
る
夕
方
の
見
回
り
を
行
っ
て
い
る
と
き
く
。

冒
頭
に
書
い
た
ゴ
ミ
の
落
ち
て
い
な
い
き
れ
い
な
街
が
「
住
民
の
街
へ
の
愛
着
は
高
く
、
街
づ
く
り
へ
の
意
識
も
高
い
で

す
よ
」
と
い
う
ア
ピ
ー
ル
だ
と
す
る
な
ら
、
お
花
の
水
や
り
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
保
護
者
・
犬
の
散
歩
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、「
私
た
ち
は

い
つ
も
子
ど
も
た
ち
が
安
全
で
あ
る
か
、
地
域
に
何
か
起
こ
っ
て
い
な
い
か
見
て
い
ま
す
よ
」
と
い
う
ア
ピ
ー
ル
な
の
で
あ

る
。
そ
こ
に
目
立
つ
腕
章
や
パ
ト
ロ
ー
ル
ベ
ス
ト
は
と
て
も
有
効
に
働
く
。
そ
し
て
水
や
り
や
散
歩
に
、
地
域
を
、
地
域

の
子
ど
も
達
を
見
守
る
と
い
う
付
加
価
値
が
付
い
た
と
き
、
そ
れ
は
そ
の
住
民
に
と
っ
て
、
と
て
も
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事

と
な
る
の
で
あ
ろ
う
。
高
齢
で
あ
っ
て
も
、
ど
こ
か
に
障
害
を
抱
え
て
い
て
も
、
人
や
地
域
の
役
に
立
ち
、「
あ
り
が
と
う
」

と
言
わ
れ
る
こ
と
は
何
に
も
代
え
が
た
い
喜
び
だ
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
そ
の
人
そ
の
人
が
で
き
る
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
を
、
地
域
の
安
全
を
守
る
た
め
の
視
点
で
と
ら
え
て
、
役

割
を
担
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
、
安
全
な
地
域
づ
く
り
に
は
欠
か
せ
な
い
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
、
そ
の
人
の
生
活
に
ハ
リ
を
与

え
、
さ
ら
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
積
極
的
に
な
る
と
い
う
プ
ラ
ス
の
ス
パ
イ
ラ
ル
に
転
じ
る
可
能
性
を
十
分
に
秘
め
て
い

る
。
そ
し
て
こ
こ
に
は
警
察
署
な
ど
の
公
的
機
関
の
サ
ポ
ー
ト
や
連
携
が
欠
か
せ
な
い
こ
と
も
追
記
し
た
い
。
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六　
連
絡
網
や
医
療
連
携
の
充
実
を
考
え
る

未
曾
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
東
北
の
大
震
災
は
、
私
た
ち
の
自
然
災
害
に
対
す
る
意
識
を
大
き
く
変
化
さ
せ
る
も
の
で

あ
っ
た
。
こ
こ
に
き
て
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
大
切
さ
を
再
認
識
す
る
と
と
も
に
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
果
た
す
役
割
を

見
直
す
き
っ
か
け
に
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。

災
害
が
起
き
た
時
に
、
そ
の
情
報
は
ど
う
や
っ
て
手
に
入
れ
る
の
か
。
Ｔ
Ｖ
や
ラ
ジ
オ
、
携
帯
電
話
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど

の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
有
効
性
が
示
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
ど
れ
か
ら
も
情
報
を
得
ら
れ
な
い
人
も
い
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
Ｔ
Ｖ
を
見
な
い
、
携
帯
も
持
っ
て
い
な
い
高
齢
者
な
ど
に
対
し
、
町
内
会
な
ど
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か
ら
の
働
き
か
け

が
大
変
重
要
で
あ
る
。

病
気
な
ど
で
寝
た
き
り
の
家
族
が
い
る
場
合
は
、
た
と
え
情
報
は
届
い
て
も
、
医
療
と
の
連
携
が
う
ま
く
図
れ
な
け
れ
ば

命
に
係
わ
る
。
こ
こ
で
は
公
的
機
関
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
な
が
ら
、
ス
ム
ー
ズ
に
安
全
を
確
保
で
き
る
よ
う
な
地
域
連
携
の

仕
組
み
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
日
常
か
ら
、
も
し
も
の
時
に
ど
う
す
る
か
を
話
し
合
い
、
そ
の
た
め
の
連
絡
網
や
い
ろ
い
ろ
な
機
関
と

の
連
携
を
整
備
す
る
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
は
重
要
に
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。
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七　
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
パ
ワ
ー
活
用
を
考
え
る

ま
た
、
震
災
の
報
道
で
避
難
場
所
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
な
報
道
が
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
多
く
は
地
域
の
小
学
校
や
体
育
館

で
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
そ
れ
に
関
連
し
て
、
公
立
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
仕
事
と
し
て
、
あ
ま
り
認
知
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が

あ
る
。
そ
れ
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
構
成
員
（
小
学
生
の
保
護
者
）
は
、
小
学
校
が
避
難
場
所
に
な
っ
た
場
合
、
毛
布
や
備
蓄
食
料

と
い
っ
た
も
の
の
配
布
を
す
る
役
割
が
あ
る
こ
と
だ
。し
か
し
こ
の
こ
と
を
理
解
し
て
い
る
保
護
者
は
少
な
い
よ
う
に
思
う
。

備
蓄
品
が
ど
こ
に
あ
る
か
等
も
知
ら
さ
れ
て
は
い
な
い
よ
う
だ
。
さ
ら
に
、
非
常
事
態
を
想
定
し
て
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
保
護
者
向
け

の
訓
練
な
ど
は
行
わ
れ
て
い
な
い
た
め
、
災
害
時
に
は
、「
食
料
は
？　

毛
布
は
ど
こ
に
？
」
と
い
う
よ
う
な
混
乱
を
招
く

の
で
は
な
い
か
と
想
定
さ
れ
る
。
日
頃
か
ら
訓
練
を
し
て
お
く
べ
き
で
あ
る
と
思
う
。

し
か
し
な
が
ら
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
と
て
も
大
き
く
、
実
に
さ
ま
ざ
ま
な
家
庭
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い

る
。
構
成
員
が
多
い
こ
と
も
あ
り
、
価
値
観
が
多
様
で
、
一
見
、
ま
と
め
る
の
に
大
変
な
苦
労
を
す
る
か
に
見
え
る
が
、『
子

ど
も
の
教
育
』
と
い
う
柱
が
立
つ
こ
と
で
、
時
と
し
て
見
事
な
団
結
力
を
発
揮
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
あ
る
。
こ
の
大
き
な

力
を
、
地
域
の
安
全
確
保
に
も
っ
と
活
用
す
べ
き
で
あ
る
と
私
は
思
う
。

も
ち
ろ
ん
現
段
階
で
も
、
子
ど
も
達
の
安
全
の
た
め
に
、
前
述
し
た
よ
う
な
パ
ト
ロ
ー
ル
や
、
交
通
安
全
週
間
へ
の
協
力
、

地
域
行
事
（
お
祭
り
）
の
見
回
り
な
ど
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
保
護
者
は
実
に
精
力
的
に
活
動
し
、
地
域
の
安
全
に
寄
与
し
て
い
る
。

し
か
し
、
子
ど
も
が
卒
業
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
よ
う
な
地
域
活
動
の
場
か
ら
は
離
れ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
多
い
と
聞
く
。

そ
こ
で
、こ
の
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
溢
れ
る
パ
ワ
ー
を
継
続
的
に
、地
域
の
安
全
を
守
る
た
め
に
使
え
る
よ
う
な
新
た
な
コ
ミ
ュ
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ニ
テ
ィ
の
提
案
を
し
て
い
き
た
い
考
え
で
あ
る
。

一
例
と
し
て
、
行
政
機
関
の
取
り
組
み
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
形
や
、
公
的
な
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
な
が
ら
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
形
成
が
、
一
番
説
得
力
も
あ
り
、
地
域
連
携
も
う
ま
く
い
く
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。
万
が
一
、
こ
の

よ
う
な
Ｐ
Ｔ
Ａ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成
し
た
い
と
い
う
誰
か
が
発
起
人
と
な
り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
す
る
と
い
う
の
で
あ
れ

ば
、
行
政
は
十
分
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
ほ
し
い
と
考
え
る
。

八　
あ
な
た
の
街
を
自
慢
で
き
ま
す
か
？

以
上
の
よ
う
に
、ゴ
ミ
の
な
い
き
れ
い
な
街
づ
く
り
を
目
指
す
こ
と
が
外
見
的
な
取
り
組
み
で
あ
り
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
活
性
化
さ
せ
、
そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
そ
こ
に
参
加
す
る
人
た
ち
の
、
安
全
を
守
る
活
動
を
促
進
す
る
こ
と
が
、
い
か
に

し
て
守
る
か
の
方
法
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
と
考
え
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
を
活
性
化
さ
せ
る
に
は
、
行
政
と
し
て
は
、
地
域
住
民
の
潜
在
能
力
を
信
じ
て
、
任
せ
る
よ
う
な
器

の
大
き
さ
も
必
要
だ
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
属
し
て
は
い
る
も
の
の
、
活
動
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
り
、

病
気
で
動
く
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
な
住
民
に
対
し
て
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
公
的
機
関
が
連
携
を
と
り
つ
つ
、
個
別
の
ア

プ
ロ
ー
チ
を
し
て
い
く
必
要
性
が
あ
る
だ
ろ
う
。

地
域
住
民
が
楽
し
く
、
や
り
が
い
な
ど
を
も
っ
て
地
域
活
動
に
参
加
す
れ
ば
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
も
ど
ん
ど
ん
広
が
り
、
そ

の
地
域
自
体
が
明
る
く
楽
し
い
街
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
す
れ
ば
住
民
は
も
っ
と
自
分
の
住
ん
で
い
る
地
域
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が
好
き
に
な
る
。
好
き
に
な
れ
ば
意
識
も
高
ま
り
、
ゴ
ミ
も
落
ち
て
い
な
い
地
域
、
住
民
に
よ
る
安
全
の
た
め
の
活
動
が
活

発
な
地
域
、
も
し
も
の
と
き
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
し
っ
か
り
と
構
築
さ
れ
た
地
域
と
し
て
、
さ
ら
に
安
全
で
よ
り
よ
い
地
域

へ
と
発
展
し
て
い
く
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。

自
分
の
住
ん
で
い
る
街
を
、
ど
れ
く
ら
い
の
人
が
他
人
に
自
慢
で
き
る
だ
ろ
う
か
？　

自
分
の
住
む
街
が
自
慢
で
き
る
街

か
ど
う
か
、
一
度
考
え
て
み
て
ほ
し
い
。
も
し
、「
自
慢
で
き
な
い
な
」「
自
慢
す
る
ほ
ど
で
も
な
い
な
」
と
思
う
の
で
あ
れ

ば
、
自
慢
で
き
、
愛
着
の
あ
る
街
こ
そ
が
、
安
全
な
地
域
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
地
域
の
活
動
に
何
か

し
ら
参
加
し
て
ほ
し
い
の
だ
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
元
気
づ
け
る
、
一
人
ひ
と
り
の
働
き
か
け
こ
そ
が
、
地
域
社
会
を
守
る
た

め
に
と
て
も
重
要
な
こ
と
な
の
だ
か
ら
。
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安
心
し
て
暮
ら
せ
る
生
活
環
境
づ
く
り福

島
県
警
察
本
部

刑
事
部
科
学
捜
査
研
究
所

人
文
科
長

三
本　

照
美
（
56
）

一　
は
じ
め
に

私
た
ち
は
こ
れ
ま
で
に
何
度
の
災
害
を
経
験
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
近
年
だ
け
で
も
枚
挙
の
暇
が
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
三
・

一
一
東
日
本
大
震
災
は
、
そ
れ
ま
で
の
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
様
々
な
記
憶
の
す
べ
て
を
か
き
消
し
て
し
ま
う
程
の
威
力

で
、
私
た
ち
の
生
活
環
境
を
破
壊
し
て
し
ま
っ
た
。
過
去
の
局
地
的
な
災
害
と
異
な
り
、
ま
た
戦
場
の
よ
う
な
非
情
さ
と
も
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異
質
で
は
あ
る
と
は
い
え
、
起
き
て
し
ま
っ
た
こ
と
の
悲
惨
さ
は
筆
舌
に
尽
く
し
難
い
。
ま
さ
し
く
、
荘
子
語
録
に
あ
る
よ

う
に
「
天
地
仁
無
」
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
経
験
を
し
て
し
ま
っ
た
一
般
住
民
が
、
仮
に
悲
観
的
で
、
感
情
的
な
表
現
だ
け
を
望
む
と
す
る
な
ら
ば
、
も

は
や
〝
安
全
〞
は
不
毛
な
概
念
な
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
で
も
、〝
安
全
〞
と
い
う
言
葉
自
体
は
永
久
に
残
り
続
け
る
し
、
理
想

的
な
信
念
と
し
て
追
い
求
め
て
い
く
べ
き
も
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、震
災
後
の
メ
デ
ィ
ア
報
道
で
は
、度
々
、被
災
地
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
エ
リ
ア
と
し
た
窃
盗
被
害
が
報
じ
ら
れ
た
。

皮
肉
な
こ
と
で
あ
る
が
、災
害
に
よ
っ
て
守
り
難
く
な
っ
た
生
活
環
境
は
、彼
ら
に
と
っ
て〝
安
全
〞な
犯
行
環
境
を
ア
フ
ォ
ー

ド
（
提
供
）
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
ル
ー
テ
ィ
ン
・
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
理
論
（Chohen &

 Felson,1979

）一
）
を

引
用
す
る
ま
で
も
な
く
、
監
視
者
の
不
在
が
招
い
た
結
果
で
あ
る
こ
と
は
明
々
白
々
で
あ
る
。

事
後
報
道
に
お
い
て
、
地
域
住
民
に
よ
る
被
災
地
内
に
お
け
る
自
主
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
の
様
子
や
警
察
に
よ
る
パ
ト

ロ
ー
ル
活
動
の
様
子
な
ど
が
度
々
報
じ
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
は
、
地
域
社
会
に
お
け
る
治
安
維
持

活
動
の
重
要
な
取
り
組
み
の
一
つ
で
あ
る
か
ら
、
犯
罪
の
未
然
防
止
や
犯
罪
者
の
検
挙
に
一
定
の
成
果
が
期
待
さ
れ
る
。

な
お
、「
地
域
社
会
の
安
全
」
を
守
ろ
う
と
す
る
取
り
組
み
に
関
し
て
は
、
一
般
的
に
、
不
作
為
が
生
じ
な
い
よ
う
に
多

面
性
を
持
っ
て
展
開
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
残
念
な
こ
と
は
、
有
望
視
さ
れ
る
施
策
の
「
何
が
有
効
で
、
何
が
無
効

だ
っ
た
の
か
」
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
議
論
の
対
象
と
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
。

こ
こ
で
の
論
点
は
、
こ
れ
ま
で
の
伝
統
的
な
取
り
組
み
方
を
批
判
す
る
こ
と
が
目
的
で
は
な
い
。
我
々
が
住
む
地
域
社
会

の
安
全
が
守
ら
れ
て
い
る
の
か
否
か
に
つ
い
て
、
何
を
測
り
、
ど
の
よ
う
な
基
準
に
よ
っ
て
評
価
し
、
ど
の
よ
う
な
手
立
を



254

講
じ
る
の
か
、
そ
の
明
示
的
な
仕
組
み
を
考
え
る
こ
と
に
あ
る
。

持
続
可
能
で
、
か
つ
更
新
可
能
な
取
り
組
み
が
、
地
域
社
会
の
安
全
に
ど
の
よ
う
に
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
に
つ
い
て
、
そ

ろ
そ
ろ
エ
ビ
デ
ン
ス
ベ
ー
ス
ト
の
観
点
に
立
ち
、よ
り
科
学
的
な
評
価
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、〝
安
全
〞

へ
の
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
へ
の
配
慮
に
傾
注
し
て
い
く
こ
と
も
、
有
効
な
施
策
を
議
論
す
る
上
で
は
重
要
な
方
向
の
一
つ

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

本
稿
に
お
い
て
は
、
安
全
な
地
域
社
会
と
は
「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
生
活
環
境
」
と
定
義
し
た
上
で
、
犯
罪
を
焦
点
化
し

た
警
察
活
動
の
視
点
か
ら
現
実
的
な
〝
安
全
〞
へ
の
提
言
を
試
み
る
。

二　
そ
も
そ
も
「
地
域
社
会
の
安
全
を
守
る
」
と
は
何
か

本
論
の
テ
ー
マ
に
し
た
が
っ
て
話
題
を
展
開
す
る
前
に
、
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
に
つ
い
て
の
概
念
定
義
が
必
要
で
あ
る
。

意
味
論
的
に
解
釈
す
る
な
ら
ば
、「
地
域
」
と
は
「
一
定
に
区
切
ら
れ
た
土
地
」
で
あ
る
が
、
地
形
や
物
理
的
構
造
物
を

も
含
め
る
と
、「
一
定
に
区
切
ら
れ
た
空
間
」
の
方
が
相
応
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。「
社
会
」
に
は
多
様
な
意
味
合
い
が
あ

る
が
、
こ
こ
で
は
「
人
間
の
共
同
生
活
体
」
と
定
義
す
る
こ
と
に
し
た
。

な
お
、「
地
域
社
会
」
を
言
い
表
す
場
合
に
は
、
そ
の
空
間
ス
ケ
ー
ル
が
問
題
に
な
る
。
ど
の
範
囲
の
水
準
で
示
す
こ
と

が
妥
当
な
の
か
は
ケ
ー
ス
・
バ
イ
・
ケ
ー
ス
で
あ
り
、
一
定
の
ル
ー
ル
が
存
在
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
こ
こ
で
は
、「
県
・
市
」

単
位
に
比
べ
て
狭
い
「
町
丁
目
」
程
度
の
範
囲
と
定
義
す
る
。



255　安心して暮らせる生活環境づくり

㈠　

問
わ
れ
て
い
る
安
全

昨
今
、
安
全
へ
の
関
心
は
多
様
化
し
て
き
て
い
る
。
例
え
ば
、
世
間
の
耳
目
を
集
め
た
病
原
菌
に
由
来
す
る
食
中
毒
事
件

は
、
食
の
「
安
全
」
基
準
へ
の
関
心
を
高
め
た
。
し
か
し
こ
の
種
の
問
題
は
、
法
整
備
が
な
さ
れ
て
い
る
た
め
、
一
定
の
被

害
で
食
い
止
め
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
過
去
の
同
種
事
案
の
処
理
策
を
参
照
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
予
防
策
を
講
じ
る
こ

と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
加
え
、
災
害
由
来
で
安
全
が
揺
ら
い
だ
放
射
線
問
題
は
、
身
体
に
対
す
る
直
接
的
な
影
響
が

取
り
上
げ
ら
れ
た
だ
け
で
は
な
く
、「
食
の
安
全
」
を
も
脅
か
す
結
果
と
な
っ
た
。
老
若
男
女
を
問
わ
ず
、
こ
の
よ
う
な
身

近
な
健
康
の
安
全
に
対
す
る
不
安
感
は
、
安
全
に
対
す
る
不
信
感
へ
と
変
わ
り
、
実
態
に
そ
ぐ
わ
な
い
新
た
な
風
評
を
生
む

こ
と
に
な
っ
た
。

一
般
住
民
の
財
産
被
害
に
関
連
す
る
犯
罪
の
発
生
に
お
い
て
も
、
安
全
な
日
常
生
活
を
脅
か
す
重
要
な
関
心
事
で
あ
る
。

近
隣
で
発
生
し
た
犯
罪
は
、
事
の
重
大
性
、
あ
る
い
は
凶
悪
性
に
も
影
響
を
受
け
る
だ
ろ
う
が
、
前
述
の
事
象
と
同
様
に
地

域
住
民
の
不
安
感
を
高
め
る
こ
と
に
な
る
。

い
ず
れ
の
場
面
で
あ
っ
て
も
、
一
般
住
民
の
生
命
と
財
産
が
保
護
さ
れ
る
状
況
を
「
安
全
」
と
呼
ぶ
の
な
ら
ば
、
そ
れ
を

脅
か
す
状
況
を
正
確
に
把
握
し
て
適
正
に
対
処
す
る
こ
と
、
ま
た
更
に
は
状
況
が
変
化
す
る
可
能
性
を
予
測
し
つ
つ
、
新
た

な
対
処
策
を
検
討
す
る
こ
と
、
が
安
全
へ
の
信
頼
を
取
り
戻
す
た
め
の
重
要
な
方
向
に
な
る
の
だ
ろ
う
。
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㈡　

環
境
が
提
供
し
て
く
れ
る
も
の

我
々
が
日
常
生
活
を
営
む
生
活
環
境
に
つ
い
て
、
様
々
な
空
間
的
特
徴
が
持
つ
意
味
合
い
を
考
え
て
み
よ
う
。

ギ
ブ
ソ
ン
（Jam

es J.Gibson

）二
）
は
、
環
境
に
お
け
る
物
理
的
な
配
置
と
知
覚
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
ア
フ
ォ
ー
ダ
ン

ス
（A

ffordance
）
と
呼
ぶ
概
念
で
説
明
を
試
み
て
い
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
環
境
は
、
造
形
す
る
素
材
と
外
観
と
の
レ
イ
ア

ウ
ト
か
ら
構
成
さ
れ
、
知
覚
者
が
感
知
で
き
る
機
能
を
生
み
出
す
と
言
う
。

例
え
ば
公
園
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
み
よ
う
。
彼
の
考
え
に
従
え
ば
、
公
園
内
に
あ
る
人
工
的
な
植
栽
は
時
々
に
彩
り
を
添
え

る
花
々
が
訪
れ
る
人
々
に
鑑
賞
す
る
機
会
を
与
え
て
く
れ
る
。
植
栽
付
近
に
設
置
さ
れ
た
ベ
ン
チ
は
、
そ
こ
で
休
む
場
所
を

提
供
し
て
く
れ
る
。
低
い
場
所
に
あ
る
噴
水
周
り
か
ら
高
い
場
所
へ
の
移
動
は
、
階
段
の
存
在
が
手
助
け
し
て
く
れ
る
。
も

し
、
そ
こ
に
ト
ン
ネ
ル
が
あ
れ
ば
、
勾
配
の
あ
る
階
段
を
利
用
し
て
物
理
的
な
障
害
を
越
え
な
く
と
も
、
目
的
の
場
所
へ
の

容
易
な
移
動
を
提
供
し
て
く
れ
る
。

以
上
の
環
境
に
対
し
、
犯
罪
者
の
視
点
で
見
た
場
合
は
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
、
公
園
内
に
あ
る
人

工
的
な
植
栽
は
、
犯
罪
者
が
隠
れ
潜
む
場
所
を
提
供
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
植
栽
付
近
に
設
置
さ
れ
た
ベ
ン
チ
は
、
潜
在
的

被
害
者
の
存
在
を
犯
罪
者
に
知
覚
さ
せ
る
場
所
と
し
て
提
供
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
ト
ン
ネ
ル
は
、
犯
罪
者
が
隠
れ
潜
む
場

所
と
し
て
、
あ
る
い
は
他
者
か
ら
見
咎
め
ら
れ
な
い
犯
行
場
所
と
し
て
提
供
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

生
活
環
境
が
も
た
ら
す
知
覚
的
な
外
観
的
要
素
は
、
犯
罪
者
に
と
っ
て
、
一
般
的
な
知
覚
者
と
は
異
な
る
促
し
を
も
た
ら

す
可
能
性
が
あ
る
こ
と
へ
の
注
意
を
喚
起
さ
せ
て
く
れ
る
。
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㈢　

守
り
や
す
い
空
間

ジ
ェ
ー
ン
・
ジ
ェ
イ
コ
ブ
ス
（Jane Jacobs

）三
）
と
オ
ス
カ
ー
・
ニ
ュ
ー
マ
ン
（O

scar N
ew
m
an

）四
）
が
提
唱
し
た
「
守

り
や
す
い
空
間
」
は
、
生
活
環
境
に
お
け
る
犯
罪
統
制
に
関
し
て
多
く
の
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
。
彼
ら
が
指
摘
す
る
守
り

や
す
い
空
間
の
条
件
と
し
て
挙
げ
て
い
る
「
領
域
性
」
は
、
特
に
興
味
深
い
視
点
で
あ
る
。
領
域
性
は
、「
所
有
意
識
」
と

言
い
換
え
る
こ
と
も
で
き
、
自
我
関
与
の
観
点
か
ら
は
帰
属
意
識
と
同
様
に
表
し
て
い
い
だ
ろ
う
。「
守
る
」
こ
と
の
議
論

に
お
い
て
、
領
域
性
の
視
点
な
く
し
て
は
展
開
が
始
ま
ら
な
い
。

さ
ら
に
彼
ら
の
考
え
に
従
え
ば
、
領
域
性
の
他
に
、
自
然
監
視
性
・
イ
メ
ー
ジ
・
社
会
的
環
境
も
重
要
で
あ
る
。
例
え
ば
、

住
民
の
帰
属
意
識
は
、
地
域
に
対
す
る
愛
着
を
醸
成
す
る
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
情
緒
的
な
意
識
は
、
人
的
交
流
を
密
に
し
、

様
々
な
情
報
交
換
が
行
わ
れ
る
こ
と
も
予
想
で
き
る
。
こ
の
結
果
、
地
域
社
会
に
相
応
し
く
な
い
事
象
や
他
者
へ
の
関
心
が

高
ま
る
た
め
、
必
然
的
に
見
知
ら
ぬ
不
審
者
の
存
在
に
気
づ
き
易
く
な
る
。
す
な
わ
ち
監
視
性
の
高
ま
り
が
期
待
で
き
る
の

で
あ
る
。
ま
た
、
管
理
が
行
き
届
い
て
い
る
社
会
イ
メ
ー
ジ
は
、
割
れ
窓
理
論
（W

ilson &
 K
elling, 1982

）五
）
が
重
視
す

る
「
些
細
な
秩
序
紊
乱
を
も
許
さ
な
い
環
境
」
で
あ
る
こ
と
を
他
者
に
気
づ
か
せ
て
く
れ
る
。
環
境
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
犯
罪

予
防
（CEPT
ED

）
の
典
型
例
と
し
て
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
「
住
居
環
境
の
見
通
し
」
に
関
し
て
も
、
人
的
交
流
か
ら
生

じ
る
自
然
監
視
性
に
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。

以
上
に
述
べ
た
よ
う
な
理
論
は
、
使
い
古
さ
れ
た
フ
レ
ー
ズ
で
あ
る
が
、「
都
市
化
の
進
展
に
伴
う
近
隣
交
流
の
希
薄
化
」

の
中
で
は
、
現
実
場
面
で
の
実
現
が
困
難
な
理
想
論
と
化
し
て
し
ま
っ
た
感
が
否
め
な
い
。
こ
れ
に
代
わ
っ
て
近
年
で
は
、
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セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
強
化
が
一
次
的
犯
罪
予
防
に
お
い
て
有
望
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

㈣　

機
械
監
視
の
隆
盛

大
都
市
に
限
ら
ず
地
方
都
市
に
お
い
て
も
、
監
視
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
強
化
が
推
し
進
め
ら
れ
て
い
る
。

市
街
地
、
取
り
分
け
繁
華
街
の
公
共
空
間
に
あ
っ
て
は
、
欧
米
の
そ
れ
と
同
様
に
、
膨
大
な
数
の
防
犯
カ
メ
ラ
が
整
備
さ
れ
、

犯
罪
抑
止
に
一
定
の
効
果
を
上
げ
て
い
る
よ
う
だ
。
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
は
、
自
治
体
が
独
自
に
行
う
場
合
や
官
民
共
同

で
の
取
り
組
み
も
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
監
視
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
強
化
策
は
、
空
間
の
要

塞
化
に
繋
が
る
と
危
惧
す
る
向
き
も
あ
る
。

同
様
の
状
況
は
、
よ
り
小
規
模
な
空
間
で
も
起
き
て
い
る
。
日
本
に
お
け
る
利
用
可
能
な
土
地
に
は
限
界
が
あ
る
た
め
、

商
業
化
さ
れ
た
住
居
環
境
は
人
口
密
度
が
高
い
地
域
に
お
い
て
必
然
的
に
高
層
化
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
よ
う
な
高
層
構

造
物
に
あ
っ
て
は
、
立
地
条
件
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
機
械
警
備
を
含
め
た
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化
策
、
こ
れ
す
な
わ
ち
安
全

ク
オ
リ
テ
ィ
ー
の
高
さ
を
打
ち
出
し
、商
品
の
差
別
化
と
し
て
利
用
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
。
必
然
的
に
、安
全
ク
オ
リ
テ
ィ
ー

の
高
さ
は
高
コ
ス
ト
化
に
繋
が
る
。
そ
れ
で
も
顧
客
の
観
点
に
立
つ
と
、
そ
の
よ
う
な
方
向
性
は
、
ス
テ
ー
タ
ス
の
向
上
を

充
足
さ
せ
る
上
で
必
要
な
条
件
と
な
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
さ
ら
に
、
住
居
環
境
に
限
ら
ず
、
幼
稚
園
や
保
育
園
を

含
め
た
学
校
環
境
に
お
い
て
も
同
様
で
、「
守
ら
れ
る
」
た
め
の
高
コ
ス
ト
時
代
の
波
は
、
す
ぐ
そ
こ
ま
で
押
し
寄
せ
て
き

て
い
る
。

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
高
さ
が
安
全
の
象
徴
と
さ
れ
る
現
代
に
あ
っ
て
は
、
地
域
社
会
の
役
割
を
論
じ
る
以
前
に
、
個
々
人
の
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安
心
感
だ
け
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
翻
っ
て
み
れ
ば
、
社
会
経
済
的
な
格
差
に
よ
っ

て
、
守
ら
れ
る
べ
き
空
間
に
も
格
差
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
と
も
言
え
よ
う
。

三　
地
域
社
会
を
守
る
た
め
の
人
的
活
動

地
域
社
会
を
守
る
た
め
の
対
策
と
し
て
、
地
域
に
密
着
し
た
各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
の
連
携
も
有
望
視
さ
れ
て
き
て

い
る
。
そ
の
活
動
内
容
は
多
岐
に
渡
っ
て
い
る
。
年
末
時
期
に
お
け
る
繁
華
街
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
、
新
入
学
時
期
に
行
わ

れ
る
交
通
安
全
運
動
な
ど
は
、
見
せ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
典
型
例
と
言
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
活
動
の
多
く
は
、
活
動
時
期
が
季
節
限
定
的
で
あ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
状
況
対
処
的
で
あ
る
。
こ
の
一
方
で
、

小
学
生
の
通
学
時
間
帯
に
お
け
る
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
（
例
え
ば
、「
子
ど
も
見
守
り
隊
」
の
活
動
）
の
よ
う
に
、
通
年
を
通

し
て
潜
在
的
性
犯
罪
者
に
対
す
る
犯
罪
の
未
然
防
止
を
目
的
と
し
た
活
動
も
存
在
す
る
。

㈠　

防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
効
果

防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
、
犯
罪
減
少
の
効
果
を
も
た
ら
す
か
ど
う
か
を
評
価
し
た
分
析
例
が
あ
る
（
福
島
県
：
筆
者

が
署
長
会
議
に
て
講
演
し
た
分
析
事
例
、
平
成
一
七
年
）。

こ
れ
は
、
評
価
対
象
地
域
に
お
け
る
街
頭
犯
罪
の
発
生
状
況
に
つ
い
て
、
地
図
化
さ
れ
た
情
勢
分
析
に
基
づ
い
て
防
犯
活

動
と
犯
罪
発
生
数
と
の
関
係
を
調
査
し
た
も
の
で
あ
る
。
分
析
結
果
に
よ
れ
ば
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
展
開
さ
れ
た
地
域
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で
は
、
未
活
動
の
地
域
に
比
べ
て
、
犯
罪
減
少
の
効
果
が
視
覚
的
に
識
別
可
能
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
効
果
が
明
確
に
現

れ
る
ま
で
に
は
、
あ
る
程
度
の
時
間
経
過
が
必
要
で
あ
る
こ
と
も
判
明
し
た
。

こ
の
分
析
で
は
、
警
察
活
動
の
効
果
も
同
時
に
評
価
さ
れ
、
警
察
力
を
導
入
し
た
地
域
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
地
域

に
比
べ
る
と
即
効
的
な
犯
罪
減
少
の
効
果
が
確
認
で
き
た
。

防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
防
犯
指
導
を
中
心
と
し
た
啓
蒙
活
動
に
力
点
が
置
か
れ
て
い
る
。
一
方
の
警
察
活
動
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
支
援
を
行
い
な
が
ら
も
行
政
力
を
行
使
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
活
動
目
的
と
組
織
の
機
能
の
違
い
が
あ

る
故
、
効
果
の
現
れ
方
に
も
違
い
現
れ
た
も
の
と
考
察
さ
れ
た
。

㈡　

防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
限
界

防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
効
果
の
遅
延
を
捉
え
て
、
そ
の
有
効
性
が
否
定
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
前
項
に
て
示
し
た

防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
結
果
は
、
む
し
ろ
関
連
団
体
の
継
続
的
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
た
か
ら
こ
そ
効
を
奏
し
た
こ
と

の
証
明
で
あ
る
と
評
価
す
べ
き
で
あ
る
。

冒
頭
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
は
多
様
性
が
あ
る
。
犯
罪
未
然
防
止
活
動
や
交
通
安
全
活
動
を
捉
え

た
だ
け
で
も
、
活
動
時
期
や
時
間
帯
が
異
な
る
し
、
同
じ
メ
ン
バ
ー
が
複
数
の
活
動
を
兼
務
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
現
実
も

あ
る
。
高
校
生
や
教
員
ら
に
よ
る
自
転
車
盗
難
被
害
防
止
対
策
を
行
う
機
会
も
み
う
け
ら
れ
る
も
の
の
、
総
体
的
に
活
動
に

従
事
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
構
成
員
の
年
齢
層
が
高
止
ま
り
し
て
い
る
問
題
は
解
消
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
の
よ
う
な
現
実
面
の
問
題
を
如
何
に
解
決
し
、
継
続
可
能
な
活
動
を
推
進
し
て
い
く
か
が
、
今
後
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活



261　安心して暮らせる生活環境づくり

動
の
成
否
に
関
わ
る
重
要
な
課
題
と
な
る
の
だ
ろ
う
。

㈢　

パ
ト
ロ
ー
ル
活
動

駅
周
辺
の
繁
華
街
、
公
共
施
設
・
大
型
店
舗
に
附
帯
す
る
駐
車
場
や
駐
輪
場
、
小
学
生
の
通
学
時
間
帯
に
お
け
る
防
犯
活

動
な
ど
は
、
警
察
官
や
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
よ
る
徒
歩
パ
ト
ロ
ー
ル
が
主
体
で
あ
る
。
守
り
や
す
い
空
間
で
も
述
べ

た
よ
う
に
、
見
せ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
は
当
該
地
域
が
「
守
ら
れ
て
い
る
環
境
」
で
あ
る
こ
と
を
、
一
般
住
民
だ
け
で
は
な

く
動
機
付
け
ら
れ
た
犯
罪
者
に
も
強
く
印
象
付
け
る
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。

ア　

防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動

防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
は
、
徒
歩
パ
ト
ロ
ー
ル
に
加
え
、
近
年
で
は
車
両
パ
ト
ロ
ー
ル
も
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
使
用
さ
れ
る
車
両
は
、「
青
色
防
犯
灯
」が
装
着
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、通
称「
青
パ
ト
」と
呼
ば
れ
て
い
る
。

島
田
ら
（
二
〇
〇
七
）六
）
は
、
こ
の
よ
う
な
青
パ
ト
に
よ
る
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
の
実
態
調
査
を
試
み
て
い
る
。
市
販

の
全
地
球
的
測
位
シ
ス
テ
ム
（Global Positioning System

 ; GPS

）
を
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
車
に
搭
載
し
、
そ
の
測
位
デ
ー

タ
に
基
づ
く
空
間
情
報
分
析
を
行
っ
た
。
Ｇ
Ｐ
Ｓ
デ
ー
タ
は
、
時
系
列
の
位
置
情
報
で
あ
る
た
め
、
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム

（Geographic Inform
ation System

s ; GIS

）
へ
の
マ
ッ
ピ
ン
グ
よ
っ
て
、
車
両
の
移
動
方
向
や
速
度
な
ど
を
視
覚
的
に
、

か
つ
定
量
的
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

彼
ら
は
調
査
結
果
か
ら
、
パ
ト
ロ
ー
ル
方
略
と
し
て
「
流
し
て
走
る
」
と
「
地
区
内
を
集
中
的
に
走
る
」
の
二
種
の
活
動

パ
タ
ー
ン
を
見
出
し
た
と
述
べ
て
い
る
。
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防
犯
団
体
が
行
う
パ
ト
ロ
ー
ル
パ
タ
ー
ン
が
、警
察
活
動
に
お
け
る「（
都
市
を
無
作
為
に
巡
回
す
る
）ラ
ン
ダ
ム
パ
ト
ロ
ー

ル
」
や
「（
犯
罪
の
多
発
地
帯
（
ホ
ッ
ト
・
ス
ポ
ッ
ト
）
と
多
発
時
間
に
集
中
す
る
）
指
定
地
区
パ
ト
ロ
ー
ル
」
と
類
似
し

て
認
め
ら
れ
た
事
実
は
、
効
果
的
な
犯
罪
予
防
活
動
を
展
開
す
る
観
点
に
立
つ
と
興
味
深
い
。

残
念
な
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
な
防
犯
団
体
が
行
う
パ
ト
ロ
ー
ル
方
略
に
関
し
て
、
実
際
に
ど
の
程
度
の
犯
罪
減
少
を
も
た

ら
す
効
果
が
あ
る
の
か
ど
う
か
、
今
の
と
こ
ろ
検
証
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。

イ　

警
察
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動

三
本
（
二
〇
〇
七
、二
〇
一
〇
）七
）
八
）
は
、
島
田
ら
と
同
様
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
り
警
察
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
の
評
価
を
試

み
て
い
る
。
警
察
車
両
に
搭
載
さ
れ
て
い
る
カ
ー
・
ロ
ケ
ー
タ
・
シ
ス
テ
ム
の
デ
ー
タ
を
用
い
て
空
間
情
報
分
析
を
行
っ
た
。

こ
の
カ
ー
・
ロ
ケ
ー
タ
・
シ
ス
テ
ム
と
は
、
無
線
自
動
車
動
態
表
示
シ
ス
テ
ム
を
指
す
。
同
シ
ス
テ
ム
を
搭
載
し
た
パ
ト
ロ
ー

ル
車
両
の
活
動
状
況
は
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
に
よ
っ
て
測
位
さ
れ
た
緯
度
・
経
度
の
位
置
情
報
を
パ
ト
ロ
ー
ル
車
両
か
ら
送
信
し
、
そ

の
結
果
が
通
信
指
令
室
の
Ｇ
Ｉ
Ｓ
大
型
画
面
で
モ
ニ
タ
ー
で
き
る
。

三
本
の
調
査
研
究
で
は
、
効
果
測
定
の
た
め
に
街
頭
犯
罪
六
手
口
の
犯
罪
デ
ー
タ
を
用
い
た
。
犯
罪
デ
ー
タ
の
Ｇ
Ｉ
Ｓ
へ

の
マ
ッ
ピ
ン
グ
は
発
生
場
所
の
住
所
情
報
か
ら
行
い
、
ま
た
カ
ー
・
ロ
ケ
ー
タ
・
シ
ス
テ
ム
の
デ
ー
タ
は
緯
度
・
経
度
情
報

か
ら
行
っ
た
。
マ
ッ
ピ
ン
グ
デ
ー
タ
の
集
中
の
程
度
や
集
中
域
を
視
覚
化
す
る
方
法
と
し
て
、
カ
ー
ネ
ル
密
度
推
定
法
に
よ

る
密
度
地
図
を
作
成
し
た
。
こ
の
密
度
地
図
に
お
い
て
、
一
定
の
基
準
に
よ
り
認
定
し
た
ホ
ッ
ト
・
ス
ポ
ッ
ト
と
、
カ
ー
・

ロ
ケ
ー
タ
・
シ
ス
テ
ム
の
デ
ー
タ
に
基
づ
く
パ
ト
ロ
ー
ル
集
中
域
と
の
関
係
性
か
ら
、
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
の
効
果
の
有
無
に

つ
い
て
検
討
し
た
。
な
お
、検
討
に
際
し
て
は
、パ
ト
ロ
ー
ル
方
略
に
関
す
る
教
養
を
行
っ
た
「
実
験
年
」
と
、教
養
を
行
っ
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て
い
な
い
「
基
準
年
」
と
の
二
群
比
較

で
行
っ
た
。

基
準
年
の
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
は
、
主

と
し
て
「
ラ
ン
ダ
ム
パ
ト
ロ
ー
ル
」
が

行
わ
れ
て
い
た
。
ホ
ッ
ト
・
ス
ポ
ッ
ト

（
図
１
参
照
。
細
線
の
等
高
線
）
に
対

応
す
る
集
中
パ
ト
ロ
ー
ル
域
（
図
１
参

照
。
太
線
の
等
高
線
）が
僅
少
で
あ
り
、

結
果
的
に
は
調
査
対
象
地
域
に
お
い
て

犯
罪
減
少
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
実
験
年
に
は
主
と
し

て
「
指
定
地
区
パ
ト
ロ
ー
ル
」
が
行
わ

れ
て
い
た
。
集
中
パ
ト
ロ
ー
ル
（
図
２

参
照
。
太
線
の
等
高
線
）
が
多
く
の
地

域
に
確
認
で
き
、
認
定
基
準
を
満
た
す

よ
う
な
ホ
ッ
ト
・
ス
ポ
ッ
ト
が
対
象
地

域
か
ら
消
失
し
た
。

図１　基準年の犯罪密度分布図と集中パトロール域
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こ
の
よ
う
な
活
動
実
績
が
確
認
で
き

た
地
域
に
お
け
る
犯
罪
減
少
は
、
指
定

地
区
パ
ト
ロ
ー
ル
仮
説
を
支
持
す
る
効

果
と
み
な
せ
る
。

ウ 　

パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
の
有
意
味
性

と
有
効
性

シ
ャ
ー
マ
ン
ら
（Sherm

an et 

al.,2008

）九
）
は
、
公
共
の
政
策
や
実
務

は
科
学
的
エ
ビ
デ
ン
ス
を
基
盤
と
し

て
い
な
け
れ
ば
効
果
が
あ
が
ら
な
い
と

述
べ
て
い
る
。
目
標
達
成
に
お
い
て

は
、
常
に
質
を
向
上
さ
せ
て
い
け
る
よ

う
体
系
的
な
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
行

う
「
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く
警
察
活
動 

（evidence-based policing

）」
の
有

用
性
を
主
張
し
て
い
る
。
パ
ト
ロ
ー
ル

活
動
を
例
に
挙
げ
る
と
、
有
限
の
パ
ト

図２　実験年の犯罪密度分布図と集中パトロール域
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ロ
ー
ル
資
源
を
ホ
ッ
ト
・
ス
ポ
ッ
ト
に
集
中
さ
せ
る
合
理
的
な
意
思
決
定
に
は
、
犯
罪
予
防
効
果
の
ゆ
る
ぎ
な
い
証
拠
が
認

め
ら
れ
る
と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
指
定
地
区
パ
ト
ロ
ー
ル
仮
説
の
効
果
は
、「
監
視
者
が
指
定
さ
れ
た
地
区
に
一
定
時
間
滞
在
」
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
。
こ
の
監
視
者
の
存
在
の
重
要
性
は
、
守
り
や
す
い
空
間
、
あ
る
い
は
ル
ー
テ
ィ
ン
・

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
理
論
に
も
共
通
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
点
か
ら
翻
っ
て
考
え
る
と
、
徒
歩
パ
ト
ロ
ー
ル
や
ラ
ン
ダ
ム
パ
ト
ロ
ー
ル
は
警
察
官
の
遍
在
性
を
認
知
さ
せ
る
必
要

が
あ
り
、
そ
の
理
論
的
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
引
き
出
す
た
め
に
は
大
規
模
な
警
察
官
の
増
員
が
不
可
欠
と
な
る
。
現
状
に
お

い
て
は
、
警
察
官
や
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
犯
罪
予
防
活
動
に
無
限
の
パ
ト
ロ
ー
ル
資
源
の
投
入
は
望
め
な
い
た
め
、

実
質
的
な
各
仮
説
の
効
果
の
評
価
は
で
き
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
論
理
的
に
考
え
る
と
、
犯
罪
者
は
一
時
犯
行
を
我
慢
し

て
さ
え
い
れ
ば
パ
ト
ロ
ー
ル
は
目
前
を
通
り
過
ぎ
て
く
れ
る
か
ら
、「
犯
行
チ
ャ
ン
ス
は
す
ぐ
訪
れ
る
」
と
考
え
る
だ
ろ
う
。

し
た
が
っ
て
、
一
過
性
の
効
果
し
か
期
待
で
き
な
い
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

〈Topics 1

〉

　

災
害
対
策
に
お
け
る
Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
用
い
た
空
間
分
析

三
・
一
一
東
日
本
大
震
災
で
は
、
予
想
を
遙
か
に
超
え
た
大
津
波
に
よ
っ
て
沿
岸
部
が
壊
滅
的
に
浸
食
さ
れ
た
。
Ｆ
県
警

察
の
科
学
捜
査
研
究
所
で
は
、
警
察
活
動
を
後
方
支
援
す
る
目
的
で
、
被
災
地
域
に
お
け
る
行
方
不
明
者
の
効
率
的
な
捜
索
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法
に
つ
い
て
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
Ｇ
Ｉ
Ｓ
に
よ
る
空
間
分
析

の
有
用
性
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

図
３
は
、
捜
索
活
動
や
身
元
確
認
活
動
な
ど
の
情
報
に
基

づ
い
て
地
図
化
を
試
み
た
も
の
で
す
。
行
方
不
明
者
の
住
居

（
灰
色
ポ
イ
ン
ト
）
と
身
元
が
確
認
さ
れ
た
ご
遺
体
の
発
見

場
所
（
黒
色
ポ
イ
ン
ト
）
と
の
関
係
地
点
間
を
パ
ス
で
接
続

し
、
地
図
に
示
す
と
い
う
単
純
な
幾
何
学
的
分
析
法
で
す
。

分
析
結
果
は
、
被
害
状
況
に
関
す
る
一
定
の
法
則
性
や
規
則

性
に
気
付
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
空
間
情
報
分

析
は
、
未
だ
発
見
に
至
っ
て
い
な
い
可
能
性
が
あ
る
地
元
住

民
の
方
々
の
、
戦
略
的
、
か
つ
効
果
的
な
捜
索
活
動
に
役
立

て
ら
れ
ま
し
た
。

行
方
不
明
者
の
安
否
に
不
安
を
抱
く
ご
親
族
や
知
人
の

方
々
に
と
っ
て
は
、
早
期
に
身
元
確
認
さ
れ
る
こ
と
が
何
よ

り
の
慰
め
と
な
る
で
し
ょ
う
。
捜
索
活
動
や
身
元
確
認
活
動

は
、
地
元
住
民
の
本
質
的
な
不
安
の
解
消
に
は
繋
が
ら
な
い

こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
真
摯
に
対
応
す
る
警
察

図３　災害対策におけるGIS を用いた空間分析
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が
、
地
域
社
会
を
守
る
象
徴
と
し
て
は
不
可
欠
な
存
在
と
言
え
ま
す
。

四　
効
果
が
期
待
さ
れ
る
犯
罪
予
防
活
動
を
実
践
す
る
た
め
に

地
域
社
会
が
安
全
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
、
安
全
を
脅
か
す
要
因
が
あ
る
の
か
否
か
を
知
る
こ
と
が
大

前
提
と
な
る
。

㈠　

リ
ス
ク
認
知

有
効
な
警
察
活
動
を
実
践
す
る
観
点
に
立
つ
と
、
ど
の
よ
う
な
法
律
違
反
が
、
何
時
、
何
処
で
、
ど
の
よ
う
に
発
生
し
て

い
る
の
か
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
は
重
要
な
関
心
事
で
あ
る
。
こ
の
た
め
に
警
察
は
、
犯
罪
の
正
確
な
リ
ス
ク
認
知
を
行

う
目
的
で
、
警
察
白
書
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
犯
罪
発
生
情
勢
の
分
析
を
行
う
。

犯
罪
発
生
情
勢
に
関
す
る
分
析
結
果
は
、
県
や
市
町
村
、
あ
る
い
は
警
察
署
の
単
位
ご
と
に
、
調
査
対
象
年
度
内
に
お
け

る
犯
罪
発
生
の
推
移
の
把
握
や
年
度
間
比
較
な
ど
に
活
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

㈡　

犯
罪
者
の
選
択
行
動
の
把
握

リ
ス
ク
認
知
で
重
視
す
べ
き
観
点
は
、
犯
罪
者
は
合
理
的
選
択
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。
犯
罪
者
が
犯
行
資
源
の
豊
富
な
環

境
を
選
好
す
る
こ
と
は
合
目
的
的
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
環
境
特
徴
を
把
握
す
る
こ
と
は
犯
罪
予
防
活
動
や
検
挙
活
動



268

に
お
い
て
重
要
に
な
る
。

経
験
豊
富
な
警
察
官
は
、
受
け
持
ち
区
域
内
の
環
境
特
徴
を
知
り
尽
く
し
て
い
る
。
し
か
し
、
彼
ら
の
代
表
性
ヒ
ュ
ー
リ

ス
テ
ィ
ッ
ク
の
共
有
化
は
困
難
で
あ
る
し
、い
わ
ゆ
る
警
察
統
計
が
提
供
し
て
く
れ
る
情
報
も
限
定
的
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、

利
用
可
能
性
ヒ
ュ
ー
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
と
し
て
、
情
報
の
共
有
化
が
必
要
に
な
る
。

㈢　

空
間
情
報
の
視
覚
化

個
人
的
ス
キ
ル
に
依
存
し
な
い
犯
罪
発
生
情
勢
と
犯
行
環
境
と
の
関
係
性
を
把
握
す
る
方
法
と
し
て
、
警
察
に
よ
る
パ
ト

ロ
ー
ル
活
動
の
項
で
も
述
べ
た
よ
う
な
空
間
情
報
分
析
が
、
昨
今
の
犯
罪
分
析
の
主
流
と
な
っ
て
き
た
。

空
間
情
報
分
析
の
利
点
は
、
警
察
署
の
管
轄
地
域
や
行
政
区
画
を
背
景
に
押
し
や
り
、
分
析
対
象
と
な
る
空
間
を
焦
点
化

し
た
上
で
、
犯
罪
に
由
来
す
る
特
徴
的
な
場
所
と
時
間
の
把
握
を
支
援
し
て
く
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

空
間
情
報
分
析
の
得
意
技
は
、
分
析
目
的
に
応
じ
た
（
主
題
）
の
地
図
化
で
あ
る
。
犯
罪
の
空
間
的
特
徴
を
背
景
地
図
に

重
ね
て
表
現
す
る
こ
と
で
、
犯
罪
発
生
情
勢
と
犯
行
環
境
と
の
関
係
性
を
地
図
上
か
ら
容
易
に
視
認
で
き
る
。
ま
た
、
地
図

の
解
像
度
レ
ベ
ル
や
空
間
情
報
の
表
現
法
を
任
意
に
ア
レ
ン
ジ
で
き
る
た
め
、
個
人
情
報
に
配
慮
し
た
情
報
提
供
が
可
能
で

あ
る
。

㈣　

視
覚
化
さ
れ
た
地
図
の
活
用

視
覚
化
さ
れ
た
地
図
は
、
情
報
の
伝
達
の
し
易
さ
、
様
々
な
予
防
活
動
へ
の
利
用
の
し
易
さ
、
犯
罪
予
防
効
果
を
見
据
え
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た
迅
速
な
計
画
立
案
な
ど
、
情
報
の
共
有
・
伝
達
や
視
覚
的
思
考
に
も
援
用
可
能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

犯
罪
の
空
間
的
特
徴
は
、
こ
れ
ま
で
の
多
く
の
研
究
結
果
が
示
す
よ
う
に
、
犯
行
資
源
の
分
布
、
監
視
者
が
活
動
す
る
場

所
と
時
間
に
影
響
を
受
け
る
。

視
覚
化
さ
れ
た
地
図
か
ら
正
確
な
リ
ス
ク
認
知
を
行
い
、
分
析
結
果
に
基
づ
い
て
適
正
に
策
定
さ
れ
る
監
視
活
動
、
す
な

わ
ち
犯
罪
予
防
活
動
は
、
警
察
活
動
の
み
な
ら
ず
、
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
お
い
て
も
有
効
な
利
用
可
能
性
ヒ
ュ
ー
リ

ス
テ
ィ
ッ
ク
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
若
林
（
二
〇
〇
七
）一
〇
）
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
視
覚
化
さ
れ
た
地
図
の
利
用
者
は
、
作
成
者
が
意
図
し
た
通
り

に
解
釈
す
る
と
は
限
ら
な
い
し
、
利
用
者
の
知
識
や
ス
キ
ル
も
地
図
の
解
釈
に
影
響
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
警
察
と
各
種
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
の
連
携
を
強
め
、
更
な
る
効
果
が
期
待
さ
れ
る
犯
罪
予
防
活
動
を
共
同
で
実
践
し
て
い
く
た
め
に
は
、

情
報
の
共
有
化
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
十
分
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
そ
の
前
に
、
情
報
を
正
確
に
伝
達
し
、
正

確
な
理
解
が
得
ら
れ
易
い
地
図
化
の
重
要
性
が
増
す
た
め
、
地
図
作
成
者
の
リ
テ
ラ
シ
ー
を
高
め
る
努
力
も
求
め
ら
れ
る
。

五　
ま
と
め

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
生
活
環
境
づ
く
り
は
、
言
い
換
え
る
と
「
一
般
市
民
が
犯
罪
に
対
す
る
不
安
を
抱
か
ず
に
生
活
で
き

る
安
全
な
地
域
社
会
づ
く
り
」
で
あ
る
。
福
島
県
で
は
、
こ
の
よ
う
な
未
来
予
想
図
を
描
く
目
的
で
、
県
政
の
課
題
に
関
す

る
県
民
の
意
識
や
ニ
ー
ズ
を
調
査
し
た
（
福
島
県
：
県
政
世
論
調
査
結
果
報
告
書
、
平
成
二
一
年
度
）。
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
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調
査
に
は
、
警
察
行
政
に
関
す
る
項
目
も
含
ま
れ
て
い
た
。「
警
察
に
強
化
し
て
ほ
し
い
活
動
」
に
関
し
て
は
、「
パ
ト
ロ
ー

ル
に
よ
る
街
頭
活
動
」
が
最
も
多
い
結
果
で
あ
っ
た
（n=846, 59.1%

）。

繰
り
返
し
に
な
る
が
、
都
市
化
の
進
展
に
伴
う
近
隣
交
流
の
希
薄
化
が
叫
ば
れ
て
久
し
い
。
こ
の
よ
う
な
状
況
が
あ
る
か

ら
こ
そ
、
安
全
な
地
域
社
会
づ
く
り
に
お
い
て
警
察
活
動
へ
の
期
待
が
よ
り
一
層
高
ま
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

警
察
活
動
が
犯
罪
未
然
防
止
に
万
能
で
は
な
い
。
こ
れ
か
ら
も
従
来
と
同
様
に
、
多
種
多
様
な
協
力
団
体
と
の
共
同
に
よ

り
、
効
果
が
期
待
さ
れ
る
施
策
を
実
施
し
な
が
ら
、〝
安
全
〞
の
追
求
を
目
指
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

本
稿
で
例
示
し
た
理
論
や
研
究
は
、
犯
罪
者
の
視
点
に
注
意
を
促
し
、
警
察
が
何
を
実
践
す
べ
き
か
の
根
拠
と
成
り
得
る

と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
証
拠
に
基
づ
い
て
、
日
々
変
化
す
る
犯
罪
情
勢
に
対
応
す
る
犯
罪
予
防
活
動
の
計
画
を
逐
次

更
新
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
効
果
的
と
考
え
ら
れ
る
計
画
（Plan

）
の
実
施
結
果
（D

o

）
に
つ
い
て
、
何
が

有
効
で
、
何
が
無
効
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
の
科
学
的
な
評
価
（See

）
が
新
た
な
計
画
に
反
映
さ
れ
る
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
・

シ
ス
テ
ム
を
検
討
す
る
こ
と
は
、次
に
高
い
関
心
を
持
っ
て
取
り
組
む
べ
き
極
め
て
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る（
三

本
、
二
〇
一
〇
）九
）。

〈Topics 2

〉

　

セ
レ
ン
デ
ィ
ピ
ィ
テ
ィ
へ
の
気
づ
き

筆
者
は
、
二
〇
〇
一
年
に
イ
ギ
リ
ス
で
開
催
さ
れ
た
国
際
捜
査
心
理
学
会
に
参
加
し
た
際
、
偶
然
に
興
味
深
い
光
景
を
目
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撃
し
た
。

日
本
か
ら
参
加
す
る
メ
ン
バ
ー
は
、
ヒ
ー
ス
ロ
ー
空
港
か
ら
ロ
ン
ド
ン
市
内
の
パ
デ
ィ
ン
ト
ン
駅
に
移
動
し
、
駅
構
内
で

開
催
地
の
リ
バ
プ
ー
ル
へ
向
か
う
列
車
を
待
っ
て
い
た
。
そ
の
構
内
に
お
い
て
、
大
勢
の
警
察
官
が
円
陣
を
組
ん
で
い
た
。

お
そ
ら
く
は
活
動
内
容
の
打
ち
合
わ
せ
を
行
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

一
般
の
ロ
ン
ド
ン
市
民
に
と
っ
て
は
、
何
気
な
い
日
常
の
光
景
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
偶
然
に
目
撃
し
た
そ
の
光
景
は
、

初
め
て
訪
れ
た
筆
者
ら
に
、
と
て
も
威
圧
的
な
印
象
を
植
え
付
け
た
。

も
し
、
動
機
付
け
ら
れ
た
犯
罪
者
が
そ
こ
に
居
合
わ
せ
て
い
た
な
ら
、
彼
ら
に
は
そ
の
光
景
が
ど
の
よ
う
に
映
る
の
だ
ろ

う
か
。
そ
れ
を
知
る
こ
と
は
と
て
も
興
味
深
い
。

パ
ト
ロ
ー
ル
仮
説
の
有
効
性
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
素
朴
な
取
り
組
み
一
つ
に
し
て
も
、
我
々
が
他
国
か
ら

学
ぶ
べ
き
余
地
が
ま
だ
ま
だ
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

以
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地
域
社
会
の
安
全
を
い
か
に
守
る
か

〜
一
人
ひ
と
り
の
意
識
改
革
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　

始
ま
る
安
全
な
社
会
〜

自
営
業

八
ヶ
代　

英
敏
（
38
）

一　
は
じ
め
に

我
が
国
、
日
本
は
、
警
察
組
織
が
優
秀
で
あ
り
、
世
界
的
に
見
て
も
治
安
レ
ベ
ル
は
、
高
い
方
だ
と
言
え
る
が
、
そ
れ
で

も
善
良
な
る
国
民
を
脅
か
す
犯
罪
や
事
故
が
日
夜
起
き
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
、
残
念
な
が
ら
跡
を
絶
た
な
い
。

特
に
昨
今
は
、
何
ら
落
ち
度
も
、
因
果
関
係
が
な
く
と
も
犯
罪
の
被
害
や
事
故
に
あ
っ
て
し
ま
う
と
い
っ
た
理
不
尽
な
事
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件
、
事
故
も
多
く
、
私
達
は
、
ま
さ
に
犯
罪
の
被
害
者
や
事
故
と
隣
り
合
わ
せ
で
生
活
し
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
で
あ
ろ
う
。

私
自
身
、自
警
団
（
シ
テ
ィ
ー
ガ
ー
ド
）
を
結
成
し
、活
動
し
て
き
た
中
で
、凶
悪
犯
罪
と
呼
ば
れ
る
事
件
や
、傷
害
、詐
欺
、

窃
盗
、
交
通
事
故
に
医
療
事
故
ま
で
、
様
々
な
事
件
を
今
ま
で
目
の
当
た
り
に
し
て
き
た
。
そ
の
経
験
を
通
じ
、
社
会
安
全

へ
の
取
り
組
み
は
、
国
全
体
で
も
っ
と
強
化
す
べ
き
だ
と
、
常
日
頃
、
感
じ
て
お
り
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
上
で
、
本
論
文
は

私
の
経
験
を
も
と
に
、
犯
罪
に
焦
点
を
絞
り
、
国
民
一
人
ひ
と
り
が
安
全
で
平
穏
な
社
会
生
活
を
送
れ
る
為
の
意
識
改
革
を

軸
に
、
提
言
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

二　
意
識
改
革
が
安
全
を
作
る
第
一
歩

前
述
し
た
と
お
り
、
犯
罪
や
事
故
は
絶
え
な
い
。
警
察
庁
の
発
表
に
よ
る
と
、
平
成
二
二
年
の
一
年
間
に
全
国
の
警
察
が

把
握
し
た
刑
法
犯
は
、
一
五
八
万
五
、九
五
一
件
で
、
前
年
よ
り
十
一
万
七
〇
九
件
（
六
・
九
％
）
減
少
し
、
こ
れ
は
八
年
連

続
の
減
少
だ
と
い
う
事
だ
。

し
か
し
な
が
ら
、
平
成
二
三
年
三
月
一
一
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
後
、
そ
の
震
災
を
利
用
し
た
犯
罪
が
発
生
し
て

い
る
事
は
、
報
道
さ
れ
た
し
、
表
面
化
し
て
い
な
い
事
件
を
含
め
れ
ば
、
か
な
り
の
発
生
だ
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

こ
う
し
た
事
か
ら
、
確
か
に
犯
罪
自
体
が
減
少
し
つ
つ
あ
る
と
い
っ
て
も
、
決
し
て
気
を
緩
め
て
は
な
ら
な
い
事
が
分
か

る
。
減
少
し
続
け
、
犯
罪
発
生
率
が
ゼ
ロ
に
な
っ
て
よ
う
や
く
、
完
全
な
る
安
全
社
会
に
な
っ
た
と
言
え
る
の
で
あ
っ
て
、
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ど
こ
か
で
犯
罪
が
発
生
し
て
い
る
限
り
、
一
人
ひ
と
り
の
意
識
の
持
ち
方
が
肝
要
に
な
っ
て
く
る
。

私
が
自
警
団
を
結
成
し
た
き
っ
か
け
は
、
二
十
歳
に
な
る
年
の
春
に
、
友
人
と
交
際
し
て
い
た
女
性
が
見
ず
知
ら
ず
の
男

性
達
に
拉
致
さ
れ
た
上
、
輪
姦
さ
れ
て
し
ま
っ
た
事
に
始
ま
っ
た
。
こ
の
事
件
で
私
自
身
、「
自
分
の
身
は
、
自
分
で
守
ら

な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
と
強
く
思
い
、
そ
れ
が
意
識
改
革
に
繋
が
っ
た
の
で
あ
る
。
当
初
は
、
親
友
の
一
人
と
始
め
た
も
の

だ
っ
た
が
、
そ
の
輪
は
徐
々
に
だ
が
確
実
に
広
が
り
、
支
部
を
設
立
す
る
ま
で
に
な
っ
て
い
っ
た
。

そ
ん
な
今
ま
で
の
経
験
を
通
し
て
感
じ
た
の
は
、何
か
し
ら
の
被
害
に
遭
っ
て
し
ま
う
人
達
に
共
通
し
て
、「
防
犯
」
や
「
防

衛
」
と
い
う
心
構
え
が
な
い
と
い
う
事
だ
。
報
道
や
、
人
を
介
し
て
事
件
、
事
故
を
見
聞
き
し
て
も
、
ど
こ
か
自
分
と
は
無

縁
だ
と
い
う
意
識
が
あ
る
せ
い
な
の
か
も
知
れ
ず
、
自
分
に
被
害
が
及
ん
で
か
ら
危
険
性
を
理
解
し
て
い
る
様
に
思
え
て
な

ら
な
い
。
被
害
に
遭
っ
て
か
ら
で
は
遅
く
、
常
日
頃
か
ら
、
事
件
、
事
故
は
決
し
て
人
ご
と
で
は
な
く
、
い
つ
何
時
、
自
分

や
家
族
、
大
切
な
人
に
降
り
か
か
っ
て
く
る
か
も
知
れ
な
い
と
意
識
を
変
え
な
く
て
は
安
全
な
地
域
社
会
を
作
る
一
歩
は
踏

み
出
せ
な
い
。
そ
し
て
加
え
る
な
ら
ば
、
犯
罪
は
決
し
て
特
別
な
人
間
が
起
こ
し
て
い
る
の
で
は
な
い
と
認
識
す
る
事
だ
ろ

う
。
人
に
は
色
々
な
感
情
が
蠢
い
て
い
る
。

そ
の
中
で
、
妬
み
、
恨
み
の
感
情
が
犯
罪
に
結
び
つ
く
事
が
多
く
、
こ
れ
は
、
誰
も
が
抱
く
感
情
で
あ
り
、
言
い
換
え
れ

ば
、
誰
で
も
犯
罪
を
起
こ
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
事
だ
。

つ
ま
り
、
誰
で
も
加
害
者
に
な
り
得
る
し
、
被
害
者
に
も
な
る
危
険
が
、
社
会
生
活
を
し
て
い
る
以
上
、
孕
ん
で
い
る
と

い
う
考
え
を
持
つ
事
が
地
域
社
会
の
安
全
へ
の
第
一
歩
で
あ
る
と
い
う
事
な
の
だ
。

ま
た
、
警
察
が
自
分
た
ち
を
守
っ
て
く
れ
る
、
何
か
あ
れ
ば
警
察
が
何
と
か
し
て
く
れ
る
と
い
っ
た
、
他
力
任
せ
の
考
え
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を
捨
て
る
事
も
大
切
だ
ろ
う
。
確
か
に
、
警
察
は
、
国
民
が
安
全
で
暮
ら
せ
る
様
に
日
夜
尽
力
し
て
く
れ
て
い
る
が
、
各
人

の
ボ
デ
ィ
カ
ー
ド
で
は
な
い
の
で
、
自
ず
と
限
界
が
あ
る
。

一
一
〇
番
通
報
も
、
大
事
件
か
ら
、
相
談
や
、
ペ
ッ
ト
探
し
の
悩
み
と
い
っ
た
不
必
要
な
も
の
が
増
え
て
き
て
い
る
と
警

察
庁
で
は
発
表
し
て
お
り
、
実
務
で
は
多
忙
を
極
め
て
い
る
の
が
実
状
で
、
そ
れ
ら
を
見
れ
ば
、
も
は
や
、
警
察
頼
み
に
重

き
を
置
く
の
で
は
な
く
各
人
が
、
己
や
己
の
家
族
、
大
切
な
人
は
己
の
力
で
守
る
と
い
っ
た
、
強
い
情
熱
が
必
要
に
な
っ
て

き
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

三　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
と
い
う
こ
と

昔
は
、
地
域
ぐ
る
み
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
溢
れ
て
い
た
が
、
昨
今
は
、
隣
近
所
と
の
つ
き
合
い
が
希
薄
に
な
っ
て

い
る
傾
向
が
あ
り
、
隣
近
所
に
ど
う
い
っ
た
人
が
住
ん
で
い
る
の
か
さ
え
分
か
ら
な
い
ケ
ー
ス
も
、
珍
し
く
な
く
な
っ
て
き

て
い
る
。
そ
れ
が
原
因
で
マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
隣
の
住
民
が
何
者
か
に
殺
さ
れ
た
ま
ま
、
し
ば
ら
く
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
、
あ

る
い
は
、
隣
の
住
民
が
自
殺
し
た
ま
ま
何
日
も
放
置
さ
れ
て
ま
ま
だ
っ
た
、
と
い
う
事
が
起
き
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
人
口

密
度
が
高
い
地
域
ほ
ど
、
こ
う
し
た
悪
い
環
境
が
多
く
、
悲
劇
を
生
み
出
し
て
い
る
。

犯
罪
の
中
で
も
、
こ
う
し
た
悪
環
境
で
更
に
発
覚
し
辛
く
な
っ
て
い
る
の
が
、
児
童
虐
待
、
あ
る
い
は
幼
児
虐
待
事
件
だ

ろ
う
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
活
発
な
地
域
に
住
む
者
同
士
な
ら
ば
、
互
い
の
家
族
構
成
等
も
把
握
出
来
て
い
る
事
の
方

が
多
い
か
ら
、
近
所
の
子
供
の
様
子
が
お
か
し
か
っ
た
り
し
た
ら
、
不
審
を
抱
け
る
だ
ろ
う
。
ま
た
子
供
の
泣
き
声
、
悲
鳴
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が
聴
こ
え
て
も
、
す
ぐ
対
応
で
き
る
筈
だ
。

し
か
し
隣
近
所
の
つ
き
合
い
が
な
け
れ
ば
、
そ
う
い
う
事
に
も
気
づ
け
な
い
。
た
と
え
、
気
づ
い
た
と
し
て
も
普
段
、
交

流
が
な
い
だ
け
に
、
た
だ
叱
っ
て
い
る
だ
け
か
も
知
れ
な
い
と
思
っ
て
し
ま
い
、
虐
待
を
表
面
化
さ
せ
る
事
は
難
し
い
と
言

え
る
。

様
々
な
人
達
が
生
活
し
て
い
る
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
生
活
ス
タ
イ
ル
が
異
な
っ
て
い
る
か
ら
、
隣
近
所
の
人
間
と
顔
を
合

わ
せ
る
事
が
な
か
な
か
な
い
人
間
も
多
い
現
在
、
何
ら
か
の
方
法
で
隣
近
所
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
事
が
必
要

だ
。そ

れ
は
、
挨
拶
程
度
の
事
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
の
も
い
い
と
思
う
。
周
り
と
生
活
ス
タ
イ
ル
が
違
っ
て
い
た
ら
、
自
分
で

時
間
の
調
整
を
付
け
て
、
人
と
会
う
機
会
を
作
る
べ
き
だ
と
思
う
。

隣
近
所
の
顔
が
分
か
れ
ば
、
た
と
え
深
く
つ
き
合
っ
て
い
な
く
て
も
、
ど
う
い
う
人
間
な
ん
だ
ろ
う
な
？　

と
い
う
想
像

は
出
来
る
。
確
か
に
人
間
は
、
見
か
け
だ
け
じ
ゃ
分
か
ら
な
い
所
も
多
分
に
あ
る
が
、
人
間
の
持
っ
て
生
ま
れ
た
本
能
の
力

が
教
え
て
く
れ
る
事
も
あ
る
。
他
人
に
興
味
を
持
て
な
い
人
間
が
増
え
、
バ
ス
や
電
車
等
で
特
に
若
者
が
老
人
に
席
を
譲
ら

な
い
と
い
っ
た
現
象
は
、
そ
の
ま
ま
粗
暴
な
犯
罪
が
増
加
し
て
し
ま
っ
た
社
会
に
結
び
つ
い
て
い
る
。

他
人
に
興
味
が
持
て
な
い
、
人
に
席
を
譲
ら
な
い
と
い
っ
た
事
は
、
つ
ま
り
、
相
手
や
人
を
思
い
や
れ
な
い
と
い
っ
た
事

と
同
じ
だ
か
ら
だ
。

そ
ん
な
人
間
、
そ
ん
な
若
者
だ
け
で
は
な
い
が
、
若
者
が
集
ま
る
渋
谷
の
街
で
自
警
活
動
を
し
て
い
る
と
、
そ
の
傾
向
が

強
い
の
が
よ
く
分
か
る
。
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道
を
塞
ぐ
よ
う
に
し
て
地
べ
た
に
座
り
込
ん
で
仲
間
と
話
し
て
い
る
者
、
近
く
に
ゴ
ミ
箱
が
あ
る
の
に
、
平
気
で
ゴ
ミ
を

放
る
者
、
地
面
に
唾
を
吐
き
捨
て
る
者
。
こ
う
し
た
人
達
に
少
し
で
も
人
を
思
い
や
る
心
が
表
面
化
す
れ
ば
、
渋
谷
の
街
な

ら
ず
、
若
者
が
多
く
集
ま
る
と
こ
ろ
で
は
、
色
々
な
意
味
で
ク
リ
ー
ン
で
安
全
な
街
に
な
る
筈
だ
。

ク
リ
ー
ン
な
街
に
は
、
犯
罪
が
少
な
い
。
こ
れ
は
世
界
共
通
の
原
理
で
あ
る
。
壊
れ
た
車
を
街
に
放
置
し
て
お
く
と
、
い

つ
の
間
に
か
に
ス
ク
ラ
ッ
プ
と
化
し
て
ゆ
く
の
と
同
じ
で
、
汚
い
場
所
は
、
ど
ん
ど
ん
汚
れ
、
犯
罪
を
生
み
、
逆
に
綺
麗
で

あ
れ
ば
、
ど
ん
ど
ん
綺
麗
に
な
り
、
犯
罪
は
減
少
す
る
の
だ
。

心
な
い
人
、
若
者
ば
か
り
で
は
な
い
。
前
述
し
た
大
震
災
後
、
多
く
の
心
あ
る
人
や
若
者
達
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
、

自
分
に
出
来
る
何
か
を
行
動
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
う
い
う
心
は
誰
も
が
持
っ
て
い
る
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
心
を
表
に
出
し
て
あ
げ
る
の
は
、
周
り
の
人
達
の
役
目
だ
。
そ
こ
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
れ
ば
、
ま
た

一
歩
前
進
す
る
。

私
は
よ
く
、
若
者
達
に
呼
び
掛
け
て
、
集
ま
っ
て
も
ら
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
先
の
壊
れ
た
車
の
話
を
す
る
事
に
し
て
、

こ
れ
は
ど
う
い
う
意
味
だ
ろ
う
か
と
若
者
達
に
問
い
か
け
る
。

最
初
は
胡
散
臭
そ
う
に
見
て
い
る
若
者
達
に
、
私
が
自
警
団
を
始
め
た
き
っ
か
け
を
語
り
出
す
と
、
そ
う
い
っ
た
若
者
達

の
表
情
が
変
わ
り
、
深
い
た
め
息
を
吐
く
者
が
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

最
後
に
、
誰
で
も
加
害
者
に
も
被
害
者
に
も
な
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
事
を
説
明
す
る
と
、
大
き
く
頷
く
人
が
ほ
と
ん

ど
に
な
る
。
こ
う
し
た
中
か
ら
、
新
た
な
自
警
団
員
が
生
ま
れ
る
の
も
珍
し
く
な
か
っ
た
。
み
ん
な
の
街
は
み
ん
な
で
守
ろ

う
と
い
う
気
持
ち
が
一
人
ひ
と
り
に
芽
生
え
始
め
る
の
だ
。
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四　
犯
罪
と
社
会
安
全
の
関
係

恋
人
、
家
族
、
そ
の
他
大
切
な
存
在
の
人
が
人
そ
れ
ぞ
れ
に
い
る
と
思
う
が
、
私
に
と
っ
て
も
大
切
な
存
在
の
人
が
い
る
。

そ
の
大
切
な
人
を
己
の
至
ら
な
さ
で
深
く
傷
つ
け
て
し
ま
っ
た
過
去
が
あ
る
。

当
時
私
に
は
妻
が
い
た
。
そ
の
間
に
子
供
が
二
人
い
る
。
何
年
か
経
っ
た
時
、
妻
の
不
倫
が
発
覚
。

私
は
恥
ず
か
し
な
が
ら
そ
の
時
、
罪
の
償
い
に
刑
務
所
の
中
だ
っ
た
の
だ
が
、
こ
こ
ま
で
な
ら
よ
く
あ
る
話
だ
ろ
う
。
し

か
し
こ
こ
か
ら
が
違
っ
た
。

妻
は
既
に
不
倫
相
手
の
子
供
を
出
産
し
て
い
た
の
だ
。
出
所
後
、
協
議
離
婚
を
し
、
子
供
は
妻
が
責
任
持
っ
て
育
て
る
と

い
う
事
に
落
ち
つ
い
た
。

当
然
、
不
倫
相
手
と
再
婚
す
る
の
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
が
、
そ
う
い
う
気
配
が
な
く
、
私
は
離
れ
て
い
る
が
、
時
々
子

供
に
会
い
に
行
っ
て
精
一
杯
の
愛
情
を
注
い
で
い
た
。
そ
の
子
供
達
が
相
手
男
性
に
虐
待
さ
れ
て
い
た
と
知
っ
た
時
は
、
怒

り
よ
り
も
悲
し
さ
が
溢
れ
て
い
た
よ
う
に
思
う
。
少
し
で
も
立
ち
直
る
き
っ
か
け
を
と
願
い
、
私
自
身
も
や
っ
て
い
る
キ
ッ

ク
ボ
ク
シ
ン
グ
を
習
う
よ
う
に
段
取
り
を
し
た
。
離
婚
し
た
元
妻
自
身
も
相
手
男
性
か
ら
度
々
暴
力
を
受
け
て
い
て
、
子
供

へ
の
虐
待
を
止
め
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。

そ
し
て
そ
の
虐
待
は
、
ま
だ
私
が
刑
務
所
の
中
に
い
る
時
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
と
い
う
の
だ
か
ら
、
虐
待
し
た
の
は
相
手

男
性
だ
が
、
元
々
の
原
因
、
つ
ま
り
妻
を
不
倫
に
走
ら
せ
て
し
ま
っ
た
の
は
、
夫
不
在
の
環
境
を
作
っ
て
し
ま
っ
た
私
で
あ

り
、
私
が
虐
待
し
て
い
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
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妻
と
子
供
が
住
ん
で
い
る
所
に
、
相
手
男
性
が
住
み
つ
い
た
形
だ
っ
た
が
、
そ
こ
は
団
地
。

本
来
な
ら
ば
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
周
り
と
し
っ
か
り
と
と
れ
て
い
れ
ば
、
も
っ
と
早
く
虐
待
を
見
つ
け
る
事
が
出

来
た
だ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
夫
不
在
で
、
し
か
も
服
役
中
と
い
っ
た
身
で
は
、
思
い
切
っ
た
つ
き
合
い
が
出
来
な
か
っ
た
に
違
い
な

い
。
そ
れ
を
思
う
と
、
全
て
己
が
至
ら
な
か
っ
た
事
で
引
き
起
こ
し
て
し
ま
っ
た
悲
劇
だ
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

犯
罪
は
社
会
が
作
り
出
し
て
し
ま
っ
た
病
気
で
あ
る
と
い
う
。
子
供
を
虐
待
す
る
の
も
、
人
に
傷
害
を
負
わ
せ
て
し
ま
う

の
も
、
も
ち
ろ
ん
、
行
っ
た
本
人
は
当
然
悪
い
が
、
そ
こ
ま
で
に
至
っ
た
経
緯
や
、
原
因
を
突
き
つ
め
て
い
く
と
、
何
ら
か
、

そ
の
本
人
も
傷
を
負
っ
て
い
る
事
が
多
い
。

実
際
、
子
供
や
我
が
子
を
虐
待
す
る
人
間
は
、
自
身
も
幼
少
の
頃
に
虐
待
さ
れ
た
経
験
を
持
つ
と
い
う
。

私
の
ケ
ー
ス
で
あ
る
、
相
手
男
性
も
幼
い
頃
、
両
親
に
体
罰
と
称
し
た
酷
い
虐
待
を
受
け
て
い
た
事
が
後
に
判
明
し
た
。

こ
れ
は
、
も
う
悪
の
連
鎖
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
。
そ
の
悪
の
連
鎖
を
断
ち
切
る
に
は
、
本
人
の
力
も
大
事
だ
が
、
社
会

全
体
の
力
が
必
要
不
可
欠
だ
。

お
金
に
困
り
、
犯
罪
を
起
こ
し
て
刑
務
所
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
人
が
い
る
と
す
る
。
刑
期
を
務
め
上
げ
出
所
し
た
は
い
い

が
、
刑
務
所
内
で
作
業
し
て
月
々
計
算
さ
れ
て
ゆ
く
額
（
報
奨
金
と
い
う
）
は
、
釈
放
時
に
支
給
さ
れ
る
が
、
雀
の
涙
以
下

の
も
の
で
あ
り
当
座
の
資
金
に
も
な
ら
な
い
。
身
寄
り
が
あ
る
人
間
な
ら
ば
、援
助
を
受
け
る
事
も
出
来
る
か
も
知
れ
な
い
。

し
か
し
現
実
は
、
そ
う
い
っ
た
恵
ま
れ
て
い
る
人
間
は
、
ご
く
一
部
で
、
多
く
の
人
間
は
、
当
座
の
資
金
も
な
く
出
所
後
即
、

生
活
に
困
っ
て
し
ま
う
人
達
な
の
だ
。
そ
こ
に
き
て
、前
科
者
の
レ
ッ
テ
ル
や
社
会
不
在
だ
っ
た
ブ
ラ
ン
ク
等
々
が
、加
わ
っ
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て
結
局
再
犯
に
至
っ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
非
常
に
多
い
事
が
分
か
っ
て
い
る
。
刑
務
所
に
再
び
入
所
す
る
再
犯
者
は
出
所
者

の
六
五
％
に
も
及
ん
で
い
る
実
態
に
は
、
そ
う
し
た
色
々
な
問
題
を
抱
え
た
ま
ま
、
に
っ
ち
も
さ
っ
ち
も
い
か
な
く
な
っ
て

し
ま
う
人
達
が
多
い
事
が
原
因
で
あ
る
。

地
域
社
会
の
安
全
化
を
作
る
に
は
、
こ
う
し
た
過
去
に
犯
罪
を
起
こ
し
、
務
め
あ
げ
て
社
会
復
帰
し
て
き
た
人
間
を
受
け

入
れ
る
事
も
大
切
だ
と
思
う
。

私
自
身
、
そ
の
経
験
を
無
駄
に
し
な
い
様
に
、
自
警
団
の
活
動
を
し
て
い
く
中
で
、
そ
う
い
う
人
達
の
手
助
け
、
援
助
や

サ
ポ
ー
ト
も
し
て
い
た
が
、
そ
れ
は
、
そ
の
人
達
に
と
っ
て
力
強
い
存
在
だ
っ
た
と
よ
く
聞
く
。
確
か
に
、
刑
務
所
の
「
刑
」

の
字
も
知
ら
な
い
（
変
な
意
味
で
は
な
く
）
人
間
か
ら
見
れ
ば
、
出
所
し
て
き
た
人
間
を
受
け
入
れ
た
り
又
は
、
接
し
た
り

す
る
の
は
空
恐
ろ
し
い
だ
ろ
う
と
思
う
。

で
も
そ
れ
は
、
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
だ
け
だ
と
断
言
す
る
。
な
か
に
は
、
同
じ
犯
罪
を
起
こ
し
て
き
た
人
間
と
し
て
、
理
解

に
苦
し
む
人
間
も
い
な
い
事
は
な
い
。

だ
が
、
ほ
と
ん
ど
の
人
間
が
、
社
会
で
ル
ー
ル
を
守
っ
て
生
活
し
て
い
る
人
た
ち
と
同
じ
、
泣
き
、
笑
い
、
悲
し
み
、
怒

り
を
感
じ
る
人
間
な
の
だ
。
読
書
を
し
て
涙
が
溢
れ
、
ビ
デ
オ
視
聴
で
、
子
供
や
動
物
の
悲
劇
が
あ
れ
ば
泣
き
と
言
っ
た
、

感
受
性
の
豊
か
な
人
間
が
多
い
。
何
度
も
言
う
が
、
ど
ん
な
人
間
で
も
、
い
つ
何
時
、
加
害
者
に
な
っ
て
し
ま
う
か
も
知
れ

な
い
、
被
害
者
に
な
っ
て
し
ま
う
か
も
知
れ
な
い
の
が
人
生
で
あ
る
。

そ
れ
を
考
え
れ
ば
、
過
ち
を
犯
し
、
刑
期
を
務
め
て
、
社
会
生
活
で
頑
張
ろ
う
と
し
て
い
る
人
間
を
色
眼
鏡
で
見
た
り
、

間
違
っ
た
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
は
い
け
な
い
。
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そ
の
人
達
を
優
し
く
迎
え
、共
に
、明
る
い
社
会
と
、安
全
を
目
指
さ
な
く
て
は
、真
の
安
全
は
永
遠
に
来
な
い
で
あ
ろ
う
。

五　
危
機
・
警
戒
・
防
犯　
三
つ
の
意
識

意
識
改
革
が
、
安
全
な
地
域
社
会
を
作
っ
て
い
く
上
で
必
要
で
あ
る
が
、
特
に
、『
防
犯
』、『
警
戒
』、『
危
機
』
の
三
つ

の
意
識
は
、
何
よ
り
も
大
切
な
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
ろ
う
。

い
つ
、
ど
こ
で
、
誰
が
、
被
害
を
受
け
る
か
、
ま
た
人
に
被
害
を
与
え
て
し
ま
う
か
分
か
ら
な
い
と
い
う
『
危
機
感
』。

こ
れ
だ
け
世
の
中
が
情
報
に
溢
れ
、
便
利
に
な
っ
て
く
る
と
、
あ
の
手
こ
の
手
の
犯
罪
が
あ
ち
こ
ち
で
、
て
ぐ
す
ね
を
引
い

て
待
っ
て
い
る
と
い
っ
て
も
い
い
状
態
で
あ
り
、
震
災
後
（
東
日
本
大
震
災
）
を
見
て
も
、
震
災
を
利
用
、
便
乗
し
た
、
悪

徳
商
法
や
、
詐
欺
、
窃
盗
な
ど
が
多
発
し
て
い
た
。
日
本
中
が
、
そ
ん
な
状
態
な
の
に
、
犯
罪
は
、
や
っ
て
来
る
の
だ
。
も

は
や
、
他
人
事
で
は
な
く
、
そ
う
い
う
現
状
を
し
っ
か
り
見
つ
め
、
考
え
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

そ
し
て
次
に
、『
警
戒
心
』。
人
を
見
た
ら
泥
棒
と
思
え
と
は
、
よ
く
言
っ
た
も
の
だ
が
、
特
に
警
察
官
が
捜
査
等
に
あ
た

る
際
は
、
そ
う
い
う
心
構
え
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
が
、
一
般
の
国
民
に
も
そ
う
い
っ
た
心
構
え
が
必
要
だ
。
確
か

に
、
よ
く
考
え
て
み
る
と
、
こ
の
言
葉
は
、
人
間
社
会
に
於
い
て
、
悲
し
い
こ
と
と
言
え
る
か
も
知
れ
な
い
。

誰
も
彼
も
を
疑
っ
て
、そ
う
い
う
眼
で
見
る
の
は
、と
て
も
悲
し
い
し
、キ
リ
が
な
い
。
し
か
し
、こ
れ
だ
け
、多
種
多
様
、

巧
妙
、
狡
猾
な
手
口
の
犯
罪
が
多
い
と
、
警
戒
心
を
持
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
す
ぐ
犯
罪
の
被
害
に
遭
っ
て
し
ま
い
か
ね
な
い
。

例
え
ば
、
ど
う
し
て
も
夜
道
を
歩
か
な
く
て
は
い
け
な
い
時
、
女
性
な
ら
当
然
、
警
戒
心
を
持
っ
て
足
早
か
つ
、
周
り
の
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気
配
に
気
を
つ
け
な
が
ら
歩
く
だ
ろ
う
。
し
か
し
男
性
の
場
合
、
あ
ま
り
警
戒
心
を
持
た
な
い
で
通
る
事
が
多
い
。
男
性
だ

か
ら
大
丈
夫
、
何
か
あ
っ
て
も
俺
は
大
丈
夫
、
俺
は
狙
わ
れ
な
い
だ
ろ
う
。
そ
う
い
う
気
持
が
隙
を
生
ん
で
し
ま
う
の
だ
が
、

男
性
だ
か
ら
安
全
だ
と
い
う
事
は
決
し
て
な
い
。

夜
道
に
は
危
険
が
潜
ん
で
い
る
。
性
別
関
係
な
く
そ
の
危
険
性
を
認
識
し
、警
戒
心
を
持
っ
て
歩
か
な
く
て
は
い
け
な
い
。

常
日
頃
か
ら
警
戒
心
を
持
っ
て
い
れ
ば
危
険
は
、
あ
る
程
度
回
避
出
来
る
で
あ
ろ
う
。
心
の
油
断
、
隙
を
作
ら
な
い
事
が

大
切
だ
と
い
う
事
。

そ
し
て
そ
れ
に
結
び
つ
い
て
く
る
の
が
、
防
犯
意
識
を
持
つ
と
い
う
事
で
あ
る
。

危
機
感
と
警
戒
心
を
持
っ
て
い
る
だ
け
で
は
、
身
に
振
り
か
か
っ
て
く
る
犯
罪
は
防
げ
な
い
。

先
の
夜
道
の
例
を
あ
げ
る
と
、
い
く
ら
女
性
が
危
機
感
と
警
戒
心
を
持
っ
て
歩
い
て
い
て
も
、
裸
に
近
い
よ
う
な
、
薄
着

で
、
犯
罪
を
誘
う
よ
う
な
服
装
だ
っ
た
り
、
奪
っ
て
く
だ
さ
い
と
言
わ
ん
ば
か
り
の
手
荷
物
や
鞄
の
持
ち
方
を
し
て
い
た
ら
、

犯
罪
の
被
害
に
遭
っ
て
し
ま
う
確
率
が
高
く
な
る
で
あ
ろ
う
。

犯
罪
を
誘
発
し
て
し
ま
う
よ
う
な
、
行
動
や
身
な
り
、
隙
を
作
ら
な
い
よ
う
に
皆
が
心
掛
け
な
い
と
犯
罪
を
防
げ
な
い
し
、

安
全
を
作
れ
な
い
。

万
引
き
が
多
発
し
て
い
る
ス
ー
パ
ー
が
あ
っ
た
と
し
て
、
店
員
や
防
犯
カ
メ
ラ
の
死
角
に
な
る
よ
う
な
場
所
が
あ
り
、
そ

れ
ら
が
多
数
あ
っ
た
ら
、
そ
れ
は
ス
ー
パ
ー
側
に
も
問
題
が
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
犯
罪
を
誘
発
す
る
原
因
が
あ
り

な
が
ら
、
そ
れ
を
放
置
し
て
お
く
事
は
、
犯
罪
を
行
う
者
と
同
様
の
罪
が
あ
る
と
言
っ
て
も
い
い
。

引
っ
た
く
り
な
ら
ば
、
荷
物
や
鞄
は
奪
わ
れ
に
く
い
持
ち
方
を
し
た
り
、
自
転
車
な
ど
の
前
の
籠
に
入
れ
な
い
。
振
り
込
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み
詐
欺
な
ら
ば
、
常
日
頃
か
ら
家
族
や
親
戚
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
て
、
家
族
や
親
戚
の
生
活
状
態
を
把

握
し
て
お
い
た
り
、
す
ぐ
連
絡
を
と
れ
る
よ
う
に
し
て
お
く
と
い
っ
た
、
そ
う
い
う
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
な
防
犯
対
策
と

意
識
を
し
っ
か
り
し
て
い
く
事
で
、
犯
罪
へ
の
隙
を
作
ら
な
い
状
態
に
持
っ
て
ゆ
け
る
の
だ
。

個
人
レ
ベ
ル
で
も
、
こ
の
三
つ
の
意
識
が
大
切
で
あ
り
、
そ
れ
が
ど
ん
ど
ん
大
き
く
な
っ
て
、
地
域
レ
ベ
ル
で
持
て
る
よ

う
に
な
る
と
、
そ
れ
だ
け
で
、
犯
罪
は
減
少
し
、
犯
罪
を
未
然
に
防
止
す
る
効
果
が
あ
る
。

六　
自
警
団
を
作
る
事
の
意
味

私
が
自
警
団
を
結
成
し
た
経
緯
や
活
動
の
事
は
触
れ
た
が
、各
地
域
、特
に
繁
華
街
な
ど
人
が
多
く
集
ま
る
所
で
は
、色
々

な
団
体
の
自
警
団
の
活
動
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
圧
倒
的
に
活
動
し
て
い
る
人
の
人
数
が
足
り
て
い
な

い
と
い
う
の
が
、
私
が
知
る
範
囲
で
の
感
じ
た
事
だ
。

昔
か
ら
の
つ
き
合
い
が
あ
る
住
宅
街
な
ど
で
は
、
地
域
ぐ
る
み
で
の
活
動
が
多
く
見
ら
れ
る
が
、
比
較
的
新
し
い
住
宅
街
、

特
に
マ
ン
シ
ョ
ン
だ
っ
た
り
、人
の
入
れ
替
わ
り
が
激
し
い
所
で
は
、そ
う
い
う
活
動
ら
し
き
し
て
い
る
人
達
が
、い
な
か
っ

た
り
す
る
。
そ
う
い
う
地
域
は
、
犯
罪
が
起
き
易
い
し
、
安
全
と
は
い
え
な
い
。
そ
う
い
う
地
域
も
カ
バ
ー
出
来
る
よ
う
、

私
の
自
警
団
で
は
、
グ
ル
ー
プ
分
け
を
し
て
広
範
囲
に
及
ぶ
活
動
を
し
て
い
る
。

特
に
首
都
圏
を
軸
に
自
警
し
て
い
た
事
か
ら
、
そ
の
近
辺
の
、
住
宅
地
区
な
ど
は
重
点
的
に
巡
回
し
、
活
動
、
眼
を
光
ら

せ
て
い
る
。
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個
人
レ
ベ
ル
の
活
動
に
は
限
界
が
あ
り
、
地
域
一
体
と
な
っ
て
自
警
団
と
ま
で
い
か
な
く
と
も
、
何
ら
か
の
自
警
活
動
を

し
て
い
く
べ
き
で
、
各
地
域
を
担
当
す
る
役
所
が
積
極
的
に
働
き
か
け
て
住
ん
で
い
る
人
達
の
や
る
気
を
引
き
出
し
て
、
そ

し
て
促
す
べ
き
だ
ろ
う
。

そ
し
て
実
際
に
活
動
す
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
活
動
す
る
人
達
は
、
何
ら
か
の
格
闘
技
か
、
護
身
術
を
身
に
つ
け
る
な
ど

の
、
い
ざ
と
な
っ
た
時
の
対
処
法
を
身
体
で
覚
え
さ
せ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

地
域
の
安
全
を
守
り
作
ろ
う
と
し
て
い
る
人
達
が
ひ
弱
で
は
心
細
い
。

こ
の
活
動
は
、
特
に
若
い
世
代
の
人
達
が
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
推
し
進
め
て
い
き
、
子
供
に
ま
で
そ
の
心
構
え
や
、
活
動
や
行

動
し
て
ゆ
く
事
の
大
切
さ
、
真
の
社
会
正
義
と
安
全
を
少
し
で
も
い
い
か
ら
理
解
さ
せ
て
い
く
事
で
飛
躍
的
に
、
地
域
を
含

め
た
社
会
が
安
全
に
な
っ
て
ゆ
く
事
だ
ろ
う
。

七　
お
わ
り
に

地
域
社
会
の
安
全
は
、
決
し
て
一
人
の
力
だ
け
で
は
、
作
り
ま
た
保
つ
事
は
出
来
な
い
。
し
か
し
、
一
人
ひ
と
り
の
力
が

な
く
て
は
、
地
域
の
安
全
は
守
れ
な
い
。
自
分
達
が
生
き
て
い
る
社
会
、
地
域
だ
か
ら
こ
そ
他
人
任
せ
に
し
な
い
で
、
自
分

達
で
安
全
な
地
域
を
作
っ
て
い
く
為
に
は
、
何
を
す
べ
き
か
、
何
が
大
切
で
必
要
か
を
考
え
、
そ
し
て
考
え
る
だ
け
で
な
く

実
際
に
行
動
し
て
ゆ
く
。
子
供
の
う
ち
か
ら
家
族
内
で
そ
う
い
う
事
に
つ
い
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
す
る
事
も
必
要
だ
ろ
う

し
、
学
校
の
授
業
で
真
剣
に
そ
の
話
題
を
取
り
上
げ
、
考
え
て
ゆ
く
、
そ
う
い
う
事
も
必
要
だ
ろ
う
。
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地
域
社
会
に
は
、
社
会
的
に
地
位
が
あ
る
人
も
い
れ
ば
、
社
会
的
弱
者
と
呼
ば
れ
て
い
る
人
も
い
る
。

色
々
な
立
場
の
人
達
が
生
活
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
安
全
な
街
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
は
難
し
い
。

で
も
そ
れ
を
や
ら
な
け
れ
ば
、
学
業
、
仕
事
、
趣
味
、
ス
ポ
ー
ツ
、
恋
愛
や
夢
に
向
か
っ
て
人
生
を
歩
ん
で
い
く
事
は
安

心
し
て
出
来
な
い
。

安
全
で
あ
る
と
思
う
か
ら
、
人
は
何
か
に
夢
中
に
な
れ
、
進
ん
で
ゆ
け
る
と
思
う
。

戦
争
の
最
中
の
中
で
生
活
し
て
い
る
人
々
は
、
安
心
し
て
勉
強
や
仕
事
が
出
来
る
だ
ろ
う
か
？

自
分
の
命
さ
え
、
ど
う
な
っ
て
し
ま
う
の
か
危
う
い
の
に
、
そ
ん
な
心
や
身
体
の
余
裕
は
、
と
て
も
持
て
な
い
筈
だ
。

結
局
、
一
人
ひ
と
り
の
意
識
や
行
動
は
、
皆
の
為
、
自
分
の
為
な
の
だ
と
十
分
理
解
し
、
誰
で
も
、
ど
ん
な
人
に
と
っ
て

も
生
活
し
易
く
、
安
心
出
来
て
、
平
穏
な
生
活
が
送
れ
る
地
域
社
会
を
目
指
す
行
動
を
今
す
ぐ
に
で
も
始
め
て
い
く
べ
き
だ

と
い
う
事
で
あ
る
。

参
考
資
料
等

「
う
ら
み
」
の
心
理
―
―
そ
の
洞
察
と
解
消
の
た
め
に
―
―　

山
野
保
著
（
創
元
社
）

虐
待
と
非
行
臨
床　

橋
本
和
明
著
（
創
元
社
）

性
犯
罪
被
害
に
あ
う
と
い
う
こ
と　

小
林
美
佳
著
（
朝
日
新
聞
出
版
社
）

な
ぜ
若
者
は
老
人
に
席
を
譲
ら
な
く
な
っ
た
か　

大
林
宣
彦
著
（
幻
冬
舎
新
書
）

六
法
全
書
平
成
二
三
年
度
版
（
有
斐
閣
）

救
援
５
０
３
号
（
救
援
連
絡
セ
ン
タ
ー
）

C
P
R
N
O
.6
7

（
監
獄
人
権
セ
ン
タ
ー
）
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自
治
会
の
改
新
と
現
代
版
「
自
警
団
」
作
り

会
社
員
（
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
）

矢
神　

勝
彦
（
67
）

は
じ
め
に
―

緑
濃
い
田
園
地
帯
だ
っ
た
我
が
町
も
、
東
京
へ
一
時
間
余
と
い
う
立
地
か
ら
、
年
ご
と
に
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
化
し
、
住
宅
が

ど
ん
ど
ん
増
え
、
若
い
部
外
者
の
流
入
が
続
い
て
い
る
。
ま
た
、
工
場
進
出
も
著
し
く
近
年
は
新
し
い
労
働
力
と
し
て
、
ブ

ラ
ジ
ル
系
を
始
め
、
い
ろ
い
ろ
な
外
国
人
が
家
族
単
位
や
若
者
同
士
で
、
ア
パ
ー
ト
な
ど
に
暮
ら
し
始
め
て
、
街
の
様
子
も
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少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。

多
彩
な
人
々
が
町
へ
入
っ
て
く
る
の
は
、
活
気
を
増
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ
、
好
ま
し
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、
一
方
で

は
犯
罪
の
増
加
と
い
う
、
負
の
現
象
も
憂
慮
さ
れ
て
く
る
。
町
の
防
犯
体
制
も
、
こ
う
し
た
新
局
面
に
対
応
し
た
新
感
覚
な

も
の
が
、
求
め
ら
れ
て
く
る
の
は
必
至
で
あ
る
。

旧
態
依
然
の
自
治
会
組
織
だ
け
で
は
、
時
代
遅
れ
に
な
っ
て
く
る
の
は
、
目
に
見
え
て
い
る
。
子
供
だ
け
の
安
全
に
満
足

せ
ず
、
全
て
の
年
齢
層
の
住
民
が
真
に
安
心
し
て
生
活
で
き
る
シ
ス
テ
ム
構
築
に
、
我
々
全
て
の
意
識
改
革
が
必
要
に
な
っ

て
く
る
で
あ
ろ
う
。

一
、
自
分
の
地
域
を
分
析
し
て
み
よ
う

地
域
社
会
の
安
全
を
「
い
か
に
守
る
か
」
と
い
う
事
で
、
ま
ず
、
私
の
置
か
れ
て
い
る
立
場
と
、
私
の
暮
ら
す
地
域
の
現

況
か
ら
、
分
析
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

私
の
住
ん
で
い
る
町
は
、
首
都
東
京
か
ら
電
車
で
一
時
間
余
の
人
口
一
四
万
人
の
首
都
圏
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
。
地
場
産
業

は
農
業
と
瓦
・
土
管
業
だ
が
、
近
年
は
工
業
団
地
も
で
き
て
、
農
工
混
在
に
東
京
通
勤
者
の
住
居
圏
で
も
あ
り
、
新
興
の
住

宅
エ
リ
ア
と
い
う
趣
き
も
あ
る
。
結
構
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
地
方
都
市
で
あ
る
。

市
制
で
、
各
町
に
自
治
会
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
私
の
所
属
す
る
自
治
会
は
、
詳
し
く
は
分
か
ら
な
い
が
戸
数
は
、

一
五
〇
軒
ぐ
ら
い
だ
ろ
う
か
。
毎
年
年
始
め
の
正
月
に
自
治
会
の
新
年
会
と
い
う
の
が
あ
る
が
、
い
つ
も
四
〇
〜
五
〇
人
程
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度
し
か
集
ま
ら
な
い
。

地
域
社
会
の
一
番
の
下
の
最
少
団
体
が
、
こ
の
自
治
会
組
織
で
あ
る
か
ら
、
地
域
安
全
も
、
ま
ず
こ
の
自
治
会
を
ベ
ー
ス

に
考
え
て
い
く
事
が
、
現
実
的
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
自
治
会
は
、
北
と
南
に
分
か
れ
北
が
八
班
、
南
が
一
〇
班
に
な
っ
て

い
て
、
一
つ
の
班
は
、
八
軒
か
ら
一
二
軒
程
度
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
私
の
班
は
一
三
軒
あ
り
、
最
も
戸
数
の
多
い
方
だ
。

班
長
は
一
年
交
代
で
、
各
軒
持
ち
廻
り
。
私
も
一
度
班
長
を
や
り
、
あ
と
一
二
年
は
、
や
ら
な
く
て
い
い
や
と
思
っ
た
も
の

で
あ
る
。

私
の
地
方
で
は
、
こ
の
自
治
会
組
織
の
多
分
、
前
身
的
な
も
の
と
し
て
「
隣
組
」
と
い
う
も
の
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。
よ
う

だ
と
い
う
の
は
、
私
は
こ
こ
の
土
着
の
人
間
で
は
な
く
、
四
〇
年
程
前
に
越
し
て
き
た
他
者
で
あ
る
か
ら
だ
。
伝
統
的
な
農

業
地
帯
で
あ
っ
た
こ
の
辺
り
は
、
近
隣
の
限
ら
れ
た
戸
数
で
「
隣
組
」
を
形
成
し
て
、
何
ら
か
の
互
助
会
的
組
織
と
し
て
、

活
動
し
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

「
隣
組
み
」
と
い
う
の
は
、
各
地
で
耳
に
す
る
言
葉
だ
が
、
私
の
地
区
で
は
面
白
い
こ
と
に
こ
れ
を
「
り
ん
ぐ
み
」
と
表

現
す
る
の
で
あ
る
。
方
言
的
呼
称
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
と
も
か
く
、こ
の
隣
組
が
基
礎
と
な
り
、町
村
制
に
な
っ
て
か
ら
「
自

治
会
」
と
い
う
方
向
へ
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
今
で
い
え
ば
、我
家
の
所
属
す
る
南
八
班
が
、私
の
家
族
の
「
り

ん
ぐ
み
」
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。

そ
う
い
う
わ
け
で
、
私
の
所
属
す
る
自
治
会
は
、
一
八
班
か
ら
成
り
、
毎
年
新
年
会
の
場
で
、
昨
年
の
活
動
報
告
と
、
本

年
度
の
計
画
が
発
表
さ
れ
る
。
い
わ
ゆ
る
自
治
会
活
動
だ
が
、
主
な
も
の
は
、
地
域
の
神
社
の
祀
事
と
寄
付
、
夏
祭
、
地
区

の
運
動
会
へ
の
参
加
程
度
の
も
の
で
、
そ
の
中
で
「
地
域
社
会
の
安
全
」
に
関
与
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
主
に
小
学
校
生
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徒
の
登
下
校
の
安
全
に
つ
い
て
だ
け
で
、
そ
の
他
の
治
安
な
ど
に
つ
い
て
は
、
全
く
出
て
こ
な
い
。
当
面
、
子
供
だ
け
が
心

配
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。

二
、
今
は
、
子
供
の
安
全
が
優
先

ち
な
み
に
児
童
・
生
徒
の
登
下
校
時
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
朝
の
登
校
時
の
交
通
安
全
に
つ
い
て
は
、
付
近
の
交
差

点
に
父
兄
が
交
代
で
立
ち
、
交
通
安
全
の
旗
を
持
っ
て
、
子
供
た
ち
を
誘
導
し
て
い
る
。
ま
た
下
校
時
も
、
腕
章
を
つ
け
た

り
、
グ
リ
ー
ン
の
チ
ョ
ッ
キ
や
、
ジ
ャ
ン
パ
ー
を
着
た
お
じ
さ
ん
た
ち
が
、
要
所
要
所
に
立
っ
て
、
不
審
者
か
ら
児
童
た
ち

を
守
っ
て
い
る
。
そ
の
他
、
子
供
た
ち
が
緊
急
に
困
っ
た
と
き
、
駆
け
込
め
る
「
子
ど
も
一
〇
〇
当
番
」
の
家
が
通
学
路
に

あ
り
、
看
板
が
掲
げ
て
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
小
さ
な
子
供
に
つ
い
て
は
、
い
ろ
い
ろ
な
安
全
対
策
が
施
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
生
徒
で
も
そ
れ
以
上
の

中
学
生
と
か
高
校
生
、
は
た
ま
た
大
人
に
つ
い
て
は
、
自
治
会
と
し
て
の
地
域
安
全
対
策
と
い
っ
た
も
の
は
、
全
く
議
題
に

上
ら
な
い
の
で
あ
る
。
成
人
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ら
の
心
配
は
な
い
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。

多
分
、
こ
れ
ま
で
一
般
の
大
人
に
つ
い
て
は
、
大
し
た
事
件
は
発
生
せ
ず
、
自
治
会
単
位
で
動
く
ほ
ど
の
問
題
は
な
く
、

そ
れ
ら
の
こ
と
は
警
察
に
任
せ
て
お
け
ば
大
丈
夫
と
い
う
感
覚
な
の
か
も
知
れ
な
い
。
で
も
、
警
察
が
動
く
ほ
ど
の
問
題
に

な
る
前
に
、
自
治
会
な
り
隣
組
な
ど
の
最
前
線
の
段
階
で
、
そ
う
し
た
犯
罪
な
り
事
件
な
り
の
芽
を
あ
ら
か
じ
め
、
摘
ん
で

お
く
こ
と
が
大
事
だ
と
思
う
の
だ
が
・
・
・
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三
、
ま
ず
自
治
会
が
ま
と
ま
る
こ
と

地
域
の
治
安
と
か
で
は
、
自
治
会
程
度
の
単
位
で
動
く
こ
と
が
、
最
も
現
実
的
で
有
効
な
の
で
は
と
思
う
の
だ
が
、
そ
れ

に
は
自
治
会
自
体
が
、
し
っ
か
り
と
ま
と
ま
る
事
が
大
事
で
あ
る
。
こ
の
自
治
会
の
ま
と
ま
り
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
私

の
自
治
会
の
実
体
験
か
ら
み
て
言
う
と
、
な
か
な
か
難
し
い
と
思
う
。

自
治
会
に
入
会
し
て
い
る
地
域
住
民
を
分
析
し
て
み
る
と
、
三
種
に
大
別
で
き
る
と
思
う
。
一
つ
は
、
先
祖
代
々
こ
の
土

地
の
人
で
、
い
わ
ば
農
家
や
、
今
は
農
業
を
し
て
い
な
く
て
も
農
家
出
身
と
い
う
土
着
の
人
。
二
番
目
は
、
土
地
の
人
で
な

い
が
、
引
越
し
て
来
て
三
〇
〜
四
〇
年
ぐ
ら
い
経
ち
、
こ
の
地
に
根
を
下
ろ
し
、
半
土
着
化
し
て
い
る
人
。
我
家
な
ど
は
、

こ
れ
に
相
当
す
る
。
最
後
は
、
越
し
て
き
て
ま
だ
日
の
浅
い
人
。
若
い
人
が
多
い
が
、
こ
の
三
つ
の
順
序
の
人
た
ち
の
、
自

治
会
の
各
行
事
へ
の
参
加
の
頻
度
も
、
不
思
議
と
い
う
か
、
残
念
と
い
う
か
、
こ
の
順
序
な
の
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
、
こ
の
自
治
会
と
い
う
の
は
、
本
来
ど
う
い
う
主
旨
、
目
的
で
設
立
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
近
所
同
士
で
、

何
か
に
つ
け
て
地
域
ぐ
る
み
で
助
け
合
お
う
と
い
う
互
助
の
精
神
、
そ
れ
に
は
、
普
段
か
ら
お
互
い
の
顔
を
知
っ
て
い
て
お

く
必
要
が
あ
る
と
い
う
事
で
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
会
合
の
名
目
で
飲
み
会
を
や
ろ
う
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、

そ
の
た
め
の
場
所
が
必
要
と
い
う
事
で
、
各
戸
あ
る
程
度
の
お
金
を
出
し
合
っ
て
、
自
治
会
館
な
る
物
を
作
っ
た
。
自
治
会

館
が
な
か
っ
た
と
き
は
、
近
く
の
お
寺
を
借
り
て
い
た
。

地
区
の
住
民
が
、
自
治
会
活
動
に
ど
れ
く
ら
い
関
心
が
あ
る
か
と
い
う
目
安
が
、
毎
年
正
月
三
日
間
に
開
か
れ
る
新
年
会

だ
。
全
戸
数
一
五
〇
軒
前
後
あ
る
と
い
う
の
に
、
新
年
会
に
出
る
人
は
、
五
〇
人
程
。
約
１
／
３
し
か
出
席
し
て
い
な
い
。
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加
え
て
メ
ン
バ
ー
の
顔
触
れ
は
、
毎
年
ほ
ぼ
同
じ
。

新
年
会
で
は
、
本
年
度
の
自
治
会
で
の
活
動
報
告
と
、
次
年
度
の
活
動
計
画
の
発
表
、
そ
の
後
、
飲
み
会
で
、
一
時
間
ほ

ど
で
終
わ
る
が
、
酒
を
飲
ま
な
い
人
は
、
出
席
し
て
も
仕
方
な
い
と
思
う
か
も
知
れ
な
い
が
、
自
分
の
住
む
地
域
で
の
重
要

な
ニ
ュ
ー
ス
や
、
計
画
な
ど
も
発
表
さ
れ
る
事
も
あ
る
の
で
、
地
域
の
暮
ら
し
に
関
心
の
あ
る
人
は
、
結
構
大
事
な
情
報
が

得
ら
れ
る
事
も
あ
る
。
そ
れ
で
も
若
い
人
に
目
立
っ
て
、
欠
席
者
が
多
い
。

新
年
会
の
目
的
は
、
い
ろ
い
ろ
あ
る
の
だ
ろ
う
が
、
出
て
い
る
お
ば
ち
ゃ
ん
達
は
、
近
所
の
顔
見
知
り
の
人
達
と
会
え
る

の
を
楽
し
み
に
来
て
い
る
人
も
い
る
よ
う
だ
。
そ
れ
も
「
親
睦
」
と
い
う
自
治
会
活
動
の
主
旨
の
一
つ
な
の
だ
か
ら
、
結
構

な
こ
と
だ
が
。

四
、
今
の
自
治
会
は
、
片
手
落
ち

地
域
社
会
の
安
全
を
考
え
る
上
で
、
私
は
、
こ
の
自
治
会
活
動
を
メ
イ
ン
に
や
る
の
が
効
果
的
と
思
う
の
だ
が
、
問
題
の

一
つ
は
、
こ
の
自
治
会
に
入
っ
て
い
な
い
地
域
住
民
も
い
て
、
少
な
く
な
い
と
い
う
現
状
で
あ
る
。
私
の
地
区
で
は
、
自
治

会
に
入
れ
る
の
は
、
原
則
と
し
て
持
家
の
あ
る
人
だ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
、
大
体
が
一
戸
建
住
宅
を
自
分
名
義
で
所
有
し
て

い
る
人
に
限
ら
れ
る
。
都
市
部
や
駅
前
と
違
い
、
田
園
地
帯
な
も
の
で
、
マ
ン
シ
ョ
ン
も
賃
貸
で
、
自
己
所
有
と
い
う
の
は
、

ほ
と
ん
ど
な
い
。

自
治
会
に
入
会
で
き
る
の
は
、住
居
所
有
者
と
い
う
条
件
が
あ
る
の
か
知
ら
な
い
が
、賃
貸
住
宅
に
い
る
人
は
、オ
ブ
ザ
ー



293　自治会の改新と現代版「自警団」作り

バ
ー
と
し
て
の
自
治
会
員
で
し
か
な
い
よ
う
で
、
そ
れ
で
も
希
望
を
申
し
出
れ
ば
、
入
会
さ
せ
る
よ
う
だ
が
、
現
実
に
は
、

そ
う
い
う
人
は
、
い
な
い
よ
う
だ
。
自
己
所
有
の
住
居
を
持
っ
て
い
な
い
人
は
、
一
人
前
で
は
な
い
の
か
？
と
い
う
事
に
な

る
が
、
家
の
あ
る
人
＝
定
住
者
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
な
の
か
、
ア
パ
ー
ト
な
ど
に
い
る
人
は
、
い
つ
引
っ
越
し
て
行
っ
て
し
ま

う
か
分
か
ら
な
い
か
ら
、
自
治
会
へ
入
ら
せ
な
い
と
い
う
の
か
？
で
も
現
実
に
は
、
地
域
に
は
、
家
持
ち
で
な
い
賃
貸
住
宅

へ
の
居
住
者
も
沢
山
い
る
か
ら
、「
防
犯
」
を
考
え
る
上
で
、
こ
う
し
た
人
々
も
対
象
と
し
て
取
り
込
ま
な
い
と
、
片
手
落

ち
に
な
っ
て
し
ま
う
の
は
な
い
か
。

私
が
思
う
に
は
、
こ
う
し
た
持
家
で
な
い
ア
パ
ー
ト
や
、
貸
家
住
ま
い
の
住
民
も
、
自
治
会
に
準
会
員
と
し
て
積
極
的
に

勧
誘
し
、
自
治
会
費
な
ど
も
正
会
員
に
比
べ
て
安
く
し
、
特
に
地
区
の
お
祭
り
や
運
動
会
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
イ
ベ
ン
ト
に
、
気
軽
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
し
た
方
が
良
い
と
思
う
の
だ
が
・
・
・
・

私
が
住
ん
で
い
る
地
区
は
、
昔
は
畑
ば
か
り
で
、
時
代
と
共
に
住
宅
が
増
え
、
市
の
行
政
も
公
園
を
作
っ
た
り
し
て
、
タ

ウ
ン
化
を
促
し
、
新
し
く
家
を
作
る
人
も
い
る
が
、
同
時
に
農
地
を
宅
地
化
し
、
ア
パ
ー
ト
や
、
賃
貸
住
宅
も
ど
ん
ど
ん
建
っ

て
い
る
。

ち
な
み
に
一
つ
の
自
治
会
内
で
の
全
世
帯
数
の
中
で
、
持
家
の
人
と
、
賃
貸
の
人
と
の
比
率
は
、
ど
れ
く
ら
い
な
の
で
あ

ろ
う
か
？
そ
の
内
、
調
べ
て
み
た
い
と
思
う
。
そ
の
割
合
い
に
よ
り
、
現
在
の
「
持
家
の
人
し
か
自
治
会
員
に
な
れ
な
い
」

と
い
う
や
り
方
は
、
地
域
の
防
犯
・
安
全
と
い
う
点
か
ら
は
、
大
い
に
矛
盾
し
て
い
る
と
思
う
の
で
あ
る
。
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五
、
ア
パ
ー
ト
住
ま
い
の
「
新
参
者
」
が
続
々

な
ぜ
な
ら
、
地
域
で
何
ら
か
の
「
犯
罪
」
を
犯
す
人
は
、
地
元
に
定
着
し
て
い
る
人
よ
り
は
、
賃
貸
住
宅
に
い
る
よ
う
な
、

い
わ
ゆ
る
「
他よ
そ
も
の

所
者
」
の
人
た
ち
の
方
が
多
い
と
思
わ
れ
る
か
ら
だ
。
現
在
の
よ
う
に
地
区
の
住
民
の
会
合
が
、
旧
隣
組⇒

自
治
会⇒
町
内
会
し
か
な
く
、
そ
れ
も
我
が
町
の
よ
う
に
、
自
治
会
に
入
る
条
件
が
「
持
家
」
に
限
っ
て
い
る
よ
う
で
は
、

地
域
に
住
む
多
様
な
住
民
の
声
が
、
地
域
の
運
営
に
全
く
入
っ
て
こ
な
く
な
っ
て
い
る
の
が
現
状
だ
。

だ
か
ら
現
況
の
賃
貸
住
宅
居
住
者
を
、
ほ
と
ん
ど
相
手
に
し
て
い
な
い
よ
う
な
自
治
会
の
あ
り
方
で
は
な
く
、
最
初
か
ら

自
治
会
構
成
を
例
え
ば
二
部
構
成
に
し
て
、
一
部
は
従
来
通
り
の
持
家
の
人
と
し
、
別
に
二
部
と
し
て
地
域
の
賃
貸
住
宅
に

住
む
人
た
ち
を
も
対
象
と
し
て
、
積
極
的
に
自
治
会
に
入
会
さ
せ
る
よ
う
、
働
き
か
け
る
べ
き
と
思
う
。

会
費
な
ど
の
シ
ス
テ
ム
も
、
二
部
の
賃
貸
派
に
は
ぐ
っ
と
軽
減
さ
せ
、
入
り
や
す
く
す
る
。
会
の
行
事
に
し
て
も
、
現
行

の
冠
婚
葬
祭
な
ど
は
、
ど
う
し
て
も
一
部
の
人
主
体
に
な
る
の
は
仕
方
な
い
が
、
二
部
の
人
に
は
、
例
え
ば
新
年
会
、
厄
除

け
巡
回
、
夏
祭
盆
踊
り
、
運
動
会
な
ど
、
レ
ジ
ャ
ー
的
要
素
の
強
い
イ
ベ
ン
ト
に
、
積
極
的
に
参
加
し
て
も
ら
う
よ
う
に
す

る
。
そ
う
す
る
事
に
よ
り
、
賃
貸
住
宅
に
住
ん
で
い
る
人
た
ち
も
「
地
域
住
民
」
と
し
て
の
自
覚
が
芽
生
え
て
く
る
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。

こ
の
自
治
会
の
二
部
メ
ン
バ
ー
の
賃
貸
居
住
者
の
把
握
と
、
働
き
か
け
に
つ
い
て
、
ど
う
す
る
か
と
い
う
と　

●
自
治
会

を
構
成
す
る
各
班
の
班
長
に
、
自
分
の
エ
リ
ア
内
に
、
ど
れ
く
ら
い
の
賃
貸
住
宅
が
あ
る
の
か
、
大
ま
か
に
把
握
さ
せ
る　

●
そ
の
賃
貸
住
宅
＝
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
、
賃
貸
ア
パ
ー
ト
、
一
戸
建
賃
貸
住
宅
の
大
家
さ
ん
を
探
す　

●
大
家
さ
ん
に
、
賃
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貸
の
人
た
ち
に
「
自
治
会
の
二
部
」
へ
の
働
き
か
け
を
す
る
事
へ
の
協
力
を
要
請
す
る　

●
大
家
か
ら
の
働
き
か
け
と
共
に
、

各
賃
貸
人
へ
主
旨
を
説
明
し
た
チ
ラ
シ
を
手
渡
す
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

六
、
地
域
の
新
し
い
顔
「
外
国
人
」

こ
の
地
域
の
賃
貸
住
宅
居
住
者
の
件
で
、
近
年
急
速
に
増
え
て
い
る
「
外
国
人
」
の
問
題
が
あ
る
。
私
の
市
で
は
、
人
口

一
四
万
人
の
二
％
が
、
外
国
人
登
録
者
だ
そ
う
だ
。
二
四
〇
〇
人
と
い
う
事
だ
が
、
こ
れ
は
正
式
に
登
録
し
て
い
る
人
の
数

で
、
中
に
は
、
登
録
外
の
人
も
い
る
だ
ろ
う
か
ら
、
実
際
に
は
、
も
っ
と
多
く
の
外
国
人
が
居
住
し
て
い
る
事
に
な
る
。

私
の
市
で
は
、
こ
の
う
ち
で
ブ
ラ
ジ
ル
系
の
人
が
一
番
多
い
よ
う
で
、
あ
と
中
国
人
と
か
ベ
ト
ナ
ム
の
人
な
ど
も
見
か
け

る
。
私
事
で
恐
縮
だ
が
、
私
の
妻
も
韓
国
人
で
、
こ
の
数
字
に
一
役
買
っ
て
い
る
事
に
な
る
。
そ
の
他
の
国
の
人
も
含
め
て
、

ス
ー
パ
ー
な
ど
で
良
く
目
に
し
、
も
う
違
和
感
の
な
い
光
景
に
な
っ
て
い
る
。
近
く
の
グ
ラ
ン
ド
で
は
休
日
な
ど
、
三
〇
名

ほ
ど
の
ブ
ラ
ジ
ル
系
の
若
者
が
、
サ
ッ
カ
ー
に
興
じ
て
い
る
事
も
あ
り
、
こ
う
い
う
人
た
ち
は
、
ど
こ
に
住
ん
で
、
何
の
仕

事
を
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
？
と
思
っ
て
し
ま
う
。

こ
う
い
う
外
国
人
た
ち
は
、
家
族
と
か
知
人
と
か
複
数
で
ア
パ
ー
ト
を
借
り
て
住
ん
で
い
る
よ
う
で
、
私
の
家
の
近
所
に

も
あ
り
、
ア
パ
ー
ト
経
営
者
に
と
っ
て
は
、
不
況
で
空
室
が
出
る
状
況
下
で
、
あ
り
が
た
い
顧
客
に
な
っ
て
い
る
一
面
も
あ

る
よ
う
だ
。
工
場
も
多
い
の
で
、
働
き
口
も
困
ら
な
い
よ
う
で
、
家
族
連
れ
も
多
く
、
中
古
車
な
ど
を
買
い
、
月
末
給
料
日

の
夕
方
に
は
、
作
業
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
の
ま
ま
郵
便
局
か
ら
、
本
国
へ
送
金
手
続
き
な
ど
を
し
て
い
る
。
そ
の
表
情
は
明
る
く
、
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も
う
立
派
な
地
域
の
住
民
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
ブ
ラ
ジ
ル
系
住
民
の
事
で
、
私
が
日
常
目
に
し
て
い
る
あ
る
光
景
が
あ
る
。
私
の
家
の
近
く
に
公
園
が
あ
り
、
私
は

毎
朝
六
時
前
後
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
出
か
け
る
。
す
る
と
毎
日
決
ま
っ
た
よ
う
に
、
三
〇
歳
ぐ
ら
い
の
ブ
ラ
ジ
ル
系
の
男
性

が
一
人
、
手
に
缶
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
を
持
ち
、
公
園
に
や
っ
て
き
て
、
辺
り
を
ぶ
ら
つ
い
て
時
間
を
過
し
て
い
る
。
い
つ
も
作

業
帽
の
よ
う
な
も
の
を
被
っ
て
い
て
、
色
黒
で
遠
目
に
も
ブ
ラ
ジ
ル
系
の
人
と
分
る
。
近
く
の
ア
パ
ー
ト
な
ど
に
い
て
、
出

勤
前
の
ひ
と
と
き
、
一
人
だ
け
の
静
か
な
時
間
を
楽
し
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
が
、
見
方
に
よ
っ
て
は
、
仕
事
が
な
く
て
所
在

な
さ
げ
に
ブ
ラ
ブ
ラ
し
て
い
る
の
か
？　

と
み
ら
れ
な
く
も
な
い
。
そ
の
公
園
は
緑
が
濃
く
、
す
ぐ
脇
が
小
学
生
た
ち
の
通

学
路
に
な
っ
て
い
て
、
ほ
ど
な
く
子
供
た
ち
が
登
校
し
て
く
る
。

誤
解
の
な
い
よ
う
断
っ
て
お
く
が
、
私
は
ブ
ラ
ジ
ル
系
の
人
を
始
め
、
外
国
人
が
ど
う
の
こ
う
の
と
言
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
。
国
際
交
流
の
時
代
、
外
国
の
人
が
ど
ん
ど
ん
や
っ
て
来
る
の
は
、
む
し
ろ
良
い
事
だ
と
思
う
し
、
私
の
町
で
こ
れ
ら

外
国
の
人
が
、
事
件
を
起
こ
し
た
な
ど
と
い
う
の
も
、
聞
か
な
い
。
た
だ
他
の
市
町
村
で
は
、
た
ま
に
そ
ん
な
事
も
あ
っ
た

よ
う
だ
。
私
が
言
い
た
い
の
は
、
地
域
で
は
今
は
、
こ
う
し
た
外
国
の
人
も
、
立
派
な
住
民
の
一
人
に
な
っ
て
い
る
と
い
う

事
で
あ
る
。
こ
う
い
う
ブ
ラ
ジ
ル
系
の
人
た
ち
も
、
例
え
ば
町
内
会
の
お
祭
り
な
ど
に
参
加
で
き
た
ら
、
き
っ
と
喜
ぶ
に
ち

が
い
な
い
。こ
う
し
た
外
国
人
も
疎
外
す
る
こ
と
な
く
、住
民
の
一
人
と
し
て
取
り
込
む
と
い
う
か
、認
知
す
る
こ
と
に
よ
り
、

彼
ら
も
日
本
人
社
会
の
一
員
に
な
っ
た
よ
う
な
気
が
し
て
、
犯
罪
に
走
っ
た
り
す
る
こ
と
も
少
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。

数
年
前
、
地
域
の
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
が
、
社
会
奉
仕
活
動
の
一
環
と
し
て
、
町
に
居
住
す
る
外
国
人
の
代
表
者
に
一
五

名
ぐ
ら
い
招
い
て
、シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。私
の
妻
も
韓
国
代
表
と
し
て
出
席
し
、私
も
傍
聴
し
た
。テ
ー
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マ
は
、「
外
国
人
に
と
っ
て
の
日
常
生
活
の
問
題
点
」
と
い
っ
た
も
の
だ
っ
た
が
、
出
席
し
た
各
国
の
男
女
か
ら
実
に
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
点
が
提
起
さ
れ
た
。
風
土
や
慣
習
の
異
な
る
他
国
で
の
生
活
ゆ
え
、
い
ろ
い
ろ
問
題
が
あ
る
こ
と
は
当
然
だ
ろ

う
が
、「
防
犯
」
と
い
う
観
点
か
ら
い
え
ば
、
こ
れ
ら
外
国
人
を
特
殊
な
住
民
と
い
う
差
別
感
を
持
た
ず
、
同
じ
仲
間
と
し

て
扱
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
日
本
人
で
な
く
、
こ
う
し
た
外
国
系
の
人
が
事
件
を
起
こ
し
た
と
し
た
ら
、
彼
ら
に
と
っ
て
も
不

利
に
な
る
だ
ろ
う
し
、
国
際
親
善
と
い
う
面
か
ら
も
、
残
念
な
こ
と
で
あ
る
。
何
せ
私
の
市
だ
け
で
も
。
二
千
人
超
の
外
国

系
定
住
者
が
い
る
の
だ
か
ら
、
も
う
確
固
と
し
た
地
域
住
民
で
あ
る
の
だ
か
ら
。

七
、
い
ろ
ん
な
人
を
、
自
治
会
に
取
り
込
む

こ
う
し
て
地
域
に
暮
ら
す
人
た
ち
を
、
大
ざ
っ
ぱ
に
大
別
す
る
と
①
持
家
の
定
住
者
、
②
賃
貸
住
宅
居
住
者
、
③
外
国
系

居
住
者
の
三
つ
に
分
け
ら
れ
る
と
思
う
。
そ
し
て
、
①
の
持
家
定
住
者
は
、
他
地
区
へ
引
っ
越
し
で
も
す
れ
ば
別
だ
が
、
一

応
は
こ
の
地
域
へ
住
み
続
け
る
も
の
と
想
定
で
き
る
。
②
の
賃
貸
住
居
民
は
さ
ら
に
、
Ａ
持
家
を
購
入
し
て
、
こ
の
地
へ
住

み
続
け
る
と
、
Ｂ
あ
る
時
期
に
な
る
と
、
他
地
区
へ
去
る
の
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
③
の
外
国
系
居
住
者
の
場
合
、

こ
れ
も
、
Ａ
日
本
人
と
結
婚
し
て
、
こ
の
地
に
住
み
続
け
る
人
と
、
Ｂ
あ
る
時
期
が
来
る
と
、
帰
国
す
る
暫
定
居
住
者
に
二

分
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
、
期
間
は
と
も
か
く
、
地
域
に
住
ん
で
い
る
人
間
と
は
別
に
、
町
に
日
常
居
る
人
は
、
通
勤
や
通
学
で
こ
の

地
区
に
定
期
的
に
通
っ
て
い
る
人
と
、
用
事
で
こ
の
地
に
来
て
、
ほ
ど
な
く
出
て
行
く
人
と
、
全
く
の
通
り
す
が
り
の
人
と
、
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こ
う
い
っ
た
分
類
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

さ
て
、
こ
う
し
た
色
分
け
を
し
て
み
る
と
、
地
域
で
犯
罪
な
ど
を
起
こ
す
人
と
い
う
の
は
、
こ
の
中
で
ど
の
部
類
の
者
が

多
い
の
で
あ
ろ
う
か
？　

詳
細
は
、
警
察
に
で
も
聞
い
て
み
な
い
と
分
か
ら
な
い
が
、
私
の
単
純
な
考
え
で
は
、
町
に
い
る

時
間
の
短
い
人
々
の
ほ
う
が
、
よ
り
そ
の
頻
度
が
高
い
の
で
な
い
か
？　

と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
そ
の
町
へ
の
密
着
度
と

い
う
か
、
愛
着
感
が
希
薄
な
人
の
ほ
う
が
、
そ
の
地
域
の
治
安
と
い
う
も
の
を
、
ど
う
し
て
も
軽
く
考
え
が
ち
に
な
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
？

そ
う
い
う
意
味
で
も
、
こ
の
地
区
に
時
間
の
長
短
は
別
と
し
て
居
る
人
々
を
、
で
き
る
だ
け
地
域
に
愛
着
を
持
た
せ
る
た

め
、
自
治
会
活
動
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
込
む
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
現
在
の
よ
う
に
持
家
の
人
だ
け
と
い
う
の
で
は
、
数

か
ら
い
っ
て
も
部
分
的
に
限
ら
れ
る
し
、
地
区
の
人
間
を
把
握
す
る
と
い
う
点
か
ら
も
、
片
手
落
ち
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

八
、
現
代
版
「
自
警
団
」
は
、
や
は
り
必
要

さ
て
、
こ
う
し
た
背
景
面
の
充
実
と
併
せ
て
、
地
域
の
具
体
的
な
防
犯
活
動
は
、
ど
う
す
る
か
？　

と
い
う
こ
と
に
な
る

が
、
私
の
地
区
に
限
っ
て
言
え
ば
、
先
述
の
よ
う
に
、
今
は
子
供
対
象
し
か
活
動
し
て
い
な
い
。
市
町
村
に
よ
っ
て
は
、
地

域
の
「
見
守
り
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
み
た
い
な
も
の
を
編
成
し
、市
や
町
の
行
政
と
連
携
し
て
活
動
し
て
い
る
所
も
あ
る
。

と
こ
ろ
で
少
々
話
は
古
く
な
る
が
、
少
し
昔
に
各
町
々
に
は
「
自
警
団
」
と
い
う
の
が
あ
っ
た
。
世
情
が
乱
れ
て
物
騒
な

時
代
に
、
自
分
の
地
区
を
犯
罪
や
侵
入
者
か
ら
守
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、
有
志
の
者
が
定
期
的
に
地
区
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
て
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歩
い
た
も
の
だ
が
、
こ
の
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
こ
の
自
警
団
を
ソ
フ
ト
イ
メ
ー
ジ
に
し
た
現
代
版
と
も
い
え
そ
う
だ

が
、
と
も
か
く
こ
う
し
て
複
数
の
人
間
で
定
期
パ
ト
ロ
ー
ル
し
た
ら
、
地
区
で
も
犯
罪
を
起
こ
そ
う
と
も
く
ろ
ん
で
い
る
輩

や
、
偶
発
的
な
犯
罪
な
ど
へ
の
結
構
な
抑
止
力
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

ち
な
み
に
私
の
住
む
市
で
は
、
二
・
三
年
前
か
ら
窃
盗
や
放
火
な
ど
の
犯
罪
が
、
画
期
的
に
減
少
し
た
。
そ
れ
は
、
新
任

の
警
察
署
長
が
自
分
の
発
案
で
、
パ
ト
カ
ー
に
よ
る
市
内
の
定
期
巡
回
を
始
め
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
せ
い
か
街
を
走
っ
て

い
る
と
、
頻
繁
に
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
や
、
白
バ
イ
を
見
掛
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
た
だ
ぐ
る
ぐ
る
廻
っ
て
い
る
だ
け
で
、
窃

盗
団
が
「
こ
の
町
は
警
戒
が
厳
し
く
な
っ
て
や
り
ず
ら
い
」
と
、
隣
町
へ
移
動
し
た
と
、
そ
の
署
長
が
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

の
講
演
で
話
し
た
そ
う
だ
。

こ
の
伝
を
町
内
会
で
も
や
れ
ば
い
い
わ
け
で
あ
る
。
定
期
的
に
見
巡
り
、
そ
れ
と
分
か
る
服
装
を
し
て
、
数
名
で
廻
っ
て

歩
く
と
、
何
も
や
ら
な
い
よ
り
は
、
効
果
は
違
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
昔
の
自
警
団
は
、
軽
武
装
し
た
も
の
だ
が
、
現
代
版

見
守
り
巡
回
ネ
ッ
ト
は
、
ネ
ー
ム
入
り
の
ジ
ャ
ン
パ
ー
と
か
、
腕
章
く
ら
い
で
も
十
分
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
こ
れ
ら
見
守
り
ネ
ッ
ト
に
は
、
い
わ
ゆ
る
「
犯
罪
」
対
策
だ
け
で
な
く
、
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
人

を
対
象
と
し
た
、
福
祉
的
な
支
援
や
さ
る
東
日
本
大
災
害
で
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
、
災
害
時
の
安
否
確
認
や
避
難
支
援

と
い
っ
た
面
の
役
割
も
持
っ
て
い
る
。
や
り
が
い
は
十
分
で
あ
る
。



300

九
、
自
治
会
活
動
は
「
半
強
制
」
で

こ
う
し
た
地
域
見
守
り
ネ
ッ
ト
の
重
要
性
は
、
誰
で
も
分
か
っ
て
い
る
が
、
一
番
の
問
題
は
、
実
際
に
行
な
う
段
に
な
っ

て
、
な
か
な
か
参
加
者
が
集
ま
り
に
く
い
と
い
う
事
で
あ
る
。
私
の
自
治
会
活
動
の
経
験
か
ら
言
っ
て
も
、
自
治
会
、
町
内

会
の
活
動
と
い
う
も
の
は
、
主
旨
の
立
派
さ
は
理
解
し
て
い
て
も
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
タ
イ
ム
を
割
っ
て
で
も
参
加
す
る
と
い

う
こ
と
は
、
本
当
に
難
し
い
。
面
倒
な
の
で
あ
る
。
こ
の
打
開
策
は
、
強
制
的
参
加
し
か
あ
る
ま
い
。

自
治
会
活
動
は
、
全
て
原
則
任
意
で
あ
っ
て
、
行
政
に
も
強
制
権
は
な
い
。
イ
ヤ
な
ら
や
ら
な
く
て
も
よ
い
の
だ
が
、
そ

う
は
言
っ
て
も
隣
近
所
へ
の
手
前
も
あ
り
、
そ
の
地
区
に
共
に
暮
ら
す
者
に
と
っ
て
や
は
り
、
や
ら
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
も

あ
る
。
そ
れ
は
、
交
代
的
に
持
ち
廻
り
で
巡
っ
て
く
る
班
長
な
ど
の
役
割
で
あ
る
。
順
番
〳
〵
で
や
る
の
だ
か
ら
、
仕
方
な

い
と
い
う
ア
タ
マ
も
あ
り
、
こ
れ
を
や
ら
な
い
人
と
い
う
の
は
、
ま
ず
い
な
い
。
地
域
住
民
の
義
務
と
も
言
え
る
も
の
だ
か

ら
だ
。

し
か
ら
ば
、
こ
の
現
代
版
自
警
団
も
、
交
代
制
の
持
ち
廻
り
シ
ス
テ
ム
に
す
れ
ば
よ
い
。
皆
ん
な
で
決
め
て
、
何
人
か
グ

ル
ー
プ
制
に
す
れ
ば
、
地
区
の
誰
も
が
や
る
の
に
、
自
分
だ
け
逃
げ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
か
ら
だ
。
個
人
参
加
の
運
動
会

と
か
、
夏
祭
り
、
公
園
の
掃
除
と
か
団
体
で
や
る
も
の
は
、
私
一
人
ぐ
ら
い
い
な
く
て
も
、
大
勢
に
影
響
は
な
い
だ
ろ
う
と

手
抜
き
し
た
く
な
る
が
、
何
人
か
で
組
ん
で
グ
ル
ー
プ
で
や
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
自
分
が
行
か
な
い
と
他
の
メ
ン
バ
ー
に
迷

惑
を
か
け
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
ズ
ル
休
み
し
に
く
く
な
る
。
町
内
会
行
事
に
は
、
持
ち
回
り
で
、
半
強
制
的
に
参
加
さ
せ

る
に
限
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
私
の
体
験
か
ら
も
、
ま
ち
が
い
な
く
言
え
る
。
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こ
う
し
た
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
や
ろ
う
と
も
ち
か
け
て
も
、
町
内
会
な
ど
で
今
一
つ
盛
り
上
ら
な
い
の
は
、
現
状
で
は
必

要
性
が
薄
い
と
か
、
危
機
感
が
な
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。
我
が
地
区
で
言
え
ば
、
そ
れ
だ
け
恵
ま
れ
て
き
た
と
言
え
る
。
今
ま

で
大
し
た
事
件
が
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
い
つ
ま
で
も
こ
う
し
た
平
穏
が
保
つ
と
い
う
保
証
は
な
い
。
一

旦
、
こ
と
が
起
こ
っ
て
か
ら
で
は
遅
い
の
で
あ
る
。
住
民
の
皆
ん
な
の
問
題
な
の
だ
か
ら
、
こ
の
辺
り
の
重
要
性
を
、
自
治

会
長
な
ど
が
会
合
で
、
よ
く
言
い
含
め
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。 

（
終
わ
り
）
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地
域
社
会
の
安
全
を
い
か
に
し
て
守
る
か

〜
日
本
の
犯
罪
情
勢
と

　
　
　
　
　

犯
罪
機
会
論
に
基
づ
く
実
践
〜

警
察
官
（
奈
良
県
警
察
）

山
口　

良
介
（
24
）

は
じ
め
に

本
論
に
入
る
前
に
、
日
本
の
犯
罪
情
勢
に
つ
い
て
、
今
少
し
過
去
を
振
り
返
っ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
平
成
八
年
か
ら

一
四
年
に
か
け
て
刑
法
犯
の
認
知
件
数
は
増
加
を
続
け
て
、
平
成
一
〇
年
に
二
〇
〇
万
件
を
突
破
、
平
成
一
四
年
に
お
よ
そ

二
八
五
万
件
と
な
っ
た
経
緯
が
あ
る
の
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
な
お
、
平
成
一
四
年
の
認
知
件
数
は
戦
後
最
多
の
記
録
で
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あ
り
、
か
く
し
て
日
本
の
安
全
神
話
は
崩
れ
去
っ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
、
平
成
一
五
年
当
時
の
内
閣
総
理
大
臣

で
あ
っ
た
小
泉
純
一
郎
は
、
国
会
で
の
所
信
表
明
演
説
で
、「
世

界
一
安
全
国
、
日
本
」
の
復
活
を
目
指
し
、
空
き
交
番
の
絶
無
や

少
年
補
導
の
強
化
、
あ
る
い
は
市
民
と
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
地

域
社
会
の
枠
組
み
の
構
築
を
表
明
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
約
八
年
を
経
て
、
現
在
の
日
本
の
犯
罪
情
勢
は
ど

の
よ
う
に
移
行
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
は
表
題
に
あ
る
「
地

域
社
会
の
安
全
、
安
心
を
い
か
に
し
て
守
る
か
」
に
つ
い
て
い
か
な

る
対
策
が
考
え
ら
れ
る
の
か
。
こ
れ
よ
り
後
に
述
べ
て
い
き
た
い
。

一　
日
本
に
お
け
る
刑
法
犯
の
認
知
、
検
挙
状
況

刑
法
犯
の
認
知
、
検
挙
数
の
推
移
に
つ
い
て
は
別
表
１
の
と
お

り
で
あ
る
。（
注
１
）。

先
ほ
ど
も
述
べ
た
と
お
り
、
平
成
一
四
年
の
刑
法
犯
認
知
件
数

に
あ
っ
て
は
戦
後
最
多
と
な
る
二
八
五
万
三
、七
三
九
件
で
あ
り
、

別表 1
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検
挙
率
に
あ
っ
て
も
、
昭
和
期
で
は
六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
前
後
を

キ
ー
プ
し
て
い
た
も
の
の
、
平
成
一
三
年
に
一
九
・
八
パ
ー
セ

ン
ト
と
戦
後
最
低
を
記
録
し
た
。
以
降
も
低
い
水
準
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
以
降
認
知
件
数
、
検
挙
率
と
も

に
回
復
の
一
途
を
辿
り
、
平
成
二
二
年
に
は
認
知
件
数

一
五
八
万
五
、八
五
六
件
、
検
挙
率
三
一
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
と

な
っ
た
。
こ
の
統
計
上
の
要
因
は
、
平
成
二
二
年
版
犯
罪
白
書

に
言
及
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
例
年
刑
法
犯
の
約
六
割
を
占

め
て
き
た
窃
盗
の
認
知
件
数
が
一
五
年
か
ら
毎
年
減
少
し
た
」

こ
と
が
大
き
な
要
因
で
あ
り
、
ま
た
、「
窃
盗
を
除
く
一
般
刑
法

犯
の
約
六
割
を
占
め
て
き
た
窃
盗
の
認
知
件
数
が
一
五
年
か

ら
毎
年
減
少
し
た
」
こ
と
が
大
き
な
要
因
で
あ
り
、ま
た
、「
窃

盗
を
除
く
一
般
刑
法
犯
の
認
知
件
数
も
一
六
年
ま
で
増
加
を

続
け
て
い
た
が
、
一
七
年
か
ら
二
一
年
ま
で
毎
年
減
少
し
て
い

る
」
こ
と
も
こ
れ
に
付
随
し
た
要
因
と
な
っ
て
い
る
（
注
２
）。

確
か
に
、
統
計
上
の
数
字
だ
け
を
見
る
と
、
窃
盗
の
認
知
件

数
は
平
成
二
一
年
に
約
一
三
〇
万
件
と
な
り
、
平
成
一
四
年

別表 2

（※）平成 22 年版犯罪白書のデータをもとに作成。
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と
比
し
て
一
〇
〇
万
件
以
上
の
減
少
と
な
っ
て
い
る
（
別
表
２
）。

ま
た
、
同
時
に
窃
盗
、
強
盗
、
恐
喝
、
詐
欺
、
横
領
及
び
占
有

離
脱
物
横
領
の
被
害
額
、
す
な
わ
ち
財
産
犯
に
お
け
る
被
害
額

は
平
成
二
二
年
中
は
約
一
、六
九
三
億
一
、七
〇
〇
万
円
と
、
前

年
よ
り
約
一
三
〇
億
八
、七
〇
〇
万
円
の
減
少
と
な
っ
て
お
り
、

こ
れ
も
平
成
一
四
年
の
約
三
、七
五
八
億
八
、一
〇
〇
万
円
と
比

べ
て
約
二
、〇
〇
〇
億
円
の
減
少
と
な
っ
て
い
る
（
別
表
３
）。

さ
ら
に
、
需
要
犯
罪
（
殺
人
、
強
盗
、
放
火
、
強
姦
、
略
取

誘
拐
・
人
身
売
買
及
び
強
制
わ
い
せ
つ
）
の
認
知
件
数
に
つ
い

て
は
、平
成
一
一
年
か
ら
一
五
年
に
か
け
て
（
放
火
、略
取
誘
拐
・

人
身
売
買
に
関
し
て
は
一
六
年
に
か
け
て
）
急
増
し
、
一
五
年

に
は
二
万
三
、九
七
一
件
と
な
っ
た
も
の
の
、
そ
れ
以
降
は
減
少

に
転
じ
、
平
成
二
二
年
に
は
一
万
四
、七
八
八
件
と
な
っ
た
。
検

挙
率
に
つ
い
て
は
、
二
二
年
中
は
六
二
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
と
前
年

よ
り
一
・
七
ポ
イ
ン
ト
の
低
下
と
な
っ
た
が
、
平
成
一
九
年
以
降

の
六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
超
え
を
依
然
維
持
し
て
い
る
（
別
表
４
）。

同
様
に
、
街
頭
犯
罪
、
侵
入
犯
罪
（
侵
入
強
盗
、
侵
入
窃
盗
、

別表 3

（※）平成 22 年版警察白書のデータをもとに作成。
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住
居
侵
入
）
に
つ
い
て
、
平
成
二
二
年
中
の
そ
れ
ぞ
れ
の
認
知

化
数
は
七
万
一
、七
八
五
件
、
一
万
三
、九
八
四
件
の
減
少
と
な
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
街
頭
に
お
け
る
強
制
わ
い
せ
つ
や
略
取
誘

拐
の
認
知
件
数
は
平
成
二
二
年
中
、
そ
れ
ぞ
れ
四
、二
四
五
件
、

一
二
一
件
と
な
り
、
前
年
比
二
五
一
件
、
一
九
件
の
増
加
と
な
っ

て
い
る
た
め
、依
然
予
断
の
許
さ
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。（
別

表
５
）。

以
上
の
こ
と
に
よ
り
、
日
本
の
刑
法
犯
の
認
知
件
数
に
つ
い

て
は
、概
し
て
減
少
傾
向
に
あ
り
、検
挙
率
は
昭
和
期
に
比
べ
低

調
で
あ
る
と
い
っ
て
い
い
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て

日
本
が
安
全
で
安
心
な
社
会
に
な
っ
た
と
い
え
る
の
だ
ろ
う
か
。

二　
わ
が
国
の
治
安
に
対
す
る
評
価

㈠　

治
安
に
対
す
る
評
価
と
要
因
―
犯
罪
白
書
の
視
点
か
ら

本
論
の
冒
頭
で
述
べ
た
と
お
り
、
平
成
一
四
年
に
刑
法
犯
の

認
知
件
数
は
戦
後
最
悪
と
な
り
、
日
本
の
安
全
は
崩
壊
し
た
。

別表 4

（※）平成 22 年版警察白書のデータをもとに作成。
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で
は
、
そ
れ
ま
で
日
本
の
安
全
を
支
え
て
き
た
基
盤
と
は
何
な
の
か
。

昭
和
五
四
年
版
犯
罪
白
書
で
は
、「
家
族
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
企
業
な
ど
の
強
い
連
帯
性
・
団
結
性
・
集
団
性
・
組
織
性

や
古
い
文
化
的
伝
統
か
ら
生
ま
れ
た
恥
と
名
誉
を
重
ん
じ
る
精
神
等
の
固
有
の
理
論
か
ら
生
ず
る
非
公
式
な
社
会
統
制
の
強

い
力
」、「
警
察
の
高
い
捜
査
能
力
」、「
検
察
の
起
訴
独
占
・
便
宜
主
義
の
適
性
柔
軟
な
運
用
」、「
裁
判
に
お
け
る
実
態
真
実

主
義
と
当
事
者
主
義
の
統
合
」、「
矯
正
に
お
け
る
規
律
と
教
育
の
調
和
」、「
更
生
保
護
に
お
け
る
大
幅
な
公
衆
参
加
等
の
公

式
社
会
統
制
と
し
て
の
刑
事
司
法
の
統
一
性
と
効
率
性
等
」
な
ど
と
そ
の
要
因
に
つ
い
て
記
載
し
て
い
る
。
こ
の
他
に
「
地

域
住
民
の
安
全
確
保
を
第
一
に
、
交
番
を
拠
点
に
市
民
と
の
連
携
を
深
め
て
き
た
永
年
の
警
察
活
動
の
結
果
と
し
て
、
市
民

協
力
度
が
高
い
こ
と
」（
注
３
）
や
近
年
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
警
察
に
頼
っ
て
い
た
犯
罪
抑
止
と
い
う
課
題
を
多
く
の

人
が
別
の
形
で
担
う
よ
う
に
な
り
、
よ
っ
て
、
警
察
に
よ
る
犯
罪
抑
止
か
ら
、
多
様
な
人
た
ち
に
よ
る
複
合
的
な
犯
罪
抑
止

に
大
き
な
転
換
が
あ
っ
た
と
の
見
方
も
あ
る
。

ま
た
、平
成
元
年
版
犯
罪
白
書
の
「
昭
和
の
刑
事
政
策
」
で
は
、「
犯
罪
が
少
な
い
理
由
と
し
て
、遵
法
精
神
に
富
む
国
民
性
、

経
済
的
な
発
展
、
低
失
業
率
、
教
育
の
高
水
準
、
地
域
社
会
の
非
公
式
な
統
制
の
存
在
、
島
国
で
あ
る
地
理
的
条
件
、
刑
事

司
法
運
営
に
対
す
る
民
間
の
協
力
、
銃
砲
刀
剣
や
薬
物
の
厳
重
な
取
締
、
高
い
検
挙
率
で
示
さ
れ
る
効
果
的
な
警
察
活
動
及

び
刑
事
司
法
機
関
の
適
性
か
つ
効
果
的
な
機
能
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。」
と
総
括
し
て
い
る
。

よ
っ
て
、
治
安
の
悪
化
の
要
因
は
以
上
列
挙
し
た
も
の
の
裏
返
し
で
あ
り
、
こ
れ
ら
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
を
意
味
し

て
い
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
平
成
一
四
年
版
犯
罪
白
書
の
は
し
が
き
で
は
、「
犯
罪
の
原
因
は
一
概
に
述
べ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
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社
会
環
境
の
変
化
、
経
済
情
勢
や
国
際
化
の
影
響
等
様
々
な
要
因
が
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
、
昭

和
末
期
か
ら
平
成
初
期
の
い
わ
ゆ
る
バ
ブ
ル
経
済
が
崩
壊
し
て
以
来
、
十
有
余
年
の
長
期
に
渡
っ
て
経
済
不
況
が
続
き
、
こ

の
間
、
大
企
業
の
倒
産
、
金
融
機
関
の
破
綻
、
リ
ス
ト
ラ
の
強
化
、
完
全
失
業
率
の
上
昇
等
、
高
度
経
済
成
長
時
代
に
は
想

像
す
ら
で
き
な
か
っ
た
事
象
が
出
現
し
た
。
最
近
の
我
が
国
の
犯
罪
情
勢
に
は
、こ
う
し
た
社
会
・
経
済
状
況
が
深
く
関
わ
っ

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。」
と
述
べ
、「
犯
罪
現
象
が
全
国
に
核
散
さ
れ
る
な
ど
犯
罪
に
お
け
る
地
域
性
が
希
薄
に
な
り
つ
つ
あ

る
上
、
犯
罪
を
起
こ
す
者
も
前
科
・
前
歴
の
な
い
一
般
市
民
に
ま
で
拡
大
し
つ
つ
あ
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
る
。
そ
の
背
景
の

一
つ
と
し
て
、
家
庭
・
学
校
に
お
け
る
教
育
機
能
の
低
下
、
社
会
の
規
範
意
識
の
希
薄
化
、
我
が
国
お
い
て
伝
統
的
に
犯
罪

を
抑
止
す
る
要
因
と
機
能
し
て
き
た
地
域
社
会
の
連
帯
機
能
の
低
下
等
が
指
摘
で
き
よ
う
。」
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
他
、

平
成
一
六
年
版
警
察
白
書
の
「
特
集
に
当
た
っ
て
」
に
は
、「
治
安
悪
化
の
一
因
に
規
範
意
識
の
低
下
や
住
民
相
互
の
人
間

関
係
の
希
薄
化
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
い
か
に
し
て
改
善
す
る
か
が
治
安
回
復
の
鍵
で
あ
る
と
の
認
識
も
一
般
的
に
な
り
つ
つ

あ
る
。」
と
い
う
記
述
が
見
ら
れ
、
犯
罪
情
勢
の
大
き
な
変
化
と
そ
れ
を
前
提
と
し
た
地
域
社
会
の
安
全
対
策
の
必
要
性
を

示
唆
し
て
い
る
。

㈡　

治
安
に
対
す
る
評
価
―
国
民
の
視
点
か
ら

国
民
が
治
安
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
評
価
を
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
、
し
ば
し
ば
「
体
感
治
安
」
と
い
う
言
葉
を
用
い

て
示
さ
れ
る
。「
体
感
治
安
」
と
は
、「
住
民
が
感
覚
的
に
感
じ
と
る
治
安
悪
化
の
状
況
で
あ
り
、
住
民
の
日
常
生
活
の
中
で
、

ど
の
程
度
の
不
安
を
感
じ
て
い
る
か
を
示
す
も
の
」（
注
４
）と
位
置
づ
け
ら
れ
、内
閣
府
は「
社
会
意
識
に
関
す
る
世
論
調
査
」
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別
表
５
　
主
な
街
頭
犯
罪
の
認
知
件
数
の
推
移

H
13

H
14

H
15

H
16

H
17

H
18

H
19

H
20

H
21

H
22

路
上
強
盗

2,509
2,888

2,955
2,695

2,192
1,759

1,537
1,437

1,366
1,221

ひ
っ
た
く
り

50,838
52,919

46,354
39,399

32,017
26,828

23,687
19,145

19,036
14,559

強
姦
（
街
頭
）

806
869

832
732

663
612

495
513

408
349

強
制
わ
い
せ
つ（
街
頭
）

5,786
5,915

6,145
5,510

5,254
5,131

4,640
4,261

3,994
4,245

略
取
誘
拐
（
街
頭
）

179
175

213
237

199
126

134
97

102
121

暴
行
（
街
頭
）

11,352
12,814

14,477
15,319

16,332
18,816

18,993
18,306

16,950
16,358

傷
害
（
街
頭
）

19,400
20,465

20,098
19,218

17,961
17,373

15,665
14,118

12,964
12,602

恐
喝
（
街
頭
）

13,856
12,514

11,089
8,534

6,346
4,690

4,042
3,466

3,055
2,836

自
動
車
盗

63,275
62,673

64,223
58,737

46,728
36,058

31,790
27,515

25,815
23,775

オ
ー
ト
バ
イ
盗

242,517
198,642

154,979
126,717

104,155
93,294

83,028
80,354

82,116
73,491

自
転
車
盗

521,801
514,120

476,589
444,268

406,104
388,463

395,344
393,462

389,476
367,509

車
上
ね
ら
い

432,140
443,298

414,819
328,921

256,594
205,744

168,129
154,836

143,863
123,512

部
品
ね
ら
い

129,380
128,539

120,726
112,161

103,772
88,739

78,016
75,423

75,361
67,307

自
販
機
ね
ら
い

170,470
174,718

147,878
112,965

88,180
55,981

50,846
38,477

26,686
21,522

合
計
（
件
）

1,664,309
1,630,549

1,481,377
1,275,413

1,086,497
943,614

876,346
831,410

801,192
729,407

（
※
）
平
成
23
年
版
警
察
白
書
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
作
成
。
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（
別
表
６
）
の
中
で
こ
の
体
感
治
安
の
割
合
と
推
移
を
調
査
し
て

い
る
。

別
表
５
に
示
し
た
表
を
見
た
と
こ
ろ
、
平
成
二
二
年
で
「
悪

い
方
向
に
向
か
っ
て
い
る
分
野
」
に
お
い
て
「
治
安
」
と
回
答

し
た
者
の
割
合
は
二
五
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
お
り
、
前

年
の
三
二
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
最
も
悪
か
っ
た
平
成
一
七
年
の

四
七
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
と
比
較
し
て
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
こ
と

が
伺
え
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
で
興
味
深
い
こ
と
は
、
必
ず
し
も
日

本
に
お
け
る
刑
法
犯
認
知
件
数
の
増
加
と
体
感
治
安
は
平
成

一
七
年
を
ピ
ー
ク
と
し
て
、
平
成
一
〇
年
の
一
八
・
八
パ
ー
セ
ン

ト
と
比
較
し
て
、
依
然
高
い
水
準
に
あ
る
と
い
え
る
。
な
お
、

平
成
二
三
年
一
月
二
九
日
に
内
閣
府
が
発
表
し
た
「
少
年
非
行

に
関
す
る
世
論
調
査
」
に
よ
る
と
、
現
実
に
は
五
年
前
よ
り
も

少
年
非
行
が
減
少
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
犯
罪
及
び
喫
煙
、

飲
酒
等
の
不
良
行
為
を
含
め
た
非
行
が
増
加
し
て
い
る
と
誤
認

し
て
い
る
回
答
者
が
約
七
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
の
ぼ
り
、
減
っ
て

別表 6

（※）内閣府「社会意識に関する世論調査」のデータをもとに作成。
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い
る
と
回
答
し
た
人
は
約
三
パ
ー
セ
ン
ト
に
と
ど
ま
っ
た
こ
と
が
解
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
矛
盾
が
生
じ
る
原
因
に
つ
い
て
は
、
既
に
い
く
つ
か
の
先
行
研
究
が
あ
る
が
、
や
は
り
、
マ
ス
コ
ミ
に
よ

る
報
道
が
一
つ
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
浜
井
浩
一
は
、
朝
日
新
聞
の
「
犯
罪
急
増
、
検
挙
率
は
急
落
」

（
二
〇
〇
一
・
七
・
二
二
）、
読
売
新
聞
の
「
重
要
犯
検
挙
率
、
急
落
五
四
パ
ー
セ
ン
ト
」（
二
〇
〇
一
・
八
・
三
）
等
の
記
事
を

挙
げ
て
、
こ
れ
が
人
に
警
察
等
の
刑
事
司
法
機
関
が
増
加
す
る
犯
罪
に
対
応
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
印
象
を
与
え
、
さ
ら

に
犯
罪
状
況
の
悪
化
し
て
い
る
印
象
を
持
た
せ
る
根
拠
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
（
注
５
）。
ま
た
、
平
成

一
六
年
に
は
長
崎
佐
世
保
小
六
女
児
同
級
生
殺
害
事
件
、
奈
良
小
一
女
児
殺
害
事
件
、
平
成
一
七
年
に
は
広
島
小
一
女
児
殺

害
事
件
、
宇
治
学
習
塾
小
六
女
児
殺
害
事
件
、
平
成
一
八
年
に
は
滋
賀
県
長
浜
市
園
児
殺
害
事
件
、
秋
田
児
童
連
続
殺
害
事

件
な
ど
社
会
的
弱
者
を
対
象
と
し
た
事
件
が
頻
発
し
、
こ
れ
を
連
日
取
り
上
げ
た
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
国
民
へ
の
影
響
は

大
き
い
。
そ
し
て
、
先
に
挙
げ
た
少
年
非
行
に
関
し
て
、
ど
の
よ
う
な
社
会
環
境
が
問
題
だ
と
思
う
か
に
つ
い
て
は
、「
携

帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
り
、
簡
単
に
見
知
ら
ぬ
者
と
出
会
え
る
環
境
に
あ
る
」
を
挙
げ
た
者
の
割
合
が

六
三
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
と
最
も
高
く
、「
携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
り
、
簡
単
に
暴
力
や
性
、
自
殺
に
関
す

る
情
報
を
手
に
入
れ
ら
れ
る
」（
四
七
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
）、「
簡
単
に
暴
力
や
性
に
関
す
る
情
報
を
扱
っ
た
ビ
デ
オ
・
出
版
物

を
手
に
い
れ
る
」（
四
三
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
）、「
カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
、
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
な
ど

が
深
夜
ま
で
営
業
し
て
い
る
」（
四
〇
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
）、「
携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
り
、
少
年
の
交
友

関
係
や
行
動
が
把
握
し
に
く
く
な
っ
て
い
る
」（
三
八
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
）
を
挙
げ
て
お
り
、
こ
う
し
た
誤
認
が
起
き
た
要
因

と
し
て
は
以
上
挙
げ
た
社
会
的
風
潮
及
び
そ
れ
を
取
り
上
げ
る
テ
レ
ビ
、
新
聞
等
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
影
響
が
非
常
に
大
き
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い
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
現
実
と
の
差
異
は
あ
る
も
の
の
、
依
然
と
し
て
言
え
る
の
は
、
体
感
治
安
は
未
だ
回
復

さ
れ
て
は
い
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
で
は
、
こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
て
、
い
か
に
し
て
地
域
社
会
の
安
全
を
守
っ
て
い
く

の
か
。
次
に
述
べ
て
い
こ
う
と
思
う
。

三　
地
域
社
会
の
安
全
を
い
か
に
し
て
守
る
か
―
理
論
と
実
践

㈠　

導
入
と
し
て
―
マ
ズ
ロ
ー
の
階
層
説
か
ら

ア
メ
リ
カ
の
心
理
学
者
マ
ズ
ロ
ー
は
、「
人
間
は
自
己
実
現
に
向
か
っ
て
絶
え
ず
成
長
す
る
生
き
も
の
で
あ
る
」
と
仮
定

し
、
人
間
の
欲
求
を
五
段
階
の
階
層
で
理
論
化
し
た
。
こ
れ
は
階
層
説
と
も
呼
ば
れ
、
低
次
か
ら
「
生
理
的
欲
求
」、「
安
全

の
欲
求
」、「
所
属
と
愛
の
欲
求
（
社
会
的
欲
求
）」、「
承
認
の
欲
求
（
自
尊
の
欲
求
）」、「
自
己
実
現
の
欲
求
」
に
分
類
さ
れ

る
。
人
間
は
満
た
さ
れ
な
い
欲
求
が
あ
る
と
、
そ
れ
を
満
た
そ
う
と
行
動
す
る
。
そ
の
上
で
欲
求
に
は
優
先
度
が
あ
り
、
低

次
の
欲
求
が
満
た
さ
れ
る
こ
と
で
よ
り
高
次
の
欲
求
に
移
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
各
欲
求
に
つ

い
て
言
及
し
得
な
い
が
、「
安
全
の
欲
求
」
が
第
二
段
階
に
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ
が
満
た

さ
れ
な
け
れ
ば
、
自
己
実
現
の
段
階
、
す
な
わ
ち
個
人
が
自
己
の
内
に
潜
在
し
て
い
る
可
能
性
を
最
大
限
に
開
発
し
実
現
し

て
生
き
る
段
階
に
到
達
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
述
べ
る
導
入
と
し
て
提
起
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
何
よ

り
も
安
全
、
安
心
が
人
を
形
作
る
上
で
極
め
て
重
要
な
の
で
あ
る
。
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㈡　

防
犯
と
犯
罪
機
会
論

犯
罪
問
題
研
究
は
大
別
と
し
て
「
犯
罪
原
因
論
」
と
「
犯
罪
機
会
論
」
に
分
け
ら
れ
る
。
例
え
ば
、

あ
る
犯
罪
が
発
生
し
た
際
に
、
事
後
対
策
と
し
て
「
な
ぜ
そ
の
人
は
犯
罪
を
起
こ
し
た
の
か
」、「
ど

う
す
れ
ば
更
生
で
き
る
の
か
」
を
考
え
る
研
究
、
す
な
わ
ち
犯
罪
者
と
い
う
「
人
」
を
対
象
に
し
て

行
わ
れ
る
も
の
が
「
犯
罪
原
因
論
」
で
あ
り
、事
前
対
策
と
し
て
「
ど
う
す
れ
ば
犯
罪
に
あ
わ
な
い
か
」、

「
犯
罪
は
ど
の
よ
う
な
場
所
で
起
こ
る
の
か
」
と
い
っ
た
「
機
会
や
場
所
」
を
考
え
る
研
究
が
「
犯
罪

機
会
論
」
で
あ
る
。
当
然
な
が
ら
、
犯
罪
者
は
見
つ
か
り
に
く
く
、
逃
げ
や
す
い
場
所
を
選
ん
で
実

行
に
移
す
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
後
者
は
そ
う
し
た
犯
罪
が
起
こ
り
や
す
い
場
所
を
事
前
に
把

握
し
、
犯
行
に
都
合
の
悪
い
状
況
に
つ
く
り
か
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
犯
罪
は
防
げ
る
で
あ
ろ
う

こ
と
を
前
提
と
し
た
学
問
で
あ
る
。

で
は
、
ど
の
よ
う
な
要
素
が
あ
れ
ば
、
犯
行
に
都
合
の
悪
い
状
況
を
生
み
、
犯
罪
の
機
会
を
減
ら

す
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
小
宮
信
夫
が
、
犯
罪
者
の
標
的
（
潜
在
的
な
被
害
者
・

被
害
物
）と
犯
行
の
場
所
に
分
け
て
別
表
７
の
よ
う
に
分
類
し
て
い
る（
注
６
）。
同
氏
に
よ
れ
ば
、「
抵

抗
性
」と
は
ハ
ー
ド
面
の
恒
常
性（
一
定
し
て
い
て
変
化
し
な
い
こ
と
）と
ソ
フ
ト
面
の
管
理
意
識（
望

ま
し
い
状
態
を
維
持
し
よ
う
と
思
う
こ
と
）
か
ら
成
り
、「
領
域
性
」
と
は
、ハ
ー
ド
面
の
区
画
性
（
区

切
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
）
と
ソ
フ
ト
面
の
縄
張
り
意
識
（
侵
入
は
許
さ
な
い
と
思
う
こ
と
）
か

別表 7　犯罪に強い 3要素
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ら
成
る
。「
監
視
性
」
と
は
、
犯
罪
者
の
行
動
を
把
握
で
き
る
こ
と
で
あ
り
、
ハ
ー
ド
面
の
視
認
性
（
自
然
な
視
線
が
確
保

さ
れ
て
い
る
こ
と
）
と
ソ
フ
ト
面
の
当
事
者
意
識
（
自
分
自
身
の
問
題
と
し
て
捉
え
る
こ
と
）
か
ら
成
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
「
抵
抗
性
」
に
つ
い
て
補
足
す
る
と
、
例
え
ば
、
自
転
車
を
ツ
ー
ロ
ッ
ク
に
す
る
こ
と
で
標
的
の
恒
常
性
が
高
ま

り
盗
ま
れ
に
く
く
な
る
が
、
一
方
で
鍵
を
し
忘
れ
る
な
ど
、
管
理
意
識
が
低
け
れ
ば
盗
ま
れ
る
可
能
性
が
高
ま
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
犯
罪
機
会
論
の
三
つ
の
要
素
を
土
台
と
し
た
取
り
組
み
は
既
に
一
九
八
〇
年
代
の
欧
米
諸
国
を
中
心
と
し
て

進
め
ら
れ
て
お
り
、
理
論
的
背
景
と
な
っ
た
も
の
に
は
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
と
ジ
ョ
ー
ジ
・
ケ
リ
ン
グ
が
提
唱
し

た
「
割
れ
窓
理
論
」
が
あ
る
。

割
れ
窓
理
論
と
は
、
街
の
建
物
の
窓
ガ
ラ
ス
が
割
れ
た
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
る
と
、
そ
の
街
や
地
区
が
十
分
な
管
理
下
に

置
か
れ
て
い
な
い
と
認
識
さ
れ
、
そ
う
し
た
雰
囲
気
が
犯
罪
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
割
れ

た
窓
を
修
復
す
る
こ
と
で
縄
張
り
意
識
を
高
め
、
心
理
的
な
視
線
を
得
る
こ
と
に
よ
り
、「
領
域
性
」
や
「
視
認
性
」
を
確

保
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
一
九
九
〇
年
代
後
半
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
、
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し
、
小
さ
な

犯
罪
も
許
さ
な
い
と
い
う
態
度
を
示
す
こ
と
で
、
地
区
の
治
安
悪
化
を
防
ご
う
と
い
う
「
不
寛
容
（
ゼ
ロ
・
ト
レ
ラ
ン
ス
）

政
策
」が
取
り
入
れ
ら
れ
、顕
著
な
効
果
を
得
ら
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
心
理
的
な
視
線
を
利
用
し
た
一
例
と
な
っ

て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
犯
罪
機
会
論
に
基
づ
い
た
実
践
に
お
い
て
は
、
人
的
な
支
援
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
効
果
が
あ

る
と
い
う
課
題
が
あ
る
。
警
察
が
犯
罪
を
取
り
締
ま
る
こ
と
に
よ
り
成
功
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
地
域
住
民
、
学
校
、
自
治
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体
等
が
警
察
と
連
携
し
て
、
そ
の
地
域
の
ど
こ
に
危
険
が
潜
ん
で
い
る
の
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
に
し
て
危
険
に
遭
わ
な
い
環

境
を
維
持
し
て
い
く
か
を
考
え
、
何
ら
か
の
ア
ク
シ
ョ
ン
を
お
こ
し
て
い
く
と
い
う
意
識
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

㈢　

地
域
安
全
マ
ッ
プ
づ
く
り
に
よ
る
実
践

近
年
、
子
ど
も
に
対
す
る
凶
悪
事
件
が
頻
発
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
先
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
こ
れ
を
背
景

と
し
て
「
地
域
安
全
マ
ッ
プ
」
を
小
学
校
な
ど
で
児
童
に
描
か
せ
る
活
動
が
全
国
で
起
き
て
い
る
。

「
地
域
安
全
マ
ッ
プ
づ
く
り
」
と
は
、
子
ど
も
た
ち
が
学
校
に
通
っ
た
り
、
遊
ん
だ
り
し
て
い
る
場
所
で
犯
罪
や
事
故
に

遭
い
や
す
い
危
険
な
箇
所
を
子
ど
も
た
ち
自
ら
に
発
見
さ
せ
、
そ
れ
を
も
と
に
地
図
を
作
成
さ
せ
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で

あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
対
象
は
子
ど
も
だ
け
で
な
く
高
齢
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
も
含
ま
れ
、
実
際
的
な
活
動
が
行
わ

れ
て
い
る
。

今
、
学
校
現
場
に
お
け
る
防
犯
指
導
に
つ
い
て
は
、
各
地
方
自
治
体
が
防
犯
ブ
ザ
ー
を
配
布
し
た
り
、
警
察
官
が
学
校
に

赴
き
護
身
術
教
室
を
開
催
し
た
り
、
教
職
員
対
象
の
さ
す
ま
た
訓
練
を
行
っ
た
り
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
先
に
見
た

犯
罪
機
会
論
に
よ
れ
ば
、「
抵
抗
性
」
の
み
が
高
め
ら
れ
る
活
動
で
あ
り
、
ひ
い
て
は
子
ど
も
た
ち
に
危
険
が
及
ん
で
か
ら

の
対
処
を
教
え
る
の
み
で
、
限
界
が
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
た
が
っ
て
、「
犯
罪
に
遭
わ
な
い
た
め
に
は
ど
う
す

れ
ば
い
い
の
か
」
と
い
う
危
機
回
避
能
力
を
高
め
る
安
全
マ
ッ
プ
づ
く
り
は
画
期
的
で
あ
り
先
進
的
な
活
動
で
あ
る
と
言
え

る
。私

自
身
、
以
前
こ
の
安
全
マ
ッ
プ
づ
く
り
の
指
導
員
と
し
て
学
校
に
赴
い
た
こ
と
が
あ
る
が
、
今
の
小
学
生
は
非
常
に
積
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極
的
で
あ
り
、「
入
り
や
す
く
て
見
え
に
く
い
場
所
」
を
探
す
よ
う
に
指
示
し
た
と
こ
ろ
、
非
常
に
熱
心
に
探
し
て
く
れ
た

こ
と
が
思
い
出
さ
れ
る
。
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
あ
る
交
差
点
や
竹
藪
の
中
、
空
き
家
と
な
っ
た
住
宅
な
ど
、
実
に
子
ど
も
の
視

点
か
ら
多
く
の
意
見
を
出
し
て
く
れ
、
大
人
の
私
が
驚
か
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
通
行
人
に
対
し
て
、「
何
処
か

危
険
な
場
所
は
な
い
か
」
と
尋
ね
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
子
ど
も
た
ち
が
行
っ
た
。
最
初
は
遠
慮
が
ち
に
緊
張
し
な
が
ら
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
で
あ
っ
た
が
、
次
第
に
慣
れ
て
き
た
の
か
、
自
分
か
ら
声
を
掛
け
て
い
る
姿
も
見
ら
れ
た
。
こ
こ
で
重
要
な
こ

と
は
「
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
で
あ
る
。

近
年
隣
人
の
名
前
も
顔
も
解
ら
な
い
と
い
っ
た
地
域
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
希
薄
化
が
叫
ば
れ
る
中
、
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
通
し
て
地
域
住
民
と
触
れ
合
う
な
か
で
、
地
域
へ
の
関
心
が
深
ま
り
、
自
分
を
守
っ
て
く
れ
る
大
人
が
大
勢
い
る

こ
と
に
気
付
く
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
地
域
を
愛
す
る
心
も
育
つ
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受

け
た
住
民
や
マ
ッ
プ
作
り
に
参
加
し
た
教
職
員
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
大
人
は
地
域
間
で
子
ど
も

を
守
っ
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
を
再
認
識
で
き
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

も
ち
ろ
ん
、
活
動
を
通
じ
て
の
課
題
点
も
い
く
つ
か
あ
る
。
ま
ず
は
学
校
側
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
問
題
で
あ
る
。
学
校
側

は
総
合
学
習
の
時
間
等
を
通
じ
て
マ
ッ
プ
づ
く
り
に
時
間
を
割
く
が
、
こ
の
時
間
が
確
保
で
き
な
け
れ
ば
実
行
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
主
催
者
側
と
学
校
側
の
調
整
を
密
に
す
る
こ
と
や
マ
ッ
プ
づ
く
り
の
主
旨
、
目
的
等
を
事
前
に
広
報
し
て
お
く

こ
と
が
課
題
と
な
り
、
さ
ら
に
、
継
続
し
て
マ
ッ
プ
づ
く
り
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
学
校
側
に
防
犯
意
識
を
啓
発
す
る
心
構

え
も
必
要
で
あ
る
。

次
に
、
指
導
員
の
確
保
の
問
題
で
あ
る
。
大
規
模
校
を
対
象
と
し
た
マ
ッ
プ
づ
く
り
で
は
、
こ
の
問
題
は
看
過
で
き
な
い
。
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通
常
五
〜
六
名
程
度
の
グ
ル
ー
プ
に
対
し
二
名
程
度
の
指
導
員
を
配
置
し
、
マ
ッ
プ
づ
く
り
の
補
助
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

に
伴
う
子
ど
も
た
ち
の
安
全
確
保
を
行
う
も
の
で
あ
る
が
、
一
学
年
に
つ
き
一
〇
〇
名
を
超
え
る
大
規
模
校
に
つ
い
て
は
、

計
算
上
四
〇
名
程
度
の
指
導
員
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
。
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
確
保
す
る
以
上
、
一
人
の
指
導
員
が
受

け
持
つ
子
ど
も
の
数
は
ゆ
と
り
を
も
っ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
教
職
員
や
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
、
そ
の
他
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
に
呼
び
か
け
、
協
力
し
て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

㈣　

積
極
的
な
情
報
提
供
活
動
の
推
進

上
記
の
「
安
全
マ
ッ
プ
づ
く
り
」
や
そ
の
他
防
犯
活
動
に
お
い
て
、
最
も
重
要
な
も
の
は
情
報
で
あ
る
。
い
つ
、
ど
こ
で
、

ど
の
よ
う
な
犯
罪
が
発
生
し
、
ど
の
よ
う
な
対
策
が
効
果
的
で
あ
る
の
か
を
地
域
住
民
が
正
確
に
把
握
し
て
い
な
け
れ
ば
防

犯
効
果
は
薄
い
。
し
た
が
っ
て
、
そ
う
し
た
犯
罪
に
関
す
る
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
を
警
察
組
織
は
積
極
的
に
提
供
し
、
ま
た

地
域
に
お
い
て
も
積
極
的
に
活
用
し
て
い
く
横
の
つ
な
が
り
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。
警
察
に
お
け
る
「
巡
回
連
絡
」
は
そ

の
一
例
で
あ
る
。

巡
回
連
絡
と
は
、
地
域
警
察
官
そ
れ
ぞ
れ
が
直
接
、
担
当
す
る
地
域
の
家
庭
、
事
業
所
等
を
訪
問
し
、
犯
罪
予
防
、
災
害
・

事
故
防
止
等
、
地
域
社
会
の
安
全
と
安
心
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項
の
指
導
や
連
絡
及
び
地
域
住
民
か
ら
の
意
見
、

要
望
等
の
聴
取
を
行
う
活
動
で
あ
る
。
確
か
に
、
犯
罪
発
生
場
所
の
情
報
は
、
地
域
に
よ
っ
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に

公
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
、
容
易
に
調
べ
る
こ
と
が
可
能
な
場
所
も
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
う
し
た
情
報
に
基
づ

い
た
正
確
な
防
犯
指
導
を
直
接
行
え
る
の
は
一
義
的
に
巡
回
し
た
警
察
官
で
あ
り
、
な
お
か
つ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
よ
う
な
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一
方
向
で
は
な
く
、
直
接
対
話
す
る
こ
と
に
よ
り
双
方
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
情
報
共
有
が
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
巡
回
連
絡
の
意
義
は
非
常
に
大
き
な
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
ま
た
、
交
番
・
駐
在
所
連
絡
協
議
会
を
通
じ
、
地
域
警

察
官
が
、
地
域
住
民
と
地
域
の
治
安
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
協
議
す
る
場
も
設
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
協
議
し
た
内

容
を
各
自
治
会
に
提
供
し
、
各
家
庭
に
回
覧
す
る
こ
と
で
、
末
端
に
ま
で
情
報
が
行
き
届
く
こ
と
に
な
り
、「
危
機
意
識
」、

「
防
犯
意
識
」を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
、地
域
警
察
官
は
定
期
的
に
広
報
紙
を
作
成
し
、

ま
た
即
時
的
に
交
番
速
報
等
を
作
成
し
て
、
各
家
庭
に
配
布
し
た
り
、
あ
る
い
は
駅
や
自
治
会
、
各
交
番
等
の
掲
示
板
に
掲

載
し
た
り
し
て
情
報
提
供
に
努
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
警
察
か
ら
地
域
へ
の
情
報
提
供
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
地
域

ぐ
る
み
の
防
犯
活
動
の
土
台
と
な
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

㈤　

地
域
活
動
と
し
て
の
非
行
防
止

さ
て
、「
安
全
マ
ッ
プ
づ
く
り
」
で
は
子
ど
も
た
ち
が
被
害
者
と
な
る
ケ
ー
ス
を
前
提
に
考
察
し
て
き
た
。
し
か
し
、
子

ど
も
た
ち
の
不
良
行
為
を
防
止
す
る
こ
と
も
、地
域
社
会
の
責
任
と
な
り
得
て
い
る
。
確
か
に
少
年
に
対
す
る
補
導
活
動
は
、

警
察
官
や
少
年
補
導
員
な
ど
が
専
門
的
知
識
を
持
っ
て
職
務
上
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
の
一
つ
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
を
地
域

の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
等
の
自
主
防
犯
団
体
と
連
携
し
て
行
う
こ
と
も
視
野
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
っ
と
も
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
隊
が
行
う
の
は
「
初
段
階
で
の
声
か
け
」
や
「
夜
間
の
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
」
で
あ
り
、
警
察
等
が
行
う
補
導
と

は
別
で
あ
る
。

例
え
ば
、
公
園
で
集
ま
っ
て
い
る
少
年
が
深
夜
煙
草
を
吸
っ
て
騒
い
で
い
た
と
す
る
。
こ
れ
を
み
た
通
行
人
の
大
人
は
誰
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も
注
意
せ
ず
、
見
咎
め
た
り
も
し
な
い
。
警
察
に
通
報
す
る
こ
と
も
し
な
い
。
こ
う
な
れ
ば
「
監
視
性
」
は
非
常
に
薄
い
も

の
と
な
り
、
だ
ん
だ
ん
と
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
、
悪
質
な
犯
罪
へ
と
進
ん
で
い
く
こ
と
と
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
一
人
の
大
人
が

複
数
の
少
年
と
向
き
合
う
の
は
難
し
い
か
も
し
れ
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
警
察
や
家
庭
、
学
校
、
あ
る
い
は
企
業
等
の
組
織

と
し
て
対
応
し
、
多
く
の
目
で
少
年
の
非
行
を
防
止
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
幸
い
な
こ
と
に
、
全
国
的

に
多
く
の
自
主
防
犯
団
体
が
結
成
さ
れ
て
い
る
。

各
自
治
会
に
お
け
る
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
や
平
成
一
六
年
に
埼
玉
県
内
の
大
学
生
と
少
年
補
導
員
・
少
年
指
導
委
員
で

結
成
さ
れ
た
少
年
非
行
防
止
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
注
７
）。
平
成
一
七
年
に
は
神
奈
川
県
警
が
民
間
警
備
会
社
に
業
務
委
託
し

て
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
を
行
わ
せ
る
と
い
う
取
り
組
み
も
あ
っ
た
（
注
８
）。
ま
た
、
平
成
一
六
年
に
秋
田
県
警
で
は
、
県
内

二
四
時
間
営
業
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
二
五
七
店
舗
の
店
長
を
「
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
・
チ
ー
フ
サ
ポ
ー
タ
ー
」

に
委
嘱
し
て
、
店
舗
に
集
ま
る
少
年
へ
の
声
か
け
等
を
行
い
、
自
主
的
に
少
年
の
非
行
防
止
と
健
全
育
成
に
取
り
組
む
と
い

う
活
動
も
あ
る
（
注
９
）。
こ
の
よ
う
に
、
少
年
の
非
行
防
止
を
地
域
社
会
全
体
の
課
題
と
し
て
共
有
し
、
多
く
の
目
で
少

年
た
ち
を
見
守
り
、
あ
る
い
は
声
を
か
け
て
間
違
い
を
正
し
て
い
く
活
動
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
少
年
の

非
行
防
止
は
地
域
社
会
全
体
が
取
り
組
む
べ
き
課
題
な
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

本
論
で
は
、
わ
が
国
に
お
け
る
犯
罪
情
勢
を
は
じ
め
と
し
て
、
そ
れ
に
対
す
る
評
価
を
述
べ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
現
実
で
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は
犯
罪
が
減
少
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
体
感
治
安
」
が
改
善
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

ま
た
、
地
域
社
会
を
い
か
に
し
て
守
る
か
に
つ
い
て
は
、
犯
罪
機
会
論
に
基
づ
い
た
「
安
全
マ
ッ
プ
づ
く
り
」、
警
察
に

よ
る
犯
罪
等
の
情
報
提
供
、
少
年
非
行
の
防
止
の
三
点
か
ら
考
察
し
た
。

以
上
の
こ
と
か
ら
確
実
に
言
え
る
こ
と
は
、「
地
域
社
会
に
お
け
る
安
全
、
安
心
を
守
る
の
は
地
域
社
会
全
体
の
課
題
で

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
連
携
協
力
し
て
取
り
組
ま
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
犯
罪
に
遭
い
に
く
い
地
域
社
会
を
構

築
す
る
た
め
に
は
、
多
く
の
目
を
も
っ
て
不
審
者
を
監
視
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
前
提
と
し
て
犯
罪
に
関
す
る
正
確
な
情

報
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

《
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日
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わ
が
町
の
防
犯
に
つ
い
て

主
婦渡

辺　

昭
子
（
49
）

一　
地
域
の
安
全
を
守
る
た
め
の
カ
ギ
は
町
会
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

地
域
の
防
犯
が
守
れ
な
い
要
因
の
ひ
と
つ
に
、
社
会
全
体
の
人
間
関
係
の
希
薄
さ
が
あ
げ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

隣
に
住
ん
で
い
る
人
が
何
を
し
て
い
よ
う
と
自
分
に
被
害
が
及
ば
な
け
れ
ば
関
係
な
い
と
す
る
、
社
会
へ
の
無
関
心
さ
が

犯
罪
を
増
加
さ
せ
る
一
因
に
な
っ
て
い
る
と
思
う
の
で
す
。
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人
が
自
分
の
周
り
に
い
る
人
間
に
も
う
少
し
注
意
を
払
う
だ
け
で
、
何
か
お
か
し
い
変
だ
と
感
じ
た
こ
と
に
目
を
背
け
な

け
れ
ば
、
犯
罪
は
多
少
は
食
い
止
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

そ
う
い
う
意
味
で
も
、
地
域
の
人
々
の
交
流
こ
そ
、
防
犯
を
強
化
す
る
も
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
そ
の
交
流
の
た
め
に
は
、
町
会
と
い
う
小
さ
な
単
位
で
交
流
す
る
こ
と
が
、
地
域
の
隅
々
ま
で
把
握
す
る
上
で
も

望
ま
し
い
と
思
い
ま
す
。

町
民
の
交
流
の
た
め
に
は
、
町
会
で
い
ろ
い
ろ
な
催
し
を
企
画
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
例
え
ば
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
の
よ

う
な
催
し
に
し
て
も
い
い
と
思
い
ま
す
。

地
域
を
活
性
化
し
、
住
民
の
交
流
を
深
め
、
町
を
楽
し
く
す
る
こ
と
が
、
地
域
を
健
康
に
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
思
い

ま
す
。

町
会
で
多
額
の
寄
付
を
し
て
下
さ
る
方
が
い
る
場
合
な
ど
は
、
音
楽
家
を
招
き
、
ご
近
所
の
人
た
ち
と
一
流
の
音
楽
に
耳

を
傾
け
る
の
も
い
い
と
思
い
ま
す
。

で
も
多
く
の
場
合
、
そ
の
資
金
を
捻
出
す
る
の
は
難
し
い
の
で
、
わ
が
町
の
中
の
音
楽
家
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
的
に
活
躍
し

て
も
ら
う
の
も
い
い
と
思
い
ま
す
。

ひ
と
つ
の
小
さ
な
町
に
も
、
大
人
で
あ
れ
子
ど
も
で
あ
れ
、
ピ
ア
ノ
や
民
謡
、
エ
レ
キ
ギ
タ
ー
、
ダ
ン
ス
な
ど
人
材
は
揃

う
も
の
で
す
。

地
域
の
交
流
が
深
ま
れ
ば
、
互
い
に
守
り
あ
っ
て
い
く
意
識
が
高
ま
り
、
防
犯
も
強
化
さ
れ
、
災
害
時
に
も
力
を
発
揮
し

ま
す
。
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ま
た
、
音
楽
や
あ
る
い
は
芸
術
展
な
ど
の
企
画
は
、
地
域
の
交
流
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
人
間
の
ス
ト
レ
ス
を
軽
減
す

る
と
私
は
思
い
ま
す
。

現
代
は
ス
ト
レ
ス
社
会
だ
と
思
い
ま
す
。
経
済
の
悪
化
や
放
射
能
の
問
題
、余
震
続
き
の
日
本
の
現
状
ひ
と
つ
と
っ
て
も
、

ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
な
い
人
は
い
な
い
で
し
ょ
う
。

ど
う
い
う
ス
ト
レ
ス
で
あ
れ
、
こ
の
ス
ト
レ
ス
と
い
う
こ
と
が
犯
罪
を
引
き
起
こ
す
要
因
に
な
っ
て
い
る
と
私
は
考
え
て

い
ま
す
。

つ
ま
り
は
、
マ
グ
マ
が
溜
ま
り
き
っ
て
噴
火
す
る
火
山
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。

万
引
き
な
ど
の
犯
罪
の
理
由
に
、
よ
く
出
来
心
と
い
う
言
葉
を
耳
に
し
ま
す
。
で
も
そ
れ
も
ス
ト
レ
ス
が
無
意
識
に
生
み

出
し
た
行
動
と
私
は
考
え
ま
す
。

生
き
て
い
る
か
ぎ
り
、
人
は
ス
ト
レ
ス
に
さ
ら
さ
れ
ま
す
。
で
す
が
知
恵
を
し
ぼ
り
、
そ
の
ス
ト
レ
ス
を
軽
減
す
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
同
時
に
犯
罪
も
減
少
し
て
い
く
と
私
は
思
い
ま
す
。

例
え
ば
温
泉
に
浸
か
れ
ば
誰
も
が
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
、
心
地
よ
く
な
り
ま
す
。
そ
の
一
瞬
の
心
地
よ
さ
の
中
に
悪
事
を
考
え

る
人
は
少
な
い
と
思
う
の
で
す
。

い
か
に
し
た
ら
こ
の
心
地
よ
さ
を
生
み
出
し
て
い
け
る
か
と
考
え
る
と
、
私
は
芸
術
文
化
の
力
、
音
楽
の
中
に
計
り
知
れ

な
い
力
が
あ
る
と
思
う
の
で
す
。

犯
罪
と
は
、
人
が
人
ら
し
さ
を
取
り
戻
し
た
時
に
減
少
し
て
い
く
と
私
は
思
い
ま
す
。
凶
悪
な
犯
罪
者
で
も
心
の
底
に
歌

を
慕
う
心
を
持
っ
て
い
る
も
の
で
し
ょ
う
。
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人
間
性
と
い
う
も
の
が
す
べ
て
破
壊
さ
れ
て
い
る
犯
罪
者
は
、
ご
く
わ
ず
か
だ
と
思
う
の
で
す
。

町
会
な
ど
が
中
心
と
な
っ
て
、
人
間
性
啓
発
の
た
め
の
活
動
を
強
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
間
を
善
の
方
向
へ
向
か
わ

し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
町
に
は
騒
音
を
撒
き
散
ら
す
暴
走
族
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
地
域
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

例
え
ば
、
暴
走
族
の
若
者
は
、
は
で
な
音
楽
を
鳴
ら
し
、
気
持
ち
よ
く
走
る
わ
け
で
す
。

体
に
は
発
散
で
き
な
い
力
が
み
な
ぎ
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
そ
れ
ら
の
若
者
に
ス
テ
ー
ジ
を
提
供
し
、
野
外
の
音
楽
会
場
な
ど
に
、
若
者
を
集
め
、
音
楽
フ
ィ
ス
テ
ィ
バ
ル

の
よ
う
な
催
し
を
行
い
、
が
ん
が
ん
の
演
奏
を
さ
せ
て
は
ど
う
か
と
思
い
ま
す
。
例
え
そ
れ
が
、
ロ
ッ
ク
で
あ
っ
て
も
音
楽

自
体
に
は
何
の
罪
も
あ
り
ま
せ
ん
。
と
て
も
健
康
的
で
あ
る
と
思
う
の
で
す
。
音
楽
と
い
う
枠
の
中
に
浸
り
、
そ
の
町
を
守

り
た
い
と
い
う
感
情
を
起
こ
さ
せ
る
の
で
す
。
そ
の
中
か
ら
優
者
が
育
ち
、
プ
ロ
に
な
っ
て
活
躍
す
る
者
も
出
て
く
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

こ
う
い
う
場
を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
、
ス
ト
レ
ス
の
発
散
効
果
を
狙
い
、
ひ
と
こ
と
犯
罪
の
な
い
社
会
を
訴
え
て
い
く
の

で
す
。

若
者
は
そ
の
舞
台
に
立
つ
た
め
に
練
習
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

今
ま
で
居
場
所
の
な
か
っ
た
若
者
に
、
町
で
煙
た
が
ら
れ
て
い
た
若
者
に
、
騒
音
と
い
う
犯
罪
を
起
こ
し
て
い
る
若
者
に

こ
そ
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
る
こ
と
が
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
。
思
い
っ
き
り
大
声
を
出
さ
せ
る
場
所
を
提
供
す
る
だ
け

で
、
暴
走
族
は
減
る
と
思
い
ま
す
。
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ま
た
、
社
会
が
彼
ら
を
暖
か
く
迎
え
れ
ば
、
社
会
に
反
逆
す
る
行
為
を
犯
さ
な
く
な
る
と
私
は
思
い
ま
す
。

学
校
に
相
手
に
さ
れ
な
い
子
ど
も
た
ち
を
優
し
く
迎
え
て
く
れ
た
の
が
、
悪
い
道
に
行
く
人
た
ち
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
は

実
例
と
し
て
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
に
悪
の
道
に
行
か
せ
な
い
た
め
に
は
、
子
ど
も
た
ち
の
心
の
隙
間
を
埋
め
て
あ
げ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
町
会
で
は
子
ど
も
の
絵
画
展
な
ど
も
積
極
的
に
行
い
、
幼
い
う
ち
か
ら
町
民
で
あ
る
と
い
う
意
識
を
も
た
せ
、
町

で
子
ど
も
た
ち
を
の
び
の
び
と
育
て
て
ゆ
く
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

一
見
し
て
文
化
と
防
犯
と
は
結
び
つ
か
な
い
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
人
間
の
精
神
の
改
革
こ
そ
、
平
和
な
社
会
の
構
築
の

近
道
に
な
る
と
思
う
の
で
す
。

大
人
中
心
の
町
会
を
若
者
中
心
に
し
、
若
い
力
で
知
恵
を
出
し
て
も
ら
う
こ
と
も
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
わ
が
町
か
ら
犯
罪
者
を
出
さ
な
い
、
犯
罪
を
起
こ
さ
せ
な
い
と
い
う
こ
と
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
町
会
の
中
の
防
犯

部
が
、
役
所
や
警
察
と
密
に
連
携
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

定
期
的
に
連
絡
、
会
合
を
持
ち
、
地
域
の
現
状
を
伝
え
、
わ
が
町
を
守
る
の
で
す
。

町
会
は
ど
の
時
間
、
ど
の
道
が
特
に
犯
罪
が
起
こ
り
や
す
い
の
か
、
ひ
っ
た
く
り
が
多
発
し
て
い
る
地
域
、
空
き
巣
が
多

発
し
て
い
る
地
域
、
今
月
は
わ
が
町
で
何
台
自
転
車
が
盗
難
に
あ
っ
た
の
か
な
ど
、
犯
罪
の
特
徴
を
町
民
に
知
る
権
利
と
し

て
回
覧
板
や
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
な
ど
の
放
送
で
、
伝
え
て
ゆ
く
と
い
い
と
思
い
ま
す
。

そ
う
す
れ
ば
住
民
の
防
犯
意
識
を
高
め
て
ゆ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
た
め
に
警
察
の
方
で
も
、
差
し
支
え
の
な
い
犯
罪
に
関
し
て
は
、
町
会
の
方
に
連
絡
を
い
れ
、
町
会
の
方
で
も
警
察
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が
認
識
し
て
い
な
い
情
報
を
伝
え
て
ゆ
く
と
よ
い
と
思
う
の
で
す
。

ひ
っ
た
く
り
な
ど
の
場
合
、
被
害
届
を
出
さ
な
い
場
合
も
あ
る
わ
け
で
す
。

そ
う
す
る
と
、
ま
す
ま
す
被
害
は
拡
大
し
て
い
き
ま
す
。

で
す
か
ら
回
覧
板
な
ど
に
被
害
を
見
か
け
た
人
、
被
害
に
あ
っ
た
人
な
ど
は
、
気
軽
に
無
記
名
で
記
入
し
、
地
域
で
の
犯

罪
を
示
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
町
会
は
そ
れ
を
役
所
な
ど
に
伝
え
れ
ば
い
い
わ
け
で
、
役
所
は
警
察
に
報
告
し
、
そ
れ
だ
け

で
連
携
的
な
と
て
も
効
果
が
高
い
防
犯
記
録
が
出
る
と
思
い
ま
す
。

役
所
の
中
に
も
町
会
と
の
連
携
の
防
犯
部
を
設
置
し
、
す
べ
て
の
企
画
に
目
を
通
し
、
町
会
費
で
ま
か
な
え
な
い
と
判
断

し
た
も
の
に
対
し
て
は
、
市
区
町
村
の
ホ
ー
ル
の
無
料
貸
し
出
し
の
許
可
な
ど
協
力
し
て
い
く
べ
き
で
す
。

今
ま
で
は
犯
罪
と
い
う
部
類
に
入
ら
な
け
れ
ば
、
家
庭
内
暴
力
、
放
火
な
ど
の
証
拠
の
な
い
噂
話
な
ど
、
報
告
す
る
ほ
ど

で
も
な
い
町
の
異
変
に
耳
を
傾
け
て
く
れ
る
所
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

で
す
か
ら
、
定
期
的
な
町
民
と
警
察
、
役
所
の
会
議
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
の
で
す
。

二　
次
に
、
地
域
の
防
犯
に
は
、
私
服
警
官
の
巡
回
が
効
果
が
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

よ
く
見
か
け
る
光
景
で
す
が
、
白
バ
イ
が
一
台
道
路
に
い
る
だ
け
で
、
多
く
の
車
が
制
限
速
度
を
キ
チ
ン
と
守
っ
て
走
り

ま
す
。

も
し
、
警
察
官
が
町
の
至
る
所
に
立
っ
て
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、
多
く
の
事
故
や
犯
罪
は
起
こ
ら
な
く
な
る
も
の
と
思
い
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ま
す
。

で
す
か
ら
制
服
を
着
用
し
た
警
察
官
の
巡
回
は
効
果
が
高
い
の
で
す
が
、
同
時
に
私
服
警
官
の
巡
回
を
知
ら
せ
る
こ
と
に

よ
り
、
さ
ら
に
効
果
が
増
す
と
思
い
ま
す
。

お
店
に
よ
っ
て
は
、
よ
く
私
服
の
保
安
員
の
巡
回
を
放
送
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
よ
り
、
万
引
き
を
未
然
に
く
い
止
め
る
こ
と
も
で
き
る
か
ら
で
す
。

つ
ま
り
犯
罪
を
起
こ
す
気
を
な
く
さ
せ
て
し
ま
う
世
の
中
が
理
想
と
い
え
ま
す
。

警
察
官
よ
り
力
の
あ
る
者
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
犯
罪
が
多
発
し
て
い
る
地
域
で
は
、
町
会
と
し
て
も
経
費
を
か
け
、
民
間

の
警
備
会
社
へ
の
委
託
も
い
い
と
思
い
ま
す
。

防
犯
に
は
経
費
が
か
か
り
ま
す
。
ま
た
か
け
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
を
国
を
相
手
に
し
て
い
て
は
、
わ
が
町
の
防

犯
は
遅
く
な
り
ま
す
。

役
所
に
働
き
か
け
る
こ
と
も
大
切
で
す
が
、
わ
が
町
は
自
分
た
ち
の
手
で
守
る
と
い
う
時
代
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
思
い

ま
す
。

例
え
ば
犯
罪
は
地
域
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
。

町
ぐ
る
み
の
防
犯
は
、
そ
の
町
に
あ
っ
た
防
犯
対
策
が
必
要
で
す
。

例
え
ば
一
世
帯
三
百
円
く
ら
い
の
経
費
を
募
っ
て
、
防
犯
費
を
貯
め
て
、
犯
罪
多
発
地
点
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

こ
れ
は
商
店
街
な
ど
の
設
置
だ
け
で
な
く
、
町
の
要
所
要
所
に
ポ
ー
ル
を
立
て
て
で
も
広
範
囲
に
多
く
の
ポ
イ
ン
ト
に
設
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置
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

地
域
社
会
の
安
全
を
守
る
た
め
に
は
、
わ
が
町
に
死
角
を
作
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
犯
罪
は
人
の
目
を
盗
ん

だ
所
か
ら
生
ま
れ
る
か
ら
で
す
。

町
の
隅
々
ま
で
も
、
い
か
な
る
時
も
人
の
目
が
あ
る
な
ら
ば
、
恐
ら
く
多
く
の
犯
罪
は
起
き
な
く
な
る
も
の
だ
と
思
い
ま

す
。人

の
目
に
よ
っ
て
犯
罪
は
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

だ
か
ら
そ
う
い
う
人
の
目
の
役
割
を
す
る
防
犯
カ
メ
ラ
の
防
犯
効
果
は
大
き
い
で
す
。

町
の
至
る
所
に
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ま
た
そ
れ
を
印
象
付
け
る
こ
と
に
よ
り
、
犯
罪
も
減
り
、
犯
罪
者
も
探
し
や
す

く
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

ま
た
カ
メ
ラ
の
設
置
に
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
犯
罪
の
な
い
町
の
建
設
の
た
め
に
は
、
眠
ら
な
い
町
を
造
り
あ
げ
る
こ
と
を
提
案
し
ま
す
。

泥
棒
は
人
が
寝
静
ま
っ
て
か
ら
進
入
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
放
火
や
痴
漢
な
ど
も
そ
う
で
す
。
こ
れ
は
夜
だ
け
の
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

昼
間
で
も
眠
っ
て
い
る
よ
う
な
町
が
あ
り
ま
す
。
し
ん
と
し
て
、
留
守
宅
が
多
く
、
人
影
も
ま
ば
ら
で
空
き
巣
に
入
り
や

す
い
町
並
み
で
す
。

こ
れ
ら
の
眠
っ
て
い
る
町
を
改
善
す
る
こ
と
に
よ
り
、
安
穏
な
暮
ら
し
が
で
き
る
と
思
う
の
で
す
。

具
体
的
に
は
、
町
に
コ
ン
ビ
ニ
の
よ
う
な
商
店
の
灯
り
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
い
い
と
思
い
ま
す
。
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現
代
で
は
夜
中
も
営
業
し
て
い
る
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
も
あ
り
ま
す
が
、
依
然
と
し
て
薬
屋
や
靴
屋
、
本
屋
な
ど
の
お
店
と

い
わ
れ
る
も
の
は
、
夜
中
は
営
業
し
て
い
ま
せ
ん
。

病
院
さ
え
そ
う
で
す
が
、
病
院
の
場
合
は
救
急
当
番
医
と
い
う
制
度
が
あ
り
、
日
曜
日
で
も
駆
け
つ
け
ら
れ
る
病
院
が
あ

り
ま
す
。

そ
の
よ
う
に
あ
ら
ゆ
る
お
店
が
、
営
業
時
間
を
定
期
的
に
ず
ら
し
て
夜
も
営
業
し
、
町
を
明
る
く
す
る
な
ら
ば
、
人
々
が

夜
出
か
け
る
回
数
も
増
え
、
人
通
り
を
多
少
は
増
や
す
こ
と
が
で
き
、
眠
ら
な
い
町
を
造
る
こ
と
が
で
き
、
人
の
目
を
造
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

都
会
で
は
わ
が
町
を
愛
す
人
は
ど
の
く
ら
い
い
る
で
し
ょ
う
か
？
。
都
合
が
悪
け
れ
ば
引
越
せ
ば
い
い
と
考
え
て
い
る
人

の
方
が
多
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

そ
の
裏
に
は
、
自
分
ひ
と
り
の
力
で
は
い
く
ら
叫
ん
で
も
町
を
変
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
諦
め
さ
え
見
え
隠
れ
し

て
い
る
よ
う
に
思
う
の
で
す
。

一
方
で
マ
イ
ク
を
向
け
る
な
ら
、
多
く
の
方
が
様
々
に
自
分
の
町
の
改
善
点
を
あ
げ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

そ
う
、
マ
イ
ク
が
向
け
ら
れ
な
い
こ
と
に
社
会
の
発
展
が
な
い
と
い
え
る
と
思
い
ま
す
。

住
民
が
簡
単
に
何
で
も
言
え
る
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
の
よ
う
な
も
の
を
提
出
で
き
る
場
を
設
け
る
と
い
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
中
に
い
ろ
ん
な
犯
罪
や
問
題
も
上
が
っ
て
来
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

例
え
ば
、
家
の
前
の
枯
葉
の
こ
と
や
騒
音
の
こ
と
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
こ
と
が
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
隣
人
と
の
ト
ラ
ブ

ル
も
未
然
に
解
決
で
き
れ
ば
凶
悪
に
な
ら
ず
に
す
み
ま
す
。
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で
き
る
限
り
の
解
決
策
を
考
え
て
い
く
こ
と
こ
そ
が
、
地
域
の
安
全
を
守
る
こ
と
に
繋
が
る
の
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。

ス
ト
レ
ス
の
な
い
社
会
の
建
設
こ
そ
、
平
和
な
社
会
の
構
築
だ
と
思
う
の
で
す
。

多
く
の
人
は
日
常
に
追
わ
れ
、
い
ろ
ん
な
意
見
を
持
っ
て
い
て
も
、
そ
れ
を
役
所
ま
で
立
ち
上
げ
る
だ
け
の
気
力
は
持
っ

て
い
ま
せ
ん
。

警
察
や
役
所
の
方
で
用
紙
を
出
し
た
り
、
電
話
を
か
け
た
り
し
て
、
聞
き
出
し
て
い
く
こ
と
が
、
次
の
犯
罪
を
減
ら
す
こ

と
に
繋
が
る
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
に
は
町
会
と
い
う
組
織
と
連
携
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

今
、
自
分
た
ち
の
町
で
何
が
問
題
と
さ
れ
、
ど
う
す
れ
ば
さ
ら
に
よ
り
よ
い
町
に
し
て
い
け
る
の
か
を
、
皆
で
意
見
す
る

こ
と
に
よ
り
、
皆
の
町
が
出
来
上
が
っ
て
ゆ
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
家
庭
内
暴
力
な
ど
、
ど
う
し
て
も
パ
ト
ロ
ー
ル
だ
け
で
は
防
げ
な
い
犯
罪
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
ご
家
庭
に
お
い

て
は
、
婦
人
警
官
の
方
が
相
談
し
や
す
い
場
合
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
町
の
交
番
に
常
時
、
男
女
二
名
の
警

察
官
を
配
置
し
て
、
住
民
が
状
況
に
応
じ
て
相
談
し
や
す
い
よ
う
な
受
け
皿
を
用
意
し
て
頂
け
れ
ば
、
家
族
間
で
殺
し
あ
う

な
ど
の
凶
悪
な
犯
罪
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

町
会
費
や
募
金
な
ど
を
集
め
に
行
く
だ
け
で
も
、
そ
の
家
の
異
変
に
気
づ
く
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

町
会
で
班
長
に
な
っ
た
者
は
、
町
会
に
自
分
の
近
所
の
現
状
を
し
っ
か
り
と
伝
え
、
町
会
で
は
必
要
と
あ
れ
ば
、
役
所
や

警
察
な
ど
に
報
告
を
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

地
域
に
あ
っ
て
は
、
犯
罪
を
起
こ
さ
せ
な
い
。
犯
罪
を
未
然
に
防
ぐ
。
犯
罪
を
見
逃
さ
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。



331　わが町の防犯について

三 　
そ
れ
か
ら
、
町
で
起
こ
り
や
す
く
、
子
ど
も
た
ち
が
犯
し
や
す
い
犯
罪
と
し
て
、
自
転
車
な
ど
の
窃
盗
が
あ

り
ま
す
。

自
転
車
は
現
代
は
と
て
も
安
く
に
な
り
、
七
千
円
も
出
す
と
購
入
で
き
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
中
高
生
に
と
っ
て

は
、
こ
の
金
額
は
大
き
い
の
で
す
。

そ
こ
で
私
は
是
非
、
役
所
や
町
会
を
通
じ
て
の
、
レ
ン
タ
ル
自
転
車
を
提
案
し
ま
す
。

こ
れ
は
民
間
で
は
儲
け
に
は
な
ら
な
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
レ
ン
タ
ル
料
金
が
高
く
て
は
、
自
転
車
盗
難
の
対
策
に
な
ら
な

い
か
ら
で
す
。

自
転
車
の
レ
ン
タ
ル
が
あ
れ
ば
一
年
契
約
で
千
円
、
一
ヶ
月
三
百
円
な
ど
の
値
段
で
貸
し
出
し
を
し
て
は
ど
う
か
と
思
う

の
で
す
。

貸
し
出
し
に
関
し
て
は
中
古
品
の
他
に
、
な
る
べ
く
、
若
者
に
人
気
の
自
転
車
を
取
り
揃
え
な
け
れ
ば
意
味
が
あ
り
ま
せ

ん
。
新
し
い
自
転
車
ほ
ど
盗
ま
れ
る
か
ら
で
す
。

子
ど
も
の
成
長
に
あ
わ
せ
て
借
り
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

図
書
館
の
本
の
よ
う
に
、
気
軽
に
待
た
せ
ず
に
借
り
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
子
ど
も
た
ち

も
自
由
に
乗
り
換
え
て
自
転
車
を
借
り
る
こ
と
が
で
き
、
自
転
車
の
盗
難
は
減
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

放
置
自
転
車
の
有
効
利
用
も
兼
ね
ら
れ
、
そ
れ
ら
を
管
理
し
て
い
る
所
に
委
託
す
る
の
も
い
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
自
転
車
に
張
る
レ
ン
タ
ル
表
示
の
ス
テ
ッ
カ
ー
な
ど
も
、
素
敵
な
デ
サ
イ
ン
の
も
の
に
す
る
べ
き
で
す
。
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四　
次
に
カ
ギ
の
開
発
を
あ
げ
ま
す
。

現
代
の
鍵
は
窃
盗
を
す
る
者
の
技
術
が
ど
ん
ど
ん
進
化
し
て
、
玄
関
の
鍵
で
も
複
雑
な
鍵
も
い
と
も
簡
単
に
開
け
て
し
ま

う
ケ
ー
ス
も
多
発
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
さ
ら
な
る
鍵
の
開
発
が
要
求
さ
れ
ま
す
。

で
き
れ
ば
自
転
車
も
盗
ま
れ
な
い
自
転
車
の
開
発
、
悪
戯
し
よ
う
と
思
っ
て
も
で
き
な
い
よ
う
な
構
造
に
す
べ
き
で
す
。

ま
た
自
転
車
の
前
籠
に
は
ネ
ッ
ト
な
ど
を
張
っ
て
い
る
人
も
い
ま
す
が
、
自
転
車
前
籠
そ
の
も
の
に
蓋
つ
き
の
物
を
も
っ

と
増
や
し
、
自
転
車
そ
の
物
に
最
初
か
ら
防
犯
ブ
ザ
ー
を
つ
け
て
販
売
し
、
簡
単
に
は
盗
む
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
に
す
べ

き
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
鍵
の
か
け
忘
れ
な
ど
に
も
対
応
し
、
ブ
ザ
ー
に
よ
る
お
知
ら
せ
が
つ
い
た
も
の
な
ど
の
開
発
に
も
取
り
組
ん
で
頂

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
開
発
は
、
企
業
に
ま
か
せ
る
の
で
は
な
く
、
国
が
専
門
家
に
研
究
費
を
出
し
て
開
発
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ

と
思
い
ま
す
。

五　
そ
れ
か
ら
、
こ
れ
か
ら
の
町
の
た
め
に
は
教
育
も
大
切
で
す
。

子
ど
も
た
ち
に
犯
罪
の
恐
ろ
し
さ
を
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
学
校
だ
け
で
で
き
る
も
の
で
は
な
い

と
思
い
ま
す
。
む
し
ろ
、
学
校
の
悪
い
仲
間
に
よ
っ
て
犯
罪
が
引
き
起
こ
さ
れ
る
ケ
ー
ス
の
方
が
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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子
ど
も
を
ぐ
れ
さ
せ
な
い
と
い
う
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
落
ち
こ
ぼ
れ
を
作
ら
な
い
教
育

を
提
案
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
犯
罪
は
、
金
銭
の
不
足
に
よ
る
も
の
は
少
な
く
、
ス
ト
レ
ス
や
ゲ
ー
ム
感
覚
と
い
う
も
の
が
多
い
と
思
い

ま
す
。

そ
の
裏
に
は
大
人
へ
の
反
乱
と
い
う
形
が
生
ん
だ
も
の
も
少
な
く
な
い
と
思
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
の
び
の
び
と
本
当
に
自
分
自
身
に
生
き
て
い
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
な
ら
ば
、
そ
ん
な
つ
ま
ら
な
い
こ
と

は
し
な
い
と
思
い
ま
す
。

例
え
ば
、
サ
ッ
カ
ー
で
も
テ
ニ
ス
で
も
、
子
ど
も
た
ち
が
う
ち
こ
め
る
世
界
が
あ
る
な
ら
ば
、
犯
罪
は
起
こ
ら
な
く
な
る

だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
心
の
教
育
こ
そ
、
今
大
切
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

警
察
官
に
よ
る
講
演
も
是
非
、
学
校
で
年
に
二
度
は
や
っ
て
頂
い
て
、
犯
罪
の
怖
さ
を
子
ど
も
た
ち
に
叩
き
込
ん
で
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
子
ど
も
と
い
う
も
の
は
、
と
て
も
影
響
さ
れ
や
す
い
面
を
持
っ
て
い
ま
す
。

国
と
し
て
も
、
放
送
の
あ
り
方
に
つ
い
て
見
直
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

以
前
起
き
た
犯
罪
の
中
に
は
、
過
激
な
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
に
よ
る
影
響
と
見
ら
れ
る
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
大
人

た
ち
の
責
任
で
す
。

放
送
に
携
わ
る
者
が
、
視
聴
率
と
い
う
こ
と
だ
け
で
な
く
、
国
民
、
特
に
子
ど
も
た
ち
に
多
大
な
影
響
力
を
持
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
を
、
今
一
度
認
識
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
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ま
た
、子
ど
も
た
ち
は
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で
遊
ぶ
た
め
の
金
欲
し
さ
に
ひ
っ
た
く
り
を
し
た
と
い
う
ケ
ー
ス
も
多
い
で
す
。

そ
れ
な
ら
ば
市
区
町
村
の
設
備
に
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
の
よ
う
な
も
の
を
配
置
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
無
料
で
遊
べ
る
よ
う

な
場
所
を
提
供
し
て
は
ど
う
か
と
思
い
ま
す
。

ゲ
ー
ム
自
体
に
は
何
の
悪
さ
も
あ
り
ま
せ
ん
。
図
書
館
で
本
ば
か
り
読
ん
で
い
ろ
と
い
う
方
が
無
理
と
い
う
も
の
で
す
。

そ
の
く
ら
い
の
娯
楽
と
い
う
も
の
が
、
子
ど
も
た
ち
に
あ
っ
て
も
差
し
支
え
な
い
と
思
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
民
間
の
よ
う
に
夜
中
ま
で
施
設
を
開
放
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
土
日
で
も
図
書
館
の
よ
う
に
、
家
族
で

遊
び
に
来
ら
れ
る
よ
う
な
場
所
を
提
供
で
き
た
ら
と
思
う
の
で
す
。

そ
れ
に
よ
り
不
良
の
た
ま
り
場
と
な
る
よ
う
な
場
所
を
減
ら
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
プ
リ
ク
ラ
な
ど
も
格
安
で
設
置
で
き
た
ら
と
思
う
の
で
す
。
要
は
子
ど
も
た
ち
を
ど
こ
に
集
め
る
か
と
い
う
こ
と

が
大
事
な
ポ
イ
ン
ト
だ
と
思
う
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
監
視
を
兼
ね
た
大
人
を
置
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ひ
と
り
の
人
間
は
、
こ
の
社
会
で
人
格
が
形
成
さ
れ
て
ゆ
き
ま
す
。
で
す
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
を
町
全
体
で
見
守
っ
て
ゆ

く
こ
と
が
大
切
で
す
。

六　
そ
れ
か
ら
近
年
は
、
高
齢
者
に
よ
る
万
引
き
な
ど
も
多
発
し
て
い
る
と
、
テ
レ
ビ
で
見
ま
し
た
。

こ
の
場
合
は
社
会
の
責
任
と
も
い
え
ま
す
。
出
来
心
と
い
う
よ
り
も
、
生
き
る
た
め
に
盗
ん
で
し
ま
う
場
合
が
多
い
か
ら

で
す
。
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高
齢
者
に
仕
事
の
斡
旋
を
せ
ず
、
年
金
で
生
活
を
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
社
会
に
し
て
し
ま
っ
た
国
の
責
任
で
も
あ
り
ま

す
。盗

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
個
人
の
理
由
に
目
を
ふ
せ
て
、「
た
だ
盗
む
な
」
と
い
っ
て
い
る
だ
け
で
は
犯
罪
の
解

決
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

も
う
一
度
、
皆
の
高
齢
者
が
人
並
み
の
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
検
討
す
べ
き
で
す
。

老
人
は
、
都
バ
ス
な
ど
が
無
料
で
す
。

そ
の
よ
う
に
他
に
も
高
齢
者
に
特
典
を
設
け
て
、
少
し
で
も
多
く
の
高
齢
者
が
生
活
費
に
困
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
見
守

る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
高
齢
者
の
犯
罪
に
は
、
ど
う
し
て
そ
の
よ
う
な
犯
罪
を
犯
し
た
の
か
を
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
で
徹
底
的
に
探
り
、
そ

の
部
分
の
改
善
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
犯
罪
を
繰
り
返
す
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

場
合
に
よ
っ
て
は
援
助
し
て
い
く
こ
と
も
必
要
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

七　
交
通
事
故
に
関
し
て
は
、
自
転
車
道
路
の
設
置
を
で
き
る
だ
け
増
や
す
こ
と
を
提
案
し
ま
す
。

狭
い
日
本
な
の
で
外
国
の
よ
う
に
は
い
き
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
に
よ
り
か
え
っ
て
自
転
車
ど
う
し
の
事
故
も
多
発
す
る
可
能

性
も
あ
り
ま
す
が
、
歩
行
者
を
守
る
こ
と
が
先
決
で
あ
り
、
車
と
自
転
車
の
接
触
も
な
く
な
る
か
ら
で
す
。

ま
た
、
携
帯
電
話
を
使
用
し
な
が
ら
自
転
車
に
乗
っ
て
い
る
人
を
見
か
け
ま
す
が
、
と
て
も
危
険
な
の
で
、
こ
の
取
り
締
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ま
り
は
強
化
す
べ
き
で
す
。

現
代
で
は
、
電
車
内
で
携
帯
電
話
を
か
け
る
人
は
め
っ
た
に
見
か
け
な
く
な
り
ま
し
た
。

マ
ナ
ー
を
取
り
締
ま
る
放
送
を
至
る
所
で
流
し
て
い
る
効
果
が
大
き
い
の
で
す
。
こ
の
よ
う
に
常
識
に
し
て
し
ま
う
こ
と

が
大
切
で
す
。

テ
レ
ビ
ほ
ど
宣
伝
効
果
の
高
い
も
の
は
な
い
の
で
、
国
と
し
て
も
国
民
の
防
犯
意
識
を
高
め
る
放
送
に
取
り
組
む
べ
き
で

す
。
携
帯
電
話
を
使
用
し
な
が
ら
の
自
転
車
事
故
に
よ
る
Ｃ
Ｍ
な
ど
を
流
し
、
映
像
に
よ
っ
て
、
事
故
の
危
険
性
を
認
識
さ

せ
る
の
で
す
。

交
通
事
故
が
多
発
す
る
地
点
で
は
、
死
亡
事
故
発
生
現
場
の
看
板
が
立
て
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
で
す
が
そ
れ
は
、

二
十
四
時
間
以
内
に
死
亡
者
が
で
た
場
合
の
み
看
板
が
立
て
ら
れ
ま
す
。

私
は
、
三
日
後
で
あ
ろ
う
と
事
故
に
よ
り
死
亡
し
た
こ
と
が
明
白
で
あ
れ
ば
、
看
板
を
立
て
る
べ
き
だ
と
思
う
の
で
す
。

路
上
に
置
か
れ
た
花
だ
け
が
悲
し
い
現
実
を
物
語
っ
て
い
る
だ
け
で
は
、
あ
ま
り
に
も
む
ご
す
ぎ
ま
す
。

皆
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
、
そ
こ
で
手
を
合
わ
せ
る
心
を
持
つ
社
会
を
建
設
す
べ
き
で
す
。

八　
ま
た
、
よ
く
外
国
な
ど
落
書
き
の
多
い
所
は
、
犯
罪
多
発
地
点
だ
と
聴
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

落
書
き
ひ
と
つ
で
も
人
の
目
の
届
か
な
い
所
で
行
わ
れ
る
わ
け
で
す
か
ら
、き
ち
ん
と
町
が
整
備
さ
れ
て
い
る
所
は
、し
っ

か
り
と
管
理
が
行
き
届
い
て
い
る
の
で
犯
罪
は
し
に
く
い
と
い
う
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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そ
こ
で
、
町
の
歩
道
を
花
で
埋
め
尽
く
す
こ
と
も
提
案
し
ま
す
。

花
は
視
角
的
な
効
果
と
し
て
、
人
の
心
を
な
ご
ま
せ
る
効
果
も
あ
り
、
町
が
美
し
く
明
る
く
な
れ
ば
、
わ
が
町
を
守
り
た

い
と
い
う
意
識
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

九 　
そ
れ
か
ら
最
期
に
薬
物
問
題
に
つ
い
て
で
す
が
、
こ
れ
も
特
殊
で
す
が
、
地
域
の
安
穏
を
お
び
や
か
す
問
題

で
す
。

薬
物
の
氾
濫
は
、
生
命
に
対
す
る
蔑
視
が
原
因
に
な
っ
て
い
る
と
私
は
思
い
ま
す
。

そ
の
薬
物
問
題
の
解
決
策
と
し
て
、
科
学
的
な
防
御
策
と
し
て
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
を
私
は
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

薬
物
を
受
け
入
れ
な
い
反
応
を
持
つ
ワ
ク
チ
ン
が
開
発
さ
れ
、
摂
取
が
義
務
づ
け
ら
れ
ば
子
ど
も
た
ち
を
始
め
、
多
く
の

国
民
を
薬
物
か
ら
守
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。

ま
た
、
薬
物
の
問
題
は
自
国
だ
け
で
な
く
、
世
界
的
問
題
と
し
て
解
決
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
を
栽
培
し
て
い
る
国
に
働
き
か
け
、
土
に
手
を
加
え
、
薬
物
が
栽
培
で
き
な
く
な
る
よ
う
に
、
強
制
的
な
働
き
か
け

を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
そ
の
場
合
、
栽
培
し
て
い
る
人
間
の
生
活
の
保
障
も
考
え
、
他
に
仕
事
を
与
え
て
ゆ
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。

薬
物
を
地
球
上
か
ら
絶
滅
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
が
、
本
当
の
薬
物
問
題
の
終
止
符
に
な
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
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国
内
に
あ
る
薬
物
を
国
が
全
部
買
い
取
っ
て
し
ま
う
く
ら
い
の
勢
い
で
、
薬
物
問
題
に
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い

ま
す
。

一
〇　
地
域
の
安
全
を
守
る
た
め
に
は
、
人
の
意
識
を
変
え
て
い
く
こ
と
か
ら
始
ま
る
と
思
い
ま
す
。

地
域
の
ひ
と
り
ひ
と
り
に
、
い
か
に
し
て
防
犯
意
識
を
持
た
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
に
か
か
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

自
分
の
町
を
守
ろ
う
と
い
う
意
識
に
た
っ
た
時
、
道
の
歩
き
方
ひ
と
つ
で
も
違
っ
て
き
ま
す
。
自
分
の
こ
と
だ
け
し
か
考

え
て
い
な
い
町
に
犯
罪
は
多
発
す
る
は
ず
で
す
。

防
犯
は
ひ
と
り
で
は
で
き
ま
せ
ん
。
地
域
を
あ
げ
て
皆
で
守
り
あ
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

防
犯
に
関
し
て
は
、
具
体
的
に
人
を
配
置
し
動
か
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
、
あ
ら
ゆ
る
開
発
を
し
て
い
く
資
金
と
労
力

を
惜
し
ま
な
い
こ
と
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
最
終
的
に
、
知
恵
も
財
源
も
し
ぼ
り
だ
す
根
源
の
力
は
人
の
優
し
さ
に
あ
り
、
防
犯
は
優
し
い
人
の
目
で
あ
る
と

結
論
づ
け
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
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平
成
二
三
年
度
懸
賞
論
文

「
地
域
社
会
の
安
全
を
い
か
に
守
る
か
」
の
応
募
要
項

１　

テ
ー
マ

「
地
域
社
会
の
安
全
を
い
か
に
守
る
か
」
と
す
る
。
な
お
、
テ
ー
マ
設
定
の
趣
旨
は
、
別
記
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
応

募
に
当
た
っ
て
は
、
論
点
を
個
別
的
な
問
題
に
絞
り
込
み
、
テ
ー
マ
を
そ
れ
に
応
じ
た
も
の
に
適
宜
変
更
す
る
こ
と
と
し

て
差
支
え
な
い
。

２　

応
募
資
格

特
に
限
定
し
な
い
。

３　

応
募
規
定

⑴　

応
募
論
文
は
、
①
パ
ソ
コ
ン
（
ワ
ー
プ
ロ
）
で
作
成
す
る
場
合
は
、
Ａ
４
判
、
三
五
字
×
三
〇
行
、
一
二
ポ
イ
ン
ト

で
作
成
す
る
、
又
は
Ａ
４
判
四
〇
〇
字
詰
め
原
稿
用
紙
に
打
ち
出
す
、
②
Ａ
４
判
四
〇
〇
字
詰
め
原
稿
用
紙
を
利
用
す

る
場
合
は
黒
イ
ン
ク
か
黒
ボ
ー
ル
ペ
ン
を
使
用
す
る
。(
縦
書
き
で
も
、
横
書
き
で
も
よ
い)

。

⑵　

原
稿
の
総
字
数
は
八
〇
〇
〇
〜
一
二
〇
〇
〇
字
以
下
（
統
計
、
図
、
表
は
別
）
と
し
、
必
ず
目
次
及
び
八
〇
〇
〜

一
二
〇
〇
字
程
度
の
要
約
を
付
け
る
。

⑶　

応
募
論
文
の
表
紙
に
は
、
次
の
事
項
を
漏
れ
な
く
明
記
す
る
。
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○　

住
所
（
フ
リ
ガ
ナ
、
郵
便
番
号
、
電
話
番
号
）

な
お
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
やe-m

ail

が
あ
る
場
合
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
やe-m

ail

ア
ド
レ
ス
を
明
記
す
る
。

○　

氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）

○　

生
年
月
日
（
年
齢
）

○　

性
別

○　

職
業
等
（
勤
務
先
、
役
職
名
又
は
学
校
名
，
学
部
、
学
年
等
）

○　

論
文
の
テ
ー
マ
（
個
別
的
な
論
点
に
応
じ
た
テ
ー
マ
で
可
）

な
お
、
応
募
論
文
が
未
発
表
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
た
め
に
、「
こ
の
論
文
は
、
未
発
表
の
も
の
で
あ
る
」

旨
、
明
記
す
る
。

⑷　

他
の
著
書
、
論
文
等
を
引
用
し
た
場
合
は
、
そ
の
出
典
を
明
記
す
る
。

⑸　

応
募
論
文
の
著
作
権
は
、
財
団
法
人
公
共
政
策
調
査
会
に
帰
属
し
、
応
募
論
文
は
、
返
却
し
な
い
。

４　

締
切
り

　

平
成
二
三
年
九
月
九
日
（
金
）（
当
日
消
印
有
効
）

５　

応
募
及
び
問
合
せ
先

　

〒
一
〇
二
!
〇
〇
九
三　

東
京
都
千
代
田
区
平
河
町
二
!
八
!
一
〇　

平
河
町
宮
川
ビ
ル
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

財
団
法
人
公
共
政
策
調
査
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

電
話　

〇
三
（
三
二
六
五
）
六
二
〇
一  
Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
（
三
二
六
五
）
六
二
〇
六
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６　

発
表
及
び
表
彰

⑴　

平
成
二
三
年
一
二
月
中
の
読
売
新
聞
に
入
選
者
名
を
発
表
し
、
併
せ
て
入
選
者
に
は
直
接
通
知
す
る
。
ま
た
、
最
優

秀
論
文
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
四
年
一
月
中
の
読
売
新
聞
に
そ
の
要
旨
を
掲
載
す
る
。

⑵　

原
則
と
し
て
、
最
優
秀
賞
一
編
、
優
秀
賞
二
編
、
佳
作
数
編
を
決
定
し
、
入
選
者
に
は
、
次
に
よ
り
賞
状
及
び
副
賞

を
贈
呈
す
る
。

　
　
　
　
　

・
最
優
秀
賞　
　

一
編　
　

賞
状
及
び
副
賞
（
二
〇
万
円
）

　
　
　
　
　

・
優
秀
賞　
　

二
編    

賞
状
及
び
副
賞
（
一
〇
万
円
）

　
　
　
　
　

・
佳　
　

作　
　

数
編    

賞
状
及
び
副
賞
（　

五
万
円
）

　

な
お
、
優
秀
作
品
に
は
読
売
新
聞
社
か
ら
も
、
読
売
新
聞
社
賞
が
贈
呈
さ
れ
る
。

⑶　

平
成
二
四
年
一
月
中
に
授
賞
式
を
行
う
。

７　

選
考
委
員

　

・
石
井　

一
夫
（
読
売
新
聞
東
京
本
社
編
集
局
社
会
部
長
）

　

・
岩
瀬　

充
明
（
警
察
庁
生
活
安
全
局
長
）

　

・
小
宮　

信
夫
（
立
正
大
学
文
学
部
社
会
学
科
教
授
）

　

・
成
田　

頼
明
（
横
浜
国
立
大
学
名
誉
教
授
）

　

・
野
田　

健　
（（
財
）
公
共
政
策
調
査
会
理
事
長
）

　

・
坂
東
眞
理
子
（
昭
和
女
子
大
学
学
長
）
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・
宮
崎　
　

緑
（
千
葉
商
科
大
学
政
策
情
報
学
部
学
部
長
）

　

・
安
田　

貴
彦
（
警
察
大
学
校
警
察
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長
）

                        　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  （
五
十
音
順
、
敬
称
略
）　　

８　

共
催                      　

　

警
察
大
学
校
警
察
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー

９　

後
援

　

警
察
庁
、
読
売
新
聞
社
、（
財
）
社
会
安
全
研
究
財
団

「
別
記
」　
「
地
域
社
会
の
安
全
を
い
か
に
守
る
か
」
〜
テ
ー
マ
設
定
の
趣
旨

警
察
庁
の
統
計
に
よ
る
と
、
刑
法
犯
の
認
知
件
数
は
平
成
一
四
年
の
約
二
八
五
万
件
を
ピ
ー
ク
に
年
々
減
少
を
続
け
、
平

成
二
二
年
は
一
六
〇
万
件
を
切
る
ま
で
に
至
っ
た
。

こ
れ
は
、
警
察
に
よ
る
防
犯
対
策
の
強
化
だ
け
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
各
自
治
体
に
よ
る
「
安
全
安
心
ま
ち
づ
く
り
条

例
」
の
制
定
を
始
め
と
す
る
各
種
安
全
対
策
、
そ
し
て
何
よ
り
も
地
域
住
民
の
自
主
防
犯
活
動
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

し
か
し
、
依
然
と
し
て
、
ひ
っ
た
く
り
に
遭
っ
た
、
空
き
巣
に
入
ら
れ
た
、
女
性
の
夜
間
の
一
人
歩
き
が
不
安
だ
、
子
供

が
下
校
途
中
に
不
審
者
か
ら
声
を
か
け
ら
れ
た
、
高
齢
者
の
交
通
事
故
が
多
発
し
て
い
る
な
ど
、
地
域
住
民
の
事
件
、
事
故
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に
対
す
る
不
安
は
大
き
い
。「
体
感
治
安
」
は
必
ず
し
も
よ
く
な
っ
て
い
な
い
と
言
わ
れ
る
所
以
で
あ
る
。

背
景
の
一
つ
と
し
て
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
崩
壊
が
あ
る
。
我
が
国
は
、
古
く
か
ら
、
地
縁
、
血
縁
に
基
づ
く
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
強
固
だ
か
ら
犯
罪
が
少
な
い
と
言
わ
れ
て
き
た
が
、
都
市
化
の
進
展
と
と
も
に
そ
の
崩
壊
が
叫
ば
れ
て

か
ら
久
し
い
。
文
字
通
り
「
隣
は
何
を
す
る
人
ぞ
」
の
社
会
が
あ
ち
こ
ち
に
現
出
し
て
い
る
。
し
か
し
一
方
で
、
新
し
い
住

宅
地
に
住
民
の
努
力
で
新
た
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
創
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
地
域
社
会
の
安
全
を
守
る
上
で

の
基
盤
づ
く
り
の
一
つ
だ
ろ
う
。

こ
の
懸
賞
論
文
は
、
人
々
の
生
活
の
場
で
あ
る
地
域
社
会
を
よ
り
安
全
に
す
る
に
は
ど
の
よ
う
な
方
策
を
講
ず
れ
ば
よ
い

の
か
、
様
々
な
視
点
、
切
り
口
か
ら
の
提
言
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。
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平
成
二
三
年
度
懸
賞
論
文
「
地
域
社
会
の
安
全
を
い
か
に
守
る
か
」
応
募
者
一
覧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
氏
名
・
年
齢
・
職
業
・
テ
ー
マ
）

阿
部　

隆
夫
（
60
）
警
察
官 

地
域
社
会
の
安
全
を
い
か
に
守
る
か

有
吉　

修
三
（
48
）
特
別
支
援
学
校
講
師　
　

地
域
社
会
の
安
全
を
い
か
に
守
る
か

石
川　
　

忠
（
56
）
大
学
研
究
所
客
員
研
究
員　
　

｢

限
界
集
落｣

の
高
齢
者
の
安
心
と
安
全
を
い
か
に
守
る
か
に
つ
い
て

石
川　

友
之
（
50
）
会
社
員 
地
域
社
会
の
安
全
を
い
か
に
守
る
か

 

　
　

〜
地
域
社
会
の
崩
壊
と
治
安
に
対
す
る
不
安
へ
の
対
応
〜

石
田　

琢
智
（
53
）
中
国
研
究
家
・
中
国
語
教
師　
　

地
域
社
会
の
安
全
を
い
か
に
守
る
か

 

　
　

〜
地
元
の
力
を
い
か
に
活
用
す
る
か
〜

石
丸　

修
一
（
56
）
会
社
員 

日
本
人
の
特
性
と
こ
の
度
の
震
災
を
教
訓
と
し
た
地
域
社
会
の
安
全
構
築
に
つ
い
て

稲
葉　

俊
史
（
64
）
無
職 

民
生
委
員
制
度
の
特
徴
と
新
た
な
制
度
へ
向
け
た
見
直
し

 

　
　

〜
地
域
社
会
の
安
全
に
と
っ
て
必
要
な
統
合
的
機
能
を
活
か
す
た
め
に
〜

上
原　

晟
逸
（
72
）
パ
ー
ト 

｢

地
域
社
会
の
安
全
を
い
か
に
守
る
か｣

の
私
の
提
言

遠
藤　

健
司
（
54
）
損
保
代
理
店
業　
　

地
域
社
会
の
安
全
を
い
か
に
守
る
か
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小
川　

国
建
（
33
）
警
察
官 

消
防
団
を
活
用
し
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
強
化
方
策

 

　
　

〜
各
種
犯
罪
の
未
然
防
止
・
検
挙
活
動
の
推
進
〜

押
見　

邦
夫
（
58
）
警
察
官 

地
域 

社
会
の
安
全
を
い
か
に
守
る
か
〜
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
功
罪
と
モ
ラ
ル
の
低
下
並
び

　

に
犯
罪
発
生
と
の
相
関
関
係
に
つ
い
て
〜

織
田　

礼
二
（
49
）
警
察
官 

高
齢
者
を
孤
立
さ
せ
な
い
〜
高
齢
者
が
関
わ
る
事
件
事
故
を
な
く
す
た
め
に
〜

片
岡　

義
治
（
75
）
無
職 

非
常
識
が
罷
り
通
る

苅
谷　

健
次
（
42
）
代
表
取
締
役 

自
殺
問
題
と
地
域
社
会
の
繋
が
り
に
関
す
る
考
察

 
　
　

〜
地
域
社
会
の
安
全
の
再
構
築
と
警
察
機
関
の
役
割
に
つ
い
て
〜

河
野　

幸
枝
（
56
）
主
婦 
文
化
が
育
む
自
己
肯
定
感
と
犯
罪
抑
止

久
保　

祐
佳
（
24
）
警
察
官 

地
域
社
会
の
安
全
を
い
か
に
守
る
か
〜
キ
ー
ワ
ー
ド
は
地
域
愛
ル
ネ
サ
ン
ス
〜

熊
倉　
　

悟
（
87
）
元
海
軍
少
尉 

王
道
楽
土　

他
族
協
和

黒
﨑　

昇
次
（
42
）
大
学
職
員 

多
様
化
す
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
持
続
策
に
つ
い
て

小
池　

清
一
（
54
）
会
社
員 

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
発
展
し
た｢

広
域
隣
組｣

の
逆
輸
入
に
よ
る
地
域
連
携
と
安
全
の
強
化

高
野　

宜
秀
（
27
）
大
学
院
生 

地
域
社
会
の
安
全
に
つ
い
て

 

　
　

〜
地
震
・
津
波
か
ら
ど
う
守
る
か
〜
（
今
回
の
東
日
本
大
震
災
を
踏
ま
え
て
）

古
賀
健
次
郎
（
73
）
無
職　

 

我
が
国
社
会
の
安
全
を
い
か
に
守
る
か

小
西　

正
孟
（
75
）
無
職 

地
域
社
会
の
安
全
を
守
る
為
に｢

警
察
の
役
割
と
住
民
の
心
構
え｣
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斎
藤　

重
政
（
56
）
警
察
官 

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
再
生
に
向
け
て
〜
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
教
訓
〜

佐
藤　

博
樹
（
27
）
警
察
官 

地
域
社
会
の
安
全
を
い
か
に
守
る
か

柴
田　

浩
一
（
48
）
警
察
官 

安
定
し
た
治
安
を
維
持
す
る
た
め
の
視
点

杉
山　
　

翠
（
25
）
科
捜
研
研
究
員　
　

家
族
の
安
心
・
安
全
を
守
る

鈴
木　

あ
い
（
21
）
大
学
生 

学
校
安
全
と
危
機
管
理
の
現
状
と
対
策

鈴
木　

邦
明
（
40
）
小
学
校
教
諭 

｢

地
域
社
会
の
安
全
を
守
る｣

た
め
の
学
校
教
育
の
可
能
性

鈴
木　

廣
光
（
64
）
建
設
業 

地
域
社
会
の
安
全
を
い
か
に
守
る
か

清
宮　

正
人
（
55
）
茨
城
県
職
員 

地
域
社
会
の
安
全
を
い
か
に
守
る
か

髙
橋　

武
弘
（
68
）
無
職 
地
域
社
会
の
安
全
を
い
か
に
守
る
か

高
橋　
　

仁
（
68
）
自
営
業 
ゴ
ー
ス
ト
タ
ウ
ン
は
危
険
が
い
っ
ぱ
い

高
本　

智
宏
（
47
）
農
業 

自
主
・
自
律
・
共
働
の
下
で
の
地
域
防
災

高
山　

秀
幸
（
50
）
ス
ペ
イ
ン
語
通
訳
翻
訳
官　
　

大
震
災
か
ら
地
域
社
会
の
安
全
を
守
る
た
め
に

武
井　

雄
三
（
72
）
無
職 

地
域
社
会
の
安
全
を
い
か
に
守
る
か

竹
本　

光
伸
（
60
）
無
職
・
元
教
員　
　

地
域
社
会
の
安
全
を
い
か
に
守
る
か

　

 

　
　

〜
ち
ょ
っ
と
立
ち
話
が
で
き
る
地
域
社
会
づ
く
り
を
〜

館
野　

史
隆
（
40
）
自
営
業 

地
域
の
地
域
に
よ
る
地
域
の
た
め
の
安
全
づ
く
り

 

　
　

〜
セ
ル
フ･

セ
ー
フ
テ
ィ･
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
実
現
の
た
め
の
具
体
的
提
言
〜
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田
中　

英
幸
（
28
）
警
察
官 

地
域
社
会
の
安
全
を
い
か
に
守
る
か

田
中　

洋
樹
（
22
）
会
社
員 

学
校
教
育
に
お
け
る
職
業
指
導
の
充
実

 

　
　

〜
地
域
社
会
の
安
全
性
向
上
を
目
指
し
て
〜

玉
木　
　

彰
（
53
）
会
社
代
表
取
締
役　
　

危
機
に
立
つ
社
会
〜
地
域
社
会
の
安
全
を
い
か
に
守
る
か
〜

着
本　

英
子
（
26
）
警
察
職
員 

地
域
社
会
の
安
全
を
い
か
に
守
る
か

塚
本　

一
貴
（
28
）
警
察
官 

地
域
社
会
の
安
全
を
い
か
に
守
る
か

中
上　

清
吾
（
56
）
共
同
作
業
所
就
労　
　

田
舎
の
生
活
で
障
害
者
の
行
く
場
所
の
盲
点

永
野
淳
一
郎
（
48
）
警
察
官 
地
域
社
会
の
安
全
を
い
か
に
守
る
か

 
　
　

〜
新
た
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
の
基
礎
と
し
て
の

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
適
性
と
支
援
の
必
要
性
に
つ
い
て
〜

長
嶺　

敬
彦
（
55
）
勤
務
医 

声
掛
け
で
守
る
地
域
社
会
〜
地
域
社
会
構
築
で
の
言
語
の
役
割
を
考
え
る
〜

中
村　

直
人
（
29
）
警
察
官 

新
た
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ･

ポ
リ
シ
ン
グ

平
野　

弘
二
（
35
）
警
察
官 

治
安
再
生
の
た
め
に
で
き
る
こ
と

 

　
　

〜
地
域
社
会
の
安
全
を
守
る
た
め
の
四
つ
の
提
言
〜

深
町　

昌
弘
（
25
）
警
察
官 

｢

指
数
治
安｣

と｢

体
感
治
安｣
〜
自
身
で
創
る
不
安
と
治
安
〜

藤
本　

真
子
（
33
）
無
職 

子
供
の
安
全

保
志
名
沙
紀
（
22
）
大
学
生 

医
療
を
中
心
と
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
で
地
域
社
会
の
安
全
を
守
る
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星
野　

直
己
（
40
）
警
察
官 

地
域
社
会
の
安
全
を
い
か
に
守
る
か
〜
子
ど
も
達
の
健
や
か
な
未
来
の
た
め
に
〜

堀
江　

秀
俊
（
41
）
ネ
ッ
ト
内
団
体
代
表　
　

地
域
社
会
の
安
全
を
い
か
に
守
る
か

前
川　

幸
士
（
46
）
地
方
公
務
員 

ア
ロ
マ
ザ
リ
ン
グ
に
よ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
創
出

前
田　

浩
二
（
59
）
会
社
員 

青
少
年
を
取
り
巻
く
環
境

松
田　

修
平
（
54
）
警
察
官 

犯
罪
に
厳
し
い
目
と
そ
の
立
ち
直
り
に
温
か
い
手
を
持
つ
地
域
社
会
の
実
現

 

　
　

〜
地
域
社
会
の
安
全
を
い
か
に
守
る
か
〜

松
永　

恭
武
（
46
）
地
方
公
務
員　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
と
各
種
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
復
権

 

　
　

〜
地
域
社
会
の
二
つ
の
不
安
を
解
消
す
る
た
め
に
〜

嶺　
　

英
秀
（
80
）
無
職 
地
域
社
会
の
安
全
を
い
か
に
守
る
か

峰　
　

裕
美
（
46
）
社
会
福
祉
士･
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー　
　

地
域
社
会
の
安
全
を
い
か
に
守
る
か

三
本　

照
美
（
55
）
警
察
職
員 

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
生
活
環
境
づ
く
り

森
田　

信
明
（
61
）
会
社
員 

地
域
で
育
て
る
犯
罪
と
闘
う
力

八
ケ
代
英
敏
（
38
）
自
営
業 

地
域
社
会
の
安
全
を
い
か
に
守
る
か

 

　
　

〜
一
人
ひ
と
り
の
意
識
改
革
か
ら
始
ま
る
安
全
な
社
会
〜

矢
神　

勝
彦
（
67
）
会
社
員
・
パ
ー
ト　
　

自
治
会
の
改
新
と
現
代
版｢

自
警
団｣

作
り

山
口　

良
介
（
24
）
警
察
官 

地
域
社
会
の
安
全
を
い
か
に
し
て
守
る
か

 

　
　

〜
日
本
の
犯
罪
情
勢
と
犯
罪
機
会
論
に
基
づ
く
実
践
〜
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山
﨑　
　

肇
（
63
）
自
由
業 

東
北
大
震
災
都
市
復
興
計
画
提
案

山
田　

一
郎
（
63
）
自
営 

心
へ
の
取
り
組
み

山
地　
　

勤
（
82
）
行
政
書
士 

地
域
社
会
の
安
全
を
い
か
に
守
る
か

 

　
　

〜
企
業
と
地
域
組
織
の
連
携
に
よ
る
地
域
社
会
の
安
全
確
保
〜

山
本　

晋
也
（
81
）
無
職 

地
域
社
会
の
安
全
を
い
か
に
守
る
か

吉
武
智
恵
子
（
57
）
主
婦 

村
八
分
・
現
在
進
行
形

和
田　

明
雄
（
51
）
警
察
官 

本
当
に
守
る
べ
き
人
は
誰
な
の
か
・
そ
し
て
我
々
は
今
何
を
す
べ
き
か

渡
辺　

昭
子
（
49
）
主
婦 
わ
が
町
の
防
犯
に
つ
い
て

以
上
七
〇
名

                                                                             （
一
名
は
、
掲
載
を
辞
退
。）
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あ
い
お
い
ニ
ッ
セ
イ
同
和
損
害
保
険
株
式
会
社

ア
ク
サ
生
命
保
険
株
式
会
社

旭
化
成
株
式
会
社

イ
オ
ン
株
式
会
社

井
関
農
機
株
式
会
社

ウ
シ
オ
電
機
株
式
会
社

小
田
急
電
鉄
株
式
会
社

オ
ム
ロ
ン
株
式
会
社

オ
リ
ッ
ク
ス
株
式
会
社

株
式
会
社
オ
ン
ワ
ー
ド
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

鹿
島
建
設
株
式
会
社

関
西
電
力
株
式
会
社

九
州
電
力
株
式
会
社

京
セ
ラ
株
式
会
社

近
畿
日
本
鉄
道
株
式
会
社

株
式
会
社
熊
谷
組

株
式
会
社
ク
ラ
レ

株
式
会
社
ク
レ
デ
ィ
セ
ゾ
ン

京
浜
急
行
電
鉄
株
式
会
社

Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
株
式
会
社

株
式
会
社
神
戸
製
鋼
所

コ
ニ
カ
ミ
ノ
ル
タ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

株
式
会
社
小
松
製
作
所

サ
ン
ト
リ
ー
株
式
会
社

清
水
建
設
株
式
会
社

昭
和
電
工
株
式
会
社

新
日
本
製
鐵
株
式
会
社

住
友
化
学
株
式
会
社

住
友
信
託
銀
行
株
式
会
社

セ
イ
コ
ー
エ
プ
ソ
ン
株
式
会
社

西
武
鉄
道
株
式
会
社

セ
コ
ム
株
式
会
社

株
式
会
社
セ
ブ
ン
＆
ア
イ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

セ
ン
ト
ラ
ル
警
備
保
障
株
式
会
社

綜
合
警
備
保
障
株
式
会
社

株
式
会
社
損
害
保
険
ジ
ャ
パ
ン

大
成
建
設
株
式
会
社

大
日
本
印
刷
株
式
会
社

太
平
洋
セ
メ
ン
ト
株
式
会
社

株
式
会
社
た
い
よ
う
共
済

株
式
会
社
大
和
證
券
グ
ル
ー
プ
本
社

株
式
会
社
竹
中
工
務
店

中
央
三
井
ア
セ
ッ
ト
信
託
銀
行
株
式
会
社

中
国
電
力
株
式
会
社

中
部
電
力
株
式
会
社

株
式
会
社
電
通

東
海
旅
客
鉄
道
株
式
会
社

株
式
会
社
東
急
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー

東
京
海
上
日
動
火
災
保
険
株
式
会
社

東
京
ガ
ス
株
式
会
社

東
京
急
行
電
鉄
株
式
会
社

こ
の
懸
賞
論
文
募
集
事
業
及
び
論
文
集
は
、
財
団
法
人
社
会
安
全
研
究
財
団
の
助
成
に
よ
り
実
施
し
、
作
成
さ
れ
た
も
の
で
す
。

ま
た
、
左
記
の
企
業
の
ご
支
援
を
得
て
い
ま
す
。
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東
京
地
下
鉄
株
式
会
社

東
京
電
力
株
式
会
社

株
式
会
社
東
芝

東
武
鉄
道
株
式
会
社

東
北
電
力
株
式
会
社

ト
ヨ
タ
自
動
車
株
式
会
社

名
古
屋
鉄
道
株
式
会
社

南
海
電
気
鉄
道
株
式
会
社

西
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社

株
式
会
社
ニ
チ
レ
イ

日
興
コ
ー
デ
ィ
ア
ル
証
券
株
式
会
社

日
産
自
動
車
株
式
会
社

日
新
火
災
海
上
保
険
株
式
会
社

株
式
会
社
日
清
製
粉
グ
ル
ー
プ
本
社

日
本
ア
イ
・
ビ
ー
・
エ
ム
株
式
会
社

日
本
ガ
イ
シ
株
式
会
社

日
本
興
亜
損
害
保
険
株
式
会
社

日
本
製
紙
株
式
会
社

日
本
生
命
保
険
相
互
会
社

日
本
電
気
株
式
会
社

日
本
電
信
電
話
株
式
会
社

野
村
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

パ
イ
オ
ニ
ア
株
式
会
社

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
株
式
会
社

株
式
会
社
博
報
堂

阪
急
電
鉄
株
式
会
社

阪
神
電
気
鉄
道
株
式
会
社

東
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社

株
式
会
社
日
立
製
作
所

富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
株
式
会
社

富
士
通
株
式
会
社

株
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